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資
料
と
凡
例

一　
資
料

（本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
）

本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
、
主
な
本
居
春
庭
の
語
学
関
係
の
資
料
は
次
の
と
お
り
（春
庭
に
関
係
す
る
と
見
倣
さ
れ
る
も
の
を
含
む
）
。
記

念
館
発
行
の
各
種

「目
録
」
の
分
類
に
従
い
そ
の
表
題
と
記
載
番
号
、
及
び
通
称

。
仮
称
を
も
っ
て
示
す
。
引
用
の
場
合
、
同

一
資
料
中

の
複
数
の
資
料
に
は
資
料
添
付
の
調
査
票
の
分
類
に
従

っ
て
①
②
③
…
…
を
付
す
。

０
　
本
書
で
扱
う
資
料

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
第
二
門
文
書

第

一
部
未
表
装
之
部

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇

１
　

「自
他

（か
よ
ひ
ち
草
稿
ご

（三
の
一
一一Ｃ

‥
…
・
「自
他
」

２
　

「
か
よ
ひ
路
自
他
草
稿
」
Ｔ
一の
二
七
）
…
…

「同
意
草
稿
」

３
　

「
こ
と
ば
の
表

（自
他
ご

（三
の
二
八
）
…
…

「詞
の
表
」

４
　

「
か
よ
ひ
ち
草
稿

（自
他
ご

（三
の
二
こ

５
　

「兼
用

（か
よ
ひ
路
資
料
ご

（三
の
三
一こ

・…
‥
「自
他
詞
資
料
二
」

６
　

「兼
用
の
部
草
稿
類

（か
よ
ひ
路
資
料
と

（三
の
三
四
）
…
…

「自
他
詞
資
料

一
」

７
　

「
こ
と
ば
の
カ
ー
ド
外
」
Ｔ
一の
四
四
）
…
…

「詞
の
カ
ー
ド
」

８
　

「
か
よ
ひ
路
資
料
」
會
一の
四
七
）
…
…

「通
路
資
料

（そ
の

一
ご



９
　

「
か
よ
ひ
路
資
料
」
Ｔ
一の
四
八
）
…
…

「通
路
資
料

（そ
の
一
一ご

１０
　

「
か
よ
ひ
路
資
料
」
Ｔ
一の
四
九
）
…
…

「通
路
資
料

（そ
の
三
ご

Ｈ
　

「詞
の
通
路
関
係
草
稿
」
Ｔ
一の
五

こ

・２
　

「①
中
二
段

（初
頭
の
題
名
ご

（三
の
五
三
）
…
…

「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
二
」

・３
　

「語
法
上
の
雑
稿
」
Ｔ
一の
五
五
）

・４
　

「通
路
下
巻
冒
頭
草
稿
」
Ｔ
一の
五
工Ｃ

・‥
‥
「冒
頭
草
稿
」
（文
構
造
の
草
稿
）

‐５
　

「詞
の
通
路
草
稿
」
Ｔ
一の
五
七
）

‐６
　

「詞
の
通
路
草
稿
」
Ｔ
一の
六
〇
）
…
…

「自
他
草
稿
」

・７
　

「詞
の
通
路
草
稿
」
Ｔ
一の
六

一
）
…
…

「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
」

・８
　

「詞
の
カ
ー
ド
」
Ｔ
一の
六
二
）
…
…

「
や
ち
ま
た
不
用
」

・９
　

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
全
一一の
六
四
）
…
…

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
（文
構
造
図
示
の
カ
ー
ド
）

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
第

一
門
図
書

第

一
部
著
書
之
部

第
二
類
春
庭
著
書

語
学

２０
　

「詞
の
か
よ
ひ
路
」
含
一
の
三
〇
）
…
…
詞
通
路

「初
稿
本
」

２．
　

「詞
の
か
よ
ひ
路
」
Ｔ
一の
三

一
）
…
…
詞
通
路

「成
稿
本
」

２２
　

「詞
の
か
よ
ひ
路
　
下
巻
」
含
一の
三
一
こ

‥
…
・詞
通
路

「草
稿
本
」

２３
　

「詞
八
衛
」
含
一
２

壬
こ

・…
‥
詞
八
衛

「初
稿
本
」

『蔵
書
目
録

〓
ご

語
学

文
法
そ
の
他

２４
　

「詞
の
八
衝
稿
」
写
　
一
冊
…
…

「詞
八
衛
　
浄
書
稿
」



『蔵
書
目
録

五
』
語
学

文
法
そ
の
他

２５
　

コ
詞
八
衛
』
草
稿
本
残
閉
」
写
　
一
一巻
　
一
冊
…
…

「詞
八
街
　
残
欠
本
」

『昭
和
五
十
四
年
度

本
居
家
新
規
寄
贈
品
目
録
』

Ｉ
典
籍
之
部

本
居
春
庭
之
部

２６
　

「万
葉
集
書
抜
」
写
　
一二
冊

（文
学

１２
）

２７
　

「万
葉
集
語
彙
」
写
　
一
一冊

（文
学

１３
）

２８
　

「詞
通
路
稿
」
写
　
一二
冊

（国
語
学

２０
）

２９
　

「書
き
ぬ
き
物
」
写
　
五
冊

（雑
考

２２
）

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
第

一
門
図
書

第

一
部
著
書
之
部

第
二
類

一
族
其
他

語
学

３０
　

「詞
通
路
離
誤
抄
出
」
Ｔ
一の

一
〇
〇
）

０
　
本
書
で
扱
わ
な
い
資
料

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
第
二
門
文
書

第

一
部
未
表
装
之
部

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇

３．
　

「歌
の
詞
の
し
る
し
ざ
ま

（自
他
こ

（三
の
二
九
）

３２
　

「詞
と
歌
の
カ
ー
ド

（自
他
ご

（三
の
三
〇
）

３３
　

「兼
用
の
部
カ
ー
ド

（通
路
資
料
ご

（三
の
三
二
）

３４
　

「古
今
万
葉
の
兼
用
例
」
曾
一の
三
五
）

３５
　

「兼
用
の
詞
の
控
」
Ｔ
一の
一三
〇

３６
　

「兼
用
の
例
」
會
一の
三
七
）



(4)

50  49  48  47  46  45  44  43  42  41  40  39  38  37

「兼
用
の
例

（内
題
と

（三
の
三
八
）

「延
約
の
部
カ
ー
ド

（通
路
資
料
ご

（三
の
二
九
）

「
ま
を
さ
く
の
類

（延
約
ご

（三
の
四
〇
）

「兼
用
延
約
の
例
」
Ｔ
一の
四

一
）

「延
約
の
例
」
Ｔ
一の
四
一
こ

「歌
の
詞
の
カ
ー
ド
」
３
一の
四
三
）

「詞
の
カ
ー
ド
」
Ｔ
一の
四
五
）

「詞
の
あ
つ
め
が
き

（通
路
ご

（三
の
四
六
）

「拾
遺
の
詞
の
カ
ー
ド
外
」
曾
一の
五
〇
）

「万
葉
の
詞
の
控
」
Ｔ
一の
五
三
）
…
…

（現
在

「
源
語
の
詞
の
控
」
と
改
称
）

「古
歌
手
控
」
會
一の
五
四
）

「詞
の
通
路
草
稿
　
中
」
Ｔ
一の
五
八
）

「詞
の
通
路
草
稿
　
下
」
Ｔ
一の
五
九
）

「品
詞
の
カ
ー
ド
」
Ｔ
一の
六
三
）

一
一　
凡
例
―
―
駅
字
の
符
号

挿
入
。

削
除
。
読
み
難
い
抹
消
文
字
は

（抹
消
あ
り
）
と
注
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。



見
せ
消
ち
。
［　
］
に
よ
っ
て
見
せ
消
ち
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

【　
】
…
…
…
二
行
割
注
。

《
　
》
…
…
…
別
紙
付
箋
。

□
□

‥
…
…
・不
明
の
文
字
、
読
み
得
な
い
文
字
。

（　
）
…
…
…
翻
字
者
の
注
記
。

ｏ

（上

一
ウ
）
…
巻

・
丁
。
例
、
（上

一
ウ
）
は
上
巻

・
第

一
丁

上
異
の
意
。
私
に
丁
数
を
施
す
こ
と
が
あ
る

（こ
の
場
合
、
丁
数
を

ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
す
）。

ｏ
合
字

・
省
字
の

「司
」
「寸
」
「
／
」
「旺

」
な
ど
は

「
コ
ト
」
「
ト
キ
」
「
シ
テ
」
「
ト
モ
」
な
ど
と
す
る
。

ｏ
漢
字

・
仮
名
は
原
則
と
し
て
現
行
の
標
準
字
体
と
す
る
。

ｏ
読
み
や
す
さ
の
た
め
、
適
宜
、
切
れ
目
を
置
く
こ
と
が
あ
る
。



資
料
と
凡
例

一　
資
料

（本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
）

・…
…
・・・・・・・・…
・―
・…
・・・・・・…
…
…
・…
・…
・・…
…
…
…
…
。…
・・・・・・・・・・・・…
⊂

０
本
書
で
扱
う
資
料
　
　
　
　
②
本
書
で
扱
わ
な
い
資
料

一
一　
凡
例
―
―
翻
字
の
符
号

第

一
部

　

『詞
八
衛
』

第

一
章
　
語
学
研
究
の
動
機

第

一
節
　
略
歴

第
二
節
　
動
機



第
二
章

　

『詞
八
衛
』
の
内
容

第

一
節
　
四
種
の
活
の
図

第
二
節
　
初
稿
本

『詞
八
衛
』

一
　

「初
稿
本
」
の
概
要

〓
一

「初
稿
本
」
の
活
用

①
マ
行
変
格
活
詞

０
排
列
　
　
　
　
②

「初
稿
本
」
の
変
格
活
用

一
一
　

「初
稿
本
」
の
活
用
型
排
列

内
容
の
概
要

活
用
型
、
活
用
形
の
種
類
と
排
列

０

「四
種
の
活
の
図
」
と
活
用
型
の
排
列

『活
用
言
の
冊
子
』
の
活
用
型
排
列

０
活
用
型
排
列
　
　
　
　
②

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
の
分
類

０
連
用
形

（二
）　
　
　
　
⑤

『紐
鏡
』
の
所

。
有

・
令

０

『紐
鏡
』
か
ら

『活
用
言
の
冊
子
』

ヘ

０
ま
と
め

②
連
用
形

（
一
）

②
ハ
行
変
格
活
詞

③

「中
二
段
」
の
名
称

０
自
他

15  13  1334  33  33



Ｑ

「
こ
そ
の
結
び
」

命
令
形

ま

と
め

五  四

第
三
章
　
初
稿
本

『詞
八
衛
』
の
例
語

第

一
節
　
例
語

一　

語
数

一
一　
排
列

48  4753  51  577  77  74

０

『活
用
言
の
冊
子
』
系

②
刊
本

③
初
稿
本

〓
一

「車
」
と
の
関
係

０
語
末
形
式
と

「車
」
論
　
　
　
　
②

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「附
録
」

四

　

「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
と

『詞
つ
か
ひ
』

第
二
節
　
例
語
の
活
用
型
認
定

『詞
八
衛
』
と

『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語

①

『詞
八
衛
』
へ
の
二
つ
の
経
路
　
　
　
　
②
例
語
の
比
較



一
一　
例
語
の
認
定

０

『詞

つ
か
ひ
』
例
語
認
定
の
規
準

０

『詞
八
衛
』
の
活
用
型
分
類

〓
一
　

『詞

つ
か
ひ
』
と

『詞
八
衛
』

第
四
章
　
証
例
と
例
語

②
例
語
認
定
規
準
の
適
用

⑤
常
昭
の
例
語
認
定

③
活
用
型
の
名
称

⑥
春
庭
の
例
語
認
定

第

一
節
　
証
例
と
宣
長

一　

証
例

99  99  94  91  91

一
一　
証
例
と

『古
事
記
伝
』

第
二
節

　

「
や
ち
ま
た
不
用
」
と

『詞
つ
か
ひ
』
・
初
稿
本

『詞
八
衛
』

一　

証
例

①
刊
本

『詞
八
衛
』

一
一

「
や
ち
ま
た
不
用
」

〓
一　
証
例
の
取
捨
、
交
替

②

『詞
つ
か
ひ
』

０
初
稿
本

『詞
八
衛
』

①
証
例
　
　
　
　
②

「不
用
」
の
性
格



第
二
節

　

「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
」
と

「や
ち
ま
た
例
語
草
稿
二
」

一
　

「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
」

一
一　
例
語

119  118  118

①
語
数
、
種
類
、
排
列
　
　
　
　
②

稿
」
の
位
置
①

〓
一

「草
稿
残
欠
本
」
と

「浄
書
稿
」

①

「草
稿
残
欠
本

詞
の
や
ち
ま
た
」

と
刊
本
の
対
照

「例
語
草
稿
」
の
例
語
か
ら

「刊
本
」
の
例
語

ヘ

０

「例
語
草

②

「浄
書
稿

詞
八
衛
」

０

「残
欠
本
」
「浄
書
稿
」

②

「例
語
草
稿
二
」
の
例
語
か
ら

「刊
本
」
の
例
語
へ

０
活
用
型

ハ

「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
二
」

①
語
数
、
種
類
、
排
列

変
更
の
語

「例
語
草
稿
」

①
例
語
に
付
す

「例
語
草
稿
一

と

「初
稿
本
」
「不
用
」

「
△

」

「
●

」

「
▲

」

②

「例
語
草
稿
」
の
位
置
②

一」

の

「
●
」

「
▲
」



＜

第
五
章
　
刊
本

『詞
八
衝
』
の
成
立

第

一
節

　

『詞
八
衛
』

０
山
田
孝
雄

第
二
節

　

『詞
八
衛
』

②
時
枝
誠
記

③
古
田
東
朔

０
足
立
巻

一
、
尾
崎
知
光

付
節付

節

一
一二三四

付
節
一

一

体
裁
と
書
名

常
昭
の
学
問

『詞

つ
か
ひ
』

『詞

つ
か
ひ
』
と
柴
田
常
昭

芝
原
春
房

成
立
諸
説

の
成
立

一

『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
論

首
、
車
、
足
掻

①
首
　
　
　
　
②
車

０
車
と
足
掻

０
宣
長
書
入

（
一
）

⑤
車
以
外
の
辞



所
語
、
有
語
、
令
語

①
派
生
形
の
活
用
表

０
動
詞
の
命
令
形

自

・
他

‥
…

…

…

四  三

十分
三
中

②
所
語

③
有
語

〔Ｗ
人
「
ヨ
叩

Ｄ
派
生
形
の
処
理

190  188205  204 200  200  197210  209

０
動
詞
の
場
合

り
宣
長
書
入

（二
）

五
　
常
昭
の
文
法
観

付
節
三
　

『詞
つ
か
ひ
』

一　
構
成

。
巻
序
の
対
照

と

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語

一
一　
例
語
数

②
形
容
詞
の
場
合

③
体
語
＋

「し
」

０

「
し
」
の
機
能

〓
一　
追
加
例
語

①
常
昭

。
春
房
の
書
入
語

『詞
つ
か
ひ
』
不
採
用
の

第

一
次
例
語
成
立
の
時
期

(13)

五  四

②
第
二
次
例
語
と
書
入
語

③
第

一
次
例
語
と
書
入
語

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語



第
二
部

　

『詞
通
路
』

第

一
章
　
自

（動
詞
Ｙ

他

（動
詞
）
の
研
究

第

一
節
　
明
治
期
以
前

①

「自
他
」
の
用
例

第

二
節
　
明
治
期
以
降

②

『
一
歩
』

③

『
か
ざ
し
抄
』
『あ
ゆ
ひ
抄
』

①
田
中
義
廉
　
　
　
　
②
中
根

淑

⑥
三
矢
重
松
　
　
　
　
０
山
田
孝
雄

０
佐
久
間

鼎
　
　
　
　
０
　
一二
上

章

第
二
節

　

『詞
通
路
』
の
自
他
、
そ
の
批
判

③
佐
藤
誠
実
　
　
　
　
０
鶴
峯
戊
申

③
　
松
下
大
三
郎
　
　
　
　
０
徳
田

浄

０
時
枝
誠
記

一
　

「詞
の
自
他
の
事
」
の
内
容

一
一　
六
段
図
と
上
下
対
置
語

〓
一

『詞
通
路
』
の
自
他
、
批
判

り
大
槻
文
彦

①
小
林
好
日

261  254 253  253



０
権
田
直
助

「自
他
語
格
捷
見
図
」

０
小
林
好
日
　
　
　
　
Ｑ
佐
久
間

鼎

第
二
章
　
エハ
段
図
と
上
下
対
置
語

②
黒
河
春
村

『活
語
四
等
耕
』

⑥
時
枝
誠
記

第

一
節

一

六
段
図

「初
稿
本
」
紙
背
六
段
図

一
一

「
こ
と
ば
の
表
」

〓
一　
六
段
図
の
比
較

①

「詞
の
表
」
と
の
比
較

六
段
図
の
派
生
形

第
二
節
　
上
下
対
置
語

一
　

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
上
下
対
置
語

「刊
本
」
の
意
義
規
定

『自
他
』
の
自

ｏ
他

０
対
置
語
の
意
義
規
定

②

『自
他
』
の

「自
、
自
然
」
と

「然
す
る
」

０
山
田
孝
雄

②
第

一
段
の
意
義
規
定

③

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」

284 279  273  273304 300  299  299



四

　

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
「
み

五
　
六
段
図
の
第

一
段
語
と
第
一

つ
か
ら
然
す
る
」
「物
を
然
す
る
」

一ハ
　
春
庭
の
自
他

（
一
）

第
二
節
　
エハ
段
図
の
構
造

単
純
形
と
派
生
形
の
関
係

単
純
形

一匹
Ⅸ
護
中

336 330  325  324 319 319 315 311  310

五 四 三 二 一一ハ
　
六
段
図
の
体
系

第
四
節
　
上
下
対
置
語
の
自
他

一
　

「刊
本
」
の
対
置
語

「
す
、
さ
す
」
派
生
形

「
る
、
ら
る
」
派
生
形

‥

「
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る

ゝ
」

０

「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定
　
　
　
　
②
上
下
対
置
語
の
自
他
対
応

か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
　
　
　
　
０
間
接
受
身
　
　
　
　
Ｑ

『自
他
』
の

０
上
下
対
置
語
の

「
お
の
つ

「然
せ
ら
る
ゝ
」

０
同
語
形
異
意
義
　
　
　
　
②
意
義
規
定
の
交
替
と
格

③
例
外



〓
一　
意
義
規
定

五  四

第
三
章
　
自
他
詞
の
成
立

第

一
節

　
「詞
の
カ
ー
ド
」
と

「自
他
」
と

「自
他
草
稿
」

「成
稿
本
」
の
対
置
語

①
同
語
形
異
意
義

②
意
義
の
交
替
と
非
交
替

①
諸
本
の
意
義
規
定

②
意
義
規
定
の
変
更

変
更
の
意
味

春
庭
の
自
他

『自
他
』

０

「調
査
票
」

Ｑ
意
義
規
定

「同
意
草
稿
」

０

「調
査
票
」

「詞
の
カ
ー
ド
」

②
第

一
の
部
分

０
自
他
対
置
語

０
第
二
の
部
分

０
ま
と
め

０
第
三
の
部
分

（一
一）

②
対
置
語

０
ま
と
め

376 374379 379



①

「調
査
票
」
　
　
　
　
②
カ
ー
ド
数

Ｕ

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
位
置

０
カ
ー
ド
の
書
き
方
　
　
　
　
０
自
他
の
カ
ー
ド

０
同
意
の
カ
ー
ド
　
　
　
　
０
ま
と
め

「自
他
草
稿
」

０

「調
査
票
」

Ｄ
意
義
規
定

五
　
各
資
料
の
位
置

②
第

一
の
部
分

“

ま
と
め

０
第
二
の
部
分

０
自
他
対
置
語

①
初
稿
本
、
成
稿
本
、
刊
本
　
　
　
　
②
対
置
語
　
　
　
　
③
意
義
規
定
　
　
　
　
０
先
後
関
係

第
二
節

　

『詞
八
衛
』
と

「自
他
詞
資
料
」
と

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
４ｉ８

一　

資
料
の
概
要

一
一　
　
潮囲
三
中

０

「自
他
詞
資
料

一
」
の
例
語
　
　
　
　
②

「自
他
詞
資
料
二
」
の
例
語

「自
他
詞
資
料

一
」
と

「自
他
詞
資
料
二
」

０
例
語
の
対
照
　
　
　
　
②
派
生
形

「自
他
詞
資
料
二
」
と

「詞
の
カ
ー
ド
」

①
例
語
　
　
　
　
②
例
語
の
対
応

０
分
類



五
　

「自
他
詞
資
料

一
」

①
例
語
と
分
類

と

『詞
八
衛
』

②
例
語
の
対
照

エハ
　
ま
と
め

449 444 441  441 437454 453  453

第
二
節

　

「自
他
草
稿
」
の
位
置

第
四
章
　
文
構
造
の
研
究

第

一
節
　
「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
資
料

一　
関
係
資
料

一
一

「草
稿
本
」

０
概
要
　
　
　
　
②
冒
頭

〓
一

「通
路
下
巻
冒
頭
草
稿
」

①
概
要
　
　
　
　
②
凡
例

０
凡
例

０
表
紙
裏

自
他
対
置
語
の
分
類

対
置
語
と
六
段
図

「自
他
草
稿
」
の
位
置



「詞
通
路
稿
」

①
用
例
数

②
出
典

③
排
列

「
囲
み
」

三
種

一 塞 六 五

「和
歌
の
カ
ー
ド
」

一節
　
図
示
の
異
同

直
接
修
飾

470  470 467 465495 492 491  489

０
刊
本
　
　
　
　
②
初
稿
本
と
成
稿
本

③
富
樫
広
蔭

「詞
通
路
離
誤
抄
出
」

直
接
修
飾
の
符
号
と
頻
度

０
符
号
　
　
　
　
②
頻
度

③

「詞
」

０

「
て
に
を
は
」

⑤
規
準
の
変
更

間
接
修
飾

０

「刊
本
」

意
味
連
結

の
類
型

②

「詞
通
路
稿
甲
」
の
特
殊
図
示

③

「
む
ね
と
」

同
音
連
結

七 六 五 四

「原
初
稿
本
」

係
結
、
枕
詞



八

　

ま

と

め

第
五
章

　

『詞
八
衛
』
と

『詞
通
路
』
の
草
稿

第第
二
節

　

『詞
八
衛
』

一
　

「
四
種
の
活
」

『詞
通
路
』
の
成
立

(21)

五 四 三 二

節
　
草
稿

・
雑
稿
残
篇
の
翻
字

関
係
資
料

一
覧

翻
字
と
そ
の
注
記

０

「詞
の
自
他
の
事
」

０
初
期
の
草
稿

③
そ
の
他
の
草
稿

草
稿

。
一

働

「上
二
段
」

宣
長
の
自
他

「自
他
草
稿
」

自
他
の
意
義
規
定

雑
稿
残
篇
の
筆
跡 と

自
他

②

「詞
の
自
他
の
事
」
草
稿

。
二

の
名
目
　
　
　
　
０
活
用
と
自
他

０

「
八
衛
」
の
草
稿

０

「自
他
草
稿
」
関
係

508  503  503562  560  557  551  544 544



笏
　
　
　
　
エ
ハ

笛
■
ハ
立早

春
庭
の
語
学

『詞
八
衛
』
『詞
通
路
』
の
成
立

お
わ

り

に

567   564) 575  573

既
発
表
関
係
論
文

索

　

引
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第

一
章
　
語
学
研
究
の
動
機

第

一
節
　
略

　

歴

本
居
宣
長

（享
保
十
五
全

七
三
〇
〉
年

生
）
の
長
子

春
庭
の
伝
記
に
つ
い
て
は
既
に
、
例
え
ば
足
立
巻

一

『や
ち
ま
た
』
な
ど
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
関
係
す
る
他
の
項
目
も
含
め
て
主
な
事
項
を
年
譜
と
し
て
示
す
。

西
暦

一
七

六

三

一
七
六
四

一
七
六
七

一
七
七
〇

一
七
七

一

年
号

宝
暦

一
三

年
一 齢

明
和

明
和

明
和

明
和
　
八

九

七 四 元

ノヽ  ヨi  三二

二
月
二
日
、
春
庭
、
生
。
健
蔵
と
命
名
。
父
宣
長
三
十
四
歳
、
母
勝
二
十
三
歳
。

ｏ
官
一長
日
記
二
月
二
日

「晴
陰
、
風
烈
、
或
雪
散
、
未
刻
後
晴
、
猶
風
　
○
未
刻
半
自

レ

津
使
来
、
告

二
今
巳
刻
前
勝
安
産
、
男
子
出
生
、
母
子
無

レ
恙
之
由

一
」。

宣
長
、
『古
事
記
』
の
研
究
に
着
手
。

正
月
十
四
日
、
弟
春
村
、
生
。

正
月
十
日
、
手
習
い
を
始
め
る
。

正
月
十
二
日
、
妹
飛
騨
、
生
。

宣
長

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
成
。
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一
七
七
三
　
安
永
　
二

一
七
七
五
　
安
永

一
七
七
六
　
安
永

一
七
七
九
　
安
永

一
七
八
〇
　
安
永

一
七
八
二
　
天
明

一
七
八
六
　
天
明

一
七
八
七
　
天
明

一
七
九

一　

寛
政

三 七 六 二 九 八 五 四

一
七
九
二
　
寛
政

三
〇 三一

一一一

一
四

一
七

一
八

二
〇

二
四

二
五

二
九

正
月
二
日
、
妹
美
濃
、
生
。

富
士
谷
成
章

『あ
ゆ
ひ
抄
』
成
。
安
永
七
年
刊
。

父
宣
長
の
命
で
図
書
の
書
写
、
版
下
の
筆
稿
を
始
め
る
。

正
月
十
五
日
、
妹
能
登
、
生
。

宣
長

『詞
玉
緒
』
成
。

正
月
二
日
、
健
亭
と
改
名
。

宣
長
の

『活
用
言
の
冊
子
』
禽
御
国
詞
活
用
抄
』
の
原
本
）
を
筆
稿
。

十

一
月
三
日
、
飛
騨
、
津
の
草
深
玄
鑑
に
嫁
す
。

七
月
、
『古
事
記
伝
』
の
版
下
を
書
き
始
め
る
。

眼
病
起
こ
る
。
八
月
か
ら
十

一
月
ま
で
尾
張
馬
嶋
明
眼
院
に
入
寮
加
療
。
十

一
月
十
日
、

帰
宅
。

ｏ
宣
長
日
記
八
月
十
日
「健
亭
因

二
眼
病

一、馬
二
療
治

一
行

二
尾
張
馬
嶋

一、今
日
嚢
足
」
。

十
四
日

「飛
騨
帰

レ
津
、
自

二
去
二
月

一
逗
留
、
今
日
所

レ
帰
也
」
。

十

一
月
十
日

「健
亭
自

二
尾
州
馬
嶋

一
帰
」
。

二
月
十
九
日
、
美
濃
、
松
坂
湊
町
の
長
井
嘉
左
衛
門
に
嫁
す
。

二
月
、
再
び
明
眼
院
で
加
療
。
四
月
二
十
三
日
、
帰
る
。

ｏ
宣
長
日
記
二
月
五
日
「行

二
名
古
屋

一、
健
亭
同
伴
、
〈
７
日
発
足
、
〈
フ
タ
泊

二
神
戸

一
」。

廿
七
日

「帰
着
実
、
健
亭
者
留
二
名
古
屋

一
、
受
二
馬
嶋
療
治

一
」
。



一
七
九
二
　
寛
政
　
五

一
七
九
四

一
七
九
五

一一一二
一一一一一一

寛 寛
政 政

七 六
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九 八

七
九
六
　
寛
政

七
九
七
　
寛
政

三
四

三
五

四
月
廿
三
日

「今
夕
健
亭
自
二
名
古
屋

一
帰
」
。

宣
長

『玉
あ
ら
れ
』
成
、
同
刊
。

柴
田
常
昭

『詞
つ
か
ひ
』
∩
詞
の
小
車
し

成
か
。

三
月
、
播
磨
の
眼
科
医
の
診
療
を
受
け
る
。

ｏ
宣
長
日
記
二
月
十
日

「上
京
、
今
日
発
足
、
健
亭
同
伴
」
。

四
月
廿
九
日

「帰
着
」
。

石
塚
龍
麿

『古
言
清
濁
考
』
成
、
享
和
元
年
刊
。

六
月
以
後
、
失
明
。

四
月
二
十
二
日
、
鍼
医
修
業
の
た
め
上
京
。

ｏ
宣
長
日
記
四
月
廿
三
日

「健
亭
上
京
、
今
日
発
足
、
栄
次
郎
、
飛
騨
同
伴
、
自
二
初

瀬
海
道

一
登

ル
」。

五
月
廿
三
日

「栄
次
郎
、
飛
騨
自

レ
津
来
、
此
度
健
亭
上
京
、
今
月
朔
日

著

レ
京
、
借
宅
、
中
立
売
油
小
路
西

へ
入
町
南
側
鍵
屋
又
兵
衛
家
也
」

十
二
月
十
五
日
、
能
登
、
山
田
の
安
田
伝
大
夫
に
嫁
す
。

二
月
、
飛
騨
、
草
深
家
を
離
縁
。

八
月
六
日
、
京
都
か
ら
帰
る
。
鍼
医
開
業
。

ｏ
宣
長
日
記
八
月
六
日

「健
亭
自

レ
京
帰
着
」。

十
二
月
十
六
日
、
妻
壱
岐
入
家
。
壱
岐
、
十
七
歳
。
翌
寛
政
十
年
正
月
二
十
二
日
、
披
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七
九
八
　
寛
政

一

七
九
九
　
寛
政

一

一
八
〇
〇
　
寛
政

一

八
〇

一　
一早
和

八
〇
二
　
一早
和

一
八
〇
三
　
一早
和
　
一二 一  九 一 o

一二
一ハ

三
七

三
八

二
九

四
〇

四

一

露
。

ｏ
宣
長
日
記
十
二
月
十
六
日

「伊
伎
入
家
、
抑
此
度
縁
談
事
、
孝
賢
病
中
約
束
相
定
、

今
夕
引
取
、
内
々
婚
儀
相
結
者
也
、
予
只
今
之
身
分
、
自

二
町
家

一
縁
組

不

二
相
叶

一
故
、
為

二
安
田
伝
大
夫
ｏ
〈妹

一
〉
所

レ
迎
也
、
然
願
相
済
迄

者
、
極
内
々
也
、
願
済
来
之
上
、
来
春
諸
祝
事
可
二
取
計

一
者
也
」
。

正
月
廿
二
日

（寛
政
十
年
）
「婚
礼
弘
メ
」
。

正
月
二
十
五
日
、
飛
騨
、
四
日
市
の
高
尾
九
兵
衛
と
再
婚
。

六
月
十
三
日
、
宣
長
の

『古
事
記
伝
』
完
成
。

二
月
二
十
四
日
、
稲
懸
大
平
、
本
居
家
厄
介
と
な
る
。

六
月
十
八
日
、
長
女
伊
豆
、
生
。

七
月
、
宣
長
、
春
庭

・
春
村
宛
て
に
遺
言
書
。

宣
長
の
遺
言
書
を
契
機
に
語
学
の
研
究
に
着
手
。

九
月
二
十
九
日
、
父
宣
長
、
没
。
七
十
二
歳
。
山
室
山
に
葬
る
。

二
月
四
日
、
大
平
に
本
居
家
名
跡
相
続
が
許
さ
れ
、
五
月
十
五
日
、
大
平
が
正
式
に
本

居
家
を
相
続
、
春
庭
は
本
居
大
平
方
厄
介
と
な
る
。

正
月
十

一
日
、
妹

（安
田
）
能
登
、
没
。

六
月
、
鈴
木
腹

『活
語
断
続
譜
』
コ
一呈
ｍ
四
種
論
』
Ｆ
一呈
中音
声
考
』
既
に
成
り
、
本

居
家
に
送
り
、
叱
正
を
乞
う
。
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1注

一
八
〇
四
　
文
化

八
〇
六
　
文
化

八
〇
九
　
文
化

八

一
四
　
文
化

一

八
二

一　

文
政

八
三
二
　
文
政

八
二
四
　
文
政

八
二
八
　
文
政

一

紋
付
着
用
許
可
願
書

（本
居
宣
長
記
念
館
蔵

「春
庭
翁
内
願
書

写
し

常
々
相
嘆
候
事
ハ
私
生
付
甚
不
才
二
て
学
事
出
来
不
申
候
上
長
々
眼
病
相
わ
つ
ら
ひ
廿
九
才
二
て
終
ニ
ロ
し
ひ
父
之
学
業
相
つ
き
候
事
出
来
不

申
甚
心
外
二
て
た
ゝ
此
事
の
ミ
嘆
く
ら
し
徒
二
年
老
当
年
最
早
六
十
二
才
二
相
成
大
二
相
衰
何
事
も
む
つ
か
し
く
く
つ
ほ
れ
申
候
此
分
二
て
は

余
命
も
可
少
心
ほ
そ
く
御
座
候
右
之
通
学
問
ハ
未
熟
候
得
共
若
年
よ
り
詠
歌
を
好
ミ
出
精
仕
候
ゆ
へ
相
応
二
歌
ハ
出
来
申
候
哉
国
々
二
門
人
多

く
有
之
候
又
詞
之
八
ち
ま
た
と
申
候
書
出
し
申
候
是
ハ
春
庭
口
よ
り
申
候
ハ
い
か
ヽ
二
候
得
と
も
古
今
未
誰
も
不
申
出
発
明
之
著
述

二
て
末
代

一 七 五 四 一 六 三

四
二

四
四

四
七

五
二

五
九

六
〇

エハ
二

エハ
エハ

こ
の
年
、
『詞
八
衛
』
起
稿
か
。

十
二
月
二
十
五
日
、
長
男
有
郷
、
生
。
健
蔵
と
命
名
。

三
月
、
『詞
八
衛
』
成
。
文
化
五
年
刊
。

六
月
八
日
、
本
居
大
平
、
和
歌
山
に
移
住
。
春
庭
、
松
坂
に
在

っ
て
後
鈴
屋
社
を
組
織
。

こ
の
こ
ろ

『詞
通
路
』
起
稿
か
。

二
月
二
十

一
日
、
母
勝
、
没
。
八
十

一
歳
。

正
月
二
十
三
日
、
長
女
伊
豆
、
松
坂
の
浜
田
伝
右
衛
門
に
嫁
す
。

こ
の
年

『古
事
記
伝
』
の
出
版
が
完
了
。

正
月
、
大
平
の
手
続
き
を
経
て
紋
付
着
用
願
を
和
歌
山
藩
に
差
し
出
す
。

二
月
、
『詞
通
路
』
成
。
翌
文
政
十
二
年
刊
。

十

一
月
七
日
、
没
。
六
十
六
歳
。
樹
敬
寺
に
葬
る
。

長
男
有
郷
、
相
続
。
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迄
不
動
説
二
て
御
座
候
今
の
世
二
多
く
著
述
物
出
来
候
得
共
皆
々
類
衆
も
の
或
ハ
頭
書
或
ハ
古
書
校
合
な
ど
い
た
し
板
行
仕
候
て
自
之
力
無
之

候
て
も
出
来
候
著
述
物
二
て
御
座
候
八
ち
ま
た
ハ
是
ら
と
ハ
大
二
違
ひ
申
候

（以
下
、
略
。
「本
居
大
平
ガ
其
ノ
筋

へ
出
ス
ト
テ
、
自
ラ
註
ヲ
加

ヘ
タ
ル
草
案
」
翁
本
居
宣
長
稿
本
全
集
』
第

一
輯

四
四
六
ぺ
）
の
本
文
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
）。

〔参
考
〕

１
　
本
居
清
造
編

『本
居
宣
長
稿
本
全
集
』
第

一
輯

「日
記
」
　

大
正
十

一
年
九
月

博
文
館
。

本
居
清
造
編

『本
居
宣
長
稿
本
全
集
』
第
二
輯

「紀
行
及
び
書
簡
」
　

大
正
十
二
年
八
月

博
文
館
。

２
　
足
立
巻

一

『や
ち
ま
た
』
上

。
下
　
昭
和
四
十
九
年
十
月
初
版

河
出
書
房
新
社
。

３
　
山
田
勘
蔵

『本
居
春
庭
』
　

昭
和
五
十
八
年
七
月

本
居
宣
長
記
念
館
。

４
　
材現
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
六
巻

「
日
記
」。

５
　
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
七
巻

「書
簡
集
」。

６
　
一現
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
別
巻
三
。

○
第

一
節
は
、
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。
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第
二
節
　
動

　

機

松
坂
の
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
資
料
に

「書
き
ぬ
き
物
」
翁
本
居
家
新
規
寄
贈
品
目
録
』
Ｉ
典
籍
之
部

・
雑
考

。
２２
ｏ
本
書
資
料
番
号

２９
）
と
し
て
整
理
さ
れ
る
五
冊

「書
き
ぬ
き
物
、
う
つ
ほ
物
語

一
冊
、
狭
衣
蜻
蛉

一
冊
、
竹
取

住
よ
し

や
ま
と
物
語

枕
草
紙

栄
花
物

語

一
冊
、
万
葉
集

一
冊
」
が
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年

一
月
二
十

一
日
、
宣
長
六
世
の
孫
、
本
居
弥
生
氏
寄
贈
の

一
七
八

一
点
中
の

一
点
で
、

宣
長
五
世
の
孫
、
清
造
氏
が
そ
の
包
紙
に
、

「う
つ
ほ
」
よ
り

「栄
花
」
に
至
る
三
冊
の
筆
跡
は
同
じ
や
う
な
り
、
「う
つ
ほ
」
に
は

「九
月
廿
六
日
読
終
」
、
「枕
草
紙
」
に
は

「寛

酉
正
月
廿
八
日
ヨ
ミ
ヲ
ハ
ル
」
、
「栄
花
」
に
は

「寛
十
三
酉
正
月
晦
日
ヨ
リ
」
の
識
語
あ
り
、
「万
葉
集
」
は
筆
跡
前
三
冊
と
別
な

り
、
い
づ
れ
も
春
庭
翁
が
或
人
に
読
ま
し
め
な
が
ら
書
抜
か
せ
た
る
も
の
と
、
ほ
ぼ
推
定
せ
ら
る
る
も
確
証
な
し
、
翁
自
記
の
稿
本
、

写
物
な
ど
と
共
に

一
ま
と
め
に
し
て
筐
中
に
あ
り
た
り

と
記
す
。

「書
き
ぬ
き
物
」
に
い
う

「寛
酉
」
「寛
十
三
酉
」
と
は

「寛
政
十
三
年

〈
一
八
〇

一
と

の
こ
と
で
あ
る
。
「寛
政
」
は
十
二
年
ま
で
、

次
の
年
号
は
享
和
。
享
和
は
同
年
二
月
五
日
か
ら
で
、　
一
月
と
二
月
の
数
日
は
寛
政
十
三
年
で
辛
酉
に
当
た
る
。
父
宣
長
の
没
し
た
享
和

元
年

〈
一
八
〇

一
〉
は
辛
酉
の
年
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て

「
正
月
廿
八
日
」
「正
月
晦
日
」
と
は
、
そ
の
年
、
寛
政
十
二
年

全
早
和
元
年
）

の
正
月
の
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
「う
つ
ほ
」
に
記
す

「九
月
廿
六
日
」
と
は
、
お
そ
ら
く
前
年

「寛
政
十
二
年
」
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
享
和
元
年
と
す
る
こ
と
は
、
父
宣
長
が
同
年
九
月
十
八
日
に
発
病
し
同
月
二
十
九
日
早
暁
に
没
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
期
間
の
こ

と
と
な

っ
て
無
理
で
あ
る
。
あ
る
い
は
寛
政
十

一
年
以
前
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
寛
政
十
二
年
七
月
に
宣
長
は
長
男
春
庭
、
次
男
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小
西
春
村
の
両
名
宛
て
に
遺
言
書
を
認
め
て
い
て
、
そ
の
遺
言
書
を
契
機
と
し
て
春
庭
が
語
学
の
研
究
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る

ほ
う
が
納
得
で
き
る
。

春
庭
の
語
学
研
究
は
、
宣
長
が
遺
言
書
を
書
い
た
寛
政
十
二
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
、
学
問
の
家
に
生
ま
れ
た
長
子
と
し
て
の
自
覚
、
責
任

感
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
遺
言
書
を
契
機
と
し
て
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
時
に
春
庭
、
三
十
八
歳
で
あ

っ
た
。

右
の

「書
き
ぬ
き
物
」
の
ほ
か
に
も
、
清
造
氏
が

「万
葉
集
書
抜
」
（資
料
番
号
２６
）
と
す
る
三
冊
、
「万
葉
集
語
彙
」
（資
料
番
号
２７
）

と
す
る
二
冊

（『本
居
家
新
規
寄
贈
品
目
録
』
Ⅱ
典
籍
之
部

。
本
居
春
庭
之
部

。
文
学
　
１２
、

‐３
）、
そ
の
他
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て

書
中
の
語
を
抜
き
出
し
、
と
き
に
簡
単
な
注
を
付
す
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
で
、
語
学
研
究
の
た
め
の
基
礎
作
業
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
精
査
は
後
の
こ
と
に
な
る
が

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
に
載
る

「詞
と
歌
の
カ
ー
ド

（自
他
ご

（三
の
三
〇
）
、
「詞

の
あ

つ
め
が
き

（通
路
と

（三
の
四
六
）
な
ど
な
ど
、
多
く
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
三
～
四
年
に
わ
た
る
彩
し
い
語
、
語
句
、
歌
な
ど
の
用
例
の
収
集
、
覚
え
書
き
と
い
う
基
礎
作
業
が
あ

っ
て
、

そ
の
間
に
、
お
そ
ら
く
父
宣
長
の
考
え
を
承
け
な
が
ら
活
用
、
自
他
、
延
約
、
兼
言
に
対
す
る
春
庭
自
身
の
考
え
が
徐
々
に
熟
成
さ
れ
、

そ
れ
が
や
が
て
文
化
元
年

〈
一
八
〇
四
〉
、
六
十
二
歳
の
年

（文
政
七
年
正
月
）
に
和
歌
山
藩
に
差
し
出
し
た
紋
付
着
用
許
可
願
書
に

「古

今
未
誰
も
不
申
出
発
明
之
著
述
に
て
末
代
迄
不
動
説
に
て
御
座
候
」
と
自
ら
称
し
た

『詞
八
街
』
の
著
作
に
着
手
し
、
翌
二
年
十
二
月
に

ほ
ぼ
完
成
、
翌
三
年
二
月
成
稿
、
推
敲
の
後
、
文
化
五
年
春
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
残
さ
れ
た
自
他
、
延

・
約

・
兼

の
研
究
が
続
け
ら
れ
、
文
化
十

一
年
の
こ
ろ

『詞
通
路
』
の
研
究
に
か
か
り
、
長
い
年
月
を
要
し
て
文
政
十

一
年

〈
一
八
二
八
〉
二
月
成

稿
、
富
樫
広
蔭
の
校
訂
を
経
て
翌
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
春
庭
は
、
そ
の
日
を
見
ず
に
前
年
文
政
十

一
年
十

一
月
七
日
に
没
し

た
。春

庭
の
学
問
の
基
礎
は
失
明
以
前
、
父
宣
長
の
指
導
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
本
格
的
に
語
学
の
研
究



11 第一章 語学研究の動機

に
関
わ
り
著
作
と
成
し
た
の
は
失
明
以
後
の
こ
と
で
全
く
盲
目
の
中
で
行
わ
れ
た
。
妻
壱
岐
、
妹
飛
騨
、
美
濃
、
能
登
、
あ
る
い
は
親
し

い
門
人
の
献
身
的
な
協
力
の
下
に
成

っ
た
の
は
確
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
春
庭
自
身
の
苦
労
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ

っ
た
に
違
い
な

い
。〔注

〕
１
　

『本
居
家
新
規
寄
贈
品
目
録
』
は

「
２２
　
書
き
ぬ
き
物
　
写
　
五
冊
」
（１１
ぺ
）
と
し

「五
冊
の
包
紙
識
文
」
に

「書
き
ぬ
き
物

一
冊
…
…
」

と
す
る
が
、
こ
の
清
造
識
文
に
は

望
日
き
ぬ
き
物
」
と
だ
け
あ
っ
て

「
一
冊
」
が
な
い
。
外
題
に

「春
庭
書
抜
物
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
一
冊

は
本
来
他
の
四
冊
と
は
別
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
第
二
節
は
、
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。



第
二
章

　

『詞
八
衛
』
の
内
容

第

一
節
　
四
種
の
活
の
図

一　
内
容
の
概
要

刊
本

『詞
八
衛
』
二
巻
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

１
　
序

　

（上
巻
冒
頭
、
三
丁
）

文
化
三
年
五
月
十
三
日
　
　
尾
張
　
植
松
有
信

（末
尾
に
）

２
　
総
論

　

（上
巻

一
丁
表
～
十
三
丁
表
）

「
四
種
の
活
の
図
」
を
含
む

３
　
各
論

　

（上
巻
十
三
丁
裏
～
下
巻
五
十
三
丁
裏
）

五
十
音
図
の
行
順
で
、
各
行
各
活
用
型
ご
と
に
凡
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
加
行
を
例
と
す
る
。

ア
、
加
行
の
活
用
型

「
四
段
の
活
、　
一
段
の
活
、
中
二
段
の
活
、
変
格
の
活
、
下
三
段
の
活

（記
入
な
し
ご

五
種
に
つ
い
て

「
四

種
の
活
の
図
」
同
様
の

「加
行
之
図
　
井
受
る
て
に
を
は
の
図
」
を
掲
げ
る

（略
）
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（活
の
図
）

・３
　
　
　
　
イ
、
「活
の
図
」
に
関
す
る
注
意
事
項
を
記
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（注
記
）
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○
変
格
の
活
は
私
る
と
い
ふ
詞
の
み
に
て
此
外
な
し
活
ざ
ま
受
る
て
に
を
は
な
ど
図
の
如
し
但
し
し
　
し
か
の
て
に
を
は

を
う
く
る
は
き
し
　
き
し
か
な
ど
き
よ
り
の
み
受
る
格
な
る
を
そ
れ
ハ
い
と
ま
れ
に
て
こ
し
　
こ
し
か
な
ど
こ
よ
り
う
け

た
る
多
し
さ
て
す
べ
て
の
活
に
第
五
の
音
に
活
く
こ
と
こ
れ
の
み
に
て
外
に
例
な
し
又
下
知
の
詞
に
は
こ
と
の
み
い
へ
る

例
な
り

ウ
、
各
活
用
型
別
に
そ
の
所
属
例
語
を
挙
げ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（例
語
）

あ
く
　
　
　
　
　
あ
く
　
　
　
　
ｏ
あ
が
く
　
　
　
あ
ざ
む
く

ｏ
あ
ざ
や
ぐ
　
　
　
あ
ふ
ぐ
　
　
　
ｏ
あ

へ
ぐ
　
　
　
ｏ
あ
ゆ
ぐ

　

（以
下
、
略
）

工
、
証
例
、
解
説

（関
係
す
る
活
用
、
自
他
、
延
約
な
ど
に
つ
い
て
の
注
記
）。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（証
例
）
（解
説
）

○
右
に
挙
た
る
詞
の
頭
に
○
の
印
を
つ
け
た
る
ハ
其
詞
の
活
の
証
を
下
に
引
る
し
る
し
也
み
な
お
な
じ

○
右
に
出
し
た
る
詞
の
外
何
め
く
と
い
へ
る
詞
猶
お
ほ
か
る
べ
し
み
な
此
活
な
り

○
あ
が
く
　
新
撰
字
鏡
に
腕
　
阿
加
久
と
あ
り

○
あ
ざ
や
ぐ
　
源
氏
物
語
寄
生
に
あ
ざ
や
ぎ
て
云
々
な
ど
猶
あ
り

（中
略
）

○
万
葉
三
に
見
毛
左
可
受
伎
濃
　
十
四
つ
ら
波
可
馬
可
毛
な
ど
あ
る
ハ
全
く
こ
ゝ
の
活
詞
の
さ
ま
な
れ
ど
と
も
に
此
外
に

活
き
た
る
例
も
な
く
又
か
く
活
く
べ
き
詞
の
さ
ま
と
も
見
え
ざ
れ
ば
此
活
詞
の
つ
ら
に
ハ
出
さ
ず
さ
て
此
詞

ハ
此
行
下

二
段
の
活
な
れ
バ
見
も
さ
け
ず
き
ぬ
　
つ
ら
は
け
め
か
も
と
い
ふ
べ
き
例
な
り
凡
て
ず
　
め
の
て
に
を
は
を
第

一
の
音

よ
り
う
く
る
は
四
段
の
活
第
四
の
音
よ
り
受
る
ハ
下
三
段
の
活
な
る
事
上
に
も
い
へ
る
が
如
し

（以
下
、
略
）

日
付

（下
巻
五
十
三
丁
裏
）
。
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文
化
三
年
春
二
月

５
　
後
書

（下
巻
末
尾
、
二
丁
）

本
居
大
平

（末
尾
に
）

各
論
は
、
右
の
よ
う
に
五
十
音
の
行
の
順
に
、
そ
の
行
に
存
在
す
る
活
用
型
の
活
用
表
、
そ
の
注
記
、
活
用
型
別
に
例
語
、
そ
の
証
例
、

関
係
す
る
活
用
、
自
他
、
延
約
な
ど
に
つ
い
て
の
解
説
を
記
す
。

一
一　

活
用
型
、
活
用
形
の
種
類

と
排
列

０

　

「
四
種
の
活
の
図
」
と
活
用
型
の
排
列

五
十
音
の
行
別
に
載
る

「活
の
図
」
の
活
用
型
は
四
段
、　
一
段
、
中
二
段
、
下
二
段
と
、
加
変
、
左
変
、
奈
変
の
計
七
種
を
数
え
る
の

に
対
し
て
、
総
論
の

「
四
種
の
活
の
図
」
で
は
四
段
、　
一
段
、
中
二
段
、
下
三
段
の
四
種
に
限
ら
れ
る
。

「
四
種
の
活
の
図
」
は
、
例
え
ば

「切
る
ヽ
と
続
く
と
を
兼
」
ね
る
よ
う
な
場
合
に
は
同
形
の
活
用
形
を
重
ね
て
掲
出
す
る
こ
と
が
な

い
。
鈴
木
脹

『活
語
断
続
譜
』
で
は
、　
一
等
～
八
等

（神
宮
文
庫
本
）
、
あ
る
い
は
第

一
段
～
七
段

（柳
園
叢
書
本
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

に
活
用
形
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
を
記
す
。
眼
は
語
の

「
は
た
ら
き
」
を
重
視
し
、
春
庭
は
語
の

「
か
た
ち
」
を
重
視
し
て
五
十
音

図
を
拠
り
処
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
四
種
の
活
の
図
」
の
活
用
型
四
種
は
四
段

↓

一
段

↓

中
二
段

↓

下
三
段
の
順
に
並
ぶ
。
次
の
よ
う
で
あ
る

（こ
こ
で
は
特
に

影
印
と
す
る
。
「文
化
五
年
戊
辰
之
春
発
行
」
の
版
に
よ
る
）
。
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右
の
四
種
の
動
詞
の
活
用
型
排
列
は
、
各
活
用
形
を
簡
略
に
示
す
と
、

四
段
の
活
　
　
　
　
ア
　
　
　
イ
　
　
　
ウ
　
　
　
　
エ
　
　
　

（
工
）

一
段
の
活
　
　
　
　
イ
　

　

（イ
）
　

　

イ
る
　

　

（イ
る
）
　

　

イ
れ

中
二
段
の
活
　
　
　
イ
　

　

（イ
）
　

　

ウ
　
　
　
　
ウ
る
　
　
　
ウ
れ

下
三
段
の
活
　
　
　
工
　

　

（
工
）
　

　

ウ
　
　
　
　
ウ
る
　
　
　
ウ
れ

と
な
り
、
最
初
に
第

一
の
段
の
活
用
形
を
五
十
音
の
順
に
置
き
、
そ
の
内
部
が
同
音
の
場
合
に
は
次
の
段
の
活
用
形
を
、
さ
ら
に
そ
れ
が

同
音
の
場
合
に
は
そ
の
次
の
段
の
活
用
形
を
五
十
音
の
順
に
置
く
。
こ
れ
が

「
四
種
の
活
の
図
」
の
動
詞
活
用
型
排
列
の
規
準
で
あ
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
動
詞
の
活
用
型
排
列
に
つ
い
て
は
、
「
四
種
の
活
の
図
」
に
除
か
れ
た
活
用
型
を
加
え
る
と
春
庭
の
別
の
考
え
が
見
え
て
く
る
。

各
行
別

「活
の
図
」
の
活
用
型
は
次
の
よ
う
に
並
ぶ
。

阿
行
之
図

一
段
の
活
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
い
れ

下
二
段
の
活
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　

つヽ
　
　
　
　

つゝ
る
　
　
　
う
れ

加
行
之
図

四
段
の
活
　
　
　
　
か
　
　
　
き
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

一
段
の
活
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
き
れ

中
二
段
の
活
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
く
る
　
　
　
く
れ

変
格
の
活
　
　
　
　
ン」
　

　

き
　
　
　
く
　
　
　
　
く
る
　
　
　
く
れ



下
三
段
の
活

左
行
之
図

四
段
の
活

変
格
の
格

下
三
段
の
活

多
行
之
図

四
段
の
活

中
二
段
の
活

下
二
段
の
活

奈
行
之
図

変
格
の
活

一
段
の
活

下
三
段
の
活

波
行
之
図

四
段
の
活

一
段
の
活

中
二
段
の
活
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ひ ひ は ね に  な て ち た

ち

つ  つ  つ

|ナせ せ さ

し し

す す す

フ
」ひ

ふ ひ ふ   ぬ に  ぬ
る       る

す
る

す
る

つ
る

つ
る

ぬ

る

ぬ

る
ふ
る

く

る

く
れ

せす
れ

す
れ

てつ
れ

つ
れ

ぬ
れ

ねに
れ

ぬ
れ

ヘひ
れ

ふ
れ
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下
三
段
の
活

麻
行
之
図

四
段
の
活

一
段
の
活

中
二
段
の
活

下
三
段
の
活

也
行
之
図

中
二
段
の
活

下
三
段
の
活

羅
行
之
図

四
段
の
活

中
二
段
の
活

下
二
段
の
活

和
行
之
図

一
段
の
活

中
二
段
の
活

下
三
段
の
活

「
四
種
の
活
の
図
」

み

ふ
　
　
　
　
ふ
る
　
　
　
ふ
れ

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

み
る
　
　
　
　
　
　
　
　
み
れ

む
　
　
　
　
む
る
　
　
　
む
れ

む
　
　
　
　
む
る
　
　
　
む
れ

ゅ
　
　
　
　
ゆ
る
　
　
　
ゆ
れ

ゅ
　
　
　
　
ゆ
る
　
　
　
ゆ
れ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

る
　
　
　
　
る
ゝ
　
　
　
る
れ

る
　
　
　
　
る
ゝ
　
　
　
る
れ

ゐ
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
れ

ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
＞つ
　
　
　
　

つヽ
る
　
　
　
ンつ
れ

ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
つゝ
　
　
　
　
＞つ
る
　
　
　
＞つ
れ

に
除
か
れ
た
力
変

・
サ
変

・
ナ
変
を
加
え
て
異
な
る
七
種
の
活
用
型
の
排
列
は
、

れ り ら え  い め み み ま

簡
略
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
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′

一

。

〇

四
段
　

　

　

ア
　

　

イ
　

　

ウ
　

　

　

（２

　

　

ェウ
れ

０
）
ナ
変
　
　
　
　
ア
　
　
　
イ
　
　
　
ウ
　
　
　
　
ゥ
る

エ

０
・　
一
段
　
　
　
　
イ
　
　
　
（イ
）
　

イ
る
　
　
　
（イ
る
）
　

イ
れ

Θ

中
二
段

　

　

イ
　

　

（イ
）
　

ウ
　
　
　
ウ
る
　

　

ウ
れ

Ｏ
）
サ
変
　
　
　
　
エ
　
　
　
イ
　
　
　
ウ
　
　
　
　
ゥ
る
　
　
　
ウ
れ

⑥
　
力
変
　
　
　
　
オ
　
　
　
イ
　
　
　
ウ
　
　
　
　
ゥ
る
　
　
　
ウ
れ

Ｏ
・　
下
三
段
　
　
　
工
　

　

（
工
）
　

ウ
　
　
　
　
ウ
る
　
　
　
ウ
れ

こ
の
活
用
型
排
列
の
第

一
の
段
に
先
に
述
べ
た
と
同
じ
く
五
十
音
を
適
用
す
る
と
、
四
段
と
ナ
変
の
順
は
入
れ
替
わ
り
得
る
し
、
サ
変

は
四
段
の
後
、
下
三
段
の
前
が
定
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
〇

・
〇

・
Θ

・
〇

・
⑥
の
い
ず
れ
に
も
位
置
し
得
る
が
、
と
す
る
と
第

一
の
段
の

活
用
形
の
順
は
、
可
能
性
と
し
て

ア
↓
工
↓
ア
↓
イ
↓
オ
↓
ェ
、
ア
↓
工
↓
イ
↓
オ
↓
工
、
ア
↓
イ
↓
工
↓
イ
↓
オ
↓
工
、
ア
↓
イ
↓
エ

↓
オ
↓
工
、
ア
↓
イ
↓
オ
↓
工

の
五
つ
の
場
合
が
あ
り
う
る
こ
と
に
な
り
、
い
ず
れ
の
場
合
も
五
十
音
順
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
、
第

二
の
段

（連
用
形
）
を
も
っ
て
排
列
の
第

一
規
準
と
す
る
と
、
排
列
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

○

「刊
本
詞
八
衛
」
活
用
型
排
列

Ｉ
　
第

一
に
、
第
二
の
段
の
活
用
形

（連
用
形
）
の
五
十
音
順

Ⅱ
　
第
二
に
、
第

一
の
段
の
活
用
形

（未
然
形
）
の
五
十
音
順

Ⅲ
　
以
下
、
第
二
の
段

（終
止
形
）、
第
四
の
段

（連
体
形
）
の
順
で
五
十
音
順
に
排
列
す
る
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こ
の
よ
う
な
規
準
を
立
て
、
例
え
ば
右
の
○
↓
○
↓
○
↓
⑪
↓
①
↓
Ｑ
↓
①
の
順
に
排
列
さ
れ
た
と
す
る
と
、
特
に
力
行
変
格
活
の
位

置
が
納
得
で
き
る
。
第
二
の
段
を
第

一
に
考
え
る
点
で
、
春
庭
に
は
連
用
形
を
も

っ
て
語
の
基
本
形
と
す
る
考
え
が
あ

っ
た
ら
し
い
。

②
　
連
用
形

（
一
）

春
庭
の
連
用
形
を
語
の
基
本
形
と
す
る
考
え
は
、
春
庭
自
身
の
資
料
の
、　
一
つ
は

『詞
通
路
』
の

「自
他
草
稿
」
と
仮
称
す
る
草
稿
に
、

他
は
同
じ
く
草
稿

「詞
の
通
路
関
係
草
稿
」
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
草
稿
で
は
例
語
を
連
用
形
で
列
挙
す
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「自
他
草
稿
」
Ｔ
一の
六
〇
）
、　
一
部
。

（０

〈
そ
た
ち
　
　
　
　
　
　
そ
た
つ
る
〉

ぁ

き

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

く

る

〈
た

り

　

　

　

　

　

　

　

た

る

ゝ
〉

う

き

　

　

　

　

　

　

　

　

う

く

る

か
た
ぶ
き
　
　
　
　
　
　
か
た
ふ
く
る

た
ひ
ら
ぎ
　
　
　
　
　
　
た
ひ
ら
く
る

〈
っ
き
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
る
〉

「詞
の
通
路
関
係
草
稿
」
Ｔ
一の
五
一
②
）、
全
文
。

②
▲
又
右
の
中
に
瑚
日
引
割
「を
剥
日
引
洲
ｕ
　
剥
つ―
酬
を
測
つ‐
劇
ｄ
　
ち
り
を
ち
ら
し
な
と
四
段
に
活
し
た
る
も
こ
れ
か
れ
多
し
　
そ

れ
も
猶

〈事
の
さ
ま
に
よ
り
て
〉
口
囲
□
岡
田
囲
□

と

〈下
三
段
に
も
〉
活
し
い
へ
り
　
洲
測
Ｊ
川
ｕ

ｄ
国
冽
ｕ
を
引
引
国
「

日

ほ
わ
せ
と
も
い
へ
る
か
如
し

但
し
多
ハ
湖
ｄ
引
洲
ｄ
「
訓

つ―
劇
し
　
ち
ら
し
な
と
四
段
に
活
く
方
ハ
お
と
ろ
か
さ
す
る
　
ま
つ
は
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さ
す
る
　
ち
ら
さ
す
る
な
と
　
さ
す
る
と
い
ひ
　
〔ゆ
か
し
ゆ
く
を
〕
ゆ
か
し
　
〔
お
も
ふ
を
〕
お
も
は
じ
　
〔と
る
を
〕
と
ら
し
△

な
と
四
段
に
活
か
さ
る
方

ハ
ゆ
か
す
る
　
お
も
は
す
る
　
と
ら
す
る
な
と
　
す
る
と
い
へ
り

△
ふ
る
く
の
へ
て
い
へ
る
と
ハ
こ
と
な
り
　
お
も
ひ
ま
か
ふ
へ
か
ら
す
　
是
も
わ
り
書

（付
箋
）

（傍
線
、
渡
辺
。
詳
し
く
は
、
第
二
部
第
五
章
）

語
を
或
る

一
つ
の
活
用
形
で
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
語
形
が
語
の
基
本
形
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
お
そ
ら
く
意
味
す
る
。

こ
こ
で
語
を

「連
用
形
」
で
示
し
て
い
る
の
は
こ
の
時
期
、
春
庭
が

「連
用
形
」
を
語
の
基
本
形
、
い
わ
ば

「本
語
」
と
考
え
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「本
語
＝
語
の
基
本
形
」
は
、
お
そ
ら
く
認
め
ら
れ
て
い
祀
。
春
庭
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
初
期
に
お
い
て
、
鈴
木

眼
が
い
わ
ゆ
る
終
止
形
を

「本
語
ニ
テ
ト
マ
ル
」
（神
宮
文
庫
本

『活
語
断
続
譜
し
、
「本
語
ニ
テ
キ
レ
居
ワ
リ
タ
ル
」
（刊
本

⊇
一一一呈
中
四
種

払ｙ
）
と
す
る
の
と
は
異
な
り
、
連
用
形
を
語
の
基
本
形
と
す
る
か
の
よ
う
な
柴
田
常
昭

『詞
つ
か
ひ
』
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

（↓

三
０
、
付
節
二
）
。

〓
一

『
活
用
言

の
冊
子
』

の
活
用
型
排
列

０
　
活
用
型
排
列

「連
用
形
」
を
第

一
に
、
次
に

「未
然
形
」
を
五
十
音
で
整
理
す
る

「詞
八
衛
の
活
用
型
排
列
」
は
、

長
の

『活
用
言
の
冊
子
』
の
排
列
、
従

っ
て
そ
れ
を
継
承
発
展
し
た

『詞
つ
か
ひ
』
や

『御
国
詞
活
用
抄
』

言
の
冊
子
』
の
活
用
型
排
列
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

○

「活
用
言
の
冊
子
」
の
活
用
型
排
列

Ｉ
　
多
音
節
語
と
単
音
節
語
を
三
分
し
、
多

釜
日
節
語
）
↓

単

（音
節
語
）
の
順
に
配
置

か
つ
て
春
庭
が
筆
稿
し
た
父
宣

の
排
列
と
は
異
な
る
。
『活
用
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Ⅱ
　
多
音
節
語
内
を
所
属
例
語
の

多

↓

少

の
順
に
配
置

ア

・
イ

・
ウ

ｏ
工
活
用

（四
段
）
↓

工
・
ウ

・
ウ
る
活
用

（下
三
段
）
↓

イ

・
ウ

・
ウ
る
活
用

（上
二
段
）

Ⅲ
　
単
音
節
語
内
を
多
音
節
語
の
活
用
型
排
列
順
に
配
置

工
・
ウ

ｏ
ウ
る
活
用

（下
二
段
　
得

・
寝

。
経
）
↓

イ

・
ウ

・
ウ
る
活
用

（サ
変

・
力
変
）

Ⅳ
　
多
音
節
語
と
異
な
る
活
用
型
の
単
音
節
語
を
最
後
に
配
置

イ

・
イ
る
活
用

（上

一
段
）

こ
の
排
列
は

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
か
ら
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
、
『活
用
言
の
冊
子
』
に
倣

っ
た
柴
田
常
昭
の

『詞
つ
か
ひ
』
も
、
『御

国
詞
活
用
抄
』
も
当
然
同
じ
で
あ
る
。
今
し
ば
ら
く
、
い
さ
さ
か

『詞
八
衛
』
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
る
が

『詞
つ
か
ひ
』
と
の
関
係
も

あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る

（柴
田
常
昭

『詞
つ
か
ひ
』
に
つ
い
て
は
、
付
節

一
・
二

・
三
）
。

②

　

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
の
分
類

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
全
四
十
三
段
の
構
成
に
つ
い
て
宣
長
自
身
が
二
重
線
を
も

っ
て
画
し
た
六
区
分
、
即
ち
、

Ｉ
　
第

一
段
～
第
五
段

Ⅱ
　
第
六
段

Ⅲ
　
第
七
段
～
第
十
八
段

Ⅳ
　
第
十
九
段
～
第
二
十
二
段

Ｖ
　
第
二
十
二
段
～
第
二
十
八
段

Ⅵ
　
第
二
十
九
段
～
第
四
十
二
段
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は

「意
味
上
の
も
の
で
も
な
く
語
性
に
よ
る
も
の
で
も
な
く
て
、
外
形
の
類
同
に
よ
る
区
分
で
あ
る
」
。
今
、
こ
の

「外
形
の
類
同
」
と
い

う
観
点
で

「紐
鏡
」
四
十
三
段
を
見
る
と
き
、
大
き
く
四
つ
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、

日
・　
第

一
段
～
第
六
段
―
―
五
十
音
図
の
二
行
に
わ
た
っ
て
活
用
す
る
語

団
一　
第
七
段
～
第
十
八
段
―
―
五
十
音
図
の
一
行
内
で
、
「り

。
る

ｏ
れ
」
と
活
用
す
る
語

団
一　
第
十
九
段
～
第
廿
二
段
―
―
五
十
音
図
の
一
行
内
で
、
「
ウ

・
ウ
る

ｏ
ウ
れ
」
と
活
用
す
る
語

団
一　
第
廿
三
段
～
第
四
十
三
段
―
―
五
十
音
図
の
一
行
内
で
、
「
ウ

。
（ウ
）
。
工
」
と
活
用
す
る
語

の
四
区
分
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

『活
用
言
の
冊
子
』
の
構
成

。
巻
序
に
展
開
し
て
い
く
の
は
、
い
わ
ば
自
然
な
流
れ
で
あ
る
。

０

　

『紐
鏡
』
か
ら

『
活
用
言
の
冊
子
』
ヘ

右
の
Ｈ

・
＝

・
‐ＩＩＩ

・
ＩＩＶ
に
次
の
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ
の
三
点
が
加
え
て
考
慮
さ
れ
れ
ば
、
『活
用
言
の
冊
子
』
に
至
る
。

Ａ
　
助
動
詞
下
接
形
を
除
く
。

こ
の
結
果
、
三
段
～
六
段

（過
去
の

「
き
」
、
完
了
十
過
去
の

「
に
き
、
て
き
」
、
打
消
の

「ず
」
の
下
接
形
）
、
十
九
段
上
一十
段

（完

了
の

「
ぬ
」
「
つ
」
の
下
接
形
）
、
廿
九
段
～
四
十
三
段

（推
量
の

「
む
」
の
下
接
形
）
が
除
か
れ
る
。
こ
こ
で
は

「
き
、
ず
、
ぬ
、
つ
、

む
」
に
限
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
助
動
詞
を
動
詞
か
ら
分
離
し
別
扱
い
す
る
考
え
が
見
ら
れ
、
且
つ
こ
れ
ら
の
助
動
詞
が

「
る
、
ら
る
、

す
、
さ
す
、
し
む
」
及
び

「
り
、
た
り
」
と
は
別
な
も
の
と
す
る
考
え
が
見
え
る
。

Ｂ
　
単
音
節
語
と
多
音
節
語
を
大
き
く
三
分
す
る
。

こ
の
結
果
、
廿

一
段

（力
変
活
、
サ
変
活
、
下
三
段
活
の

「得
、
寝
、
経
し

が
特
立
し
、
廿
八
段
か
ら
上

一
段
活
動
詞
が
分
立
し
て
、

と
も
に
単
音
節
動
詞
と
し
て

一
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
。
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こ
こ
で
敢
え
て
常
昭
の
用
語
を
使
え
ば
、
製
ｍ
の
本
主
」
で
あ
る

「首
」
が
動
く

（＝
活
用
す
る
）
か
否
か
は
語
の
類
別
に
お
い
て
重
要

な
基
準
と
な
る

（↓
付
節
二
）
。
単
音
節
語
と
多
音
節
語
を
大
き
く
対
置
す
る
の
は
活
用
語
の
語
構
成
を

「首
＋
車
」
と
捉
え
る
常
昭
に
と

っ
て
、
こ
れ
は
納
得
の
い
く
は
ず
の
こ
と
で
あ
る
。
宣
長
の
考
え
も
、
お
そ
ら
く
同
じ
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
「紐
鏡
」
第
廿

一
段
が
同

じ

「
ウ

ｏ
ウ
る

ｏ
ウ
れ
」
活
用
で
あ
り
な
が
ら

「
す

ｏ
為
、
く

。
来
、
う

。
得
、
ぬ

。
寝
、
ふ

。
経
」
を

一
括
し
他
の

「
す

。
す
る

ｏ
す

れ
」
「く

。
く
る

ｏ
く
れ
」
Ｆ
フ
ー
つ
る

ｏ
う
れ
」
「
ぬ

。
ぬ
る

ｏ
ぬ
れ
」
「
ふ

。
ふ
る

ｏ
ふ
れ
」
の
段
と
区
別
す
る
の
は
そ
れ
を
意
味
す
る
。

右
の
Ａ
・
Ｂ
に
よ
っ
て
国
～
回
は
、

①
　
一
段
。
二
段
　
　
―
―
多
音
節

「し
。
き
。
け
れ
」
活
用
の
語

①
・　
七
段
～
十
八
段
　
―
―
多
音
節

「り

。
る
ｏ
れ
」
活
用
の
語

⑪
・　
廿
二
段
～
廿
二
段
―
―
多
音
節

「
ウ
・
ウ
る
ｏ
ウ
れ
」
活
用
の
語

①
・　
廿
三
段
～
廿
八
段
―
―
多
音
節

「
ウ
。
工
」
活
用
の
語

⑭
・　
廿

一
段
　
　
　
　
―
―
単
音
節

「
ウ
・
ウ
る
ｏ
ウ
れ
」
活
用
の
語

⑭
　
廿
八
段
の
一
部
　
―
―
単
音
節

「
ウ
。
工
」
活
用
の
語

と

な

る
。

さ
ら

に
、

Ｃ
　
連
用
形
を
活
用
型
分
類
の
基
準
と
す
る
。

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
結
果
、
い
ま
①
の
形
容
詞
の
段
を
末
尾
に
置
く
こ
と
に
す
る
と
、
動
詞
は
、

①
が

「イ

（り
）
・
ウ

（る
と

活
用
の
語

⑪
が

「イ
・
ウ
・
ウ
る
」
活
用
の
語
と

「
工
・
ウ
・
ウ
る
」
活
用
の
語
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①
が

「
イ
・
ウ
」
活
用
の
語

①
が

「イ
・
ウ
・
ウ
る
」
活
用
の
語
と

「
工
・
ウ
・
ウ
る
」
活
用
の
語

⑪
が

「イ

ｏ
イ
る
」
活
用
の
語

と
な
る
。
こ
の
同
じ
活
用
の
①
と
①
を
一
括
し
、
所
属
例
語
の

多
↓
少

の
順
に
配
置
す
る
こ
と
を
加
え
れ
ば

『活
用
言
の
冊
子
』
の
排

列
と
な
る
。

連
用
形
を
活
用
型
に
よ
る
動
詞
分
類
の
規
準
の
一
つ
と
し
た
こ
と
は

一
方
で
ラ
変
活
を
四
段
活
と
同
じ
分
類
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
弱
点

を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
下
接

「
て
に
を
は
」
の
承
接
を
考
慮
し
な
く
て
は
両
者
を
区
別
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
活
用
型
に
よ

る
動
詞
の
分
類
を
よ
り
細
分
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

０
　
連
用
形

（
二
）

何
故
連
用
形
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
宣
長
の
著
作
に
直
接
そ
れ
を
裏
付
け
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
だ
が
、
例
え
ば

柴
田
常
昭
と
の
問
答
集

『万
葉
集
疑
問
』
に
、

③
神
奈
備
乃
一ム
々
　
吾
恋
益
、
コ
ヒ
ハ
コ
ヒ
ト
ノ
ミ
云
ヘ
ハ
体
語
也
、
コ
ヒ
オ
モ
フ
、
コ
ヒ
シ
タ
フ
ナ
ド
連
ク
時
ハ
用
ニ
ナ
ル
也
、
今
コ
ゝ

ナ
ル
モ
、
吾
恋
卜
暫
訓
切
リ
テ
、
益
卜
云
ヘ
ハ
、
恋
卜
云
言
体
、
吾
恋
益
ト
ヨ
ミ
ツ
ゝ
ク
ル
時
ハ
、
コ
ヒ
ト
云
言
、
上
声
ノ
ヤ
ウ
エ

ナ
リ
テ
用
ニ
ナ
ル
也
、
コ
ン
ラ
イ
ツ
ン
ニ
テ
モ
可
キ
ニ
欺
、

（６
）

コ
ン
ハ
、
必
恋
ヲ
体
言
ニ
ヨ
ム
ベ
キ
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
四

・
三
〇
五
）

ま
た

『石
上
私
淑
言
』
に
、

④
子
多
は
子
多
布
の
体
也
。
子
多
布
は
予
多
の
用
也
。
す
べ
て

一
ッ
の
言
を
体
と
用
と
に
い
ふ
た
ぐ
ひ
お
ほ
し
。
そ
れ
に
ニ
ッ
の
分
あ
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り
。　
一
に
は
体
の
言
の
下
に
は
た
ら
く
言
を
加

へ
て
用
と
し
。
省
て
体
と
す
。
た
と
へ
ば
宿
と
い
ふ
は
体
也
。
そ
れ
に
留
を
加

へ
て

耶
抒
留
と
い
ふ
は
用
也
。
此
留
は
良
利
留
礼
と
は
た
ら
き
て
。
や
ど
ら
ん
共
。
や
ど
り
て
共
。
や
ど
れ
と
も
い
ふ
也
。
…
…
…
。
幣

と
床
貯
ダ
ィ
の
た
ぐ
ひ
は
。
体
の
下
に
二
言
を
鳳

へ
て
用
と
な
り
。
下
の

一
言
に
て
は
た
ら
く
也
。
デ
グ
は
デ
グ
潔
什
。
デ
タ
貯
で
。

千
多
布
。
子
多
倍
な
ど
と
。
用
の
と
き
は
下
の

一
言
波
比
布
倍
と
は
た
ら
き
。
そ
の

一
言
を
は
ぶ
き
て
体
に
な
る
也
。
さ
て
ニ
ッ
に

は
。
下
の
は
た
ら
く
言
を
や
が
て
体
に
し
た
る
也
。
た
と
へ
ば
思
と
い
ふ
言
は
用
に
て
。
於
毛
波
牟
。
於
毛
比
天
。
於
毛
布
。
於
毛

倍
と
は
た
ら
く
を
。
於
毛
比
と
い
ひ
て
体
に
も
な
る
也
。
其
時
用
に
い
ふ
於
毛
比
と
。
体
に
い
ふ
於
毛
比
と
は
其
よ
ぶ
音
か
は
る
也
。

薫

祭

‥
…
…
・な
ど
の
た
ぐ
ひ
。
同
じ
格
に
て
。
下
の

一
言
を
幾
志
知
比
美
理
な
ど
の
第
二
の
音
に
し
て
。
体
に
な
る
事
思
に
同
じ
。

今
の
世
に
謡
と
い
ふ
物
は
此
格
に
て
。
宇
多
布
を
比
と
い
ひ
て
体
に
な
し
た
る
詞
也
。
意
は
干
多
と
い
ふ
に
同
じ
。
其
例
は
上
に
い

へ
る
耶
抒
留
と
い
ふ
用
の
詞
．
耶
抒
と
も
耶
抒
理
と
も
体
に
い
ふ
が
ご
と
し
。
又
延
計
世
天
扁
幣
米
礼
な
ど
第
四
の
音
に
て
体
に
な

る
有
。
栄

ど
い
へ
ば
用
に
て
佐
伽
延
牟
な
ど
共
は
た
ら
く
を
。
佐
伽
延
と
い
ひ
て
体
に
も
な
る
也
。
助

ル屁
ツ
ル

…
…
…
な
ど
皆
同
格

也
。
か
や
う
に
体
に
も
用
に
も
い
ふ
言
ど
も
は
。
本
は
体
の
言
な
る
を
。
後
に
は
た
ら
か
し
て
用
の
言
に
成
し
た
る
か
。
又
用
の
言

を
体
に
な
し
た
る
か
。
そ
の
本
は
わ
き
ま
へ
が
た
し
。
…
…
…
た
ゞ
干
多
は
予
多
布
の
体
。
千
多
布
は
干
多
の
用
と
心
得
て
あ
り
な

ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
Ｔ

一
一
四
～

一
一
五
）

⑤
刑
部
省
を
和
名
抄
に
ブ
グ
僣
グ
〆
舞
綱
Ｆ
ど
と
あ
れ
ば
。
デ
グ
村
Ｐ
が
本
語
に
て
。
デ
智
グ
イ
と
い
ふ
は
俗
語
也
。

含
一
。
一　
一
五
）

『続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
に
も
、

⑥
す
べ
て
な
り
と
い
ふ
辞
は
、
此
爾
在
の
切
り
た
る
也
、
古
文
に
は
、
多
く
は
本
語
の
ま
ゝ
に
、
に
あ
り
と
い
へ
り
、

（七

・
二
五
三
）
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と
あ
る
。
⑤
⑥
の

「本
語
」
は
常
昭
が
活
用
論
で
使
う
用
法
と
は
異
な
る
が
語
義
と
し
て
は

″規
準
に
な
る
語
″
″基
本
と
な
る
語
″
の
意

で
常
昭
と
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
し

（↓
付
節
二
）、
③
④
は

″体
″
と

″用
″
に
つ
い
て
、
特
に
④
は
加
え
て
活
用
に
絡
め
て

「体
の
言
」

「用
の
言
」
の
語
構
成
に
つ
い
て
述
べ
、
「用
の
言
」
は

「思
ふ
」
の
類
で
は
第
二
の
音

（四
段
活
用
の
連
用
形
）、
「栄
ゆ
る
」
の
類
で
は

第
四
の
音

（下
三
段
活
用
の
連
用
形
）
で

「体
に
な
る
」
と
い
う
。
勿
論
、
「体

（語
と

と

「本
語
」
は
異
な
る
概
念
の
用
語
だ
が
共
通

す
る
面
も
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
常
昭
の
活
用
語
論
に
発
展
し
て
い
く
距
離
は
近
い
。
右
は
連
用
形
を
活
用
論
の
根
底
に
置
く
考
え
が
宣
長

に
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
せ
る
内
容
の
一
つ
で
あ
る
。

常
昭
は
、
活
用
語
の
語
構
成
を

「首
＋
車
」
と
し
て
捉
え
、
活
く
車
に
対
し
て
動
か
ぬ
首
は

「語
の
本
主
」
で
あ
っ
て
、
連
用
形
は
体

語
と
な
り
そ
の
体
語
は
首
と
同
等
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ば

″連
用
形
＝
語
の
本
主
″
と
す
る
考
え
が
あ
る
。

⑦
首
と
は
人
の
首
の
ご
と
く
語
の

〔為
に
も
〕
頭
に
し
て

〔足
掻
あ
る
ひ
ハ
車
な
ど
い
ふ
辞
の
ご
と
く
〕
働
キ
動
ク
こ
と
無
ク

〔し
て

も
と
よ
り
〕
其
語
の
本
主

〈
ナ
ル
ヲ
云
〉
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『詞
つ
か
ひ
』
凡
例
の
第

一
巻
　
１
オ
）

③
笑
ふ
声
を
恵
良
と
い
ふ
…
…
…
是
に
車
の
く
を
添
て
恵
良
具
卜
い
ひ
恵
良
伎
と
足
掻
キ
て
体
語
と
な
り
笑
楽
の
名
と
す

∩
詞
つ
か
ひ
』
凡
例
の
第

一
巻
　
２
オ
）

⑨
こ
の
巻
な
る
は
　
え
緯
を
も
て
体
語
と
な
れ
り
　
そ
は
獲
を
刻
引
例
と
よ
め
る
は
翻
物
の
意
引
川
‐ゝ
洲

洲
引
躙
「
利
と
い
ひ
経
ハ
年

月
日
ノ
行
ク
事
を
来
経
と
ふ
る
く
い
へ
る
こ
れ
ら
皆
体
也

し
か
る
を
廿
四
巻
の
語
は
所
為
を
引
ｄ
割
ど
い
ひ
徊
月
を
引
劃
‐ゝ
な
ど

い
ひ
て

い
緯
を
も
て
体
と
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『詞
つ
か
ひ
』
第
廿
三
巻

２
オ
～
２
ウ
）

な
ど
と
言
う

（↓
付
節
二
）
。

連
用
形

（動
詞
）
が
語
の
基
本
語
形
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
、
語
の
活
用
型
分
類
の
規
準
の

一
つ
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
常
昭
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
し
、
こ
の
考
え
が
宣
長
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
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０

　

『紐
鏡
』
の
所

・
有

・
令

０
に
お
い
て

「紐
鏡
」
四
十
三
段
の
表
か
ら

『活
用
言
の
冊
子
』
の
動
詞
分
類
に
な
る
と
し
た
が
、
実
は
表
中
に

『活
用
言
の
冊
子
』

の
巻
に
な
ら
な
い

「紐
鏡
」
の
段
が
あ

っ
た
。

『活
用
言
の
冊
子
』
第
廿
六
会

（ク
活
用
Ｙ

第
廿
七
会

（シ
ク
活
用
）
の
形
容
詞
の
二
巻
が
首
・
尾
の
違
い
は
あ
る
が

「紐
鏡
」
の
第

一
段

。
第
二
段
か
ら
続
く
も
の
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
動
詞
に
お
い
て
、
「紐
鏡
」
か
ら

『活
用
言
の
冊
子
』

へ
の
発
展
の
中

で
、

①
の
十
三
段
～
十
八
段
の
六
段

⑪
の
廿
二
段
と
廿
三
段
の
二
段

が
残
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は

「
四
段
活
動
詞
＋
あ
り
」
の
塾
合
形
、
後
者
は

「
す
、
さ
す
」
下
接
形
と

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は

『活
用
言
の
冊
子
』
中
、
独
立
し
て

一
巻
を
成
す
こ
と
は
な
い
。

「紐
鏡
」
の
右
の
段
に
は
宣
長
の
注
記
が
付
く
。
十
三
段
～
十
八
段
に
は
、

⑩
此
六
段

ハ
第
四
の
韻
よ
り
り
　
る
　
れ
と
つ
ゞ
き
て
留
る
な
り
万
葉
に
此
類
の
詞
を
ば
有
ノ
字
を
そ

へ
て
聞
有
　
成
有
　
一二
有
と
や

う
に
書
た
り

廿
二
段
に
は
、

①
此
す。
ハ祝
に
て
舒
レ飢
ハ
ゲ
レき
な
ど
な
り

廿
三
段
に
は
、

⑫
此
る
ハ
所
に
て
所
レ知
　
所
彗
百
な
ど
な
り



と
あ
る
。
こ
の
注
記
の
付
く
段
の
語
が

『詞
つ
か
ひ
』
に
い
う
有
語
、
令
語
、
所
語
で
あ
る

（↓
付
節
二
）。

常
昭
が

『活
用
言
の
冊
子
』
の
構
成
。巻
序
に
倣
い
、
そ
の
例
語
を
書
き
写
し
た

（↓
付
節
三
）
後
、
「紐
鏡
」
を
見
る
機
会
の
あ

っ
た

と
き

（「紐
鏡
」
を
見
た
こ
と
が
先
で
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
）
、
右
の
十
三
段
～
十
八
段
、
廿
二
段
、
廿
三
段
の
各
段
が
全
く
そ
こ
に
生

か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
、
い
わ
ば

「紐
鏡
」
↓

『活
用
言
の
冊
子
』

へ
の
過
程
で
剰
余
と
し
て
存
在
す

る

「所
、
有
、
令
」
の
各
段
の
語
は
、
し
か
し
常
昭
に
と
っ
て
、
お
そ
ら
く
無
視
で
き
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
、
「所
語
。有
語
・

令
語
の
論
」
と
な

っ
た
の
で
あ
る

（↓
付
節
二
）。

０
　
ま
と
め

刊
本

『詞
八
衝
』
の

「
四
種
の
活
の
図
」
お
よ
び
各
行
別

「活
の
図
」
に
載
る
活
用
型
は

「連
用
形
」
を
第

一
の
規
準
に
し
て
排
列
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
動
詞
活
用
型
分
類
に
お
け
る
連
用
形
重
視
の
考
え
は
宣
長
の

「紐
鏡
」
か
ら

『活
用
言
の
冊
子
』

へ
の

過
程
に
、
ま
た
他
の
宣
長
の
著
作
に
既
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
て
研
究
の
出
発
と

し
た

『詞
つ
か
ひ
』
に
お
い
て
理
論
化
さ
れ
、
同
時
に

「紐
鏡
」
か
ら

『活
用
言
の
冊
子
』
へ
の
過
程
で
剰
余
と
し
て
存
在
す
る

「あ
り
」

下
接
形
、
「す
、
さ
す
」
下
接
形
、
「
る
、
ら
る
」
下
接
形
は

『詞
つ
か
ひ
』
の

「所
語
、
有
語
、
令
語
」
と
な
っ
て
、
宣
長
と
常
昭
と
の

密
接
な
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

「自
他
」
関
係
の
既
発
表
拙
稿
で

「草
稿
本
」
と
称
し
た
資
料
。
「文
構
造
」
関
係
の
拙
稿
で

「草
稿
本
」
と
称
し
た
資
料
と
区
別
す
る
た

こ
こ
で
は

「自
他
草
稿
」
と
称
す
る

（本
書
資
料
番
号
１６
）０
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1注
め  ~`
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２
　
杉
本
つ
と
む

『江
戸
の
言
語
学
者
た
ち
』
（昭
和
六
十
二
年
十

一
月
　
雄
山
閣
出
版
）
「第
Ⅵ
章
　
詞
の
八
衝
学
派
と
活
用
研
究
」。

福
島
邦
道

「鈴
木
脹
の
少
壮
時
と
国
語
学
」
翁
文
莫
」
第
十
四
号
　
平
成
元
年
十
月
　
鈴
木
膿
学
会
）

尾
崎
知
光

「
『本
語
』
に
つ
い
て
続
紹
」
翁
文
莫
』
第
十
六
号
　
平
成
三
年
七
月
　
鈴
木
脹
学
会
）

３
　
後
藤

一
日

『
こ
と
ば
の
小
車
』
　

昭
和
五
十

一
年
十
二
月
　
岡
田
書
店
。

尾
崎
知
光

「柴
田
常
昭

『詞
つ
か
ひ
』
亀
詞
の
小
車
し

―
そ
の
学
説
の
主
要
点
に
つ
い
て
―
」
翁
文
学
・
語
学
』
第
七
十
五
号
　
昭
和
五
十

一
年

一
月
　
全
国
古
典
文
学
会
）
。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
笠
間
書
院
）
所
収
。

渡
辺
英
二

「
『詞
つ
か
ひ
』
の
文
法
体
系
―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
に
し
て
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十

一
年
四
月
号
　
東
京
大
学
国

語
国
文
学
会
）。

渡
辺
英
二

「詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
」
翁
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
２５
～
３２
号
　
昭
和
五
十
二
年
～
昭
和
五
十
九
年
）、

全
巻
全
文
の
翻
刻
と
簡
単
な
注
記
を
付
す
。

４
　
本
居
清
造
、
ノ
ー
ト

『活
用
言
の
冊
子
御
国
詞
活
用
抄
の
研
究
』
　

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
。

５
　
尾
崎
知
光

「
て
に
を
は
紐
鏡
』
の
成
立
と
そ
の
学
説
」
貧
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
。国
文
学
科
』
第
２５
号
　
昭
和
四
十
九
年
二
月
）
。
『国

語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
笠
間
書
院
）
所
収
。

６
　
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
の
巻

・
ペ
ー
ジ
。

〔参
考
〕

１
　
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻

「語
学
」
。

２
　

『鈴
木
眼
』
　

昭
和
四
十
二
年
九
月
　
鈴
木
肢
顕
彰
会
。

○
第

一
節
は
、
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。
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第
二
節
　
初
稿
本

『詞
八
衛
』

一
　

「初
稿
本
」
の
概
要

刊
本

『詞
八
衛
』
の
初
期
の
姿
を
残
す
初
稿
本

『詞
八
衛
』
の
内
容

。
構
成
を
簡
単
に
述
べ
る
。

１
　
序

（ナ
シ
）

２
　
総
論

（
一
オ
～
十
二
オ
。
う
ち
、
「
四
種
の
活
の
図
」

四
ウ
～
五
オ
）

３
　
各
論

（十
二
ウ
～
三
十
六
オ
）

五
十
音
図
の
行
ご
と
に
次
の
ア
～
工
が
記
載
さ
れ
る
。
行
順
は
次
項

「
二
①
」
の
よ
う
で
あ
る
。

ア
　
行
所
属
の
活
用
型
各
種
の

「活
の
図
」。

イ
　
注
記
。

ウ
　
所
属
例
語
。

工
　
証
例
、
解
説

（殆
ど
が
頭
書

。
行
間
の
書
入

。
貼
紙
に
よ
る
）。

４
　
日
付

（ナ
シ
）
。

５
　
後
書

（ナ
シ
）
。

「初
稿
本
」
は
執
筆
当
初
、
総
論

（「
四
種
の
活
の
図
」
を
含
む
）
と
五
十
音
図
の
行
ご
と
の

「活
の
図
」

内
容
と
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
証
例
。解
説
の
類
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が

「刊
本
」
と
の
大
き
な
違
い
で
、

と
そ
の
注
記
と
所
属
例
語
を

「初
稿
本
」
は
動
詞
の
活
用
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型
に
よ
る
分
類
と
そ
の
例
語
の
列
挙
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
論
は
殆
ど
「刊
本
」
と
同
じ
で
各
活
用
型
の
所
属
例
語
も
か
な
り
「刊

本
」
に
近
い
が
、
行
ご
と
の
例
語
の
排
列
は
異
な
る
。

一
一

「
初
稿
本
」

の
活

用
型
排
列

０
　
排
列

『活
用
言
の
冊
子
』
の
活
用
型
排
列
が
所
属
例
語
の
数
の
多
寡
を
第

一
の
規
準
と
し
、
五
十
音
は
部
分
的
に
分
類

・
排
列
の
寄
り
処
と

す
る
の
に
対
し
て
、
「刊
本
」
は
徹
底
的
に
五
十
音
図
に
依
り
そ
れ
を
分
類

・
排
列
の
規
準
と
す
る
。

「初
稿
本
」
の
各
行
別

「活
の
図
」
の
活
用
型
の
種
類
、
そ
の
排
列
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

加
行
之
図

四
段
の
活

一
段
の
活

中
二
段
の
活

変
格

下
三
段
の
活

波
行
之
図

四
段
の
活

変
格

（初
め

「下
三
段
の
活
」
の
次
に
書
き
、
上
欄
外
に

「
四
段
之
次
」
と
書
入
れ
る
。
付
箋
に
拠

っ
て
こ
こ
に
移
す
。
）

一
段
の
活
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中
二
段
の
活

下
二
段
の
活

麻
行
之
図

四
段
の
活

一
段
の
活

変
格

中
二
段
の
活

下
二
段
の
活

多
行
之
図

四
段
の
活

中
二
段
の
活

下
三
段
の
活

良
行
之
図

四
段
の
活

中
二
段
の
活

下
三
段
の
活

和
行
之
図

一
段
の
活
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中
二
段
の
活

下
三
段
の
活

左
行
之
図

四
段
の
活

変
格

下
二
段
の
活

奈
行
之
図

変
格

一
段
の
活

下
三
段
の
活

阿
行
之
図

一
段
の
活

下
二
段
の
活

也
行
之
図

中
二
段
の
活

下
三
段
の
活

こ
の
排
列
は

「刊
本
」

に
載
る
が
、
右
の
加
行

と
異
な
る
。
「
四
種
の
活
の
図
」
の
活
用
型
は

↓

也
行
の
排
列
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「刊
本
」
と
同
じ
く

「四
段
、　
一
段
、
中
二
段
、
下
三
段
」
の
順
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○

「初
稿
本
詞
八
衛
」
の
活
用
型
排
列

Ｉ
　
活
用
型
の
種
類
の

多

↓

少

の
順
と
す
る
。

Ⅱ
　
種
類
が
同
数
の
場
合
は
変
格
を
含
む
活
用
型
を
後
に
排
列
す
る
。

Ⅲ
　
類
別
し
た
内
部
を
五
十
音
順
と
す
る
。

Ⅳ
　
同
行
内
で
は
、
「刊
本
詞
八
衛
の
活
用
型
排
列
」
の
規
準
Ｉ
～
Ⅲ
と
同
じ
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
活
用
型
は
、
次
の
よ
う
に
並
ぶ
。

１
　
加
行
↓
波
行
↓
麻
行
…
…
…
五
種

（変
格
を
含
む
）
、
五
十
音
順
。

２
　
多
行
↓
良
行
↓
和
行
…
…
…
三
種
、
五
十
音
順
。

３
　
左
行
↓
奈
行
　
　
　
・…
…
二
二
種

（変
格
を
含
む
）
、
五
十
音
順
。

４
　
阿
行
↓
也
行
　
　
　
・…
…
二

一種
、
五
十
音
順
。

「刊
本
」
が
徹
底
的
と
も
言

っ
て
い
い
ほ
ど
五
十
音
順
を
す
べ
て
の
排
列
の
規
準
と
し
た
の
と
は
違

っ
て
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は
二
次
的

な
規
準
で
あ
る
。
「初
稿
本
」
の
分
類
排
列
は
、
数
の
多
寡
を
も
っ
て
第

一
の
規
準
と
す
る
。
数
に
拘
る
の
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
活
用

型
排
列
が
所
属
例
語
の
多
い
活
用
型
を
優
先
し
た
の
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
お
そ
ら
く

『活
用
言
の
冊
子
』
に
倣

っ
た
も
の
で
初
期

の
姿
を
示
し
て
い
る
。

②

　

「初
稿
本
」
の
変
格
活
用

「初
稿
本
」
に
は

「刊
本
」
に
存
在
し
な
い
ハ
行
変
格
活
と
マ
行
変
格
活
が
あ
る
。
そ
の
活
用
型
排
列
中
の

「変
格
」
の
位
置
も
注
目

さ
れ
る
。
各
行
内
の
活
用
型
の
排
列
は

「刊
本
」
と
同
じ
で
、
「初
稿
本
」
に
お
い
て
変
格
と
さ
れ
る
ハ
行
変
格
・
マ
行
変
格
を
、
そ
の
行
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の
各
活
用
型
と
と
も
に
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ハ
行

四
段
　
（逢
）

は
ァ
　
　
ひ
イ
　
　
ふ
ウ

変
格
　
（忍
）

は
ァ
　
　
ひ
ィ
　
　
ふ
ウ

ふ
ゥ
る

一
段
　
（千
）

ひ
ィ
　
　
　
　
　
　
　
ひ
イ
る

中
二
段
（恋
）

ひ
ィ
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ウ
　
　
ふ
ウ
る

下
三
段
（耕
）

ヘ
ェ　
　
　
　
　
　
　
ふ
ウ
　
　
ふ
ウ
る

（変
格

マ
行
　
住

四
段
　
（往
）

ま
ァ
　
　
み
ィ
　
　
む
ゥ

一
段
　
（見
）

み
ィ
　
　
　
　
　
　
　
み
ィ
る

変
格
　
（恨
）

み
ィ
　
　
　
　
　
　
む
ゥ
　
　
む
ゥ
る

後

に

中
二
段
（試
）

み
ィ
　
　
　
　
　
　
　
む
ゥ
　
　
む
ゥ
る
　
む
ゥ
れ

下
三
段
（誉
）

め
ェ　
　
　
　
　
　
　
む
ゥ
　
　
む
ゥ
る
　
む
ゥ
れ

ハ
行
変
格
は
初
め
四
種
の
活
が
置
か
れ
た
後
に
変
格
と
し
て
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
位
置
が
変
更
と
な
る
の
は

「刊
本
」
の
同
行

内
活
用
型
排
列
に
従
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
「初
稿
本
」
の
或
る
時
点
で

「
八
衝
」
の
活
用
型
排
列
の
規
準
が
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ヘ
　
ェ

ヘ
　
ェ

ふ
ゥ
れ

ひ
ィ
れ

ふ
ゥ
れ

ふ
ゥ
れ）

め

ェ

み
ィ
れ

む
ゥ
れ

B
B初
の め
位 A
置 の
に 位
変 置
更 ｀
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２
つ

。

〓
一

「初
稿
本
」
の
活
用

０
　
マ
行
変
格
活
詞

マ
行
変
格
は
マ
行
冒
頭
の

「麻
行
之
図
」
に
の
み
存
在
し
本
文
中
に
は
そ
の
例
語
が
な
い
。
「麻
行
之
図
」
は
当
初
、
四
段
の
活
上

段

の
活

・
中
二
段
の
活

・
下
三
段
の
活
の
四
活
用
型
の
み
が
こ
の
順
で
書
か
れ
て
い
て
、　
マ
行
変
格
は
そ
の
図
の
一
段
活
と
中
二
段
活
の
間

に
付
箋
を
も
っ
て
追
加
さ
れ
て
い
る
。
後
の
挿
入
の
マ
行
変
格
が
こ
の
位
置
を
適
当
と
す
る
理
由
は
、
そ
の
活
用
型
が
中
二
段
活
と
殆
ど

同
じ
で
あ
る
が
ゆ
え
に
明
確
に
は
言
い
得
な
い
が
、
敢
え
て
言
え
ば

「恨
」
は
中
二
段
活
と
も
四
段
活
と
も
言
え
る
語
で
あ
る
と
す
る
考

え
が
春
庭
に
あ
っ
て
併
せ
て
そ
れ
を
変
格
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
マ
行
変
格
の
活
は
二
行
に
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
確
か
に
変
格
と
言

え
る
か
と
な
る
と
、
こ
の
活
用
の
仕
方
で
は
無
理
で
あ
る
。
「恨
」
に
四
段
活
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
位
置
は
適
切
と
な
る
。　
一
段
活

「う
ら

（心
）
み
る

（見
と

を
併
せ
考
え
て
い
た
と
し
て
も
こ
の
位
置
は
適
切
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
春
庭
の

思
考
の
中
に
想
定
し
な
く
て
は
、
「恨
」
を
マ
行
変
格
と
す
る
こ
と
も
、
こ
の
位
置
に
置
く
こ
と
も
頷
け
な
い
。

「初
稿
本
」
の
四
段
活
詞
の
上
欄
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

①
Ｏ
変
格
此
レ
も
町
ら
む
と
い
ふ
詞

一
ッ
な
り
う
ら
む
と
い
ひ
て
四
段
の
活
と
同
し
く
切
る
ゝ
と
続
く
と
を
か
ね
た
る
に
又
る
も
し
を

添
て
今

一
ッ
続
く
方
の
詞
あ
り
下
知
の
詞
ハ
は
じ
め
に
い
へ
る
如
く
凡
て
四
段
の
活
の
第

一
の
音
二
の
音
の
活
を
二
の
音
の
み
に
て

か
ね
た
る
活
ハ
其
二
の
音
に
よ
も
し
を
添
て
い
ふ
定
ま
り
也
さ
れ
バ
是
も
う
ら
み
よ
と
い
ひ
て
下
知
の
詞
と
す
る
也
さ
て
う
ら
め
と

い
ふ
詞
あ
り
し
や
う
に
お
ぼ
ゆ
れ
ど
た
し
か
に
見
ざ
れ
バ
な
き
は
た
ら
き
と
し
て
い
へ
り

（抹
消
文
字
、
略
。
冒
頭
の
○
は
、
麻
行

の

「四
段
の
活
詞
」
の
右
傍
に
も
○
が
付
き
、
そ
れ
に
対
応
す
る
意
。
点
線
は
渡
辺
）
　
　
　
　
　
　
　
（二
十
ウ
、
欄
外
）
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「初
稿
本
」
の
当
初
、
「恨
」
は
四
段
活
で
あ

っ
て
、
右
に
よ
っ
て
変
格
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
の
点
線
部
に
は
抹
消
文
字
「
か

ね
た
れ
ハ
中
二
段
下
三
段
の
活
の
如
く
み
に
よ
も
じ
を
添
て
う
ら
み
よ
と
い
ふ
也
」
が
あ
る
。
頭
書
の
書
き
方
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
で
こ

の
頭
書
は
お
そ
ら
く
終
わ
っ
て
い
た
。

②
　
ハ
行
変
格
活
詞

ハ
行
変
格
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

②
変
格
化
の
ぶ
と
い
ふ
詞
の
み
也
此
詞
し
の
６
と
い
ひ
て
州
段
の
活
の
如
く
切
る
ゝ
詞
と
続
く
詞
と
を
兼
た
る
又
る
も
し
を
添
て
今

一

ッ
続
く
活
の
詞
あ
り
△
　
△
又
こ
そ
の
結
び
に
も
し
の
べ
と
い
ふ
と
し
の
ふ
れ
と
い
ふ
と
ニ
ッ
あ
り
受
る
て
に
を
は
ハ
図
の
こ
と
く

。　
　
　
　
　
　
●承
島
杞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
・

ひ
と
つ
な
り
又
下
知
の
詞

ハ
四
段
の
活
と
同
し
く

へ
と
い
ふ
か
た
池
竹
功
巻
に
不
任
干
心
を
こ
ゝ
ろ
に
え
し
の
び
ず
と
よ
め
り
か
く

第
二
の
音
よ
り
ず
の
て
に
を
は
を
受
る
ハ
図
の
如
く
中
二
段
の
活
の
格
な
れ
ば
此
し
の
ぶ
と
い
ふ
詞
ハ
四
段
の
活
と
中
二
段
の
活
と

に
活
く
か
と
も
思

へ
ど
ま
さ
し
く
し
の
び
ず
し
の
び
ん
な
ど
ひ
よ
り
ず
で
じ
め
ん
ま
し
な
ど
の
▲
　
▲
て
に
を
は
を
受
た
る
証
見
あ

た
ら
ざ
れ
ば
た
し
か
に
定
め
か
た
し
漢
籍

ノ
訓
に
ハ
し
の
び
ず
と
い
ふ
こ
と
常
也

（△
▲
は
書
入
挿
入
の
続
き
を
示
す
符
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
六
ウ
～
十
七
オ
、
行
間

・
欄
外
）

①
②
に
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
用
例
に
そ
の
活
用
の
語
形
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
活
用
型
を
決
め
る
と
な
る
と
、
す
べ
て
の
語
に
す
べ

て
の
活
用
形
が
揃

っ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
複
数
の
活
用
型
を
も
つ
語
の
場
合
に
は
そ
れ
が
混
合
し
て
変
格
活
用
を
生
ず
る

こ
と
に
な
る
。
春
庭
に
は
初
め
実
際
に
存
在
す
る
用
例
を
も

っ
て
活
用
型
を
決
定
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
実
証
主
義
が
あ
っ
て
、
し
た
が

っ
て
ハ
行
変
格
や
マ
行
変
格
の
語
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
し
、
当
初
証
例
の
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

「初
稿
本
」
が
証
例
を
書
入
れ
る
こ

と
に
も
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
活
用
体
系
の
存
在
を

「型
」
と
し
て
認
識
す
る
に
至
る
と
き
、
五
十
音
図
に
よ
る
整
理
の
有
効
性
が
意
識
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さ
れ
、
極
め
て
単
純
な
原
則
を
も
っ
て
活
用
現
象
を
明
ら
か
に
し
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③

　

「中
二
段
」
の
名
称

現
行
文
法
で
は

「
八
衛
」
に
い
う

「中
二
段
」
を

「上
二
段
」
と
い
う
が
、
こ
の
違
い
は
活
用
を
五
十
音
図
の
段
を
四
段
で
考
え
る
か

五
段
で
考
え
る
か
、
に
拠
る
。
「中
二
段
」
は

「
四
種
の
活
の
図
」
に
載
る
四
種
の
活
用
型
が
オ
段
を
要
し
な
い
、
即
ち
そ
の
う
ち
最
も
多

く
の
段
に
活
用
す
る

「
四
段
活
」
の
ア

・
イ

・
ウ

ｏ
工
の
四
段
に
拠

っ
て
、
そ
う
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「初
稿
本
詞
八
衛
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

③
中
二
段
の
活
と
ハ

き。　
く。　
く。
る。
↑
れ。　
ち。　
っ

つ。
る。　
つ。
れ。　
と
第
二
の
音
三
の
音
二
段
に
て
ハ

お
き。　
お
く。　
お
く。
る。
お
く。
れ。　
と

ち

と
つ

と
つ
る

と
つ
れ

な
と
四
段
の
活
の
中
二
段
の
音
に
は
た
ら
く
を
い
ふ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（四
オ
）

春
庭
が
こ
の

「中
二
段
」
の
名
称
を
使
う
の
は
、
「
四
種
の
活
の
図
」
の
成
立
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
図
に
載
る
の
は
四
段
、　
一

段
、
中
二
段
、
下
三
段
の
四
種
に
限
ら
れ
、
変
格
活
用
は
、

④
又
此
四
種
の
活
の
同
じ
た
ぐ
ひ
に
て
柳
活
の
異
な
る

Ｔ
」
れ
か
れ
〕
あ
り

そ
を
か
り
に
変
格
と
名
つ
け
て
其
詞
あ
る
行
の
図
に
出
せ

り

童
（
〔さ
ま
〕
よ
し
ハ

〔其
〕
図
の
下
に
い
ふ
べ
し

（刊
本
四
オ
に
殆
ど
同
文
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（四
ウ

・
頭
書
）

と
い
う
こ
と
で
除
か
れ
た
と
い
う
。
何
故
、
四
種
に
限
ら
れ
た
の
か
。
「柳
活
の
異
な
る
」
が
ゆ
え
に
、
所
属
語
が
少
な
い
が
ゆ
え
に
除
か

れ
た
と
は
、
単
純
に
は
言
い
切
れ
な
い
。
仮
に
力
変
活
用
を
加
え
た
と
す
る
と
、
第
五
の
音

オ

を
含
む
こ
と
に
な
っ
て

「中
二
段
」
の

名
称
は
成
立
し
な
く
な
る
。
四
段
活
を
含
む
四
種
の
活
用
型
を
載
せ
る

「
四
種
の
活
の
図
」
が
成
立
し
て
、
そ
の
後
で

「中
二
段
」
の
名

称
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
「
四
種
の
活
の
図
」
が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
段
階
で
は
こ
の
名
称
は
存
在

し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
確
か
に
春
庭
は
後
の

『詞
通
路
』
に
至
っ
て
も

「中
二
段
」
の
名
称
を
使
う
。
し
た
が
っ
て

「上
二
段
」
の
名
称
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を

使

っ
て

い
る

と

す

れ
ば

、

そ

れ

は

か
な

り
初

期

の

こ

と

と

な

る
。

活

用

現

象

を

五

十

音

図

の
五

段

を

も

っ
て
表

と

す

る
、

例

え
ば

賀

茂

真

淵

『
語

意

考

』

の

「
五

十

聯

音

」
、

谷

川

士

清

『
日
本

書

紀

通

証

』

の

「
倭

語

通
音

」

の
先

例

も

あ

る

こ
と

で
あ

る

か
ら
、

「
上

二
段

」

の
名

称

を

使

っ
て
少

し

も

お

か

し

く

は

な

い
し

、

事

実

、

春

庭

に
も

「
上

二
段

」

の
名

称

を

使

う

草

稿

が
存

在

し

て

い
る
。

次

の
よ

う

で

あ

る

（前

後

の

み
引

用

。

点

線

、

渡

辺

。

↓

第

二
部

第

五

章

第

一
節

⑤

）
。

⑤

ｌ
　

け

り

け

る

け

れ

ハ
四

た

ん

の

は

た

ら

き

と

上

二

た

ん

の
は

た

ら

き

と

ハ
き

し

ち

ひ

み

い
り

ゐ

よ

り

う

け

下

三

た

ん

の
は

た

ら

き

ハ
え

け

せ

て

ね

へ
め

え

れ

ゑ

よ

り

う

く

る

（
な

り

〕

さ

た

ま

り

な

り

…

…

め

り

め

る

め

れ

ハ
四

た

ん

の

は

た

ら

き
上

下

三
た

ん

の

は

ら

き

と

も

に
う

く

す

つ
ぬ

ふ

む

ゆ

る

ふ

の
き

る

ヽ
こ

と
葉

よ

り

う

く

る

な

り

…

…

ぬ
を

そ

え

て

い
ふ

は

け

り

け

る

け

れ

と

お
な

し

く

四

た

ん

の
は

た

ら

き

上

二
た

ん

の
は

た

ら

き

ハ
き

し

ち

ひ

み

い
り

ゐ
よ

り
う

け

下

二

た

ん

の
は

た

ら

き

ハ
え

け

せ

て
ね

へ
め

え

れ

ゑ

よ

り

う

く

る

な

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
三

の
四

七
④

）

２
　

下

に
う

く

る

て

に
を

ハ

ニ
て

は

た

ら

き

を

わ

か

つ
は

す

ら
は

ね

の

て

に
を

ハ
を

う

く

る

に
第

一
の
音

か

さ

た

な

は

ま

ら

よ

り

う

く

る

ハ
四

た

ん

の

は

た

ら

き
第

二

の
音

い
き

し

ち

に

ひ

み

い
り

ゐ

よ

り

う

く

る

ハ
上

二

た

ん

の
は

た

ら

き

と

一
た

ん

の
は

た

ら

き

第

四

の
音

え

け

せ

て

ね

へ
め

え

れ

ゑ

よ

り

う

く

る

ハ
下

三

た

ん

の

は

た

ら

き

と

わ

か

ち

し

ら

る

ゝ
な

り

（
三

の
四

八
③

）

３

　

上

二

た

ん

の

は

た

ら

き

に

て

の

ふ

の

ぶ

る

の

ふ

れ

ハ
も

の
を

の

ふ

る
も

も

の

ゝ
お

の

つ
か
ら

の

は

わ

る

に
も

も

ち

ひ

て

か

わ

る

こ

と

な

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
三

の
四

八
⑥

）

４
　

又

た

リ

ハ

〈
四

た

ん

の

は

た

ら

き
上

二

た

ん

の

は

た

ら

き

ハ
〉

き

し

ち

に

ひ

み

い
り

ゐ

よ

り

う

け

下

三

た

ん

の
は

た

ら

き

ハ
え

け

せ

て

ね

へ
め

え

れ

ゑ

よ

り

う

く

る

な

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
三

の
四

八
⑪

）

５
　

四

た

ん

の

は

た

ら

き

上

二
た

ん

の
は

た

ら

き

一
た

ん

の
は

た

ら

き

ハ
第

二

の
音

い
き

し

ち

に

ひ

み

い
り

ゐ

よ

り
う

け

…

…

上

二

た

ん

の

は

た

ら

き

又

一
た

ん

の

は
た

ら

き

ハ
第

二

の
音

い
き

し

ち

に

ひ

み

い
り

ゐ
よ

り

は

た

ら

き

…

…

四

た

ん

の
は

た
ら

き

上

二
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‐●
ん
の
は
た
ら
き

一
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
第
二
の
音
よ
り
う
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
の
五

一
①
）

部
分
的
な
引
用
で
分
か
り
に
く
い
が
、
こ
の
草
稿
は
父
宣
長
の

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
を
受
け
、
「
て
に
を
は
」
の
接
続
に
つ
い
て
述
べ
た

も
の
で
、
「
八
衛
」
の
草
稿
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
も
内
容
か
ら
、
か
な
り
初
期
の
草
稿
と
思
わ
れ
、
こ
の
時
点
で
春
庭
は
「上

二
段
」
の
名
称
を
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
文
脈
に
、
自
他
に
関
わ
る

「も
の
を
の
ふ
る
、
お
の
つ
か
ら
の
は
わ
る
」
會
一の

四
八
⑥
）
が
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

と
な
る
と
、
問
題
は
何
故

「
四
種
の
活
の
図
」
が
四
段
、　
一
段
、
中
二
段
、
下
三
段
の
四
活
用
型
の
み
を
載
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
、

で
あ
る
。
活
用
型
排
列
が
宣
長
の

『活
用
言
の
冊
子
』
活
用
型
排
列
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
す
る
と
、
当
然
、
所
属
例
語
の
多
い
活

用
型
を
図
に
載
せ
た
、
と
言
う
こ
と
は
出
来
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
草
稿
が
あ
る
。

⑥
ｌ
　
上
に
い
へ
る
四
く
さ
の
は
た
ら
き
こ
と
葉
に
よ
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
わ
か
ち
有
て
万
す
の
こ
と
を
い
ひ
わ
く
る
物
に
し
あ
れ
ハ

少

二
て
も
た
か
ふ
と
き
は
こ
と
葉
と
ゝ
の
ほ
ら
ず
こ
と
き
こ
ゑ
さ
れ
ハ
な
ほ
さ
り
に
お
も
ひ
す
く
さ
す
よ
く
／
ヽ
わ
き
ま
へ
て
も

ち
ひ
た
か
ふ
る
こ
と
な
か
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
の
四
七
②
）

２
　
又
世
に
い
は
ゆ
る
自
他
を
わ
か
つ
こ
と
此
四
種
の
活
に
有
り
て
其
う
ち
ま
き
ら
ハ
し
げ
な
る
も
こ
れ
か
れ
あ
り
て
今
の
人
誤
る

こ
と
多
し
こ
れ
ら
の
事
も
追
て
出
ス
を
待

へ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
の
五

一
③
）

こ
こ
に
は
自
他
に
関
わ
る
記
述
が
あ

っ
て

「通
路
」
の
草
稿
か
、
と
思
わ
れ
る
が
、
「上
に
い
へ
る
四
く
さ
の
は
た
ら
き
こ
と
葉
」
「此

四
種
の
活
」
に
よ
れ
ば
、
「
四
種
の
活
」
に
つ
い
て
の
何
か
の
記
述
が
こ
れ
よ
り
前
の
文
脈
に
、
あ
る
い
は
直
前
に
存
在
し
て
い
な
く
て
な

ら
な
い
。
こ
れ
を

「
八
衛
」
の
草
稿
と
し
て
、
お
そ
ら
く
誤
り
が
な
い
。
と
す
る
と
、
自
他
の
分
か
ち
と
四
種
の
活
と
は
密
接
な
関
係
に

あ

っ
て
、
活
用
に
よ
っ
て
自
他
の
分
か
ち
の
あ
る
語
の
活
用
型
を
も

っ
て

「
四
種
の
活
の
図
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の

よ
う
な
草
稿
も
あ
る
。
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⑦
世
に
い
は
ゆ
る
自
他
之
詞
さ
ま
ハ
＜
ヽ
あ
り
て

一
様
な
ら
す

一
ツ
詞
も
其
活
或

ハ
三
ツ
或
四
ツ
も
あ
り
な
と
し
て
其
自
他
を
分
ツ
事
多

シ
又
の
は
ゝ
り
た
る
つ
ゝ
ま
り
た
る
に
て
其
わ
か
ち
を
な
せ
る
も
多
し
す

へ
て
四
種
の
活
詞
皆
こ
と
ハぐ
ヽ
く
此
自
他
の
活
あ
り
そ
の

中
に
古
よ
り
少
な
き
詞
ハ

〔自
他
〕
今
し

の
活

〔な
き
も
〕
〈
の
見
え
ざ
る
も
〉
是
彼
あ
れ
と
そ
れ
も
皆
自
他
の
活

ハ
存

へ
き
こ
と

也
こ
の
四
種
の
活
の
外
猶
是
彼
活
詞

ハ
あ
れ
と
自
他
の
差
別
有
こ
と
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
の
四
八
①
）

こ
れ
ら
の
草
稿
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
る

（↓
第
二
部
第
五
章
第
二
節
）
。
今
は

「
四
種
の
活
の
図
」
が

「柳
活
の
異
な
る
」
変
格
活
用

を
除
い
て
成
り
立

っ
た
と
い
う
だ
け
の
活
用
表
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
自
他
の
対
応
が
存
在
す
る
語
の
活
用
型
を

「
四
種
の
活
の
図
」
に
載
せ
た
と
す
る
と
、
『
て
に
を
は
紐
鏡
』
の
欄
外
注
記
、
例
え
ば

「頼

ハ
我
ヵ
頼
ム
レ
人
フ
こ
ゝ
ろ
の
時

ハ
ヘ
た
の

む

へ
た
の
め
と
留
り
人
令
ム
ル
一我
ラ
ン
ア
頼

マ
ニ
」
ゝ
ろ
の
時

ハ
ヘ
た
の
む

ヽ
た
の
む
る
へ
た
の
む
れ
と
留
る
也
す
べ
て
こ
れ
ら
の
わ
き
ま

へ
有
べ
し
猶
く
は
し
く
ハ
別
に
し
る
す
」
な
ど
と
の
関
連
が
思
い
出
さ
れ
る
。

な
お
、
引
用
⑤
２
に
「第

一
の
音
　
か
　
さ
　
た
　
な
　
は
　
ま
　
ら
　
よ
り
う
く
る
ハ
四
段
の
は
た
ら
き
」
と
四
段
活
の
各
行
に
「な
」

を
含
む
の
は
、
こ
れ
が
、
ま
だ
ナ
行
変
格
が
特
立
し
て
い
な
い
時
期
の
草
稿
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
初
稿
本
以
前
の
も

の
で
あ
る
。

０
　
自
他

「初
稿
本
」
の
執
筆
当
初
の
形
態
は
総
論

（「
四
種
の
活
の
図
」
を
含
む
）
と
五
十
音
別
の
各
活
用
型
別
例
語

（「活
の
図
」
を
含
む
）

の
み
で
、
「刊
本
」
に
載
る
証
例
は
未
だ
な
く
、
そ
れ
に
伴
う
解
説
も
な
い
。
そ
の
後
、
証
例
が
加
わ
り
解
説
も
付
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
記
述
は
概
し
て
簡
略
で
あ
る
。
「自
他
」
に
関
す
る

一
例
を
挙
げ
る
と
、
左
行
下
三
段
の
活
詞
列
挙
の
跡
、
廿
二
丁
表
の
貼
紙
二
枚
目

に
、
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③
す
べ
て
他
に
し
か
さ
す
る
ハ
下
三
段
の
活

自
し
か
す
る
ハ
四
段
の
活
な
り

又
し
か
す
べ
き
も
の
を
し
か
す
る
ハ
四
段
の
活

し
か

あ
ら
ざ
る
も
の
を
し
か
さ
す
る
ハ
下
二
段
の
活
也
　
〈後
拾
春
上
〉
梅
か
香
を
桜
の
花
に
匂

ハ
せ
て
柳
の
枝
に
さ
か
せ
て
し
哉

こ
れ

ら
も
し
か
あ
ら
さ
る
も
の
を
い
ふ
な
れ
ば
下
三
段
の
活
に
い
へ
り

藤
ば
か
ま
な
と
の
野
辺
を
に
ほ
ハ
せ
■
な
ど
い
ふ
ハ
さ
あ
る
ま

じ
き
事
に
あ
ら
ざ
れ
バ
四
段
の
活
と
ハ
す
る
也

此
差
別
を
よ
く
ノ
ぐ
、
わ
き
ま
ふ
べ
し
　
〈
お
ど
ろ
か
し
な
ど
も
他
を
し
か
す
る
な
れ

ど
他
の
事
を
さ
す
る
に
あ
ら
ず

も
の
を
し
か
す
れ
バ
な
り
〉

と
あ
る
。
「刊
本
」
で
は
用
例
が
補
充
さ
れ
自
他
に
関
す
る
用
語
も
定
ま
っ
て
、

⑨
凡
て
他
に
然
さ
す
る
は
こ
ゝ
の
活
き
物
を
然
す
る
ハ
此
行
の
四
段
の
活
な
り

後
拾
遺
春
に
梅
の
香
を
桜
の
花
に
に
ほ
ハ
せ
て
柳
の

枝
に
さ
か
せ
て
し
か
な

源
氏
紅
葉
賀
に
手
本
か
き
て
な
ら
は
せ
な
ど
し
つ
ゝ
云
々
な
ど
い
へ
る
後
拾
遺
な
る
ハ
桜
の
花
に
梅
の
に

ほ
ひ
を
あ
ら
し
む
る
を
い
ひ
源
氏
な
る
は
源
氏
の
君
の
紫
上
に
手
跡
を
な
ら
は
じ
め
給
ふ
を
い
へ
る
に
て
共
に
他
に
然
さ
す
る
方
な

れ
ば
こ
ゝ
の
活
の
詞
を
用
ひ

ま
た
古
今
見
け

ふ
ち
ば
か
ま
く
る
秋
ご
と
に
野
べ
を
に
ほ
ハ

。す

源
氏
紅
葉
賀
に
を
と
こ
君
は
な
ど
か

さ
し
も
と
な
ら
は
い
給
ふ
御
心
の
へ
だ
て
ど
も
な
る
べ
し
な
ど
あ
る
ハ
藤
は
か
ま
の
野
を
に
ほ
ハ
す
を
い
ひ
源
氏
君
の
葵
上
を
然
な

ケ

ア

メ

ら
ハ
し
た
ま
ふ
を
い
へ
る
に
て
物
を
然
す
る
な
れ
ば
四
段
の
活
の
方
を
用
ひ
た
る
な
り

こ
の
差
別
い
と
ま
ぎ
ら
は
し

よ
く
せ
ず

ハ

な
く

た
が
ひ
ぬ
べ
し
」
一
夕
か
た
に
活
き
て
ま
ぎ
ら
は
じ
げ
な
る
右
に
挙
た
る
ニ
ッ
の
外
な
ほ
有
べ
し

そ
の
外
に
ふ
す
と
ふ
す
る
と
あ
れ

ど
こ
ハ
自
他
を
わ
か
ち
て
ま
ぎ
ら
は
し
き
こ
と
な
し

な
ほ
自
他
の
詞
の
こ
と
は
別
に
く
は
し
く
い
ふ
べ
し

（上
四
十
六
オ
～
四
十
七
オ
）

と
な
る
。
「初
稿
本
」
の

「他
に
し
か
さ
す
る
」
「自
し
か
す
る
」
は

「刊
本
」
の

「他
に
然
さ
す
る
」
「物
を
然
す
る
」
に
相
当
す
る
。
「初

稿
本
」
の
、
い
わ
ば
解
説
の

「
し
か
す
べ
き
も
の
を
し
か
す
る
」
「し
か
あ
ら
ざ
る
も
の
を
し
か
さ
す
る
」
は

「刊
本
」
に
な
く
、
「刊
本
」

で
は

「他
に
然
さ
す
る
」
「物
を
然
す
る
」
に
よ

っ
て
そ
の
用
法
を
説
く
。
「刊
本
」
の
用
語

「自
他
」
は
未
だ

「初
稿
本
」
に
は
な
い
。
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「刊
本
」
の
よ
う
に
な
る
の
は

「詞
八
衛

浄
書
稿
」
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
こ
で
も
引
用
⑨
の
末
尾

「な
ほ
自
他
の
詞
の
こ
と
ハ
別
に
く

は
し
く
い
ふ
べ
し
」
は
頭
書
で
あ
る

（四
十
三
オ
）。
「刊
本
」
の
自
他
に
関
す
る
、

⑩
又
寛
喜
女
御
入
内
屏
風
に
さ
な
へ
を
家
隆
卿
う
ゑ
み
つ
る
た
の
も
の
さ
な
へ
水
み
ち
て
に
ご
り
な
き
よ
の
影
ぞ
見
え
け
る
と
あ

る
み
つ
る
ハ
み
た
す
る
に
て
意
こ
と
な
り

い
は
ゆ
る
自
他
の
わ
か
ち
あ
り

よ
く
わ
き
ま
ふ
べ
し

（夕
行
四
段
の
活
詞

「
み
つ
」
　
下
三
ウ
）

⑪
か
く
四
段
に
活
き
て
ハ
他
の
も
の
ゝ
こ
れ
に
な
ず
ら
ふ
を
い
ひ
こ
の
行
下
三
段
に
な
ず
ら
ふ

な
ず
ら
ふ
る

な
ず
ら
ふ
れ

な
ず
ら

へ
と
は
た
ら
き
て
は
他
の
も
の
に
こ
れ
を
な
ず
ら
ふ
る
こ
と
に
て
意
こ
と
な
り

な
ほ
か
く
お
な
し
行
な
が
ら
活
の
こ
と
な
る
に
て

自
他
を
わ
か
つ
こ
と
い
と
多
か
れ
ど
こ
は
い
さ
ゝ
か
ま
ぎ
ら
は
し
げ
な
れ
バ
つ
い
で
に
わ
き
ま
へ
お
く
な
り

（
ハ
行
四
段
の
活
詞

「な
ぞ
ら
ふ
」
　
下
十
三
ウ
）

Ｏ^
国
行
下
二
段
の
活
に
て
か
ゝ
ゆ

か
ゝ
ゆ
る

か
ゝ
ゆ
れ

か
ゝ
え
と
い
ふ
詞
か
と
も
思
へ
ど

す
べ
て
物
を
し
か
す
る
ハ
お
ほ
く
こ
ゝ

の
活
詞
に
い
ひ

も
の
ゝ
お
の
づ
か
ら
し
か
る
ハ
ロ
行
の
方
に
い
へ
ば
猶
こ
ゝ
の
活
詞
な
る
べ
し

（
ハ
行
下
三
段
の
活
詞

「
か
ゝ
ふ
る
」
　

下
二
十

一
ウ
）

な
ど
は

「初
稿
本
」
に
未
だ
な
い
。
引
用
⑫
は

「詞
の
や
ち
ま
た

草
稿
残
欠
本
」
に
あ
り
、
①
も

「残
欠
本
」
に
見
え
る
が
整
っ
て
は
い

な
い
。
⑩
は

「浄
書
稿
」
「残
欠
本
」
に
こ
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
。

「初
稿
本
」
の
段
階
で
は
自
他
に
関
す
る
記
述
は
少
な
い
。
そ
の
研
究
が
未
だ
進
ん
で
い
な
か
っ
た
の
か
、
研
究
は
な
さ
れ
て
い
た
が

「詞
八
衛
」
に
そ
の
記
述
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「浄
書
稿
。残
欠
本
」
を
経
て

「刊
本
」
に
至
る
ま
で
に

活
用
の
研
究
と
関
連
し
て
自
他
の
研
究
も
か
な
り
の
段
階
に
達
し
た
。
春
庭
に
と
っ
て
自
他
は
活
用
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
の

で
あ
る

（↓
第
二
部
第
五
章
第
二
節
）。
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０

　

「
こ
そ
の
結
び
」

初
稿
本
の

「
四
種
の
活
の
図
」
も
刊
本
の
そ
れ
と
殆
ど
違
い
は
な
い
が
、
貼
紙
に
よ
る
訂
正
の
跡
が
幾
箇
所
か
あ
る
。
そ
の

一
っ
に
加

行
の

「
四
種
の
活
の
図
」
、
「
四
段
の
活
」
の
◎
の
段
の

「受
る
て
に
を
は
」
列
挙
の
貼
紙
の
下
に
、
墨
線
で
消
さ
れ
て
は
い
る
が

「ば
、

ど
、
ど
も
」
と
並
ん
で

「
こ
そ
の
結
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
「係
り
結
び
」
に
関
連
す
る
記
述
は
、
総
論
に
、
例
え
ば

「第
四
の
音
け

せ

て。　
ゃ

め。　
れ。
ハ
４
年
の
結
ひ
詞
也
」
（六
オ
）、
「続
く
詞
は
そ。　
ぃ

や。
申
の
結
び
に
て
こ
れ
ら
の
て
に
を
は
上
に
あ
る
と
き
ハ
切
レ
て
下

へ
続
か
さ
る
な
り
」
（八
ウ
）
な
ど
多
い
。
こ
の
点
は
刊
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
「活
の
図
」
中
の

「
こ
そ
の
結
」
の
記
入

。
抹
消
は
こ
の

加
行

「活
の
図
」
の

一
か
所
の
み
で
、
こ
れ
は
加
行
か
ら
書
き
始
め
た
こ
と
を
お
そ
ら
く
意
味
す
る
。
も
ち
ろ
ん

「刊
本
」
の

「活
の
図
」

に
は
な
い
。

四
　
命
令
形

命
令
形
は

「世
に
い
は
ゆ
る
下
知
の
詞
」
（刊
本
上
九
ウ
）

意
識
さ
れ
て
は
い
て

「四
段
の
活
に
て
は
第
四
の
音
け
せ
て

な
る
」
（刊
上
九
ウ
）
と
言
う
。
宣
長
に
も
、
例
え
ば
、

⑬
）
　

カ
ク
ラ
バ
古
事
記
　
　
　
　
　
カ
ク
ル

隠

カ
ク
リ
　
　
　
　
　
隠

カ
ク
ル
ゝ

カ

ク

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ク
レ

坊
■
／
レ
下
知

と
し
て

「
四
種
の
活
の
図
」
に
載
せ
ず
別
扱
い
に
す
る
が
、
活
用
形
と
し
て

へ
め
れ
そ
の
ま
ゝ
に
て
さ
け
わ
た
せ
お
も

へ
な
ど
い
ひ
て
即
チ
下
知
の
詞
と

咲
　
　
渡
　
　
　
思

（
六

。
四

四

八
）
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が
あ

っ
て
活
用
形
の
系
列
と
し
て
は
活
用
形
の
一
つ
と
し
て
い
る
よ
う
で
、
同
時
に

「下
知
」
の
名
称
を
付
す
。
い
わ
ゆ
る
命
令
形
を
下

知
の
形
と
す
る
の
は
伝
統
的
な
考
え
で
あ

っ
た
。
春
庭
は
こ
の
考
え
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
。
鈴
木
腹
は
、
例
え
ば

『活
語
断
続
譜
』

に

「
▲
命
ス
ル
コ
ト
バ
　
▲
オ
ホ
ス
ル
コ
ゝ
ロ
ノ
ョ
ニ
ツ
ゞ
ク
」
（神
宮
文
庫
本
、
六
等
）
と
い
う
。
春
庭
の
扱
い
と
は
違
う
。

「
四
種
の
活
の
図
」
に
つ
い
て
更
に

一
言
す
れ
ば
、
そ
の

「受
る
て
に
を
は
」
に
は

「な
バ

と

と
も

か
な

ま
で

ンに
を

よ
り

ば

ど

ど
も

ギ
ツ
で

じ

らは
ん

ま
し

て

け
り

け
ん

つ
る

し

つ
ゝ

き

ぬ
る

し
か

め
り

ら
ん

べ
き

ら
し
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
に
は

「
る

ｏ
ら
る
、
す

ｏ
さ
す
、
し
む
」
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
助
動
詞
の
う
ち
、
あ
る
の
は
山
田
孝
雄
の
い
う
複
語
尾
の

「陳

述
の
し
方
に
属
す
る
も
の
」
に
限
ら
れ
、
「属
性
の
表
は
し
方
に
関
す
る
も
の
」
は
な
い
。
こ
れ
が
春
庭
の

「
て
に
を
は
」
で
、
腹
が

『活

語
断
続
譜
』
に

「
▲
シ
ム
ニ
ツ
ゞ
ク
　
▲
令
ノ
心
ノ
ス
ニ
ツ
ゞ
ク
」
と
言
う
の
と
は
違
う
。

五
　
ま
と
め

刊
本

『詞
八
衛
』
と
初
稿
本

『詞
八
衛
』
の
活
用
型
の
排
列
を
比
較
対
照
し
て

「初
稿
本
」
と

「刊
本
」
の
相
違
を
指
摘
し
、
「初
稿
本
」

に
流
れ
込
む
も
の
と
し
て

『活
用
言
の
冊
子
』
の
活
用
型
排
列
が
あ
り
、
そ
れ
が

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
の
分
類
の
線
上
に
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
そ
の
間
に
柴
田
常
昭
の
介
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
併
せ
て

「初
稿
本
」
に
の
み
見
ら
れ
る
ハ
行

・
マ
行
の
変
格
活
用
や

用
語

「中
二
段
」
、
お
よ
び
自
他
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
述
べ
て

「刊
本
」
と
の
関
わ
り
に
及
ん
だ
。

本
書
資
料
番
号
２３
ｏ
翻
刻
、
尾
崎
知
光

『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月

笠
間
書
院
）。

尾
崎
知
光

「初
稿
本

『詞
八
衛
』
―
そ
の
内
容
と
成
立
に
つ
い
て
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十
年
八
月
号
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）

21注
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に
詳
し
い
。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月

笠
間
書
院
）
所
収
。

３
　
注
２
。

４
　
第
四
章
第
二
節
三
に
詳
し
い
。

５
　
注
４
。

○
第
二
節
は
、　
一
部
を

「所
語
。有
語
。令
語
の
論
―

『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
体
系
―
」
翁
文
莫
』
第
４
号

に
よ
り
、
大
部
分
が
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。

昭
和
五
十
四
年
八
月
　
鈴
木
脹
学
会
）



第
二
章
　
初
稿
本

『詞
八
衛
』
の
例
語

第

一
節

例

　

語

一　

玉
山
　
数

刊
本

『詞
八
衛
』
の
、
五
十
音
の
各
行
別
。
各
活
用
型
別
に
掲
出
さ
れ
る
例
語
は
、
連
体
形
を
も
っ
て
現
行
国
語
辞
書
の
多
く
が
採
用

す
る
五
十
音
順
排
列
と
全
く
同
じ
に
排
列
さ
れ
る
。
解
説
中
の
語
を
除
く
、
例
語
と
し
て
列
挙
さ
れ
る
語
の
数
は
次
の
よ
う
で
あ
る
∩
活

の
図
」
に
載
る
語
を
含
む
。
佐
行
中
二
段
に
注
記
と
し
て
載
る

「
こ
ず
る
」

一
語
は
除
く
。
括
弧
内
は
語
に
傍
記
す
る
異
な
る
表
記
を
異

な
る
語
と
し
て
数
え
た
数
値
）。

阿
行
　
　
一
段

加
行
　
　
四
段
　
　
一

下
三
段

四
段

四
段

変
格

一
≡
中
　
　
　
　
　
　
下
二
段

　

一
三
中

八
二
語

（＋
四
語
）
　

　

一
段
　
　
　
一
語

五
八
語

51

奈 多 左
行 行 行

四 四 一

語 語 語

一
八
七
語

（十
六
語
）

一
三
二
三
中

一
一三
中

変
格
　
　
一
〓
≡
中

中
二
段
　
一
二
語

一
段
　
　
　
一
≡
中

中
二
段
　
　
工釜
巾

下
三
段

下
二
段

下
二
段

変
格
　
　
一
語
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波
行
　
　
四
段
　
　
一
七
八
語

（十
六
語
）
　

　

一
段
　
　
　
一
≡
ｍ
　
　
　
　
　
中
二
段
　
一二
五
語

下
二
段

　

工全

一語

（土

≡
じ

麻
行
　
　
四
段
　
　
一
〓
一七
語

（十
二
語
）
　

　

一
段
　
　
　
一
三
田　
　
　
　
　
中
二
段
　
　
エハ
語

下
三
段
　
　
七
四
語

也
行
　
　
中
二
段
　
　
　
四
語
　
　
　
　
　
　
　
下
二
段
　
二
八
語

羅
行
　
　
四
段
　
　
一
一七
二
語

（十
二
語
）
　

中
二
段
　
　
四
語
　
　
　
　
　
下
三
段
　
一
一
四
語

（十

一
語
）

和
行
　
　
一
段
　
　
　
　
一
三
ｍ　
　
　
　
　
　
　
中
二
段
　
　
一一一語
　
　
　
　
　
下
二
段
　
　
五
語

計
　
　
一
四
八
五
語

（十
二
三
語
）
　

　

　

　

△
口
計
　
　
一
五
〇
八
語

「刊
本
」
に
至
る
ま
で
の
、
そ
の
前
に
位
置
す
る
も
の
に
初
稿
本

『詞
八
衛
』
が
あ
る
。
「刊
本
」
の
例
語
は

一
五
〇
八
語
で
あ
る
の
に

対
し
て

「初
稿
本
」
の
例
語
は
抹
消
語
五
六
語
を
加
え
て
計

一
二
四
三
語
で
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
共
通
の
例
語
は

一
一
四
三
語

翁
初
稿
本
」
の
九
二
％
）
で
あ
る
。　
一
〇
〇
語
が

「刊
本
」
で
不
採
用
と
な

っ
た
例
語

（八
％
）
と
な
る
。
こ
れ
を

「刊
本
」
の
側
か
ら

い
う
と
、　
一
五
〇
八
語
の
う
ち

一
一
四
三
語
を

「初
稿
本
」
の
例
語
が
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
残
り
三
六
五
語
が
何
に
よ
っ
て
得
た
か
、

何
処
に
そ
の
語
が
示
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
「刊
本
」
の
例
語
と
共
通
す
る
語
の
多
い

「や
ち
ま
た
不
用
」
を

も

っ
て
し
て
も

一
五
七
語
が
追
加
さ
れ
る
だ
け
で
残
り
二
〇
八
語
の
出
処
は
不
明
で
あ
る
。

「
や
ち
ま
た
不
用
」
は
例
語
集
と
い
う
よ
り
証
例
集
と
で
も
い
う
べ
き
カ
ー
ド
集
で
四
五
六
枚
を
数
え
、　
一
枚
に
二
例
以
上
を
書
く
カ

ー
ド
が
あ
る
の
で
証
例
は
計
四
九
九
、
例
語
と
し
て
は
か
な
り
の
重
複
が
あ

っ
て
、
と
い
う
こ
と
は
証
例
集
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

異
な
り
語
数
は
二
九
二
語
、
抹
消
語
三
を
加
え
て
計
二
九
五
語
と
な
る
。
う
ち
二
七
六
語

（九
四
％
）
が
刊
本
例
語
と
同

一

（刊
本
採
用

例
語
）
で
、
不
採
用
例
語
は

一
九
語

（六
％
）
で
あ
る
。



『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
に
よ
っ
て
も
、
新
し
く

一
〇

一
語
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
未
だ

一
〇
七
語
が
残
る
。
こ
の
よ
う
に
調
べ
る
資
料
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て

「刊
本
」
の
例
語
の
出
処
ら
し
き
も
の
は
明
ら
か
に
な
る
が
、
そ
れ
が
直
ち
に

「刊
本
」
の
例
語
に
注
ぎ
込
ん
だ

と
は
言
い
が
た
い
。一

一　

排
　
列

「刊
本
」
の
例
語
は
計

一
五
〇
八
語
、
「初
稿
本
」
の
例
語
は

一
二
四
三
語
。
う
ち
両
者
共
通
の
例
語
は

一
一
四
三
語
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て

「初
稿
本
」
例
語
の
大
部
分
が

「刊
本
」
の
例
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
排
列
は
全
く
異
な
る
原
理
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
て
、
結
論
的
に
言
え
ば

「初
稿
本
」
の
排
列
に

『詞
つ
か
ひ
』
の

「車
」
論
の
影
響
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

２一
。所

属
例
語
の
多
い
四
段
、
下
二
段
の
活
詞
を
例
と
し
て
次
に
列
挙
す
る
。
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グ 会

０

　

『
活
用
言
の
冊
子
』
系

ａ
　
四
段
の
活
詞

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
排
列
は
、
例
え
ば
第

一

①
ｏ
ツ
ク
　
　
　
　
ｏ
卿
ク
　
　
　
　
ｏ
ア
〔蛉
〕

ｏ
ア
バ
ク
　
　
　
ｏ
ア
ュ
グ
　
　
　
ｏ
ア
ル
ク

○

＊

ア

リ

ク

　

　

ｏ

　

　

　

　

　

　

　

Ｏ

行

ｏ
イ
ク
　
　
　
　
ｏ
イ
ク
　
　
　
　
ｏ
イ
ソ
グ

（力
行
四
段
活
）

○
ア
フ
グ

ｏ
ア
カ
ヅ
ク

○ｏ
イ
ダ

ク

で
は
、

ｏ
ア
ガ
ク

○
ア
ザ
ム
ク

○○

イ

ツ

ク
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ｏ
イ
ナ

ゝ
ク
　
　
ｏ
イ
タ
ヅ

ク

浮
ｏ
ウ
ク
　
　
　
　
ｏ
ウ
ダ
ク

○
ウ
ス
ラ
グ
　
　
○
ウ
ゴ
ヅ
ク

ｏ
ウ
ス
ヅ
ク
　
　
ｏ
ウ
ソ
ブ
ク

と
並
ぶ
。

（２
）

『御
国
詞
活
用
抄
』
に
お
い
て
も
幾
つ
か
の
朱
筆
に
よ
る
訂
正
や
例
語
の
書
入
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は

『活
用
言
の
冊
子
』
と
同
じ

で
あ
る
。
即
ち
、

②
ア
ツ
ク
　
　
　
ア飽
ク

ア
バ
ク
　
　
　
ア

ユ
グ

ア
リ
ク
　
　
　
列
切
引
冽

イ

　

イ

ク

　

　

　

　

イ

ク

イ
ナ

ゝ
ク
　
　
イ
タ
ヅ
ク

リ

　
　

，

浮

ウ

　

ウ

ク

　

　

　

　

ウ

ダ

ク

ウ
ス
ラ
グ
　
　
ウ
ゴ
ヅ

ク

ウ
ス
ヅ
ク
　
　
ウ
ソ
ル
ク

と
並
ぶ
。

『御
国
辞
活
用
鏡
』
も
同
様
で
あ
る
。

ｏ
イ
タ
ゞ
ク
　
　
ｏ
＊
イ
キ
ヅ
ク
　
ｏ

ｏ
ウ
ヅ
ク
　
　
　
ｏ
ウ
ゴ
ク
　
　
　
ｏ
ウ
メ
ク

ｏ
ウ
シ
ハ
ク
　
　
○
ウ
タ
ヅ
ク
　
　
ｏ
ウ
ナ
ヅ
ク

ｏ
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
ｏ
　

（以
下
、
略
。
＊
印
、
宣
長
書
入
）

ア

ヘ
グ
　
　
　
ア
フ
グ
　
　
　
ア
ガ
ク

ア
ル
ク
　
　
　
ア
カ
ヅ
ク
　
　
ア
ザ
ム
ク

イ
ソ
グ
　
　
　
イ
ダ
ク
　
　
　
イ
ツ
ク

イ
タ
ゞ
ク
　
　
イ
キ
ヅ
ク
　
　
引
利
引
列

ウ
ヅ
ク
　
　
　
ウ
ゴ
ク
　
　
　
ウ
メ
ク

ウ
シ
ハ
ク
　
　
ウ
タ
ヅ
ク
　
　
ウ
ナ
ヅ
ク

引
列
―ゝ
冽
　
　
引
列
グ
　
　
　
引
列
冽

　

（以
下
、
略
。
傍
線
語
は
朱
筆
書
入
）



③

あ
あ
く

飽

あ
ば
く

発

あ
り
く

歩

い
い
′
ヽ
生

い
た
づ
く
労

う

あ

く

明

あ

ゆ
ぐ

行

あ

へ
ぐ

喘

あ
る
く
歩

い
く

行
　
　
　
い
そ
ぐ

急
　
　
い
だ
く
抱
　
　
い
つ
く

巌

い
た
だ
く

戴
　
い
き

つ
く
息
衝

い
き
ま
く
息
巻

う
く
浮
　
　
　
＞つ
だ
く
抱
　
　
＞つ
づ
く
　
　
　
う
ご
く
動
　
　

つゝ
め
く

う
す
ら
ぐ
　
　
う
ご
づ
く
　
　

つゝ
し
は
く
主
領

う
た
づ
く

う
な
づ
く
　
　

つゝ
す
ず
く
　
　
う
そ
ぶ
く

　

（以
下
、
略
）

以
下
の
各
会
も
同
様
な
排
列
に
な
っ
て
い
る
。

ｂ
　
下
二
段
の
活
詞

例
え
ば

『活
用
言
の
冊
子
』
の
力
行
の
例
語
は
、

④

ｏ
ア
ク
　
　
　
　
ｏ
ア
グ
　
　
　
　
ｏ
ア
ヅ
ク
　
　
　
ｏ
ア
ラ
ク

＊
活

ｏ
イ

ハ
ク
　
　
　

ｏ
＊
イ

ク
　
　

　

ｏ
　
　
　
　
　
　
ｏ

ｏ
ウ
ク
　
　
　
　
○
ウ
ナ
グ

　
　
　

ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｏ

Ｏ

工
　
　

　
　

　

○
　
　
　

　
　
　

○
オ
　
　
　
　
　
〇
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○ ○ ○ ○

あ
ふ
ぐ
仰
　
　
あ
が
く
足
掻

あ
か
づ
く
垢
付

あ
ざ
む
く
欺

い
な
な
く

噺
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掛
　
　
　
　
　
　
　
　
開

ｏ
カ
ク
　
　
　
　
○
カ
ク
　
　
　
　
ｏ
力

ゝ
グ

　
　
　
ｏ
カ
ヅ

ク
　
　
　
ｏ
カ

マ
ク

ｏ
＊
カ
ヂ
ク
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
ｏ

ｏ
キ
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
ｏ
ク
ダ

ク
　
　
　
ｏ
ク
ジ

ク
　
　
　
ｏ
ク
ツ

ロ
グ

　

（以
下
、
略
。

＊
印
、
宣
長
書
入
）

『御
国
詞
活
用
抄
』
も

『御
国
辞
活
用
鏡
』
も
、
例
語
に
い
さ
さ
か
の
違
い
は
あ
る
が
排
列
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、

『活
用
言
の
冊
子
』
及
び
そ
の
系
列
に
あ
る
諸
本
は
次
の
規
準
に
よ

っ
て
例
語
が
排
列
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

○
例
語
排
列
の
規
準

Ａ

〈
「活
用
言
の
冊
子
」
系
〉

Ｉ
　
語
頭

（第

一
音
節
）
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

Ⅱ
　
同

一
語
頭
の
語
を
音
節
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
多
い
も
の
へ
と
並
べ
る
。

Ⅲ
　
同

一
音
節
数
の
語
の
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

Ⅳ
　
同

一
第
二
音
節
の
語
の
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。
以
下
、
こ
の
繰
り
返
し
。

こ
れ
が

一
応
の
規
準
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
徹
底
し
た
も
の
で
は
な
い
。
特
に
第
二
音
節
以
下
の
五
十
音
順
適
用

Ⅳ

は
例
外
が
あ
る

が
、
数
は
少
な
い
。
こ
の
例
語
排
列
に
は
、
「活
用
言
の
冊
子
」
系
の
活
用
型
排
列
と
同
じ
く

″数
の
多

・
少
″
に
よ
る
分
類
が
存
在
し
、

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

⑤ 刊 a(2)
本

刊
本

四
段
の
活
詞

『詞
八
衛
』
の
例
語
排
列
は
、

あ
く
　
　
　
　
　
あ
く

例
え
ば
加
行
四
段
の
活
詞
で
は
、

ｏ
あ
が
く
　
　
　
　
あ
ざ
む
く
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ｏ
あ
ざ
や
ぐ
　
　
　
あ
ふ
ぐ

る

あ

り
く
　
　
　

ｏ
い
く

ｏ
い
そ
は
く

　
　

　

い
だ
く

ｏ
い
な

ゝ
く

　

　

ｏ
い
ら

ゝ
く

す

ｏ
う
し
は
く
　
　
ｏ
う
す

ゝ
く

ｏ

つゝ

た

′
ヽ
　
　
　
　
　
ｏ

＞つ

な

む
ヽ

ｂ
　
下
二
段
の
活
詞

加
行
下
二
段
の
活
詞
で
は
、

⑥
　
あ
く
る
　
　
　
　
あ
ぐ
る

○
い
は
く
る
　
　
　

つゝ
く
る

か
く
る
　
　
　
　
か
ゝ
ぐ
る

○
か
ま
く
る
　
　
　
く
だ
く
る

さ
ゝ
ぐ
る
　
　
　
さ
づ
く
る

ｏ
し
ら
く
る
　
　
○
し
ら
ぐ
る

と
並
ぶ
。

こ
こ
に
は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
系
の
例
語
排
列
と
違

っ
て
語
の
音
節
数
の
多
。少
に
よ
っ
て
排
列
す
る
規
準
は
な
い
。
現
行
国
語
辞
書

の
多
く
が
採
用
す
る
五
十
音
順
排
列
と
同
じ
で
あ
る
。

○
例
語
排
列
の
規
準

Ｂ

〈刊
本
詞
八
衛
〉 ｏ

あ

へ
ぐ

ｏ
い
す

ゝ
く

い
た

ゞ
く

う
す
ら
ぐ

ｏ
う
な
づ
く

あ
づ
く
る
　
　
○
あ
ら
く
る

ｏ
う
ら
ぐ
る
　
　
　
お
も
む
く
る

ｏ
か
じ
く
る
　
　
　
か
づ
く
る

さ

く

る

　

　

　

ｏ

さ

ぐ

る

さ
ま
た
ぐ
る
　
　
し
り
ぞ
く
る

○
す
ぐ
る
　
　
　
ｏ
す

ゝ
く
る

　

（以
下
、
略
）

ｏ
あ

ゆ
ぐ

い
そ
ぐ

い
つ
て
ヽ

＞つ
い
」
′ヽ

う
そ
ふ
く

う
め
く

　

（以
下
、
略
）
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Ｉ
　
語
頭

（第

一
音
節
）
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

Ⅱ
　
同

一
語
頭
の
語
の
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

Ⅲ
　
同

一
第
二
音
節
の
語
の
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

Ⅳ
　
同

一
第
二
音
節
の
語
の
第
四
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。
以
下
、
こ
の
繰
り
返
し
。

因
み
に
Ａ
と
Ｂ
の
違
い
は
、
Ａ
に

Ⅱ

「同

一
語
頭
の
語
を
音
節
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
多
い
も
の
へ
と
並
べ
る
」
が
あ
る
点
で
あ
る
。

音
節
数
を
規
準
の
一
つ
と
し
な
け
れ
ば
Ａ
と
Ｂ
は
全
く
同
じ
も
の
に
な
る
。

０
　
初
稿
本

ａ
　
四
段
の
活
詞

初
稿
本

『詞
八
衝
』
の
例
語
排
列
は
、
例
え
ば
加
行
四
段
の
活
詞
で
は

（

⑦
♂
　ヽ
３
５
　
計
ｘ
勢
ｘ

〈か
ε
　
賠
Ｘ

〈ン」Ｓ

そ
く

　
そ
ぐ
　
せ
く
　
た
く

　
た
ぐ

　

つ
く

　

つ
ぐ

　
と
く

〔焼
〕　
　
　
　
　
　
　
（付
〕　
　
（継
〕　
　
〔解
〕

（な吹
　
な
ぐ
　
帥
Ｘ
　
ぬ
ぐ
　
ね
ぐ
　
〔の
く
〕　
麒
く
　
〔は
ぐ
〕

〈
く
く
〉

　

〈
つ
く
〉
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〈
と
ぐ
〉

ひ
く
　
ふ
く
　
ほ
ぐ
　
ま
く
　
ま
ぐ
　
む
く

〔め
ぐ
〕
や
く

吹

ゆ
く

　

〈
わ
く
〉
　

わ
く
　
を
く
　
　
あ

く

　

つ
く
　
は
く

　

ふ
く

分
　
　
招
　
　
　
開

明
　
掲
　
　
言
　
　
葺

み
が
く
　
う
ご
く
　
ふ
さ
ぐ
　
か
し
く
　
ふ
せ
ぐ
　
そ
ゝ
く

〈
ほ
さ
く
〉
　

〈
む
だ
く
〉
　

〔〈
う
ら
ぐ
こ
　
　
〈
あ
が
く
〉

抱

一
行
を

一
行
分
と
す
る
）
、

〈
こ
ぐ
〉
　

う
く
　
さ
く

〔受
〕
　

〔咲
〕

浮

の

く

〈
さ
く
〉
　

し
く
　
す
く

（裂
〕　
　
　
　
〔敷
〕　
　
好
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い
そ
ぐ
　
の
ぞ
く
　
い
だ
く
　
く
だ
く
　
す
だ
く
　
た

ゝ
く

い
つ
く
　
か
つ
ぐ
　
き
づ
く
　
つ
ゞ
く
　
な

つ
く
　
も
ど
く

〈
な

へ
ぐ
〉
　

〔〈
つ
ま
づ
く
こ
　
　
〈
し
づ
く
〉

つ
な
ぐ
　
ま
ね
く
　
し
の
ぐ
　
な
び
く
　
ひ
ゞ
く
　
あ
ふ
ぐ

〈
と
よ
ぐ
〉
　

〈
さ
わ
ぐ
〉
　

〈
ひ
し
ぐ
〉

あ

へ
ぐ
　
そ
む
く
　
さ
や
ぐ
　
あ
ゆ
ぐ
　
お
よ
ぐ
　
そ
よ
ぐ

ひ
ら
く
　
ゆ
ら
く
　
ゑ
ら
ぐ
　
あ
り
く
　
あ
る
く
　
か
わ
く

さ
わ
ぐ
　
し
ぶ
く
　
し
ぞ
く
　
く
ど
く
　
う
め
く
　
み
そ
ぐ

退

す

ゝ
ぐ
　
は
ぶ
く
　

つ
な
ぐ
　
ゆ
る
ぐ
　
ひ
し
ぐ
　
ふ
づ
く

〈
う
た
ぐ
〉

し
り
ぞ
く
　
お
ど
ろ
く
　
な
ま
め
く
　
さ

ゝ
め
く
　
さ

ゝ
や
く

か

ゝ
や
く
　
を

の
ゝ
く
　
わ
な

ゝ
く
　
つ
ま

つ
く
　
ぬ
か
づ
く

か
し
づ
く

　
つ
ら
ぬ
く
　
か
た
ふ
く
　
ひ
ら
め
く
　
し

ハ
ぶ
く

あ
ざ
む
く
　
い
た
ゝ
く
　
う
し
は
く

　

〔そ
ゝ
お
め
く
〕
　

〈
そ
よ
め
く
〉

時
め
く

〈
す
み
や
く
〉
　

〈
つ
ま
づ
く
〉

そ
ゞ
ろ
く
　
た
ひ
ら
ぐ
　
ほ
の
め
く
　
み
ち
び
く

た
な
び
く
　
や
は
ら
ぐ
　
お
ぼ
め
く
　
う
な
づ
く

た
じ
ろ
く
　
み
じ
ろ
く
　
と
ろ
ゝ
く
　
ひ
ざ
ま
つ
く
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ま
じ
ろ
く
　
し
は
ぶ
く
　
つ
ら

ゝ
く

と
並
ぶ
。

「初
稿
本
」
は
反
故
紙
の
裏

に
書

い
て
あ
る
た
め
判
読
困
難
な
文
字
が
多
く
、
抹
消
語

。
書
入
語
も
多

い
。
今
見
る
体
裁
は
雑
然
と
し

て
い
て
、
ど
の
語
が
追
加
の
語
か
、
特
に
末
尾
に
並
ぶ
例
語
は
そ
の
判
別
に
迷
う
。
例
語
を
書
い
た
最
初
の
形
態
を
正
確
に
知
る
こ
と
は

き
わ
め
て
難
し
い
が
、

い
ま

一
ペ
ー
ジ
九
行
で
あ
る
こ
と
、
行
間
の
広
狭
、
文
字
の
大
小
、
五
十
音
順
な
ど
を
手
掛
か
り
に
後
期
書
入
と

推
定
さ
れ
る
語
を
削
除
し
、
抹
消
の
語
を
復
元
し
て
書
き
直
す
と
、
右
の
加
行
四
段
の
活
詞
は
凡
そ
次
の
よ
う
に
並
ぶ
。

③
あ
く
　
お
く
　
か
く
　
き
く
　

つゝ
く
　
さ
く
　
し
く
　
す
く

そ
く
　
そ
ぐ
　
せ
く
　
た
く
　
た
ぐ
　
つ
く
　
つ
ぐ
　
と
く

な
く
　
な
ぐ
　
ぬ
く
　
ぬ
ぐ
　
ね
ぐ
　
の
く
　
は
く
　
は
ぐ

ひ
く
　
ふ
く
　
ほ
ぐ
　
ま
く
　
ま
ぐ
　
む
く
　
め
く
　
や
く

ゆ
く
　
わ
く
　
を
く

み
が
く
　
う
ご
く
　
ふ
さ
ぐ
　
か
し
く
　
ふ
せ
ぐ
　
そ
ゝ
く

い
そ
ぐ
　
の
ぞ
く
　
い
だ
く
　
く
だ
く
　
す
だ
く
　
た

ゝ
く

い
つ
く
　
か
つ
ぐ
　
き
づ
く
　
つ
ゞ
く
　
な

つ
く
　
も
ど
く

つ
な
ぐ
　
ま
ね
く
　
し
の
ぐ
　
な
び
く
　
ひ
ゞ
く
　
あ
ふ
ぐ

あ

へ
ぐ
　
そ
む
く
　
さ
や
ぐ
　
あ
ゆ
ぐ
　
お
よ
ぐ
　
そ
よ
ぐ

ひ
ら
く
　
ゆ
ら
く
　
ゑ
ら
ぐ
　
あ
り
く
　
あ
る
く
　
か
わ
く

さ
わ
ぐ
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し
り
ぞ
く
　
お
ど
ろ
く
　
な
ま
め
く
　
さ
ゝ
め
く
　
さ
ゝ
や
く

か
ゝ
や
く
　
を
の
ゝ
く
　
わ
な
ゝ
く
　
つ
ま
つ
く
　
ぬ
か
づ
く

か
し
づ
く
　
つ
ら
ぬ
く
　
か
た
ふ
く
　
ひ
ら
め
く
　
し

ハ
ぶ
く

あ
ざ
む
く
　
い
た

ヽ
く
　
う
し
は
く
　
そ
ゝ
お
め
く
　
時
め
く

そ
ゞ
ろ
く
　
た
ひ
ら
く
　
ほ
の
め
く
　
み
ち
び
く

た
な
び
く
　
や
は
ら
ぐ
　
お
ぼ
め
く
　
ンフ
な
づ
く

た
じ
ろ
く
　
み
じ
ろ
く
　
と
ろ
ゝ
く
　
ひ
ざ
ま
つ
く

ま
じ
ろ
く
　
し
は
ぶ
く
　
つ
ら
ゝ
く

と
な
る
。
こ
の
排
列
は

一
見
無
秩
序
の
よ
う
だ
が
、
あ
る
規
準
に
従

っ
て
排
列
さ
れ
て
い
る
。
特
に
二
音
節
語
、
三
音
節
語
に
お
い
て
そ

う
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
規
準
で
あ
る
。

○
例
語
排
列
の
規
準

Ｃ

〈
初
稿
本
詞
八
衛
〉

Ｉ
　
語
の
音
節
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
多
い
も
の
へ
と
順
に
並
べ
る
。

Ⅱ
　
同

一
音
節
数
の
語
の
、
下
か
ら
の
第
二
音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。
―
―
し
た
が

っ
て
二
音
節
語
で
は
語
頭
を
五
十
音
順
に

並
べ
る
語
順
と
同
じ
に
な
る
。

Ⅲ
　
一一一音
節
語
で
下
か
ら
の
第
二
音
節
が
同

一
の
場
合
、
当
然
語
頭
を
除
く
二
音
節
が
同

一
で
あ
る
語
が
並
び
、
そ
の
範
囲
内
で
下

か
ら
の
第
二
音
節

（語
頭
と

一
致
）
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
。
―
―
し
た
が

っ
て
三
音
節
語
全
体
と
し
て
は
、
語
頭
は
五
十
音
順

と
は
関
係
の
な
い
排
列
と
な
る
が
、
末
尾
同

一
の
語
が
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。

四
音
節
以
上
の
語
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
な
こ
と
は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
や
そ
の
系
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列
の
諸
本
、
及
び

『詞
八
衛
』
の

「刊
本
」
で
は
例
語
の
語
頭
に
着
目
す
る
の
に
対
し
て
、
「初
稿
本
」
は
逆
に
例
語
の
語
末
に
着
目
す
る

点
で
あ
る
。
活
用
が
語
尾
の
変
化
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
自
然
な
こ
と
で
あ

っ
て
、
こ
の
排
列
法
は
他

に
類
が
な
く

「初
稿
本
」
独
自
の
排
列
で
あ
る
。

四
音
節
以
上
の
語
は
次
の
よ
う
に
並
ぶ

（二
音
節
語
、
三
音
節
語
は
省
略
）
。

波
行
四
段
の
活
詞
は
、

⑨
あ
ら
そ
ふ
　
あ
ら
が
ふ
　
は
ら
ば
ふ
　
よ
ろ
ほ
ふ
　
た

ゝ
よ
ふ

〈
お
と
な
ふ
〉
　

〈
ま
じ
ら
ふ
〉
　

〈
あ
な
な
ふ
〉
　

〈
へ
つ
ら
ふ
〉

あ
き
な
ふ
　
わ
つ
ら
ふ
　

つゝ
つ
ろ
ふ
　
ゐ
や
ま
ふ
　
と

ゝ
の
ふ

た
ヽ
か
ふ
　
た
ゆ
た
ふ
　
に
ぎ

ハ
ふ
　
い
さ
な
ふ
　

つゝ
か
が
ふ

〈
い
ご
の
ふ
〉
　

〈
あ
ま
な
ふ
〉
　

〈
あ
と
も
ふ
〉
　

〈
か
こ
ふ
〉

う
た
が
ふ
　
い
さ
よ
ふ
　

つゝ
し
な
ふ
　
な
づ
さ
ふ
　
さ
も
ら
ふ

〈
さ
む
ら
ふ
〉

し
た
が
ふ
　
よ
ろ
こ
ぶ
　
や
し
な
ふ
　
つ
く
な
ふ
　
ち
り
ほ
ふ

は
か
ら
ぶ
　
つ
く
ろ
ふ
　
か
ゞ
よ
ふ
　
さ
ま
よ
ふ
　
か
た
ら
ふ

〈
ね
ぎ
ら
ふ
〉
　

〈
の
た
ま
ふ
〉
　

〈
ま
じ
な
ふ
〉
　

〈
さ
ま
よ
ふ
〉

〈
と
も
な
ふ
〉

や

す

ら

ふ

　

し

つ
ら

ふ

　

〈
ま

ひ
な

ふ
〉
　

ま

か

な

ふ

　

た

め

ら

ふ

　

そ

こ
な

ふ

ま

ひ
な

ふ

　

ふ

る

ま

ふ
　

な

ぞ

ら

ふ

　

い
さ

か

ふ

　

〔
あ

き

な

ふ
〕

な

〔う

づ

な

ふ

〕
　

つゝ
づ

の

ふ

　

つゝ
べ
な

ふ
　

し

ゞ
ま

ふ

　

つ
み
な

ふ

進
退

〈
さ
す
ら
ふ
〉
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〈
も
こ
よ
ふ
〉
　

〈
ま
つ
ろ
ふ
〉
　

〈
あ
た
な
ふ
〉

変
格
し
の
ぶ
　
此
条
な
し

あ
げ

つ
ら
ふ
　
ひ
こ
づ
ら
ふ
　
つ
き
じ
ろ
ふ
　
あ
ざ
わ
ら
ふ

麻
行
四
段
の
活
詞
は
、

⑩

つ
ヽ
し
む
　
か
な
し
む
　
あ
や
し
む
　
た
し
な
む
　
い
と
な
む

〈
う
れ
し
む
〉
　

〈
ふ
く
だ
む
〉
　

〈
や
さ
か
む
〉

う
ら
や
む
　
か
し
こ
む
　
を
ろ
が
む
　
ぐ
る
し
む
　
あ
か
ら
む

た
の
し
む
　
は
ぐ

ゝ
む
　
ま
ど
ろ
む
　
さ
い
な
む

〈
し
が
ら
む
〉
　

〈
あ
や
ぶ
む
〉
　

〔〈
い
は
む
こ
　
　
〈
う
つ
く
し
む
〉

い
つ
く
し
む
　
か
い
ま
む
　
い
そ
し
む
　
あ
は
れ
む

羅
行
四
段
の
活
詞
は
、

①

〈
す

ゝ
た
る
〉
　

〈
あ
ざ
け
る
〉
　

〈
し
た
ゞ
る
〉
　

〈
か
ゞ
ふ
る
〉

か
な
ぐ
る
　
つ
ゞ
ま
る
　
と
ゞ
ま
る
　
あ
つ
ま
る
　
か
ゞ
ま
る

〈
つ
ゞ
じ
る
〉

〈
ゆ
ま
は
る
〉
　

〈
き
よ
ま

ハ
る
〉
　

〈
ま
じ
こ
る
〉
　

〈
や
す
ま
る
〉

か
た
よ
る
　
く
ゞ
ま
る
　
つ
ら
な
る
　
か
さ
な
る
　
つ
ら
な
る

お
こ
た
る
　
さ

へ
づ
る
　
も
と
ほ
る
　
さ
だ
ま
る
　
ふ
た
が
る

む
つ
か
る
　
の
ヽ
じ
る
　
く

ゝ
ま
る
　
い
た

ハ
る
　
あ
な
づ
る

〈
な
づ
さ
ハ
る
〉

〈
む

さ

ぼ

る

〉
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〈
ま
な
が
る
〉
　

〈
お
も
ね
り
〉
　

〈う
ま
は
る
〉
　

〈
ほ
ど
こ
る
〉

い
き
ど
ふ
る
　
た
ゝ
な
は
る
　
う
ご
な
ハ
る
　
あ
ら
た
ま
る

〈
よ
こ
ほ
る
〉
　

〈
ま
さ
ぐ
る
〉
　

〈
よ
こ
ぎ
る
〉
　

〈
〔お
こ
づ
る
Ｖ

〔さ
そ
ハ
る
ゝ
〕
　

く
つ
が

へ
る
　
か
し
こ
ま
る
　
た
ば
し
る
　

〈
く

ハ

〈
は
じ
ま
る
〉
　

〈
は
び
こ
る
〉
　

〔〈
は
や
む
る
こ
　
　
〈
あ
な
く
る
〉

〈
そ
ゝ
く
る
〉
　

〈
よ
こ
な
は
る
〉
　

〈
は
ゞ
か
る
〉
　

〈
の
ぞ
こ
る
〉

と
並
ぶ
。

ｂ
　
下
三
段
の
活
詞

加
行
下
三
段
の
活
詞
は
次
の
よ
う
に
並
ぶ
。

⑫
あ
く
る
　
あ
ぐ
る
　
う
く
る
　

〈う
く
る
〉
　

〔
の
く
る
〕
　

つ
ぐ
る

浮

な
ぐ

る
　

に
ぐ

る
　

か
く

る

　

〈
か
く

る
〉

　

〈
た
く

る
〉
　

ふ
く

る

逃
　
　
　
　
懸
　
　
　
　
　
　
鋏

や
く

る
　
わ
く

る

　

つ
く

る
　
ま
ぐ

る
　
す
ぐ

る
　
は
ぐ

る

焼さ
く

る
　
さ
ぐ

る
　

の
く

る
　
と
ぐ

る
　
ぬ
く

る

あ
づ
く
る
　
か
ゝ
ぐ
る
　
か
づ
く
る
　
さ
ゝ
ぐ
る
　
さ
づ
く
る

〈
か
じ
く
る
〉

た
す
く
る
　
つ
ゞ
く
る
　
な
づ
く
る
　
た
は
く
る
　
わ

ゝ
く
る

そ
む
く
る
　
た
む
く
る
　
く
だ
く
る
　
ひ
ら
く
る
　
ひ
ろ
ぐ
る

か
ま
く
る
　
あ
ら
く
る
　

フゝ
ら
ぐ
る

　

〔
か
ゝ
ぐ
る
〕

〈
こ
と
は
る
〉

〈
た
ば
か
る
〉

ゝ
る
〉

〈
あ
や
か
る
〉

と

く

る

ま
く
る
　
む
く
る

負

〈
と

ゞ
こ
ほ

る

〉
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さ
ま
た
ぐ

る
　
た

ひ
ら
ぐ

る
　
や

ハ
ら
ぐ
る
　
し
ら
ぐ

る

精

波
行
下
三
段
の
活
詞
は
、

⑬
か
ふ
る
　
く
ぶ
る
　
そ
ふ
る
　
の
ぶ
る
　
す
ぶ
る
　
は
ふ
る

替
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延

さ
ふ
る
　
た

ふ
る
　
あ

ふ
る
　
を

ふ
る

障

忍

散

終

た

か
ふ
る
　
ち

か
ふ
る

　

つ
か
ふ
る
　
ま
か
ふ
る
　
か
そ

ふ
る

な
そ
ふ
る
　
よ
そ
ふ
る
　
お
さ
ふ
る
　
ふ
す
ぶ
る
　
あ
た
ふ
る

〈
も
ぢ
ふ
る
〉

こ
た
ふ
る
　
た
と
ふ
る
　
つ
ど
ふ
る
　
と
な
ふ
る
　
な
ら
ふ
る

か
ま
ふ
る
　
い
ら
ふ
る
　
そ
ろ
ふ
る
　
と
ら
ふ
る
　
く
ら
ふ
る

く
は
ふ
る
　
か
ゞ
ふ
る
　
し
ら
ぶ
る
　
は
ら
ふ
る
　
ま
じ
ふ
る

わ
き
ま
ふ
る
　
か
む
か
ふ
る

　

〔と

ゝ
の
ふ
る
〕
　

な
づ
ら
ふ
る
　
た
づ
さ
ふ
る

あ

つ
ら
ふ
る
　
な
が
ら
ふ
る
　
お
と
ろ
ふ
る
　
こ
し
ら
ふ
る
　
か
な
ふ
る

ほ
こ
ろ
ふ
る
　
し
た
が
ふ
る
　
さ
す
ら
ふ
る
　
さ
き
は
ふ
る

〈
あ
ま
な
ふ
る
〉

麻
行
下
二
段
の
活
詞
は
、

⑭
こ
む
る
　
さ
む
る
　
し
む
る
　
〈し
む
る
〉　
そ
む
る
　
が
む
る
　
せ
む
る

込
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
染
　
　
　
　
　
標

と
む
る
　
〔な
む
る
〕
　
ほ
む
る
　
や
む
る
　
た
む
る
　
は
む
る

止つ
む
る
　
な
む

る
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あ
か
む
る
　
あ
が
む
る
　
ゆ
が
む
る
　
う
か
む
る
　
か
ゞ
む
る

と
が
む
る
　
な
か
む
る
　
な
ご
む
る
　
え
し
む
る
　
ね
し
む
る

〈
し
な
む
る
〉

〔
ひ
し
む
る
〕
　

〔
へ
し
む
る
〕
　

み
し
む
る
　
か
す
む
る
　
や
す
む
る

〈
ひ
そ
む
る
〉
　

〈
ほ
ど
こ
る
〉

〔
ひ
そ
む
る
〕
　

か
た
む
る
　
き
た
む
る
　
さ
だ
む
る
　
と
ゞ
む
る

な
だ
む
る
　
あ
つ
む
る
　
＞つ
づ
む
る
　
し
づ
む
る

　

〈
し
づ
む
る
〉

す
ゝ
む
る

静
　
　
　
　
　
　
　
沈

つ
と
む
る

　
の
ど

む

る
　
た

の
む
る
　
あ

は
む
る
　
た

は
む

る

は
じ
む
る
　
ふ
か
む
る
　
は
や
む
る
　
と
よ

む
る
　
か
ら

む

る

〈
か
ろ
む
る
〉

　

〈
き
よ
む
る
〉

　

〈
あ
や

む
る
〉

な
ぐ
さ
む
る
　
ち
り
ば
む
る

　

〔ゆ
か
し
む
る
〕
　

（
み
た
し
む
る
〕

〔く
は
じ
む
る
〕
　

〔と
ら
し
む
る
〕
　

し
た
ゝ
む
る
　
あ
き
ら
む
る

く
る
し
む
る
　
あ
ら
た
む
る
　
あ
た
ゝ
む
る

良
行
下
二
段
の
活
詞
は
、

⑮
あ
る
ゝ
　
い
る
ゝ
　
か
る
ゝ
　
き
る
ゝ
　
く
る
ゝ
　

〔じ
る
ゝ
〕

そ
る
ゝ
　
た
る
ゝ
　
つ
る
ゝ
　

〔と
る
ゝ
〕
　

な
る
ゝ
　
ぬ
る
ゝ

〈
く

る

ゝ
〉

は
る
ゝ
　
ふ
る
ゝ
　

〔ほ
る
ゝ
〕
　

も
る
ゝ
　
や
る
ゝ
　
よ
る
ゝ
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わ
る
ゝ
　
を
る

ゝ

け
が
る
ゝ
　
ン」
が
る
ゝ
　
せ
か
る
ゝ
　

つ
か
る
ゝ
　
な
が
る
ゝ

ひ
か
る
ゝ
　
の
が
る
ゝ
　
め
か
る
ゝ
　
わ
か
る
ゝ
　
ま
ぎ
る
ゝ

お
か
る
ゝ
　
お
く
る
ゝ
　
か
く
る
ゝ
　
し
く
る
ヽ
　
す
ぐ
る
ゝ

〈
ま
み
る
ゝ
〉
　

〈
あ
ざ
る
ゝ
〉

ふ
く
る
ゝ
　
め
さ
る
ゝ
　
や
つ
る
ゝ
　
わ
す
る
ヽ
　
お
そ
る
ゝ

う
た
る
ゝ
　
み
だ
る
ゝ
　

〈
は
づ
る
ゝ
〉
　

は
つ
る
ゝ
　
く
づ
る
ゝ
　
む
つ
る

は
な
る
ゝ
　
た
は
る
ゝ
　
あ
ふ
る
ゝ
　
つ
ぶ
る
ゝ
　
や
ぶ
る
ゝ

お
ぼ
る
ゝ
　
た
ふ
る
ゝ
　
し
を
る
ゝ
　
し
ら
る
ゝ
　
ね
ら
る
ゝ

〈
こ
ぼ
る

ゝ
〉

よ
ら
る
ゝ
　
を
ら
る
ゝ
　
き
ら
る
ゝ
　
あ
き
る
ゝ
　

〔さ
そ

ハ
る
ゝ
〕

う
ま
る
ヽ
　
あ
か
る
ゝ
　
け
た
る
ゝ
　
う
か
る
ヽ
　
た
ゞ
る
ゝ

散

お
も
は
る
ゝ
　
し
の
は
る
ゝ
　
な
が
め
ら
る
ゝ
　
い
と

ハ
る
ゝ

わ
す
ら
る
ゝ
　
や
す
ら

ハ
る
ゝ
　
む
す
ぼ
る
ゝ
　
む
す
ぼ
ほ
る

ゝ

た
は
ふ
る
ゝ
　
お
そ

ハ
る
ゝ
　
お
と
づ
る
ゝ
　
ゆ
る
さ
る
ゝ

さ
そ
ハ
る
ゝ
　
や
と

ハ
る
ゝ
　
あ
ら

ハ
る
ゝ
　
あ
な
づ
ら
る
ゝ

か
こ
た
る
ヽ
　
お
ぼ
ゝ
る
ゝ
　
く

つ
を
る
ゝ
　
し
ほ
た
る
ゝ

も
よ
ふ
さ
る
ゝ
　
＞フ
ら
や
ま
る
ゝ
　
す
み
や
か
る
ゝ
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と
並
ぶ
。

右
に
は
所
属
例
語
の
多
い
加
行

・
波
行

・
麻
行

・
羅
行
の
四
段
の
活
詞
と
下
二
段
の
活
詞
を
列
記
し
た
。
四
段
の
活
詞
に
つ
い
て
言
え

ば
、
そ
の
四
音
節
以
上
の
語
の
排
列
に
は
二
音
節
語

。
三
音
節
語
の
よ
う
な
不
完
全
な
が
ら
も
存
在
し
た
規
準
が
な
く
語
の
音
節
数
に
よ

る
大
き
な
区
分
が
あ
る
程
度
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
に
も
、
確
か
に
多
く
の
例
外
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
語
の
末
尾

の
形
式
に
よ

っ
て
排
列
し
た
と
判
断
さ
れ
る
形
跡
が
あ
る
。

例
え
ば
加
行
四
段
の
活
詞
で
は

「な
ま
め
く
、
さ
ゝ
め
く
」
と

「―
―
め
く
」
が
続
き
、
次
に

「
さ
ゝ
や
く
、
か
ゝ
や
く
」
と

「―
―

や
く
」
が
続
き
、
「
つ
ま
つ
く
、
ぬ
か
づ
く
、
か
し
づ
く
」
と

「―
―

つ
く
」
が
三
語
、
「た
じ
ろ
く
、
み
じ
ろ
く
、
と
ろ
ゝ
く
」
と

「―
―

ろ
く
」
が
三
語
続
く
こ
と
も
あ
る
。
波
行
の
活
詞
で
は

「や
し
な
ふ
、
つ
み
な
ふ
」
と

「―
―
な
ふ
」
が
三
語
、
「
や
す
ら
ふ
、
し
つ
ら
ふ
」

と

「―
―
ら
ふ
」
が
二
語
続
く
。
抹
消
語
を
含
め
れ
ば

「あ
き
な
ふ
、
う
づ
な
ふ
、
う
べ
な
ふ
」
と

「―
―
な
ふ
」
が
三
語
続
き
、
「あ
げ

つ
ら
ふ
、
ひ
こ
づ
ら
ふ
」
の
よ
う
に

「―
―

つ
ら
ふ
」
が
続
く
と
こ
ろ
も
あ
る
。
麻
行
で
は

「
つ
ゝ
し
む
、
か
な
し
む
、
あ
や
し
む
」
と

「―
―
し
む
」
が
三
語
続
き
、
「
た
し
な
む
、
い
と
な
む
」
と

「―
―
な
む
」
が
続
く
。
羅
行
で
は

「
つ
ゞ
ま
る
、
と
ゞ
ま
る
、
あ

つ
ま

る
、
か
ゞ
ま
る
」
と

「―
―
ま
る
」
が
四
語
続
き
、
「
つ
ら
な
る
、
か
さ
な
る
、
つ
ら
な
る

（重
出
と

と

「―
―
な
る
」
が
続
く
。
「
た
ゝ

な
は
る
、
う
ご
な
は
る
」
と

「―
―
な
は
る
」
が
続
く
と
こ
ろ
も
あ
る
。

右
の
活
詞
の
末
尾

「
め
く
、
や
く
、
つ
く
、
ろ
く
、
な
ふ
、
ら
ふ
、
つ
ら
ふ
、
し
む
、
な
む
、
ま
る
、
な
る
、
な
は
る
」
な
ど
の
語
が

す
べ
て

一
か
所
に
集
中
し
て
連
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
し
か
し
同
じ
末
尾
を
有
す
る
語
を
続
け
て
排
列
す
る
意
図
の
あ

る
こ
と
は
否
定
し
難
い
。

追
加
例
語
と
認
め
ら
れ
る
書
入
語
に
お
い
て
も
、
波
行
の

「
ま
か
な
ふ
」
の
直
前
に

「ま
ひ
な
ふ
」
を
書
入
れ
る
こ
と
、
「
さ
も
ら
ふ
」

の
右
に

「
さ
す
ら
ふ
」
、
左
に

「
さ
む
ら
ふ
」
を
書
入
れ
る
こ
と
、
麻
行
の

「
い
つ
く
し
む
」
の
直
前
に
行
は
変
わ
る
が

「う
つ
く
し
む
」
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を
書
入
れ
る
こ
と
、
「を
ろ
が
む
」
の
右
に

「や
さ
か
む
」
を
書
き
入
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は
同
じ
末
尾
の
語
を

一
か
所
に
ま
と
め
る
意
図

の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
羅
行
の

「
ゆ
ま
は
る
」
に
続
け
て

「
き
ょ
ま
ハ
る
」
を
書
入
れ
る
な
ど
、　
一
次
規
準
と
で
も
言
う
べ
き
音

節
数
に
よ
る
区
分
を
無
視
し
て
ま
で
同

一
末
尾
の
語
を

一
括
排
列
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

確
か
に
そ
れ
は
徹
底
し
た
も
の
で
は
な
い
が
語
の
末
尾
の
形
式
に
よ
っ
て
例
語
を
排
列
す
る
意
図
の
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
れ
は
例
語
排
列
の
、
「初
稿
本
」
独
自
の
規
準
で
あ
る
。
こ
れ
を

「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
の

一
つ
の
規
準
と
し
て
追
加
し
て
お

○
例
語
排
列
の
規
準

Ｄ

〈初
稿
本
詞
八
衛
〉
（続
き
）

Ⅳ
　
語
末
尾
の
同

一
形
式
の
語
を

一
括
す
る
。

下
二
段
の
活
詞
に
お
い
て
も
、
四
段
の
活
詞
で
述
べ
た
右
の
規
準
Ｃ
と
同
じ
規
準
に
よ
っ
て
排
列
さ
れ
て
い
る
。
所
属
例
語
の
最
も
多

い
良
行
の
活
詞
で
い
う
と
、
二
音
節
語

（連
用
形
に
よ
る
）
は
例
語
と
し
て
列
挙
す
る
連
体
形
で
は
末
尾
が

「―
１
１
ね
Ｈ
Ｉ
北
↓
」
と
な

る
の
で
語
頭
が
五
十
音
順
に
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
加
行

・
波
行

・
麻
行
で
は
二
音
節
語
の
後
半
、
こ
の
語
順
の
乱
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
お
そ
ら
く
思
い
つ
く
ま
ま
に
後
で
書
き
加
え
た
た
め
で
あ

っ
て
、
前
半
は
整
然
と
規
準
と
お
り
に
並
び
、
良
行
で
は
全
く
例
外
が

な
い
。
三
音
節
語
に
お
い
て
も
規
準
Ⅲ
の
と
お
り
で
、
「刊
本
」
の
よ
う
に
語
頭
が
優
先
的
に
五
十
音
順
に
並
ぶ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
第

二
音
節
が
五
十
音
順
に
並
び
、
そ
の
第
二
音
節
同

一
の
語
が

一
括
さ
れ
、
そ
の
範
囲
の
語
に
お
い
て
第

一
音
節

（語
頭
）
が
五
十
音
順
に

並
ぶ
。
こ
れ
は
、
言
い
替
え
る
と
語
尾
が
、
例
え
ば

「―
―
か
る

（る
と

「―
―
く
る

（る
と

「―
―
た
る

（る
と

「―
―

つ
る

（る
と

「―
―
ら
る

（る
と

な
ど
で

一
括
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
音
節
語
以
上
の
語
で
は
、
五
十
音
順
を
適
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
こ
で
は
、
四
段
の
活
詞
と
同
じ
く
語
末
の
語
形
式
に
よ
っ
て
語
を

一
括
す
る
こ
と
を
優
先
す
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
加
行
の

「
ら
ぐ

（る
と
、
波
行
の

「ら
ふ

（る
と
、
麻
行
の

「
し
む

（る
と

「た
む

（る
と

「
つ
む

（る
と
、
良
行
の

「
は
る

（る
と

な
ど
で
あ
る
。
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「初
稿
本
」
の
例
語
は
特
に
多
く
列
挙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
以
上
の
よ
う
に
そ
の
例
語
排
列
は
語
尾
に
注
目
し
そ
れ
に
よ
っ
て
分

類
し
、
そ
の
上
で
五
十
音
順
に
並
べ
る
も
の
で
あ
る
。
語
末
の
形
式
に
よ
る
例
語
排
列
は
、
活
用
を
問
題
と
す
る
場
合
、
最
初
に
気
付
く

当
然
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
敢
え
て
先
樅
を
求
め
れ
ば
、
そ
の
根
拠
と
な
る
の
は

『詞
つ
か
ひ
』
の

「車
」
論
以
外
に
は
無
い
。

〓
一

「
車
」

と

の
関
係

①
　
語
末
形
式
と

「車
」
論

『詞
つ
か
ひ
』
の
各
巻
所
属
例
語
の
排
列
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
初
稿
本

『詞
八
衝
』
の
例
語
排

列
と

『詞

つ
か
ひ
』
と
の
間
に
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
見
て
き
た
よ
う
に
直
接
両
者
の
例
語
排
列
の
類
似
に
で
は
な
く
、
そ
れ
は

『詞

つ
か
ひ
』
が
活
用
語
の
語
構
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

『詞
つ
か
ひ
』
は
活
用
語
の
語
構
成
を

「首
＋
車
」
と
す
る
。
首
と
は

″語
の
上
部
に
位
置
す
る
体
言
性
の
語
構
成
要
素
″
で
あ
り
、

車
と
は

″語
の
下
部
に
位
置
す
る
用
言
性
の
語
構
成
要
素
〃
で
あ
る
。
車
は
活
用
語
尾
と

一
致
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
原
理
的
に
は
違
う

（↓
付
節
二
）。

『詞
つ
か
ひ
』
「凡
例
の
第

一
巻
」
の

Ｊ
〓
百
或
は
三
言
を
そ
へ
て
語
を
は
た
ら
か
せ
た
る
あ
り
是
も
車
と
い
ふ
べ
し
そ
の
例
左
に
あ
つ

め
い
だ
す
」
に
よ
っ
て
、
動
詞
を
構
成
す
る
車

（語
）
を
抜
き
出
し
て
み
る
。

⑩
が
り

ｏ
が
る
、
か
み

。
か
む
、
き
り

。
き
る
、
く
れ

。
く
る

ｏ
く
る
ゝ
、
し
ら
ひ

ｏ
し
ら
ふ
、
だ
ち

ｏ
だ
つ
、
た

へ
。
た
ふ

（正
し

く
は
欄
外
宣
長
書
入
に
よ

っ
て

「
た
ひ
ｏ
た
ふ
し
、
つ
ら
ひ
ｏ
つ
ら
ふ
、
な
ひ
。
な
ふ
、
な
は
り
。
な
は
る
、
は
ひ
ｏ
は
ふ
、
は
き
。

は
く
、
ば
み

。
ば
む
、
ば
り

。
ば
る
、
ま
ひ

ｏ
ま
ふ
、
ま
へ
。
ま
ふ
、
め
き

。
め
く
、
や
き

。
や
く
、
よ
ひ

。
よ
ふ
、
ら
ひ

・
ら
ふ
、

ら
ぎ

・
ら

ぐ
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こ
の
ほ
か
宣
長
書
入
か
ら
拾
う
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑭
が
ひ

・
が
ふ
、
ご
り

。
ご
る
、
こ
り

ｏ
こ
る
、
づ
れ

・
づ
る

ｏ
づ
る
ゝ
、
の
ひ
。
の
ふ
、
な
り

・
な
る
、
な

へ
。
な
ふ

。
な
ふ
る
、

な
み

ｏ
な
む
、
は
へ
・
は
ふ

。
は
ふ
る
、
ぼ
り

ｏ
ぼ
る
、
ぶ
り

ｏ
ぶ
る
、
は
り

ｏ
は
る
、
ぶ
れ

。
ぶ
る

ｏ
ぶ
る
ゝ
、
ま
は
り

ｏ
ま
は

る
、
ま
り

ｏ
ま
る
、
ば
ひ

・
ば
ふ
、
ろ
ひ

ｏ
ろ
ふ
、
ろ
き

。
ろ
く

一
方
、
前
節
の

「初
稿
本
」
の
例
語
⑦
～
⑮
か
ら
語
末
形
式
の
主
な
も
の
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑬

つ
く
、
づ
く
、
び
く
、
め
く
、
や
く
、
ら
ぐ
、
ろ
く
、
な
ふ
、
ま
ふ
、
よ
ふ
、
ら
ふ
、
ろ
ふ
、
つ
ら
ふ
、
か
む
、
な
む
、
が
る
、
こ

る
、
な
る
、
は
る
、
ふ
る
、
ま
る
、
な
は
る

（以
上
、
四
段
活
）、
ら
ぐ
る
、
な
ふ
る
、
ら
ふ
る
、
ろ
ふ
る
、
ら
む
る

（以
上
、
下
三

段
活
）

右
の

『詞

つ
か
ひ
』
に
い
う

「
二
言
、
三
一一Ｆ

の
車

（語
）
と

「初
稿
本
」
の
四
音
節
以
上
の
語
の
末
尾
を
比
べ
て
み
る
と
、
両
者
に

何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

繰
り
返
し
言
う
こ
と
に
な
る
が
、
「初
稿
本
」
例
語
に
お
い
て
は
四
段
活
の
場
合
、
語
の
最
末
尾

（末
尾
第

一
音
節
）
は
当
然
加
行
な
ら

「く
、
ぐ
」
、
波
行
な
ら

「
ふ
、
ぶ
」
、
麻
行
な
ら

「
む
」
、
羅
行
な
ら

「
る
」
で
あ
る

（下
三
段
活
の
場
合
、
更
に
靡
の

「
る
」
が
付

く
）。
し
た
が

っ
て
活
用
行
別
例
語
の
全
例
語
に
共
通
の
こ
れ
を
除
く
と
、
二
音
節
語
は
末
尾

（下
か
ら
）
の
第
二
音
節
、
即
ち
語
頭
が
五

十
音
順
に
並
べ
ら
れ
、
三
音
節
語
も
同
じ
く
末
尾
の
第
二
音
節
が
五
十
音
順
に
並
べ
ら
れ
る
。
こ
の
三
音
節
語
の
場
合
、
末
尾
（下
か
ら
）

の
第
二
音
節
、
即
ち
語
頭
は
末
尾
第
二
音
節
が
同

一
の
範
囲
内
で
五
十
音
順
に
並
べ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
四
音
節
以
上
の
語
に
な
る
と

語
頭
は
勿
論
、
末
尾
の
第
二
音
節
も
第
二
音
節
も
五
十
音
順
に
並
べ
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
無
く
な
る
。
代
わ
っ
て
、
同
じ

「
二
言
、
三

言
」
の
車

（語
）
を
集
め
る
こ
と
が
、
徹
底
を
欠
く
点
は
あ
る
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『詞

つ
か
ひ
』
の
車
語
に
は
、
ヨ

言
Ｆ

の
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば

「
り
き
む

（力
と

で
い
う
と

「
り
き

（首
）
＋
む

（車
と

の
語
構
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成
と
な
り

「
む
」
が
車
語
と
な
る
。
こ
れ
は
活
用
語
尾
と

一
致
す
る
。
こ
の

″車
″
に
五
十
音
順
を
適
用
し
て
マ
行
活
の
動
詞
を
排
列
す

る
こ
と
は
無
意
味
で
、
何
の
排
列
規
準
に
も
な
ら
な
い
。

語
末
に
着
目
し
て
五
十
音
を
適
用
す
る
な
ら
、
末
尾
の
第
二
音
節

（「
り
き
む
」
の
例
で
い
う
と

「
さ
」
の
位
置
）
、
第
二
音
節
、
第
四

音
節
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
こ
と
に
な
る
。
一
一音
節
語
の
場
合
、
語
の
本
主

″首
″
は
語
頭

一
音
節
と

一
致
し

″車
″
は
活
用
語
尾

一
音

節
と

一
致
し
、
こ
れ
に
五
十
音
順
排
列
を
適
用
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
末
尾
の
第
二
音
節

（下
か
ら
の
）
に
適
用
す
る
こ
と
は
語

頭
を
五
十
音
順
に
並
べ
る
こ
と
と
同
じ
に
な
る
。
三
音
節
語
の
場
合
、
末
尾

一
音
節
を

″車
″
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
適
用
す
る
こ
と
は
何

の
排
列
規
準
に
も
な
ら
な
い
し
、
末
尾
二
音
節
を

″車
″
と
す
れ
ば
、
末
尾
の

（下
か
ら
の
）
第
二
音
節
に
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
が

「例
語
排
列
の
規
準
Ｃ

〈初
稿
本
詞
八
衛
〉

Ⅲ
」
で
あ
る
。
車
語
の
観
念
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
と
い
う
こ
と
は
対
す
る

ｇ
中
の
本

主
」
で
あ
る
首
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
二
音
節
の
語
に
お
い
て
は

″車
語
″
は
そ
の
排
列
の
規
準
に
は
な
り

得
な
い
。
三
音
節
の
語
に
お
い
て
、
末
尾

へ
の
五
十
音
順
適
用
が
期
せ
ず
し
て
、
同

一
″車
語
″
、
末
尾
同

一
語
が
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て

″車
語
″
の
観
念
が
例
語
排
列
の
規
準
と
し
て
明
確
に
存
在
し
得
る
と
理
解
で
き
る
の
は
四
音
節
以
上
の
語
に
お
い
て
で
あ
る
。

「初
稿
本
」
が
四
音
節
以
上
の
語
に
至

っ
て
、
二
音
節
語

。
三
音
節
語
の
例
語
排
列
と
は
違

っ
て
末
尾
か
ら
の
五
十
音
順
を
捨
て

″車

語
″
に
相
当
す
る
部
分
が
例
語
排
列
の
規
準
と
な
る
。
勿
論
、
四
音
節
以
上
の
語
を
二
音
節
語

・
三
音
節
語
と
同
じ
よ
う
な
規
準
で
排
列

す
る
こ
と
は
出
来
る
し
、
結
果
と
し
て
同

一
語
末
形
式
の
語
が
並
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り

「初

稿
本
」
に
車
語
の
考
え
が
優
先
し
て
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
二
音
節
語

。
三
音
節
語
の
排
列
規
準

（例
語
排
列
の
規
準
Ｃ
）
を
四
音
節

以
上
の
語
に
適
用
す
る
こ
と
は

「刊
本
」
と
は
逆
に
末
尾
か
ら
五
十
音
順
に
並
べ
る
だ
け
の
、
言
語
の
外
に
あ
る
も
の
を
規
準
と
す
る
こ

と
で
、
活
用
を
考
え
る
上
で
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
も
三
音
節
の
語
に
お
い
て
も
、
「初
稿
本
」
の
よ
う
に
排
列
す
る

（規
準
Ｃ
）
と
結
果
的
に
は
語
末

「―
―
そ
く

（ぞ
く
と

「―
―
た
く

（だ
く
と

「―
―

つ
く

（づ
く
と

な
ど
の
語
が
同
時
に

一
か
所
に
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集
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
活
用
語
を
分
類
排
列
す
る
場
合
の
、
活
用
部
分
に
着
目
す
る
優
れ
た
排
列
法
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

０

　

『
活
用
言
の
冊
子
』
の

「附
録
」

『活
用
言
の
冊
子
』
巻
末
に

「附
録
」
と
し
て
語
末
の
類
同
に
よ
っ
て
分
類

一
括
す
る
多
く
の
宣
長
書
入
の
語
が
載
る
。
語
末

「
力
」

の

「
サ
ダ
カ
、
ホ
ノ
カ
、
ノ
ド
カ
」
な
ど
、
「ヤ
カ
」
の

「
ノ
ド
ヤ
カ
、
ナ
ゴ
ヤ
カ
、
ア
ザ
ヤ
カ
」
な
ど
、
「
ヨ
カ
」
の

「
ス
ク
ヨ
カ
、
イ

コ
ヨ
カ
、
ナ
ゴ
ヤ
カ
」
な
ど
、
「ビ
カ
」
の

「
ユ
ホ
ビ
カ
、
タ
ヨ
ビ
カ
」
、
「
リ
カ
」
の

「
オ
モ
リ
カ
、
ホ
コ
リ
カ
」
、
「
ラ
カ
」
の

「
ア
サ
ラ

カ
、
ア
ツ
ラ
カ
、
ア
キ
ラ
カ
」
な
ど
で
あ
る
。
『詞
つ
か
ひ
』
で
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま

「附
録
」
と
し
て
書
き
写
す
こ
と
は
な
い
が
、
「凡

例
の
巻
」
末
尾

「語
の
下
に
そ

へ
て
い
ふ
辞
く
さ
ノ
ぐ
、
あ
り
」
に

『活
用
言
の
冊
子
』
と
同
様

「
か
」
「げ
」
「
は
か
」
「や
か
」
「
よ
か
」

「ら
か
」
「
ろ
か
」
に
分
類
し
て
列
挙
す
る
。

『御
国
辞
活
用
鏡
』
で
も
巻
末
に
分
類
列
挙
す
る
。
だ
つ
―
―

「な
さ
け
だ
つ
、
切
か
け
だ
つ
、
ま
め
だ
つ
」
な
ど
計

一
三
語
、
つ
き

―
―

「
つ
ら
つ
き
、
う
し
ろ
つ
き
、
か
し
ら
つ
き
」
な
ど
計
七
語
、
ま
ほ
し
―
―

「
ゆ
か
ま
ほ
し
、
し
ら
ま
ほ
し
、
し
な
ま
ほ
し
」
な
ど

計
七
語
、
ら
か
―
―

「な
だ
ら
か
、
ま
よ
ら
か
、
た
ひ
ら
か
」
な
ど
計
九
語
、
り
か
―
―

「
は
や
り
か
」

一
語
、
ろ
か
―
―

「
お
ぼ
ろ
か
」

一
語
、
や
か
―
―

「
お
だ
や
か
、
う
つ
く
し
や
か
、
そ
び
や
か
」
な
ど
計
三
〇
語
、
ま
し
―
―

「あ
さ
ま
し
、
む
つ
ま
じ
、
お
そ
ま
し
」

な
ど
計
九
語
、
は
か
―
―

「あ
て
は
か
、
あ
さ
は
か
」
一
三
中
、
ら
し
―
―

「あ
ら
じ
、
け
ら
し
、
な
ら
し
」
な
ど
計

一
三
語
、
が
ま
し
―
―

「を
こ
が
ま
し
、
ひ
と
が
ま
し
、
ち
り
が
ま
し
」
三
語
、
か
ほ
―
―

「
か
こ
ち
が
ほ
、
き
ゝ
が
ほ
、
此
類
い
と
多
し
」
、
べ
し
―
Ｉ

Ｆ
つ
べ

し
、
つ
べ
し
、
み
べ
し
」
な
ど
計

一
〇
語
、
し
く
―
―

「
い
ま
し
く
、
わ
れ
し
く
」
二
語
、
な
し
―
―

「
つ
た
な
し
、
さ
が
な
し
、
は
か

な
し
」
な
ど
計
二

一
語
、
ら
る
―
―

「あ
ば
め
ら
る
」
一
語
、
し
む
―
―

「
そ
れ
し
む
、
か
な
し
む
、
た
の
し
む
　
此
類
多
し
」
、
ざ
る
―
―

「
い
は
ざ
る
　
此
類
い
と
多
し
」
、
ば
む
―
―

「
よ
し
ば
む
、
け
し
き
ば
む
、
こ
ゝ
ろ
ば
む
」
な
ど
計
四
語
、
づ
ら
ふ
―
―

「
い
ひ
づ
ら
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ふ
、
か
ゝ
づ
ら
ふ
、
ひ
こ
づ
ら
ふ
」
な
ど
計
四
語
、
め
く
―
―

「
ひ
と
め
く
、
さ
ゝ
め
く
、
て
う
ど
め
く
」
な
ど
計

一
五
語
、
づ
く
―
―

「あ
き
づ
く
、
よ
づ
く
、
く
じ
ろ
つ
く
」
な
ど
計
九
語
。

こ
の
よ
う
に
語
末
形
式
の
類
同
に
着
目
し
て
語
を
分
類
す
る
考
え
は
、
既
に
宣
長
の
『活
用
言
の
冊
子
』
に
見
ら
れ
、
『御
国
辞
活
用
鏡
』

で
は
部
分
的
で
は
あ
る
が
活
用
語
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
た
だ
し
右
の
例
で
も
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
か
な
り
雑
多
な
語
末
で

あ
る
。　
一
方

『詞
つ
か
ひ
』
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
こ
れ
ら
を
も
か
な
り
忠
実
に
書
き
写
し
、
更
に
頭
書
と
し
て
追
加
し
、
そ
れ
が
お

そ
ら
く
契
機
と
な

っ
て
活
用
語
の
語
構
成
の
問
題
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
理
論
化
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
初
稿
本

『詞
八
衛
』
の

例
語
排
列
が
語
末
の
形
式
に
注
目
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し

『詞
八
衛
』
は
、
「刊
本
」
に
至

っ
て

（よ
り
正
し
く
は

「例
語
草
稿
」
の
段
階
で
）
「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
を
捨
て
る
こ
と

に
な

っ
た
。
「活
用
」
も

「活
用
型
の
排
列
」
も
徹
底
的
に
五
十
音
図
を
範
と
す
る

「刊
本
」
は
、
「例
語
の
排
列
」
も
当
然
の
こ
と
な
が

ら
五
十
音
図
を
分
類
原
理
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
形
式
を
重
視
す
る
活
用
体
系
と
成

っ
た
。

四

　

「初
稿
本
」

の
例
語
排
列
と

『詞

つ
か
ひ
』

『詞
八
衛
』
の

「刊
本
」
に
お
け
る
例
語
排
列
は
徹
底
し
て
五
十
音
図
を
適
用
す
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
も
五
十
音
図
に
よ
る
が
、
こ

こ
で
は
語
の
音
節
数
が
重
要
な
排
列
規
準
に
な
っ
て
い
る
。
「初
稿
本
」
は
語
の
音
節
数
が
第

一
次
規
準
と
も
い
う
べ
き
位
置
を
占
め
、
五

十
音
図
の
適
用
は
前
二
者
と
違
っ
て
語
の
末
尾
か
ら
行
わ
れ
、
し
か
も

「は
た
ら
く
」
辞
で
あ
る

″車
語
″
に
着
目
す
る
。
「刊
本
」
に
は

「初
稿
本
」
の
よ
う
な
活
用
部
分
を
重
視
す
る
考
え
は
な
い
。
「刊
本
」
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
五
十
音
と
か
音
節
数
と
か
、
い
わ
ば
言

語
の
外
形
に
よ
る
も
の
、
或
い
は
語
の
外
に
あ
る
も
の
に
拠
っ
て
整
理
す
る
点
で

『活
用
言
の
冊
子
』
に
近
い
。
対
し
て

「初
稿
本
」
は
、

語
自
体
に
、
即
ち
語
末
の
活
用
部
分
に
注
目
す
る
観
点
が
あ
る
点
で
著
し
く
異
な
る
。
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『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
排
列
か
ら

『詞
八
衛
』
の

「刊
本
」
の
例
語
排
列
に
至
る
の
は
極
め
て
容
易
で
、
語
の
音
節
数
に
よ
る
区

分
を
捨
て
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。
と
こ
ろ
が

「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
は
全
く
異
な
る
原
理
に
依

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
寧
ろ

「刊
本
」
に
近
い
段
階
で
再
び

『活
用
言
の
冊
子
』
に
近
づ
い
た
。
仮
に

『詞
八
衛
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
に
従

っ
た
と
す
る
な
ら
、

な
に
も
わ
ざ
わ
ざ
、
そ
う
い
う
回
り
道
を
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
ま
ま

『活
用
言
の
冊
子
』
に
従
え
ば
よ
い
。
初
稿
本

『詞
八
衛
』
の

例
語
は

「恐
ら
く

『活
用
言
の
冊
子
』
『御
国
詞
活
用
抄
』
を
資
料
に
し
て
書
き
並
べ
…
…
…
」
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
座
右
に
お
い
て

た
だ
書
き
写
し
た
と
い
う
意
味
な
ら
お
そ
ら
く
当
た
ら
な
い
。

現
在
、
本
居
宣
長
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
彩
し
い
カ
ー
ド
の
山
を
前
に
す
る
と
、
父
宣
長
の

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
参
考
に
し

な
が
ら
も
唯
ひ
た
す
ら
語
を
集
め
語
を
整
理
し

「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
に
至

っ
た
か
の
よ
う
で
、
と
す
る
と
活
用
に
よ
っ
て
語
を
分
類

し
排
列
す
る
に
当

っ
て
は
先
ず
活
用
部
分
に
関
心
が
行
く
の
が
自
然
で
、
そ
れ
が

「初
稿
本
」
の
排
列
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
て
く
る
。
そ

し
て
既
に

『詞
つ
か
ひ
』
は
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
車
の
観
念
は
語
末
の
活
用
部
分
に
着
目
す
る
と
こ
ろ
に
成
り
立

つ
。
こ
こ
か
ら

「初

稿
本
」
の
例
語
排
列
に
至
る
の
は
近
い
。
『詞
八
衛
』
研
究
の
当
初
、
春
庭
に
常
昭
の

「車
」
の
論
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
、
さ
ほ
ど
無
理

な
こ
と
で
は
な
い
。

初
稿
本

『詞
八
衛
』
の
段
階
で
春
庭
に
車
の
観
念
が
あ

っ
た
と
い
っ
て
も
、
直
接

『詞
つ
か
ひ
』
に
依

っ
た
も
の
か
ど
う
か
、
勿
論
、

そ
れ
は
不
明
で
あ
る
。
全
く
関
係
が
無
か
っ
た
と
し
て
も
活
用
研
究
の
歴
史
の
必
然
と
し
て

『詞
つ
か
ひ
』
の

「車
」
の
論
の
延
長
線
上

に

「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
柴
田
常
昭
に
与
え
た
宣
長
の
影
響
を
考
え
れ
ば
そ
れ
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
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〔注
〕

１
　
本
書
資
料
番
号
１８

「詞
の
カ
ー
ド
」
全
一一の
六
二
）
。
足
立
巻

一
「
『詞
八
衛
』
に
関
す
る
未
発
表
資
料
―
八
衛
成
立
論
の
う
ち
―
」
翁
勢
陽
論

叢
』
第
七
号
　
昭
和
四
十
八
年
七
月
）
。

２
　

『大
平
本
御
国
詞
活
用
抄
』
　

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
。
翻
刻
、
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
別
巻

一
。

３
　

『御
国
辞
活
用
鏡
』
　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

４
　
第
四
章
第
二
節
。

５
　
尾
崎
知
光

「初
稿
本

『詞
八
衛
』
―
そ
の
内
容
と
成
立
に
つ
い
て
―
」
篤
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十
年
八
月
号
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学

会
）
。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月

笠
間
書
院
）
所
収
。

○
第

一
節
は
、
未
発
表
旧
稿
に
加
筆
し
た
。
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第
二
節
　
例
語
の
活
用
型
認
定

一
　

『詞
八
衛
』
と

『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語

０

　

『
詞
八
衝
』

へ
の
二
つ
の
経
路

宣
長
の

『活
用
言
の
冊
子
』
に
は
春
庭
筆
稿
の

「鈴
屋
原
本
」
の
ほ
か

「道
麿
書
写
本
」
が
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
れ
を
経
て

『御
国
詞

活
用
抄
』
翁
活
語
活
用
格
し

↓

（『活
語
断
続
図
説
』
↓
）
『活
語
断
続
譜
』
↓

『詞
八
衛
』
へ
至
る
経
路
が
、
現
在
の
、
い
わ
ば
国
語
学

史
の
定
説
で
あ
る
。
し
か
し

『詞

つ
か
ひ
』
の
存
在
を
知

っ
た
今
、
『活
用
言
の
冊
子
』
（鈴
屋
原
本
）
↓

『詞
つ
か
ひ
』
↓

『詞
八
衛
』

（３
）

と
辿
る
、
も
う

一
つ
の
経
路
も
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

第
二
の
経
路
の
う
ち
、
前
半
の

『活
用
言
の
冊
子
』
か
ら

『詞
つ
か
ひ
』
へ
の
流
れ
に
つ
い
て
は
述
べ
た

（↓
第
二
章
第

一
節
）
。
後
半

の

『詞
つ
か
ひ
』
か
ら

『詞
八
衛
』

へ
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
い
く
か
に
つ
い
て
も
、
初
稿
本

『詞
八
衝
』
の
例
語
排
列
と

『詞
つ
か
ひ
』

の

「車
」
論
の
関
係
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
が

（↓
第

一
節
）
、
以
下
、
活
用
型
別
の
例
語
を
中
心
に

『詞
八
衛
』
と

『詞
つ
か
ひ
』
の
関

連
に
つ
い
て
述
べ
る
。

②
　
例
語
の
比
較

ａ
　

『活
用
言
の
冊
子
』
系
諸
本
と

『詞
つ
か
ひ
』

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
が

一
五
二
九
語

（『詞

つ
か
ひ
』
の
例
語

「
ふ
つ
る
」
と
対
応
す
る

『活
用
言
の
冊
子
』
の
俗
言
を
加
え
た
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数
）
、
『詞

つ
か
ひ
』
の
例
語
が

一
七
〇
八
語
で
、
両
者
に
共
通
の
同

一
例
語
は

一
四
九
二
語
で
あ
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
と

『御

国
詞
活
用
抄
』
の
例
語

一
六
三
二
語
と
で
は
共
通
の
例
語
は

一
四
九
二
語
で
あ
る
。
『詞
つ
か
ひ
』
も

『御
国
詞
活
用
抄
』
も
、
『活
用
言

の
冊
子
』
の
例
語
の
ほ
ぼ
九
八
％
の
語
を
採

っ
て
例
語
と
し
て
い
る
。
『御
国
辞
活
用
鏡
』
で
は
、
そ
の
例
語
は
俗
言
を
除
い
て

一
五
六
六

語
で
、
う
ち

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
と
共
通
の
同

一
語
は

一
四
七
四
語

（九
六
％
）
で
あ
る
。

『詞
つ
か
ひ
』
と

『御
国
詞
活
用
抄
』
に
共
通
の

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
は

一
四
六
九
語
、
『詞
つ
か
ひ
』
と

『御
国
辞
活
用
鏡
』

に
共
通
の

『活
用
言
の
冊
子
』
の
語
は

一
四
五
四
語
で
あ
る
。
語
の
取
捨
に
い
さ
さ
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
の
共
通
性

が
あ
る
。
そ
し
て

『活
用
言
の
冊
子
』
に
無
く
て

『御
国
詞
活
用
抄
』
に
有
る
例
語
は

一
二
九
語
、
『活
用
言
の
冊
子
』
に
有

っ
て

『御
国

詞
活
用
抄
』
に
無
い
例
語
は
三
六
語
で
あ
る
。
『御
国
詞
活
用
抄
』
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
の
三
六
語
を
捨
て

一
二
九
語
を
新
た
に

加
え
た
こ
と
に
な
る
。
『活
用
言
の
冊
子
」
と

『御
国
辞
活
用
鏡
』
と
で
は
、
『御
国
辞
活
用
鏡
』
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
の
五
五

語
を
捨
て
新
た
に
九
二
語
を
加
え
て
い
る
。

こ
の

一
二
九
語
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
に
加
え
た

『御
国
詞
活
用
抄
』
の
追
加
例
語
で
あ

っ
て
、
『活
用
言

の
冊
子
』
を
同

一
の
源
と
す
る
点
で

『詞

つ
か
ひ
』
の
追
加
例
語
二
一
六
語
と
同
性
格
の
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の

一
二
九
語
と
二

一

六
語
と
で
は
共
通
の
同

一
例
語
は
三
二
語
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
『御
国
辞
活
用
鏡
』
の
新
た
に
加
え
た
九
二
語
と

『詞

つ
か
ひ
』
の
新
た

に
加
え
た
二

一
六
語
と
の
共
通
同

一
例
語
は
こ
れ
ま
た

一
五
語
に
す
ぎ
な
い
。
と
な
る
と
、
同
じ
く

『活
用
言
の
冊
子
』
を
源
と
す
る
『御

国
詞
活
用
抄
』
と

『詞
つ
か
ひ
』、
『御
国
辞
活
用
鏡
』
と

『詞

つ
か
ひ
』
の
間
に
直
接
の
関
係
が
あ

っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

数
値
の
上
だ
け
の
こ
と
に
な
る
が
、
『詞
つ
か
ひ
』
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
系
列
に
属
し
、
他
の

『活
用
言
の
冊
子
』
系
の
諸
本
と
は

特
に
密
接
な
関
係
は
な
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

ｂ

　

『詞
八
衝
』
と

『活
用
言
の
冊
子
』
『詞
つ
か
ひ
』
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刊
本

『詞
八
衛
』
の
例
語

一
五
〇
八
語
中
、
『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
と
同
じ
語
は

一
〇
八
〇
語
。
『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語

一
五

二
九
語
の
う
ち
四
四
九
語
を
捨
て
て
い
る

（採
用
百
分
比
、
約
七

一
％
）。
「刊
本
」
の
側
か
ら
い
う
と
、
例
語
の
七
二
％
を

『活
用
言
の

冊
子
』
の
例
語
が
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

「刊
本
」
の
例
語
中
、
『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
と
同

一
の
語
は

一
一
五
七
語
で
あ
る
。
『詞
つ
か
ひ
』
例
語

一
七
〇
八
語
の
う
ち
五
五

一

語
を
例
語
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る

（採
用
百
分
比
、
約
六
八
％
）。
こ
の
数
値
は

『詞
つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例

語

一
五
二
九
語
の
う
ち

一
四
九
二
語
を
採
り
三
七
語
を
捨
て
た

（採
用
百
分
比
、
約
九
八
％
）
の
に
比
べ
て
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
。

「刊
本
」
の
側
か
ら
い
う
と
、
例
語
の
七
七
％
を

『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
が
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
少
な
く
と
も

『詞
つ
か

ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
に
依
拠
し
た
よ
う
に
は
、
刊
本

『詞
八
衛
』
は

『活
用
言
の
冊
子
』
や

『詞

つ
か
ひ
』
に
、
お
そ
ら
く
依
拠

し
て
は
い
な
い
。

ｃ
　
初
稿
本

『詞
八
衛
』
の
例
語

刊
本

『詞
八
衛
』
の
前
に
初
稿
本

『詞
八
衛
』
が
位
置
す
る
。
「初
稿
本
」
と

「刊
本
」
と
の
例
語
の
比
較
は
先
に
述
べ
た
が

（↓
第

一

節
）
、
「刊
本
」
が

「初
稿
本
」
の
例
語
を
か
な
り
多
く
例
語
と
し
た
こ
と

（「初
稿
本
」
の
例
語

一
二
四
三
語
の
九
二
％
を
採
用
し

「刊
本
」

の
七
六
％
を
占
め
る
）
は
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

「初
稿
本
」
と

『活
用
言
の
冊
子
』
『詞

つ
か
ひ
』
と
を
比
較
す
る
と
、
「初
稿
本
」
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語

一
五
二
九
語
の
う

ち
九
五

一
語

（「活
用
言
の
冊
子
」
の
六
二
％
）
を
採
用
し
五
七
八
語
を
不
採
用
と
し
、
『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語

一
七
〇
八
語
の
う
ち

一
〇

〇
五
語

（「詞

つ
か
ひ
」
の
五
九
％
）
を
採
用
し
七
〇
三
語
を
不
採
用
と
し
た
。
こ
れ
を

「初
稿
本
」
の
側
か
ら
言
う
と
、
『活
用
言
の
冊

子
』
の
例
語
が
そ
の
例
語
の
七
六
％
を
占
め
、
『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
が
八
〇
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
値
の
違
い
は

『詞
つ
か

ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
に
依

っ
て
そ
の
例
語
と
し
更
に
追
加
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
そ
し
て
八
〇
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％
と
い
う
数
値
は

「初
稿
本
」
が

『詞
つ
か
ひ
』
を
見
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

「初
稿
本
」
の
例
語
に
は
多
く
の
後
の
書
入
挿
入
語
が
あ
る
。
そ
れ
を
除
い
た
例
語
が

「初
稿
本
」
の
執
筆
当
初
の
姿
を
示
す
も
の
と

し
、
そ
れ
と
比
較
し
て
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
「初
稿
本
」
の
例
語
の
書
き
方
は
抹
消
語
、
挿
入
語
が
あ

っ
て
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る

が
、
追
加
語
を
区
分
け
す
る
と
追
加
の
書
入
挿
入
語
は
二
〇
〇
語
ほ
ど
を
数
え
る
。
今
、
こ
の
語
を
除
い
た

一
〇
五
〇
語
を

「初
稿
本
」

当
初
の
例
語
と
す
る
と
、
う
ち

『活
用
言
の
冊
子
』
と
同

一
の
語
が
八

一
〇
語

（七
七
％
）
ほ
ど
、
『詞
つ
か
ひ
』
と
同

一
の
語
が
八
六
〇

語

（八
二
％
）
ほ
ど
で
、
こ
の
数
値
か
ら
す
れ
ば
当
然
、
追
加
語
の

『活
用
言
の
冊
子
』
と

『詞
つ
か
ひ
』
と
の
同

一
語
の
割
合
は
も
っ

と
少
な
い
。
こ
れ
は
、
「初
稿
本
」
が

『詞
つ
か
ひ
』
を
見
て
い
た
と
す
れ
ば
そ
の
当
初
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

前
節
で
は

「初
稿
本
」
の
例
語
排
列
の
方
法
に

『詞
つ
か
ひ
』
の

「車
」
論
の
影
響
を
見
、
こ
こ
で
は
右
の
同

一
例
語
の

一
致
の
割
合

か
ら

『詞
つ
か
ひ
』
と
の
関
係
を
見
て
き
た
。
『詞
つ
か
ひ
』
と

「初
稿
本
」
は
関
係
の
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
一　

例
語

の
認
定

０

　

『
詞
つ
か
ひ
』
例
語
認
定
の
規
準

『詞
八
衛
』
と

『詞

つ
か
ひ
』
と
、
両
書
の
関
係
を
裏
付
け
る
書
簡
そ
の
他
、
外
的
徴
証
は
今
の
と
こ
ろ
無
い
が
、
述
べ
て
き
た
よ
う

に
両
書
は
全
く
無
関
係
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
ｃ
こ
こ
で
は
例
語
認
定
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

『詞
つ
か
ひ
』
は
、
以
下
述
べ
る
よ
う
に
多
く
の
文
献
に
当
り
多
く
の
例
文
を
検
討
し
た
上
で
例
語
と
す
る
常
昭
の
実
証
的
な
研
究
方

法
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
例
語
認
定
の
方
法
は
春
庭
に
お
い
て
よ
り
徹
底
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

『詞
つ
か
ひ
』
の
方

法
に
学
ん
だ
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『御
国
詞
活
用
抄
』
も

『御
国
辞
活
用
鏡
』
も
、
そ
し
て

『活
語
活
用
格
』
も
挙
げ
る
証
例
は
き
わ

め
て
少
な
い
。
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『詞
つ
か
ひ
』
に
お
い
て
語
を
或
る

一
つ
の
活
用
型
の
例
語
と
し
て
認
め
る
規
準
は
、

Ｉ
　
語
の
音
節
数

（連
用
形
に
よ
る
）
の
単

・
複
。

Ⅱ
　
運
用
形

・
終
止
形

・
連
体
形
の
三
語
形

（終
止

・
連
体
同
形
の
場
合
、
二
語
形
）
の
異

。
同
。

の
二
つ
で
あ
る
。
常
昭
は
こ
の
規
準
で
動
詞
を
七
種
類
ま
で
類
別
し
た
。
即
ち
、
１
．
右
輪
語

（多
音
節

「
イ

・
ウ
」
活
用
＝
四
段
活
）
、

２
．
左
輪
語

（多
音
節

「
工
・
ウ

。
ウ
る
」
活
用
Ｈ
下
三
段
活
）
、
３
．
牛
語

（多
音
節

「イ

・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
Ｈ
上
二
段
活
）
、
４
．

戟
語

（単
音
節

「イ

・
ウ
」
活
用
――
（̈

）
ヽ
５
。
轄
語

（単
音
節

「
工
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用
＝
下
三
段
活
）
、
６
。
輸
語

（単
音
節

「
イ

。

ウ

・
ウ
る
」
活
用
＝
力
変
活

・
サ
変
活
）
、
７
．
轍
語

（単
音
節

「
イ

・
イ
る
」
活
用
Ｈ
上

一
段
活
）
で
あ
る

（↓
付
節
三
）。
も
っ
と
も
、

活
用
の
種
類
別
に
お
い
て
右
の
Ｉ
を
適
用
す
る
こ
と
の
な
い
現
行
教
科
文
法
で
い
え
ば
四
段
活
、
下
二
段
活
用
、
上
二
段
活
用
、
上

一
段

活
用
の
四
種
を
区
別
し
た
こ
と
に
な
る
。

『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
型
分
類
が
、
そ
し
て
範
と
し
た

『活
用
言
の
冊
子
』
の
そ
れ
が

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
か
ら
の
発
展
と
考
え
る
と

き
、
こ
の
四
種
の
類
別
で
も
大
き
く

一
歩
を
進
め
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
分
類
に
お
い
て

〈連
用
形
〉
を
分
類
の
必
須
条
件
と
し
た
こ

と
、
活
用
の
型
に
名
称
を
与
え
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
意
味
は
大
き
い
。

係
り
結
び
の
研
究
書
で
あ
る

『紐
鏡
』
で
は
終
止
形

・
連
体
形

。
已
然
形
の
三
語
形
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
は

「
ウ

・
ウ

。
工
」
活

用

（四
段
、
上

一
段
）
、
「
ウ

。
ウ

・
ウ
る
」
活
用

（上
二
段
、
下
二
段
、
力
変
、
サ
変
、
ナ
変
）
、
「
イ

・
ウ

。
工
」
活
用

（ラ
変
）
の
三

分
類
の
み
が
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

『詞
つ
か
ひ
』
に
発
展
す
る
に
は
連
用
形
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
述
べ
た
よ
う
に

（↓
第

二
章
第

一
節
）、
常
昭
に
は
車
が
足
掻
い
て
連
用
形
の
語
形
を
と
る
と
き
体
語
と
な
り
そ
れ
は
語
の
本
主
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
連

用
形
は
諸
活
用
形
の
う
ち
最
も
中
心
的
且
つ
重
要
な
語
形
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
活
用
語
分
類
に
お
い
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

と
な
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
れ
が
例
語
認
定
規
準
Ⅱ
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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規
準
Ｉ
の
設
定
は
常
昭
が
活
用
語
を

「首
＋
車
」
の
語
構
成
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
形
態
上
、
首
と
車
と
に
分
け
得
る
多
音

節
語
と
分
け
難
い
単
音
節
語
と
は
、
常
昭
に
と
っ
て
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

②
　
例
語
認
定
規
準
の
適
用

例
語
認
定
規
準
Ｉ

・
Ⅱ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

『詞

つ
か
ひ
』
の
記
事
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
に
拠

っ
て
活
用

語
を
分
類
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
な
か
に
は
例
え
ば

「単
音
節
、
イ

・
ウ

・
ウ
る
活
用
」
の
巻
に
サ
変
の
複
合
動
詞
が
、
或
は

「単
音
節
、

イ

・
イ
る
活
用
」
の
巻
に
複
合
動
詞
が
書
入
れ
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
り
、
そ
の

「単
音
節
、
イ

・
イ
る
活
用
」
の
巻
に
欄
外
書
入

な
が
ら

「常
云
　
蹴

【
ケ

ケ
ル
】
此
格
ナ
ル
ベ
シ
」
と
し
て

「蹴
る
」
、
「糸
ノ
事

二
云
詞
」
と
し
て

「
ヘ
　
ヘ
る
」
と
い
う

「
工
。
工
る
」

活
用
の
語
が
混
在
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
規
準
の
適
用
に
不
徹
底
な
点
が
、
特
に
後
期
書
入
の
部
分
に
そ
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は

『詞

つ
か
ひ
』
の
発
展
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
常
昭
は
規
準
Ｉ

。
Ⅱ
に
よ
っ
て
多
く
の
語
の
活
用
を
検
討
し
、
多

く
の
用
例
を
も
っ
て
活
用
型
を
判
定
し
、
そ
の
例
語
と
し
て
採
用
し
た
。
そ
れ
が

『詞
つ
か
ひ
』
第
二
次
例
語

（↓
付
節
三
）
の
二

一
六

語
で
あ
る
。
し
か
し
、
規
準
Ｉ

・
Ⅱ
で
は
す
べ
て
の
活
用
型
を
区
別
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
例
え
ば
終
止
形

・
連
体
形
同
形
の

「
イ

。

ウ
」
活
用

（四
段
活
）
で
は
、
形
容
詞
の
二
活
用
形

「
き

（イ
韻
、
連
体
形
）、
く

（ウ
韻
、
運
用
形
と

を
も
っ
て
四
段
活
の
例
語
と
す

る
過
ち
を
犯
す
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
「う
れ
ひ

う
れ
ふ
　
愁
」
「
と
ゝ
み

と
ゝ
む

　

（留
と

な
ど
運
用
形
・終
止
形
の
二
活
用
形
を
も

っ
て
上
二
段
活
の
語
を
四
段
活
の
例
語
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

常
昭
に
は
多
く
の
証
例
を
も

っ
て
例
語
と
す
る
実
証
的
な
態
度
と
と
も
に
、
規
準
を
敷
行
し
て
例
語
を
認
定
す
る
演
繹
的
な
態
度
が
あ

る
。
こ
の
演
繹
的
に
語
の
活
用
型
を
認
定
す
る
方
法
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
が
同
時
に
活
用
型
を
誤
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ

の
過
ち
を
避
け
る
に
は
更
に
多
く
の
多
様
な
証
例
を
求
め
実
証
的
帰
納
的
方
法
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
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０
　
活
用
型
の
名
称

『活
用
言
の
冊
子
』
に
は

一
つ
の
活
用
型
に
対
し
て
そ
れ
を

一
括
す
る
名
称
が
未
だ
な
い
。
鈴
木
眼
が

「活
語
ト
マ
リ
モ
ジ
ノ
説
」
附

載
の

「活
用
抄
目
録
」
に
お
い
て
第

一
会
か
ら
第
六
会
ま
で

一
括
し
て

「第

一
類
」、
第
六
会
の
ラ
変
活
の
語
に

「第
二
類
」
、
第
七
会
か

ら
第
十
五
会
ま
で
に

「第
三
類
」
と
朱
書
注
記
し
た
の
は
も

っ
と
後
の
こ
と
で
あ
る
。
常
昭
は
そ
れ
を
遡
る
こ
と
、
凡
そ
十
年
、
『詞
つ
か

ひ
』
で

「右
輪
語
、
左
輪
語
、
牛
語
、
轄
語
」
等
の
名
称
を
付
し
て
活
用
語
を
分
類
し
た
。
牛
車
に
関
す
る
名
称
は

一
見
奇
異
な
観
は
あ

る
が
、
活
用
語
を

「首
＋
車
」
の
語
構
成
と
し
て
捉
え

「
は
た
ら
か
せ
初
る
辞
ど
も
を
さ
し
て
車
語
と
は
い
ふ
也
車
の
重
キ
を
載

セ
て
行

に
同
じ
け
れ
ば
也
」
（凡
例
の
第

一
巻
）
と
い
ふ
常
昭
に
は
、
そ
れ
は
最
も
適
切
な
名
称
で
あ
っ
た
。

『活
用
言
の
冊
子
』
に
し
て
も

『紐
鏡
』
に
し
て
も
活
用
の
型
と
し
て
の
類
別
意
識
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に

一
括
す

る
名
称
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
活
用
の
種
々
相
を
型
と
し
て
把
握
す
る
論
理
の
抽
象
化
、
文
法
と
し
て
の
体
系
化
を
意
味
す
る
。
常
昭

に
は
そ
れ
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。
先
樅
を
求
め
れ
ば
、
人
体
に
擬
え
て
名
目
を
定
め
た
富
士
谷
成
章
が
い
る
の
み
で
あ
る
。

０

　

『
詞
八
衝
』
の
活
用
型
分
類

刊
本

『詞
八
衛
』
に
お
け
る
動
詞

の
活
用
型
別
分
類
は
、
１
．
四
段
の
活
、
２
。

一
段
の
活
、
３
．
中
二
段
の
活
、
４
．
下
二
段
の
活
、

５
。
力
行
変
格
の
活
、
６
．
サ
行
変
格
の
活
、
７
．
ナ
行
変
格
の
活
の
七
種
で
あ
る
。
多
く
の
活
用
型
が
分
類
さ
れ
、
且

つ
そ
れ
ら
に
五

十
音
図
の
行
と
段
に
よ
る
名
称
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
七
分
類
が
仮
に

『詞

つ
か
ひ
』
か
ら
出
発
し
た
も
の
と
す
る
と
、
認
定
規
準
と
し

て
、
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国
　
語

（動
詞
）
を
二
大
別
す
る
語
の
音
節
数
に
よ
る
単

・
多
の
別
を
捨
て
る
こ
と
。

ｍ
・　
未
然
形
の
語
形
の
異

。
同
に
も
着
目
す
る
こ
と
。

の
二
つ
が
考
慮
さ
れ
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
は
結
局
、
各
活
用
形
の
語
形
の
異
同
如
何
で
分
類
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

右
の
国
回
は

『詞
八
衝
』
に
お
い
て
初
め
て
意
識
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
鈴
木
眼
の

『活
語
断
続
譜
』
に
お
い
て
国
の
未
然
形
の
こ

と
は
確
実
に
示
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
『詞
つ
か
ひ
』
に
お
い
て
も
そ
の

「第
廿

〔一こ

四
巻
」
の
サ
変
活
と
力
変
活
は
単
音

節
証
Ｔ

「
イ
・
ウ
・
ウ
る
」
活
用
で
あ
る
が
ゆ
え
に

一
括
し
て

一
巻
と
な
っ
た
が
、
同
時
に

「為
ハ
不
語
将
語
を
い
ふ
と
き
せ
に
よ
び
う
つ

せ
り
来
は
こ
に
呼
う
つ
し
て
こ
む

ン」
ず
と
い
ふ
」
な
ど
と
記
し
て
未
然
形
に
工
韻

（サ
変
）
と
オ
韻

（力
変
）
の
違
い
が
あ
り
、
他
の
「
イ
・

ウ

ｏ
ウ
る
」
活
用
と
も
違

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
未
然
形
が
活
用
型
の
認
定
、
活
用
の
分
類
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
語
形

で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
と
言

っ
て
よ
い
。

「第
廿

〔三
〕
四
巻
」
に
は
サ
変
活
の
語
に

「体
語
ヲ
ウ
ク
ル
シ
也
ソ
ハ
歌
ヨ
ミ
ス
物
忌
ス
或

ハ
欲
ス
な
ど
の
す
也
」
と
注
し
そ
の
複

合
動
詞
を
挙
げ
、
ま
た

「廿
五
の
巻
」
の
末
尾
に
は

「験

【
こ
ゝ
ろ
み

こ
ゝ
ろ
み
る
Ｆ

「率

【
ひ
き
ゐ

ひ
き
ゐ
る
Ｆ

の
よ
う
に
複
合
動

詞
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
は
本
来
と
も
に
単
音
節
語
の
巻
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
多
音
節
語
を
も
含
む
巻
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

は
活
用
型
を
優
先
す
る
分
類
に
い
ま

一
歩
で
あ
る
。

０
　
常
昭
の
例
語
認
定

語
を
活
用
型
別
各
巻
所
属
例
語
と
し
て
認
定
す
る
に
当

っ
て
、
常
昭
に
は
自
ら
立
て
た
認
定
規
準
に
適
合
す
る
か
否
か
を
多
く
の
証
例

に
よ

っ
て
確
か
め
る
実
証
的
態
度
と
そ
の
規
準
を
敷
衛
し
て
適
用
す
る
演
繹
的
態
度
と
が
あ
る
。
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『詞
つ
か
ひ
』
に
は
主
と
し
て
第
二
次
例
語

（↓
付
節
三
）
二

一
六
語
中
に
活
用
型
の
誤
り
又
は
疑
い
の
あ
る
語
が
あ
る
。
確
実
な
証

例
の
な
い
ま
ま
に
、
或
い
は

一
例
若
し
く
は
二
例
を
も

っ
て
判
定
し
た
結
果
で
あ
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ア
　

「知
ラ
エ

知
ラ
ュ
」
（第
十
三
巻
、
欄
外
）

イ

　

「あ
か
れ

あ
か
る

あ
か
る
ゝ
　
飢
」
（第
十
四
巻
、
頭
書
）

ウ

　

「あ
た
ま
れ

あ
た
ま
る

あ
た
ま
る
ゝ
　
仇
　
玉
か
つ
ら
十
三
丁
オ
」
（第
十
四
巻
、
頭
書
）

工
　

「
ほ
だ
さ
れ
　
い
せ
物
語

ニ
ミ
ユ
」
（第
十
四
巻
、
頭
書
）

オ
　

「
ふ
せ
り

ふ
せ
る
　
い
せ
物
語

此
男
ミ
フ
セ
リ
テ
云
々
」
（第
六
巻
）

な
ど
は

一
般
的
な
現
行
文
法
で
は
更
に
分
析
が
可
能
で
あ
る
が
、
「
る
ｏ
ら
る
、
ゆ
・
ら
ゆ
、
り
」
は
宣
長
を
承
け
て
接
尾
語
と
す
る
の
が

『詞
つ
か
ひ
』
の
処
理
の
仕
方
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
形
容
詞
を
力
行
四
段
活
動
詞
と
誤
認
す
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

力
　

「
か
な
し
き

か
な
し
く
　
廿
ノ
三
十
三
丁

可
奈
之
久
波
」
（第

一
巻
、
春
房
書
入
）

キ
　

「な
め
く

な
め
き
　
真
木
柱
廿
六
丁
　
宣
命
不
従
奈
売
久
在
牟
人

７
と

」
（第

一
巻
、
頭
書
）

ク
　

「
ナ
ゴ
ク
　
梅
か
え
十
六
丁
オ

な
ご
う
な
つ
か
し
き
　
ナ
ゴ
ク
ナ
ル
ベ
シ
」
（第

一
巻
、
頭
書
）

ま
た
、
上
二
段
活
を
四
段
活
と
誤
認
す
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

ケ
　

「
シ
ヨ
ヂ
　
し日一命

議
治
　
字
鏡
譜

士心
己
豆
」
（第
二
巻
、
頭
書
）

コ
　

「
よ
ぢ

よ
づ
　
攀
　
万
葉
十
九
ノ
四
十
七
丁

土円
柳
乃
保
都
枝
典
治
等
理
云
々
」
（第
二
巻
、
頭
書
）

サ

　

「う
れ
ひ

つゝ
れ
ふ
　
愁
」
（第
四
巻
、
頭
書
）

シ
　

「
た
け
ひ

た
け
ぶ
　
万
九
ノ
廿
六
丁

建
怒
而
」
（第
四
巻
、
頭
書
）

ス
　

「
も
ち
ひ

も
ち
ふ
　
用
」
（第
四
巻
）
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ま
た
接
尾
語
を
動
詞
と
し
た
り
、
イ
韻
で

一
応
切
れ
る
と
見
て
そ
れ
を
運
用
形
と
誤

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
し
、
語
と
し
て
活
用
型
や

品
詞
と
し
て
誤
り
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。

セ
　

「
さ
し

さ
す
　
ウ
ツ
ホ
菊
の
宴

あ
て
宮

二
聞
え
さ
し
て
云
々
　
源
氏
な
と
に
も
こ
と
二
多
し
」
（第
二
巻
）

ソ
　

「恵
良
比
　
万
葉
廿
ノ
廿
丁
二
恵
良
比
卜
云
詞
有
」
（第
四
巻
、
頭
書
）

夕

　

「が
グ
貯
　
占日一命

安
久
が
夕
貯
ぼ
傷
ベリ
ガ

」
（第
四
巻
、
頭
書
）

チ

　

「
イ
ブ
リ

イ
ブ
ル
　
書
紀

二
出
」
（第
六
巻
、
頭
書
）

な
ど
。
し
か
し
こ
う
い
う
誤
認
は
四
〇
語
に
満
た
ぬ
程
度
で
あ

っ
て
、
多
く
は
正
し
く
、
活
用
型
認
定
の
過
程
は
緻
密
で
あ
る
。

例
え
ば

「
ひ
づ
る
」
（第
十
七
巻
）
に
つ
い
て
、

①
土
佐
日
記
ノ
歌

二
手
ヲ
ヒ
テ
ゝ
云
々
　
コ
レ
ハ
ヒ‐
列

ヒ‐
冽

ロ
ツ
ル
ヨ
リ
云
ル
也
　
ま
た
古
今

二
声

ハ
シ
テ
潤
ハ
ミ
エ
ヌ
時
鳥
我
衣

手
ノ
ヒ
ツ
ヲ
カ
ラ
ナ
ン
　
コ
レ
ハ
ヒ‐
冽

ノレ‐
フ
ト
云
ハ
ザ
ン
バ
格
ノ
違

ヘ
ル
ニ
似
タ
レ
ト
…
…
…
ヒ‐
列

ヒー
ツー
又
ヒ‐
列

ヒ‐
冽

ヒー
冽

ノレ‐

卜
春
秋
ノ
語
也

と
、
証
例
に
よ
っ
て
春
語

（四
段
活
）
と
秋
語

（こ
の
場
合
、
下
三
段
活
）
の
二
様
の
活
用
が
あ
る
語
と
し
、

②
ヒ
チ

ヒ
ツ
フ

一
格
ト
ン
ア
其
類
二
納
メ
ヒ‐
列

ヒ‐
刻

ノレ‐
ヲ

一
格
ト
ン
ア
其
類
二
納
ム
ベ
シ

と
結
論
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
至
る
過
程
で
、

③
土
佐
日
記

【下
ノ
廿

一
丁
】
ア
マ
雲
ノ
ハ
ル
カ
ナ
リ
ツ
ル
カ
ツ
ラ
川
袖
フ
ヒ
テ
ゝ
モ
ワ
タ
リ
ヌ
ル
哉
　
又
云
土
佐
日
記
ニ
ヒ‐
列
‐ゝ

ト

ア
ル
ハ
手
ヲ
ト
云
ヲ
ニ
当
リ
テ
云
ル
也
　
コ
ハ
他
語
ノ
例
ヲ
以
テ
云
時
ハ
手
ヲ
ヌ
ラ
シ
テ
ト
云
二
同
じ
　
然
ル
ヲ
手
ヲ
ヒ
チ
テ
ト
云

テ
ハ
手
ヲ
ヌ
レ
テ
ト
云
二
同
じ
　
古
今
集
ノ
袖
ヒ
チ
テ
モ
袖
ヲ
ト
ナ
キ
故

ニ
ヒ
チ
テ
ト
ハ
云
り
調
刈

レ‐
列
卜
云
二
同
じ
　
若
袖
フ
ト

ア
ラ
バ
必
ヒ
テ
ゝ
卜
云
ベ
シ
　
ロ
引
「
目
引
「
ハ
自
語
也
　
目
子‐
引
ヒ
ツ
ル
ハ
故
語
也
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と
述
べ
て
、
「
ヲ
」
の
有
無
と
自
他
の
関
係
に
ふ
れ
、
語
の
意
義
と
そ
の
活
用
型
と
は
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

「
ひ
づ
る
」
（上
二
段
活
）
が

『活
用
言
の
冊
子
」
と

『詞
つ
か
ひ
』
の
両
者
に
あ
っ
て
、
「
ひ
つ
」
（四
段
活
）
が

『詞
つ
か
ひ
』
に
の

み
あ
る
の
は
右
の
結
果
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
は
「
コ
ノ
語
モ
コ
ゝ
ノ
格

ニ
モ
ア
ル
ベ
キ
事
第
十
七
巻
ノ
頭
書

二
委
ク
云
り
」
（第
二
巻
、
頭

童
こ
と
あ
る
。
な
お
、
『詞
八
街
』
で
は
四
段
活
と
中
二
段
活
に
例
語
と
し
て
載
り
、
ま
だ
下
三
段
活
と
し
て
は
認
め
ず
「
ひ
て
は
ひ
た
し
」

を

「約
め
て
い
へ
る
の
み
に
て
つ

つ
る

つ
れ
な
ど
活
か
ざ
れ
ば
こ
ゝ
の
は
た
ら
き
詞
に
ハ
あ
ら
ざ
る
な
り
」
（下

・
四
ウ
）
と
言
う
。

０
　
春
庭
の
例
語
認
定

刊
本

『詞
八
街
』
の
例
語
の
中
に
、
前
項
θ
で
挙
げ
た

ア
～
オ
は
な
く
、
力
～
ク
も
勿
論
な
い
。
ケ
～
ス
は
正
し
く
中
二
段
の
活
詞
と

し
て
載
る
。
形
容
詞
を
そ
の
連
用
形
と
連
体
形
の
二
語
形
で
力
行
四
段
活
の
語
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
し
、
連
用
形
と
終
止
形
の
二

語
形
で
上
二
段
活
の
語
を
四
段
活
の
語
と
即
断
す
る
こ
と
も
な
い
。
「
そ
す
」
の
よ
う
に
接
尾
語
を
動
詞
と
す
る
こ
と
は
あ
る
が

ソ
～
チ

の
よ
う
に
語
の
認
定
、
品
詞
の
区
別
を
誤
る
よ
う
な
こ
と
も
な
い
。

常
昭
は
確
か
に
多
く
の
証
例
を
集
め
、
活
用
型
の
認
定
は
慎
重
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
範
と
し
た

『活
用
言
の
冊
子
』
に
は
無
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
の
証
例
は

一
五
例
を
数
え
る
だ
け
で
、
し
か
も
そ
れ
は
す
べ
て
宣
長

（三
例
）
。道
麿

（四
例
）
。筆
者
不

明

（八
例
）
の
後
の
書
入
で
あ
る
。
し
か
し
常
昭
に
は
活
用
の
型
を
法
則
と
し
て
捉
え
る
認
識
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
用

例
が
あ
れ
ば
、
と
き
に
強
引
に
そ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
活
用
型
を
決
定
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
結
果
的
に
は
誤
り
と
な
っ

て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

春
庭
は
基
本
的
に
は
常
昭
と
同
じ
で
も
、
よ
り
多
く
の
証
例
を
求
め
正
確
を
期
し
た
。
語
の
活
用
型
を
決
定
す
る
に
当

っ
て
は
、
充
分

な
証
例
の
な
い
限
り
断
定
は
し
な
い
と
い
う
の
が
春
庭
の
態
度
で
あ
る
。
常
昭
の
方
針
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
よ
り
徹
底
し
た
。
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〓
一

『
詞

つ
か
ひ
』
と

『詞

八
衛
』

『詞

つ
か
ひ
』
が
多
く
の
証
例
を
有
し

『詞
八
衛
』
も
ま
た
多
く
の
証
例
を
有
す
る
。
こ
の
共
通
点
は
、
直
接
の
影
響
関
係
は
別
と
し

て
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
『詞
つ
か
ひ
』
は
こ
の
よ
う
な
形
で

『詞
八
衛
』
の
成
立
に
関
与
し
た
。
少
な
く
と
も
活
用
研
究
の
自
然
な
史

的
発
展
の
中
で
、
『詞
つ
か
ひ
』
は
確
か
な

一
点
を
占
め
て
い
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
、
活
用
型
に
よ
る
動
詞
分
類
と
そ
の
例
語
の
排
列

。
比
較
、
及
び
証
例
に
よ
る
活
用
型
認
定
に
お
い
て
、
宣
長
か
ら

『詞

つ
か
ひ
』
を
経
て

『詞
八
衛
』
に
至
る
経
路
は
未
だ
決
定
的
な
証
明
に
至

っ
て
い
な
い
が
、
か
な
り
の
可
能
性
を
も

っ
て
認
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

『詞
八
衛
』
は

「切
る
ゝ
、
続
く
、
受
く
る
」
に
お
い
て
鈴
木
脹
の

『活
語
断
続
譜
』
を
承
け
継
ぐ
、
と
言
わ
れ
る
。
同
時
に

「例
語

の
排
列
、
証
例
の
列
挙
」
に
お
い
て

『詞
八
衛
』
は

『詞
つ
か
ひ
』
を
受
け
継
い
だ
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
。

本
居
清
造
、
ノ
ー
ト

『活
用
言
の
冊
子
御
国
詞
活
用
抄
の
研
究
』
。
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
。

時
枝
誠
記

『国
語
学
史
』
（昭
和
十
五
年
　
岩
波
書
店
）、
山
田
孝
雄

『国
語
学
史
』
（昭
和
十
八
年
　
宝
文
館
）
な
ど
。
た
だ
し
、
諸
説
に
い

さ
さ
か
の
相
違
は
あ
る
。

３
　
足
立
巻

一
「
『活
用
言
の
冊
子
』
か
ら

『詞
八
衛
』
へ
」
（筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
月
報
　
昭
和
四
十
五
年
九
月
）。

４
　

『大
平
本
御
国
詞
活
用
抄
』
。

５
　

『活
語
活
用
格
』

鈴
木
肢
旧
蔵
本
、
安
藤
直
太
郎
氏
蔵
本

（影
印
、
『文
莫
』
第
五
号
　
昭
和
五
十
五
年
四
月

鈴
木
眼
学
会
）。

６
　
現
行
文
法
の
何
活
用
に
相
当
す
る
か
決
め
難
い
。
富
士
谷
成
章
の

「無
末
無
靡
」
。

21注
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７

　

『鈴
木
眼
』
　

昭
和
四
十
二
年
十
月

鈴
木
眼
顕
彰
会
。

８
　
付
節
二
。
詳
し
く
は
、
渡
辺
英
二

「
『詞
つ
か
ひ
』
の
天
語

。
地
語
、
春
語

・
秋
語
」
翁
国
語
国
文
研
究
』
第
六

一
号
　
昭
和
五
十
四
年
二
月

北
海
道
大
学
国
文
学
会
）
。

○
第
二
節
は
、　
一
部
を

「活
用
研
究
史
上
に
お
け
る

『詞
つ
か
ひ
』
―
―
所
属
例
語
を
中
心
に
―
―
」
翁
国
語
国
文
研
究
』
第
五
八
号
　
昭
和
五
十

二
年
八
月

北
海
道
大
学
国
文
学
会
）
に
よ
り
、
大
部
分
が
書
き
下
し
で
あ
る
。



第
四
章
　
証
例
と
例
語

第

一
節
　
証
例
と
宣
長

一　
証

例

刊
本

『詞
八
衛
』
の
例
語
の
中
に
語
の
上
に
○
を
付
す
も
の
が
あ
る
。
例
語
列
挙
の
後
に
列
記
さ
れ
る
証
例
を
も
つ
語
で
あ
る
。
そ
の

数
は
次
の
よ
う
で
あ
る

（証
例
を
有
す
る
例
語
数
。
○
を
付
す
語
と
証
例
を
有
す
る
語
と
が
異
な
る
場
合
、
後
者
の
数
。
括
弧
内
、
例
語

に
付
く
延
べ
証
例
数
。
＋
数
字
は
解
説

。
注
記
中
の
証
例
数
。
〈　
〉
内
は
出
典
不
明
記
の
証
例
数
）。

阿
行
　
　
　
一
段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
語
　
　
　
　
　
下
三
段

加
行
　
　
　
四
段
　
　
　
　
　
工全

一
盆

一
〓
一＋
二
）
語
　
　
　
　
　
　
　
一
段

中
二
段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二

（
一
二
）
語
　
　
　
　
　
　
　
変
格

左
行

多
行

下   下
四 二 四 二

段 段 段 段

ハ

七

五 一

五 二
~

四  +
二

圭 三 □

~∧
∧ +

五 一 二 四

ヨ  ヨ  = 読

変
格

中
二
段

○
語

○
語

○
語

七

（二
三
）
語

エハ
　
（一　一　
一　
）　
一ユ中
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下
三
段

奈
行
　
　
　
変
格

下
三
段

波
行
　
　
　
四
段

中
二
段

麻
行
　
　
　
四
段

中
二
段

也
行
　
　
中
二
段

羅
行
　
　
　
四
段

下
三
段

和
行
　
　
　
一
段

下
三
段

三

（五
十
六
）
語

○
語

八

（
一
〓
し

ヨ
巾

四

一

（七
九
＋
三
）
語

一
八

（四
〇
）
全
０

語

〓
一
一

（五
二
十

一
）
証
中

ｍ四
　
（エハ
）　
瓢
”

一一一　
（〓
一）　
〓
四

六
七

（
一
一
八
十
六
）
語

一
八

含
三

Ｘ

３

語

一　
（一
一）
ヨ
中

五

（九
）
語

（）
壼
ｍ

一
　
（一
一）　
瓢
ｍ

一
五

（三
七
十
四
）
全

〉
語

（）
〓
中

一
八

（二
九
＋

こ

語

一
四

公
曇

一）
語

一
　
（〓
一）　
三
中

一
一　
（
一　）　
〈
一
一〉
〓
巾

一
段

一
段

下
三
段

一
段

下
三
段

下
二
段

中
二
段

中
二
段

計

四
三
三

（八
六
七
＋
六
五
）
全

一
〉
語

総
数

一
五
〇
八
語
の
例
語
の
う
ち
証
例
を
有
す
る
語
四
三
二
、
そ
の
証
例
八
六
七
例
は
平
均
し
て

一
語
当
た
り
二
例
の
証
例
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
（出
典
不
明
記
の
証
例
、　
一
一
例
を
除
く
）
。

こ
れ
に
解
説

。
注
記
の
証
例
六
五
、
総
論
の
証
例
四
〇
を
加
え
る
と
全
証
例
九
七
二
例
に
及
ぶ
。
そ
の
出
典
と
証
例
数
は
、
煩
瑣
な
が

ら
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

万
葉
集

。
一
六
八
、
源
氏
物
語

。
一
三
四
、
日
本
書
紀

・
七

一
、
古
事
記

・
五
九
、
宇
津
保
物
語

。
四
〇
、
古
今
集

・
三
四
、
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拾
遺
集

・
三
六

（「
八
衝
」
で
古
今
集
と
す
る
も
の
の
う
ち

一
例
は
拾
遺
集
が
正
し
い
。
こ
こ
に
加
え
る
）
、
枕
草
子

・
三
二
、

新
撰
字
鏡

。
二
七
、
蜻
蛉
日
記

。
二
六
、
後
撰
集

・
二
四
、
続
紀
宣
命

・
二
三
、
栄
花
物
語

。
二
三
、
和
名
類
衆
抄

。
二
〇
、

狭
衣
物
語

。
一
九
、
祝
詞

（大
祓
詞

。
神
賀
詞
）
。
エ
ハ
、
竹
取
物
語

。
一
五
、
伊
勢
物
語

。
一
五
、
落
窪
物
語

。
一
四
、

大
和
物
語

。
五
、
住
吉
物
語

・
七
、
浜
松
中
納
言
物
語

。
六
、
宇
治
拾
遺
物
語

。
二

（同

一
例
）、
土
佐
日
記

・
四
、

紫
式
部
日
記

・
三
、
古
今
和
歌
六
帖

・
一
三
、
為
忠
百
首

。
一
〇
、
後
拾
遺
集

・
八
、
金
葉
集

。
九
、
詞
花
集

。
二
、
千
載
集

・
七
、

新
古
今
集

・
五
、
玉
葉
集

。
一
、
後
六
々
撰

。
一
、
今
撰
私
歌
集

。
三
、
夫
木
抄

・
八
、
散
木
奇
歌
集

・
七
、
好
忠
集

・
六
、

順
集

・
四
、
赤
染
衛
門
集

。
四
、
貫
之
集

・
二
、
清
正
集

・
二
、
忠
見
集

。
二
、
兼
盛
集

。
二
、
重
之
集

・
二
、
興
風
集

。
一
、

忠
琴
集

。
一
、
伊
勢
集

。
一
、
敦
忠
集

。
一
、
公
忠
集

。
一
、
信
明
集

。
一
、
仲
文
集

。
一
、
元
真
集

。
一
、
安
法
法
師
集

・
一
、

恵
慶
法
師
集

。
一
、
馬
内
侍
集

。
一
、
経
衛
集

。
一
、
小
侍
従
集

。
一
、
堀
河
百
首

。
六
、
堀
河
二
郎
百
首

・
四
、

寛
喜
女
御
入
内
屏
風

（家
隆
卿
）
上

一
（同

一
例
）、
続
日
本
後
紀
長
歌

・
一
、
三
代
実
録

・
二
、
風
土
記

・
二
、
日
本
霊
異
記

。
四
、

旧
事
記

・
一
、
大
神
宮
儀
式
帳

。
一
、
神
楽
歌

。
六

（同

一
例
、　
こ
、
催
馬
楽

・
四
、
風
俗
歌

・
一
、
仏
足
石
歌

。
一
、

綺
語
抄

。
一
、
奥
義
抄

。
一
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
九
七
二
例
。

他
に
証
例
と
は
言
い
が
た
い

「物
語
書
」
「漢
籍
」
「歌

・
文
」
な
ど
と
の
み
記
し
て
出
典
名
の
な
い

「物
語
書
に
そ
の
人
を
た
ふ
と
み

て
せ
さ
す
る
と
い
ふ
こ
と
い
と
お
ほ
し
こ
ゝ
の
活
詞
な
り
」
の
類
が

一
一
例
ほ
ど
存
在
す
る
が
加
え
て
は
い
な
い
。

春
庭
は
こ
の
よ
う
に
多
数
の
作
品
に
証
例
を
求
め
た
。
盲
目
の
彼
が
、
妻
や
妹
、
門
人
の
手
助
け
が
あ
っ
た
と
は
い
え
こ
れ
だ
け
多
く

の
作
品
に
当
た
っ
た
と
い
う
こ
と
は
驚
異
的
な
こ
と
で
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
作
品
の
す
べ
て
に
個
々

一
つ
一
つ
当
た

っ
た
の
か
と
な
る
と
、

い
さ
さ
か
疑
間
が
残
る
。
多
く
の
作
品
に
当
た
っ
て
用
例
を
求
め
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
実
は

『古
事
記
伝
』
な
ど
の
父
宣
長
の
著

書
を
通
じ
て
得
た
用
例
が
か
な
り
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
幾
つ
か
例
を
挙
げ
る
。
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一
一　

証
例

と

『古
事
記
伝
』

刊
本

『詞
八
衛
』
の
証
例
中
、
『古
事
記
伝
』
に
類
例
を
求
め
れ
ば
、
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①

「詞
八
衛
」

万
葉
に
多
気
ば
ぬ
れ
多
香
根
バ
長
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
二
十

一
オ

「た
く
し

「古
事
記
伝
」

多
芸
は
、
万
葉
二

【十
六
】
に
、
グ
で
ど
炉
柑
ヽ
グ
ダ
槽
ぎ
島
ず
果
ど
黎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（九

・
四
九
（∝

）

「古
事
記
伝
」

言
の
意
は
、
髪
を
易
る
を
、
万
葉

【
二
の
十
六
丁
】
に
グ
で
ダ
ダ
柑
ヽ
グ
ダ
槽
ギ
馬
ず
束
ど
黎
云
々
　
　
　
（九

。
二

一
九
）

②

「詞
八
衛
」

古
今
集
に
よ
こ
ほ
り
ふ
せ
る
佐
夜
の
中
山
を
奥
義
抄
に
よ
こ
ほ
り
く
や
る
と
あ
る
本
あ
る
よ
し
い
へ
り

（下
四
十
二
オ

「
こ
や
る
し

「古
事
記
伝
」

古
今
集
な
る
歌
、
よ
こ
ほ
り
ふ
せ
る
佐
夜
の
中
山
、
と
云
を
奥
義
抄
に
、
よ
こ
ほ
り
く
や
る
、
と
あ
る
本
あ
る
よ
し
見
え
た
り
、

久
夜
流
、
許
夜
流
同
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
二

・
三
二
〇
）

③

「詞
八
衛
」

う
つ
ほ
模
上
巻
に
に
げ
て
た
ふ
れ
も
こ
よ
ひ
つ
ゝ
い
け
ば
な
ど
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
十
四
オ

「
も
こ
よ
ふ
し

「古
事
記
伝
」
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う
つ
ほ
物
語

【模
ノ
上
ノ
巻
】
に
、
逃
て
介
れ
も
こ
よ
ひ
つ
ゝ
い
け
ば
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十

・
二
七
七
）

④

「詞
八
衛
」

日
本
紀
に
鷲
散
此
ヲ
云
二
倶
核
簸
選
々
箇
須

一
な
ど
あ
り

さ
て
和
名
抄
に
蹴
鞠
世
間
云
末
利
古
由
と
あ
り
同
じ
詞
な
る
を
か
く
い

ひ
て
は

囲幽
行
の
下
二
段
の
活
に
て
仮
字
も
異
な
り
此
こ
ろ
は
や
く
誤
り
た
る
に
や
　
　
　
　
　
（下
五
十
三
オ

「く
う
る
し

「古
事
記
伝
」

書
紀
に
、
版
散
、
此
フ
云
二
伴
材
鰤
紹
ぞ
鬱
舜

・卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（九

・
三

一
三
）

【和
名
抄
に
蹴
鞠

ハ
だ
絆
ｒ
ｒ
な
ど
あ
る
は
、
言
の
瀧
駆
違

へ
り
、
右
の
訓
注
に
伴
材
と
あ
れ
ば
、
γ
討
響
ぎ
に
て
潟
彫
言
に
て
、

久
宇
と
こ
そ
云
べ
け
れ
、
植
う
ゝ
、
居
す
う
な
ど
の
格
な
り

（略
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（九

。
三

一
三
）

⑤

「詞
八
衛
」

出
雲
風
土
記
に
乗

ァ́
レ
船

二
而
率

二
巡
八
十
嶋
ヲ
一
宇
良
加
志
給

へ
輌
云
々
　
　
　
　
　
　
　
（上
三
十
四
オ

「う
ら
が
す
し

「古
事
記
伝
」

出
雲
風
土
記
、
（略
）
衛
デ
ヲ
累
．ァ

レ
船

二
而
響
⇒
ど
だ
ポ
は
や
ヽ
デ
庁
Ｐ
言
経
へ曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十

一
。
一
一
〇
）

「古
事
記
伝
」

出
雲
風
土
記
【仁
多

ノ
郡
三
津

ノ
郷
ノ
條
】
に
、
（略
）
征
デ
ヲ
棄
）ァ

レ
船

二
而
、
響
⇒
ど
だ
ポ
ば
や
ヽ
デ
ぽ
鼎
ぎ
経
へ報
ヽ
猟
べ
Ｆ

ナ
黙

ど
ヽ
と
も
あ
り
ヽ
【響
結
Ｆ
は
ヽ
お
の
づ
か
ら
然
る
を
い
ひ
、
デ
庁
鼎
Ｆ
は
ヽ
気
ノ
響
結
ゴ
・を
云
て
、
岬
は
、
黙
を
ビ
て
、
デ
締
ゴ

給
ふ
べ
く
す
る
な
り
、
…
…
…
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十

一
・
五
二
一
）

⑥

「詞
八
衛
」

三
代
実
録
に
憂

【礼
比
】
と
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
十
六
ウ

「う
れ
ふ
る
し
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「古
事
記
伝
」

患
の
仮
字
は
、
三
代
実
録

【十
三
の
十
七
丁
】
に
憂
礼
比
と
あ
り
、
宇
礼
閑
に
非
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（九

・
四
三

一
）

⑦

「詞
八
衝
」

字
鏡
に
勝

ハ
足
奈
戸
久
馬

又
和
名
抄
に
走
訓
阿
之
奈
閉
此
間
云
那
閉
久
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
二
十

一
ウ

「な

へ
ぐ
し

「古
事
記
伝
」

和
名
抄
に
、
説
文

二
云
、
塞

ハ
行
ク
コ
ト
不
ル
レ
正
シ
ヵ
ラ
也
、
訓
二
阿
之
奈
開
卜
一
、
此
間

二
云
那
閑
久
と
見
え

（十

一
。
一
二
四
、
十
二

・
〓
一六
九
）

全
証
例
九
七
二
の
う
ち

『古
事
記
伝
』
に
も
存
在
す
る
用
例
は
、
粗
粗
捜
し
た
だ
け
で
も
二

一
〇
例
以
上
を
数
え
、
出
典
を
古
事
記
と

す
る
証
例
が
す
べ
て

『古
事
記
伝
』
に
存
在
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
万
葉
集
の
証
例

一
六
八
の
う
ち
七
二
例
が

『古
事
記
伝
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
用
例
と
同
じ
で
あ
り
、
日
本
書
記
の
二
三
例
、
祝
詞
の

一
三
例
、
新
撰
字
鏡
の
四
例
、
和
名
類
衆
抄
の
六
例
、
続
紀

宣
命
の
二
例
な
ど
も
そ
う
で
あ
る
。
か
な
り
の
用
例
が

『古
事
記
伝
』
に
見
ら
れ
、
『古
事
記
伝
』
を
見
る
だ
け
で
も

「刊
本
詞
八
衝
」
証

例
の
二
〇
％
ほ
ど
は
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
精
査
す
れ
ば
更
に
多
く
の
同
じ
証
例
が
見
出
せ
よ
う
し
、
宣
長
に
は

『万
葉
集
玉
の
小
琴
』

『古
今
集
遠
鏡
』
『源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
『大
祓
詞
後
釈
』
『続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
な
ど
多
数
の
注
釈
書
研
究
書
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
精
査

す
れ
ば

一
層
多
く
の

「
八
ち
ま
た
」
証
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
春
庭
は
、
活
用
も
証
例
も
多
く
を
父
宣
長
の
著
作
に

依

っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た

「書
き
ぬ
き
物
」
（↓
第

一
章
第
二
節
）
の
用
例
の
う
ち

「刊
本
」
の
証
例
と
同
じ
も
の
は
、
宇
津
保
八
例
、
狭
衣
六
例
、

竹
取

一
例
、
枕
六
例
、
栄
花

一
例
で
、
さ
ほ
ど
多
い
と
は
言
え
な
い
。
用
例
を
集
め
た
も
の
に
は

「通
路
資
料

（そ
の
三
ご

（本
書
資
料

番
号
１０
）
も
あ
る
。
こ
の
資
料
に
は

『古
事
記
伝
』
の
用
例
が

一
二
例
ほ
ど
、
例
え
ば
、
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③
初
言
の
い
用
言
の
上
に
な
き
事

伝
三
十
九
巻
六
十
六
丁
オ

（古
事
記
伝
）
【契
沖
も
師
も
、
伊
を
発
語
と
云
れ
た
る
は
か
な
は
ず
、
凡
て
、
伊
と
云
発
語
は
、

上
に
置
る
こ
と
無
し
、
…
…
…
】

⑨
こ
ゝ
だ
く

伝
四
十

一
巻
廿
丁
う
ら

（古
事
記
伝
）
多
年
は
、
許
々
陀
久
能
登
志
、
と
訓
べ
し
、
大
祓
ノ
詞
に
、
許
々
太
久
乃
罪
乎
、

コ
コ
ダ

ク

マ
テ
ド
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ
コ
ダ

ク

に
、
幾
許
雖
待
、
…
…
…
其
外
幾
許
と
云
こ
と
巻
々
に
多
し
、

⑩
う
ら
こ
ほ
し
け
む

伝
四
十
三
巻
四
十

一
丁
オ

（古
事
記
伝
）
宇
良
胡
本
斯
郡
牟
は
、
心
裏
恋
し
か
ら
む
な
り
、

ガ

ナ

　

　

　

　

　

　

　

サ
　
ビ

宇
良
は
、
う
ら
悲
し
、
う
ら
不
楽
し
な
ど
の
宇
良
に
て
、
心
を
云
り

（十
二

・
三
五
五
ぺ
）

な
ど
が
あ
る
。
「通
路
資
料

（そ
の
三
と

に
は
出
典
を

「古
事
記

上
巻
」
「古
事
記

中
」
「古
事
記

下
巻
」
と
す
る
例
も
あ

っ
て
古
事
記

の
証
例
が
必
ず
し
も

『古
事
記
伝
』
の
み
を
証
例
捜
し
の
対
象
と
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
『古
事
記
伝
』
を
通
し
て
得
た
こ
と
も
お

そ
ら
く
確
か
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

「通
路
資
料

（そ
の
三
と

は
本
居
宣
長
記
念
館
の
整
理
で
は

「
か
よ
ひ
路
」
の
資
料
と
さ
れ
る
が
、

例
え
ば
刊
本

『詞
八
衛
』
の
証
例
と
同
じ

「寛
喜
女
御
入
内
屏
風
歌
」
、
「奥
義
抄
」
の
用
例
、

①
寛
喜
女
御
入
内
屏
風
歌

そ
へ
み
つ
る
田
の
も
の
さ
な

へ
み
つ
み
ち
て
に
こ
り
な
き
よ
の
影
そ
み
え
け
る

家
隆
卿

⑫
古
今
集
よ
こ
ほ
り
ふ
せ
る
佐
夜
の
中
山
を
奥
義
抄
に
よ
こ
ほ
り
く
や
る
と
あ
る
本
あ
る
よ
し
い
へ
り

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
必
ず
し
も

「
か
よ
ひ
路
」
の
資
料
と
は
言
え
な
い
。

用
言
の
上
に
こ
そ
置
ヶ
れ
体
言
の

（十
二

・
二
二

一
ぺ
）

と
見
え
、
万
葉
四

【
四
十
四
丁
】

（十
二

・
二
七
四
ぺ
）
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「
通
路
資
料

（そ
の
三
と

の
全
用
例

一
五
五

（異
な
り
数

一
四
九
）
の
う
ち
用
例
の
多
い
も
の
を
挙
げ
る
と
、
万
葉
集
三
〇

（異
な
り

数
。
「刊
本
詞
八
衝
」
同

一
証
例
数
、　
一
五
）
。
古
事
記

一
六

（六
）
。
日
本
書
紀

一
四

（二
）
。
古
今
集
九

（
一
Ｙ

後
撰
集
五

（○
）
。
大

和
物
語
五

（○
）
ｏ
新
古
今
集
四

（
一
）
。
草
庵
集
四

（○
）
な
ど
で
、
刊
本

『詞
八
衝
』
同

一
証
例
数
は
計
三
六
を
数
え
る
。

本
居
宣
長
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
他
の
雑
稿
・
カ
ー
ド
の
類
を
精
査
す
れ
ば
、
「刊
本
」
の
証
例
と
同

一
の
用
例
を
更
に
多
く
見
い
だ
す

こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
『詞
八
衛
』
や

『詞
通
路
』
の
例
語
、
証
例
の
た
め
に
何
千
と
い
う
厖
大
な
量
の
語
や
用
例
の
書

き
抜
き
冊
子
や
カ
ー
ド
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
父
宣
長
の

『古
事
記
伝
』
や
他
の
著
作
に
依
る
こ
と
が
多
か
っ
た
に
違
い
な

い
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
の
巻

・
ペ
ー
ジ
。

「刊
本
」
、
初
旬

「う
ゑ
み
つ
る
」
。

一
節
は
、
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。

021注
第    日
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第
二
節

　

「や
ち
ま
た
不
用
」
と

『詞
つ
か
ひ
』
・
初
稿
本

『詞
八
衛
』

一
　

証

例

０
　
刊
本

『
詞
八
衝
』

初
稿
本

『詞
八
衛
』
は
当
初
、
活
用
語
の
活
用
型
の
分
類
と
そ
の
所
属
例
語
を
列
記
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ

っ
た
。
そ
の
意
味
で

『活

用
言
の
冊
子
』
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
そ
れ
に
証
例
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
語
の
活
用
型
分
類
に
お
け
る
確
実
化
を

意
図
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
同
じ
く

『活
用
言
の
冊
子
』
の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
か
な
り
の
証
例
を
挙
げ
る

『詞
つ
か
ひ
』

の
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
。
『詞
つ
か
ひ
』
に
つ
い
て
は

「付
節
」
で
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
『詞
つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
見
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

（↓
付
節
三
）
。
「初
稿
本
」
の
証
例
は
後
の
行
間

。
欄
外

へ
の
書
入
れ
で
あ
っ
て
、

そ
の
証
例
が
如
何
な
る
資
料
に
基
づ
い
て
加
え
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
証

例
が
加
え
ら
れ
て
体
裁
。内
容
と
も
に

「刊
本
」
と
殆
ど
同
じ
に
な

っ
た
。
「初
稿
本
」
と
証
例
集
と
し
て
か
な
り

「刊
本
」
に
近
い

「や

ち
ま
た
不
用
」
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

「刊
本
」
の
証
例
成
立
の
跡
を
辿
る
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
資
料
で
あ
る
。

「刊
本
」
の
証
例
数
は
、
証
例
を
有
す
る
例
語
が
四
三
二
語
で
、
そ
ぬ
Ｔ
語
が

八
六
七
例
、
平
均
し
て

一
例
語
当
た
り
の
証
例
は
二

・

〇
例
と
な
る
。
「初
稿
本
」
の
証
例
は
殆
ど
が
後
の
書
入
で
、
総
論
の

一
四
例
を
除
い
て
二
八
八
例
で
あ
る

（抹
消

一
二
例
を
含
み
、
出
典

だ
け
の
も
の
三
例
、
同

一
証
例
重
出

一
例
、
計
四
例
を
除
く
）
。
証
例
を
有
す
る
例
語
は

一
七
九
語
、
平
均
し
て

一
例
語
当
た
り
の
証
例
は

一
・
六
例
で
あ
る
。
絶
対
数
に
し
て
も
割
合
に
し
て
も
、
「刊
本
」
が
多
い
。
「刊
本
」
は
よ
り
多
く
の
例
語
に
よ
り
多
く
の
証
例
が
付
く
。
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春
庭
は
よ
り
多
く
の
証
例
を
求
め
、
語
の
活
用
型
を
よ
り
確
実
に
し
よ
う
と
し
た
。

②

　
『詞
つ
か
ひ
』

『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
が

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
に
拠
っ
た
と
な
る
と
、
『活
用
言
の
冊
子
』
が
基
本
的
に
証
例
を
有
す
る
も
の
で

な
く
、
存
在
す
る
僅
少
の
証
例
も
後
の
書
入
れ
で
あ
っ
て
、
し
た
が
つ
て

『詞
つ
か
ひ
』
も
本
来
証
例
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
が
、
い
つ

の
時
点
で
か
、
『詞
つ
か
ひ
』
は
証
例
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

①
土
佐
日
記
ノ
歌
二
手
ヲ
ヒ
テ
ゝ
云
々

コ
レ
ハ
ヒ‐
列

ヒ‐
冽

引
洲
ル
ヨ
リ
云
ル
也

ま
た
古
今
二
声
ハ
シ
テ
潤
ハ
ミ
エ
ヌ
時
鳥
我
衣
手

ノ
ヒ
ツ
プ
カ
ラ
ナ
ン

コ
ン
ハ
ヒ
ツ
ル
フ
ト
云
ハ
ザ
レ
バ
格
ノ
違

ヘ
ル
ニ
似
タ
ン
ト
上
二
云
ル
如
ク
ヒ‐
月

ヒー
ツー
又
ヒ‐
列
　
ヒ‐
冽

測
Ч

ヅ
ル
ト
春
秋
ノ
語
也

サ
レ
ハ
金
葉
ノ
池
ニ
ヒ
ツ
松
の
云
々
ト
ア
ル
モ
ル
モ
シ
ノ
タ
ラ
ヌ
誤
ニ
ハ
ア
ラ
ズ

ヒ
ヅ
云
々
ト
ヨ
て
グ
ニ
テ

語
格
叶
ヘ
リ

土
佐
日
記
ニ
ヒ‐
列
‐ゝ

ト
ア
ル
カ
ラ
ハ
ヒ‐
列
ト
モ
云
ベ
キ
コ
ト
ハ
論
ナ
シ

又
土
佐
日
記

【下
ノ
廿

一
丁
】
ア
マ
雲
ノ
ハ

ル
カ
ナ
リ
ツ
ル
カ
ツ
ラ
川
袖
ヲ
ヒ
テ
ゝ
モ
ワ
タ
リ
ヌ
ル
哉

又
云
土
佐
日
記
ニ
ヒ‐
列
‐ゝ

ト
ア
ル
ハ
調
列
卜
云
列
ゴ
当
リ
テ
云
ル
也

コ

ハ
他
語
ノ
例
フ
以
テ
云
ト
キ
ハ
手
ヲ
メ
ラ
シ
テ
ト
云
二
同
じ

然
ル
ヲ
手
ヲ
ヒ
チ
テ
ト
云
テ
ハ
引
刻
刈
レー
列
卜
云
二
同
じ

古
今
集
ノ

袖
ヒ
チ
テ
モ
袖
ヲ
ト
ナ
キ
故
ニ
ヒ
チ
テ
ト
ハ
云
り

調
刈
レ‐
列
卜
云
二
同
じ

若
袖
フ
ト
ア
ラ
バ
必
ヒ‐
列
‐ゝ

卜
云
ベ
シ

ヒ‐
列

目
冽
ハ

自
語
也

ヒ
テ

ヒ
ツ
ル
ハ
故
語
也

然
レ
ハ
此
抄
に
も
右
の
こ
と
く
挙
ル
ハ
悪
シ

ヒ‐
列

ヒー
冽
ヲ

一
格
ト
シ
テ
其
類
二
納
メ
ヒ‐
列

ヒ‐

ツ
ル
ヲ
一
格
ト
シ
テ
其
類
二
納
ム
ベ
シ

（第
十
七
巻
）

の
よ
う
に
語
の
活
用
型
決
定
に
関
わ
っ
て
一
つ
の
語
に
多
く
の
用
例
を
挙
げ
持
論
を
述
べ
る
証
例
も
あ
る
が
、
多
く
は
、

②
ｌ
松
風
廿

一
丁

エハ
日
の
御
物
忌
あ
く
日
に
て
云
々
。
　

２
拾
イ
七
ノ
五

壺云
間
よ
り
星
の
あ
ゆ
く
と
み
え
つ
る
は
蛍
の
空
に
飛
に
そ

有
り
け
る
。
　

３
常
云

大
和
物
語
に
も
ア
リ
ク
ト
ア
リ
。
　

４
常
追
考

い
き
ま
き

い
き
ま
く
　
源
氏
若
菜
上
ノ
廿
二
丁

イ
キ
マ
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キ
玉
ヒ
シ
カ
ド
ト
ア
リ
ｏ
イ
キ
ホ
ヒ
ヲ
フ
ル
フ
ト
注
セ
リ
。
　
５
常
追
加

う
つ
ぶ
き

う
つ
ぶ
く
　
低

ウ
ナ
メ
ル
ト
ヨ
メ
リ
　
頭
ヲ

低

ル
也

正
三
位

二
出
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
壱
の
巻
）

な
ど
例
語
に
対
し
て
そ
の
用
例
と
出
典
を
書
く
証
例
で
あ
る
。
粗
粗
数
え
て
み
る
と
、
『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
は

「凡
例
の
巻
」
と
形
容
詞

の

「第
廿
六
巻
」
「第
廿
七
巻
」
の
三
巻
を
除
く
動
詞
の
巻
々
だ
け
で

一
七
〇
八
語
、
そ
の
証
例
は
五
九
四
例
で
あ
る
。　
一
語
当
た
り
〇
・

二
五
例
ほ
ど
に
な
る
。
刊
本

『詞
八
衛
』
が
動
詞
の
巻
々
の
例
語

一
五
〇
八
、
そ
の
証
例
九
三
二
、　
一
語
当
た
り
〇

・
六
二
で
あ
る
か
ら

一
例
語
当
た
り
の
証
例
で
は
凡
そ

「刊
本
」
の
半
分
く
ら
い
の
割
合
で
は
あ
る
が
、
か
な
り
の
証
例
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

③
　
初
稿
本

『
詞
八
衝
』

初
稿
本

『詞
八
衛
』
の
証
例
は
、
例
語

一
二
四
三
、
総
論
中
の
証
例

一
四
を
除
く
証
例
二
八
八
、　
一
例
語
当
た
り
の
証
例
の
割
合
〇

・

二
。
「初
稿
本
」
は
証
例
を
欠
く
の
が
本
来
の
姿
で
、
そ
の
証
例
は
行
間
・欄
外

へ
の
書
入
れ
で
あ
っ
た
。
証
例
数
が
少
な
い
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
証
例
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
活
用
型
分
類
と
例
語
と
証
例
を
有
す
る
文
献
を
他

に
求
め
れ
ば

『詞
つ
か
ひ
』
が
最
も
近
く
に
存
在
し
て
い
る
。
「初
稿
本
」
が
そ
の
証
例
の
列
挙
を

『詞
つ
か
ひ
』
に
倣

っ
た
と
す
る
と
、

両
者
に
共
通
す
る
証
例
が
三
四
例

∩
初
稿
本
」
証
例
の

一
二
％
）
で
あ
る
こ
と
は
い
か
に
も
少
な
く
数
字
上
で
は
何
の
関
係
も
な
い
か
の

よ
う
で
、
他
に
範
と
し
た
何
ら
か
の
資
料
が
あ

っ
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
何
か
に
拠

っ
て
行
間

・
欄
外
に
書
き
込
ん
で
い
っ
た
そ
れ

が
何
で
あ
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
「初
稿
本
」
が
証
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
の

一
つ
に

『詞
つ
か
ひ
』
の

存
在
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

『詞
つ
か
ひ
』
と
初
稿
本

『詞
八
衛
』
と
に
共
通
の
二
五
証
例

（総
論
中
の
証
例
③
ｌ
を
含
む
）
を

「初
稿
本
」
の
証
例
に
よ
っ
て
次

に
す
べ
て
を
挙
げ
て
お
く
。
こ
れ
ら
の
証
例
が
こ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
か
、
下
段
に

「
不
用
」
。
「刊
本
」
に
お
け
る
そ
の
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証
例
の
有
無
を
記
し
て
お
く

（有
は
〇
、
無
は
×
で
示
す
）
。

③
ｌ
　
土
左
日
記

似
べ
き

２
　
字
鏡

勝

足
奈
戸
久
馬

３
　
後
撰
物
名

ｏ
あ
ゆ
ぐ
と

４
　
日
本
紀

〔神
代
〕

恙
恨

５
　
続
紀
宣
命

加
孫
昆
奪

６
　
書
紀
持
統
巻

詐

テ
求

二
幸

帰

一ル
コリ

あ
り

総
論
　
に
る

ｏ
七
オ
　
　
不
×
。
刊
○

な
へ
ぐ

。
十
四
オ
　
　
不
×
・
刊
○

あ
ゆ
ぐ

・
十
四
オ
　
　
不
×
・
刊
○

ふ
づ
く

。
十
四
オ
　
　
不
×
・
刊
○

か
す
ふ

。
十
七
ウ

。
附
箋
　
　
不
○

・
刊
○

こ
ぶ
る

ｏ
十
八
ウ

　

不
×
・
刊
×

あ
ら
ぶ
る

ｏ
十
八
ウ
　
　
不
×
・
刊
○

ま
な
ぶ
る

ｏ
十
八
ウ
　
　
不
×
・
刊
○

い
ば
む

。
二
十

一
オ
　
　
不
×
・
刊
○

あ
や
む
る

ｏ
二
十
二
ウ
　
　
不
×
。
刊
×

し
こ
づ

。
二
十
三
ウ
　
　
不
×
。
刊
○

し
こ
づ

。
二
十
三
ウ
　
　
不
×
・
刊
○

い
さ
つ
る

ｏ
二
十
三
ウ

。
附
箋
　
　
不
×
・
刊
○

い
さ
つ
る

ｏ
二
十
三
ウ

・
附
箋
　
　
不
×
。
刊
○

み
つ
。
二
十
四
オ
　
　
不
×
・
刊
○

ひ
つ
。
二
十
四
オ
　
　
不
×
・
刊
○

16  15 14  13  12  11  10  9   8   7

詔
詞
解
六
ノ
四
十
四
丁

荒
備
流

こ
ハ
俗
言
の
格
也

他
に
例
な
し

千
載
集

序

此
歌
の
道
を
ま
な
ふ
る
こ
と
を
聞
に
云
々
ト
ア
リ
テ

書
紀
神
武

屯
衆
居
之

【屯
衆
居
此
云
恰
皮
潤
萎
】

千
載
恋
二

人
の
あ
や
め
ん

続
紀
宣
命

語

治
ま
を
し
給

つ
る
に
云
々

字
鏡

譜

ハ
語
也

士心
己
豆
と
あ
り

古
事
記
上
に
喘
伊
佐
知
伎
と
あ
り
て

千
載
哀
傷

む
ね
に
み
つ
思
ひ

金
春

一　
池
に
ひ
つ
松
の

又
下
に
哭
伊
佐
知
流
と
あ
り

こ
は
此
活
に
や

た
ゞ
し
＝
割
つ―
利
と
い
ふ
へ
き
を
い
さ
ち
る
と
あ
る
は
俗
言
の
格
也
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30  29     28  27  26 25  24  23  22  21

拾
遺
恋
五

空
に
み
つ
思
ひ
の
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
。
二
十
四
オ
　
　
不
×
・
刊
×

同

み
つ
涙
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
。
二
十
四
オ
　
　
不
○

・
刊
○

土
左
日
記

手
を
ひ
て
ヽ
さ
む
さ
も
し
ら
ぬ
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
づ
る

ｏ
二
十
四
オ
　
　
不
×
・
刊
○

又
か
つ
ら
川
袖
を
ひ
て
ゝ
も

ン」
れ
も
ひ
た
せ
を
ひ
て
と
い
ふ
に
て
上
に
同
じ

此
他
み
て
ゝ
な
と
い
ふ
も
同
じ

約
り
な
り

ひ
づ
る

ｏ
二
十
四
オ
　
　
不
×
・
刊
○

古
事
記
下
　
〈
歌
〉
都
久
由
美
能
許
夜
流
許
夜
理
母
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン」
や
る

ｏ
二
十
五
ウ
　
　
不
×
・
刊
○

古
事
記
上

圭目
山
に
日
か
迦
久
良
婆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
る

ｏ
二
十
五
ウ
　
　
不
〇

・
刊
○

書
紀
神
代

俵
媚
と
あ
り

を
お
の
か
な
定
か
な
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
ね
る

ｏ
二
十
六
オ
　
　
不
×
・
刊
○

字
鏡

焚

ハ
貧
煩

阿
夫
留
と
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぶ
る

ｏ
二
十
六
オ

・
附
箋
　
　
不
×
・
刊
○

又
万
葉
二

堅
塩
乎
取
都
豆
之
呂
比
云
々
と
あ
る
ろ
ひ
ハ
リ
の
延
ハ
リ
た
る
に
て
つ
ゞ
し
り
也

つ
ゞ
し
る

ｏ
二
十
六
オ

・
附
箋
　
　
不
○

・
刊
○

落
く
ぼ

ち
り
は
ら
ひ
そ
ゝ
く
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ゝ
く
る

ｏ
二
十
六
ウ
　
　
不
〇

・
刊
○

日
本
紀
欽
明
巻

考

二
窺

　

古
今

一
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
ぐ
る

ｏ
二
十
六
ウ
　
　
不
×
・
刊
○

日
本
紀
崇
神

急
居

【―

―
此
云
菟
岐
干
】
と
あ
る
ハ
此
活
さ
ま
と
聞
え
た
り

つ
き
う
る

ｏ
二
十
八
ウ
　
　
　
不
×
・
刊
○

字
鏡
に
譜
与
己
須
と
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ
す

ｏ
三
十
オ
　
　
　
不
×
・
刊
○

祝
詞
鎮
火
祭

あ
は
た
し
賜
ひ
つ
と
申
給
ふ
と
ほ
り
此
活
成

へ
し
　
　
　
　
　
あ
は
た
す

。
三
十
ウ
　
　
　
不
×
・
刊
○
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34  33  32  31

新
年
祝
詞

見
霧

志
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
か
す

ｏ
三
十
ウ
　
　
　
不
○

・
刊
○

后
撰
物
名

お
し
あ
ゆ
が
す
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ゆ
が
す

ｏ
三
十
ウ
　
　
　
不
×
・
刊
○

万
葉

一　
仁
宝
播
散
麻
思
乎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ほ
は
す

ｏ
三
十
ウ

。
附
箋
　
　
　
不
×
・
刊
○

藤
ば
か
ま
な
と
の
野
辺
を
に
ほ
ハ
す
な
ど
い
ふ
ハ
さ
あ
る
ま
じ
き
事
に
あ
ら
ざ
れ
バ
四
段
の
活
と
ハ
す
る
也

に
ほ
は
す
る
ｏ
三
十
二
オ

・
附
箋
　
　
　
不
×
・
刊
○

３５
　
大
和

か
い
わ
が
ね
て
つ
ゝ
み
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
ぬ
る

ｏ
三
十
三
オ
　
　
　
不
×
・
刊
○

右
の
三
四
証
例

（総
論
の

一
例
を
除
く
）
中
、
「
不
用
」
「刊
本
」
に
無
い
も
の
三
例
、
「
不
用
」
に
無
く

「刊
本
」
に
有
る
も
の
二
五

例
、
「不
用
」
に
有
り

「刊
本
」
に
無
い
も
の
○
例
、
「不
用
」
「刊
本
」
に
有
る
も
の
六
例
で
、
こ
の
数
値
は

『詞
八
衛
』
成
立
過
程
に
お

け
る

「不
用
」
の
位
置
を
示
す
も
の
と
し
て
意
味
が
あ
る
。
先
行
資
料
の
証
例
が

「刊
本
」
に
至
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
取
捨
選
択
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
か
は
、
以
下
に
述
べ
る
。

一
一

「
や

ち
ま
た
不
用
」

０
　
証
例

「
や
ち
ま
た
不
用
」
（以
下
、
多
く

「不
用
」
と
称
す
る
）
は
証
例
カ
ー
ド
集
で
あ
る
。
本
居
宣
長
記
念
館
の

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』

第
二
門
文
書

第

一
部
未
表
装

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇

番
号
三
の
六
二
に

「詞
の
カ
ー
ド

十
三
束

数
百
枚
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

添
付
の
調
査
票
、
「全
文
又
は
要
旨
」
の
欄
に
「春
庭
の
語
法
研
究
上
に
用
い
た
品
詞
の
カ
ー
ド
の
内
に
属
す
る
附
箋
に
「や
ち
ま
た
不
用
」

と
あ
る
。
く
わ
し
く
は
調
査
を
要
す
る
。
カ
ー
ド
は
全
部
を
十
四
東
に
仮
綴
し
て
あ
る
」
（調
査
票
に
訂
正
が
あ

っ
て
、
十
三
束
を
十
四
束

に
訂
正
）
と
あ
る

（本
書
資
料
番
号
１８
）
ｏ
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「不
用
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
足
立
巻

一
「
『詞
八
衛
』
に
関
す
る
未
発
表
資
料
―
八
衝
成
立
論
の
う
ち
―
」
に
詳
細
な
調
査
が
あ
る
が

敢
え
て
述
べ
る
と
、
証
例
を
書
く
カ
ー
ド
は

一
四
束

・
四
五
六
枚

（「や
ち
ま
た
不
用
」
と
記
す

一
枚
を
除
く
）
。
う
ち
、
証
例

一
例
の
カ

ー
ド
四
二
二
枚
、
証
例
複
数
の
カ
ー
ド
三
四
枚

。
七
七
証
例
、
全
証
例
数
四
九
九
例
で
あ
る
。
う
ち
、
抹
消
証
例

一
例
、
同

一
証
例
重
出

二
例
、
抹
消
重
出
証
例

一
例
。
異
な
る
証
例
、
四
九
六
例

（抹
消

一
例
を
含
み
、
重
出
三
例
を
除
く
）
で
あ
る
。
各
東
ご
と
の
内
訳
、
次

の
と
お
り

（各
束
に

『活
用
言
の
冊
子
』
の
活
用
型
排
列
順
に
従

っ
て
序
数
を
付
す
。
括
弧
内
、
内
数
）。

第

一
束
　
　
力
行
四
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

一
枚
　
　
七
九
証
例

（重
出
、

第
二
束
　
　
サ
行
四
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
枚
　
　
七
五
証
例

（抹
消
、

第
二
束
　
　
夕
行
四
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
枚
　
　
九
証
例

第
四
束
　
　
ハ
行
四
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
枚
　
　
四
九
証
例

第
五
束
　
　
マ
行
四
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九
枚
　
　
一二
〇
証
例

第
六
束
　
　
ラ
行
四
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
○
枚
　
　
エハ
七
証
例

（抹
消
重
出
、　
一
例
）

第
七
東
　
　
力
行
下
三
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
枚
　
　
一
一
一
証
例

第
八
束
　
　
サ
行
下
三
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
枚
　
　
工全
二
証
例

第
九
束
　
　
ハ
行
下
三
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
枚
　
　
一
一〇
証
例

第
十
束
　
　
マ
行
下
三
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
枚
　
　
一
八
証
例

（重
出
、　
一
例
）

第
十

一
東
　
ヤ
行
下
三
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
枚
　
　
一
七
証
例

第
十
二
束
　
ラ
行
下
三
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
　
　
一
一
一証
例

第
十
三
東
　
力

・
夕

・
ハ
行
中
二
段
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
ハ
枚
　
　
一
一七
証
例

例 例
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第
十
四
束
　
夕

・
ハ
・
マ
・
ヤ

・
ラ
行
中
二
段
活
、　
ハ
行

一
段
活
　
　
一
一
一枚
　
　
一
一
一証
例

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
六
枚
　
四
九
九
証
例

（重
出
三
例
を
除
き
四
九
六
）

右
の
異
な
る
証
例
四
九
六
例

（重
出
三
例
を
除
く
）
中
、
刊
本
証
例
と
同
じ
証
例
が
四
五
三
例

（重
出

一
例
を
除
く
）
、
異
な
る
証
例
が

四
三
例

（重
出
二
例
を
除
く
）
。
「不
用
」
の
大
多
数

（九

一
％
）
が
刊
本
の
証
例
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
「初
稿
本
」
と
で
は
二
七
例

（五
％
）
が
同
じ
証
例
で
、
残
り
四
六
九
例

（九
五
％
）
は
全
く

「初
稿
本
」
に
は
見
ら
れ
な
い
証
例
で
あ
る
。
し
か
も
、
「初
稿
本
」
の

刊
本
不
採
用
証
例
七
二
例
と

「
不
用
」
の
刊
本
不
採
用
証
例
四
三
例
は
互
い
に
す
べ
て
異
な
る
証
例
で
あ
り
、
「初
稿
本
」
「不
用
」
同

一

の
二
七
証
例
は
す
べ
て
刊
本
採
用
証
例
で
あ
る
。
「不
用
」
の
証
例
は
、
春
庭
に
証
例
採
用
の
方
針
が
ほ
ぼ
確
立
し
た

「刊
本
」
に
近
い
段

階
の
収
集
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

０

　

「
不
用
」
の
性
格

「初
稿
本
」
と

「不
用
」
の
両
者
に
共
通
の
同

一
証
例
は
二
七
例
で
、
意
外
に
少
な
い
。
こ
れ
は

「不
用
」
が

「初
稿
本
」
と

「相
前

後
し
て
、
あ
る
い
は
平
行
し
て
」
成

っ
た
と
し
て
も
、
既
に

「初
稿
本
」
が
現
存
の
形
に
成

っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
そ
れ
と
の
重
複
を
避
け

て
後
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
か
。
し
か
し
二
七
例
の
少
数
な
が
ら
同

一
証
例
を
有
す
る
の
は
即
座
に
そ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
し
、
カ
ー
ド
集
で
あ
る

「
不
用
」
が

一
応
冊
子
の
体
裁
を
な
す

「初
稿
本
」
の
後
に
成

っ
た
と
す
る
の
は
如
何
に
も
納
得
し
難

い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
述
べ
た
よ
う
に
、
初
稿
本
証
例
中
の
刊
本
不
採
用
証
例
七
二
例
は
全
く
「不
用
」
に
無
く
、
「不
用
」

証
例
中
の
刊
本
不
採
用
証
例
四
三
例
は
す
べ
て
こ
れ
ま
た

「初
稿
本
」
に
無
い
。

お
そ
ら
く

「不
用
」
は
、
そ
れ
が
最
も
初
期
の
段
階
と
い
う
の
で
は
な
い
が
先
ず

「初
稿
本
」
が
成
り
、
そ
こ
で
は

一
応
の

『詞
八
衛
』

の
骨
組
み
が
出
来
て
い
て
、
し
か
し
例
語
に
対
す
る
証
例
が
不
十
分
で
、
し
た
が

っ
て
語
の
活
用
型
決
定
の
た
め
に
よ
り
確
実
な
証
拠
を
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得
る
必
要
が
あ
っ
て
改
め
て
収
集
作
成
さ
れ
た
証
例
カ
ー
ド
集
で
あ
ろ
う
。　
一
度
、
冊
子
の
体
裁
を
成
し
た

「初
稿
本
」
の
証
例
に
別
の

証
例
を
単
に
付
け
足
す
と
い
う
の
で
は
な
く
、
根
本
的
に
証
例
の
洗
い
直
し
を
す
る
た
め
に
は
新
た
に
証
例
集
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
り
、

そ
の
時
点
で
こ
の

（初
稿
本
の
）
例
語
に
付
す
証
例
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
べ
き
か
、
証
例
採
用
の
規
準
が
確
立
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
で
な
く
て
は
、
敢
え
て
改
め
て
証
例
集
を
成
す
必
要
が
な
い
。

「書
入
れ
、
押
紙
を
終

っ
た
〈
草
稿
本
〉
は
、
〈
や
ち
ま
た
不
用
〉
の
証
例
を
加
え
て
整
理
さ
れ
な
が
ら
次
の
草
稿
に
転
記
さ
れ
て
い
っ
た
」

と
い
う

「加
え
て
整
理
さ
れ
」
と
は
、
そ
の
証
例
が

「初
稿
本
」
（足
立
巻

一
の

「草
稿
本
し

に
書
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

し
、
「不
用
」
が

「初
稿
本
」
の
前
に
用
意
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
も
な
い
。
も
し
、
先
に

「不
用
」
が
出
来
て
い
た
な
ら
、
「初
稿
本
」

の
証
例
に
い
ま
少
し
多
く
の
影
を
落
と
し
て
い
て
よ
い
。
「初
稿
本
」
と
そ
の
後
で
別
個
に
成

っ
た

「不
用
」
と
を
座
右
に
置
い
て

「次
の

草
稿
に
転
記
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

「次
の
草
稿
」
が
何
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
刊
本
の
前
に
版

下
に
準
ず
る

「成
稿
本
」
と
で
も
言
う
べ
き
草
稿
本
が
あ
っ
た
可
能
性
は
大
き
く
、
『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が

本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
の

「詞
の
や
ち
ま
た

草
稿
残
欠
本
」
と

「詞
八
衛

浄
書
稿
」
が
お
そ
ら
く
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
「初
稿
本
」
の
彩
し

い
書
入
・抹
消
と
、
「不
用
」
の
証
例
と
、
次
に
述
べ
る

「例
語
草
稿
」
の
例
語
と
を
も
っ
て
整
理
し
書
き
直
す
と
、
「草
稿
残
欠
本
」
「浄

書
稿
」
と
、
そ
し
て

「刊
本
」
と
殆
ど
同
じ
に
な
る
。

「刊
本
」
成
立
に
関
し
て

「初
稿
本
」
と

「不
用
」
と
は
別
の
性
格
を
有
す
る
。
「初
稿
本
」
は
活
用
型
に
よ
る
活
用
語
の
整
理
分
類
を

し
、
そ
の
所
属
語
を
列
挙
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。
「不
用
」
は
そ
の
例
語
の
活
用
型
認
定
を
よ
り
適
切
妥
当
な
も
の
に
す
る
た
め
、
そ

し
て
そ
の
決
定
さ
れ
た
活
用
型
の
証
拠
と
し
て
の
証
例
収
集
に
主
眼
が
あ
る
。
「初
稿
本
」
が
成
り
、
「不
用
」
に
よ
っ
て
証
例
が
整
理
さ

れ
、
「残
欠
本
、
浄
書
稿
」
と
な
る
と
き
、
春
庭
に
は
語
の
活
用
型
の
認
定
規
準
、
証
例
と
す
る
規
準
は
既
に
確
立
し
て
い
た
。
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〓
一　

証
例

の
取
捨
、
交
替

「刊
本
」
の
証
例
は
総
論
の
証
例
を
除
い
て
九
三
二
例
。
う
ち
、
「初
稿
本
」
の
証
例
と
同

一
の
証
例
は
二

一
六
例
、
「不
用
」
の
証
例

と
同

一
の
証
例
は
四
五
三
例
。
「刊
本
」
は
初
稿
本
証
例
二
八
八
例
中
七
二
例
を
捨
て

（二
五
％
）
、
「不
用
」
証
例
四
九
六
例
中
四
三
例
を

捨
て
た

（九
％
）。
「刊
本
」
は

「初
稿
本
」
の
証
例
を
よ
り
多
く
不
採
用
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
総
論
の
証
例
は
刊
本
が

四
〇
例
、
初
稿
本
が

一
四
例
で
、
両
者
同

一
の
証
例
が
八
例
で
あ
る
。

刊
本
採
用
不
採
用
の
「初
稿
本
」
「
不
用
」
の
証
例
の
す
べ
て
に
つ
い
て
逐

一
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
お
お
よ

そ
次
の
三
項
に
分
け
、
用
例
を
挙
げ
て
そ
の
取
捨
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ａ
　
活
用
型
変
更
に
伴
う
証
例
の
加
除

「初
稿
本
」
に
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に

「
ハ
行
変
格
、　
マ
行
変
格
」
の
活
用
型
が
あ
る
。
例
語
は

「し
の
ぶ

（忍
と

と

「う
ら
む

（恨
ご

で
あ
る
。
「刊
本
」
に
は
ハ
変
活
・
マ
変
活
の
活
用
型
も
そ
の
語
も
な
く
、
「忍
」
は
ハ
行
四
段
活
詞

「し
ぬ
ぶ
」
と
ハ
行
中
二
段
活
詞

「
し

の
ぶ
る
」
。
「
し
の
ぶ
る
」
の
証
例
列
挙
の
後
に

「此
詞
四
段
に
も
活
き
て
意

ハ
全
く
お
な
し
」
と
言
い
、
「
し
ぬ
ぶ
」
は
例
語
と
し
て
挙
げ

る
の
み
で
証
例
は
な
い
。
「初
稿
本
」
は
ハ
行
の

「活
の
図
」
の
後
、
四
段
の
活
詞
に
書
入
れ
て
、

④
変
格
し
の
ぶ
と
い
ふ
詞
の
み
也
此
詞
し
の
ぶ
と
い
ひ
て
四
段
の
活
の
如
く
切
る
ゝ
詞
と
続
く
詞
と
を
兼
た
る
又
る
も
し
を
添
て
今

一

忍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
。

ッ
続
く
活
の
詞
あ
り
△

△
又
こ
そ
の
結
び
に
も
し
の
べ
と
い
ふ
と
し
の
ふ
れ
と
い
ふ
と
ニ
ッ
あ
り
受
る
て
に
を
は
ハ
図
の
こ
と
く

ひ
と
つ
な
り
又
下
知
の
詞

ハ
四
段
の
活
と
同
し
く

へ
と
い
ふ
か
た
也
日
本
紀
神
功
巻
に
不
任
千
心
を
こ
ゝ
ろ
に
え
し
の
び
ず
と
よ
め

り
か
く
第
二
の
音
よ
り
ず
の
て
に
を
は
を
受
る
ハ
図
の
如
く
中
二
段
の
活
の
格
な
れ
ば
此
し
の
ぶ
と
い
ふ
詞

ハ
四
段
の
活
と
中
二
段

の
活
と
に
活
く
か
と
も
思

へ
ど
ま
さ
し
く
し
の
び
ず
し
の
び
ん
な
ど
ひ
よ
り
ず
で
じ
め
ん
ま
し
な
ど
の
▲

▲
て
に
を
は
を
受
た
る
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天ヽ
　
　
　
　
　
　
。
・

証
見
あ
た
ら
ざ
れ
ば
た
し
か
に
定
め
か
た
し
漢
籍

ノ
訓
に
ハ
し
の
び
ず
と
い
ふ
こ
と
常
也
（
△
▲
は
書
入
挿
入
の
続
き
を
示
す
符
号
）

（初
稿
本

十
六
ウ
～
十
七
オ
、
行
間

・
欄
外
）

が
あ
り
、
そ
の
証
例

「日
本
紀
神
功
巻
に
不
任
不
心
を
こ
ゝ
ろ
に
え
し
の
び
ず
と
よ
め
り
」
は

「刊
本
」
に
は
な
い
。
「刊
本
」
で
は

「忍
」

の
活
用
型
は
中
二
段
活
と
決
定
さ
れ
、
証
例
と
し
て
「源
氏
篇
木
に
た
づ
ね
ま
ど

ハ
さ
む
と
も
か
く
れ
し
の
び
ず
云
々

若
紫
に
し
の
び
さ

せ
給

へ
る
に
云
々

浮
舟
に
し
の
び
さ
せ
給
ふ
け
し
き
見
奉
れ
ば
云
々

栄
花
物
語
う
ら
ノ
＜
、
の
わ
か
れ
の
巻
に
し
の
び
さ
せ
た
ま
ふ
な
ど

あ
り

さ
せ
と
い
ふ
詞
を
第
二
の
音
よ
り
受
る
は
中
二
段
の
活
に
か
ぎ
れ
り

な
ほ
し
の
ぶ
る
し
の
ぶ
れ
と
い
ふ
ハ
常
に
多
し

又
万
葉
十

一
に
不
霜
隠
を
古
き
点
に
し
の
び
ず
て
と
よ
め
り
」
（下
十
七
ウ
～
十
八
オ
。
圏
点
、
略
）
を
挙
げ
る
。
「不
用
」
の
証
例
は

「
万
十

一　
不

病
隠
を
し
の
ひ
す
て
と
よ
め
り
　
彗
市
木

た
つ
ね
ま
ど
ハ
さ
ん
と
も
か
く
れ
し
の
び
ず
　

つゝ
き
舟

し
の
び
さ
せ
給
ふ
け
し
き
見
奉
れ
ハ

う
ら
ノ
ぐ
ヽ
の
わ
か
れ

忍
び
さ
せ
給
ふ
」
（圏
点
、
略
）
で
、
す
べ
て
刊
本
証
例
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
証
例
は
中
二
段
活
の
語
の
証
例
と

同
じ

一
つ
の
東
に
あ
っ
て
、
既
に
こ
の

「
不
用
」
の
時
点
で
中
二
段
の
活
詞
と
さ
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
の
活
用
型

の
変
更
に
伴
う
証
例
の
加
除
は
他
に
も
、
例
語
で
い
え
ば
「
い
く
る
、
よ
く
る
、
ひ
つ
る
、
み
つ
る
」
「
ゐ
や
ぶ
」
「
ひ
た
る
」
「
み
つ
、
お

ほ
す
」
な
ど
多
い
。

「
い
く
る
、
よ
く
る
」
は

「初
稿
本
」
の
中
二
段
の
活
詞
に

「す
ぐ
る
、
お
く
る
、
●
よ
く
る
、
つ
く
る
、
●
い
く
る
」
翁
よ
く
る
」

起
　
　
　
　
　
　
　
。　
　
　
　
尽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

「
い
く
る
」
に
付
す

「
●
」
は
証
例
に
対
応
）
と
載
り
、
行
間
に
書
入

「
●
拾
遺
恋
四

い
か
ば
や
と
思
ふ
　
後
拾
恋
三

い
か
ん
と
ぞ
思

ふ
　
源
氏
桐
壺

い
か
ま
ほ
し
き
は
　
一二
首
共
活
る
に
行
を
か
ね
た
り
こ
れ
ら
を
か
く
多
く
あ
げ
た
る
ハ
此
詞
中
二
段
に
い
き

い
く
る

い
く
れ
と
活
く
詞
と
も
思
ハ
る
れ
ハ
な
り
さ
れ
と
か
く
中
二
段
に
活
き
た
る
ハ
見
あ
た
ら
ず
」
が
あ
り
、
欄
外
に
書
入

「
六
帖
四

い
け

る
日
の
　
同
五
上

い
け
る
か
ひ
そ
も
　
拾
遺
別

い
く
く
す
り
」
が
あ
る
。
そ
し
て
四
段
の
活
詞
に

「
い
く
」
が
挿
入
さ
れ
、
さ
ら
に
欄

外
に

「中
二
段

ニ
ア
ル
書
事
コ
ゝ
ヘ
カ
ク
ベ
シ
」
と
あ
る
。
「初
稿
本
」
に
お
け
る
推
敲
の
段
階
で
既
に
四
段
活
と
中
二
段
活
の
二
つ
の
活
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用
型
式
の

「生
」
が
あ
る
と
認
め
て
い
た
。
「刊
本
」
で
は
四
段
の
活
詞

「
い
く
」
に
証
例

「
六
帖
四
に
い
け
る
日
の
云
々
　
う
つ
ほ
物
語

に
い
く
ま
な
こ
の
ぬ
け
　
拾
遺
集
別
に
い
く
く
す
り
　
同
恋
に
い
か
バ
や
と
思
ふ
　
後
拾
遺
集
恋
に
い
か
ん
と
ぞ
思
ふ
　
源
氏
物
語
桐
壺

に
い
か
ま
ほ
し
き
ハ
命
な
り
け
り
　
手
習
巻
に
さ
て
な
ん
い
く
や
う
も
あ
る
べ
き
と
　
伊
勢
集
に
我
身
か
く
い
か
む
と
な
ら
バ
　
後
六
々

撰
に
実
方
朝
臣
い
か
ば
や
と
お
も
ふ
折
も
こ
そ
あ
れ
　
小
侍
従
集
に
い
か
ば
い
き
し
な
バ
お
く
れ
じ
　
夫
木
集
に
家
隆
卿
い
く
薬
と
る
住

よ
し
の
浦
な
ど
猶
あ
り
」
を
挙
げ
、
「
さ
て
此
詞
此
行
の
中
二
段
の
活
に
て
い
き
い
く
い
く
る
い
く
れ
と
の
み
活
く
詞
と
覚
え
し
に
か
く
四

段
に
活
か
し
た
る
方
多
く
て
中
二
段
に
用
ひ
た
る
は
い
と
稀
な
れ
ば
か
く
お
ほ
く
挙
て
其
よ
し
を
し
ら
し
む
る
な
り
又
右
の
如
く
四
段
に

も
中
二
段
に
も
活
き
て
同
じ
意
な
る
詞
こ
れ
か
れ
あ
り
猶
其
処
々
に
い
ふ
べ
し
」
（上
十
八
オ
～
ウ
）
と
し
、
中
二
段
の
活
詞

「
い
く
る
」

に
証
例

「蜻
蛉
日
記

一
に
し
な
ん
と
思

へ
ど
い
く
る
人
ぞ
い
と
つ
ら
き
や
と
あ
る
の
み
に
て
此
活
な
る
は
見
あ
た
ら
ず
」
を
挙
げ
、
「
さ
て

此
詞
こ
の
行
四
段
に
も
活
き
て
同
じ
意
な
る
こ
と
そ
こ
に
い
へ
り
」
（上
二
十
四
ウ
）
と
い
う
。

「
よ
く
る
」
に
つ
い
て
も
事
情
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
「初
稿
本
」
の
中
二
段
活
詞
の
欄
外
に
刊
本
四
段
活
詞
の
証
例
と
な
る
用
例
が
列

記
さ
れ
る
の
み
で
特
に
説
明
が
な
く
、
「刊
本
」
で
は
四
段
活
詞
と
中
二
段
活
詞
に
そ
れ
ぞ
れ
例
語
と
し
て
載
り
多
く
の
証
例
が
付
き
、
「此

詞
此
行
の
中
二
段
に
も
活
き
て
意
全
く
同
じ
け
れ
ば
か
く
例
を
多
く
引
出
せ
る
な
り
」
（四
段
活
詞
）
、
「此
詞
も
四
段
に
は
た
ら
け
り
そ
こ

に
い
へ
る
が
ご
と
し
」
（中
二
段
活
詞
）
と
記
す
。

「浸
」
は

「刊
本
」
で
は
四
段
活
詞

「
ひ
つ
」
と
中
二
段
活
詞

「
ひ
つ
る
」
の
二
つ
の
活
用
型
の
語
を
認
め
、
「初
稿
本
」
で
は
中
二
段

活
詞

「
ひ
つ
る
」
の
み
で
四
段
活
詞
の

「
ひ
つ
」
は
な
い
。
初
稿
本
証
例
は
欄
外
に

「六
帖
五
上

袖
ひ
つ
迄
に
　
堀
二
郎

あ
さ
ま
し
や

ね
さ
め
て
見
れ
バ
あ
と
も
な
し
夢
也
け
り
な
袖

ハ
ひ
つ
る
も
　
后
撰
恋
五

袖
の
み
ぞ
ひ
つ
　
拾
遺
恋
四

つ
め
た
に
ひ
ち
ぬ
　
金
葉

一

池
に
ひ
つ
松
の
」
、
行
間
に

「土
左
日
記

手
を
ひ
て
ゝ
さ
む
さ
も
し
ら
ぬ
云
々
　
又
か
つ
ら
川
袖
を
ひ
て
ヽ
も
」
を
挙
げ

「
こ
れ
も
ひ
た

せ
を
ひ
て
と
い
ふ
に
て
上
に
同
じ
此
他
み
て
ヽ
な
と
い
ふ
も
同
し
約
り
な
り
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は

「約
り
」
と
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
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て
い
る
が
、
「刊
本
」
で
は
四
段
活
詞

「
ひ
つ
」
の
証
例
と
し
て

「古
今
集
夏
に
わ
か
衣
手
の
ひ
つ
を
か
ら
な
ん
　
エハ
帖
五
に
袖
ひ
つ
ま
で

に
　
後
撰
集
恋
に
そ
で
の
み
ぞ
ひ
つ
　
金
葉
集
春
に
池
に
ひ
つ
松
の
云
々
な
ど
あ
り
　
此
詞
も
此
行
の
中
二
段
に
も
活
き
て
お
な
し
意
な

り
此
例
な
ほ
こ
れ
か
れ
あ
り
」
（下

一
ウ
～
オ
）、
中
二
段
活
詞

「
ひ
つ
る
」
の
証
例
と
し
て

「拾
遺
集
恋
に
さ
を
し
か
の
つ
め
た
に
ひ
ち

ぬ
山
川
の
　
順
集
に
お
り
た
て
バ
う
ら
ま
で
ひ
つ
る
袂
ゆ
ゑ
　
蜻
蛉
日
記
に
袖
ひ
つ
る
時
を
だ
に
こ
そ
な
げ
き
し
か
　
源
氏
総
角
に
か
く

袖
ひ
つ
る
な
と
　
堀
河
二
郎
に
袖
は
ひ
つ
る
も
」
（下
三
オ
～
ウ
）
を
挙
げ
、
「此
詞
四
段
に
も
活
き
て
同
じ
意
な
り
」
（下
三
ウ
）
と
言
っ

て
、
活
用
に
応
じ
て
二
つ
の
活
用
型
に
分
別
す
る
。
な
お
、
「初
稿
本
」
の
証
例
、
土
左
日
記
の
二
例
に
つ
い
て
は
下
三
段
活
詞
の
証
例
を

挙
げ
た
後
に
例
を
挙
げ
て
「し
で
ハ
し
だ
ら
せ

つ
て
は
つ
た
へ

ひ
て
ハ
ひ
た
し

み
て
ハ
み
た
せ
を
約
め
て
い
へ
る
の
み
に
て

つ

つ
る

つ
れ
な
ど
活
か
ざ
れ
ば
こ
ゝ
の
は
た
ら
き
詞
に
ハ
あ
ら
ざ
る
な
り
」
（下
四
ウ
）
と
い
う
。

「満
」
も
事
情
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
活
用
型
変
更
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
証
例
の
追
加
削
除
が
行
わ
れ
る
。
「初
稿
本
」
は
四
段
活
詞
と
中

二
段
活
詞
と
し
て
載
る
が
、
中
二
段
活
詞
の
「
み
つ
る
」
は
抹
消
。
「刊
本
」
は
四
段
活
詞

「
み
つ
」
の
み
を
認
め
、
証
例
列
挙
の
後
に
「さ

て
か
く
多
く
出
せ
る
ハ
此
詞
中
二
段
に

み
ち

み
つ

み
つ
る

み
つ
れ

と
も
は
た
ら
く
如
く
思

ハ
る
ゝ
に
し
か
活
き
た
る

一
ッ
も
見
あ

た
ら
ず

み
な
右
の
ご
と
く
こ
ゝ
の
活
き
に
い
へ
れ
ば
な
り

又
寛
喜
女
御
入
内
屏
風
に
さ
な
へ
を
家
隆
卿
う
ゑ
み
つ
る
た
の
も
の
さ
な
ヘ

水
み
ち
て
に
ご
り
な
き
よ
の
影
ぞ
見
え
け
る
と
あ
る

み
つ
る
ハ
み
た
す
る
に
て
意
こ
と
な
り

い
は
ゆ
る
自
他
の
わ
か
ち
な
り

よ
く
わ

き
ま
ふ
べ
し
」
（下
ニ
オ
～
ウ
）
と
言
う
。
証
例
は
省
略
す
る
が
、
活
用
型
変
更
に
伴
う
そ
の
加
除
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
ゐ
や
ぶ
」
は

「初
稿
本
」
で
は
四
段
活
詞
三
音
節
語
の
最
末
尾
に
例
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
離
れ
て

（次
ペ
ー
ジ
の
欄
外
に
）、
「日

本
紀
孝
照
巻

礼

レ
神
ヲ
云
々
　
又
継
体
巻

礼
レ
賢
ヲ
と
あ
り
　
此
訓
さ
ま
此
活
の
例
也
　
又
継
体
巻

脆
礼
と
あ
り
」
と
あ
る
。
「刊
本
」

は

「初
稿
本
」
の
証
例
に

「続
日
本
紀
宣
命
に
為
夜
備
末
都
利
」
を
加
え
中
二
段
の
活
詞
と
す
る
が
、
「第
二
の
音
よ
り
下

へ
つ
ゞ
け
て
よ

め
る
は
四
段
の
活
の
格
な
り

さ
れ
ど
此
詞
の
さ
ま
四
段
の
活
詞
の
如
く
に
は
あ
ら
ず

ン」
ゝ
の
活
詞
の
さ
ま
に
お
も
は
る
れ
ば
こ
ゝ
に
出
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せ
り

な
ほ
よ
く
考
ふ
べ
し
」
（下
十
九
ウ
）
と
記
す
。
言
う
と
お
り
こ
の
証
例
で
は
活
用
型
は
決
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
決
定
の
た
め
可

能
な
か
ぎ
り
用
例
を
求
め
る
態
度
が
見
ら
れ
る

（活
用
型
変
更
に
伴
う
証
例
の
加
除
の
例
は
他
に
も
多
い
が
煩
瑣
に
過
ぎ
る
、
省
略
）

ｂ
　
確
実
な
証
例
の
採
用

「
ふ
る
ゝ
」
で
は
、
「初
稿
本
」
が

「六
帖
五
下

我
身
ふ
る
れ
ば
　
后
撰
雑

一　
ふ
る
ゝ
身

ハ
」
の
二
例
、
「刊
本
」
が

「古
今
集
恋
に

我
身
ふ
る
れ
バ
お
き
所
な
し
　
後
撰
集
雑
に
ふ
る
ゝ
身

ハ
な
み
た
の
中
に
云
々
　
蜻
蛉
日
記
に
二
人
の
御
心
の
う
ち
ふ
り
ず
か
な
し
な
ど

あ
り
」
（下
四
十
七
オ
～
ウ
。
圏
点
、
略
）
の
三
例
。
活
用
型
を
中
二
段
活
と
決
定
す
る
に
は
蜻
蛉
日
記
の
用
例
は
必
須
の
も
の
で
、
こ
の

追
加
の
意
味
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
多
い
。

「
ゐ
や
ぶ
」
の
証
例
で
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
「初
稿
本
」
が
二
例
と
も
漢
籍
訓
、
「刊
本
」
追
加
の
一
例
が
真
仮
名
、
と
い
う
よ
う
に

追
加
の
証
例
は
よ
り
確
実
な
用
例
を
採
用
す
る
。

「
い
な
ぶ
る
」
を
例
と
す
る
と
、
初
稿
本
証
例
「
日
本
紀
欽
明
巻

問
言

（重
出
）
　

皇
極
紀

固
辞
　
神
武
紀

征
，

所

レ
辞
　
（重
出
ご

（三
例
と
も
附
箋
）
、
刊
本
証
例
「源
氏
末
摘
花
に
い
な
び
ぬ
御
心
に
て
　
又
若
菜
に
か
た
く
い
な
ぶ
る
を
　
又
総
角
に
え
き
こ
え
い
な
び

で
な
ど
猶
あ
り
」。
全
て
仮
名
書
き
の
用
例
に
交
替
。
三
例
と
も

「不
用
」
の
段
階
で
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。

「初
稿
本
」
に
お
い
て
既
に
抹
消
さ
れ
て
い
る
証
例
に
、
例
え
ば

望
日紀
神
代
下
欄

（重
出
。
刊
本
不
採
用
と

「祝
詞
大
殿
祭

邪

意
」

な
ど
が
あ
る
。
漢
籍
訓
が
多
い
。

刊
本
不
採
用
の
証
例
に
は
「神
功
巻
に
不
任
予
心
を
こ
ゝ
ろ
に
え
し
の
び
ず
と
よ
め
り
」
「日
本
紀
雄
略
巻

誘
を
あ
と
へ
と
よ
め
り

こ

ハ
も

へ
の
約
り
め
な
る
を

へ
に
転
し
た
る
な
る
べ
し
Ｌ
書
紀
持
統
巻

詐
テ
求
二
幸

媚

一
と
ぁ
り
Ｌ
雄
略
紀

和
顔
悦
色
Ｌ
書
紀
崇
神

叫

哭
を
お
ら
び
な
く
と
よ
め
り
」
「履
中
紀

水
土
不
調
と
書
て
し
か
よ
め
り

つ
や
く
さ
む
」
の
証
例
と

「続
紀
宣
命

弥

結

ホ
云
々
」
な
ど

が
あ
る
。
刊
本
不
採
用
証
例
が
す
べ
て
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
漢
籍
訓
が
多
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
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漢
籍
訓
で
も
、
と
き
に

「刊
本
」
に
お
い
て
も

「初
稿
本
」
と
同
じ
用
例
を
も
っ
て
証
例
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
と
よ
く
」

は
初
稿
本
証
例
が

「書
紀
神
代
紀

〈
山
岳
為
之
〉
鳴
陶
」
Ｊ
ホ神
紀
二
騒
動

〔を
ト
ヨ
ク
と
よ
め
り
Ｆ

「舒
明
紀
に
誼
言

誼
詳
な
と
を
も

ト
ヨ
グ
と
よ
め
り
」、
「刊
本
」
も

「
日
本
紀
に
鳴
陶

騒
動

一彗
百
誼
詳
な
ど
を
し
か
よ
め
り
」
、
「う
ま
は
る
」
は
初
稿
本
証
例
が

「
日
本

紀
允
恭
巻

蕃

認
」
「皇
極
巻

不
蕃
息
と
あ
り
」
「仁
賢
巻

殖

］
、
「刊
本
」
も

「
日
本
紀
允
恭
巻
に
蕃

認
　
仁
賢
巻
に
殖

ル
皇
極
巻
に

不
二
蕃
息

一
な
ど
あ
り
」
な
ど
、
刊
本
採
用
の
初
稿
本
漢
籍
訓
証
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
他
に
確
実
な
証
例
が
無
い
場
合
に
限

ら
れ
る
。
漢
籍
訓
な
が
ら
、
そ
の
訓
を
お
そ
ら
く

『古
事
記
伝
』
に
拠

っ
た
と
思
わ
れ
る
例
も
あ
る
。
「
よ
こ
す
」
は
刊
本
の
証
例
が

「古

事
記
下
巻
に
誨

二
大
日
下
王

一
云
々
　
字
鏡
に
語

与
己
須
　
万
葉
集
十
二
巻
に
人
言
之
語

乎
き
ゝ
て
　
催
馬
楽
葦
垣

お
や
に
ま
う
よ

こ
し
ま
う
し
な
ど
あ
り
」。
初
稿
本
証
例
は
「古
事
記

語
大
日
下
王
国
云
々
　
〔祝
詞
大
殿
祭

邪

意
〕

字
鏡
に
誨

与
己
須
と
あ
り
　
催

馬
楽
葦
垣
に
お
や
に
ま
う
よ
こ
し
ま
う
し
」
で
、
「不
用
」
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
万
葉
集
の
用
例

一
例
が
追
加
と
な
っ
て
刊
本
証
例
と
な

る
。
「
語
」
に
つ
い
て
は

『古
事
記
伝
』
に

「諷
は
、
与
許
志
奉
理
と
訓
べ
し
、
催
馬
楽
ノ
葦
垣
に
、
太
礼
加
己
乃
己
止
乎
、
お
也
爾
末
宇

ゲ
ピ
ど
が
庁
ど
ぞ
ヽ
（略
）
万
葉
十
二

【四
丁
】
に
、
ハ
訂
ど
認
率
離
Ｗ
ヽ
書
紀
応
神
ノ
巻
に
、
認
二
部
で
皇

二
一
、
字
鏡
に
読

ハ
ゲ
ｒ
舜

な
ど
あ
り

（略
ご

（全
集
第
十
二
巻
二
三
〇
ぺ
）
と
あ
る
。
父
宣
長
の

『古
事
記
伝
』
に
多
く
従

っ
た
と
了
解
さ
れ
る
。

「初
稿
本
」
に
、　
マ
行
中
二
段
活
詞

「
い
な
む
る
」
に
対
し
て

「此
詞

ハ
此
活
か
四
段
の
活
か
た
し
か
な
る
語
見
あ
た
ら
ざ
れ
ど
も
日

本
紀
欽
明
巻

問
言

神
武
紀
に
無
所
辞

と
あ

〔れ
バ
〕
る
か
な
づ
け
に
よ
り
て
こ
ゝ
に
出
せ
り
」
（頭
書
）
と
い
う
。
春
庭
に
は
漢
籍
訓

を
も
っ
て
全
面
的
に
は

「
た
し
か
な
る
」
証
例
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
で
あ
る
。

漢
籍
訓
以
外
に
も
不
採
用
証
例
は
あ
る
。
先
に
述
べ
た

「
い
く
る
、
よ
く
る
、
み
つ
る
」
の
よ
う
な
活
用
型
認
定
の
変
更
に
伴
う
証
例

の
加
除
の
ほ
か
に
、
「刊
本
」
に
至
る
ま
で
同
じ
活
用
型
で
あ
り
な
が
ら
証
例
が
入
れ
替
る
例
が
あ
る
。
例
え
ば

「
を
く
」
で
は
、
「初
稿

本
」
の
証
例
が

「催
馬
楽
鷹
山

多
可
乎
波
名
知
安
介
乎
久
乎
名
美
」
、
「刊
本
」
が

「万
葉
十
七
に
呼
久
よ
し
の
そ
こ
に
な
け
れ
ば

拾
遺
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集
物
名
に
は
し
た
か
の
を
き
ゑ
に
せ
ん
と
云
々
な
ど
あ
り
」
（上
二
十
三
ウ
）
で
あ
る
。
「不
用
」
で
催
馬
楽
の
例
が
除
か
れ
万
葉
の
例
が

加
え
ら
れ
、
「刊
本
」
で
拾
遺
集
の
例
が
加
え
ら
れ
た
。
『古
事
記
伝
』
に

「拾
遺
集
ノ
物
ノ
名

ノ
歌
に
、
は
し
鷹
の
遠
伎
恵
に
せ
む
と
構

た
る
云
々
、
こ
れ
ら
も
鷹
を
招
キ
寄

ス
る
を
、
遠
伎
と

へ
り

【を
き
ゑ
は
招
餌
な
り
Ｆ

（十

。
一
五
五
）
と
あ
る
。
催
馬
楽
の
用
例
が
除

か
れ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
よ
り
明
快
確
実
な
用
例
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

漢
籍
訓
の
証
例
と

一
字

一
音
仮
名
表
記
の
証
例
を
数
値
を
も

っ
て
示
せ
ば
、
「初
稿
本
」
の
証
例
二
八
八
例
中

一
字

一
音
仮
名
表
記
の
証

例
は

一
八
三
例

（六
四
％
）
で
あ
る
が
、
「刊
本
」
で
は
九
七
二
例
中
八
二
六
例

（八
五
％
）
と
な
る
。
ま
た
単
に

一
字

一
音
仮
名
表
記
の

証
例
が
多
く
加
え
ら
れ
た
だ
け
で
な
く

「初
稿
本
」
の
漢
籍
訓
証
例
と
差
し
替
え
る
こ
と
も
あ
る
。
「不
用
」
で
は
四
九
六
証
例
中
四
六
九

（九
五
％
）
が

一
字

一
音
仮
名
表
記
の
証
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
証
例
と
し
て
確
実
な

一
字

一
音
仮
名
表
記
の
用
例
を
証
例
と
す
る
採

用
方
針
が
確
立
し
た
の
は
、
「不
用
」
の
カ
ー
ド
を
採
り
始
め
た
こ
ろ
と
認
め
ら
れ
る
。

春
庭
に
は
、
こ
の
よ
う
に
可
能
な
か
ぎ
り
多
く
の
、
よ
り
確
実
な
用
例
を
も

っ
て
事
を
述
べ
る
、
い
わ
ば
実
証
的
な
態
度
が
顕
著
で
あ

Ｚつ
。ｃ

　
法
則
化
に
伴
う
証
例
の
不
採
用

春
庭
が
動
詞
に

「
す
、
さ
す
」
「
る
、
ら
る
」
の
下
接
し
た
語
形
を

一
語
と
扱
う
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
す
、
さ
す
」
を
例

と
し
て
い
う
と
、
「初
稿
本
」
の
「
す
、
さ
す
」
下
接
と
認
め
ら
れ
る
語
の
証
例
は
「
万
葉
二
の
御
言
不
御
間
を
み
こ
と
と
は
せ
ず

（問
う
と

「
又
同
巻

立
者
を
た
ゝ
す
れ
ば

盆
工
つ
と
、
「後
拾
春
上

梅
が
香
を
桜
の
花
に
匂

ハ
せ
て
柳
か
枝
に
さ
か
せ
て
し
哉

（匂
ふ
と

「藤
ば
か

ま
な
と
の
野
辺
を
に
ほ
ハ
す

（匂
ふ
と

（四
例
中
後
半
の
二
例
は
自
他
に
関
わ
る
記
述
中
の
用
例
）
四
例
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
「不

用
」
で
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
「
あ
は
す
る

（合
ふ
と

が

「万
十
九

安
波
勢
や
り
」
「第

あ
ま
た
み
あ

ハ
せ
ん
の
心
な
ら
ね
と
」
な

ど

一
〇
例
、
「
し
ら
す
る

（知
る
と

が

「
万
三
十

志
良
世
牟
」
「拾

君
に
し
ら
せ
む
」
な
ど
七
例
、
「
に
ほ
は
す
る
」
が

「後
拾
春
上

梅
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か
香
を
桜
の
花
に
に
ほ
ハ
せ
て
柳
の
枝
に
さ
か
せ
て
し
か
な
（初
稿
本
証
例

同
ど

「
わ
か
れ

八
重
桜
を
え
も
い
は
す
に
ほ
ハ
せ
給

へ
り
」

二
例
、
ほ
か
に

「
お
も
は
す
る

（思
ふ
と

が
六
例
、
「
と
ら
す
る

（取
る
と

が
四
例
、
「
い
は
す
る

（言
ふ
ど

「
き
か
す
る

（聞
く
と

が

各
三
例
、
「
ふ
ら
す
る

（降
る
と

「
は
し
ら
す
る

（走
る
と

が
各
二
例
、
「
ま
た
す
る

（待
つ
と

「
も
た
す
る

（持
つ
ご

「な
か
す
る

（泣

く
ご

「
な
ら
は
す
る

（習
ふ
と

「
よ
ま
す
る
」
「
を
ら
す
る
」
「く
ゆ
ら
す
る
」
「
ま
ゐ
ら
す
る
」
「給
は
す
る
」
が
各

一
例
、
計
四
八
例
を

数
え
る
。
こ
の

「
不
用
」
証
例
中
、
刊
本
採
用
証
例
は
二
六
例
、
不
採
用
証
例
は
三
二
例
。
こ
の
不
採
用
は
先
に
見
て
き
た
ａ
・
ｂ
と
は

違

っ
て
、
「刊
本
」
の
例
語
列
挙
に
続
く

「右
に
挙
た
る
外
い
は
す
る

お
も

ハ
す
る

と
は
す
る

ま
た
す
る

も
た
す
る

よ
ま
す
る

を
ら

す
る
な
ど
他
に
然
さ
す
る
詞
猶
い
と
多
し
こ
と
ハ
＜
ヽ
く
は
出
さ
ず
」
（上
四
十
五
ウ
）
と
関
わ
る
。
自
他
の
問
題
と
絡
み
合

っ
て
「動
詞
未

然
形
＋
す

。
さ
す
」
の
語
形
を

一
般
化
法
則
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
、
い
わ
ば
帰
納
化
し
て

一
つ
の
公
式
と
な
す
考
え

は

「刊
本
」
に
近
く
明
確
に
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
そ
れ
は

「不
用
」
の
よ
う
に
多
数
の
用
例
を
集
め
て
始
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
す
。さ
す
」
下
接
形
は
自
他
の
問
題
と
関
係
し
、
「初
稿
本
」
に
も
自
他
に
関
す
る
記
述
が
貼
紙
を
も
っ
て
行
れ
る
が

（↓
第
二
章
第

二
節
三
）、
「刊
本
」
ほ
ど
に
は
詳
し
く
な
い
。

再
び
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ま
と
め
と
し
て

「
い
く

（生

。
活
と

に
つ
い
て
言
え
ば
、
『活
用
言
の
冊
子
』
は
四
段
活
と
下
三
段
活

（宣
長
書
入
）
の
例
語
と
し
て
載
り
、
『詞
つ
か
ひ
』
も
同
様
で
下
三
段
活
に
は
証
例
が

一
例
付
く
。
『詞
八
衛
』
関
係
で
は

「初
稿
本
」

が
四
段
活

（挿
入
）
と
上
二
段
活
と
し
て
載
り
、
後
者
に
証
例
が
六
例
付
く
。
「
や
ち
ま
た
不
用
」
は
四
段
活
の
証
例
が
七
例
、
上
二
段
活

の
証
例
が

一
例
で
あ
る
。
「刊
本
」
に
は
四
段
活
と
上
二
段
活
の
証
例
と
し
て
載
り
、
前
者
に
証
例
が

一
一
例
、
後
者
に
証
例
が

一
例
付

く
。
「初
稿
本
」
の
証
例
六
例
は

「中
二
段
の
活
詞
」
の

「
い
く
る
」
に
付
く
が
す
べ
て
四
段
活
の
用
例
で
あ
っ
て
、
春
庭
も

「
こ
れ
ら
を

か
く
多
く
あ
げ
た
る
ハ
此
詞
中
二
段
に
い
き

い
く

い
く
る

い
け
れ
　
〔
い
け
〕
と
活
く
詞
と
も
思

ハ
る
れ
ハ
な
り
さ
れ
ど
か
く
中
二
段

，

に
活
き
た
る
ハ
見
あ
た
ら
ず
」
と
い
う
。
「刊
本
」
で
は

「中
二
段
の
活
詞
」
の
証
例

（「や
た
ま
た
不
用
」
の
証
例
と
同
じ
）
を
挙
げ
て
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「―
―
と
あ
る
の
み
に
て
此
活
な
る
は
見
あ
た
ら
ず
」
と
し
、
「
四
段
の
活
詞
」
の
場
合
、
更
に
多
く
の
証
例
を
求
め

「此
詞
此
行
の
中
二

段
の
活
に
て
い
き

い
く

い
く
る

い
く
れ
と
の
み
活
く
詞
と
覚
え
し
に
か
く
四
段
に
活
か
し
た
る
方
多
く
て
中
二
段
に
用
ひ
た
る
は
い

と
稀
な
れ
ば
か
く
お
ほ
く
挙
て
其
よ
し
を
し
ら
し
む
る
な
り
」
と
い
う
。

一
字

一
音
の
仮
名
表
記
の
証
例
で
は
、
「初
稿
本
」
が
証
例
二
八
八
例
中

一
八
三
例

盆
ハ
四
％
）
、
「
や
ち
ま
た
不
用
」
が
四
九
六
例
中
四

六
九
例

（九
五
％
）
、
「刊
本
」
が
九
七
二
例
中
八
二
六
例

（八
五
％
）
で
あ
る
。
「初
稿
本
」
で
は
比
較
的
漢
字
表
記
の
証
例
が
多
く

「刊

本
」
で
は
少
な
い
。
訓
み
が
幾
つ
か
有
り
得
る
用
例
は
証
例
と
し
て
避
け
、
差
し
替
え
が
行
わ
れ
、
多
く
は
新
た
に

一
字

一
音
の
仮
名
表

記
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

「や
ち
ま
た
不
用
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、

ハ
行
中
二
段
の
活
詞

「
い
な
ぶ
る
」
で
は
、

○
初
稿
本
―
―
日
本
紀
欽
明
巻

問
申
、
白ム
〓
極
紀

固
辞
、
神
武
紀

鉦
夕

所

レ
辞

ル
・

八
ウ

。
貼
紙
）

○
不
用
　
―
―
末

つ
む
花
に
い
な
び
ぬ
御
心
に
て
、
若
菜
上
に
か
た
く
い
な
ぶ
る
を
、
総
角
え
聞
え
い
な
び
で
、
竹
と
り
い
な
び
申
さ

ん

○
刊
本
　
―
―
源
氏
末
摘
花
に
い
な
び
ぬ
御
心
に
て
　
又
若
菜
に
か
た
く
い
な
ぶ
る
を
　
又
総
角
に
え
き
こ
え
い
な
び
で
な
ど
猶
あ
り

（下
十
六
ウ
）

ラ
行
四
段
の
活
詞

「う
ご
な
は
る
」
で
は
、

○
初
稿
本
―
―
些
日紀
天
武

又
祝
詞

二
集
を
し
か
よ
め
り

（二
六
ウ

。
貼
紙
）

○
不
用
　
―
―
大
祓

集

侍
、
続
紀

末
為
宇
古
那
波
礼
留

ｏ
梨

―

ム

写

嘲

癬

纂

宇。
か
弥

獣

言

十

五

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
く
る
と
、
春
庭
に
と
っ
て
証
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
活
用
型
決
定
に
関
わ
っ
て
如
何
に
重
要
で
あ

っ
た
か
、
ど
の
よ
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う
に
し
て
活
用
型
の
決
定
を
法
則
化
す
る
ま
で
に
至

っ
た
か
が
理
解
さ
れ
、
併
せ
て
そ
の
過
程
の
証
例
の
あ
り
よ
う
に
お
い
て
初
稿
本
↓

や
ち
ま
た
不
用
↓
刊
本
の
順
に
成

っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｅ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
希

１
　
足
立
巻

一
「
『詞
八
衛
』
に
関
す
る
未
発
表
資
料
―
八
街
成
立
論
の
う
ち
―
」
翁
勢
陽
論
叢
』
第
七
号
　
昭
和
四
十
八
年
七
月

皇
学
購
大

学
）
。

２
　
注
１
。

３
　
注
１
。

４
　
本
書
資
料
番
号
２４
、

２５
ｏ
詳
し
く
は
次
の
第
三
節
三
で
述
べ
る
。

○
第
二
節
は
、
未
発
表
旧
稿
に
加
筆
し
た
。



第
二
節

　

「や
ち
ま
た
例
語
草
稿
」
と

「や
ち
ま
た
例
語
草
稿
二
」

一
　

「
や

ち
ま
た
例
語
草
稿
」

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
第
二
門
文
書

第

一
部
未
表
装
之
部

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇
三
の
六

一　
に

「詞
の
通
路
草
稿
」
と
記
載
さ

れ
る
資
料
が
あ
る

（本
書
資
料
番
号
１７
）
０
資
料
添
付
の
調
査
票
に
よ
る
と
、
標
題

「詞
の
通
路
自
他
草
稿
」
、
料
紙

「半
紙
四
ツ
折
横
仮

綴
表
紙
共
三
十
九
丁

一
冊
」
、
寸
法

「タ
テ

一
四
。
ニ
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
二
〇
。
○
セ
ン
チ
」
と
あ
り
、
全
文
又
は
要
旨
の
欄
に

「墨
付
三
十

六
丁
に
品
詞
を
次
の
活
用
型
に
分
類
列
記
し
て
い
る
。
か
四
段
　
か
下
三
段
　
さ
四
段
　
は
四
段
　
は
下
三
段
　
ま
四
段
　
ま
下
三
段

ら
四
段
　
春
庭
の
語
法
、
自
他
の
研
究
の
草
稿
で
あ
ろ
う
。

」
と
あ
る
。
し
か
し
こ
の

「詞
の
通
路
」
「自
他
」
と
い
う
点
は
誤
り
で
、
確

か
に
こ
の
資
料
に
は
動
詞
が

一
ペ
ー
ジ
に
、
後
に
書
き
込
ま
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
語
を
除
い
て
八
行
、　
一
行
に
二
語
、
計

一
六
語
が
整
然

と
書
か
れ
て
い
る
。　
一
行
に
二
語
を
書
く
体
裁
は
、　
一
見
あ
た
か
も
上
下
三
段
に
分
か
れ
、
そ
の
上
下
の
二
語
が
自
他
対
応
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
る
。
刊
本

『詞
通
路
』
の
自
他
対
置
語
が
二
四

一
組
全
て
上
下
に
対
置
し
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「通
路
」
関
係
の
草

稿
は
、
例
え
ば

「自
他

（か
よ
ひ
ち
草
稿
ご

（三
の
二
六
）
や

「
か
よ
ひ
路
自
他
草
稿
」
Ｔ
一の
二
七
）
な
ど
、　
一
行
に
二
語
、
上
下
対
置

し
て
書
く
。
こ
の
資
料
を

「
通
路
」
関
係
の
も
の
と
誤

っ
た
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。

い
ま
仮
に
、
こ
の
資
料
を

「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
」
翁
例
語
草
稿
」
と
略
称
）
と
称
し
、
『詞
八
衛
』
の
い
わ
ば

「活
用
型
別
例
語
集
」

で
あ
る
こ
と
、
刊
本

『詞
八
衛
』
に
極
め
て
近
く
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
次
に
位
置
し
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
例
語
を
整
え

「刊
本
」
の
直
前
に
位
置
す
る
の
が

「詞
の
や
ち
ま
た
草
稿
残
欠
本
」
∩
残
欠
本
」
と
略
。
↓
三
）
で
あ
り

「詞
の
や
ち
ま
た
浄
書
稿
」
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η
浄
書
稿
」
と
略
。
↓
三
）
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
併
せ
て
、
先
に
証
例
を
も

っ
て
述
べ
た

「初
稿
本
詞
八
衛
」
が

「や
ち
ま
た
不
用
」

以
前
に
成
立
し
た
こ
と
を
こ
の
資
料
の
例
語
に
よ
っ
て
改
め
て
証
す
る
。
な
お
、
こ
れ
と
同
類
の
資
料
に

「①
中
二
段

（初
頭
の
題
名
ご

∩
例
語
草
稿
二
」
と
略
）
が
あ
る

（↓
四
）。

一
一　

例

語

０
　
語
数
、
種
類
、
排
列

「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
」
は
、
力
行
四
段

・
力
行
下
三
段

・
サ
行
四
段

・
ハ
行
四
段

・
ハ
行
下
三
段

。
マ
行
四
段

・
マ
行
下
三
段

・
ラ

行
四
段

・
ラ
行
下
三
段

（調
査
票
に
ラ
行
下
三
段
語
を
欠
く
）
の
九
種
の
活
用
型
の
例
語
を
列
記
す
る
。
そ
の
総
数
は
、
抹
消
語

一
三
語
、

傍
記
す
る
異
表
記
の
語

一
五
語
を
加
え
て
計

一
二
九
五
語
で
あ
る
。
抹
消
語
の
う
ち
重
出
語
七
語
、
活
用
型
不
適
切
語

一
語
、
計
八
語
を

除
く
残
り

一
二
八
七
語
が
各
活
用
型
別
に
載
る
適
切
な
例
語
と
な
る
。　
〓

一八
七
語
中
に
書
入
挿
入
語
が

一
九
二
語
、
残
り

一
〇
九
五
語

が
正
常

（
一
ペ
ー
ジ
八
行
、　
一
行
二
語
）
に
書
か
れ
る
例
語
で
あ
る
。

「例
語
草
稿
」
に
す
べ
て
の
活
用
型
の
語
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
九
種
に
限
ら
れ
、
「例
語
草
稿
」
と
同
じ
こ
の
九
種
の
活
用
型
の
「刊

本
」
の
例
語
は

一
二
八
七
語
。
「例
語
草
稿
」
と
同
数
で
は
あ
る
が
、
両
者
に
共
通
の
同

一
語
は

一
二
七

一
語
で
、　
三
ハ
語
が
異
な
り
、
九

九
％
の
語
が
両
者
に
共
通
し
て
存
在
す
る
。
「例
語
草
稿
」
の
例
語
と

「刊
本
」
の
例
語
と
は
、
き
わ
め
て
近
い
。

「例
語
草
稿
」
の
例
語
の
排
列
は
次
に
列
記
す
る
よ
う
に
徹
底
し
て
五
十
音
順
で
あ
る
。
書
入
挿
入
語
は
五
十
音
順
排
列
と
し
て
適
切

な
箇
所
に
書
き
込
ま
れ
、
稀
に
順
序
を
間
違
え
て
書
い
た
場
合
に
は
、
上

金
型

の
語
の
右
肩
に

「下
」
、
下

（後
）
の
語
の
右
肩
に

「上
」

と
記
す

（引
用
②
）
な
ど
し
て
五
十
音
順
に
並
ぶ
よ
う
に
訂
正
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
排
列
は

「刊
本
」
と
同
じ
で
あ
る
。
（
●

△

に
つ
い
て
は
、
「五
」
で
述
べ
る
。
丁
付
は
な
く
、
私
に
施
す
）
。
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①
Ｏ
か
四
段

あ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く

●
あ
が
く
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
む
く

〈
△
あ
さ
や
く
〉

あ

ふ
ぐ
　
　
　
　
　
　
△
あ

へ
ぐ

●
あ

ゆ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
く

あ

る
く
　
　
　
　
　
△
●
い
く

●
い
す

ゝ
く
　
　
　
　
　
　
い
そ
ぐ

△
い
そ
は
く

い
だ
く
　
　
　
　
　
　
　
い
た

ゞ
く

②

Ｏ
さ
四
段

や

つ
す
　
　
　
　
　
　
　
や
ど
す

△
や
は
す
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ら
か
す

〈
△
ゆ
る
が
す
〉

ゆ
る
す

ｏ
　
　
　
　
△
●
よ
こ
す

よ
さ
す
　
　
　
　
　
　
下
わ
た
す

△
上
わ
か
す
　
　
　
　
　
　
ゑ
は
す

を
す
　
　
　
　
　
　
　
●
を
や
す

（以
下
、
略
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
オ
）

（Ｈ
ウ
～
・２
オ
）
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③
Ｏ
ら
下

三
段

あ
る

ゝ

〈
あ
く
が
る

あ
き
る

ゝ

あ
な
づ
ら
る

ゝ

あ
ふ
る

ゝ

い
る

ゝ

う
か
る

ゝ

△
あ
が

る

ゝ

ゝ
〉●

あ
ざ

る

ゝ

あ
ば

る

ゝ

あ
ら

は
る

ゝ

い
と
は
る

ゝ

〈
い
ら
る

ゝ
〉

う
た

る

ゝ
〈
う
ば
ゝ
る
ゝ
〉
　

（以
下
、
略
）

対
す
る

「刊
本
」
の
例
語
は

（
ｏ

は
証
例
が
付
く
印
）
、

④
力
行
四
段
活
詞

あ
く
　
あ
く
　
ｏ
あ
が
く
　
あ
ざ
む
く
　
○
あ
ざ
や
ぐ

い
そ
ぐ
　
ｏ
い
そ
は
く
　
い
だ
く
　
い
た
ゞ
く

サ
行
四
段
活
詞

や

つ
す
　
や
ど
す
　
ｏ
や
は
す
　
ゆ
ら
か
す
　
ゆ
る
す

を
す
　
ｏ
を
や
す

ラ
行
下
三
段
活
詞

あ
ふ
ぐ

　
ｏ
あ

へ
ぐ

る

ｏ
あ

ゆ
ぐ
　
あ
り
く

　

ｏ
い
く

　

ｏ
い
す

ゝ
く

○
ゆ
る
が
す
　
○
よ
こ
す

よ
さ
す
　
ｏ
わ

か
す
　
わ
た
す
　
ゑ
は
す

（
３６

オ

）
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あ
る
ゝ
　

ｏ
あ
が
る
ゝ
　
あ
き
る
ゝ
　
あ
く
が
る
ゝ
　

ｏ
あ
ざ
る

ゝ
　
あ
ば
る
ヽ
　
あ
ふ
る
ヽ
　
あ
ら

ハ
る
ゝ
　

い
る
ゝ

い
と
は
る
ゝ
　
い
ら
る
ゝ
　
ンフ
か
る
ゝ
　

つゝ
た
る

ゝ
　
う
ば

ゝ
る

ゝ

の
よ
う
に
列
記
さ
れ
る
。

０

　

「例
語
草
稿
」
の
例
語
か
ら

「刊
本
」
の
例
語

ヘ

「例
語
草
稿
」
の
例
語
と

「刊
本
」
の
例
語
と
を
対
照
す
る
と
、
次
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。

（ア
）
　

「刊
本
」
に
無
い

「例
語
草
稿
」
の
語

（
一
六
語
）

な

つ
く

、

〈
は

く

〉

〈
い

ひ

ろ

ふ
〉
、

実

△

い
ま

ふ
と

、

△
う

づ

の

ふ
、

実

△
う

れ

ふ
と

、

△

●
か

ど

ふ
、

〈
し

の

ぶ
〉
、

〈
△
す

が

ふ
〉

力

四

宍

か

ら

む

こ

ハ
四

マ
四

宍
た

は

む

る
と

、

●
、

つ
む

る
、

な

む

る
、

●
ね

し

む

る

あ
ら
づ
ら
る
ゝ
、
や
す
ら
は
る
ゝ

（イ
）
　

「例
語
草
稿
」
に
無
い

「刊
本
」
の
語

（
一
六
語
）

す
く
、
な
げ
く

マ
下
二

ラ
下
二

あ
こ
が
ら
す
、
き
こ
す
、
な
す

い
ろ
ふ
、
か
だ
ふ
、
し
ぬ
ぶ

か
け
る
、
く
る
、
す
ぢ
る
、
も
ぢ
る

力
四

サ
四

ハ
四
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あ
こ
が
る
ゝ
、
た
ど
ら
る
ゝ
、
ほ
る
ゝ
、
め
な
る
ゝ

ラ
下
二

両
者
に
対
応
す
る
同

一
語
の
な
い
語
は
右
の
三
二
語
で
あ
る
。
他
に
、
抹
消
語

一
三
語
と
異
表
記
を
伴
う
語

一
五
語
と
が
あ
る
。

次
に
挙
げ
て
お
く
。

（ウ
）
　

「例
語
草
稿
」
の
抹
消
語
、　
〓
一一語
。

同

一
語
重
出
の
た
め
の
抹
消
、
七
語
。

〈
か
ら
す
〉
、
〈
△
さ
す
ら
ハ
す
〉
、
〈
た
ふ
す
〉
、
ほ
す
、
下
よ
ろ
こ
ぶ
、
〈
け
ど
ら
る
ゝ
〉
、
は
づ
る
ゝ

右
は
抹
消
語
。
五
十
音
順
排
列
に
整
え
る
た
め
の
抹
消

・
重
出
が
多
い
。
重
出
語
は
次
の
と
お
り
。

〈
か
ら
す
〉、
〈
△
さ
す
ら
ハ
す
〉
、
〈
た
ふ
す
〉
、
〈
ほ
す
〉
、
〈
よ
ろ
こ
ぶ
〉、
〈
け
ど
ら
る
ゝ
〉
、
は
づ
る
ゝ

活
用
型
不
適
切
の
た
め
の
例
語
、
二
語
。

〈
わ
ろ
ふ
〉
（ラ
行
下
二
段
活
の
語
と
し
て
載
る
）
、
〈
△
う
れ
ふ
〉
（
ハ
行
四
段
活
の
語
と
し
て
載
る
）。

そ
の
他
、
四
語
。

〈
ま
つ
は
す
〉
、
〈
△
い
ま
ふ
〉
、
〈
か
ら
む
〉
（他
に

「
か
ら
む
る
」
が
あ
る
）、
〈
た
は
む
る
〉
（他
に

「〈
た
わ
む
る
と

が
あ
る
）

（
工
）

異
表
記
を
伴
う
語
、　
一
五
語
。
（例
語
と
し
て
は
二
語
と
数
え
、
三
〇
語
と
し
て
処
理
し
た
）。

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
ね

△
う
し
は
く
、
き
こ
じ
め
す
、
ま
を
す
、
△
う
づ
な
ふ
、
さ
む
ら
ふ
、
△
●
な
学
ら
ふ
、
ひ
こ
け
ら
ふ
、
ひ
り
ふ
、
ま
と
ふ
、
ま
な

ぶ
、
あ
つ
ら
ふ
る
、
な
す
ら
ふ
る
、
か
０
む
、
に
麒
む
、
く
ば
る
。

と
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

刊
本
採
用

・
不
採
用
の

「例
語
草
稿
」
の
語
に
つ
い
て
、
以
下
述
べ
る
。

（
ａ
）
「
る

ｏ
ら
る
、
す

ｏ
さ
す
、
し
む
」
下
接
形
に
関
す
る
も
の
。
（ア
）
の

「ね
し
む
る
、
あ
な
づ
ら
る
ゝ
、
や
す
ら
は
る
ゝ
」
三
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語
。
春
庭
に
は
こ
の
下
接
形
を

一
語
と
し
て
扱
う
方
針
が
あ

っ
て
必
ず
し
も
す
べ
て
を
列
挙
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。　
一
括
類
型
と
し
て

例
示
す
る
こ
と
が
多
い
。
「刊
本
」
に
次
の
よ
う
に
一言
つ
。

⑤
右
に
挙
た
る
外
い
は
す
る

お
も

ハ
す
る

と
は
す
る

ま
た
す
る

も
た
す
る

よ
ま
す
る

を
ら
す
る
な
ど
他
に
然
さ
す
る
詞
猶
い
と

多
し
こ
と
ハ
＜
ヽ
く
は
出
さ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
四
十
五
ウ
）

何
し
む
る
と
い
ふ
こ
と
な
ほ
お
ほ
し
皆
こ
ゝ
の
活
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
三
十

一
オ
）

賞

　

　

　

　

＝―

―

ｌ

　

　

　

ｏ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ

　

　

。
―
―

―
―

　

。
―
―

右
に
挙
た
る
外
四
段
の
活
詞

ヽ
の
第

一
の
音
よ
り
お
ど
ろ
く
を
お
ど
ろ
か
る
ゝ

く
ら
す
を
く
ら
さ
る
ゝ

く
む
を
く
ま
る
ゝ
な
ど
活
か

し
又

一
段
の
活
詞
中
二
段
の
活
詞
の
其
第
二
の
音
よ
り
き
る
を
き
ら
る
ゝ

見
る
を
見
ら
る
ゝ

お
く
る
を
お
き
ら
る
ヽ

こ
ふ
る
を

。
‐
―
‐
‐
‐
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

着

こ
ひ
ら
る
ゝ
な
と
活
か
し
下
三
段
の
活
詞
の
そ
の
第
四
の
音
よ
り
う
く
る
を
う
け
ら
る
ゝ
　
い
づ
る
を
い
で
ら
る
ゝ

と
が
む
る
を
と

が
め
ら
る
ゝ
な
ど
る
ゝ

ら
る
ゝ
と
活
か
し
た
る
た
ぐ
ひ
な
ほ
い
と
多
し
こ
と
，′＜
ヽ
く
は
出
さ
ず
み
な
こ
ゝ
の
活
詞
な
り

（下
四
十
九
オ
）

「刊
本
」
に
お
い
て
語
と
し
て
不
採
用
で
あ
っ
て
も
例
語
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
三
語
、
す
べ
て

「初

稿
本
」
に
あ

っ
て
、
「残
欠
本
」
に
は

「
ね
じ
む
る
」
が
載
る
。
こ
の

「
ね
じ
む
る
」
に
は
語
の
右
肩
か
ら
下
に
墨
線
を
引
く
。
こ
れ
は
例

語
と
し
て
挙
げ
な
が
ら
も
後
に
抹
消
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「刊
本
」
に

「
ね
し
む
る
」
は
な
い
。

（ｂ
）
異
表
記
の
同

一
語
。
（ア
）
の

「う
づ
の
ふ
、
た
は
む
る
、
か
ど
ふ
、
し
の
ぶ
」、
（イ
）
の

「
か
だ
ふ
、
し
ぬ
ぶ
」
は
同

一
語
な

が
ら
両
者
で
表
記
が
異
な
る
た
め
厳
密
に
は
対
応
す
る
語
が
な
い
。
「う
づ
の
ふ
」
は

Ｆ
つ
づ
な
ふ
」
の
異
表
記

「
の
」
に
よ
っ
て
例
語
と

し
た
も
の
。
「初
稿
本
」
に
は

「
〔う
づ
な
ひ
ど

と

「
〈
う
づ
の
ふ
と

と
が
あ
り
、
「う
づ
な
ひ
」
を
抹
消
す
る
。
「
不
用
」
は

「う
づ
な

ふ
」
、
「刊
本
」
も

「う
づ
な
ふ
」
で
あ
る
。
「残
欠
本
」
「浄
書
稿
」
は
、
こ
の
例
語
を
含
む
凡
そ

一
ペ
ー
ジ
分
を
欠
く
。
「た
は
む
る
」
は

抹
消
語
で
あ
る
が
、
他
に

「
た
わ
む
る
」
も
載
る
。
「初
稿
本
」
は

「
た
は
む
る
」
、
「残
欠
本
、
浄
書
稿
」
は

「
た
わ
む
る
」
、
「刊
本
」
も
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「た
わ
む
る
」
で
あ
る
。
「
か
ど
ふ
」
は
、
「初
稿
本
」
が

「
か
ど
ふ
」
、
「不
用
」
が

「
か
だ
ふ
」、
「刊
本
」
が

「
か
た
ふ
」
で
あ
る
。
「残

欠
本
、
浄
書
稿
」
は

「
か
ど
ふ
」
を
例
語
と
す
る
が
、
こ
れ
は
ラ
行
四
段
活
の
証
例
中
に
メ
モ
的
に
書
入
れ
る
。
「
し
の
ぶ
」
は
、
「初
稿

本
」
で
は
ハ
行
変
格
活
と
し
て

「
し
の
ぶ
」
が
載
り

「此
条
な
し
」
と
書
入
れ
て
抹
消
す
る
。
「不
用
」
に
は
ハ
行
中
二
段
の
用
例
が
あ

る
。
「例
語
草
稿
」
に
ハ
行
四
段

「し
の
ぶ
」
が
あ
り

「例
語
草
稿
二
」
に
は
ハ
行
中
二
段
の

「し
の
ぶ
」
も
載
る
。
「残
欠
本
、
浄
書
稿
」

は
ハ
行
四
段
の

「
し
ぬ
ふ
」
で
、　
ハ
行
中
二
段
活
詞
は
す
べ
て
を
欠
く
の
で
確
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は

「
し
の
ぶ
」
も
書

か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
「刊
本
」
は
ハ
行
四
段
の

「し
ぬ
ぶ
」
と
ハ
行
中
二
段
の

「
し
の
ぶ
」
で
あ
る
。

（
ｃ
）
「例
語
草
稿
」
「刊
本
」
と
も
に
、
そ
の
前
後
の
例
語
排
列
は
同
じ
で
、
対
応
す
る
語
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
（ア
）
の

「
な
つ

く
、
い
ま
ふ
」
、
（イ
）
の

「
な
げ
く
、
い
ろ
ふ
」
で
あ
る
。
排
列
順
で

「
な
つ
く
」
に
対
応
す
る
語
は

「な
げ
く
」
。
「な
つ
く
」
は

「初

稿
本
」
に
あ
る
が

「不
用
」
に
な
く

「刊
本
」
に
も
な
い
。
「な
げ
く
」
は

「初
稿
本
」
に
な
く

「不
用
」
に
な
く

「例
語
草
稿
」
に
も
な

い
。
「
い
ま
ふ
」
に
排
列
順
で
対
応
す
る
の
は

「
い
ろ
ふ
」
で
、
挿
入
・抹
消
の

「
い
ま
ふ
」
は

「初
稿
本
」
に
な
く

「不
用
」
に
な
く

「刊

本
」
に
も
な
い
。
「
い
ろ
ふ
」
も

「初
稿
本
」
に
な
く

「不
用
」
に
な
く

「例
語
草
稿
」
に
も
な
い
。

（ｄ
）
「例
語
草
稿
」
「刊
本
」
と
も
に
、
そ
の
前
後
の
例
語
排
列
は
同
じ
で
、
対
応
す
る
語
の
欠
け
る
も
の
が
あ
る
。
（ア
）
の

Ｆ
つ
れ

ふ
、
か
ら
む
、
す
が
ふ
、　
つ
む
る
、
い
ひ
ろ
ふ
、
な
む
る
、
は
く
」、
（イ
）
の

「
き
こ
す
、
す
ぢ
る
、
も
ぢ
る
、
ほ
る
ゝ
、
め
な
る
ゝ
、

た
ど
ら
る
ゝ
、
す
く
、
な
す
、
か
け
る
、
く
る
」
で
あ
る
。
挿
入

。
抹
消
の

「う
れ
ふ
、
か
ら
む
」
は

「初
稿
本
」
「不
用
」
「残
欠
本
、

浄
書
稿
」
に
な
く

「刊
本
」
に
も
な
い
。
挿
入
の

「す
が
ふ
」
は

「初
稿
本
」
に
な
い
が

「不
用
」
に
あ
る
。
こ
の
語
は

「残
欠
本
、
浄

書
稿
」
で
は
例
語
と
し
て
載
る
が
、
語
の
右
肩
か
ら
下
方
に
線
を
引
き

（前
出

「
ね
し
む
る
」
に
同
じ
）、
抹
消
と
す
縫
。
「刊
本
」
に
も

な
い
。
「
つ
む
る
」
は

「初
稿
本
」
に
あ
る
が

「不
用
」
に
な
く

「刊
本
」
に
も
な
い
。
挿
入

「
い
ひ
ろ
ふ
」
は

「初
稿
本
」
「不
用
」
に

な
く

「刊
本
」
に
も
な
い
。
「刊
本
」
の

「
き
こ
す
、
す
ぢ
る
、
も
ぢ
る
、
ほ
る
ゝ
、
め
な
る
ゝ
、
た
ど
ら
る
ゝ
、
か
け
る
」
は

「初
稿
本
」
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「不
用
」
「例
語
草
稿
」
に
な
く
、
「刊
本
」
に
の
み
あ
る
。

「な
む
る
」
は

「例
語
草
稿
」
に
二
語
、
「刊
本
」
に

一
語
。
「
は
く
」
は

「例
語
草
稿
」
に
三
語
、
「刊
本
」
に
二
語
。
「
す
く
」
は

「刊

本
」
に
四
語
、
「例
語
草
稿
」
に
三
語
。
「
な
す
」
は

「刊
本
」
に
三
語
、
「例
語
草
稿
」
に
二
語
。
「く
る
」
は

「刊
本
」
に
二
語
、
「例
語

草
稿
」
に

一
語
。
こ
の
よ
う
に
、
同
語
形
な
が
ら

「刊
本
」
と

「例
語
草
稿
」
と
で
語
数
の
違
う
こ
と
が
あ
る
。
同

一
語
形
の
語
の
担
う

意
味
の
分
出
を
如
何
に
認
め
る
か
が
異
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
「
な
す
、
か
け
る
、
す
ぢ
る
」
は

「残
欠
本
、
浄
書
稿
」
の
例
語
中
、
数
少
な
い
書
入
挿
入
の
語
で
あ
る
。
（た
だ
し
他
の
書
入

挿
入
語

「
な
ら
す
」
は

「例
語
草
稿
」
も

「刊
本
」
も
二
語
）
。
「刊
本
」
に
は
三
語
す
べ
て
が
あ
る
。

（
ｅ
）
例
語
に
伴
う
異
表
記
を
別
語
と
す
る
と
、
「例
語
草
稿
」
と

「刊
本
」
と
で
対
応
す
る
語
を
欠
く
こ
と
が
あ
る
。
「刊
本
」
の
例

語

「あ
く
が
ら
す
、
あ
く
が
る
ゝ
」
の
異
表
記

「あ
こ
が
ら
す
、
あ
こ
が
る
ゝ
」
は
、
「例
語
草
稿
」
が

「
△
●
あ
く
が
ら
す
、
〈
あ
く
が

る
ゝ
〉
」
な
の
で

「例
語
草
稿
」
に
対
応
す
る
語
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
「あ
こ
が
ら
す
」
は
初
稿
本
に
な
く

「不
用
」
に
あ
り

「例
語
草

稿
」
に
な
い
。
「あ
こ
が
る
ゝ
」
は

「初
稿
本
」
「不
用
」
「例
語
草
稿
」
の
す
べ
て
に
な
い
。
「あ
く
が
ら
す
」
は

「初
稿
本
」
「不
用
」
「例

語
草
稿
」
「刊
本
」
の
す
べ
て
に
あ
る
。
「あ
く
が
る
ゝ
」
は

「初
稿
本
」
「不
用
」
に
な
く

「例
語
草
稿
」
は
挿
入
語
で
あ
る
。
残
欠
本
・

浄
書
稿
は
書
入
挿
入
の

「あ
く
が
る
ゝ
」
が
あ
り

「刊
本
」
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
「残
欠
本
、
浄
書
稿
」
に

「あ
く
が
ら
す
」
が
あ
る

か
ど
う
か
、
そ
の
前
後
の
例
語
を
欠
く
の
で
不
明
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
語
の
各
資
料
に
お
け
る
有
無

。
取
捨
に
よ
っ
て
、
初
稿
本
↓

（不
用
↓
）
例
語
草
稿
↓
残
欠
本

・
浄
書
稿
↓
刊
本
の
順
が

認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

０

　

「例
語
草
稿
」
の
位
置
０
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「例
語
草
稿
」
が
例
語
の
数

。
種
類
・
排
列
に
お
い
て

「刊
本
」
に
極
め
て
近
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
『詞
八
衛
』
の
成
立
過
程
に

お
け
る
各
資
料
の
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
か
。
前
項
に
お
い
て
述
べ
た
が
、
「刊
本
」
「例
語
草
稿
」
両
者
の
例
語
の
有
無
を

「初
稿
本
」

「不
用
」
「残
欠
本
、
浄
書
稿
」
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「例
語
草
稿
」
の
位
置
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
資
料
の
先
後
関
係
を
ほ
ぼ
特
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
め
て
例
を
挙
げ
る

（資
料
は
冒
頭

一
字
で
示
す
）。

１

「
た
わ
む
る
」
。
初
＝

「
た
は
む
る
」
、
例
＝
抹
消

「
た
は
む
る
」
ｏ
挿
入

「
た
わ
む
る
」、
残

・
浄
＝

「
た
わ
む
る
」
、

刊
＝

「た
わ
む
る
」
。

「す
が
ふ
」。
初
＝
ナ
シ
、
例
＝
挿
入

「す
が
ふ
］
、
不
＝

「
す
が
ふ
」
、
残

・
稿
＝

「す
が
ふ
」
抹
消
、
刊
＝
ナ
シ
。

「あ
く
が
ら
す
」。
初
＝

「あ
く
が
ら
す
」、
例
＝

「あ
く
が
ら
す
」
、
不
＝

「あ
く
が
ら
す
」、
（残

・
浄
）
、
刊
＝

「あ
く
が
ら
す
」
。

「あ
こ
が
ら
す
」
。
初
＝
ナ
シ
、
例
＝
ナ
シ
、
不
＝

「あ
こ
が
ら
す
」
、
（残

。
浄
）、
刊
＝

「あ
く
が
ら
す
」
。

「あ
く
が
る
ゝ
」
。
初
ロ
ナ
シ
、
例
＝
挿
入

「あ
く
が
る
ゝ
」
、
不
＝
ナ
シ
、
残

。
浄
＝
挿
入

「あ
く
が
る
ゝ
」、

刊
＝

「あ
く
が
る
ゝ
」
。

「あ
こ
が
る
ゝ
」
。
初
＝
ナ
シ
、
例
＝
ナ
シ
、
不
＝
ナ
シ
、
残

・
浄
＝
挿
入

「あ
く
が
る
ゝ
」
、
刊
＝

「あ
く
が
る
ゝ
」
。

「
か
た
ふ
」
。
初
＝
か
ど
ふ
、
例
＝
か
ど
ふ
、
不
日
か
だ
ふ
、
残

・
浄
＝

「
か
ど
ふ
」
。
挿
入

「
か
だ
ふ
」、
刊
＝

「
か
た
ふ
」

１
～
７
の
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
有
無
、
交
替
が
無
理
な
く
説
明
す
る
に
は

「不
用
」
の
位
置
が
問
題
と
な
る
が
、
「不
用
」
は
証
例
集
で
、

し
た
が
っ
て
例
語
集

「例
語
草
稿
」
と
は
経
路
を
別
に
し
て

「残
欠
本
、
浄
書
稿
」
「刊
本
」
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
と
い
っ
て
も
、
「不
用
」
の
証
例
の
そ
の
語
が

「例
語
草
稿
」
「残
欠
本
、
浄
書
稿
」
の
例
語
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
否
定

で
き
な
い

（↓
五
）
。

7   6 5432
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〓
一

「
草
稿
残
欠
本
」
と

「浄
書
稿
」

本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
の

『草
稿
残
欠
本

詞
の
や
ち
ま
た

上

。
下
』
と

『浄
書
稿

詞
の
や
ち
ま
た
』
と
は
、
本
来
同

一
の
も
の
で
、

「残
欠
本
」
は

「定
稿
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
稿
本
残
欠
」、
「浄
書
稿
」
は

「成
稿
本

『詞
八
衝
』
断
簡
」
と
さ
れ
、
こ
れ
に
は
山
田
勘

蔵
記
念
館
初
代
館
長
の

「刊
本
と
の
対
照
」
な
ど
、
こ
の
資
料
の
調
査
研
究
が
付
く
。

０

　

「草
稿
残
欠
本

詞
の
や
ち
ま
た
」

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
を
半
折
し
、
山
田
勘
蔵
に
よ
っ
て
表
に

「草
稿
残
欠
本

詞
の
や
ち
ま
た

上
下

一
一冊
」
、
裏
に
次
の
よ
う
に
記

す

（本
書
資
料
番
号
２５
）
ｏ

⑥
昭
和
四
十
三
年
二
月
頃
、
松
阪
市
魚
町
特
別
史
跡
本
居
宣
長
宅
址
に
あ
る
春
庭
の
居
所
と
称
す
る
屋
内
に
甚
だ
損
傷
し
た
屏
風
が
あ

り
、
市
の
関
係
者
等
立
合

っ
て
之
を
解
体
し
た
。
そ
の
時
、
下
貼
り
の
内
に
同
類
草
稿
多
数
あ
り
、
見
れ
ば
春
庭
の
著
書

「詞
の
や

〓
一　
秋
〔九
×
七
〉月

ち
ま
た
」
の
草
稿
で
あ

っ
た
。
奥
書
に

（文
化
二
年
冬
十
二
月
）
と
あ
る
。
こ
れ
を
春
庭
研
究
家
足
立
巻

一
氏
が
知
り
、
貴
重
な
発

見
と
さ
れ
た
。
即
ち
従
来
刊
本
奥
書
の
文
化
三
年
春
三
月
の
脱
稿
と
認
め
ら
れ
て
い
た
の
が
、
更
に
早
く
な
っ
て
そ
の
前
年
の
十
二

月
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
由
を

「
天
秤
」
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
。
以
上
の
次
第
に
つ
き
こ
の
草
稿
は
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
然
し
元
来
屏
風
の
下
貼
り
を
剥
ぎ
綴

っ
た
も
の
故
、
全
丁
数
が
揃
は
ず
、
残
欠
本
の
や
む
な
き
に
至

っ
て
い
る
。

内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

１
総
論

　

（七
オ
～
十
三
オ
）

ア



２
本
文

　

（五
十
音
順
各
行
の
活
の
図

。
例
語

。
証
例
な
ど
）

（
４

）

力
行
　
四
段
活
の
証
例

（十
九
オ
～
廿
三
２
ウ
）

一
段
活
の
例
語

（廿
三
２
ウ
）

下
三
段
活
の
例
語

（廿
四
ウ
）

サ
行
　
四
段
活
の
例
語

（丁
数
欠
落
、

（以
上
、
上
巻
。
以
下
、
下
巻
）

一
段
活
の
例
語

。
証
例

（十
ウ
）

下
三
段
活
の
例
語

（十
四
ウ
）

中
二
段
活
の
例
語

。
証
例

（廿
三
２
ウ
～
廿
四
ウ
）

（
５

）

ハ
行
　
四
段
活
の
例
語

。
証
例

（四
オ
～
十
ウ
）

（
６

）

中
二
段
活
の
証
例

（十
二
オ
～
十
四
ウ
）

下
二
段
活
の
証
例

（十
六
オ
～
十
八
オ
）

（十
六
丁
、
損
傷
）

マ
行
　
活
の
図

（十
八
ウ
）
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四
段
活
の
例
語

。
証
例

（十
九
オ
～
廿
三
ウ
）

一
段
活
の
例
語

（廿
三
ウ
）

中
二
段
活
の
例
語

。
証
例

（廿
三
ウ
～
廿
四
ウ
）

下
二
段
活
の
例
語

（廿
四
ウ
～
廿
六
ウ
）

半
丁
）
…
…
…
Ａ
。
　

Ｂ
に
続
く
。
お
そ
ら
く
廿
丁
ウ
。

カ オ エ ウ イサ コ ケ ク キソ セ ス



サ
行
　
四
段
活
の
例
語

（廿
オ
）

（廿
丁
、
損
傷
）

Ｂ
。
　

Ａ
の
直
前
に
位
置
す
る
。
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ラ
行
　
四
段
活
の
例
語

（丁
数
欠
落
、　
一
丁
）

四
段
活
の
証
例

（廿
五
オ
～
ウ
）

下
三
段
活
の
証
例

（四
十
四
オ
～
ウ
）

ワ
行
　
活
の
図

（四
十
五
オ
）

一
段
活
の
例
語

。
証
例

（四
十
五
ウ
）

中
二
段
活
の
例
語

。
証
例

（四
十
五
ウ
～
四
十
六
オ
）

下
三
段
活
の
例
語

。
証
例

（四
十
六
オ
～
四
十
七
オ
）

３
　
日
付

（四
十
七
オ
）

〓
一　
秋
〔九
×
七
〉月

文
化
二
年
冬
十
二
月

末
尾
に
原
稿
用
紙
半
折
三
丁
半
の

「刊
行
本
と
の
対
照
」
が
付
き
、
そ
の
最
後
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

⑦
此
の
草
稿
残
欠
本
二
冊
は
、
魚
町
の
宅
址
整
理
中
偶
然
発
見
し
て
取
ま
と
め
た
も
の
な
れ
ば
、
本
居
家
か
ら
松
阪
市

へ
寄
贈
の
目
録

中
に
は
載
せ
て
居
な
い
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
元
来
は
宣
長
家
に
伝
え
た
品
で
あ

っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
且
つ
学
問
的
に
貴
重
な
資

料
で
あ
る
か
ら
、
寄
贈
品
同
様
大
切
に
保
存
し
、
取
扱
う
事
と
す
る
。

昭
和
四
拾
六
年
八
月
八
日
　
　
　
文
責

山
田
勘
蔵

チネ ヌ ニ ナ ト テ ツ



０

　

「浄
書
稿

詞
八
衝
」

本
居
宣
長
記
念
館
に

「浄
書
稿

詞
八
衛
　
全
二
十
八
枚

（但
十
枚
は
半
切
）

鈴
木
勘

一
郎
氏
四
七
、　
一
、　
一
五
寄
贈
」
と
記
す
資
料

が
あ
る

（資
料
番
号
２４
）。
足
立
巻

一
に
よ
れ
ば
、

③
昭
和
四
十
四
年
、
松
阪
市
文
化
財
保
護
委
員
中
村
憲

一
氏
ら
が
本
居
家
土
蔵
を
調
査
し
た
際
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
二
曲
の
小
屏
風

が
あ
り
、
破
棄
す
る
つ
も
り
で
剥
い
だ
と
こ
ろ
、
な
か
か
ら
下
張
り
に
な
っ
て
い
た
の
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
、
従

っ
て

一
枚
ず

つ

ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
半
分
に
破
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
上
巻

一
四
枚
、
下
巻
二
五
枚
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
づ
い
て
同
じ
く
文
化
財
保
護
委
員
鈴
木
勘

一
郎
氏
が
同
様
の
文
書
を
所
蔵
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
が
記
念

館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
も
本
居
家
が
隣
家
の
宮
原
家
に
ゆ
ず

っ
た
屏
風
の
下
張
り
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
屏
風
は

一

双
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
う
は
上
巻
十
枚
、
下
巻
十

一
枚
で
あ
る
。

こ
の
両
方
の
下
張
り
と
な
っ
て
い
た
文
書
を
合
わ
せ
て
、
仮
に

〈稿
本
残
欠
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
合
計
す
る
と
上
巻
二
四
枚
、

下
巻
三
六
枚
と
な
る
。
稿
本
は
上
巻
四
五
枚
、
下
巻
四
七
枚
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
稿
本
を
復
元
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
き
な
い

が
、
大
要
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
と
に
首
部
、
末
尾
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
貴
重
で
あ
る
。

文
字
は
丁
寧
流
一麗
に
書
か
れ
、
版
本
ど
お
り

一
貫
し
て
妹
美
濃
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
定
稿
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い

浄
書
本
で
あ
る
。

と
い
う
。
右
の
前
者
が
本
書
で
い
う

「残
欠
本
」
、
後
者
が

「浄
書
稿
」
で
あ
る
。

「浄
書
稿
」
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

１
総
論

　

（
一
オ
～
四
オ
）

四
種
の
活
の
図

（四
ウ
～
五
オ
）
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ゝ あ



２
本
文力

行
サ
行

ナ
行

ハ
行

ヤ
行
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中
二
段
活
の
証
例

（廿
八
オ
）

下
二
段
活
の
例
語

。
証
例

（廿
八
オ
～
三
十
オ
）

ラ
行
　
活
の
図

（三
十
ウ
）

四
段
活
の
例
語

（廿

一
オ
～
廿
ニ
ウ
）

四
段
活
の
証
例

（廿
六
オ
～
四
十
ウ
）

中
二
段
活
の
例
語

。
証
例

（四
十

一
オ
）

下
三
段
活
の
例
語

（四
十

一
オ
～
ウ
）

右
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
例
え
ば
刊
本
の
力
行
下
三
段
活
の
例
語
は
冒
頭
の
「あ
く
」
か
ら

「さ
く
る
」
ま
で
が

「残
欠
本
」
に
、

く
る
」
か
ら
最
後
の

「
わ
ゝ
く
る
」
ま
で
が

「浄
書
稿
」
に
と
い
う
よ
う
に
、
「残
欠
本
」
と

「浄
書
稿
」
と
は
両
者
全
く
重
な
り
合
う
こ

と
が
な
く
、
且
つ
相
互
に
補
い
合
う
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同

一
活
用
型
の
例
語
が
両
資
料
に
わ
た
る
場
合
、
そ
の
墨
の
濃
淡
、
文

下
三
段
活
の
例
語

。
証
例

（廿
六
オ
～
ウ
）

四
段
活
の
例
語

。
証
例

（廿
ニ
オ
～
ウ
）

四
段
活
の
証
例

（丁
数
欠
落
、　
一
丁
）

変
格
の
証
例

（四
十
二
オ
～
ウ
）

（８
）

下
三
段
活
の
例
語

。
証
例

（四
十
二
ウ
～
四
十
三
ウ
～
四
十
三
２
オ
～
ウ
、
損
傷
多
し
）

下
二
段
活
の
例
語

。
証
例

（ニ
オ
～
ウ
）

下
三
段
活
の
例
語

。
証
例

（十
五
オ
～
ウ
）

け¬ た そ せ す
さ
ゝ

き か お え うし  さ
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字
の
大
小
な
ど
、
筆
跡
は
全
く
同
じ
と
言

っ
て
よ
い
。
も
と
も
と

「残
欠
本
」
と

「浄
書
稿
」
と
は
同

一
の
冊
子
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の

事
情
で
分
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
ぁ
る
。

０

　

「残
欠
本
」
「浄
書
稿
」
と
刊
本
の
対
照

右
に
よ
っ
て

「残
欠
本
」
と

「浄
書
稿
」
を
刊
本
の
順
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

（下
部
の
符
号

ア
～
ヌ
、
あ
～
た

に
よ
っ

て
示
す
）。

総
論
　
　
　
あ

↓

い〕
↓

ア

↓

ア
行
活
　
　
な
し

力
行
活
　
　
イ

↓

ウ

↓

十一
↓

オ

↓

う

↓

サ
行
活
　
　
チ

↓

力

↓

え

↓

一つ
↓

ふ″
↓

き

↓

夕
行
活
　
　
な
し

ナ
行
活
　
　
く

↓

ハ
行
活
　
　
キ

↓

ク

↓

ヶ

↓

「コ
↓

け

↓

サ

↓

マ
行
活
　
　
シ

↓

）^

↓

シｔ
↓

〕ノ
↓

夕

↓

ヤ
行
活
　
　
ン」
↓

一ｃ
↓

ラ
行
活
　
　
し

↓

す

↓

ツ／
↓

テ

↓

ユＬ
↓

そ

↓

た

↓

卜

↓

ワ
行
活
　
　
ナ

↓

一一
↓

）́

↓

ネ

両
者
が
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
右
に
よ
っ
て
明
ら
か
だ
が
、
損
傷

・
欠
落
の
部
分
が
あ

っ
て
す
べ
て
を
復
元
す
る
こ
と
は
出
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来
な
い
。
た
だ
両
者
が
、
『詞
八
衛
』
の
成
立
過
程
に
お
い
て

「刊
本
」
の
直
前
に
位
置
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「初
稿
本
」
と

「残
欠
本
、
浄
書
稿
」
と

「刊
本
」
と
を
対
照
し
て
み
る

（傍
点
、
傍
線
な
ど
省
略
）。

（⑨

（初
稿
本
）
詞
八
衝
　
そ
も
ノ
ぐ
、
詞
の
は
た
ら
き
ハ
い
か
に
と
も
い
ひ
や
ら
む
か
た
な
く
い
と
も
ノ
ぐ
、
く
す
し
く
あ
や
し
く
た
へ
な

る
も
の
に
し
て
ひ
と
つ
こ
と
ば
も
つ
か
ひ
さ
ま
に
よ
り
て
事
か
は
り
は
た
ら
き
に
し
た
が
ひ
つ
ゝ
意
も
こ
と
に
き
こ
え
な
と
し
て

（冒
頭
部
分
）

（浄

書

稿

）
詞

八
衝

上

　

〔
そ

も

ノ
＼

〕
詞

の
は

た

ら

き

は

い

か

に
と

も

い

ひ
し

ら
ず

い
と

も

ノ
ぐ
ヽ
く

す

し

く

た

へ
な

る

も

の

に
し

て
ひ
と
つ
こ
と
バ
も
〈
そ
の
〉
つ
か
ひ
さ
ま
に
よ
り
て
事
か
は
り
は
た
ら
き
に
し
た
が
ひ
つ
ゝ
意
も
こ
と
に
き
こ
え
な
ど
し
て

ず

（刊
本
）
詞
八
衛

上
　
本
居
春
庭
著
　
詞
の
は
た
ら
き
は
い
か
に
と
も
い
ひ
し
ら
ず
い
と
も
ノ
ぐ
ヽ
く
は
し
く
た
へ
な
る
も
の
に
し
て

ひ

と

つ
こ

と
ば

も

そ

の

つ
か

ひ
ざ

ま

に

よ

り

て
事

か

ハ
リ

は

た

ら

き

に
し

た

が

ひ

つ

ゝ
意

も

こ

と

に
き

こ

え

な

ど

し

て（上

一
オ
）

⑩

（初
稿
本
　
附
箋
）
藤
ば
か
ま
な
と
の
野
辺
を
に
ほ
ハ
す
な
ど
い
ふ
ハ
さ
あ
る
ま
じ
き
事
に
あ
ら
ざ
れ
バ
四
段
の
活
と
ハ
す
る
也
此

差
別
を
よ
く
ノ
ぐ
、
わ
き
ま
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（サ
行
下
三
段
活
詞
の
例
語
に
続
く
余
白
に
）

（浄
書
稿
）
藤
は
か
ま
の
野
を
匂
ハ
す
を
い
ひ
源
氏
君
の
葵
上
を
然
な
ら
ハ
し
給
ふ
を
い
へ
る
に
て
物
を
然
す
る
な
れ
バ
四
段
の
活

の
方
を
用
ひ
た
る
也
こ
の
差
別
い
と
ま
ぎ
ら
は
し
さ
て
此
行
に
た
が
ひ
ぬ
べ
し

〔さ
て
此
行
に
か
く
〕
〈
か
く
〉
宍
右
の
こ
と
く
こ

ニ
タ
か
た
に
活
き
て
ま
ぎ
ら
ハ
し
げ
な
る

〔〈
猶
有

へ
し
ご

右
に
挙
た
る
二

〔ツ
の
み
に
て
外
に
見
あ
〕
〈
の
外
猶
有
べ
し
〉
〔た
ら

ず
〕
そ
の
外
に

〔今
ニ
ツ
〕
ふ
す
と
ふ
す
る
と
あ
れ
ど
こ
ハ
自
他
を
わ
か
ち
て
ま
ぎ
ら

ハ
し
き
こ
と
な
し
●
　

　

（頭
書
）
●
猶
自

他
の
詞
の
こ
と
ハ
別
に
く
は
し
く

〔書

へ
し
〕
い
ふ
へ
し

（刊
本
）
藤
は
か
ま
の
野
を
に
ほ
ハ
す
を
い
ひ
源
氏
君
の
葵
上
を
然
な
ら
ハ
し
た
ま
ふ
を
，い
へ
る
に
て
物
を
然
す
る
な
れ
ば
四
段
の
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活
の
方
を
用
ひ
た
る
な
り
こ
の
差
別
い
と
ま
ぎ
ら
は
し
よ
く
せ
ず

ハ
た
が
ひ
ぬ
べ
し
か
く
ニ
タ
か
た
に
活
き
て
ま
ぎ
ら
は
し
げ
な
る

右
に
挙
た
る
ニ
ッ
の
外
な
ほ
有
べ
し
そ
の
外
に
ふ
す
と
ふ
す
る
と
あ
れ
ど
こ
ハ
自
他
を
わ
か
ち
て
ま
ぎ
ら
は
し
き
こ
と
な
し
な
ほ
自

他
の
こ
と
は
別
に
く
は
し
く
い
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
四
十
六
ウ
～
四
十
七
オ
）

①

（初
稿
本
）
な
し

（残
欠
本
）
あ
た
む
ハ
万
葉
二
に
敵
見
有
と
あ
り
▲

〔こ
れ
も
上
に
同
じ
〕
　

（頭
書
）
▲
此
外
に
活
た
る
事
見
え
ざ
れ
と
も
こ
ゝ

の
活
な
る
へ
し
中
二
段
の
活
に
は
あ
ら
し

（刊
本
）
あ
た
む

万
葉
に
敵
見
有
と
あ
り
此
外
に
活
き
た
る
こ
と
見
え
ざ
れ
ど
も
こ
ゝ
の
活
な
る
べ
し
中
二
段
の
活
に
は
あ
ら
じ

（下
二
十
六
ウ
）

他
に
も
対
照
可
能
の
箇
所
は
多
い
し
、
例
語

。
証
例
の
数
値
に
よ
る
対
照
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
が
、
右
に
よ
っ
て
も
初
稿
本
↓
残
欠

本

・
浄
書
稿
↓
刊
本
の
順
は
認
め
ら
れ
る
。

以
上
、
「例
語
草
稿
」
と
の
関
係
で

「残
欠
本
」
「浄
書
稿
」
の
位
置
を
確
認
し
て
お
い
た
。

四

　

「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
二
」

①
　
語
数
、
種
類
、
排
列

「例
語
草
稿
」
と
全
く
同
じ
性
格
の
資
料
が
他
に
あ
る
。
『目
録
』
に
よ
る
と
、
雑
稿
残
篇
三
の
五
三

「①
中
二
段

（初
頭
の
題
名
ご

（三
の
五
三
）
と
し
て
記
載
さ
れ
る
資
料

（資
料
番
号
１２
）
で
、
添
付
の
調
査
票
に
よ
る
と
、
料
紙

「半
紙
四
ツ
折
横
仮
綴
り

一
冊
表
紙

共
全
八
丁
」、
寸
法

「タ
テ

一
二
・
六
ｍ
×
ヨ
コ
一
七

・
五
ｃｍ
」、
全
文
又
は
要
旨
の
欄
に

「品
詞
の
各
活
用
の
例
を
列
記
し
た
も
の
で
、

最
初
の
①
中
二
段
に
つ
づ
い
て
②
四
段
③
下
三
段
①
下
二
段
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
明
ら
か
に

『詞
八
衛
』
の
例
語
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集
で
、
「例
語
草
稿
」
の
欠
を

一
部
補
う
。
こ
の
資
料
も
後
に
書
入
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
語
を
除
い
て

一
行
に
二
語
を
書
く
。　
一
ペ
ー
ジ
に

八
行
も
し
く
は
九
行
を
書
く
こ
と
の
あ
る
点
が
僅
か
に

「例
語
草
稿
」
と
異
な
る
。
『詞
八
衛
』
成
立
過
程
に
占
め
る
位
置
も

「例
語
草
稿
」

と
同
じ
で
あ
る
。
い
ま
仮
に

「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
二
」
翁
例
語
草
稿
二
」
と
略
称
）
と
称
し
、
以
下
必
要
に
応
じ
て
述

べ
る
。

「例
語
草
稿
二
」
は
サ
行
下
三
段

・
夕
行
四
段

・
ハ
行
中
二
段

・
ヤ
行
下
三
段
の
四
種
の
活
用
型
の
例
語
を
列
記
す
る
。
総
数

一
一
九

語
、
抹
消
と
認
め
ら
れ
る
語
が
二
語
、
書
入
挿
入
語
が

一
〇
語
で
あ
る
。
最
初
の
ハ
行
中
二
段
活
の
語
を
示
す
る
と

（丁
付
は
な
く
、
私

に
施
す
）
、

⑫
①
中
二
段

▲
あ
か
ら
ぶ
る
　
　
●
あ
ら
ぶ
る

▲
●
い
な
ふ
る
　
　
▲
●
う
と
ぶ
る

〈
●
う
れ
し
ぶ
る
〉
　

〈
●
う
れ
ふ
る
〉

お
ふ
る
　
　
　
　
　
お
き
な
ぶ
る

お
と
な
ふ
る
　
▲
●
お
ら
ぶ
る

か
ぶ
る
　
　
　
　
　
く
し
ぶ
る

こ
ふ
る
　
　
　
　
●
こ
ぶ
る

〈
こ
と
さ
ら
ふ
る
〉

さ
ぶ
る

●
▲
し
の
ぶ
る

▲
●
た
け
ぶ
る

●
し
ふ
る
　
　

〈
●
し
ぶ
る
〉

強

▲
す

さ
ふ
る

●
た
ふ
と
ふ
る

（１
オ
）
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▲
に
き
ぶ
る
　
　
　
●
ね
ぶ
る

の
ぶ
る
　
　
　
　
　
ほ
こ
ろ
ぶ
る

▲
●
ほ
と
ぶ
る
　
　
　
　
ほ
ろ
ぶ
る

●
ま
な
ぶ
る
　
　
▲
●
む
つ
ふ
る

も
ち
ふ
る
　
　
　
　
わ
ぶ
る

わ
か
ぶ
る
　
　
　
●
ゐ
や
ぶ
る

を
さ
な
ふ
る

実
四
と
　
　
　
　
一二

〆

廿

〔

Ａ

〕

宍
五
こ

何
ぶ
る
と
い
ふ
こ
と
猶
多
か
る
へ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）

の
よ
う
で
あ
る

（「Ａ
」
は
場
所
を
示
す
た
め
仮
に
入
れ
た
符
号
）
。

語
の
上
の
印

「
▲
、
●
」
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。
末
尾
の

「〆
」
は
語
の
合
計
を
示
し

（語
の
合
計
を
示
す

「〆
」
は

「例
語
草

稿
」
に
も
あ
る
）
、
こ
こ
で
は
何
度
か
の
訂
正
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
右
は
お
そ
ら
く
、
最
初
の

「
Ａ
」
の
部
分
は
確
か
に
は
判
読
で
き
な
い

が

（お
そ
ら
く

「
一
し
、
そ
れ
を
消
し
て
右
に

「四
」
と
書
き
、
そ
れ
を
又
消
し
て

「五
」
と
書
き
、
更
に
そ
れ
を
消
し
て

「
三
」
と
す

る
。
こ
の
訂
正
は
言
う
ま
で
も
な
く
語
の
挿
入
と
抹
消
に
関
わ
り
、
「Ａ
」
↓

「四
」
、
「
四
」
↓

「
五
」
は

「う
れ
し
ぶ
る
、
う
れ
ふ
る
、

こ
と
さ
ら
ふ
る
、
し
ぶ
る
」
の
挿
入
と
対
応
し
、
し
か
も
そ
の
挿
入
が
三
度
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
五
」
↓

コ
Ｆ

の
訂
正
は
右
肩
か
ら
下
方
に
墨
線
を
引
く

Ｆ
つ
れ
し
ぶ
る
、
た
ふ
と
ふ
る
」
の
抹
消
と
対
応
し
て
い
る
。
な
お
、
「例
語
草
稿
」
に
も
右
横

に
墨
線
を
引
く
語
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
殆
ど
の
語
に
施
さ
れ
抹
消
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
墨
線
は
四
段
活
の
語
に
限
ら
れ
る
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も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
例
え
ば
、
サ
行
下
二
段
活
の
語
を
列
記
し
た
末
尾
に
語
の
合
計
数
「
〆

廿

一
」
と
記
す
が
、
こ
の
活
詞
に
も

一
語

の
挿
入
が
あ

っ
て
、
心
な
し

「廿

一
」
の

「
一
」
は
書
き
加
え
た
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

サ
行
下
三
段
活
詞
列
挙
の
後
、
余
白
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

⑬
Ｏ
右
に
あ
け
た
る
外

思
は
す
る

ま
た
す
る

も
た
す
る

よ
ま
す
る

を
ら
す
る
な
ど
他
に
然
さ
す
る
詞
猶
い
と
お
ほ
し
今
」
と
′
＜
ヽ

ハ
出
さ
す
〉
今
俗
に
ハ
こ
の

〈行
の
〉
四
段
活
に
い
へ
と
皆
こ
ゝ
の
活
な
り
思
ひ
ま
が
ふ
べ
か
ら
す
　
又
右
の
他
に
し
か
さ
す
る
詞

を
▲
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
の
記
事
の
右
に
、
追
加
の
語

「
『
刷
「
引
、
日
―ま―
引
劉
」
を
書
く
。
▲
に
続
く
記
事
は
な
い
。
）

こ
れ
に
対
す
る

「刊
本
」
は
、

⑭
Ｏ
右
に
挙
げ
た
る
外
い
は
す
る

お
も
ハ
す
る

と
は
す
る

ま
た
す
る

も
た
す
る

よ
ま
す
る

を
ら
す
る
な
ど
他
に
然
さ
す
る
詞
猶

い
と
多
し

ン」
と
ハ＜
ヽ
ハ
出
さ
ず

さ
て
こ
れ
を
今
俗
に
ハ
此
行
の
四
段
の
活
に
い
へ
ど
み
な
こ
ゝ
の
活
な
り
思
ひ
ま
が
ふ
べ
か
ら
ず

又
右
の
他
に
然
さ
す
る
詞
を
た
ふ
と
む
方
に
も
い
へ
り

で
あ
る
。
「例
語
草
稿
二
」
も
極
め
て

「刊
本
」
に
近
い
。

「例
語
草
稿
二
」
の
例
語
は
計

一
一
九
語
。
同
じ
四
活
用
型
の

「刊
本
」
の
例
語
は
計

一
一
七
語
で
、

一
五
語
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は

「例
語
草
稿
二
」
の
四
語
が

「刊
本
」
に
見
え
ず
、
「刊
本
」
の
二
語
が

あ
る
。
次
に
挙
げ
る
。

（オ
）
　

「刊
本
」
に
な
い

「例
語
草
稿
二
」
の
語
、
四
語

●
た
ふ
と
れ
る
、
〈
●
う
れ
し
ぶ
る
〉

た
ぎ

つ
、

〈
き

こ
え

こ

つ
〉

（力
）
　

「例
語
草
稿
二
」
に
な
い

「刊
本
」
の
語
、
二
語

（上
四
十
五
ウ
）

両
者
に
共
通
す
る
同

一
語
は

一

「例
語
草
稿

一
ご

に
な
い
語
で

ハ
中
二

夕

四
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か
ぶ
る
、
と
も
し
ぶ
る

ハ
中
二

例
語
の
排
列
は
、
「例
語
草
稿
」
と
同
じ
く
五
十
音
順
に
整
然
と
並
び
、
右
の
六
語
の
増
減
は
あ
る
が

「刊
本
」
と
同
じ
で
あ
る
。

０

　

「例
語
草
稿
二
」
の
例
語
か
ら

「刊
本
」
の
例
語
ヘ

（ｆ
）

幾
つ
か
類
型
と
し
て
語
を

一
括
列
挙
す
る
た
め
に
除
か
れ
る
語
が
あ
る
。
（オ
）
の

「
た
ふ
と
ふ
る
、
う
れ
し
ぶ
る
」
で
、
こ
れ

は
語
の
右
肩
か
ら
下
方
に
墨
線
を
引
く
抹
消
語
で
あ
る
。
「刊
本
」
は
ハ
行
中
二
段
活
の
例
語
と
証
例
を
列
記
し
た
後

「う
れ
し
び

か
な

し
び

く
や
し
び

た
ふ
と
び

め
ぐ
び
な
ど
あ
る
も
麻
行
に
て
は
四
段
の
は
た
ら
き
詞
な
れ
ど
此
行
に
う
つ
り
て
ハ
こ
ゝ
の
活
き
な
る
べ

し
」
（下
十
九
ウ
）
と
し
て
類
語
と
と
も
に
記
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
は
な
い
。
「初
稿
本
」
も
例
語

（
ハ
行
中
二

段
活
詞
）
と
し
て
載
る
こ
と
は
な
く
、
マ
行
中
二
段
活
の
欄
外
に
右
の
引
用
刊
本
記
事
と
類
似
の
注
記
が
あ
っ
て

「猶
よ
く
考
ふ
べ
し
」

と
あ
る
。
こ
の
注
記
は
す
べ
て
抹
消
さ
れ
て
は
い
る
。
こ
の
二
語
、
個
々
の
例
語
と
し
て
は
列
記
さ
れ
な
い
が
、
例
語
と
し
て
否
定
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（オ
）
の
挿
入
語

「
き
こ
え
こ
つ
」
は
事
情
が
い
さ
さ
か
異
な
る
が
、
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
「
き
こ
え
こ
つ
」
は

「初
稿
本
」
「不
用
」

に
は
な
い
が
、
「例
語
草
稿
二
」
に

「
ひ
と
り
ご
つ
、
ま
つ
り
ご
つ
」
と
と
も
に
載
る
。
「刊
本
」
で
は

「
ひ
と
り
ご
つ
、
ま
つ
り
ご
つ
」

の
二
語
が
例
語
と
し
て
載
る
。
Ｆ
…
・ご
つ
」
の
語
が
三
例
で
は
多
い
と
し
て

「
き
こ
え
ご
つ
」
を
不
採
用
と
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（ｇ
）

「例
語
草
稿
」
「刊
本
」
と
も
に
、
そ
の
前
後
の
例
語
排
列
は
同
じ
で
対
応
す
る
語
の
欠
け
る
例
語
が
あ
る
。
（オ
）
「例
語
草
稿

二
」
の

「た
ぎ

つ
」
と

（力
）
「刊
本
」
の

「
か
ぶ
る
、
と
も
し
ぶ
る
」
で
あ
る
。
前
者
は

「初
稿
本
」
「不
用
」
に
な
く

「刊
本
」
に
も

な
い
。
後
者
は

「初
稿
本
」
「不
用
」
に
な
く

「例
語
草
稿
二
」
に
も
な
い
。



第三節 「やちまた例語草稿」と「やちまた例語草稿二」 140

０
　
活
用
型
変
更
の
語

（ｈ
）

「初
稿
本
」
「例
語
草
稿
二
」
「不
用
」
「刊
本
」
と
並
べ
る
と
、
同
じ
語
で
あ
り
な
が
ら
所
属
す
る
活
用
型
の
異
な
る
語
が

「例

語
草
稿
二
」
に
も
あ
る
。
夕
行
四
段
活
の

「
ひ
つ
、
み
つ
」
と
ハ
行
中
二
段
活
の

「
し
の
ぶ
る
、
ゐ
や
ぶ
る
」
で
、
「
ひ
つ
、
み
つ
」
は

「初

稿
本
」
が
夕
行
中
二
段
活
、
「例
語
草
稿
二
」
「不
用
」
「刊
本
」
は
夕
行
四
段
活
で
あ
る
。
こ
の
二
語
を
夕
行
の
中
二
段
活
と
す
る
か
四
段

活
と
す
る
か
は
、
か
な
り
決
め
難
か
っ
た
ら
し
い
。
「初
稿
本
」
で
も
多
く
の
証
例
を
挙
げ
注
記
を
加
え
て
い
る
し
、
「不
用
」
で
は
夕
行

四
段
活
の
カ
ー
ド
す
べ
て
が

「
ひ
つ
」
の
用
例
で
あ
る
。
こ
の
推
敲
検
討
の
結
果
は

「刊
本
」
の
注
記
に

「さ
て
か
く
多
く
出
せ
る
ハ
此

詞
中
二
段
に
み
ち

み
つ

み
つ
る

み
つ
れ
よ
億
た
ら
く
如
く
思

ハ
る
ゝ
に
し
か
活
き
た
る

一
ッ
も
見
あ
た
ら
ず

み
な
右
の
ご
と
く
こ
ゝ

の
活
き
に
い
へ
れ
ば
な
り
」
（下
三
オ
～
ウ
）
と
い
う
結
果
に
な
る
。
『詞
つ
か
ひ
』
に
も
多
く
の
書
入
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
夕
行
上
二
段

活
で
の
こ
と
で
あ
る
。
「し
の
ぶ
る
」
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た

（↓
第
二
章
第
二
節
三
）
。

「
ゐ
や
ぶ
る
」
は

「初
稿
本
」
が

ハ
行
四
段
活
、
「刊
本
」
が

ハ
行
中
二
段
活
、
「例
語
草
稿
二
」
は
ハ
行
中
二
段
活
で
あ
る
。
こ
の
活

用
型
変
更
に
つ
い
て
も

「刊
本
」
に
詳
し
い
。
証
例
を
列
挙
し
た
後

「第
二
の
音
よ
り
下
へ
つ
ゞ
け
て
よ
め
る
は
四
段
の
活
の
格
な
り

さ

れ
ど
此
詞
の
さ
ま
四
段
の
如
く
に
は
あ
ら
ず

ン」
ゝ
の
活
詞
の
さ
ま
に
お
も
は
る
れ
ば
こ
ゝ
に
出
せ
り

な
ほ
よ
く
考
ふ
べ
し
」
（下
十
九

ウ
）
と
い
う
。

五
　

「例
語
草
稿
」
と

「初
稿
本
」
「不
用
」

０
　
例
語
に
付
す

「
△
」
「
●
」
「
▲
」

「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
」
の
例
語
に
は
語
の
上
部
に

「
●
」
「
△
」
及
び

「
△
●
」
の
三
種
の
印
の
付
く
語
が
あ
る

（引
用
①
②
③
）。

一
二
八
七
語
中
、
こ
の
三
種
の
い
ず
れ
か
が
付
く
例
語
は
計
二
五
〇
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
印
と

「初
稿
本
」
及
び

「不
用
」
の
例
語
、
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あ
る
い
は
証
例
を
有
す
る
例
語
と
の
間
に
は
或
る
関
係
が
あ
る
。
ま
ず
は
数
値
を
も
っ
て
示
す
と
、
表
Ａ
ｌ
、
表
Ａ
２
と
な
る
。

○
例
語

（―
表
Ａ
ｌ
ｌ
）

計

書入挿入の語 正常位置の語

小
計 ι△・ 合

小
計 ι△・ 合

一
〇

一

ヽ

ヽ

ヽ

一
〓
≡

一　

一
　

一
五

八

七

五

七

一
〇
七
　
一　
　
エハ
七

三

一
〇
四

九

六

八
八

一

一
エ
ハ

一

九

一

四
九

四
三四

一

七
九四

七
九
七

一
一一一

一
一一一

九  一

七

一

初

・
不

　

　

初

　
　
　
　

不

五   一
四 二 一

四  二

刊
　
　
　
　
　
そ
の
他

一
一
一二

一
一
九
　
一　
　
七
三

五

一
〇
八六

一
〇
〇
三
　
一　
　
九
二

エハ
一一一

七
九

六
〇

八
〇

一

初
、
不

小
　
計

一
六

五
五    一
八  四  一 九  一

七

二

そ
の
他

一
二
八
七

一
九
二 五

一　
一

一　
一
一
一

六

四

一
〇
九
五

六
四

九
八

六
〇

八
七
三

計

初
↓
初
稿
本
に
そ
の
例
語
の
あ
る
も
の
。
不
↓
「不
用
」
に
そ
の
例
語
の
あ
る
も
の
。
刊
↓
刊
本
に
そ
の
例
語
の
あ
る
も
の
。
そ
の
他
↓
初
稿
本
・

不
用

・
刊
本
に
そ
の
例
語
の
な
い
も
の
。
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○
証
例
を
有
す
る
例
語

（―
表
Ａ
２
１
）

計

書入挿入の語 正常位置の語

小
計 ι△・ 合小

計 多△・ 合

五
一
一　
　
　

七
〇

　

　

一
八
二

一
〇
九 三

一
〇
六

四
九
　
　
　
七
〇
　
　
　
七
三

四
二    七

ノヽ  一―

五
五

四  四

初

・
不

初

不

干」

証
例
な
し

四
五
　
　
　
九
二
八

〓
一　
　
　
　
　
六
七

一一
一
　

　

　

　

一一一

六
四

一　
　
　
　
八
七

一

一

二
四
　
　
　
　
　
　
エハ

一
一　
　
　
　
　
　
一
一

五
　
　
　
　
八
六
三

三
〇
四

一
一
一
一　
一　
　
八
〇

五

一
〇
七

一
九
二
　
一　
九
〇
三

エハ
一一一

六
八

五
六五

初

、

不

一
証
例
な
し

小
　
計

九
八
三

ハ        ~~

四 五 一 一

三
〇四

八
六
八

一
二
八
七

一
九
二 五

一

一

一　
一
一
一

六

四

一
〇
九
五

六
四

九
八

六
〇

八
七
三

計

初
↓
初
稿
本
に
そ
の
証
例
の
あ
る
も
の
。
不
↓
「
不
用
」
に
そ
の
証
例
の
あ
る
も
の
。
刊
↓
刊
本
に
の
み
そ
の
証
例
の
あ
る
も
の
。
証
例
な
し
↓

初
稿
本

・
不
用

・
刊
本
に
そ
の
証
例
の
な
い
も
の
。
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右
の
表
Ａ
ｌ

・
表
Ａ
２
に
よ
る
と
、
次
の
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。

Ｉ
　

「
●
」
は

「初
稿
本
」
と
関
係
が
あ
る
。

Ⅱ
　

「
△
」
は

「不
用
」
と
関
係
が
あ
る
。

Ⅲ
　

「
△
●
」
は

「初
稿
本
」
及
び

「不
用
」
と
関
係
が
あ
る
。

Ⅳ
　

「
●
、
△
、
△
●
」
は

″証
例
を
有
す
る
例
語
″
と
特
に
関
係
が
あ
る
。

Ｖ

　

″書
入
挿
入
の
語
″
は

「不
用
」
と
特
に
関
係
が
あ
る
。

ａ
　

「
●
」
の
意
味

「
●
」
の
付
く
正
常
位
置
の
語
九
八
語
中
七
九
語
、
八
〇
％
以
上
の
語
が

「初
稿
本
」
の
例
語
と

一
致
す
る
。
こ
れ
は
証
例
を
有
す
る

例
語
で
も
同
様
で
、
九
八
語
中
六
八
語
、
七
〇
％
近
く
の
語
が

「初
稿
本
」
の
そ
れ
と

一
致
す
る
。
し
か
も

「
●
」
の
付
く
例
語
で

「不

用
」
と

一
致
す
る
例
語
は

一
例
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
数
値
の
明
ら
か
な
偏
り
は
、
「
●
」
の
付
く
例
語
が

「不
用
」
と
は
全
く
関
係
が
な

く
、
「初
稿
本
」
と
大
き
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
↓
ｄ

「例
語
草
稿
」
が

「初
稿
本
」
の
例
語
に
依

っ
て
成

っ
た
こ
と
は
、
初
稿
本
の

「例
語
草
稿
」
と
同
じ
九
活
用
型
の
例
語

一
〇

一
一
語

の
う
ち
九
八
九
語

（凡
そ
九
八
％
）
が

「例
語
草
稿
」
の
例
語
と

一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ｂ

　

「
△
」
の
意
味

「初
稿
本
」
と
関
係
の
あ
る

「
●
」
の
付
く
例
語
が
正
常
位
置
の
語
に
多
い
の
に
対
し
て

「
△
」
の
付
く
例
語
は
書
入
挿
入
の
語
に
多

い
。
書
入
挿
入
の
語
の

「
△
」
の
付
く
例
語

一
一
二
語
の
う
ち

一
〇
四
語
、
九
二
％
近
く
の
語
が

「不
用
」
と

一
致
す
る
。
こ
れ
は
証
例

を
有
す
る
例
語
で
も
同
様
で
、　
一
〓

≡
山中

一
〇
六
語
、
九
五
％
に
近
い
語
が

「不
用
」
の
語
と

一
致
す
る
。
正
常
位
置
の
語
に
お
い
て

も
、
証
例
を
有
す
る
例
語
で
は
六
〇
語
中
五
四
語
、
九
〇
％
の
語
が

「
不
用
」
の
語
と

一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
表
Ａ
ｌ

・
表
Ａ
２
の
明
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ら
か
な
数
値
の
偏
り
は
、
「
△
」
の
付
く
例
語
が

「初
稿
本
」
と
は
関
係
な
く
、
「不
用
」
と
、
特
に
そ
の
書
入
挿
入
の
語
、
及
び
証
例
を

有
す
る
語
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
↓
ｄ

「不
用
」
が

「例
語
草
稿
」
の
成
立
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
例
語

（証
例
集
で
あ
る

「不
用
」
の
用
例
に
よ
る
異
な
り

語
）
二
三
七
語

（「例
語
草
稿
」
と
同
じ
九
活
用
型
の
語
の
合
計
）
中
、
二
三
四
語

（凡
そ
九
九
％
）
が

「例
語
草
稿
」
の
例
語
と

一
致
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

Ｃ
　

「
△
●
」
の
意
味

右
の
ａ
・ｂ
に
よ
っ
て

「
●
」
が

「初
稿
本
」
と
、
「
△
」
が

「
不
用
」
と
そ
れ
ぞ
れ
関
係
が
あ
る
と
な
る
と
、
当
然

「
△
●
」
は

「初

稿
本
」
と

「
不
用
」
と
の
両
者
に
関
わ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
書
入
挿
入
の
語
は
数
が
少
な
い
の
で
何
と
も
言
い
切
れ
な
い
が
、
正
常

位
置
の
語
で
は
例
語
六
四
語
中
四
九
語

（凡
そ
七
七
％
）
が
、
ま
た
証
例
を
有
す
る
例
語
六
四
語
中
四
七
語

（凡
そ
七
三
％
）
が

「初
稿

本
」
「不
用
」
両
者
の
例
語
と

一
致
す
る
。
こ
れ
は

「
△
●
」
の
付
く
語
が

「初
稿
本
」
「不
用
」
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
て
誤
り
が
な
い
。

ｄ

　

「
●
、
△
、
△
●
」
の
意
味

「
●
」
の
付
く
例
語
が

「初
稿
本
」
の
例
語
か
ら
の
例
語
で
あ
る
と
し
て
も
、
「初
稿
本
」
と
同
じ
例
語
の
す
べ
て
に

「
●
」
が
付
い
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
正
常
位
置
の
語
に
お
い
て
、
印
の
付
か
な
い
例
語
八
七
三
語
中
、
初
稿
本
の
例
語
と

一
致
す
る
語
は
七
九
七
語
（凡

そ
九

一
％
）
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
寧
ろ
、
印
の
付
か
な
い
語
が

「初
稿
本
」
か
ら
の
例
語
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
証
例
を
有
す
る
例
語

（表
Ａ
２
）
と
な
る
と
、
「
ナ
シ

（印
な
し
と

の
例
語
八
七
三
語
中

「証
例
な
し
」
の
例
語
が
八
六
三
語

（凡
そ
九
九
％
）
を
占
め
る
。
こ
れ
は
、
「
●
」
や

「
△
」
の
付
か
な
い
語
が
証
例
の
付
か
な
い
例
語
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
数

値
の
偏
り
、
及
び
ａ
・
ｂ
に
よ

っ
て
、
「
●
」
「
△
」
の
付
く
語
は

「初
稿
本
」
及
び

「不
用
」
か
ら
の
例
語
中
の
証
例
を
有
す
る
語
と
な

る
。
し
た
が

っ
て

「例
語
草
稿
」
は

「初
稿
本
」
「不
用
」
の
後
に
成
り
、
そ
れ
ら
を
見
て
例
語
を
整
え
証
例
の
付
く
語
に
印
を
付
け
た
と
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い
う
こ
と
に
な
る
。

０

　

「例
語
草
稿
」
の
位
置
②

一
ペ
ー
ジ
八
行
、　
一
行
二
語
、
計
十
六
語
の
正
常
位
置
の
語
が
先
ず
書
か
れ
て
い
て
、
書
入
挿
入
の
語
は
後
で
書
き
込
ま
れ
、
そ
の
後

期
書
入
挿
入
の
語
に
は

「初
稿
本
」
の
例
語
と
同

一
の
例
語
は
極
め
て
少
数
で
例
語

（表
Ａ
ｌ
）
に
お
い
て
七
語
、
証
例
を
有
す
る
例
語

（表
Ａ
２
）
に
お
い
て
は

一
語
も
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、
「例
語
草
稿
」
の
後
期
書
入
の
挿
入
語
が

「初
稿
本
」
の
例
語
と
は
関
係
が
な

い
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て

「例
語
草
稿
」
に
は

「初
稿
本
」
に
拠

っ
て
そ
の
例
語
が
先
ず
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ｄ

で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
ナ
シ
」
の
例
語
八
七
三
語
中
に
「初
稿
本
」
の
例
語
と

一
致
す
る
語
が
七
九
七
語
も
の
多
数
が
存
在
す
る
こ
と
も
（表

Ａ
ｌ
）、
こ
れ
を
一異
付
け
る
。

「例
語
草
稿
」
の
例
語
中

「不
用
」
の
語
と
一
致
す
る
語
は
、
正
常
位
置
の
語
に
お
い
て

一
〇
九
五
語
中
二
六
語

（二

・
四
％
）
に
す

ぎ
な
い
が
、
書
入
挿
入
の
語
に
お
い
て
は

一
九
二
語
中

一
〇
七
語

（五
五
・七
％
）
を
占
め
る

（表
Ａ
ｌ
）。
こ
の
傾
向
は
証
例
を
有
す
る

例
語

（表
Ａ
２
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
書
入
挿
入
の
語
が
す
べ
て

「不
用
」
に
よ
る
語
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
「不
用
」
の
語

が
後
で
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
疑
い
な
い
。

例
語
上
部
の
印

「
△
●
」
の
付
け
方
に
も
こ
れ
が
現
れ
て
い
る
。
「
●
」
と

「
△
」
の
二
つ
が
付
く
場
合
、
幾

つ
か
の
僅
少
例
を
除
い

て
、
上
下
に
重
な
る
と
き
は

「
●
」
が
語
に
近
く

「
△
」
は
そ
の
上
に
付
く
。
左
右
に
並
ぶ
と
き
は

「
●
」
が
語
の
直
上
に

「
△
」
は
そ

の
右

（語
の
斜
め
右
上
）
に
付
く
。
「
不
用
」
と
関
係
の
あ
る

「
△
」
が

「初
稿
本
」
と
関
係
の
あ
る

「
●
」
よ
り
後
で
記
入
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
付
け
方
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
例
語
集
で
あ
る

「例
語
草
稿
」
で
は
、
先
ず

「初
稿
本
」
に
拠

っ
て
そ
の
例
語
を
書
き
、
そ
の
う
ち

「初
稿
本
」
に
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証
例
を
有
す
る
例
語
に

「
●
」
の
印
を
付
け
、
そ
の
後
で

「不
用
」
に
拠

っ
て

「
不
用
」
の
用
例
と
な

っ
た
語
と
同
じ
例
語
が
有
る
と
そ

の
語
に

「
△
」
を
付
け
、
無
い
場
合
に
は

「不
用
」
の
そ
の
語
を
新
た
に
書
き
加
え
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
ａ
～
ｄ
に
は
、
例
外
の
存
す
る
こ
と
が
あ

っ
て
そ
の
個
々
の
例
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
要
が
あ
る
し
、
「例
語
草
稿
」
に
流
れ
込

む

「初
稿
本
」
と

「不
用
」
の
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ

一
度
限
り
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
も
検
討
の
要
が
あ
ろ
う
が
、
大
筋
に
お
い
て
以
上
の

こ
と
に
変
更
の
必
要
は
な
い
。

一ハ
　

「例
語
草
稿
二
」
の

「
●
」
「
▲
」

「例
語
草
稿

一
ご

の
例
語
に
も
、
「例
語
草
稿
」
と
同
じ
く
そ
の
上
部
に
印
が
付
く
。
違
う
の
は
、
「例
語
草
稿
」
が

「
●
」
「
△
」
で

あ
る
の
に
対
し
て
こ
こ
で
は

「
●
」
と

「
▲
」
が
付
く
。
印
の
意
味
は

「例
語
草
稿
」
と
同
じ
で
あ
る
。
表
Ａ
ｌ

・
表
Ａ
２
と
同
様
の
表
、

表
Ｂ
ｌ

・
表
Ｂ
２
を
次
に
示
し
て
説
明
は
省
略
す
る
。
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○
例
語

（―
表
Ｂ
ｌ
ｌ
）

計

書入挿入の語 正常位置の語

小
計 ι▲・ 台

小
計

▲

●
●

▲
五

ナ

シ

一
二
一　
　
　
七
〇

　
　
　
一
七

一　

　

　

五

ノヽ

七

○

五  一  六

五    一

六 一 〇 一

○

初

・
不

　

　

初
　
　
　
　
　
不

一
五

四

五  一  四

刊
　
　
　
　
　
そ
の
他

一
〇
〇
　
一　

　

一
九 七

九
七

一
四

一

一

一
一ハ

五

六

初
、
不

　

一　
そ
の
他

/1ヽ

計

四    三 六 一  五

一
一
九 ○

一
〇
九

一
四

一
エハ

一
七

エハ
二

計

初
↓
初
稿
本
に
そ
の
例
語
の
あ
る
も
の
。
不
↓
「不
用
」
に
そ
の
例
語
の
あ
る
も
の
。
刊
↓
刊
本
に
そ
の
例
語
の
あ
る
も
の
。
そ
の
他
↓
初
稿
本
・

不
用

・
刊
本
に
そ
の
例
語
の
な
い
も
の
。
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○
証
例
を
有
す
る
例
語

（―
表
Ｂ
２
１
）

計

書入挿入の語 正常位置の語

小
計 ι▲・ 含

/」ヽ

計 ι▲・ 会

九

九

六
七

一　

一
　

　

二

九

二
〇
　
一

七

一  一  七

四

初

・
不

　

　

初
　
　
　
　
　
不

刊
　
　
　
　
　
証
例
な
し

四
三

四

一
一
四

一
一
一

一
五

初
、
不

/」ヽ

計

七

ノヽ ノヽ 四二
エハ
一
一

証
例
な
し

一
一
九 ○

一
〇
九

一
四

一　
エハ

一
七

一ハ
一
一

計

初
↓
初
稿
本
に
そ
の
証
例
の
あ
る
も
の
。
不
↓
「不
用
」
に
そ
の
証
例
の
あ
る
も
の
。
刊
↓
刊
本
に
の
み
そ
の
証
例
の
あ
る
も
の
。
証
例
な
し
↓

初
稿
本

・
不
用

。
刊
本
に
そ
の
証
例
の
な
い
も
の
。
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右
の
表
Ｂ
ｌ

・
Ｂ
２
に
何
か
を
加
え
る
と
す
れ
ば
、
「
五
」
の
①
⑥
と
同
様

の
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
説
明
は
省
略
す
る
。

〔注
〕

１
　

「残
欠
本
、
浄
書
稿
」
の
例
語
中
、
語
の
右
肩
か
ら
下
方
に
墨
線
を
引
く
語
は
他
に

「
い
な
む
る

（こ
れ
は
語
の
中
央
に
墨
線
を
引
く
と

と

「
さ
は
る
」
が
あ
る
。
「
い
な
む
る
」
は
刊
本
に
な
く
、
「
さ
は
る
」
は
刊
本
で

「
さ
や
る
」
と
書
か
れ
単
独
の

「さ
は
る
」
は
な
い
。

２
　
足
立
巻

一
「
『詞
八
衛
』
に
関
す
る
未
発
表
資
料
―
八
衛
成
立
論
の
う
ち
―
」
翁
勢
陽
論
叢
』
第
七
号
　
昭
和
四
十
八
年
七
月

皇
学
院
大

学
）
。

３
　
尾
崎
知
光

「初
稿
本

『詞
八
衛
』
―
そ
の
内
容
と
成
立
に
つ
い
て
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十
年
八
月
号
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学

会
）
。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月

笠
間
書
院
）
所
収
。

４
　
内
容
に
欠
落
は
な
い
が
丁
付

「廿
」
が
な
い
。
「廿
三
」
の
丁
付
、
重
複
。
後
の
丁
数
に

「
２
」
を
加
え
て
区
別
す
る
。

５
　
丁
付

「九
」
が
な
い
。

６
　
丁
付

「十
三
」
が
な
い
。

７
　
注
２
。

８
　

「
２
」
は
同
じ
丁
付
が
重
複
し
て
い
て
、
そ
の
二
番
目
を
示
す
。
↓
注
４
。

９
　

『詞
つ
か
ひ
』
の
第
十
七
巻
の
欄
外
書
入

（第
二
節

引
用
①
）
な
ど
。
「詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
十
六
巻
の
下
～
第
廿
五

の
巻
―
」
翁
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
十
八
号
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
）。

○
第
二
節
は
、
コ
詞
八
衛
』
の
未
発
表
草
稿

一
つ
」
（北
海
道
方
言
研
究
叢
書
第
三
巻

『五
十
嵐
三
郎
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
　
北
海
道
の
こ

と
ば
』
　

昭
和
五
十
六
年
四
月

北
海
道
方
言
研
究
会
）
に
加
筆
し
た
。



第
五
章
　
刊
本

『詞
八
衛
』
の
成
立

第

一
節

　

『詞
八
衛
』
成
立
諸
説

０
　
山
田
孝
雄

山
田
孝
雄
は

『国
語
学
史
』
に
お
い
て
、
『詞
八
衛
』
を

「実
に
わ
が
用
言
の
活
用
に
一
定
の
条
理
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
る
大
著

な
り
と
す
」
と
し
、
内
容
を
概
観
し
て
、

①
こ
れ
ら
は
御
国
詞
活
用
抄
の
影
響
を
受
け
た
る
こ
と
は
著
し
き
こ
と
に
し
て
、
活
用
抄
の
中
に
あ
げ
た
る
許
多
の
例
語
は
も
と
よ
り

こ
の
著
に
摂
取
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
こ
と
ま
た
著
し
。
…
…
…
そ
の
御
国
詞
活
用
抄
よ
り
直
ち
に
詞
の
八
衛
に
発
展
し
得
た
り
と

せ
ば
春
庭
の
偉
大
さ
は
非
常
の
も
の
な
る
べ
く
思
は
る
べ
き
な
り
。
さ
れ
ど
、
恐
ら
く
は
そ
の
中
間
に
活
語
断
続
譜
の
存
し
て
こ
れ

が
研
究
上
の
段
階
を
な
し
た
り
し
も
の
な
ら
む
と
思
は
る
る
な
り
。
…
…
…
。
吾
人
は
そ
の
経
緯
の
大
体
の
整
理
を
ば
先
づ
断
続
譜

が
行
ひ
た
る
を
ば
基
と
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
き
て
若
く
は
そ
れ
が
刺
戟
と
な
り
て
こ
こ
に
八
衛
の
研
究
を
起
し
た
る
な
ら
む
と
思
ふ

も
の
な
る
が
、
こ
の
基
礎
若
く
は
刺
戟
あ
り
と
し
て
も
春
庭
の
研
究
能
力
の
偉
大
と
そ
の
結
果
の
偉
大
と
を
ば
減
少
す
る
も
の
に
あ

ら
ぎ
る
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
五
九
～
六
六

一
ぺ
）

と
称
賛
す
る
。
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は

「
八
衝
」
「断
続
譜
」
「活
用
抄
」
を
比
較
し
て
、

‐５‐
　
　
②
断
続
譜
の
方
八
衛
に
近
し
と
い
ふ
べ
し
。
然
れ
ど
も
、
そ
の
活
用
抄
、
断
続
譜
の
廿
六
七
会
に
分
て
る
を
四
種
に
概
括
し
得
て
殆
ど
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誤
ら
ざ
り
し
も
の
は
春
庭
の
概
括
力
の
偉
大
な
る
に
あ
ら
ず
は
成
し
得
ざ
り
し
所
な
ら
む
。
次
に
そ
の
各
語
の
活
用
の
あ
げ
方
を
見

る
に
、
断
続
譜
の
方
式
に
よ
ら
ず
、
又
五
十
音
図
の
段
の
順
序
に
よ
ら
ず
し
て
よ
く
要
領
を
得
た
る
も
の
は
恐
ら
く
は
断
続
譜
の
標

語
の
下
に
活
用
を
注
記
し
て

明
　
ク
ル
　
　
　
　
　
当
　
ツ
ル
　
　
　
　
　
起
　
グ
ル
　
　
　
　
　
鋳
　
ィ
ル

″
／
レ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

レ

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

″
／
レ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

イ

レ

の
如
く
せ
る
よ
り
暗
示
を
得
た
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
上
の
標
語
の
注
記
を
ば
そ
の
ま
ゝ
縦
に
書
き
下
す
と
き
は
ま
さ
し
く
八
衛
の
表

の
如
く
に
な
る
べ
し
。
…
…
…
又
更
に
横
に
詞
の
断
続
を
注
し
た
る
は
ま
さ
し
く
断
続
譜
の
影
響
に
し
て
、
活
用
抄
に
は
全
く
見
る

こ
と
無
き
所
な
り
。
而
し
て
各
種
の
活
用
毎
に
五
十
音
図
の
各
行
を
擬
し
て
、
そ
の
存
す
る
部
分
を
の
み
と
り
た
る
所
も
亦
断
続
譜

の
と
り
た
る
方
法
に
基
づ
き
た
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
六
四
～
六
六
六
ぺ
）

こ
こ
に
い
う

『詞
八
衝
』
の
前
に
位
置
す
る

「活
語
断
続
譜
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

③
装
図
と
断
続
譜
と
は
精
粗
の
差
あ
る
の
み
に
し
て
そ
の
配
列
は
ま
さ
し
く
装
図
を
基
と
せ
る
こ
と
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り

こ
の
断
続
譜
は
御
国
詞
活
用
抄
を
経
と
し
装
図
を
緯
と
し
、
之
に
紐
鏡
を
参
照
し
て
織
り
成
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
そ
れ
ら
の
短

所
を
去
り
て
長
所
を
助
長
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
五
五
ぺ
）

山
田
の
説
く

『詞
八
衛
』
成
立
の
過
程
を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

あ
ゆ
ひ
抄

・
装
図

（富
士
谷
成
章
）
―
―
―
―
１
１
１
／
／
／

御
国
詞
活
用
抄

（鈴
木
腹
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
語
断
続
譜

（膿
）

て
に
を
は
紐
鏡

（本
居
宣
長
）

詞
八
衛
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そ
し
て
山
田
は
、

④
詞
の
八
衛
が
仮
り
に
上
に
推
定
す
る
如
く
に
し
て
成
り
た
り
と
す
と
も
、
そ
は
こ
の
研
究
の
偉
大
な
る
光
輝
を
減
ず
る
も
の
に
あ
ら

ず
。
用
言
の
活
用
に
か
く
の
如
く
簡
単
に
し
て
し
か
も
井
然
た
る

一
定
の
規
律
の
存
す
る
こ
と
を
概
括
的
法
則
を
立
て
ゝ
明
確
に
示

し
た
る
は
実
に
本
書
を
以
て
は
じ
め
と
す
。
こ
の
点
は
断
続
譜
の
目
的
に
も
あ
ら
ず
、
又
そ
の
遠
く
及
ば
ざ
る
所
な
り
。
而
し
て
そ

れ
ら
の
活
用
に

一
定
の
名
目
を
与

へ
た
る
こ
と
は
亦
本
書
に
は
じ
ま
る
も
の
に
し
て
用
言
の
研
究
は
こ
こ
に
到
り
て
は
じ
め
て
完
成

せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
る
も
の
に
し
て
永
く
後
世
の
典
拠
と
な
れ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
六
六
ぺ
）

と
結
論
し
、
『詞
八
衛
』
を
も

っ
て
活
用
研
究
史
上
そ
の
価
値
を
不
滅
の
も
の
と
す
る
。

②
　
時
枝
誠
記

時
枝
誠
記
は

『国
語
学
史
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

⑤
国
語
学
史
上
に
お
け
る
本
居
春
庭
の
名
声
は
、
活
用
研
究
の
創
始
者
と
考

へ
ら
れ
た
為
に
、
そ
の
著
詞
の
八
衛
と
共
に
従
来
余
り
に

も
有
名
で
あ
つ
た
。
若
し
鈴
木
眼
の
活
用
研
究
を
無
視
し
て
、
春
庭
の
業
績
を
見
る
な
ら
ば
、
誰
し
も
そ
の
天
才
的
な
組
織
的
能
力

に
驚
嘆
し
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
併
し
乍
ら
そ
こ
に
は
歴
史
的
必
然
の
展
開
を
越
え
た
も
の
を
見
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
前
項
に

お
い
て
述
べ
た
神
宮
文
庫
本
活
語
断
続
譜
の
発
見
に
よ
つ
て
、
私
は
春
庭
以
前
に
於
け
る
活
用
研
究
の
自
然
の
展
開
の
次
第
を
述
べ

て
来
た
が
、
今
、
春
庭
を
、
鈴
木
肢
の
継
承
者
と
し
て
の
位
置
に
置
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
活
用
研
究
の
自
然
の
展
開
と
、
活
用
そ
の

も
の
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

六
五
～

一
六
六
ぺ
）

⑥
既
に
鈴
木
腹
は
成
章
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
に
宣
長
の
研
究
を
加

へ
、
用
言
の
断
続
を
主
体
と
す
る
活
用
図
を
組
織
し
た
。

八
衛
は
、
こ
の
活
用
図
即
ち
活
語
断
続
譜
を
と
つ
て
、
更
に
こ
れ
に

一
段
の
整
理
を
加

へ
た
も
の
で
あ
る
。
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（
一
六
六
～

一
六
七
ぺ
）

⑦
成
章
、
膿
が
用
言
を
五
十
音
図
の
排
列
と
は
全
然
無
関
係
に
、
断
続
面
の
み
を
主
眼
と
し
て
組
織
し
た
の
に
対
し
て
、
本
書
は
御
国

詞
活
用
抄
に
倣
つ
て
、
五
十
音
図
を
組
織
の
骨
子
に
持
来
つ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
用
言
の
種
類
が
極
め

て
僅
か
な
分
類
に
要
約
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
く
春
庭
の
偉
大
な
る
功
績
に
帰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
乍
ら
、
五
十
音
図
に
よ

る
右
の
如
き
用
言
の
整
理
は
、
決
し
て
御
国
詞
活
用
抄
よ
り
直
に
展
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
し
て
、　
一
度
成
章
、
脹
の
断
続

の
考
を
経
過
せ
ず
し
て
は
、
到
底
こ
ゝ
ま
で
は
到
達
し
得
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

七
〇
ぺ
）

ま
た

「鈴
木
眼
の
国
語
学
史
上
に
お
け
る
位
置
に
就
い
て
」
に
お
い
て
、
「私
の
定
め
た
膿
の
位
置
を
図
に
示
す
な
ら
ば
」
と
、
次
の
図

を
示
す
。

本
居
宣
長

（詞
の
玉
の
緒
御
国
詞
活
用
抄
）
―
ノン

↓

鈴

木

脹

（活

語

断

続

譜

）

―

―

↓

本

居

春

庭

（詞

の
や

ち

ま

た

）

富
士
谷
成
章

（装
図
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
に
＼、　

↓
僧
義
門

（和
語
説
略
図
）

『詞
八
衛
』
成
立
の
過
程
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る

『活
語
断
続
譜
』
に
つ
い
て
は
、

③
横
に
排
列
さ
れ
た
二
十
七
会
の
用
言
の
排
列
は
、
宣
長
の
御
国
詞
活
用
抄
の
二
十
七
会
を
大
体
に
お
い
て
踏
襲
し
、
こ
れ
を
簡
略
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
縦
の
八
等
の
区
別
は
何
に
基
く
か
と
い
ふ
に
、
宣
長
の
活
用
抄
に
わ
い
て
は
、
用
言
の
語
尾
は
、
そ
の
第

一
会
に
お
い
て
は
、
カ
キ
ク
ケ
と
五
十
音
図
の
段
の
順
に
従
つ
て
居
る
。
処
が
本
書
に
お
い
て
は
、
ク
ク
ク
キ
ケ
ケ
カ
の
順
に
な
つ

て
居

つ
て
宣
長
の
そ
れ
と
は
異
つ
て
居
る
。
然
る
に
成
章
の
装
図
の

「打
つ
」
の
語
尾
は
、
ツ
チ
テ
タ
と
な
り
、
そ
の
韻
の
順
序
に
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お
い
て
本
譜
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
…
…
…
あ
ゆ
ひ
抄
は
、
助
詞
が
如
何
な
る
用
言
に
接
続
す
る
か
は
明
示
し
た
が
、
反
対
に
用
言

の
各
語
尾
に
如
何
な
る
語
が
接
続
す
る
か
は
明
ら
か
に
し
て
居
な
い
。
…
…
…
本
譜
は
、
あ
ゆ
ひ
抄
が
当
然
明
示
す
べ
き
で
あ
つ
た

用
言
の
接
続
面
と
、
そ
れ
に
接
続
す
る
語
を
図
に
表
し
た
の
で
あ
つ
て
、
正
に
装
図
の
当
然
の
発
展
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の

如
く
、
本
譜
の
内
容
を
検
し
て
見
る
の
に
、
本
書
は
、
宣
長
の
御
国
詞
活
用
抄
、
詞
玉
緒
、
及
び
成
章
の
あ
ゆ
ひ
抄
、
装
図
が
綜
合

さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
な
き
事
実
で
あ
る
。
即
ち
宣
長
の
文
の
脈
絡
終
上
の
研
究
と
、
成
章
の
語
の
接
続
が
合

体
し
、
用
言
を
主
体
と
す
る
断
続
の
研
究
が
成
立
し
た
訳
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

六
三
～

一
六
四
ぺ
）

の
よ
う
に
述
べ
る
。

概
し
て
山
田
も
時
枝
も

『詞
八
街
』
に
至
る
経
路
、
影
響
関
係
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
い
て
、
扱
う
資
料
、
影
響
の
先
後
、

経
路
に
い
さ
さ
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
い
わ
ば
学
会
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

０
　
古
田
東
朔

古
田
東
朔
は

「
『活
語
断
続
図
説
』
か
ら

『活
語
断
続
譜
』

へ
」
に
お
い
て
、
『活
語
断
続
図
説
』
を
も
っ
て

「眼
は
、
宣
長
と
成
章
の

活
用
研
究
を
統

一
し
た
と
す
る
の
が
、
現
在
の
通
説
で
あ
る
。
だ
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
活
用
研
究
の
流
れ
と
い
う
意
味
に
お

い
て
は
、
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
具
体
的
な
影
響
関
係
を
意
味
す
る
も
の
な
ら
ば
、
私
は
そ
の
見
解
に
は
必

ず
し
も
従
え
な
い
。
私
は
む
し
ろ
、
膿
は
宣
長
に
萌
芽
と
し
て
あ
っ
た
も
の
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
」
と
し
、
詳

細
な
過
程
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
結
論
と
し
て
、

⑨
脹
は
宣
長
の
著
書
だ
け
に
拠

っ
て
こ
の
書
を
著
作
し
、
か
つ
訂
補
し
て
い
っ
た
と
見
て
も
、
別
に
差
支
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

眼
の
交
友
関
係
と
か
、
書
籍
の
貸
借
な
ど
を
通
じ
て
成
章
の
著
作
に
ふ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
或
い
は
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
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そ
れ
に
内
容
の
点
か
ら
成
章
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
全
然
な
か

っ
た
と
断
言
し
切
る
こ
と
は
は
な
は
だ
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、

拠

っ
た
と
い
う
積
極
的
な
証
拠
が
見
い
だ
せ
ぬ
以
上
は
、
そ
う
断
定
す
る
こ
と
は
し
ば
ら
く
保
留
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
い
う
。
こ
こ
で
は

『詞
八
衛
』
に
至
る
過
程
の

一
部
に
、
定
説
と
な

っ
て
い
る
富
士
谷
成
章
の
存
在
を
排
除
し
得
る
可
能
性
を
示
し
て

い
る
。

図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

本
居
宣
長

ひ
も
鏡

玉
の
緒

活
用
抄

活
語
断
続
図
説
―
―
↓
活
語
断
続
譜

こ
れ
ら
の
諸
説
と
は
異
な

っ
て
全
く
別
の
資
料
、
柴
田
常
昭
の

『詞
つ
か
ひ
』
亀
詞
の
小
車
し

が
そ
の
経
路
の

一
点
を
占
め
る
も
の
と

す
る
説
が
あ
る
。

０
　
足
立
巻

一
、
尾
崎
知
光

足
立
巻

一
は

「
『活
用
言
の
冊
子
』
か
ら

『詞
八
衛
』
く

」
に
お
い
て
、
コ
御
国
詞
活
用
抄
』
か
ら
肢
の

『活
語
断
続
譜
』
が
成
立
し
、

そ
れ
が

『詞
八
衛
』
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
の
が
定
説
の
よ
う
に
な

っ
」
て
い
る
の
に
対
し
て
、

⑩

『冊
子
』
か
ら

『
八
衛
』

へ
至
る
の
に
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
径
路
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
柴
田
常
昭
か
ら
芝
原

春
房
を

へ
て
春
庭
に
結
ば
れ
る
道
筋
で
あ
る
。

と
し
て
常
昭
の

『詞
つ
か
ひ
』
の
重
要
性
を
主
張
し
、
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⑪

（動
詞
活
用
の
分
類
、
組
織
が
）
宣
長
の
語
学
研
究
、
こ
と
に

「活
用
言
の
冊
子
」
に
源
流
を
発
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
そ
れ
に
つ
づ
く
系
譜
と
し
て
は
鈴
木
脹
が
重
視
さ
れ
、
時
枝
誠
記
博
士
の
所
説
以
来
、
『詞
八
衛
』
は
鈴
木
の
『活
語
断
続
譜
』

の
影
響
を
受
け
て
成
っ
た
と
い
う
の
が
学
会
の
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
鈴
木
の
業
績
は
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
春
庭

へ
の
影
響
も
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
決
定
的
な
影
響
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
に
先
行
し
て
富

士
谷
成
章
の

『あ
ゆ
ひ
抄
』
と
柴
田
常
昭

。
柴
原
春
房
の

『詞
の
小
車
』
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ

（８
）

と
一言
う
。

（９
）

尾
崎
知
光
は

「初
稿
本

『詞
八
衛
』
―
そ
の
内
容
と
成
立
に
つ
い
て
―
」
に
お
い
て
、

⑫

「詞
八
衛
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
時
枝
博
士
が

「活
語
断
続
譜
」
の
影
響
を
強
調
さ
れ
て
よ
り
後
、
『断
続
譜
』
と

『活
用
抄
』
と

を

一
つ
に
し
た
も
の
が
即
ち

『詞
八
衛
』
で
あ
る
と
い
ふ
説
が

一
般
に
行
は
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
足
立
巻

一
氏

も
説
か
れ
る
や
う
に
、
新
し
い
資
料
の
多
く
発
見
さ
れ
た
現
在
で
は
通
用
し
な
い
論
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
『断
続
譜
』
が
な
け
れ

ば
、
『活
用
抄
』
か
ら

一
足
飛
び
に

『詞
八
衛
』
の
や
う
な
活
用
の
総
合
は
得
ら
れ
ま
い
と
の
推
測
は
、
『断
続
譜
』
と
は
別
個
に
そ

の
統
合
を
は
た
し
て
ゐ
る

『詞
の
小
草
』
の
発
見
に
よ
つ
て
保
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。

と
一百
う
。

足
立
、
尾
崎
の

『詞
八
衛
』
に
至
る
経
路
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（活
用
抄
）
―
―
↓
詞
の
小
車
―
―
↓
詞
八
衛

こ
こ
で
は
、
『詞
八
衛
』
に
至
る
過
程
に
お
い
て
定
説
と
な

っ
て
い
る
鈴
木
眼
の
存
在
を
排
除
し
得
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
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321注

山
田
孝
雄

『国
語
学
史
』
　

昭
和
十
八
年
七
月

初
版
　
宝
文
館
。
（昭
和
四
十
六
年
二
月

復
刻
版
に
よ
る
）。

時
枝
誠
記

『国
語
学
史
』
　

昭
和
十
五
年
十
二
月

第

一
刷
　
岩
波
書
店
。
（昭
和
二
十
七
年
六
月

第
六
刷
に
よ
る
）。

時
枝
誠
記
「鈴
木
眼
の
国
語
学
史
上
に
お
け
る
位
置
に
就
い
て
」
「
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
二
年

一
月
号
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）。
ｆ
ロ

語
本
質
論
』
（時
枝
誠
記
博
士
論
文
集

第

一
冊
　
昭
和
四
十
八
年
十
月

第

一
刷

岩
波
書
店
）
所
収
に
よ
る
。

４
　
神
宮
文
庫
本

（影
印
、
『鈴
木
眼
』
昭
和
四
十
二
年
十
月

鈴
木
膿
顕
彰
会
）
に
よ
れ
ば

「ク
ク
ク
キ
ケ
ケ
カ
カ
」
が
正
し
い
。
お
そ
ら
く
誤
植

で
あ
ろ
う
。

５
　
古
田
東
朔

「
『活
語
断
続
図
説
』
か
ら

『活
語
断
続
譜
』

へ
」
翁
国
語
学
』
第
四
十
三
輯
　
昭
和
三
十
六
年
二
月

国
語
学
会
）

６
　
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵

写
本

『御
国
詞
活
用
抄
』
の
見
返
し
に
貼
付
。

７
　
足
立
巻

一
「
『活
用
言
の
冊
子
』
か
ら

『詞
八
衝
』
へ
」
倉
現
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
月
報
　
昭
和
四
十
五
年
九
月
）
。

８
　
足
立
巻

一
「
『詞
八
衛
』
に
関
す
る
未
発
表
資
料
―
八
衝
成
立
論
の
う
ち
―
」
亀
勢
陽
論
叢
』
第
七
号
　
昭
和
四
十
八
年
七
月

皇
学
院
大

学
）。

９
　
尾
崎
知
光

「初
稿
本

『詞
八
衛
』
―
そ
の
内
容
と
成
立
に
つ
い
て
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十
年
八
月
号
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学

会
）。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年

一
月

笠
間
書
院
）
所
収
。

○
第

一
節
は
、
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。
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第
二
節

私
見
を
結
論
か
ら
言
え
ば
、

て
に
を
は
紐
鏡

詞
玉
緒

古
事
記
伝

そ
の
他
の
宣
長
著
書

と
い
う
経
路
を
辿

っ
て

『詞
八
衛
』
が
成
立
し
た
と
考
え
る
。
『詞
八
衛
』
の
成
立
過
程
に
、
富
士
谷
成
章

（『あ
ゆ
ひ
抄
』
装
図
）
、
鈴
木

眼

（『活
語
断
続
図
譜
』
『活
語
断
続
譜
し

の
存
在
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
の
存
在
が
な
く
と
も

『詞
八
衛
』
は
成
立
し
得
る
と
考
え

る
の
で
あ
る
。

経
路
Ｉ

「
て
に
を
は
紐
鏡
」
―
↓

「活
用
言
の
冊
子
」。
「活
用
言
の
冊
子
」
の
巻
序

。
構
成
が

「紐
鏡
」
の
二
重
線
を
も

っ
て
す
る
六

区
分
か
ら
の
発
展
と
し
て
理
解
で
き
る

（第
一
一章
第

一
節
三
）
。

経
路
Ⅱ

「活
用
言
の
冊
子
」
―
↓

「詞
つ
か
ひ
」。
両
者
の
構
成
。巻
序
、
各
活
用
型
別
所
属
例
語
の
共
通
性
に
お
い
て

（第
二
章
第
二

節

一
・
二
、
付
節
三
）
、
「詞
つ
か
ひ
」
が

「活
用
言
の
冊
子
」
に
倣
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

経
路
Ⅲ

「詞
つ
か
ひ
」
―
↓

「初
稿
本
詞
八
衛
」。
こ
の
経
路
は
今

一
つ
資
料
に
欠
け
る
も
の
が
あ
る
が
、
「初
稿
本
詞
八
衛
」
の
例
語

排
列
に
お
い
て

（第
二
章
第

一
節
二
・
三

・
四
）、
証
例
の
追
加
、
活
用
型
の
認
定
に
お
い
て

（第
二
章
第
二
節

一
。
三
二
こ
、
「詞
つ
か

『詞
八
衛
』
の
成
立

―

活

用

一一薦

子
Ｉ

Ⅱ

川

詞

つ

か

ひ
Ｉ

Ⅲ

Ｉ

初

稿

鶴

メ

衛
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ひ
」
と

「詞
八
衝
」
と
は
共
通
性
が
あ
る
。
「詞
八
衝
」
が

「詞

つ
か
ひ
」
に
拠

っ
て
成

っ
た
と
す
る
可
能
性
は
大
き
い
。

経
路
Ⅳ

「活
用
言
の
冊
子
」
―
↓

「初
稿
本
詞
八
衛
」。
例
語
の
排
列
、
活
用
型
の
排
列
に
お
い
て
数
の
多
寡
を
分
類
の
規
準
に
す
る
点

で
共
通
性
が
あ
る

（第
二
章
第
二
節
二
、
第
二
章
第

一
節
二
）
。

経
路
Ｖ

「詞
玉
緒
、
古
事
記
伝
、
そ
の
他
の
宣
長
著
書
」
―
↓

「詞
八
衛
」
。
「詞
八
衛
」
の
証
例
に
お
い
て

「古
事
記
伝
」
、
そ
の
他
の

宣
長
著
書
に
拠

っ
た
形
跡
が
あ
る

（第
四
章
第

一
節
二
）
。
「
四
種
の
活
の
図
」
表
外
の
注
記

「切
る
ゝ
・続
く
」
の
断
続
に
も
山
田
は

「断

続
譜
」
の
影
響
を
見
る
が

（第

一
節
②
）
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
古
田
が
、
―
―
実
は
こ
れ
は

「装
図
」
の

「断
続
譜
」
へ
の
影
響
を
否
定

す
る
内
容
な
の
だ
が
―
―
‐
「宣
長
が
語
の
断
続
に
つ
い
て
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て

『漢
字
三
音
考
』
『玉
緒
』
『玉
あ

ら
れ
』
の
例
を
引
用
し

「脹
は
、
必
ず
し
も
成
章
に
よ
ら
ず
、
宣
長
の
考
え
を
発
展
さ
せ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
」
と
言
う
。

こ
れ
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
例
え
ば

『万
葉
集
問
答
』
に
、

①

コ
ゝ
ハ
る
ニ
テ
モ
、
リ
ニ
テ
モ
宜
シ
キ
処
也
、
リ
ナ
レ
ハ
、
切

レ
テ
下

へ
意
ノ
カ
ゝ
ル
事
ナ
キ
定

マ
リ
ノ
マ
ゝ
ノ
テ
ニ
ヲ
ハ
也
、
る

ノ
時

ハ
、
下

へ
意
ノ
及
フ
ト
キ
ノ
テ
ニ
ヲ
ハ
ニ
テ
、
文
章
ノ

一
格
ノ
テ
ニ
ヲ
ハ
也
、
此
例
ヲ
ヨ
ク
ノ
＜
、
考

へ
見
玉
へ
、
る
ノ
ト
キ
ハ
、

ソ
ノ
下

へ
に
ヲ
加

ヘ
テ
見
ル
意
ニ
ナ
リ
テ
、
下

へ
意
ノ
ツ
ゝ
ク
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六

。
四
二
四
）

ｏ
　

ｏ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

キ

、
　

　

　

　

ｏ

②
イ
ケ
ル
ト
モ
ナ
キ
、
凡
テ
上
ノ
詞
ノ
切
ル
ゝ
処
フ
ト
ト
云
テ
受
テ
、
下
ヘ
ツ
ゝ
ク
ル
ゝ
資
行

〕ソ
ノ
ト
ノ
上
ハ
切
ル
ゝ
辞
ノ
格
ナ
ル
定

非

也

マ
リ
也
、
古

ヘ
ノ
文
モ
歌
モ
、
千
万
ノ
中

二
一
ッ
モ
此
例
ノ
タ
カ
ヘ
ル
事

ハ
ナ
シ
、
近
代
ノ
人

ハ
凡
テ
此
格
ヲ
知
ザ
ル
ユ
ヱ
ニ
、
イ

ケ
ル
ト
モ
ナ
キ
ト
云
テ
モ
同
シ
事
ゾ
ト
オ
モ
フ
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六

・
四
五
八
）

ま
た

『大
祓
詞
後
釈
』
に
、

③
万
葉
九
に
、
落
多
藝
知
流

ルお
ど
な
ど
あ
り
、
知
と
い
ひ
都
と
い
ふ
差
は
、
用
言

へ
つ
ゞ
く
時
は
、
た
ぎ
ち
と
い
ひ
、
体
言

へ
つ
ゞ

く
と
き
は
、
た
ぎ

つ
と
い
ふ
、
こ
ゝ
は
速
川
体
言
な
れ
ば
、
た
ぎ
つ
と
い
ふ
べ
き
例
也
、
　
　
　
　
　
　
　
（七

。
一
五

一
）
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な
ど
が
あ
る
。

活
用
と
断
続
の
関
係
を
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま

「詞
八
街
」
が
宣
長
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
更
に
付
け
足
す
な
ら
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が

「詞
八
衛
」
の
総
論
に
係
辞

「
こ
そ
」
の
項
が
あ
る
こ
と
、
「
四
種
の
活
の
図
」

の
注
記

「
こ
そ
の
結
辞
」
の
記
入
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
「紐
鏡
」
「
玉
緒
」
に
倣

っ
た
形
跡
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に

『詞
八
衛
』
は
、
活

用
型
の
配
列
、
活
用
と
断
続
の
関
係
、
例
語
や
証
例
に
お
い
て
父
宣
長
に
、
例
語
の
排
列
や
証
例
の
採
録
に
お
い
て
常
昭
に
多
く
を
拠

っ

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

（３
）

な
お
、
「
活
用
言
の
冊
子
』
の
文
法
的
内
容
は
本
居
春
庭
の

『詞
八
衛
』
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
」
る
と
い
う
論
説
が
あ
る
。

か
く
し
て

『詞
八
衛
』
が
成
立
し
た
と
い
っ
て
も
、
言
う
ま
で
も
な
く

一
日
に
し
て

「刊
本
詞
八
衛
」
が
成

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
お

そ
ら
く
彩
し
い
覚
え
書
き
や
草
稿
、
例
語

。
証
例
の
カ
ー
ド
や
ノ
ー
ト
が
あ
っ
て
先
ず
証
例
を
伴
わ
な
い

「原
初
稿
本
詞
八
衛
」
が
成

っ

て
、
そ
の
後
、
刊
本

『詞
八
衝
』
成
立
に
至
る
ま
で
、
初
稿
本

『詞
八
衛
』
、
「や
ち
ま
た
不
用
」
、
「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
」
「
や
ち
ま
た
例

語
草
稿
二
」
、
「詞
の
や
ち
ま
た

草
稿
残
欠
本
」
「詞
の
や
ち
ま
た

浄
書
稿
」
が
、
次
の
よ
う
な
経
路
を
辿

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

詞
八
衛

（原
初
稿
本
）
―
―
Ｉ
Ⅵ
Ｉ
Ｉ
↓
詞
八
衛

（現
初
稿
本
）
―
―
Ｉ
Ⅶ
Ｉ
Ｉ
↓
不
用
―
―
Ｉ
Ⅷ
Ｉ
Ｉ
↓
例
語
草
稿

・

例
語
草
稿
二
―
―
Ｉ
Ⅸ
Ｉ
Ｉ
↓
残
欠
本

・
浄
書
稿
―
―
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
↓
刊
本

経
路
Ⅵ

「原
初
稿
本
」
―
↓

「現
初
稿
本
」。
「初
稿
本
」
の
初
期
の
、
こ
こ
に
い
う

「原
初
稿
本
」
の
形
態
は
、
動
詞
に
関
わ
る
総
論

と
そ
の
五
十
音
の
行
別
活
用
型
別
の
分
類
、
及
び
そ
の
所
属
例
語
を
列
記
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
五
十
音
の
順
、
例
語
の
排
列
は
数

の
多
寡
を
規
準
と
す
る
点
で

『活
用
言
の
冊
子
』
の
影
響
が

（第
二
章
第

一
節
二
）
、
活
用
型
の
排
列
が
連
用
形
を
第

一
の
規
準
と
す
る

点
、
活
用
語
の
語
末
に
着
目
す
る
点
で

「詞
つ
か
ひ
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る

（第
二
章
第
二
節
二
、
付
節
二
、
第
二
章
第

一
節
二

・
三

・
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四
）
。
証
例
を
有
し
な
い

「原
初
稿
本
」
に
証
例
が
書
き
込
ま
れ
て

「現
初
稿
本
」
と
な
る
点
に
同
じ
く

『詞
つ
か
ひ
』
の
影
響
が
見
ら
れ

（第
二
章
第
二
節
二
。
一こ
、
か
く
て
体
裁

・
内
容
は
基
本
的
に

「刊
本
詞
八
衛
」
に
等
し
い
も
の
と
な
る
。
あ
と
は
整
理
・
充
実
の
段
階

に
入
る
。

経
路
Ⅶ

「現
初
稿
本
」
―
↓

「不
用
」
。
証
例
充
実
の
た
め
に
新
た
に
証
例
カ
ー
ド
集

「や
ち
ま
た
不
用
」
が
作
ら
れ
た

（第
四
章
第
二

節
）
。

経
路
Ⅷ

「不
用
」
―
↓

「例
語
草
稿

。
例
語
草
稿
二
」
。
「原
初
稿
本
」
の
例
語
が

「例
語
草
稿

。
例
語
草
稿
二
」
に
お
い
て
五
十
音
順

に
排
列
さ
れ
た

（第
四
章
第
三
節
）。
同
時
に

「不
用
」
の
証
例
の
語
に
よ
っ
て
例
語
も

「例
語
草
稿
。例
語
草
稿
二
」
に
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
証
例
を
付
す
語
に
印
が
付
け
ら
れ
た

（第
四
章
第
二
節
、
第
二
節

一
。
二

・
四

・
五

・
六
）
。

経
路
Ⅸ

「例
語
草
稿

。
例
語
草
稿
二
」
―
↓

「残
欠
本

・
浄
書
稿
」
。
右
の
Ⅷ

・
Ⅷ
が
総
合
的
に
整
理
さ
れ
、
証
例
の
解
説
が
充
実
し

て
、
殆
ど
版
下
に
近
い
成
稿
本
と
も
い
う
べ
き

「残
欠
本

・
浄
書
稿
」
と
な
る

（第
四
章
第
二
節
三
）
。

経
路
Ｘ

「残
欠
本

。
浄
書
稿
」
―
↓

「刊
本
」
。
そ
れ
が
更
に
整
え
ら
れ
て

「刊
本
詞
八
衛
」
と
な

っ
た
。

「初
稿
本
」
以
降
の
経
路
は
以
上
の
よ
う
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『詞
八
衛
』
成
立
に
以
上
の
経
路
を
考
え
る
と
、
『詞
八
衛
』
は
父
宣
長
か
ら
、
父
の
問
人
柴
田
常
昭
を
介
在
し
て
、
春
庭
に
至

っ
て
成

立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
富
士
谷
成
章
の
語
学
研
究
、
田
中
道
麿
や
鈴
木
眼
の
、
宣
長
門
人
の
語
学
研
究
が

影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
言
う
経
路
に
よ
っ
て
も

『詞
八
街
』
は
十
分
に
成
立
し
得
る
。

家
族
や
門
人
の
手
助
け
が
あ

っ
た
と
は
い
え
、
盲
目
の
春
庭
が
こ
れ
ほ
ど
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
労
苦
と
努
力
と
、
組
織
力
に
驚
嘆
す

る
。
そ
の
驚
嘆
す
べ
き
動
詞
体
系
の
組
織
力
は
五
十
音
図
の
徹
底
的
な
適
用
に
あ
る
の
だ
が
、
「初
稿
本
」
が
出
来
る
当
初
は
、
動
詞
活
用

型
の
排
列
も
例
語
の
排
列
も
必
ず
し
も
徹
底
し
た
五
十
音
順
で
は
な
か
っ
た
。
勿
論
、
動
詞
の
活
用
は
も
と
も
と
五
十
音
で
整
理
し
得
る



体
系
が
そ
れ
自
身
に
あ

っ
た
か
ら
で
は
あ
る
し
、
既
に
五
十
音
で
活
用
を
整
理
し
よ
う
と
し
た
谷
川
士
清
の

「倭
語
通
音
」
翁
日
本
書
紀

通
証
し
、
賀
茂
真
淵
の

「五
十
聯
声
」
「
語
意
考
し

の
よ
う
な
範
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
刊
本
に
至
る
過
程
で
す
べ
て
の

排
列
が
五
十
音
順
に
な

っ
た
。
か
く
て
日
本
語
の
動
詞
活
用
は

一
目
了
解
で
き
る
も
の
と
な
り
、
阪
倉
篤
義
が

「終
止
形
を
中
央
に
し
て
、

連
用
形
と
連
体
形
、
未
然
形
と
己
然
形
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
称
的
に
位
置
す
る
と
い
う
か
た
ち
に
な
る
。
（命
令
形
は
、
単
独
で

一
文
に
相

当
す
る
、
異
質
な
活
用
形
で
あ
る
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
活
用
形
の
名
称
は
別
と
し
て
も
整
然
と
し
た
活
用
体
系
が
認
識
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
春
庭
の
研
究
は
ま
さ
に

″末
代
ま
で
不
動
の
説
″
と
な
っ
た
。
そ
の
実
証
主
義
と
形
式
主
義
的
論
理
性
は
現
在
も
文
法
研
究
の
規

範
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
又
、
春
庭
の
限
界
で
も
あ
り
、
そ
の
後
の
文
法
研
究
に
大
き
な
制
約
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た

こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

五
十
音
図
と
い
う
言
語
の
外
に
あ
る
も
の
で
整
理
さ
れ
た
動
詞
活
用
論
は
、
形

・
形
式
を
重
ん
ず
る
こ
と
と
な
り
、
言
語
を
形
で
処
理

す
る
こ
と
を
第

一
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
或
い
は
こ
れ
は
、
日
本
語
の
文
法
研
究
に
お
い
て
不
幸
な
出
来
事
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
く
る
と
、
改
め
て
柴
田
常
昭
の

『詞
つ
か
ひ
』
に
見
え
る
文
法
説
が
貴
重
な
も
の
に
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

古
田
東
朔

「
『活
語
断
続
図
説
』
か
ら

『活
語
断
続
譜
』

へ
」
亀
国
語
学
』
第
四
十
三
輯
　
昭
和
三
十
六
年
二
月

国
語
学
会
）

筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
の
巻

・
ペ
ー
ジ
。

竹
田
純
太
郎

「
『活
用
言
の
冊
子
』
に
つ
い
て
」
翁
国
語
学
』
第
百
七
十
三
集

平
成
五
年
六
月
　
国
語
学
会
）
。
（平
成
五
年
六
月
二
十
八
日
、

追
加
）
。

４
　
阪
倉
篤
義

『
日
本
語
表
現
の
流
れ
』
（平
成
五
年
二
月

岩
波
書
店
）
七
八
ペ
ー
ジ
。

○
第
二
節
は
、
本
書

の
書
き
下
し
で
あ
る
。
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付
節

　

『詞
つ
か
ひ
』

付
節

一
　

『詞
つ
か
ひ
』
と
柴
田
常
昭

一
　

体
裁

と
書
名

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
準
貴
重
書
、
函
架
番
号

「
Ｗ
Ｂ
７
１
１
」。
柴
田
常
昭
著

芝
原
春
房
補
筆

『詞

つ
か
ひ
』
全
二
十
冊
、
改
装

現
十
冊
、
美
濃
版
、
袋
綴
。
現
在
、
第

一
冊
～
第
五
冊
、
第
六
冊
～
第
十
冊
、
二
つ
の
峡
に
収
ま
る
。
各
巻
、
青
表
紙
。
第

一
冊
の
表
紙

左
上
部
に
題
簸
、
そ
れ
に

「柴
田
常
昭
著
詞
つ
か
比
　
　
凡
例
」
、
そ
の
右
肩
に

「本
居
宣
長
書
入
丼
書
翰
附
」
と
記
す
。
以
下
、
各
冊
に

題
簸
、
第
二
冊
に

「詞
つ
か
ひ
　
一
ご
、
第
二
冊
に

「詞
つ
か
ひ
　
一言
、
…
…
…
…
第
十
冊
に

「詞
つ
か
ひ
　
十
止
」
と
記
す
。

青
表
紙
の
次
に
各
巻
ご
と
に
表
紙
が
付
く
。
三
十
巻
す
べ
て
無
罫
の
料
紙
。
こ
の
表
紙
に
は
題
号
の
ほ
か
、
巻
序
数
、
活
用
型
、
そ
の

例
語
、
巻
に
よ
っ
て
は
注
記
が
書
入
れ
ら
れ
、
次
の
料
紙
か
ら
本
文
が
始
ま
る
。
た
だ
し
第

一
冊

（凡
例
の
巻
）
に
限
り
、
青
表
紙
の
次

に
自
紙

一
枚
を
挟
ん
で

「東
京
図
書
館
」
名
入
り
の
用
箋
を
用
い
て

「帝
国
図
書
館
司
書

中
根
市
治
」
の
添
書
が
付
き
、
次
に
巻
別
の
表

紙
が
あ
り
、
次
に

「十

一
月
九
日
」
附
の

「柴
田
四
郎
右
衛
門
様
」
宛
の
宣
長
書
簡
が
付
く
。
こ
の
書
簡
の
冒
頭
に
墨
色
薄
く

「壬
子
十

一
月
十

一
日
夕
届
」
と
あ
っ
て
並
記
し
て

「本
居
翁
」
と
あ
る
。
「壬
子
」
は
寛
政
四
年
に
当
る
。

‐６５
　
　
中
根
粛
治
の
添
書
。
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①
余
明
治
二
十
年
頃
東
京
教
育
博
物
館
図
書
掛
在
職
中
同
僚
青
木
君
よ
り
本
居
宣
長
の
書
簡
な
り
と
て

一
通
を
預
け
ら
る
然
る
に
三
十

九
年
三
月
新
館

二
移
転
の
際
抽
出
よ
り
右
の
書
簡
を
発
見
し
た
れ
ハ
一
読
す
る
に
柴
田
常
昭
著
詞

つ
か
ひ
を
宣
長

一
見
の
後
贈
り
た

る
書
状
な
る
に
よ
り
詞
遣
て
ふ
書
籍
を
取
出
し
て
之
を
右
書
簡
と
対
照
す
る
に
蓋
し
此
詞
遣
の
中
に
著
者

ハ
宣
長
の
書
籍
を
は
さ
み

を
き
其
侭
譲
り
し
も
の
に
て
東
京
教
育
博
物
館
に
て
購
入
し
際
も
依
然
書
物
の
中
に
在
り
し
を
青
木
氏

ハ
発
見
し
書
物
よ
り
除
き
て

余
に
預
け
し
も
の
と
知
ら
る
今
復
更
に
本
書
に
貼
附
し
て
陳
列
書
と
な
す
に
よ
り
此
事
を
記
し
詑
ぬ

帝
国
図
書
館
司
書

中
根
粛
治

「詞

つ
か
ひ
」
添
付
十

一
月
九
日
付
柴
田
四
郎
右
衛
門
宛
宣
長
書
簡

②
去
月
七
日
之
御
返
書
相
達
し
致
拝
見
候
被
入
御
念
候
義

二
奉
存
候
其
後
愈
御
安
全
御
座
被
成
候
哉
承
度
奉
存
候
此
元
無
事

二
罷
在
候

然
て
詞
つ
か
ひ
の
御
書
存
し
寄
り
書
加

へ
返
進
申
候
御
考
共
扱
々
細
密
之
至
致
感
心
候
猶
追
々
御
勘
考
被
成
必
々

一
部
ノ
書

二
御
仕

立
可
被
成
候
此
詞

つ
か
ひ
之
義

ハ
兼
々
愚
老
も
心
さ
し
御
座
候

へ
共
も
は
や
生
涯
そ
の
い
と
ま
な
く
甚
残
念

二
存
候
処
貴
君
之
御
考

甚
以
く
は
し
く
允
当

二
而
い
か
計
か
大
慶

二
存
し
候
事
返
々
無
御
解
怠

一
部
ノ
書

二
御
仕
立
可
被
成
候
か
や
う
二
詞
つ
か
ひ
之
妙
ニ

符
節
を
合
せ
た
る
如
く
千
言
万
語
其
例
格
ノ
違

ハ
ザ
ル
コ
ト
誠

二
皇
国
言
霊
ノ
奇
妙
ナ
ル
所
也
然
ル
ニ
世
ノ
人
か
ば
か
り
妙
ナ
ル
意

味
を
よ
く
辮

へ
知
ル
人
な
く
み
だ
リ
ニ
用
ヒ
候
事
返
々
残
念
也
此
意
味
を
よ
く
辮

ヘ
タ
ル
人
世
二
お
そ
ら
く
覚
え
不
申
候
必
ノ
ヽ
御

出
精
可
被
成
候
近
頃
遠
江
国
石
塚
龍
麻
呂
卜
云
人
古
言
清
濁
考
卜
云
書
ヲ
あ
ら

ハ
し
て
古
言
ノ
清
濁
ヲ
考

ヘ
タ
リ
是
又
愚
老
年
来
心

が
け
候

へ
共
い
と
ま
な
く
候
処
右
ノ
龍
ま
ろ
考

二
而
古
言
ノ
清
濁

ハ
明
ラ
カ
ニ
成
申
候
此
う

へ
詞
つ
か
ひ
ノ
事
貴
君
ノ
御
考
ノ
成
就

ヲ
待
ツ
モ
ノ
也
尚
期
後
信
恐
慢
謹
言

宣
長

十

一
月
九
日
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柴
田
四
郎
右
衛
門
様

現
改
装
本
十
冊

『詞
つ
か
ひ
』
二
十
巻
の
題
名

。
巻
序
数

（か
っ
こ
内
、
本
文
冒
頭
の
題
名
）
。

詞
つ
か
ひ
　
第
二
の
巻

（詞
つ
か
ひ
）

詞
づ
か
ひ
　
第
五
巻

（詞
づ
か
ひ
）

詞
つ
か
ひ
　
七
の
巻

（詞
の
小
車
）

詞
つ
か
ひ
　
第
九
の
巻

（言
葉
の
小
車
）

詞
つ
か
ひ
　
十

一
の
ま
き

（詞
つ
か
ひ
真
櫛
抄
）

詞
の
を
く
る
ま
　
第
十
三
巻

（語
小
車
）

第

一
冊

詞
つ
か
ひ

第
二
冊

辞
つ
か
ひ

語
之
小
車

第
二
冊

詞
つ
か
ひ

第
四
冊

詞
の
小
車

第
五
冊

詞
の
小
車

詞
つ
か
ひ

第
六
冊

詞

つ
か
ひ

詞
つ
か
ひ

第
七
冊

凡
例
の
第

一
巻

（詞

つ
か
ひ
）

第
壱
の
巻

（詞
つ
か
ひ
）

第
二
巻

（詞
の
を
く
る
ま
）

第
四
ノ
巻

（詞
つ
か
ひ
）

第
六
の
巻

（詞
の
小
車
）

第
八
の
巻

（語
の
を
く
る
ま
）

第
十
巻

（詞
つ
か
ひ
）

第
十

〔四
〕
弐
巻

（語
遣
）

十
四
の
巻

（詞
の
小
車
）
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詞
の
小
車
　
第
十
五
巻

（詞
の
小
車
）　
　
　
　
　
　
　
　
詞
づ
か
ひ
　
第
十
六
巻

（詞
つ
か
ひ
真
櫛
抄
）

詞
つ
か
ひ
　
第
十
六
巻
の
下

（語
つ
か
ひ
）　
　
　
　
　
　
詞
づ
か
ひ
　
第
十
七
巻

（詞
づ
か
ひ
真
櫛
抄
）

詞
つ
か
ひ
　
十
八
の
巻

（詞
つ
か
ひ
）　
　
　
　
　
　
　
　
詞
つ
か
ひ
の
抄
　
第
十
九
巻

（語
遣
）

第
八
冊

詞
の
を
く
る
ま
　
第
廿
巻

（語
之
小
車
）　
　
　
　
　
　
　
詞
の
を
く
る
ま
　
第
廿

一
巻

（詞
づ
か
ひ
）

詞
つ
か
ひ
真
櫛
抄
　
第
廿
二
巻

（詞

つ
か
ひ
真
櫛
抄
）
　

　

常
補
巻

（表
紙
の
み
の
巻
、
本
文
な
し
）

語
之
小
車
　
第
廿
三
巻

（語
小
車
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
の
小
車
　
第
廿

〔三
〕
四
巻

（語
の
小
車
）

詞
つ
か
ひ
の
抄
　
廿
五
の
巻

（詞
つ
か
ひ
真
櫛
抄
）

第
九
冊

詞
つ
か
ひ
　
第
廿
六
巻

（詞
づ
か
ひ
）

第
十
巻

詞
つ
か
ひ
　
第
廿
七
巻

（詞
づ
か
ひ
）

（２
）

『詞
つ
か
ひ
』
は
別
に

『詞
の
小
車
』
と
呼
ば
れ
る
。
鈴
木
腹

「活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
シ
ノ
説
」
の
宣
長
添
書
に

「常
昭
卜
云
シ
男

（略
）

活
語
ノ
事
ヲ
考

ヘ
テ
詞
ノ
小
車
卜
名
ケ
テ
」
と
あ
り
、
「
凡
例
の
第

一
巻
」
の
表
紙
に
宣
長
書
入
れ

コ
言
葉
の
小
車
　
題
号
ヲ
カ
ク
ノ
如
ク

被
成
候
而
ハ
イ
カ
ゞ
」
と
あ
る
。
こ
の

「詞
つ
か
ひ
」
が
全
巻
通
じ
て

「車
」
の
論
を
中
心
と
す
る
内
容
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、

宣
長
が
他
の
著
書

『詞
の
玉
緒
』
『玉
の
小
櫛
』
な
ど
に
類
す
る
雅
名
、
『詞
の
小
車
』
に
改
題
を
奨
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
常
昭
も
師
の
意

を
容
れ
て
全
二
十
巻
中
の
か
な
り
の
巻
に
そ
の
名
称
を
使

っ
て
い
る
。
な
お
、
全
巻
丁
数
の
記
入
は
な
い
。

三
十
巻
各
巻
の
表
紙
に
は
次
の
よ
う
に
四
種
の
書
名
を
使
う

（括
弧
内
、
内
題
に
お
け
る
使
用
例
）。
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詞
つ
か
ひ

詞
つ
か
ひ
真
櫛
抄

十
七

（十
三
）

一

（
五

）

詞
つ
か
ひ
の
抄

詞
の
小
車

二

（○
）

九

（十

一
）

例 例

例 例

一
一　

常
昭

の
学
問

常
昭
は
宣
長
門
下
の

一
人
と
し
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
優
秀
な
人
物
で
あ
っ
た
。
寛
政
五
年
十

一
月
九
日
付
千
家
俊
信
宛
宣
長
書
簡
に

「門
人
姓
名
記
し
上
候
様

二
被

二
仰
聞

一
候
へ
共
、
殊
外
数
多
候
二
付
、
悉
く
ハ
得
記
し
不

レ
申
、
格
別
出
精
厚
志
ノ
分
少
々
相
認
、
上

ケ
申
候
」
と
し
て
、
稲
掛
大
平
以
下
三
十
二
名
の
姓
名
を
挙
げ
る
。
三
井
高
蔭
、
横
井
千
秋
、
鈴
木
肢
、
川
村
正
雄
、
石
塚
龍
麿
ら
と
と

も
に
柴
田
常
昭
の
名
も
見
え
る
。
「格
別
出
精
厚
志
」
の
門
人
と
し
て
宣
長
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。

常
昭
の
研
究
分
野
は
語
法

（「詞
つ
か
ひ
し

で
、
宣
長
書
簡

（引
用
②
）
に

「龍
ま
ろ
考

二
而
古
言
ノ
清
濁

ハ
明
ラ
カ
ニ
成
申
候
此
う

へ
詞

つ
か
ひ
ノ
事
貴
君
ノ
御
考
ノ
成
就
ヲ
待
ツ
モ
ノ
也
」
と
あ
る
よ
う
に
音
韻
研
究
の
石
塚
龍
麿
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
常
昭
が

語
法
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は
、
万
葉
集
に
関
す
る
諸
々
の
疑
間
を
宣
長
に
質
し
、
そ
れ
に
答
え
た
問
答
の
書

『万
葉

集
疑
問
』
の
処
々
に
窺
わ
れ
る
。

『万
葉
集
疑
間
』
の
常
昭
と
宣
長
の
問
答
は
、
明
記
さ
れ
た
年
月
に
よ
れ
ば
第

一
冊
か
ら
第
六
冊
ま
で
が
天
明
元
年
秋
八
月
か
ら
五
年

二
月
二
十
二
日
ま
で
の
四
年
間
ほ
ど
の
こ
と
、
第
七
冊
以
下
第
十
冊
ま
で
に
は
年
月
の
明
記
が
な
く
て
何
時
ま
で
続
い
た
か
不
明
と
い

う
が
、
『詞
つ
か
ひ
』
が

一
応
成
る
寛
政
四
年
ま
で
七
年
ほ
ど
の
歳
月
が
あ
る
。

常
昭
は
万
葉
集
に
特
に
関
心
を
持
ち
、
親
し
ん
で
い
た
ら
し
い
。
『詞

つ
か
ひ
』
の
証
例
五
九
四
例
中
、
万
葉
集
か
ら
の
証
例
が

一
八
八

例

公
壬

一％
）
で
最
も
多
く
、
次
に
多
い
源
氏
物
語
の
四
四
例
と
大
き
く
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
『万
葉
集
疑
間
』
に
お
け
る
宣
長
と
の
間

答
の
結
果
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
常
昭
が
師
宣
長
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
、
『詞
つ
か
ひ
』
の
証
例
の
出
典
と
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な

っ
た
書
物
が
仮
に
宣
長
か
ら
の
貸
借
と
し
て
も
そ
の
証
例
の
大
部
分
は
成
立
す
る
。
し
か
し
例
え
ば
証
例
の
出
典
と
し
て
示
さ
れ
る
『宇

治
大
納
言
物
語
』
は
、
宣
長
の
「宝
歴
二
年
以
後
購
求
謄
写
書
籍
　
附
書
目
」
望
日斎
中
蓄
書
目
」
「書
籍
目
」
「借
書
簿
」
「鈴
屋
蔵
書
目
」

「鈴
屋
蔵
書
目
録
」
の
い
ず
れ
に
も
そ
の
名
が
見
え
な
い
。
ま
た
、
本
居
宣
長
記
念
館
の
蔵
書
中
に
、
奥
書

「正
三
位
物
か
た
り
柴
田
常

昭
か
本
を
か
り
て
う
つ
さ
せ
た
る

一
か
へ
り
よ
み
あ
は
せ
た
ヽ
し
つ
　
寛
政
六
年
八
月
十

一
日
　
本
居
宣
長
」
を
も
つ

『正
三
位
物
か
た

り
』
上
下
が
あ
る

（奥
書
と
題
答

「正
三
位
物
か
た
り
、
上
、
下
」
は
宣
長
の
筆
跡
と
い
う
）
。
こ
の
奥
書
に
よ
る
と
こ
の

『正
三
位
物
か

た
り
』
は
常
昭
の
蔵
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
大
阪
府
立
図
書
館
に
も
同
様
の
奥
書

（た
だ
し
署
名

「本
居
宣
長
」
を
欠
く
）
を

も
つ

『正
三
位
物
語
　
一
名
岩
清
水
』
上
下
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
転
写
本
で
あ
ろ
う
。
常
昭
は
か
な
り
の
蔵
書
家
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

寛
政
八
年
五
月
十
二
日
没
。
寛
政
八
年
六
月
四
日
付
春
庭
宛
宣
長
書
簡
に

「津
柴
田
四
郎
右
衛
門
、
先
達
而
よ
り
病
気
に
而
、
よ
ほ
と

久
々
相
煩
、
五
月
十
二
日
死
去
い
た
し
申
候
、
靭
々
残
念
成
事

二
御
座
候
、
去
冬
家
業
筋

二
付
大
ナ
ル
心
労
有

レ
之
、
夫
故
ノ
病
気
之
由

承
り
申
候
」
と
あ
る
。

〓
一　

芝
原
春
房

『詞
つ
か
ひ
』
に

「春
房
曰
」
「春
」
と
す
る
書
入
れ
が
あ
る
。
常
昭
と
同
郷
同
門
の
芝
原
春
房
の
こ
と
で
あ
る
。
宣
長
の

「門
人
姓
名

録
」
（追
加
本
）
の
寛
政
二
年
庚
成
の
条
に

「津
　
芝
原
武
次
郎
　
春
房
　
初
房

氏
」
と
あ
る
。

鈴
木
眼

「活
語
ト
マ
リ
ノ
モ
シ
ノ
説
」
の

「其
書
イ
マ
ダ
落
成
セ
ズ
コ
ン
ニ
依
テ
同
邑
二
芝
原
六
郎
衛
門
春
房
卜
云
男
ソ
ノ
詞
ノ
小
車

ノ
後
ヲ
ツ
ギ
テ
考

へ
成
サ
ン
ト
テ
今
最
中
考

へ
居
ル
也
」
に
よ
れ
ば
常
昭
の
没
後
、
あ
る
い
は
生
前
に

『詞
つ
か
ひ
』
に
関
与
し
て
い
た
。

寛
政
十

一
年
十
二
月
十
二
日
付
春
房
宛
宣
長
書
簡
に

「
只
今

ハ
御
多
用
二
御
成
候
由
、
御
尤
奉

レ
存
候
、
乍

レ
去
御
閑
隙
之
節
、
不

レ
絶

御
詠
出
奉

レ
待
候
、
且
又
兼
々
御
心
掛
之
詞
の
小
車
も
、
何
と
そ
御
成
業
被

レ
成
候
様
致
度
奉

レ
存
候
」
と
も
あ
る
。
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春
一房
は
常
昭
に
遅
れ
る
こ
と
十
七
年
ほ
ど
の
入
門
。
同
郷
で
も
あ
り
親
交
も
あ

っ
て
、
常
昭
没
後
は
そ
の
仕
事
を
継
ぐ
こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
見
ら
れ
る

『詞

つ
か
ひ
』
の
春
房
の
補
筆
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
証
例
の
追
加
程
度
で
、
理
論
の
発
展
と
い
う

よ
う
な
も
の
は
な
い
。

四
　
書
目

の
掲
載

『詞
つ
か
ひ
』
が
書
目
録
に
載
る
こ
と
は
少
な
く
、
次
の
二
書
に
そ
の
名
が
見
え
る
程
度
で
あ
る
。

１
　

『国
語
学
書
目
解
題
』
（明
治
三
十
五
年
刊
）

ｏ
こ
と
ば
づ
か
ひ
　
　
詞
遣
　
十
巻
　
一
名

詞
遣
真
櫛
抄
、
又

詞
の
小
車

（
ａ
）

鶴
峯
戊
申
撰
　
写
本

こ
の
書
は
、
用
言
の
考
を
記
し
た
る
も
の
に
て
、
は
た
ら
き
の
種
類
に
よ
り
て
詞
を
あ
つ
め
、
「
か
う
べ
」
釜
中根
）
、
「あ
が
き
」

（語
尾
）
、
「く
る
ま
」
翁
り
き
む
」
の

「む
」
の
如
く
、
体
言
に
そ

へ
た
る
語
）
の
事
な
ど
を
い
へ
り
、
本
書
撰
者
の
名
一を
記
さ
ず
、

蓋
鶴
峯
戊
申
の
撰
。

『国
語
学
書
目
解
題
』
の
著
者
赤
堀
又
次
郎
が
そ
の
緒
言
に

「
み
な
余
が
見
間
に
入
り
た
る
を
主
と
し
た
る
」
と
い
う
よ
う
に
右
の
解

題
は
、
今
と
な
っ
て
は
誤
り
も
あ
る
が
簡
に
し
て
要
を
得
た
も
の
で
実
際
に
見
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
著
者
を
鶴
峯
戊
申
と
し

た
の
は
大
き
な
誤
り
で
あ

っ
た
。

（
ｎ
）

２
　

『国
書
総
目
録
』
第
二
巻

（昭
和
四
十
年
刊
）

ｏ
詞

つ
か
ひ
　
一
〇
冊
　
語
学
　
柴
田
常
昭
　
写
本

ｏ
詞
つ
か
ひ
　
　
一
冊
　
語
学
　
写
本
　
一示
都
大
学

国
立
国
会
図
書
館

（自
筆
、
宣
長
書
簡
を
付
す
）

C  b
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ｏ
詞
遣
　
　
　
一
〇
巻

一
〇
冊
　
詞
遣
真
櫛
抄

・
詞
の
小
車
　
語
学
　
鶴
峯
戊
申
　
写
本
　
国
立
国
会
図
書
館
…
…
…

（ｄ
）

ｏ
詞
の
小
車

　

↓

詞
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

（
ｅ
）

こ
こ
に
も
誤
り
が
あ
る
。
便
宜
、
付
し
た
ａ
～

ｅ
で
い
う
と
、
ｅ
が
ｄ
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
ｄ
は
お
そ

ら
く
ａ
を
転
写
し
た
だ
け
の
も
の
で
、
ａ
の

「十
巻
」
を

「
一
〇
巻

一
〇
冊
」
と
し
た
の
は
寧
ろ
誤
り
と
な
っ
た
。
ｂ
は
お
そ
ら
く
実
物

を
見
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
最
初
の

一
冊
を
読
ん
だ
だ
け
で
ｂ
が
ａ
と

一
致
す
る
こ
と
に
気
付
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、

全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
ｂ
と
ｄ
を
別
の
も
の
と
し
て
掲
載
す
る
過
ち
を
犯
す
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
ａ
の
著
者
の
誤
り
を
指
摘
す
る
こ
と

も
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。
結
局
、
『国
書
総
目
録
』
で
は
ｂ
が
不
十
分
な
が
ら
正
し
く
ｄ
は
不
要
と
な
る
。

Ｃ
の
京
都
大
学
所
蔵
の
一
冊
本

『詞
つ
か
ひ
』
は
、
外
題

「詞
つ
か
ひ
　
全
」、
扉
オ
モ
テ
左
上
部
に

翌
日
訓
通
署
」
、
同
ウ
ラ
右
上
に

「詞

つ
か
ひ
」
と
あ

っ
て
、
本
文
十
二
丁
の
本
で
あ
る
。
第

一
丁
オ
モ
テ
、
「
お
ほ
御
国
ふ
り
の
詞
つ
か
ひ
神
の
み
よ
の
む
か
し
の
ま
ゝ
に

た

ゝ
へ
き
た
れ
る
と
又
あ
た
し
国
文
学
の
義
を
と
り
て
こ
ゝ
の
言
と
な
し
た
る
と
の
二
つ
有
と
お
ほ
ゆ
」
に
始
ま
る
。
内
容
は
例
を
挙
げ

て
音
と
訓
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
常
昭
の

『詞

つ
か
ひ
』
と
は
何
の
関
係
も
な
い
別
種
の
語
学
書
で
あ
る
。

な
お
、　
一
九
九
〇
年

一
月
刊

補
訂
版
第

一
刷

『国
書
総
目
録
』
に
お
い
て
も

『詞
つ
か
ひ
』
に
関
す
る
記
述
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号

「
二
一
九
」。

『鈴
木
膿
』
　

昭
和
四
十
二
年
九
月

鈴
木
膿
顕
彰
会
。

筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号

「
二
五
〇
」。

筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
」
第
十
四
巻
。

筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
四
巻
、
大
久
保
正

「解
題
」。

54321注
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６
　
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
二
十
巻
。

７
　
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号

「
四
三

一
」。

８
　
注
６
。

９
　
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号

「七

一
三
」。

１０
　
赤
堀
又
次
郎

『国
語
学
書
目
解
題
』
　

明
治
三
十
五
年
六
月

吉
川
半
七
印
刷
発
行

（複
製
　
昭
和
五
十

一
年
九
月

勉
誠
社
）。

１１
　

『国
書
総
目
録
』
第
三
巻
　
昭
和
四
十
年
八
月

岩
波
書
店
。

‐２
　
京
都
大
学
付
属
図
書
館
に
依
頼
し
た
写
真
に
よ
る
。
表
紙
貼
付
の
ラ
ベ
ル
に
横
書
き
三
段

「国
文
学
／
６
Ｂ
／
４
」
と
あ
る
。

〔参
考
〕

１
　
『詞
つ
か
ひ
』
全
巻
全
文
の
翻
字
は
、
渡
辺
英
二
「詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
」
翁
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
２５
～
３２
号
　
昭

和
五
十
二
年
三
月
～
五
十
九
年
二
月
）。

○
付
節

一
は
、
コ
活
用
言
の
冊
子
』
成
立
と

『詞
つ
か
ひ
ヒ

（『野
田
壽
雄
教
授
退
官
記
念
論
文
集
　
日
本
文
学
新
見
。
研
究
と
資
料
」
　

昭
和
五

十

一
年
二
月

笠
間
書
院
）
の
注
と
、
「
詞
つ
か
ひ
』
の
文
法
体
系
―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
と
し
て
―
」
η
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十

一
年

四
月
号
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）
の
注
に
加
筆
し
た
。



付
節
二
　

『詞

つ
か
ひ
』
の
活
用
論

一　
首
、
車
、
足
掻

０
　
首

常
昭
は
そ
の
研
究
の
中
心
を
な
す

「活
用
語

（動
詞
・形
容
詞
ご

及
び

「活
用
現
象
」
を

「首
」
「車
」
「足
掻
」
と
い
う
彼
独
自
の
用

語
を
使
っ
て
論
ず
る
。
（こ
の
項
の
引
用
は
す
べ
て

「凡
例
の
第

一
巻
」
に
よ
る
）。

①
ｌ
　
首
と
は
人
の
首
の
ご
と
く
語
の

〔為
に
も
〕
頭
に
し
て

〔足
掻
あ
る
ひ
ハ
車
な
ど
い
ふ
辞
の
ご
と
く
〕
働
キ
動
ク
こ
と
無
ク
〔し

て
も
と
よ
り
〕
其
語
の
本
主

〈
ナ
ル
ヲ
云
〉
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
オ
）

２
　

実
上
ニ
ア
リ
テ
〉
動
ヵ
ぬ
言
を
首
と
い
ひ
…
…
…
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
オ
）

ｒ

ｌ

Ｐ

Ｉ

　

　

　

　

　

ｌ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ

　

　

ｏ

３
　
あ
き

あ
く

あ
き

あ
く
な
ど
の
ご
と
き

〔あ
き
の
〕
あ
を
首
と
は
い
ふ
也
下
の
辞
は
き
と
も
く
と
も
活
キ
て
…
…
…
さ
ま
ノ
ぐ
、

に
い
ひ
て
も
唯
彼
ノ
あ
の
言
の
み
は
易
る

〈事
〉
な
し
是
レ
を
首
と
は
い
ふ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
オ
）

４
　

【潮
な
ど
の
干
た
る
を
そ
こ
る
と
い
ふ
も
底
と
い
ふ
に
り
の
車
を
附
ヶ
て
い
ふ
也
股
と
い
ふ
に
ぐ
の
車
を
そ
へ
て
ま
た
ぐ
と
い

ひ
力
と
い
ふ
字
音
に
さ
へ
む
の
車
辞
を
そ
へ
て
り
き
む
な
と
い
へ
り
此
類
か
ぞ
へ
尽
く
す
べ
か
ら
ず
底

股

力
な
ど
皆
物
の
名
に

て
動
ク
ベ
き
所
以
な
き
言
な
る
を
如
此
は
た
ら
か
す
こ
そ
車
語
の
妙
用
に
は
有
け
れ
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）

に
よ
れ
ば
、
首
と
は

「語
の
本
主
」
で
あ
っ
て
語
の
上
部
に
位
置
す
る

「働
キ
動
ク
こ
と
」
「易
る
事
」
の
な
い

「言
」
を
い
う
。
例
え
ば

「あ
く
」
の

「あ

（明
と
、
「
ま
た
ぐ
」
の

「
ま
た

（股
と
、
「
り
き
む
」
の

「り
き

（力
と

な
ど
で
、
い
わ
ば
体
言
性
の
語
構
成
要
素
と
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で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

右
の
引
用
①
ｌ
～
４
に
よ
る
と
、
首
は
い
わ
ゆ
る
活
用
語
尾
に
対
す
る
語
幹
と
同
じ
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
常
昭
は
ま
た

「
二

言
或
は
三
言
を
そ
へ
て
語
を
は
た
ら
か
せ
た
る
あ
り
是
も
車
と
い
ふ
べ
し
」
（１６
オ
）
と
し
て
、
例
え
ば
、

○

「あ
ま
き
る
、
さ
へ
き
る
」
な
ど
の

「
き
る
」
　
　
　
〇

「あ
け
つ
ら
ふ
、
か
ゝ
つ
ら
ふ
」
な
ど
の

「
つ
ら
ふ
」

ｏ

「あ
さ
ら
け
し
、
あ
ら
け
し
」
な
ど
の

「
け
し
」
　
　
〇

「
か
し
か
ま
し
、
か
こ
と
か
ま
し
」
な
ど
の

「
か
ま
し
」

な
ど
を
車
の
例
と
し
て
挙
げ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
首
は
必
ず
し
も
語
幹
と
同

一
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
語
基
も
し
く
は
語
根
と
で
も
言

う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
首
は

「飽
く
」
の

「あ
」
の
ご
と
く
そ
の
概
念
に
言
及
し
な
い
も
の
、
「
す
ゝ
む
」
の

「
す
ゝ
」
の
ご
と
く
何
の
説

明
も
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
何
ら
か
の
意
味
概
念
を
表
現
す
る
も
の
と
す
る
。
例
え
ば
、

ｏ
ゑ
ら
く
―
―
恵
良
恵
良
示
と
よ
め
る
ご
と
く
笑
ふ
声
を
恵
良
と
い
ふ

ｏ
つ
ら
ぬ
―
―

つ
ら
は
物
の
列
を
い
ふ
　
鳥
の

一
行
な
ど
是
也

ｏ
い
な
む
―
―
否
を
伊
奈
と
よ
め
り

ｏ
と
る
　
―
―
手
る
の
意
　
た
と
と
は
音
通

へ
り

な
ど
と
い
う
。

０
　
車

②
ｌ
　

【下
に
在
り
て
活
ク
辞
を
足
掻
ま
た
車
と
い
ふ
と
知

ル
ベ
し
…
…
…
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
オ
）

に
よ
る
と
、
車
は
語
の
下
部
に
位
置
す
る
用
言
性
の
語
構
成
要
素
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
前
項
で
見
た
よ
う
に

「
二
言
或
は
三

言
」
の
車
語
も
あ
る
。
用
言
の
活
用
語
尾
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
車
は
用
言
性
接
尾
辞
と
で
も
言
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
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常
昭
に
よ
る
と
、
活
用
語

（動
詞

・
形
容
詞
）
は
、

首

上丁
車
　
＝
　
語
基

上丁
用
言
性
接
尾
辞

で
あ

っ
て
、
呈
中幹
＋
活
用
語
尾
」
で
は
な
い
。
望
中
を
な
す
」
一一一呈
山
形
式
を
対
象
と
す
る
常
昭
の
立
場
で
は
、
例
え
ば

「寒
が
る
」
は

「寒

（首
）
＋
が
る

（車
と

で
あ

っ
て

「寒
が
＋
る
」
と
は
な
ら
な
い
。
意
味
概
念
の
ま
と
ま
り
を
無
視
し
て
単
に
形
の
上
か
ら
活
用
し
な
い

部
分
と
活
用
す
る
部
分
と
に
分
け
る
よ
う
な
割
り
切
り
方
は
し
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
原
則
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
常
昭
の

研
究
は
車
の
研
究
が
中
心
で
車
語
を
集
め
整
理
し
同
語
形
の
も
の
同
活
用
の
も
の
を
分
類
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
例

え
ば

「あ
さ
ら
け
し
、
あ
ら
け
し
」
な
ど
で
は
同
語
形
の

「
け
し
」
が
先
ず

一
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
例
え
ば

「あ
ら
け
し
」

で
は

「荒
気

（十
し
ご

の
意
味
概
念
が
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

車
と
い
う
名
目
は
、

２
　
車
辞
と
い
ふ
は
本
卜
動
か
ぬ
言
を
動
か
す
辞
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）

３
　
土円
と
い
ひ
赤
と
い
ふ
類
は
皆
其
色
の
名
に
し
て
松
竹
と
い
ふ
に
ひ
と
し
き
を
或
ハ
青
む
草
葉
な
ど
い
ふ
ご
と
く
は
た
ら
か
せ
初

る
辞
ど
も
を
さ
し
て
車
語
と
は
い
ふ
也
車
の
重
キ
を
載

セ
て
行
に
同
じ
け
れ
ば
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）

に
い
う
よ
う
に

「動
ヵ
ぬ
言
」
の

「下
に
在
り
て
」
そ
の

「言
を
動
か
す
」
こ
と
、
あ
た
か
も
車
の
ご
と
く

「重
キ
を
載

セ
て
行
」
ゆ
え

に
そ
う
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

③ (3)

2   1
車
と
足
掻

活
ク
辞
を
足
掻
ま
た
車
と
い
ふ
と
知

ル
ベ
し

惣
て
車
辞
は
皆
足
掻

ク
な
れ
ば
車
語
を
即

足
掻
語
と
い
は
ぬ
は
な
し
と
知

ル
ベ
し

（
１

オ

）

（
・５

ウ

）
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に
よ
る
と
、
車

（語
）
と
足
掻

（語
）
と
は
同

一
の
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
ま
た
、

３
　

【車
語
を
や
が
て
足
掻
語
と
い
は
ゞ
足
掻
語
を
も
亦
車
語
と
い
は
ん
に
妨
な
き
に
似
た
れ
ど
も
然
は
名
づ
け
が
た
し
】

（‐５
ウ
）

と
も
い
う
。
常
昭
に
は
、
車
語
は
足
掻
語
と
言
え
る
が
足
掻
語
は
車
語
と
は
言
え
な
い
、
と
い
う
考
え
が
あ

っ
た
。

④
ｌ
　
車
辞
と
い
ふ
は
本
卜
動
か
ぬ
言
を
動
か
す
辞

２
　
は
た
ら
か
せ
初
る
辞
ど
も
を
さ
し
て
車
語
と
は
い
ふ
也

（
１

ウ

）

（
１

ウ

）

３
　
【青
と
い
ひ
赤
と
い
ふ
類
皆
物
の
名
な
る
を
あ
を
み

あ
を
む

あ
か
み

あ
か
む
と
や
う
に
初
て
う
ご
か
し
そ
む
る
こ
と
の
は
車

語
也
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
ウ
）

４
　
動
ク
ベ
き
所
以
な
き
言
な
る
を
如
此
は
た
ら
か
す
こ
そ
車
語
の
妙
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）

に
よ
る
と
、
車
語
と
は

「本
卜
動
力
ぬ
言
」
を

「動
か
す
辞
」
、
「
は
た
ら
か
せ
初
る
辞
」
、
「う
ご
か
し
そ
む
る
こ
と
の
は
」
で
あ
っ
て
、

「動
ク
ベ
き
所
以
な
き
言
な
る
を
は
た
ら
か
す
」
機
能
を
担

っ
て
い
る
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

⑤
ｌ
　

【
そ
の
み
と
は
た
ら
き
む
と
は
た
ら
く
さ
ま
は
車
輪
の
あ
が
く
に
似
た
れ
ば
あ
が
き
と
は
い
ふ
な
り
】
　

　

　

（１５
ウ
）

２
　

【う
ご
く
と
い
ふ
う
ご
は
首
に
て
…
…
…
そ
を
う
ご
く
と
や
う
に
は
た
ら
か
せ
た
る
は
車
と
い
ふ
べ
し
そ
の
車
の
く
ま
た
き
と

は
た
ら
き
て
う
ご
き
と
い
ふ
か
く
は
た
ら
く
も
の
ハ
あ
が
き
と
い
ふ
べ
し
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
ウ
～
・６
オ
）

に
よ
れ
ば
、

車
は

「
は
た
ら
か
せ
る
も
の
」

で
あ
る
の
に
対
し
て

足
掻
は

「は
た
ら
く
も
の

（こ
と
と
、
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と
い
う
違
い
が
あ
る
。
「う
ご
く
」
で
い
う
と
、
語
の
下
部
に
位
置
す
る

「
く
」
は
車

（証じ

で
あ
る
が
、
個
々
の
活
用
形

「う
ご
き
、
う

ご
く
」
の
活
用
部
分

「
き
、
く
」
は
足
掻
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
常
昭
は
、

⑥

【車
と
い
ひ
足
掻
と
い
は
ん
は
無
用
に
名
の
重
ナ
リ
た
る
ご
と
く
聞
ゆ
れ
と
そ
の
け
じ
め
あ
る
を
知
べ
し
】
　

　

　

（１５
ウ
）

と
言

っ
て
明
確
に
両
者
を
区
別
す
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
車
と
足
掻
と
は
同

一
の
語
形
変
化
部
を
指
し
て
の
用
語
で
あ
る
が
、
車
は
い
わ
ば
静
的
観
点
か
ら
の
名
日
、
足
掻
は
動
的
観

点
か
ら
の
名
目
と
で
も
い
う
べ
き
次
元
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。

⑦
す
べ
て
活
用
語
の
足
掻
は
本
卜
皆
車
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
オ
）

と
い
う
の
は
そ
れ
を
意
味
す
る
。
両
者
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

車
…
…
…
…
用
言
の
構
成
要
素
、
用
言
性
接
尾
語

足
掻
…
…
…
用
言
の
活
用
現
象
、
活
用
変
化
部

足
掻
と
い
う
名
目
は
、

③
然
動
ク
辞
は
物
の
足
掻
て
用
を
成

ス
に
似
た
れ
ば
足
掻
辞
と
は
い
ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
ウ
）

⑨

【
み
と
は
た
ら
き
む
と
は
た
ら
く
さ
ま
は
車
輪
の
あ
が
く
に
似
た
れ
ば
あ
が
き
と
は
い
ふ
な
り
】
　
　
　
　
　
　
　
（１５
ウ
）

に
よ
れ
ば
、
「動
ク
辞
は
物
の
足
掻
て
用
を
成

ス
に
似
た
れ
ば
」
、
「
は
た
ら
く
さ
ま
は
車
輪
の
あ
が
く
に
似
た
れ
ば
」
、
そ
う
名
付
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

０
　
宣
長
書
入

（
一
）

『詞

つ
か
ひ
』
の
宣
長
書
入
れ
は

「凡
例
の
第

一
巻
」
と
形
容
詞
の

「第
廿
六
巻
」
「第
廿
七
巻
」
と
に
あ
る
。
そ
の
多
く
は
例
語
に
対
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す
る
注
記
で
あ
る
が
、
宣
長
の
活
用
論
が
窺
わ
れ
る
書
入
れ
も
あ
る
。
「凡
例
の
第

一
巻
」
に
次
の
頭
書
が
あ
る
。

⑩
右
ノ
車
語
ト
テ
挙
玉
ヘ
ル
中
ニ
マ
サ
シ
ク
車
ナ
ル
ア
リ
又
足
ガ
キ
カ
車
カ
ワ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ
ア
リ
ソ
ノ
ワ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ
ハ
足
ガ
キ

ノ
方
へ
入
ル
ゝ
ゾ
宜
シ
カ
ル
ベ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻

１５
ウ

頭
書
）

こ
の
宣
長
書
入
は
車
と
足
掻
と
を
異
な
る
も
の
と
す
る
。
車
と
足
掻
を
異
な
る
も
の
と
す
る
説
に
は
、
製
中
源
の
比
較
的
明
瞭
な
体
言
な
ど

に
つ
い
た
語
尾
は

『車
』
だ
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
、
み
な

『足
掻
』
と
し
て
い
る
」
と
し
、
宣
長
書
入

（⑩
）
に
対
し
て
は

「語
幹

へ
語
尾
が
つ
い
て
も
、
そ
の
区
別
の
語
源
的
に
判
然
と
し
な
い
も
の
は
足
掻
き
の
方
へ
入
れ
た
方
が
よ
い
と
い
っ
て
い
る
」
と
す
る
考
え

が
あ
る
。
同
様
の
考
え
に
、
コ
あ
が
き
』
は
広
く
活
用
接
辞
を
さ
し
、
『車
語
』
は
、
活
用
接
辞
の
う
ち
、
何
ら
か
の
イ
メ
ー
ジ
・概
念
を

連
想
さ
せ
る
語
幹
に
つ
く
も
（∝

」
と
す
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
車
と
足
掻
の
違
い
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
で
は
、
ま
だ
不
十
分
で

あ
る
。

宣
長
書
入
⑩
は
、
次
の
本
文
の
欄
外
に
あ
る
。

⑪
あ
き
と
い
ふ
あ。
は
首
き
は
足
掻
に
て
元
卜
は
是
ら
も
あ
と
い
ふ
に
く。
き。
の
車
語
を
そ
へ
て
た
る
も
の
と
見
ゆ
然
レ
ば
あ。
は
物
の
冽
剖

引
引
制
を
い
ふ
言
と
見
え
或
は
ォ
引
と
い
ふ
と
は
首
く
は
足
掻
に
て
や
が
て
車
語
と
お
も
は
る
こ
れ
も
し
か
見
る
と
き
は
と
は
物
の

日
引
利
を
い
ふ
言
と
み
ゆ
如
此
い
ひ
も
て
ゆ
け
ば
惣
て
の
語
皆
此
趣
キ
な
ら
ぬ
は
あ
ら
ざ

ン
め
れ
ど
こ
と
ノ
ぐ
、
く
は
わ
き
ま

へ
知

ル

ヘ
か
ら
ず
は
た
必
し
か
り
と
も
定

メ
が
た
け
れ
ば
今
は
そ
の
意
得
や
す
き
も
の
を
撰
り
て
さ
と
せ
る
な
り
ま
た
惣
て
車
辞
は
皆
足
掻

ク
な
れ
ば
車
語
を
即
ァ足

掻
語
と
い
は
ぬ
は
な
し
と
知

ル
ベ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
オ
～
ウ
）

こ
の

「此
趣
キ
」
と
は
、
語
の
構
成
要
素
で
あ
る
首
と
車
と
の
関
係
、
言
い
替
え
れ
ば

「あ
は
物
の
あ
き
ら
け
き
を
い
ふ
言
」
「
と
は
物
の

と
く
る
を
い
ふ
言
」
と
い
う
首
の
意
味
概
念
の
如
何
を
指
す
。
「
と
く

（解
と

で
言
え
ば
、
こ
の
語
は

「
と
」
（首
）
と

「く
」
（車
）
と

か
ら
成
り
、
そ
の

「
と
」
は

「
と
く
る
」
意
を
表
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
語
の
中
に
は
首
の
意
味
概
念
が
明
瞭
で
な
い
も
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の
が
あ
り
、
し
た
が

っ
て
首
と
車
と
を
形
の
上
で
明
確
に
区
別
し
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
を

「
こ
と
ハぐ
ヽ
く
は
わ
き
ま

へ

知

ル
ヘ
か
ら
ず
」
「
必
し
か
り
と
も
定
メ
が
た
け
れ
」
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
語
は
或
る

一
定
の
語
形
の
首
に
或
る

一
定
の
語
形
の
車
が
下
接
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
語
自
体
が

一
語
と
し
て
所
与
の
存
在
で
あ
る
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
素
に
分
析
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
そ
の
語
が
語
形
変
化
し
た
各
活
用
形
は
、
当
然
足

掻
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

常
昭
の
、
車
と
足
掻
と
の
区
別
は
、

○
そ
の
語
が
成
立
す
る
過
程
を
考
え
る
か
―
―
語
構
成
―
―
車
―
―
の
問
題

〇
一
語
と
し
て
成
立
し
た
後
を
考
え
る
か
―
―
活
用
変
化
―
―
足
掻
―
―
の
問
題

の
視
点
の
違
い
に
あ
る
。
首
が
語
源
あ
る
い
は
概
念
の
比
較
的
明
瞭
な
体
言
か
否
か
を
、
車
と
足
掻
と
の
区
別
の
規
準
と
す
る
の
で
は
不

十
分
で
あ
る
と
言

っ
た
の
は
、
こ
の
意
味
で
あ
る
。

宣
長
書
入
は
、
車
と
足
掻
を
同
次
元
で
理
解
し
て
い
る
か
の
観
が
あ
る
。
し
か
し
宣
長
が

「
ワ
キ
マ
ヘ
ガ
タ
キ
ア
リ
ソ
ノ
ヮ
キ
マ
ヘ
ガ

タ
キ

ハ
足
ガ
キ
ノ
方

へ
入
ル
ゝ
ゾ
宜
シ
カ
ル
ベ
キ
」
と
い
う
と
き
、
お
そ
ら
く
常
昭
の
真
意
は
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
活
用
語
を

首
と
車
と
に
画
然
と
区
別
し
得
る
に
し
て
も
、
し
得
な
い
に
し
て
も
、
語
形
変
化

（活
用
）
を
考
え
る
場
合
、
足
掻
と
い
う
概
念
は
と
も

に
有
効
だ
か
ら
で
あ
る
。
常
昭
が
車
と
足
掻
両
者
の
違
い
を
次
元
の
差
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
は
、
「あ
き
と
い
ふ
あ
は
首
き
は
足
掻
に

て
元

卜
は
是
ら
も
あ
と
い
ふ
に
く
き
の
車
語
を
そ

へ
て
た
る
も
の
と
見
ゆ
」
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

０
　
車
以
外
の
辞

「
凡
例
の
第

一
巻
」
の
末
尾
、
活
用
語
を
車
の
語
形
に
よ
っ
て
類
別
し
そ
れ
に
属
す
る
語
を
列
挙
し
た
後
、
コ
中
の
下
に
そ

へ
て
い
ふ
辞
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く
さ
ノ
＜
、
あ
り
」
と
し
て
「
か
、
げ
、
は
か
、
や
か
」
な
ど
の
所
謂
形
容
動
詞
語
幹
構
成
の
接
尾
辞
を
類
別
し
て
そ
の
例
語
を
列
挙
し

Ｆ
」

れ
は
上
に
い
へ
る
辞
な
ど
の
ご
と
く
は
た
ら
く
辞
に
あ
ら
ね
バ
こ
れ
も
え
う
な
き
に
似
た
れ
ど
雅
語
の
う

へ
な
れ
ば
事
の
序
に
例
を
あ
つ

め
て
さ
と
す
也
」
（４０
ゥ
）
と
ぃ
う
。
ま
た

「右
の
外
古
キ
歌
ど
も
に
ゑ

卜〕
ろ

ら
或
は
し

も
な
ど
の
辞
を
そ
へ
た
る
多
し
」
（４９
オ
）

と
し
て
終
助
詞
や
体
言
性
接
尾
辞
に
触
れ
る
が
、
こ
れ
も

「
か
、
げ
、
は
か
、
や
か
」
な
ど
と
の
違
い
を
簡
単
に
述
べ
る
だ
け
で
、
結
局

は

「是
も
は
た
ら
か
ぬ
辞
な
る
ゆ
ゑ
こ
ゝ
に
え
う
な
し
」
で
終
る
。
こ
こ
に
い
う

「
は
た
ら
く
辞
に
あ
ら
ね
バ
こ
れ
も
え
う
な
き
」、
「
は

た
ら
か
ぬ
辞
な
る
ゆ
ゑ
こ
ゝ
に
え
う
な
し
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
常
昭
が

『詞
つ
か
ひ
』
で
研
究
し
た
の
は

「
は
た
ら
く
辞
」、

即
ち

「足
掻
」
（活
用
）
の
研
究
で
あ
り

「車
」
（活
用
語
）
の
研
究
で
あ
っ
た
。

一
一　
所
語
、
有
語
、
令
語

０
　
派
生
形
の
活
用
表

派
生
形
の
活
用
形
を
縦
に
組
込
む
、
次
の
よ
う
な
表
が
あ
る
。

ａ
　
　
い

えゝ

い
ゆ

い
ゆ
る

ｂ
　
う
ゑ

ンフ

つゝ

つゝ

ゝ

，Ｏ

癒殖

所所

令

T撃せ
る

有

う
ゑ
た
り

有

う
ゑ
た
る

う
ゑ
さ
せ

〈
「
　
う
ゑ
さ
す

う
ゑ
さ
す
る

（第
十
三
巻
）

（第
十
五
巻
）
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切

ｃ
　
体
　
お
き
　
起
　
　
　
　
体
　
　
　
　
　
　
切

体

脚
　
お
′てヽ
　
　
　
　
　
所
ヨ
ｍ
　
脚
　
　
　
　
　
有
ヨ
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
〈「
三
中
　
翻

続
　
お
く
る
　
　
　
　
　
続
　
　
　
　
　
　
続
　
　
　
　
　
　
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
六
巻
）

横
の
系
列
は
他
の
表
と
同
じ
く

「体
、
切
、
用
、
続
」
と
し
、
縦
の
系
列
は

「所

（語
）
、
有

（語
）
、
令

（語
と

と
あ
る
。
「所
語
」

は
受
身
自
発
の
意
を
担
う
語
形
で
主
と
し
て

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
、
「有
語
」
は
状
態
存
在
の
意
を
担
う
語
形
で

「あ
り
」
下
接
の
熟
合

形
、
「令
語
」
は
使
役
命
令
の
意
を
担
う
語
形
で
主
と
し
て

「
す
、
さ
す
、
し
む
」
下
接
形
で
あ
る
。
す
べ
て
語

（動
詞
）
に
い
わ
ゆ
る
複

語
尾

・
存
在
詞
の
下
接
し
た
語
形
で
、
下
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
元
の
語
の
意
義
に
自
発

・
状
態

・
使
役
等
の
意
義
が
加
わ

っ
た
派
生
形

で
あ
る
。

所
語
、
有
語
、
令
語
は

『詞
つ
か
ひ
』
貧
活
用
言
の
冊
子
』
と
言

っ
て
も
同
じ
）
が

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
見
る

と
き
、
「各
巻

（各
会
と

の
い
ず
れ
に
も
取
り
込
ま
れ
な
い
、
い
わ
ば

『紐
鏡
』
中
の
剰
余
の
記
述

（↓
第
二
章
第

一
節
三
Ｄ
）
が
形
を

変
え
て

『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
体
系
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
種
の

〈活
用
表
〉
と
見
倣
し
得
る
。

ｄ
　
体
　
あ
せ

脚
　
あ
す
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
有

　
　
　
　
　
　
〈「

続
　
あ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
八
の
巻
）

な
ど
の
よ
う
な
「体
　
あ
せ
」
「切

用
　
あ
す
」
「続
　
あ
す
る
」
の
活
用
形
三
語
形
が
横
に
並
べ
ら
れ
た
も
の
に
加
え
て
「所
　
有
　
〈ｒ

と
縦
に
書
込
ま
れ
た
表
に
そ
れ
が
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。
横
は
語
の
活
用
の
系
列
、
縦
は
派
生
形
の
意
義
の
系
列
で
あ
る
。
こ
れ
が

一

つ
の
表
に
書
込
ま
れ
、　
一
つ
の
体
系
を
成
し
、
常
昭
独
自
の
活
用
観
を
示
す
。
縦
の
系
列
は
語

（語
形
）
と
意
義
の
問
題
を
論
ず
る
こ
と
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に
な
り
、
自

。
他
の
問
題
に
ま
で
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
縦
横
の
表

（表

ａ
・
ｂ

。
ｃ
ｏ
ｄ
）
は
、
『詞
つ
か
ひ
』
に
見
ら
れ
る
常
昭
の
考
え
の
多
く
が
宣
長
の
著
作
に
散

見
さ
れ
る
よ
う
に

「痛

鉦
（
茂
等
ノ
字
、
竪
ハ
、
イ
タ
ミ
、
イ
タ
ム
、
イ
タ
メ
、
横

ハ
、
イ
タ
イ
、
イ
タ
キ
、
イ
タ
シ
ト
通
フ
、
如
此
竪

横

二
通
フ
詞

ニ
ノ
ミ
…
…
…
」
な
ど
が
手
掛
か
り
と
し
て
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

②
　
所
語

所
語
の
所
は

「所
見
」
（第
十
三
巻
）
の
所
で
、
「物
の
お
の
づ
か
ら
に
」
（凡
例
の
第

一
巻
）
の
意
で
あ
る
。
自
発
の
意
義
を
担
う
語
形

を
所
語
と
い
う
。

⑫
ｌ
　
下
の
辞
は
き
と
も
く
と
も
活
キ
て
あ
き

あ
く
と
い
ひ
所
語
に
い
ふ
と
き
は
あ
か
れ
と
か
に
転

（凡
例
の
第

一
巻

１
オ
）

２
　
横
た
は
る
と
も
い
へ
れ
ど
こ
れ
は
横
た
ふ
と
い
ふ
語
の
所
語
な
れ
ば
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
（凡
例
の
第

一
巻

２５
オ
）

３
　
妹
語
な
れ
ば
仮
語
は
ら
れ

ら
る

ら
る
ゝ
と
い
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
三
巻

５
オ
）

４
　
所
語
は
ら
れ
と
い
ひ
て
う
ゑ
ら
れ

う
ゑ
ら
る

う
ゑ
ら
る
ゝ
と
や
う
に
い
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
五
巻

１
ウ
）

５
　
所
語
は
ら
れ
と
い
ふ
べ
し

【
お
き
ら
れ

お
き
ら
る

お
き
ら
る
ゝ
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
六
巻

４
オ
）

６
　
お
も
ほ
え
は
思
ノ
所
語
…
…
…
き
こ
え
は
聞
ノ
所
語
…
…
…
に
え
は
煮
ノ
所
語
み
え
は
見
ノ
所
語
な
ど
也

（第
十
三
巻

５
オ
）

な
ど
に
よ
れ
ば
、
所
語
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。

「
る
、
ら
る
」
下
接
形

（⑦
）
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自
動
詞

（④
）

の
二
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
の
あ
場
合
、
い
わ
ゆ
る
自
動
詞
の
す
べ
て
が
所
語
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
自
発
の
意
を
担
う
語
が
そ
れ
に
当

た

る
。

０
　
有
語

有
語
の
有
は
、
い
わ
ゆ
る
存
在
詞

「あ
り

⑬
ｌ
　
有
語
に
い
へ
ば
あ
け
り
と
け
に
転

（有
ど

の
有
で
、
状
態

・
存
続
の
意
義
を
担
う
語
形
を
有
語
と
い
う
。

２
　

有

語

は

た

り

を

そ

へ
て
う

ゑ

た

り

う

ゑ

た

る

と

い
ふ

べ
く

３
　

有

語

は

た

り

と

い

ふ

べ
し

【
お

き

た

り

お
き

た

る
】

な
ど
に
よ
れ
ば
、
有
語
は
存
在
詞

「
あ
り
」
を
含
む
語
形
で
、
上
位
の
動
詞
に

「
あ
り
」
が
下
接
し
た
、

「
り
、
た
り
」
下
接
形

で
あ
る
。

ｍ〕
　
　
〈Ｔ
〓
頭

令
語
の
令
は

「令
」
の
令
で
あ
り
、
「命
令
」
の
令
で
あ
る
。
使
役

。
命
令
の
意
義
を
担
う
語
形
を
令
語
と
い
う
。

⑭
ｌ
　
令
語
は
半
令
は
も
と
よ
り
あ
が
て

あ
や
ま
て
と
い
ひ
本
令
は
あ
が
た
し
む

あ
や
ま
た
し
む
と
い
ふ

（第
二
巻

３
ウ
）

２
　
令
語
は
う
ゑ
さ
せ

う
ゑ
さ
す

う
ゑ
さ
す
る
と
や
う
に
い
ふ
べ
し
半
令
は
よ
を
そ

へ
て
う
ゑ
よ
と
や
う
に
い
ふ
也

（第
十
五
巻

１
ウ
）

（凡
例
の
第

一
巻

１
オ
）

（第
十
五
巻

１
ウ
）

（第
十
六
巻

４
オ
）

あ
る
い
は
そ
れ
が
熟
合
し
た
、
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３

　

〈
「
語

は

得
じ
め

得
し
む

得
し
む
る
と
も
い
ふ
べ
く
ま
た
さ
せ
を
そ

へ
て
得
さ
せ

得
さ
す

得
さ
す
る
と
も
い
ふ
べ
し

（第
廿
三
巻

２
オ
）

４
　
令
語
は
じ
と
い
ふ
べ
し

【
お
こ
し

お
こ
す
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
六
巻

４
オ
）

５
　
右
の
語
ど
も

（サ
行
下
三
段
活
動
詞
）
皆
別
二
本
語
あ
る
そ
の
令
語
也
そ
を
く
は
し
く
い
は
ん
に
あ
は
せ
は
あ
ひ
の
令
語
あ
ひ

は
第
四
巻
の
語
也
あ
む
せ
は
あ
み
の
令
語
也
あ
み
は
第
五
巻
の
語
也
お
ふ
せ
は
お
ひ
の
令
語
お
ひ
は
第
四
ノ
語
也
き
せ
は
キ
ノ
令

語
キ
は
廿
五
巻
の
語
く
は
せ
は
く
ひ
の
令
語
く
ひ
は
第
四
巻
の
語
し
ら
せ
は
し
り
の
令
語
し
り
は
第
六
巻
の
語
と
ら
せ
は
ト
リ
ノ

令
ト
リ
モ
第
六
巻
ノ
語
に
せ
は
二
の
令

ニ
ハ
廿
五
巻
の
語
フ
セ
ハ
フ
ス
の
令
フ
ス
ハ
第
二
巻
ノ
語
也
ま
か
す
ハ
【
マ
ケ

マ
ク
】
ノ

令

マ
ク
ハ
第
七
巻
の
語
也
み
せ
は
ミ
の
令
語
ミ
ハ
廿
五
巻
の
語
モ
タ
セ
ハ
モ
ツ
ノ
令
モ
ツ
ハ
第
二
巻
の
語
よ
せ
は
よ
リ
ノ
令
よ
り

は
第
六
巻
の
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
八
巻

３
ウ
～
４
オ
）

ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祈

６
　
令
ハ
セ
ト
イ
ハ
ン
欺
ソ
ハ
い
の
ら
せ

い
つ
は
ら
せ

い
ろ
ど
ら
せ
の
類
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
六
巻

表
紙
ウ
）

７
　
半
令
ハ
為
或
は
為
ヨ

来
或
は
こ
よ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
四
巻

３
オ
）

に
よ
れ
ば
、
令
語
は

「令
」
と
も
い
い
、
三
つ
に
分
か
れ
る
。

「す
、
さ
す
、
し
む
」
下
接
形

（の
）

他
動
詞

（④
）

命
令
形

（②
）

の
二
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
④
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
他
動
詞
が
す
べ
て
令
語
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
令
の
意
を
含
む
語
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
な
お
、
②
を
特
に

「半
令
」
と
い
う
。
②
の
場
合
、
「
し
む
」
下
接
形
を

「本
令
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
が
、
「す
、
さ
す
」
下
接

形
も

「本
令
」
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
、
そ
の
用
例
は
な
い
。
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０
　
派
生
形
の
処
理

「
る
、
ら
る
、
り
、
た
り
、
す
、
さ
す
、
し
む
」
下
接
の
語
形
を
、
常
昭
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
。
『詞
つ
か
ひ
』
で
は
体
言
・

用
言
に
下
接
し
て
活
用
語
を
構
成
す
る
車
を
そ
れ
ぞ
れ
類
型
と
し
て
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
あ
る
。

ｏ
何

つ
き
　
何

つ
く
　
　
ｏ
何
つ
ら
ひ
　
何

つ
ら
ふ
　
　
ｏ
何
が
り
　
何
が
る
　
　
ｏ
某
め
か
し
　
某
め
か
す

ｏ
某
じ
め
　
某
し
む
　
某
し
む
る
　
　
ｏ
某
ら
え
　
某
ら
ゆ
　
某
ら
ゆ
る
　
　
ｏ
某
ら
れ
　
某
ら
る
　
某
ら
る
ゝ

「
す
、
さ
す
、
し
む
」
下
接
形
、
い
わ
ば
派
生
形
の
令
語
が
例
語
と
し
て
載
る
こ
と
も
あ
る
。

ｏ
あ
は
せ
　
あ
は
す
　
あ
は
す
る
　
　
△
口
　
　
　
　
ｏ
く
は
せ
　
く
は
す
　
く
は
す
る
　
　
食

○
せ
し
め
　
せ
し
む
　
せ
し
む
る

　

〈「
　
　
　
　
ｏ
は
ぢ
し
め
　
は
ぢ
す
む
　
は
ぢ
し
む
る
　
　
址

こ
れ
に
従
う
な
ら
、
「ら
る

（ら
ゆ
）
、
す
、
さ
す
、
し
む
」
が
接
尾
辞
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
で
は
係
り
の
て
に
を
は
に
対
応
す
る
結
び
の
語
形
が
問
題
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
各
段
に
挙
げ
ら
れ
た
例
語
が

″語
″
と
認
め
て
の
も
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し

『活
用
言
の
冊
子
』
翁
詞

つ
か
ひ
』
も
同
じ
）
に
至

っ
て
助
動
詞
と
す

る

「
き
、
ず
、
ぬ
、
む
」
下
接
形
が
除
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
例
語
が

〃語
″
と
認
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え

て
よ
い
。
と
す
る
と
、
「
る
、
ら
る
、
り
、
た
り
、
す
、
さ
す
、
し
む
」
は
接
尾
辞
で
あ
り
、
そ
れ
の
下
接
し
た
も
の
は
派
生
形
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

し
か
し
常
昭
の
考
え
は
そ
う
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
他
の
接
尾
辞

「が
る
、
め
く
」
な
ど
と
全
く
同
列
に
は
扱

っ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
意
義
に
言
及
す
る

「紐
鏡
」
の
宣
長
注
記

（↓
第
二
章
第

一
節
三
）
に
注
目
し
て

「
る
、
ら
る
、
り
、
た
り
、
す
、
さ
す
、
し

む
」
下
接
の
語
形
を
重
視
し
た
常
昭
は
、
こ
れ
ら
の
辞
が
他
の
接
尾
辞
と
は
異
な
る
点
、
即
ち
上
位
動
詞
と
の
接
続
に
お
い
て

「
ど
ん
な

語
に
も
自
由
に
規
則
的
に
付
く
」
こ
と
に
お
そ
ら
く
気
付
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
派
生
形

「所
語
、
有
語
、
令
語
」
に
関
連
し
て

「春
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語
、
秋
語
」
と
い
う
用
語
を
生
み
出
す
こ
と
に
な

っ
た
の
は
そ
れ
を
意
味
す
る
。

春
語

（「
イ

・
ウ
」
活
用
、
四
段
活
）
に
は

「
る
、
り
、
す
」
が
、
秋
語

（「
イ
・
ウ

・
ウ
る
」
活
用

。
「
工
・
ウ
・
ウ
る
」
活
用
、
二
段

活
）
に
は

「ら
る
、
た
り
、
さ
す
、
し
む
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
規
則
的
に
付
い
て
所
語

。
有
語
人
Ｔ
語
と
な
る
と
い
う

（引
用
、
略
）
。
こ
の

と
き
常
昭
は
こ
れ
ら
の
辞
が

「
き
、
ぬ
、
つ
、
ず
、
む
」
な
ど
の
助
動
詞
と
は
違
い
、
且
つ

「が
る
、
め
る
」
な
ど
の
接
尾
辞
と
全
く
同

じ
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
と
気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

『活
用
言
の
冊
子
』
の
構
成
が

『紐
鏡
』
か
ら
の
発
展
と
見
た
と
き
、

宣
長
注
記
の
付
く
各
段
の
語
は

「外
形
の
類
同
」
だ
け
で
処
理
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
に
は

「外
形
の
類

同
」
に
よ
る
語
分
類
と
は
異
な
る
も
う

一
つ
の
分
類
規
準
、
い
わ
ば

「内
容
の
類
同
」
と
で
も
い
う
べ
き
語
の
意
義
を
問
題
と
す
る
観
点

が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
語
形
の
異
同
だ
け
で
活
用
を
論
ず
る
こ
と
な
く
、
語
形
に
意
義
が
密
接
に
関
わ
る
所
語

。
有
語

。
令
語
を
も
そ
の
活
用
体

系
の
中
で
統

一
的
に
説
こ
う
と
し
た
。
か
く
し
て
所
語

。
有
語

。
令
語
は

『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
体
系
の
中
に

一
つ
の
位
置
を
占
め
る
こ

と
に
な

っ
た
。

な
お

一
言
す
れ
ば
、
動
詞
を
活
用
型
別
に
分
類
す
る
に
当

っ
て
、
母
音
交
替
の
み
に
よ
る
語
形
変
化
か
、
連
体
形
に

「
る
」
が
下
接
す

る
語
形
変
化
か
、
の
識
別
が

「天
語

。
地
語
、
春
語

。
秋
語
」
の
研
究
で
あ
る
。
「天
語
、
春
語
」
は

「右
輪
語

（四
段
活
と
、
「地
語
、

秋
語
」
は

「左
輪
語

（下
三
段
活
）
、
牛
語

（上
二
段
活
と

を
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
内
容
の
用
語
と
解
さ
れ
る
。
同
内
容
の
も
の
に

何
故

「
天
と
春
」
、
「地
と
秋
」
の
よ
う
に
別
の
名
称
を
用
い
る
か
。
結
論
的
に
言
え
ば

「天
語
、
地
語
」
と

「春
語
、
秋
語
」
と
は
そ
の

用
い
る
文
脈
が
違
う
。
天
語

。
地
語
は
四
段
活
と
二
段
活
の
活
用
型
の
相
違
を
指
摘
す
る
文
脈
で
使
わ
れ
、
春
語
。
秋
語
は
所
語
。
有
語
。

（９
）

令
語
と
関
係
の
あ
る
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
。
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０
　
動
詞
の
命
令
形

所
語

。
有
語

。
令
語
を
派
生
形
と
単
純
形
に
分
け
る
と
、
述
べ
た
よ
う
に
次
の
よ
う
に
な
る
。

派
生
形
―
―
所
語
⑦
ｌ

「
る
、
ら
る
」
下
接
形

有
語
―

「
り
、
た
り
」
下
接
形

令
語
⑦
ｌ

「
す
、
さ
す
、
し
む
」
下
接
形

単
純
形
―
―
所
語
④
ｌ
自
動
詞

〈墨
ｍ④
ｌ
他
動
詞

〈墨
叩②
ｌ
動
詞
命
令
形
＝

「半
令
」

令
語
②
は
命
令
形
の
持

つ
令
の
意
に
よ
っ
て
令
語
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
乙
型
活
用
表
の
縦

・
横
い
ず
れ
の
系
列
に
も
書
き
込

ま
れ
る
こ
と
が
な
い
。
活
用
形
の

一
つ
と
す
れ
ば
横
の
系
列
に
、
令
の
意
義
を
重
ん
ず
れ
ば
縦
の
系
列
に
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
置
か
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
命
令
形
は
令
語
の

一
つ
で
は
あ

っ
て
も
半
令
で
あ

っ
て

「然
セ
ヨ
ト
令
ス
ル
ニ
用
フ
」
る
だ
け
の
限
ら
れ
た
用
法
し
か
持

た
な
い
。
敢
え
て
活
用
表
に
書
き
込
む
と
す
れ
ば
、
や
は
り
令
語
と
し
て
縦
の
系
列
の
最
下
段
に
横
に
並
べ
て
書
く
こ
と
に
な
ろ
う
が
、

横
の
系
列
に
命
令
形
の
記
入
す
る
場
所
は
な
い
。
も
と
も
と
命
令
形
は

「文
相
当
」
の
語
形
で
あ
っ
て
、
文
法
的
機
能
は
連
用
形
や
終
止

形
と
同
じ
で
は
な
い
。
意
義
の
上
で
も
機
能
の
上
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
系
列
の
中
で
他
と
同
列
に
扱
う
こ
と
の
出
来
な
い
命
令
形
は

半
令
と
し
て
論
ず
る
こ
と
は
多
い
が
、
結
局
、
活
用
表
の
中
に
そ
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
終

っ
た
。

〓
一　
自

・
他

所
語
。
有
語
。
令
語
の
論
は
主
と
し
て
複
語
尾
下
接
に
お
け
る
語
形
と
意
義
と
の
関
係
を
論
ず
る
も
の
だ
が
、
そ
の
意
義
と
の
関
わ
り
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で
、
自

ｏ
他
の
問
題
に
ま
で
及
ぶ
。

⑮
ｌ
　
一
一
夕
や
う
に
わ
か
る
ゝ
は
自
故
の
け
じ
め
な
り

そ
は
た
て
と
い
ふ
は
故
辞
の
格
に
て
物
を
し
て
そ
は
た
ゝ
し
む
る
也

そ
は
た

つ
と
い
へ
ば
お
の
づ
か
ら
に
物
の
そ
は
た
ち
た
る
を
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
九
巻

４
ウ
～
５
オ
）

２
　
ヒ
チ

ヒ
ツ
ハ
自
語
也
ヒ
テ

ヒ
ツ
ル
ハ
故
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
七
巻

２
オ

●
欄
外
書
入
）

３
　
ミ
エ

ミ
ユ
ヲ
ミ
ラ
ン

ミ
ラ
ル
ト
全
ク
同
シ
サ
マ
ニ
心
得
ル
非
也
ミ
ラ
ン
ハ
為
格
ノ
所
語
也
ミ
エ
ハ
然
格
也

（第
十
三
巻

表
紙
ウ

。
欄
外
書
入
）

に
よ
る
と
、
「自

ｏ
自
語
、
然
格
」
は
自

。
自
動
詞
を
指
し
、
「故

・
故
語
、
為
格
」
は
他

・
他
動
詞
を
指
す
。
前
者
は

「
お
の
づ
か
ら
に

物
の
…
…
す
る
」
こ
と
を
表
し
、
後
者
は

「物
を
し
て
…
…
せ
し
む
る
」
こ
と
を
表
す
。
さ
ら
に
、

①
ｌ
　
き
せ
は
キ
ノ
令
語
…
…
に
せ
は
二
の
令
フ
セ
ハ
フ
ス
の
令
…
…
ミ
セ
は
ミ
の
令
語
…
…
よ
せ
は
よ
り
の
令
…
…

（第
八
の
巻

３
ウ
～
４
オ
）

２
　
お
も
ほ
え
は
思
ノ
所
語
…
…
き
こ
え
は
聞
ノ
所
語
…
…
に
え
は
煮
ノ
所
語
…
…
み
え
は
見
ノ
所
語
な
ど
也

（第
十
三
巻

５
オ
）

に
よ
る
と
、
こ
の
場
合
の

「令
語
」
は

一
応
他
動
詞
、
「所
語
」
は
自
動
詞
と
言
え
よ
う
。
自
動
詞

「似
る
」
に
対
し
て

「似
す
」
は
他
動

詞
で
あ
り
、
他
動
詞

「思
ふ
」
に
対
し
て

「お
も
ほ
ゆ
」
は
自
動
詞
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

「
さ
せ
は
キ
ノ
令
語
」
と
言
う
と
き
、
他
動
詞

（ヲ
格
を
と
る
）
「着
る
」
に
対
し
て
同
じ
く
他
動
詞

（ヲ
格

二
格
を
と
も
に
と
る
）
「着
す
」
を
令
語
と
言
う
。
「着
る
」
「着
す
」
の
間

に
自
動
詞
他
動
詞
の
対
立
は
な
い
。
「着
す
」
が

「着
る
」
に
対
し
て
、
よ
り
他
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

常
昭
の
い
う
自

ｏ
他
の
説
は
語
を
自
と
他
に
二
分
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
相
対
的
関
係
に
お
い
て
自
と
い
い
他
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
他
動
詞
の
内
部
に
ま
で
及
ん
で
ヲ
格
他
動
詞
、
ヲ
ニ
格
他
動
詞
の
違
い
に
ま
で
気
付
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
自
他
の
考
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え
は
春
庭
の
自
他
の
考
え
に

一
致
す
る
。

『詞
つ
か
ひ
』
中
、
こ
の
自
他
の
研
究
は
さ
ほ
ど
徹
底
し
た
も
の
で
は
な
い
。
活
用
型
の
如
何
で
意
義
が
ど
う
違
う
か
に
つ
い
て
述
べ

る
程
度
で
あ
る
が
、
後
の
春
庭
の
自
他
の
研
究
に
発
展
し
て
い
く

一
過
程
と
し
て
常
昭
の
こ
の
研
究
は

一
つ
の
意
味
を
も
つ
。

四
　
本
　
語

０
　
動
詞
の
場
合

「所
語
、
有
語
、
令
語
」
に
伴

っ
て

「本
語
」
と
い
う
用
語
が
頻
出
す
る
。
例
え
ば
、

⑭
ｌ
　
出

立

果
の
令
語
は
い
た
し

た
た
し

は
た
し
と
い
ひ
て
第
二
の
巻
の
本
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
九
の
巻

５
オ
）

２
　
右
の
語
ど
も
皆
別

二
本
語
あ
る
令
語
也
…
…
き
せ
は
キ
ノ
令
語
キ
ハ
廿
五
巻
の
語

く
は
せ
は
く
ひ
の
令
語
く
ひ
は
第
四
巻
の

三
中
し
ら
せ
は
し
り
の
令
語
し
り
は
第
六
の
語
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
八
の
巻

３
ウ
～
４
オ
）

３
　
令
語
下

ハ

【
お
ろ
し

お
ろ
す
】
と
も
い
ふ
べ
く
懲

ハ

【
こ
ら
し

こ
ら
す
】
弛

【ゆ
る
し

ゆ
る
す
】
と
い
ふ
…
…
右
の
令
語
ど

も
お
の
ノ
ぐ
、
第
弐
巻
の
本
語
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
二
巻

１
ウ
）

な
ど
。
右
に
よ
れ
ば
、
本
語
は
対
す
る
語
と
の
相
対
的
関
係
で
呼
ば
れ
、

出
づ

（本
語

・
自
動
詞
）
　

―
―
出
だ
す

（令
語

。
他
動
詞
）

下
り
る

（本
語

。
自
動
詞
）
―
―
下
ろ
す

（令
語

。
他
動
詞
）

の
よ
う
に
自
動
詞

・
他
動
詞
の
対
立
は
あ
る
が
、
所
語
に
対
す
る
令
語
、
令
語
に
対
す
る
所
語
と
い
う
よ
う
な
、
直
接
対
立
し
て
説
か
れ

る
こ
と
は
な
い
。
令
語
が
令
語
と
さ
れ
る
の
は
本
語
と
の
相
対
的
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
。

着
る

（本
語

。
他
動
詞
）

―
―
　
着
す

（令
語

。
他
動
詞
）
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食
ふ

（本
語

。
他
動
詞
）
　

―
―
　
食
は
す

（令
語

。
他
動
詞
）

の
よ
う
に
、
と
も
に
他
動
詞
の
こ
と
も
あ
る
。
「着
る
、
食
ふ
」
は
ヲ
格
だ
け
を
採
る
他
動
詞
、
「着
す
、
食
は
す
」
は
ヲ
格
二
格
を
と
も

に
採
る
他
動
詞
で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
か
の
語
が
令
語
と
な
り
↑
し
」
で
は
後
者
）
、
そ
の
相
対
的
関
係
で
説
か
れ
る
他
の
語
が
本
語
と
な

る
。
そ
れ
は
二
語
の
間
の
相
対
的
関
係
で
決
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
を
本
語
と
す
る
か
は
音
節
数
に
よ
る
。
音
節
数
の
少
な
い
（よ

り
単
純
な
、
よ
り
基
本
的
な
）
語
が
本
語
と
な
る
。
格
の
多
寡
で
言
い
替
え
れ
ば
、
よ
り
少
な
い
格
を
採
る
語
が
本
語
と
な
る
。
意
義
で

言
え
ば
、
例
え
ば

″令
″
の
意
、
他
動
の
意
が
付
加
さ
れ
る
、
そ
の
付
加
以
前
の
語
が
本
語
と
な
る
。
自
動
詞
と
か
他
動
詞
と
か
固
定
的

な
も
の
で
は
な
い
。

常
昭
に
は

″根
本
に
な
る
も
の
″
、
″基
準
に
な
る
も
の
″
を
物
事
の
中
心
に
据
え
て
論
理
を
展
開
す
る
考
え
が
あ
る
。
活
用
語
の
首
を

「語
の
本
主
」
と
す
る
こ
と
、
連
用
形
を
活
用
型
分
類
の
規
準
の
一
つ
に
す
る
こ
と
、
み
な
そ
う
で
あ
る
。
「本
語
」
の
場
合
も
こ
の
考
え

に
よ
る
。

②
　
形
容
詞
の
場
合

①
此
廿
六
巻
の
語
に
力ゝ‐
剖
引
引
こ―

剥
冽
司
引
引

引
列
刻
劇
引
の
車
辞
を
添
て
活
フヵ

セ
タ
ル
ハ
各
本
語
と
な
れ
リ
カゝ‐
剖
引
引
こ―
の
車
は

や
が
て
此
巻
の
ご
と
く
青
と
い
ふ
を
あ
を
く

あ
を
き

阿
加
と
い
ふ
を
阿
加
久

阿
加
紀
と
活
セ
リ
ま
み
む
め
も
の
車
を
添

へ
た
る

は
第
五
巻
ノ
語
卜
な
り
て
あ
を
み

あ
を
む

あ
か
み

あ
か
む
と
い
ひ
州
測
列
創
引
列
の
車
添
ヒ
た
る
は
第
六
巻
の
語
と
な
り
て
冽
洲

り

あ
か
る

ほ
そ
り

ほ
そ
る
と
や
う
に
い
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻

２７
オ
）

右
の

「車
辞
を
添
て
活
セ
タ
ル
ハ
各
本
語
と
な
れ
り
」
は

「車
辞
を
添
え
て
活
せ
た
る
元
の
語
は
各
本
語
と
な
れ
り
」
と
読
み
解
け
る
。

と
す
る
と
、
そ
の
本
語
と
は
車
辞
を
除
い
た
形
、
即
ち

「あ
を

（青
ど

「あ
か

（赤
ど

「ほ
そ

（細
と

の
こ
と
と
な
る
。
結
果
的
に
は
ク
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活
用
形
容
詞
の
語
幹
が
本
語
に
相
当
す
る
。
と
い
っ
て
も
、
語
幹
日
本
語
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
結
果
的
に
一
致
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
て
、
車
語
の
添
う

「あ
を
く
、
あ
を
き
」
が
あ
っ
て
そ
れ
に
対
し
て

「あ
を
」
が
本
語
と
い
わ
れ
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

⑩
ｌ
　
あ
は
じ

あ
つ
し
と
い
ふ
が
本
語
に
て
し
は
車
な
ら
ぬ
事
を
知
べ
し
【し
を
車
也
と
せ
ん
に
は
あ
し
な
ど
は
あ
と
の
み
い
ふ
を
本

語
也
と
い
ふ
べ
し
悪
を
あ
と
の
み
や
は
い
ふ
べ
き
…
…
廿
六
巻
の
よ
し

よ
わ
し
の
し
は
車
の
し
に
て
よ

よ
わ

お
も

か
ろ
と
い

ふ
ぞ
本
語
な
る
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻

４２
オ
）

こ
こ
で
い
う
本
語
は
他
の
何
か
と
の
相
対
的
関
係
な
し
に
語
幹
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
て
、

２
　
あ
を
と
い
ふ
体
語
に
物
を
い
ひ
定
む
る
し
を
そ
へ
て
あ
を
し
と
い
ひ
…
…
ま
た
く

き
の
車
を
そ
へ
て
あ
を
く

あ
を
き
と
い
ふ

也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
六
巻

１
オ
～
１
ウ
）

３
　
あ
し
と
い
ふ
体
語
に
加
経
の
車

語
を
添

へ
て
あ
し
く

あ
し
き
と
は
い
ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻

１
ウ
）

の
体
語
と
同
じ
内
容
の
使
い
方
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、

４
　
あ
は
し
は
淡
と
い
ふ
に
し
を
加
へ
て
あ
は
し
な
る
事
も
と
よ
り
論
な
き
事
な

〔れ
ど
も
し
か
心
得
る
は
わ
ろ
し
あ
は
じ
と
い
ふ

一
ッ
の
語
に
て
本
語
也
そ
の
あ
は
じ
と
い
ふ
に
例
の
〕
〈
ル
フ
又
ソ
ノ
シ
ノ
下
へ
〉車
の
く

き
を
添
て
あ
は
し
く

あ
は
し
き
と
は

い
ふ

〔也
〕
〈
ナ
レ
バ
此
巻
ニ
テ
ハ
ア
ハ
シ
ト
云
ガ
又
本
語
也
〉
　

　

（第
廿
七
巻

４．
ゥ
～
４２
オ
　
〈　
〉
内
宣
長
書
入
）

に
よ
る
と
、
「車
の
く

き
」
の
添
う

「あ
は
し
く
、
あ
は
し
き
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て

「あ
は
し
」
が
本
語
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
結
果
と
し
て
本
語
が
語
幹

（シ
ク
活
用
の
場
合
は
終
止
形
と
同
形
）
と
一
致
す
る
と
き
体
語
と
本
語
と
混
同
じ
そ
う
で
あ

る
が
、
本
語
は
他
の
語
と
の
相
対
的
関
係
で
い
う
用
語
で
あ
っ
て
、
体
語
に
は
そ
う
い
う
用
法
は
な
い
。

本
語
と
い
う
と
き
の
こ
の
基
本
的
性
格
は
、

④

【
い
さ
ま
し
は
本
語
い
さ
む
也
】
…
…
た
の
も
し
は

〈本
語
〉
た
の
む

〔
の
本
語
〕
な
れ
ば
…
…

【こ
ほ
し
も
こ
ふ
の
本
語
な
れ
ば
】
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…
…
こ
ひ
と
い
ふ
本
語
を
こ
ほ
し
と
ほ
に
呼
喚
た
る
は
…
…
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻

４０
ォ
～
４０
ゥ

　

〈
　
〉
内
宣
長
書
入
）

の
よ
う
に
、
動
詞
と
形
容
詞
が
語
基
を
同
じ
く
し
て
動
詞
か
ら
形
容
詞
が
派
生
す
る
場
合
、
そ
の
動
詞
を
本
語
と
い
う
こ
と
に
も
現
れ
て

い
る
。

０
　
体
語
＋

「し
」

ク
活
用
形
容
詞
で
は
、

④
あ
を
と
い
ふ
体
語
に
物
を
い
ひ
定
む
る
し
を
そ
へ
て
あ
を
し
と
い
ひ
【し
は
物
を
い
ひ
定
ム

ま
た
く

き
の
車
を
そ
へ
て
あ
を
く

あ
を
き
と
い
ふ
也

に
よ

る

と
、

あ
を
し
＝

「
あ
を
」
（体
語
）
十

「
し
」
（物
を
い
ひ
定
む
る
辞
）

あ
を
く
＝

「あ
を
」
（体
語
）
＋

「く
」
（車
）

あ
を
き
日

「あ
を
」
（体
語
）
＋

「
き
」
（車
）

で
あ

っ
て
、
「
し
」
を
車
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

シ
ク
活
用
形
容
詞
で
は
、

⑫
あ
し
と
い
ふ
体
語
に
加
経
の
車

語
を
添

へ
て
あ
し
く

あ
し
き
と
は
い
ふ
也

に
よ

る

と
、

あ
し
　
＝

（体
語
）

あ
し
く
＝

「あ
し
」
（体
語
）
＋

「く
」
（車
）

る
辞
な
る
事
は
廿
七
巻
二
委
ク
云
べ
し
】

（第
廿
六
巻

１
オ
～
１
ウ
）

（第
廿
七
巻

１
ウ
）
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あ
し
き
＝

「あ
し
」
（体
語
）
＋

「
き
」
（車
）

で
あ

っ
て
、
「
し
」
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
な
い
。
と
な
る
と
、
ク
活
用
形
容
詞
終
止
形
の

「
し
」
に
関
連
し
て
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
終

止
形
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。

④
廿
六
巻
の
語
は
冽
日
と
い
ひ
冽
目
ｕ
と
い
ふ
し。
の
辞
う
ご
き
て
き。
に
な
る

〔也
そ
は
〕
冽
引
ｕ
と
も
冽
日
剖
と
も
い
ふ

〈
是
〉
也

〈然

ル
ニ
〉
此
巻
の
語
の
末
な
る
し
は
然
動
ク
事
な

〔し
〕
〈
ク
シ
テ
〉
あ
し

あ
し
く

あ
し
き
と
や
う
に
い
ふ
也

（第
廿
七
巻

１
オ
　

〈　
〉
内
宣
長
書
入
）

に
よ
る
と
、
ク
活
用
終
止
形
の

「
し
」
は
活
用
し
て

（う
ご
き
て
）
連
体
形
活
用
語
尾

「
き
」
に
な
る
と
い
う
。
「物
を
い
ひ
定
む
る
辞
」

（④
）
で
あ
る

「し
」
が
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
し
」
は
車
か
と
も
思
わ
れ
る
。
「し
」
が
動
い
た

「
き
」
は
車
で
あ
る
。
「
し
」

も
車
で
な
く
て
は
お
か
し
い
。
と
こ
ろ
が
常
昭
は
シ
ク
活
用
形
容
詞
に
お
い
て

「
し
は
車
な
ら
ぬ
事
を
知
べ
し
」
（⑩
ｌ
）
と
い
う
。

「
し
」
が
車
で
な
い
と
い
う
記
述
は
あ

っ
て
も

「し
」
が
車
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
ど
こ
に
も
な
い
。
「し
」
は

″車
で
は
な
い
が
活
用

す
る
辞
″
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
″車

釜
じ

で
活
用
し
な
い
辞
″
と
い
う
記
述
は
あ
る
が

（「凡
例
の
第

一
巻
し
、
″車

釜
じ

で
な
く
て
活
用
す
る
辞
″
な
ど
、
常
昭
の
活
用

（語
）
論
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ク
活
用
形
容
詞
で
は
、
活
用
形
を

「
（あ
を
）
し
、
（あ
を
）
く
、
（あ
を
）
き
」
と
並
べ
る
と
確
か
に

「
く
」
「
き
」
は

「
し
」
の
う
ご

い
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
「
し
の
辞
う
ご
き
て
き
に
な
る
」
（
）

と
い
う
の
も
当
然
の
よ
う
で
あ
る
が
、

②
青
と
い
ふ
は
青
し
と
い
ふ
語
の
し
を
略
キ
て
い
ふ
也
と
や
う
に
心
得
る
は
語
の
本
末
を
し
ら
ぬ
誤
也
　
　
（第
廿
六
巻

２３
オ
）

と
も
い
う
。
「あ
を
十
し
↓
あ
を
し
」
で
あ

っ
て

「あ
を
し
―
し
↓
あ
を
」
で
は
な
い
。
「し
」
は

「物
を
い
ひ
定
む
る
」
た
め
に
添
え
る

辞
で
あ
る
。
添
え
る
と
い
う
点
で
は
車

（く
、
き
）
と
同
じ
だ
が
、
性
質
・機
能
の
点
で
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
０
の
引
用
④
ｌ
・

２
に
い
う
よ
う
に

「
し
」
は

″終
止
す
る
陳
述
の
機
能
を
担
う
辞
″
で
あ

っ
て
、
（⑮
２
に
続
い
て
）
「
さ
れ
ば
こ
そ
此
廿
七
巻
の
語
ど
も
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に
も

し
を
今

一
ッ
添

へ
て
あ
し
ゝ

あ
っ
し
ヽ

あ
は
し
ヽ
と
や
う
に
い
へ
り
　
し
か
れ
ど
も
是

レ
は
き
は
め
て
俗
語
の
格
に
て
雅
語
に

な
き
事
也

（第
廿
七
巻

４２
ウ
と

と
い
う
ｏ

第
廿
六
巻
の
記
述

「あ
を
と
い
ふ
体
語
に
物
を
い
ひ
定
む
る
し
を
そ
へ
て
あ
を
し
と
い
ひ
…
…
ま
た
く

き
の
車
を
そ
へ
て
あ
を
く

あ

引
剖
と
い
ふ
也
」
（⑩
２
）
と
第
廿
七
巻
の
記
述

「廿
六
巻
の
語
は
あ
を
と
い
ひ
あ
を
し
と
い
ふ
し
の
辞
う
ご
き
て
き
に
な
る
あ
を
し
と
も

冽
日
剖
と
も
い
ふ
是
也
」
（④
）
と
は
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
な
が
ら
整
合
性
を
欠
く
。
「し
の
辞
う
ご
き
て
き
に
な
る
」
（④
）
と
は
い
う

が
、
こ
れ
は
第
廿
六
巻
の
語

（ク
活
用
）
と
第
廿
七
巻
の
語

（シ
ク
活
用
）
と
の
違
い
を
述
べ
ざ
る
を
得
な
い
あ
ま
り
に
ク
活
用
形
容
詞

が
本
語

「あ
を
」
に

「
し
、
く
、
き
」
が
付
い
て

「あ
を
し
、
あ
を
く
、
あ
を
き
」
と
な
る
、
そ
の
形
に
捉
わ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
常
昭
の
記
述
の
矛
盾
は
矛
盾
と
し
て
、
し
か
し
な
が
ら

「体
語
」
「本
語
」
「車
」、
「物
を
い
ひ
定
む
る

″
し
こ

に
よ
っ

て
、
本
来
そ
れ
ゆ
え
に
三
分
さ
れ
る
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
の
終
止
形
語
尾
の
問
題
を
統

一
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
特
に
そ
の
過

程
で

「物
を
い
ひ
定
む
る

″し
こ

を
設
定
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
い
。

０

　

「し
」
の
機
能

形
容
詞
の

「
し
」
は
、

④
ｌ
　

【し
は
物
を
い
ひ
定
ム
る
辞
】

２
　
し
は
事
を
い
ひ
伏
セ
い
ひ
定
む
る
意
ば

へ
あ
り
て
よ
わ
と
い
へ
ば
本
語
よ
わ
し
と
い

に
よ
っ
て
、
″終
止
す
る
陳
述
の
機
能
を
担
う
辞
〃
で
あ
る
。
こ
の

「
し
」
が
車
か
ど
う
か
は
、

問
題
だ
が
、
結
論
的
に
い
え
ば

「し
は
車
な
ら
ぬ
」
（活
用
し
な
い
）
辞
で
、
と
い
っ
て

「
ゑ
、

（第
廿
六
巻

１
オ
）

へ
ば
そ
を
い
ひ
伏
セ
た
る
な
り

（第
廿
七
巻

４２
オ
）

「
し
の
辞
う
ご
き
て
き
に
な
る
」
（⑮
）
が

い
、
ろ
、
ら
」
な
ど
の

「や
す
め
語
」
（凡
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例
の
第

一
巻
）
と
も
異
な
る
語
、
「物
を
い
ひ
定
む
る
辞
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

０
　
凸旦
長
書
入

（
二
）

形
容
詞
の
二
巻

「第
廿
六
巻
、
第
廿
七
巻
」
に
は
彩
し
い
官
一長
の
書
入
れ
が
あ
る
。
ク
活
用
形
容
詞
と
シ
ク
活
用
形
容
詞
と
で
は
語
構

成
が
違
う
。
ク
活
用
は
本
語
に

「
し
、
く
、
き
」
を
加
え
、
シ
ク
活
用
は
本
語
に

「○
、
く
、
き
」
を
加
え
て
終
止
形

・
運
用
形

・
連
体

形
と
な
る
。
問
題
は

「
し
」
の
扱
い
で
あ
る
。
シ
ク
活
用
の
場
合
、
「冽
司
ｕ
は
渕
と
い
ふ
に
し。
を
加

へ
て
別
国
ｕ
な
る
事
も
と
よ
り
論
な

き
事
な
〔れ
ど
も
し
か
心
得
る
は
わ
ろ
し
湖
日
ｕ
と
い
ふ

一
ツ
の
語
に
て
本
語
也
そ
の
冽
国
日
と
い
ふ
に
例
の
Ｘ
ル
ヲ
又
ソ
ノ
シ
ノ
下
へ
〉

車
の
く

き
を
添
て
湖
劇
潮
引
「
冽
―まｌ
ｕ
剖
と
は
い
ふ

〔也
〕
〈
ナ
レ
バ
此
巻

ニ
テ
ハ
ア
ハ
シ
ト
云
ガ
又
本
語
也
ｙ

（⑩
４
）
と
い
う
。
こ
こ

で
は
終
止
形

「―
―
し
」
は
そ
の
語
形
が
本
語
で
あ
り

「事
を
い
ひ
伏
せ
、
物
を
い
ひ
定
む
る
」
語
形
で
あ
り
、
用
言
若
し
く
は
体
言
に

続
く
と
き
に
は
こ
の
語
形
に
車

「
く
、
き
」
が
添
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「第
廿
七
巻
」
末
尾
に
次
の
宣
長
書
入
が
あ

Ｚつ
。④

此
巻
ノ
語

ハ
多
ク
ハ
一
重
ノ
車
ヲ
体

ニ
ナ
シ
テ
又
二
重
ノ
車
ナ
ル
ガ
多
キ
也
タ
ト
ヘ
バ
列

ノ、‐
シ‐

ハ
淡
ガ
本
語
ニ
テ
シ
ハ
シ

キ

ク
ト

活
ク
車
ナ
ル
ヲ
此
巻

ニ
テ
ハ
ソ
ノ
列

ノ、‐
シ‐
ヲ
体
ト
シ
テ
又
二
重

ニ
キ

ク
ノ
車
ヲ
ソ
ヘ
テ
列

ノ、‐
И
引

列

ノ、‐
シ‐
刻
卜
云
ヒ
或

ハ
引

マ‐

ノ、‐

シ
ハ
イ
ム
ノ
ム
ヲ
活
シ
テ
マ
ト
云
テ
ソ
ノ
下

ヘ
ノ、‐
シ‐
ノ
車
ヲ
添

へ
又
ソ
ノ
下

へ
二
重
ニ
キ

ク
ノ
車
ヲ
ソ
ヘ
テ
引

マ‐

ノ、‐
シ‐
引

引

マ‐

ノ、‐

シ
ク
ト
云
此
類
多
シ
考
フ
ベ
シ

（抹
消
部
分
を
除
き
、
挿
入
部
分
を
加
え
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
廿
七
巻

４４
オ
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
宣
長
は
活
用
の
各
語
形
に
共
通
す
る
無
活
用
部
分
を
除
い
た
形
、
即
ち
活
用
部
分
を
車
と
す
る
。
ク
活
用
で
は

「
シ
、

キ
、
ク
」
、
シ
ク
活
用
で
は

「
キ
、
ク
」
が
車
と
な
る
。
常
昭
が
い
う
よ
う
な

「事
を
い
ひ
伏
せ
、
物
を
い
ひ
定
む
る
」
機
能
を
有
す
る
辞

「
し
」
と
は
考
え
な
い
。
い
わ
ば
形
式
を
重
視
し
た
処
理
で
あ
り
明
快
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
処
理
し
て
は
常
昭
の
考
え
と
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は
違
う
よ
う
に
思
う
。
結
果
と
し
て
は
宣
長
と

一
致
す
る
が
、
常
昭
は
先
ず

「
し
」
に
つ
い
て
考
え
、
ク
活
用
シ
ク
活
用
両
者
に
共
通
し

て
存
在
す
る

「し
」
に
つ
い
て
統

一
的
な
見
解
を
求
め
、
「事
を
い
ひ
伏
せ
、
物
を
い
ひ
定
む
る
」
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

再
び
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ク
活
用
。
シ
ク
活
用
の
区
分
は

″語
幹
″
、
し
た
が

っ
て

″活
用
語
尾
″
を
ど
う
認
め
る
か
に
あ
る
。
両

者
は
同

一
の
規
準
で
の
説
明
は
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
常
昭
は
、
宣
長
の
よ
う
に
形
の
上
か
ら
の
解
決
は
求
め
よ
う
と
し

な
か
っ
た
。
ｇ
中
の
本
主
」
で
あ
る
本
語
と

「事
を
い
ひ
伏
せ
物
を
い
ひ
定
む
る
」
陳
述
の
機
能
を
有
す
る

「
し
」
と
を
中
心
に
据
え
て
車

の
は
た
ら
き
を
追
究
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
と
き
に

「
し
の
辞
う
ご
き
て
き
に
な
る
」
と
い
う
よ
う
な
統

一
を
欠
く
記
述
と
も
な

っ
た
が
、
常
昭
の
文
法
観
は
本
質
的
に
語
の
機
能
を
重
ん
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

五
　
常
昭
の
文
法
観

常
昭
の
文
法
観
は
、　
一
定
の
語
形
と
そ
れ
が
有
す
る
意
味
内
容
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
な
し
に
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
言

語
を
形
の
上
で
割
切
る
形
式
主
義
で
な
く
、
言
語
の
意
味
内
容
を
重
ん
じ
、
そ
れ
を
出
発
点
と
し
て
機
能
と
形
式
を
併
せ
考
え
る
文
法
で

あ
る
。『詞

つ
か
ひ
』
の
巻
序
、
例
語
は

『活
用
言
の
冊
子
』
に
依

っ
て
成
り
、
そ
こ
に
説
か
れ
る

「所
語

。
有
語

。
令
語
の
論
」
は

『
て
に

を
は
紐
鏡
』
に
源
を
発
す
る
。
常
昭
の
研
究
は
師
宣
長
を
措
い
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
し
か
し
強
い
宣
長
の
影
響
下
に
あ
り
な

が
ら
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
活
用
論
は
確
実
に
常
昭
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
活
用
語
が

「首
＋
車
」
か
ら
成
る
と
い
う
こ
と
を
根
底
に
置

い
て
、
そ
の
車
が
如
何
に
活
用
す
る
か
で
語
を
分
類
し
、
語
に
下
接
す
る

「
る

ｏ
ら
る
、
す

ｏ
さ
す

。
し
む
、
り

。
た
り
」
如
何
で
語
の

意
味
が
ど
う
変
わ
る
か
、
語
の
形
式
と
意
義
の
関
係
を
論
じ
た
。
こ
の

「所
語

。
有
語
。
令
語
の
論
」
は

『活
用
言
の
冊
子
』
に

「紐
鏡
」

の
宣
長
注
記
が
重
な

っ
た
と
こ
ろ
に
成

っ
た
た
め

「外
形
の
類
同
」
と

「意
義
の
類
同
」
と
い
う
二
つ
の
分
類
原
理
が
併
存
す
る
こ
と
に
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な
り
、
更
に
意
義
の
面
で
共
通
す
る
語
を
抱
え
込
ん
で
範
囲
を
広
げ
て
い
っ
た
た
め
幾
つ
か
の
矛
盾
を
含
む
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
意
義
に
応
ず
る
派
生
形
の
系
列
と
語
形
交
替
に
よ
る
活
用
形
の
系
列
と
を
縦

・
横
に
組
み
合
わ
せ

「本
語
」
を
基
点
に
置
い

て

一
つ
の
表
の
中
で
そ
の
す
べ
て
の
語
形
変
化
を
有
機
的
に
統

一
し
て
説
こ
う
と
試
み
た
人
は
、
常
昭
を
措
い
て
他
に
い
な
い
。
後
に
春

庭
に
お
い
て
横
の
系
列
は

『詞
八
衝
』
の
活
用
の
研
究
と
な
り
、
縦
の
系
列
は

『詞
通
路
』
の
自
他
の
研
究
と
な
り
、
そ
の
両
者
の
接
合

点
は
活
用
型
に
よ
る
自
他
詞
の
分
類
と
い
う
点
に
止
ま
っ
て
い
る
。
直
接
の
影
響
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
常
昭
の
こ
の
論
は
文
法

研
究
史
上
、
正
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

も
し

『詞
つ
か
ひ
』
の
縦

・
横
の
表
に
見
ら
れ
る
常
昭
の
活
用
観
が
活
用
論
の
主
流
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
後
の
文
法
研
究
は
大

き
く
形
を
変
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
曲
り
角
に
あ

っ
た
の
が

『詞
八
衛
』
で
あ
る
と
思
う
と
き
、
春
庭
の
位
置
は
改
め
て
深
い
意

味
を
も
つ
も
の
と
な
る
。

〕

〈　
〉
内
、
宣
長
書
入
。

『詞
つ
か
ひ
』
に
は
丁
数
の
記
入
が
な
い
。
私
に
施
し
た
。

後
藤

一
日

「
『詞
の
小
車
』
国
語
学
史
上
の
地
位
」
翁
国
学
院
雑
誌
』
通
巻
七
六
九
号
　
昭
和
四
十
六
年
五
月

国
学
院
大
学
）。

後
藤

一
日
コ
詞
の
小
車
と
用
言
研
究
史
上
に
お
け
る
柴
田
常
昭
の
功
績
」
翁
国
学
院
雑
誌
』
通
巻
七
八
五
号
　
昭
和
四
十
七
年
十
月

国
学
院

大
学
）。

水
野
清

「鈴
木
眼
に
よ
る
宣
長

・
成
章

。
両
学
派
の
合
流
」
（
文
莫
』
第

一
号
　
昭
和
五
十

一
年
八
月
　
鈴
木
膿
学
会
）

本
居
宣
長

『万
葉
集
疑
問
』
（筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
四
巻

一
二

五
ぺ
）
。

橋
本
進
吉
『国
語
法
要
説
』
（国
語
科
学
講
座
　
昭
和
九
年
十
二
月
）
。
「国
語
法
研
究
』
（橋
本
進
吉
博
士
著
作
集
　
第
二
冊
　
昭
和
二
十
三
年

7  6  5 4321注
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一
月
）
所
収
。

８
　
尾
崎
知
光

「
『
て
に
を
は
紐
鏡
』
の
成
立
と
そ
の
学
説
」
翁
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
集
。
国
文
学
科
』
第
２５
号
　
昭
和
四
十
九
年
二
月
）。
「国

語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
明
治
書
院
）
所
収
。

９
　
渡
辺
英
二

「
『詞
つ
か
ひ
』
の
天
語

。
地
語
、
春
語

・
秋
語
」
翁
国
語
国
文
研
究
』
第
六

一
号
　
昭
和
五
十
四
年
二
月
　
北
海
道
大
学
国
文
学

〈
ム
）
。

１０
　
本
居
宣
長

『漢
字
三
音
考
』
（筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巷

〓
一八
三
ぺ
）。

Ｈ
　
阪
倉
篤
義

『語
構
成
の
研
究
』
　

昭
和
四
十

一
年
二
月

角
川
書
店
。

○
付
節
二
は
、
「
詞
つ
か
ひ
』
の
文
法
体
系
―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
に
し
て
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十

一
年
四
月
号
　
東
京
大
学
国
語

国
文
学
会
）
の

一
部
と
、
「所
語
。
有
語

。
令
語
の
論
―

『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
体
系
―
」
翁
文
莫
』
第
四
号
　
昭
和
五
十
四
年
八
月
　
鈴
木
眼

学
会
）
の
一
部
に
加
筆
し
た
。



付
節
三
　

『詞
つ
か
ひ
』
と

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語

一　

構
成

・
巻
序
の
対
照

『
活

用

一言

の
冊

子

』

全

巻

の
構

成

立
営

庁
と
、

デ
備

町

鵡
輌

冊

キ

』

の

そ

れ

と

を

『
活

用
言

の
冊

子
』

の
各

会

冒

頭

部

分

及
び

『
詞

つ
か

ひ
』
の
各
巻
表
紙
か
ら
摘
記
し
対
照
し
て
お
く

（『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
型
の
表
示
を
す
べ
て
平
仮
名
と
す
る
な
ど
、
こ
こ
で
は
必
ず
し
も

原
本
の
ま
ま
で
は
な
い
）。

活
用
言
の
冊
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
つ
か
ひ

１
　
　
（凡
例
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
例
の
第

一
巻

２

　

第

萎

　

□

□

□

□

　

　

第
房

巻

　

□

□

右
輪
第

一

３

　

第
二

　

□

図

因

□

　

　

第
云

巻

　

□

□

右
輪
第
二

４

　

第
曇

　

□

□

図

□

　

　

第
二
巻

　

□

□

右
輪
第
三

５

　

第
塞

　

困

□

□

困

　

　

第
ワ

巻

　

□

日

右
輪
第
四
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第
碁

　

□

日

因

図

第
套

　

□

□

日

日

第
七
会

　

□

□

囲
□

第
八
会

　

□

因

園
四

第
九
会
　
　
□
　
図

一図
□

第
十
会
　
　
困

図

一図
□

第
十
一
会
　
困
　
図

一И
四

第
十
二
会
　
図
　
□

一因
四

第
十
三
会
　
□

□

一‐ユー
四

第
五
巻
　

　

□

□

右
輪
第
五

第
六
の
巻

　

日

□

右
輪
第
六

あ

巻

　

□

□

□

左
輪
第
七

第
八
の
巻

　

□

□

同
日

左
輪
第
八

第
九
の
巻
　
　
□
　
□
　
一‐つ―
日

左
輪
第
九

第
十
巻
　
　
　
□
　
□
　
一同
国

左
輪
第
十

十

万

詈

困

□

□

左
輪
第
十

一

第
十

〔四
〕
弐
巻
　
□
　
□
　
曰
日

左
輪
第
十
二

第
十
三
巻
　
　
□
　
回
　
一同
日

左
輪
第
十
三



日 □ □ □

□ □ 図 図

□ □ □ □
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19  18      17

□  □  □

□  日  日

□  □  日

第
十
四
会

第
十
五
会

第
十
六
会

〔第
十
六
会
ノ
下
〕

第
十
六
下

第
十
七
会

第
十
八
会

第
十
九
会

第
廿
会

十
四
の
巻

　

□

□

園
国

左
輪
第
十
四

第
十
五
巻
　
　
□

日

一同
日

左
輪
第
十
五

第
十
六
巻
　
　
□

□

一＝
日

牛
語
第
十
六

（な
し
）

第
十
六
巻
の
下
　
日

日

一同
日

牛
語
第
十
七

第
十
七
巻
　
　
□

□

一‐つ―
日

牛
語
第
十
八

十
八
の
巻

　

□

□

園
日

牛
語
第
十
九

第
十
九
巻
　
　
□

日

一園
日

牛
語
第
二
十

第
廿
巻
　
　
　
□

□

一囲
日

牛
語
第
二
十

一
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第
廿
基

□

□

□

第
二

会

□

日

日

〔第
廿
二
会
〕
　

〔□
　
□

一日
四
〕

□

□

□

来

第
廿
一
巻

　

□

回

牛
語
第
二
十
二

第
廿
二
巻
　
　
日
　
□

牛
語
第
二
十
三

常
補
巻
　
　
　
日
　
□

戟
語
第
二
十
四

第
廿
三
巻

図□

□

日

□

□

□

□

困

日

□

轄
語
第
二
十
五

第
廿

〔三
〕
四
巻

日

□

図

更

〈廿
四
巻
〉

□

□

□

来

〈廿
五
巻
　
仮
目
也
〉

〈是
ハ
別
巻
ヲ
建
ベ
シ
第
十
六
巻
ノ
巻
首
二
置
ン
欺
〉

轄
語
第
廿
六

27

第
困 困 □ 廿

□ 図 □ 四

□□□曇
経 寝 得

28

図客
因 五

□饗
為
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第
廿

〔六
〕
五
会

□

囲
□

第
十
六
会

図

□

□

□

廿
五
の
巻

　

□

国
□

轍
語
第
二
十

〔工Ｃ

七

第
廿
六
巻

□

３‐
　
　
第
廿
七
会

輻
語
第
二
十

〔七
〕
八

第
廿
七
巻

穀
語
第
二
十

〔八
〕
九

『活
用
言
の
冊
子
』
と

『詞

つ
か
ひ
』
と
の
類
似
は
、
右
の
巻
序

。
構
成
に
止
ま
ら
ず
活
用
型
別
所
属
例
語
に
も
見
ら
れ
る
。

一
一　
例
語
数

『詞
つ
か
ひ
』
は
全
巻
の
巻
序

・
構
成
に
お
い
て

『活
用
言
の
冊
子
』
に
倣
っ
た
。
こ
こ
で
は
活
用
型
別
各
巻
各
会
の
所
属
例
語
に
問

題
を
限
定
し

『詞
つ
か
ひ
』
と

『活
用
言
の
冊
子
』
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
調
査
の
対
象
は

『詞
つ
か
ひ
』
も

『活
用
言
の
冊
子
』

も
動
詞
の
巻
々
の
例
語
に
限
る
。

『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
は

一
七
〇
八
語
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
春
房
の
書
入
例
語
、
「―
―
つ
く
」
な
ど
類
型
と
し
て
車
語
だ
け
を
挙
げ
る

図

□

□□

□
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も
の
、
抹
消
語
、
重
出
同

一
語
、
欄
外
行
間
に
書
入
れ
る

一
語
形
だ
け
の
も
の
な
ど
も
含
む
。
『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
は

一
五
二
九
語

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
宣
長

・
道
麿
な
ど
の
書
入
語
、
「何
メ
ク
ノ
類
、
何
シ
ム
ノ
類
」
な
ど
類
型
と
し
て
掲
出
す
る
も
の
、
抹
消
語
を
含

み
、
各
会
末
尾
に

一
括
す
る
俗
語
を
除
く

（俗
言
中

『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
と
対
応
す
る

「
フ
ツ
」

一
語
を
含
む
）。

両
書
に
共
通
し
て
存
在
す
る
例
語
は

一
四
九
二
語
で
あ
る
。
こ
れ
は

『詞
つ
か
ひ
』
例
語
の
八
七
％
、
『活
用
言
の
冊
子
』
例
語
の
九
八

％
を
占
め
る
。

し
た
が
っ
て

『詞
つ
か
ひ
』
は
、

○

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
中
三
七
語
を
採
ら
ず
、

○

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
に
二
一
六
語
を
新
た
に
加
え
た
、

こ
と
に
な
る
。
い
ま
、
『詞
つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
た
と
し
て
、

○
両
者
共
通
の
一
四
九
二
語
を

『詞
つ
か
ひ
』
第

一
次
例
語
、

⑪
新
追
加
の
二

一
六
語
を

『詞
つ
か
ひ
』
第
二
次
例
語
、

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

〓
一　
追
加
例
語

０
　
常
昭
。
春
房
の
書
入
語

『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
に
は
、
欄
外
や
行
間
に
、
「常
追
考
、
常
云
、
常
追
加
、
常
補
」
な
ど
と
注
記
す
る
書
入
例
語
が
あ
る
。
こ
れ
は

″宣
長
に
対
す
る
常
昭
の
追
考

・
追
加

・
補

・
云
″
の
意
で
あ
る
。
こ
の

「常
…
…
」
と
注
記
す
る
例
語
は
二
九
語
、
そ
の
注
記
は
な
い

が
欄
外

・
行
間
に
書
く
例
語
は

一
六
三
語
、
計

一
九
二
語
を
数
え
る
。
う
ち
一
八
七
語
は
前
記
第
二
次
例
語
に
含
ま
れ
、
第

一
次
例
語
と
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同

一
の
も
の
、
即
ち

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
と
同
じ
例
語
は
五
語
に
す
ぎ
な
い
。
注
記

「常
…
…
」
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
欄
外

・

行
間
に
書
か
れ
た
例
語
は
第

一
次
例
語
の

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
に
対
す
る

『詞
つ
か
ひ
』
独
自
の
例
語
と
い
っ
て
よ
い
。
春
房
の

場
合
も
同
様
で
あ
る
。
「春
云
」
な
ど
と

「春
」
を
注
記
す
る
例
語
、
及
び
そ
の
注
記
は
な
い
が
春
房
筆
と
認
め
ら
れ
る
例
語
は
計
七
語
を

数
え
、
う
ち
六
語
は
第
二
次
例
語
に
含
ま
れ
残
り

一
語
の
み
が
第

一
次
例
語
と
同
じ
例
語
で
あ
る
。

②
　
第
二
次
例
語
と
書
入
語

常
昭
及
び
春
房
の
書
入
追
加
語
は
計

一
九
九
語
で
あ
る
。
う
ち
、
第

一
次
例
語
に
含
ま
れ
る
六
語
を
除
く

一
九
三
語
が
第
二
次
例
語
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
然

一
致
す
べ
き
な
の
に
先
に
第
二
次
例
語
と
し
た
二
一
六
語
と
は
二
三
語
の
差
が
あ
る
。
こ
の
二
三

語
は
他
の
例
語
、
即
ち
第

一
次
例
語
と
同
様
に
整
然
と
書
か
れ
な
が
ら

『活
用
言
の
冊
子
』
に
な
い
語
で
あ
る

（こ
の
二
三
語
、
略
）。

形
の
上
で
は
全
く

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
た
語
と
同
じ
く
書
か
れ
て
い
な
が
ら
常
昭
の
追
加
語
が
あ
っ
て
、
『詞
つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
見
た
の
は
、
或
は
そ
れ
を
書
き
写
し
た
の
は

一
度
限
り
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

幾

つ
か
例
を
挙
げ
る
。
「
つ
ど
ふ
る
」
。
こ
の
語
は

『活
用
言
の
冊
子
』
が

「
ツ
カ
フ
、
〔ツ
ガ
フ
〕
、
ツ
タ
フ
」
、
『詞
つ
か
ひ
』
が

「
つ

か
ふ
る
、
つ
た
ふ
る
、
つ
ど
ふ
る
、

つ
が
ふ
る
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
ツ
ガ
フ
」
の
抹
消
さ
れ
て
い
る

『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
ツ
カ

フ
、
ツ
タ
フ
」
を
書
き
写
し
、
そ
の
後
で
「
つ
ど
ふ
る
」
を
書
き
加
え
、
さ
ら
に
そ
の
後
で
例
語
と
す
る
こ
と
を
適
当
と
し
て
抹
消
語

「
ツ

ガ
フ
」
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
は
ら
ゝ
か
す
」
。
こ
の
語
は

『詞

つ
か
ひ
』
で
語
頭

「
ハ
」
の
例
語
が

「
は
さ
す
、
は
た
す
、
は
ら
ゝ
か
す
、
は
づ
す
、
は
な
す
、
は

や
す
、
は
ら
す
」
と
並
ぶ
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
は
「
ハ
サ
ス
、
ハ
タ
ス
、　
ハ
ヅ
ス
、　
ハ
ナ
ス
、　
ハ
ヤ
ス
、　
省
フ
ス
」

で
あ
る
。
こ
れ
を

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
の
排
列
に
照
し
合
せ
る
と
、
中
間
に
挿
入
さ
れ
る

「
は
ら
ヽ
か
す
」
の
位
置
は
納
得
が
い
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か
な
い
。
後
で
書
入
れ
ら
れ
た
形
跡
も
な
い
。
頭
書
「常
云
　
は
ら
ゝ
か
し
　
は
ら
ゝ
か
す
　
書
紀

一
ノ
廿
二
丁
　
鷲
散

　

」
が
あ
っ
て

ク
ヱ
ハ
ラ

ゝ
カ
ス

常
昭
の
追
加
語
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
書
き
写
し
た
例
語
と
全
く
同
じ
書
き
方
を
し

て
い
る
。
『詞
つ
か
ひ
』
と
同
じ
く

『活
用
言
の
冊
子
』
系
の
大
平
本

『御
国
詞
活
用
抄
』
で
は

「
ハ
サ
ス
、　
ハ
タ
ス
、　
ハ
ヅ
ス
、　
ハ
ナ

ス
、　
ハ
ヤ
ス
、　
ハ
ラ
ス
、
（そ
し
て
追
加
の
）
ハ
ゲ
マ
ス
」
と
あ
る
。
『御
国
辞
活
用
鏡
』
も
同
様
で
あ
る
。

「
す
ぐ
る
」。
こ
の
語
は
抹
消
語
。
他
に
同
じ
語
が
書
入
語
と
し
て
載
る
。
抹
消
語
は
語
頭

「
と
」
と

「
な
」
の
例
語
の
間
に

「
と
ろ
く

る
、
〔す
ぐ
る
〕
、
な
ぐ
る
」
の
順
で
他
の
例
語
と
同
じ
く
整
然
と
書
か
れ
、
書
入
語
は
語
順
と
し
て
ほ
ぼ
適
当
な
位
置
の
余
白
、
「
し
り
ぞ

く
る
」
と

「
そ
く
る
」
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
は
語
頭
を
五
十
音
に
分
類
し
そ
の
順
に
書
く
が
、
例
語
が
直

ち
に
思
い
付
か
な
い
場
合
、
後
に
追
加
で
き
る
ほ
ど
の
充
分
な
間
隔
を
あ
け
て
語
頭
の
片
仮
名

一
文
字
だ
け
を
書
い
て
お
く
。
適
当
な
例

語
が
無
い
と
き
、
結
局
そ
の
ま
ま
で
終
る
が
、
こ
の

「
ス
グ
」
の
場
合
、
前
も

っ
て
書
い
て
あ

っ
た

「
ス
」
に
続
け
て

「グ
」
を
後
で
書

き
加
え
て
例
語
と
し
た
形
跡
が
あ
る
。
「グ
」
は

「
ス
」
に
比
べ
て
い
さ
さ
か
小
さ
い
。
し
か
も

「
ス
グ
」
の
右
傍
に
宣
長
書
入

「
ス
ゲ
テ
」

と
筆
者
不
詳

（他
筆
３
）
の
附
箋

「
ス
ゲ
　
波
の
フ
ス
ゲ
テ
ノ
類
也
」
が
付
く
。
『詞
つ
か
ひ
』
で
は
書
入
語
に

「波
ノ
緒
ス
ゲ
テ
ノ
類
」

が
付
く
。
抹
消
語
を
書
入
れ
た
と
き
、
『活
用
言
の
冊
子
』
に
は
ま
だ

「
ス
グ
」
は
な
く
、
そ
れ
は
常
昭
の
追
加
語
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
後
に

『活
用
言
の
冊
子
』
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
こ
に
は

「
ス
グ
」
が
あ
り
附
箋
も
あ

っ
て
、
そ
れ
に
倣

っ
て
先
に
書
い

た
語
を
抹
消
と
し
、
適
当
な
位
置
の
余
白
に
改
め
て
書
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

０
　
第

一
次
例
語
と
書
入
語

第

一
次
例
語
に
含
ま
れ
る
常
昭
の
書
入
語
五
語
、

（４
）

れ
に
は
頭
書

「朱
書
云
　
な
か
ゝ
す
　
万
七
十
二
」

春
房
の
書
入

一
語
の
う
ち
、
常
昭
の
「な
か
ゝ
す
」
（第
二
巻
）
に
つ
い
て
言
百
。
こ

が
あ
る
。
「朱
書
」
と
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
田
中
道
麿
朱
筆
書
入
を
指
す
。
「
ナ
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力
ゝ
ス
　

【万
ヒ
ナ
ニ
ナ
カ
ゝ
ス
ど

の
こ
と
で
あ
る
。
例
語
と
し
て
整
然
と
書
か
れ
て
い
る
語
の
中
に

「な
か
ゝ
す
」
が
な
く
頭
書
に
あ

っ
て
そ
れ
が

『活
用
言
の
冊
子
』
の
語
と
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
常
昭
が
少
な
く
と
も
三
度

『活
用
言
の
冊
子
』
を
見
る
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。　
一
度
は

「
ナ
カ
ゝ
ス
」
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
な
い

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
し
た
時
、
次
は
道
麿
朱
筆
の

例
語
と
証
例
が
書
入
れ
ら
れ
そ
れ
に
よ

っ
て

「
な
か
ヽ
す
」
を
書
入
れ
た
時
、
こ
の
二
度
で
あ
る
。
常
昭
書
入
は

「七
十
二
」
と
し
か
読

め
な
い
。
常
昭
の
証
例
で
は
そ
の
例
語
に
相
当
す
る

「ナ
カ
ゝ
ス
」
の
部
分
を
略
し
て
前
後
の
部
分
を

「
ヒ
ナ
ニ
」
の
ご
と
く
示
す
こ
と

は
な
く
、
「万
ヒ
ナ
ニ
」
で
は

「な
か
ゝ
す
」
に
対
す
る
証
例
の
体
を
成
さ
な
い
。
「
万
七
十
一
ご

な
ら
書
き
方
と
し
て
は
あ
り
う
る
が
万

葉
集
に

「七
十
二
巻
」
も

「七
十
二
丁
」
も
な
い
。
『詞
つ
か
ひ
』
の

「
万
七
十
二
」
は
明
ら
か
に
道
麿
朱
筆
書
入

「万
ヒ
ナ
ニ
…
…
…
」

の
誤
写
で
あ
る
。

『詞
つ
か
ひ
』
の
書
入
語
の
場
合
、
『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
と
の
対
応
に
お
け
る
問
題
の
多
く
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
側
に
あ
っ

た
。
『詞
つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
を
書
き
写
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
『詞

つ
か
ひ
』
に
例
語
と
し
て
整
然
と
書
か
れ
て
い
る
も

の
は

『活
用
言
の
冊
子
』
に
あ

っ
た
例
語
、
欄
外
や
行
間
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
語
は
常
昭
や
春
房
の
追
加
語
、
と
い
う
原
則
で
は
割
切

れ
な
い
両
者
の
複
雑
な
関
係
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
も

『詞
つ
か
ひ
』
も
、
と
も
に
長
い
推
敲
の
過
程
が
あ

っ
て
、
そ
の
間
幾
度
か
相
互
に
影
響
す
る
機
会
、
少
な
く
と
も
二
度
、
常
昭
は

『活
用
言
の
冊
子
』
を
見
る
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

春
房
の
書
入
語
で
第

一
次
例
語
に
属
す
る
語
は

Ｆ
つ
つ
る
」
（第
九
巻
）
一
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
附
箋

Ｆ
つ
て
　
う
つ
　
う
つ
る
　
春
考

棄

古
事
記
に
多
し
　
捨
る
と
い
ふ
に
同
じ
」
に
よ
っ
て
春
房
の
追
加
語
と
し
た
も
の
で
あ
る
が

『活
用
言
の
冊
子
』
に
も

「
ウ
ツ
」
と
あ
る
。

特
に
後
で
書
入
れ
た
形
跡
は
な
い
が
、
「第
九
会
」
の
第

一
音
節

「
ウ
」
の
例
語
は
こ
れ

一
語
で
あ
る
か
ら
後
期
書
入
と
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
と
考
え
る
と
整
然
と
書
か
れ
た

『詞
つ
か
ひ
』
の
例
語
に
こ
の
語
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
、
春
房
附
箋
の
あ
る
こ
と
も
了
解
で

き
る
。
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四

　

『
詞

つ
か
ひ
』
不
採
用
の

『
活
用
言

の
冊
子
』

の
例
語

『活
用
言
の
冊
子
』
は
春
庭
の
筆
に
な
る
が
、
中
に
宣
長
、
道
麿
、
そ
の
他
筆
者
不
明
三
種
の
書
入
が
あ
る
。
そ
れ
が
語
の
抹
消
と
と

も
に
か
な
り
後
ま
で
推
敲
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
既
に
本
居
清
造
が
ノ
ー
ト

『活
用
言
の
冊
子
御
国
詞
活
用
抄
の
研
究
』
で

指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

宣
長
の
書
入
語
、
六
三
語
。
道
麿
の
書
入
語
、
附
箋

・
貼
紙

・
朱
筆
の
三
種
が
あ

っ
て
二
三
語
。
ほ
か
に
筆
者
不
明
の
書
入
が
三
種
、

五
語
が
あ
る
。
抹
消
語
は
部
分
的
な
抹
消
を
措
い
て
語
と
し
て

一
七
語
で
あ
る
。

ａ
　
　
童
甲
人
一三
中

宣
長
書
入
―
―
四
語
を
除
い
て
他
は
す
べ
て

『詞
つ
か
ひ
』
に
対
応
す
る
語
が
あ
る
。

道
麿
書
入
―
―
四
語
が

『詞
つ
か
ひ
』
に
な
く
、　
一
九
語
は
例
語
と
し
て
載
る
。

他
筆
書
入
―
―
五
語
す
べ
て
が

『詞

つ
か
ひ
』
に
一
致
す
る
語
で
あ
る
。

ｂ
　
抹
消
語

語
と
し
て
の
抹
消
は

一
七
語
を
数
え
る
。
う
ち

『詞
つ
か
ひ
』
に
無
い
語
は

一
三
語
で
、
「世
ム
、
渉
ム
、
ヤ
ス
ム
」
（第
五
会
）
、
「
ツ

ガ
フ
」
（第
十

一
会
）
の
四
語
は

『詞

つ
か
ひ
』
に
も
載
る
。
『活
用
言
の
冊
子
』
の
抹
消
語
は

『詞
つ
か
ひ
』
に
無
い
の
が
寧
ろ
納
得
で

き
、
右
の
四
語
は
か
な
り
後
の
抹
消
で
あ
ろ
う
。
『大
平
本
御
国
詞
活
用
抄
』
で
は

「
ヤ
ム
、
ヤ
ム
、
ヤ
ス
ム
」
は
あ
る
が

「
ツ
ガ
フ
」
は

無
い
。
『御
国
辞
活
用
鏡
』
も
同
様
で
あ
る
。

右
に
よ
る
と
、
『詞
つ
か
ひ
』
が

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
書
き
写
し
て
成

っ
た
と
き
、
即
ち
第

一
次
例
語
が
成
立
し
た
時
、
ま
だ

『活
用
言
の
冊
子
』
は
推
敲
の
過
程
に
あ

っ
て
例
語
の
加
除
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
く
て
は
、
同
じ
宣
長
書
入
、
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道
麿
書
入
で
あ
り
な
が
ら

『詞

つ
か
ひ
』
に
有
る
語
と
無
い
語
と
が
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
な
い
。
抹
消
語
に
お
い
て
も
事
情
は
同
様
で

あ
る
。

五
　
第

一
次
例
語
成
立

の
時
期

天
明
二

（
一
七
八
二
）
年
十
月
八
日
付
田
中
道
麿
宛
宣
長
書
簡
の

「活
用
言
の
冊
子
、
所
々
御
書
添
被
レ
下
、
黍
奉
レ
存
候
、
猶
追
々

奉
レ
頼
候
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
頃

一
応

『活
用
言
の
冊
子
』
は
成

っ
て
い
た
。
勿
論
、
そ
れ
は
こ
の
書
簡
が
示
す
よ
う
に
推
敲
の
時
期
で

も
あ
っ
た
。
宣
長
日
記
の

「天
明
四
年
甲
辰
日
記
　
十
月
小
四
日
」
の

「今
夜
戌
刻
、
尾
張
田
中
荘
兵
衛
道
麻
呂
入
道
道
全
死
之
由
、
後

（６
）

聞

レ
之
、
六
十

一
歳
」
に
よ
れ
ば
、
道
麿
は
天
明
四

（
一
七
八
四
）
年
十
月
に
没
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
宣
長
に
協
力
を
求
め
ら
れ
た

道
麿
が
書
入
を
施
し
た
時
期
は
凡
そ
二
年
ほ
ど
の
間
と
な
る
。

『活
用
言
の
冊
子
』
の
道
麿
書
入
に

『詞
つ
か
ひ
』
の
第

一
次
例
語
と
な
る
語
と
な
ら
な
い
語
と
が
あ

っ
た
。
右
に
よ
っ
て
こ
の
第

一

次
例
語
成
立
の
時
期
は
天
明
二
年
前
後
の
こ
と
と
、
お
そ
ら
く
な
る
。
こ
れ
を
更
に
限
定
す
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
出
来
な
い
が
、
常
昭

の
宣
長
入
門
は
安
永
三

（
一
七
七
四
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
天
明
二
年
の
頃
に
は
お
そ
ら
く
既
に

『活
用
言
の
冊
子
』
を
契
機
に
活
用
研

究
に
着
手
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

『詞
つ
か
ひ
』
が

一
応
成

っ
て
そ
れ
に
官
一長
の
書
入
が
行
わ
れ
た
の
は
、
『詞
つ
か
ひ
』
添
付
の
十

一
月
九
日
付
柴
田
四
郎
右
衛
門
宛
宣

長
書
簡
に
よ
れ
ば
寛
政
四

（
一
七
九
二
）
年
十

一
月
少
し
前
の
こ
と
で
あ
る

（↓
付
節

一
）。
天
明
二
年
頃
か
ら
十
年
ほ
ど
の
歳
月
が
流
れ

て
い
る
。
こ
の
十
年
は

『万
葉
集
疑
問
』
が
語
る
よ
う
に
天
明
元
年
以
降
数
年
に
わ
た
っ
て
常
昭
が
宣
長
に
万
葉
集
に
つ
い
て
の
疑
義
を

質
し
た
時
期
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

「体
、
用
、
辞
、
活
用
」
な
ど
の
用
語
が
見
ら
れ
、
語
法
問
題
、
特
に
活
用
研
究
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心

を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
常
昭
が
活
用
研
究
の
緒
に
就
い
た
頃
、
そ
れ
は
専
ら
師
の

『活
用
言
の
冊
子
』
に
依
存
す
る
も
の
で



（８
）

あ

っ
た
だ
ろ
う
が
、
や
が
て
こ
の
十
年
の
間
に

「首
、
車
、
足
掻
、
右
輪
、
左
輪
、
春
語
、
秋
語
、
所
語
、
有
語
、
令
語
」
等
々
の
用
語

を
使
う
常
昭
独
自
の
文
法
理
論
、
活
用
語
論
が
熟
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

常
昭
は
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
五
月
に
没
し
て
い
る
。
こ
の
頃
ま
だ

『詞

つ
か
ひ
』
の
研
究
は
完
成
し
て
い
な
い
。
鈴
木
眼

「活
語

ト
マ
リ
モ
ジ
ノ
説
」
添
付
の
宣
長
書
簡

「物
故
セ
リ
其
書
イ
マ
ダ
落
成
セ
ズ
コ
レ
ニ
依
テ
同
邑
二
芝
原
六
郎
衛
門
春
房
卜
云
男
ソ
ノ
詞
ノ

小
車
ノ
後
ヲ
ツ
ギ
テ
考

へ
成
サ
ン
ト
テ
今
最
中
考

へ
居
ル
也
」
の

「今
」
と
は
享
和
元

（
一
八
〇

一
）
年
の
こ
と
と
い
う
。

『詞
つ
か
ひ
』

は
寛
政
四
年
に
お
そ
ら
く
現
存
の
形
に
近
い
も
の
が
出
来
て
い
た
が
、
天
明
元
年
頃
か
ら
享
和
元
年
以
後
ま
で
二
十
年
余
に
も
及
ぶ
長
い

期
間
に
わ
た
っ
て
研
究
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
出
発
点
は

『活
用
言
の
冊
子
』
の
各
会
所
属
例
語
を
書
き
写
す
こ
と
に
あ

っ
た
。

宣
長
の

″
こ
と
ば
″
に
関
す
る
研
究
は
、
語
法
関
係
で
は

『活
用
言
の
冊
子
』
以
後
、
な
い
。
『詞
玉
緒
』
は
、
版
行
は
天
明
五
年
で
あ

る
が
明
和
八

（
一
七
七

一
）
年
に
は
既
に
稿
が
成
っ
て
い
る
。
し
か
も

『活
用
言
の
冊
子
』
の
研
究
は
未
定
稿
の
ま
ま
完
成
す
る
こ
と
な

く
中
断
し
て
い
る
。
『詞
つ
か
ひ
』
添
付
の
常
昭
宛
宣
長
書
簡
で
は

「詞
つ
か
ひ
之
義
兼
々
愚
老
も
心
さ
し
御
座
候

へ
共
も
は
や
生
涯
そ
の

い
と
ま
な
く
…
…
…
詞

つ
か
ひ
ノ
事
貴
君
ノ
御
考
ノ
成
就
ヲ
待
ツ
モ
ノ
也
」
と
書
き
送

っ
て
激
励
し
た
。
又
、
語
法
そ
の
も
の
を
直
裁
に

表
現
す
る
書
名

『詞

つ
か
ひ
』
に
対
し
て
宣
長
自
身
の
他
の
著
書
の
よ
う
に

コ
言
葉
の
小
車
　
題
号
ヲ
カ
ク
ノ
如
ク
被
成
候
而
ハ
イ
カ
ゞ
」

と
優
雅
な
書
名

へ
の
改
題
を
奨
め
て
い
る
。
と
も
に
自
分
の
代
わ
り
に
完
成
せ
よ
と
の
願
い
が
露
で
あ
る
。
敢
え
て
付
度
す
れ
ば
、
常
昭

が

『活
用
言
の
冊
子
』
の
例
語
を
写
し
た
の
は
、
そ
の
研
究
継
続
の
期
待
を
込
め
た
師
宣
長
の
指
示
に
よ

っ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
十
年
、
常
昭
の
活
用
研
究
は
充
分
に
師
に
そ
の
完
成
を
期
待
さ
せ
る
ほ
ど
の
出
来
映
え
で
あ

っ
た
。

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
。
翻
刻
、
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
別
巻

一
。

211 付節  『詞つかひ』

1注
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２
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

３
　
一現
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
大
野
晋

「翻
刻
」
に
よ
る

「他
筆
３
」。

４
　

『詞
つ
か
ひ
』
中
、
『活
用
言
の
冊
子
』
の
道
麿
朱
筆
書
入
を
指
し
て

「朱
書
」
と
す
る
箇
所
は
も
う

一
例
、
「第
十
巻
」
の
例
語

「
さ
ね

さ

ぬ

さ
ぬ
る
」。

５
　
材現
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
書
簡
番
号

「七
二
」
。

６
　
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
六
巻

〓
一九
九
ぺ
。

７
　
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
四
巻
。

８
　
活
用
型
の
名
目

「右
輪
、
左
輪
、
牛
語
、
戟
語
、
轄
語
、
輸
語
、
轍
語
、
輻
語
、
穀
語
」、
春
房
書
入
の
名
目

「乗
語
、
輻
語
、
穀
」
に
つ
い

て
は
、
渡
辺
英
二

「
『詞
つ
か
ひ
』
成
立
試
論
―
―
主
と
し
て

「常
補
巻
」
後
期
挿
入
の
問
題
―
―
」
翁
国
語
国
文
研
究
』
第
五
六
号
　
昭
和
五

十

一
年
八
月

北
海
道
大
学
国
文
学
会
）
に
詳
し
い
。

９
　
尾
崎
知
光

コ
活
語
ト
マ
リ
文
字
ノ
説
』
考
」
翁
郷
土
文
化
』
第
２９
巻
第
１
号
　
昭
和
四
十
九
年
九
月
）、
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和

五
十
八
年
十

一
月
　
笠
間
書
院
）
所
収
。

１０
　
騰現
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
大
野
晋

「解
題
」。

○
付
節
三
は
、
「活
用
研
究
史
上
に
お
け
る

『詞
つ
か
ひ
』
―
―
所
属
例
語
を
中
心
に
―
―
」
翁
国
語
国
文
研
究
』
第
五
八
号
昭
和
五
十
二
年
八
月

北
海
道
大
学
国
文
学
会
）
の
一
部
に
加
筆
し
た
。



第
二
部

『
詞

通

路

』



第

一
章
　
自

（動
詞
）
・
他

（動
詞
）
の
研
究

第

一
節
　
明
治
期
以
前

自
動
詞
他
動
詞
の
研
究
は

″自
他
″
の
名
目
で
既
に
江
戸
期
に
行
れ
て
い
る
。
本
居
宣
長

（享
保
十
五
年

〈
一
七
三
〇
〉
～
享
和
元
年

〈
一
八
〇

一
と

の
注
釈
書
や
語
学
書
に
も
、
宣
長
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
富
士
谷
成
章

公
九
文
三
年
〈
一
七
三
八
〉
～
安
永
八
年
〈
一
七
七
九
と

の

『か
ざ
し
抄
』
『あ
ゆ
ひ
抄
』
に
も
、
遡
る

『
一
歩
』
（著
者
不
明
。
延
宝
四
年

〈
一
六
七
六
〉
刊
）
に
も
、
自
他
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
が
あ
る
。
し
か
し
語
法
の
問
題
と
し
て
自
他
を
解
く
の
は
宣
長
の
長
子
春
庭
が
最
も
詳
し
い
。

春
庭
は
、
そ
の
活
用
研
究
書

『詞
八
衛
』
に
お
い
て
も
活
用
型
と
自
他
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
集
中
的
な
研
究
の
成
果
と
し
て

一
書
と
し
た
の
は

『詞
通
路
』
で
あ
る
。
そ
の
後
、
例
え
ば
権
田
直
助

（文
化
六
年

〈
一
八
〇
九
〉
～
明
治
二
十
年

〈
一
八
八
七
と

が

£
中

学
自
在
』
に
自
他
詞
を
七
格
に
分
類
し
た

「自
他
語
格
捷
見
図
」
を
載
せ
る
な
ど
類
書
が
あ
る
。
近
代
的
な
文
法
研
究
に
お
い
て
も
、
自

（動
詞
）
他

（動
詞
）
に
関
し
て
春
庭
の

『詞
通
路
』
は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

０

　

「自
他
」
の
用
例

自

・
他
の
用
例
は
古
く
仏
語
と
し
て
仮
名
法
語
の
類
に
多
く
見
ら
れ
る
。

２‐５
　
　
①
・
　
自
他
ノ
後
世
菩
提
ノ
タ
メ
ニ
ト
コ
ロ
／
ヽ
ヲ
…
…
…
。

（
３

）

（法
華
修
法

一
百
座
聞
書
抄
）
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２
　
近
代
ハ
正
見
ノ
人
稀
ニ
シ
テ
、
如
来
ノ
正
法
ヲ
、
邪
見
ノ
心
二
任
テ
、
自
他
ト
モ
ニ
邪
道
二
入
ベ
キ
ヲ
ヤ
。

（沙
石
集
）

②
ｌ
　
か
れ
は
自
力
也
。
こ
れ
は
他
力
な
り
。
自

ｏ
他
の
か
わ
り
こ
そ
候
へ
ど
も
、
因
位
の
く
ら
ゐ
は
ひ
と
し
と
い
ふ
な
り
。

（５
）

（御
消
息
集
）

２
　
自
力
他
力
を
分
別
し
て
わ
が
体
を
有
せ
て
、
わ
れ
他
力
に
す
が
り
て
往
生
す
べ
し
と
、
云
々
。
此
義
し
か
ら
ず
。
自
力
他
力
は

初
門
の
事
な
り
。
自
他
の
位
を
打
捨
て
唯

一
念
仏
に
な
る
を
他
力
と
は
い
ふ
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
２

遍
上
人
語
録
）

３
　
身
心
を
放
下
し
て
無
我
無
人
の
法
に
帰
し
ぬ
れ
ば
、
自
他
彼
我
の
人
我
な
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

遍
上
人
語
録
）

こ
の
①
は

「自
分
と
他
人
、
我
と
人
」
の
意
、
②
は

「自
力
と
他
力
」
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

「自
他
」
の
「自
」

は
自
分
、
若
し
く
は
自
分
に
関
す
る
行
為
を
意
味
し
、
「他
」
は
自
分
以
外
の
者
、
若
し
く
は
そ
れ
に
関
す
る
行
為
を
意
味
す
る
点
に
お
い

て
共
通
す
る
。
こ
う
い
う
意
味
で
の
、
か
な
り
早
い

「自
他
」
の
用
例
は
次
の
例
か
と
思
わ
れ
る
。

③
法
智
の
両
仏
、
自
他
の
二
受
、
顕
密
説
を
別
に
し
て
、
権
実
隔
て
有
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（性
霊
集
）

仏
書
に
か
ぎ
ら
ず
他
に
も

「自
他
」
の
用
例
は
あ
る
。
例
え
ば
、

④
ｌ
　
い
か
な
る
上
手
も
、
我
が
す
る
程
、
人
の
句
の
善
悪
を
弁

へ
む
事
有
り
が
た
け
れ
ば
、
自
他
掛
酌
も
あ
り
ぬ
べ
き
事
な
り
。

（連
理
秘
抄
）

２
　
直
き
を
あ
げ
曲
れ
る
を
置
き
、
自
他
不
二
の
思
ひ
を
も
つ
ぱ
ら
に
し
て
、
人
の
師
と
も
な
り
弟
子
と
も
な
り
て
、
終
に
上
手
と

な
ら
む
事
を
願
ふ
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（吾
妻
問
答
）

３
　
和
漢
の
礼
儀
を
と
ゝ
の
へ
て
、
自
他
の
記
録
に
闇
か
ら
ず
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（保
元
物
語
）

④
ｌ

●
２
は
①
と
同
じ
く

「自
分
と
他
人
、
我
と
人
」
の
意
、
④
３
は
転
じ
て

「あ
れ
こ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
事
」
の
意
で
あ
る
。
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②

　

『
一
歩
』

『
一
歩
』
は
上

。
中
巻

「手
爾
葉
違
」
。
下
巻

「仮
名
違
」
の
三
巻
。
「自
他
」
の
用
例
を
幾
つ
か
次
に
挙
げ
る
。

⑤
ｌ
　
鶴
に
我
水
を
の
ま
す
る
と
て
取
は
な
て
り

て
り
は
他
な
る
故
自
他
の
相
違
也
と
り
は
な
し
た
り
と
書
て
よ
し
我
と
は
人
を
さ
し
て
い
ふ
事
も
あ
れ
と
是
は
み
づ
か
ら
の
事
を

（・２
）

か
き
し
も
の
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（八
九
ぺ
）

２
　
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
に
つ
め
る
く
る
し
さ

…
…
…
此
句

つ
め
る
は
他
く
る
し
さ
は
自
の
詞
に
て
自
他
の
相
違
也
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
に
つ
め
る
あ
は
れ
さ
と
い
へ
は
あ
は
れ
さ
他

の
詞
に
て
よ
し
と
ま
り
を
自
に
せ
ん
と
な
ら
は
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
に
つ
む
そ
く
る
し
き
と
い
へ
は
て
に
を
は
よ
し
つ
む
は
自
他
に
通

ふ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（八
九
ぺ
）

３
　
ン」
ひ
し
さ
か
き
り
な
け
れ
は
か
な
し
く
お
も

へ
り

上
の
詞
は
自
也
か
な
し
く
お
も

へ
り
と
い
ふ
は
他
の
詞
に
て
自
他
の
相
違
也
か
な
し
く
お
も
ふ
と
書

へ
き
所
也

（九
〇
ぺ
）

４
　
自
の
詞

さ
ひ
し
き
　
さ
ひ
し
さ
　
か
な
し
き
　
か
な
し
さ
　
く
る
し
き
　
け
る
し
さ
　
つ
ら
き
　
つ
ら
さ
　
つ
ら
し
　
ゆ
か
ん
　
か
へ
ら

ん

い
は
ま
し

き
か
ま
し

下
知
の
詞

右
い
つ
れ
も
句
の
仕
立
に
よ
り
他
の
詞
に
も
成
也
う
ち
ま
か
せ
て
は
自
の
詞
也
余
は
是
に
な
そ
ら
ふ

へ
し

こ
の
み

ン」
の
む

か
よ
ふ

か
よ
ひ
て

是
等
は
自
他
両
通
也
此
類
多
し
あ
ま
た
書
付
に
不
及
又
云
次
に
他
の
詞
と
有
を
い
ひ
か
ゆ
れ
は
い
つ
れ
も
自
他
両
通
に
成
な
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り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
二
ぺ
）

５
　
他

の
詞

な
け
り

な
け
る

き
く
い
の
三
字
に
か
よ
ふ
は
皆
け
の
下
知
に
留
る
也
そ
れ
に
り
か
る
か
を
加

へ
て
け
り
け
る
と
と
む
れ
は
他
の
詞
に
成
也
右

に
お
な
し
や
う
な
れ
共
か
け
り
よ
け
り
は
他
也
か
け
る
よ
け
る
は
自
他
両
通
也
是
は
か
け
か
く
る
よ
け
よ
く
る
と
斗
か
よ
ひ

て
き
く
い
に
か
よ
は
さ
る
か
は
り
め
也
又
云
物
書
事
を
か
け
り
か
け
る
と
い
ふ
は
と
も
に
他
の
詞
也
か
き
か
く
か
い
て
と
き

く
い
に
か
よ
ふ

な
せ
り
な
せ
る
も
て
り
も
て
る
取
は
な
て
り
は
な
て
る
し
の

へ
り
し
の
へ
る

物
を
し
の
へ
る
な
と
い
へ
は
自
他
両
通
也
又
云

へ
の
字
を
す
み
て
他
の
詞
に
成
は
無
之
お
も

へ
り
か
よ

へ
る
な
と
ゝ
ゑ
の
声

に
よ
む
を
す
む
と
は
い
は
す

つ
め
り

つ
め
る

ン」
の
め
り

こ
の
め
る

ソＶ
え
り

【
は
他
な
り
】

こ
え
る

【
は
自
他
両
通
也
】

来
れ
り

き
た
れ
る

さ
れ
り

さ

れ
る

お
も

へ
り

お
も

へ
る

か
よ

へ
り

か
よ

へ
る

右
は
ゑ
の
連
声
の
内
け
せ
て

へ
め
え
れ

へ
の
八
字
に
り
と
る
と
を
加

へ
て
と
め
た
る
也
此
類
多
し
下
知
を
ゑ
の
ひ
ゞ
き
に
と

む
る
を
も
つ
て
是
等
を
心
得

へ
し
下
知
は
自
の
詞
な
れ
共
他
に
物
を
い
ひ
付
る
詞
な
れ
は
な
り
右

い
つ
れ
も
自
の
詞
に
い
ひ

て
は
不
似
合

あ
は
れ
さ
い
と
お
し
わ
ひ
し
け
に
か

へ
り
さ
う
な

此
四
は
他
を
こ
な
た
よ
り
思
ふ
事
を
い
ふ
詞
也
余
は
是
等
に
な
そ
ら

へ
て
知

へ
し
　
　
　
　
（
一
一
二
～

一
一
三
ぺ
）

『
一
歩
』
で
は
詞
を

「自
」
専
用
、
「他
」
専
用
、
「自
他
」
両
用
に
分
け
、　
一
文
に
お
い
て

「自
」
は

「自
」
と
、
「他

」
は

「他
」
と
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照
応
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
が
、
「自
他
両
通
」
と
し
て
説
く
こ
と
が
多
く

「自
」
の
詞
が

「仕
立
に
よ
り
て
他
の
詞
に
も
成

る
」
と
言
う
こ
と
も
あ

っ
て
自
他
三
分
の
規
定
と
し
て
は
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
「自
他
」
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て

「
き

く

い

に
か
よ
ふ

（活
用
す
る
と

の
よ
う
に
自
他
と
活
用
と
を
結
び
付
け
る
考
え
の
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

『
一
歩
』
の

「自
」
は

「
こ
な
た
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
表
現
者
自
身
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
行
為
。心
情
を
い
い
、
「他
」
は
表
現

者
以
外
の
す
べ
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
行
為

・
心
情

・
状
態
を
い
う
。

０

　

『
か
ざ
し
抄
』
『
あ
ゆ
ひ
抄
』

富
士
谷
成
章
の
自
他
に
つ
い
て
も
言
う
べ
き
こ
と
は
多
い
が
、
『
か
ざ
し
抄
』
と

『あ
ゆ
ひ
抄
』
に
分
け
、
幾

つ
か
用
例
を
挙
げ
て
簡
単

に
述
べ
て
お
く
。

⑥
ｌ
　
□

園
日

囲
日
□

園
□

囲
Ｍ
日

‥
…
…
ち

い
づ
れ
も
、
里
言
に

『え
せ
ぬ
』
『え
聞
か
ぬ
』
な
ど
言
ふ
詞
に
は
変
は
れ
り
。

た
と
へ
ば
歌
詞
の

「え
せ
ぬ
」
「え
言
は
ぬ
」
は
、
み
づ
か
ら
の
事
を
言
ふ
故
に
、
今

『ど
う
も
』
と
里
す
。
里
に
、
鳥
の
え
鳴
か

ぬ
、
人
は
え
知
ら
ぬ
、
な
ど
我
身
の
外
に
も
言
ふ
は
、
誤
り
来
れ
る
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

一
八
ぺ
）

２
　
□
□
開
日
旧
園
閣
□
…
…
…
。
心
を
得
て
言
は
ゞ
、
里
に
『そ
れ
は
ど
う
あ
ら
う
と
か
ま
は
ぬ
』
と
い
ふ
心
な
り
。
こ
な
た
に
重

き
事
を
持
ち
て
、
か
な
た
を
う
ち
捨
て
た
る
詞
な
り
。

（
一
五
九
ぺ
）

３
　
囲
□

口
□

囲
同
回

・…
…
・Ъ

「
よ
も
」
「
よ
に
」
等

の
詞

は
、
自
他

に
通
ひ
て
言
ふ

べ
き
を
、
里

に
は
、

ひ
と

へ
に
他
を
推
す

る
詞

に
な
れ
り
。

４
　
日
関
Ⅲ
幽

里
す
。

Ξ

六
四
ぺ
）

『
お
て
ま
へ
』
と
言
ふ
。
「
お
の
が
」
な
ど
言
ふ
に
は
変
は
り
て
、
多
く
自
ら
の
上
を
言
は
ず
。
よ
り
て
か
く

（二
七

一
ぺ
）
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５
　
□
閤
田
□

る
也
。

右
の

『
か
ざ
し
抄
』
の
用
例
で
は
自
他
に
類
す
る
語
と
し
て

は
な
い
が
、
自
他
の
概
念
は

『
一
歩
』
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。

関
連
し
て

「内

。
外
」
を
使
う
。

。
肝
要
の
物
を
心
に
持
ち
て
其
外
を
指
す
詞
な
る
ゆ
ゑ
に
、
こ
な
た
へ
は
か
ゝ
り
あ
は
ぬ
と
い
ふ
心
も
出
て
来

⑦
ｌ
　
内
外
の
詞
　
世
に
い
ふ
有
情
非
情
な
り
。
内
と
は
有
情
を
い
ふ
。
外
と
は
非
情
を
い
ふ
。
又
非
情
な
り
と
も
有
情
に
な
し
て
い

ふ
時

ハ
只
内
な
り
。
師
説
深
き
理
あ
り
。
こ
ゝ
に
い
ひ
つ
く
し
か
た
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
一〇
ぺ
）

２
　
裏
表
の
詞
　
一異
と
は
み
つ
か
ら
の
上
な
り
。
表
と
は
人
物
事
の
う

へ
な
り
。
但
人
物
事
の
う

へ
な
り
と
も
し
ハ
ら
く
そ
れ
か
心

に
な
り
て
い
は
ヽ
只
裏
な
り
。
師
説
し
る
し
つ
く
し
か
た
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
〓

ぺ
）

３
　
何

つ
か
ら

【何

ハ
名
也
】
圃
同
□
の

一
例
に
全
同
し
け
れ
と
、
内
に
の
み
よ
み
て
、
外
に
い
は
ぬ
か
か
は
れ
り
へ
手
つ
か
ら
へ

身

つ
か
ら
へ
口
つ
か
ら
へ
心
つ
か
ら
の
類
な
り
。

風
を
た
に
ま
ち
て
そ
花
の
散
な
ま
し
心
つ
か
ら
に
う
つ
ろ
ふ
か
う
さ

春
か
せ
は
花
の
あ
た
り
を
よ
き
て
ふ
け
心

つ
か
ら
や
う
つ
ろ
ふ
と
み
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
〇
三
ぺ
）

４
　
何
ん

【何

ハ
事
の
来
又
脚
也
】
い
ま
た
し
か
あ
ら
ぬ
こ
と
を
は
か
り
あ
ら
ま
し
て
い
ふ
詞
也
。
み
つ
か
ら
お
も
ひ
た
ち
て
へ
い

ま
ゆ
か
ん
へ
い
さ
か
へ
ら
ん
な
と
い
ふ
は
裏
な
り
。
思
ひ
や
り
て
へ
と
あ
ら
ん
へ
か
ゝ
ら
ん
な
と
い
ふ
は
表
也
。
み
な
今
よ
り
後

を
は
か
り
こ
ゝ
よ
り
か
し
こ
を
は
か
れ
る
心
な
り
。
此
義
を
お
も
ひ
て
、
万
葉
に
は
将
の
字
を
か
け
り
。
里
言
同
。

（二
三
八
ぺ
）

５
　
何

む

。

た

の
も

し

け

に
人

に

い

ひ

ち

き

る

を
へ

た

の

む

【
有

靡

】

と

よ

み
、

人

の
ち

き

り

を

た

の

み

お
も

ふ
を

も
へ

た

（二
七
四
ぺ
）

「自
、
み
づ
か
ら
、
こ
な
た
」、
「他
、
か
な
た
」
を
使
う
。
用
例
は
多
く

『あ
ゆ
ひ
抄
』
で
は

「自

・
他
」
の
用
例
が
な
く
、
「裏

・
表
」
を
用
い
、
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の
む

【無
靡
】
と
い
ふ
に
つ
き
て
、
装
の
こ
と
わ
り
し
ら
ぬ
人
ま
と
ふ
事
あ
り
。
人
の
た
の
む
る
ハ
靡
あ
り
て
へ
た
の
め
て
と
か

よ
ひ
、
人
を
た
の
む
ハ
靡
な
く
し
て
へ
た
の
み
て
と
か
よ
ふ
へ
や
む
と
へ
や
む
る
へ
い
た
む
と
へ
い
た
む
る
と
あ
る
か
こ
と
し
。

み
な
裏
と
表
と
の
た
か
ひ
に
て
へ
た
の
む
る
へ
や
む
る
へ
い
た
む
る
ハ
ヘ
た
の
ま
す
へ
や
ま
す
へ
い
た
ま
す
の
こ
ゝ
ろ
な
り
。

Ξ

Ｏ
二
～
三
〇
一一天

）

『あ
ゆ
ひ
抄
』
で
は

「自

ｏ
他
」
の
概
念
を

「裏

・
表
」
の
用
語
で
表
し
、
従
来
自
及
び
他
と
混
同
さ
れ
て
き
た
か
の
よ
う
な
有
情
及

び
非
情
を
特
立
し
て
こ
れ
を

「内
・外
」
の
用
語
で
表
す
。
用
例
は
多
い
。
そ
の
概
念
は

『あ
ゆ
ひ
抄
』
自
身
が
述
べ
る
と
こ
ろ
だ
が

（⑦

ｌ
●
２
）
、
例
え
ば
⑦
３
の
よ
う
に

「花

（非
情
の
も
の
）
が
心
づ
か
ら
移
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
用
例
が
あ
る
と
な
る
と
、
こ
こ
の

「内
・

外
」
は

「裏

・
表
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
、
と
す
る
と

「内

・
外
」
「裏
・
表
」
は
表
現

（文
脈
）
に
よ
っ
て
は
か
な
り
類

似
し
た
内
容
に
な
り
、
そ
の
区
別
は
微
妙
な
も
の
に
な
る
。
仔
細
に
見
れ
ば
い
さ
さ
か
の
混
乱
は
あ
る
が
、
『あ
ゆ
ひ
抄
』
に
お
い
て
自
他

の
概
念
が
よ
り
細
密

・
鮮
明
に
な

っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
特
に
⑦
５
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
自
他
を
活
用
型
に
結
び
付
け
る
観
点
が
あ
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。

こ
の
他
、
春
庭
の

″自
他
″
に
流
れ
込
む
も
の
と
し
て
、
当
然
、
父
宣
長
の

″自
他
″
、
柴
田
常
昭
の

″自
他
″
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
ら
は
関
係
す
る
と
こ
ろ
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る

（↓
第
五
章
第
二
節

一
。
二
、
付
節
二
）
。

な
お
、
中
村
朱
美
に
鈴
木
眼
の
自
他
に
つ
い
て
詳
論
が
あ
る
。

自
他
史
、
自
他
研
究
史
の
詳
細
は
、
島
田
昌
彦

『国
語
に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞
』
（昭
和
五
十
四
年
四
月
　
明
治
書
院
）。

権
田
直
助

『語
学
自
在
』
翁
続
史
籍
集
覧
』
の
内
）

明
治
二
十
七
年
四
月

近
藤
活
版
所
。
（明
治
二
十
七
年
八
月

再
版
に
よ
る
）。

21注
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３
　

『法
華
修
法

一
百
座
聞
書
抄
』
天
仁
三
年
二
月
廿
八
日
。
勉
誠
社
文
庫

（昭
和
五
十

一
年
二
月

第

一
刷
）
ニ
ペ

（影
印
Ｙ

七
八
ぺ

（翻

字
）。

４
　

『沙
石
集
』
第

一
。
一
〇
。
日
本
古
典
文
学
大
系

『沙
石
集
』
（昭
和
四
十

一
年
五
月

第

一
刷
）
八
九
ぺ
。

５
　

『御
消
息
集
』
釜
口性
本
）
。
日
本
古
典
文
学
大
系

『親
鸞
集

日
蓮
集
』
（昭
和
三
十
九
年
四
月

第

一
刷
）

一
七
七
ぺ
。

６
　

『
一
遍
上
人
語
録
』
巻
下

・
門
人
伝
説

一
八
。
日
本
古
典
文
学
大
系

『仮
名
法
語
集
』
（昭
和
三
十
九
年
八
月

第

一
刷
）

一
二
七
ぺ
。

７
　
注
６

門
人
伝
説
二
一
。　
〓

一八
ぺ
。

『性
霊
集
』
巻
第
十
。
日
本
古
典
文
学
大
系

『
三
教
指
帰

性
霊
集
』
（昭
和
四
十
月
十

一
日

第

一
刷
）
四
四

一
ぺ
。

『連
理
秘
抄
』
。
日
本
古
典
文
学
大
系

『連
歌
論
集

俳
論
集
』
（昭
和
三
十
六
年
二
月

第

一
刷
）
四
五
ぺ
。

『吾
妻
問
答
』。
注
９

一
≡
〓
一ぺ
。

『保
元
物
語
』
。
日
本
古
典
文
学
大
系

『保
元
物
語

平
治
物
語
』
（昭
和
三
十
六
年
七
月

第

一
刷
）
六
四
ぺ
。

『
一
歩
』
。
『国
語
学
大
系

仮
名
遣

一
』
（昭
和
四
十
年

一
月

白
帝
社
版
）
に
よ
る
。
影
印
、
「勉
誠
社
文
庫
」。

『
か
ざ
し
抄
』。
竹
岡
正
夫

『富
士
谷
成
章
全
集

上

語
学
編
歌
学
編
論
注
』
（昭
和
三
十
六
年
三
月
　
風
間
書
房
）
に
よ
る
。

『あ
ゆ
ひ
抄
』。
注
１３
ｏ
影
印
、
「勉
誠
社
文
庫
」
（昭
和
五
十
二
年
四
月

第

一
刷
）
に
よ
る
。
適
宜
、
読
点
句
点
を
付
す
。

中
村
朱
美

Ｊ
旦
長
―
―
膜
に
お
け
る
『自
他
』
の
系
譜
―
眼
が
継
承
し
た
も
の
と
そ
の
独
自
性
―
」
篤
文
莫
』
第
十
八
号
平
成
五
年
十

一
月

木
膿
学
会
）
　

（平
成
五
年
十
二
月
十
二
日
、
追
加
）
。

〔参
考
〕

１
　
島
田
昌
彦

『国
語
に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞
』
　

昭
和
五
十
四
年
四
月
　
明
治
書
院
。

○
第

一
節
は
、
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。

15 14 13 12 11 10  9  8
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第
二
節
　
明
治
期
以
降

０
　
田
中
義
廉

田
中
義
廉

『小
学
日
本
文
典
』
で
は

「動
詞
の
種
類
」
の
項
で
か
な
り
詳
し
く

「自
動
詞
、
他
動
詞
」
に
つ
い
て
説
く
。
自
動
詞

・
他

動
詞
の
定
義
と
し
て
は
今
で
は
常
識
的
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
点
も
あ
る
の
で
、
い
さ
さ
か
長
く
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

①
動
詞
の
種
類
は
、
他
動
詞

。
自
動
詞
な
り
、　
一
に
こ
れ
を
動
詞
の
性
と
い
ふ
。
又
作
動
の
能
く
他
に
移
る
と
、
他
よ
り
移
り
来
る
と

に
従
て
、
能
動

・
受
動
の
別
あ
り
。

他
動
詞
は
、
文
主
の
作
動
能
く
他
の
物
品
に
及
達
す
る
を
い
ふ
、
故
に
物
品
を
欠
く
と
き
は
、
意
義
の
解
し
難
き
詞
な
り
。
仮
令
ば

人
ガ
書
ヲ
読
ム
　
或
は
　
風
ガ
木
ヲ
倒
ス
　
と
い
ふ
と
き
、
読
封
　
或
は
　
倒
ス‐
な
る
詞
は
他
動
詞
に
し
て
、
川
　
或
は
　
国
な
る

文
主
の
作
動
、
能
く
　
書
　
或
は
　
木
な
る
物
品
に
移
る
こ
と
を
示
せ
り
。
故
に
只
　
川
¶
劃
司
利

劇
冽
倒
スー
　
と
の
み
い
ふ
と
き

は
、
全
き
文
章
を
な
さ
ゞ
る
故
に
、
何
物
を
読
み
、
何
物
を
倒
す
か
を
解
す
る
こ
と
な
し
、
依
て
此
類
の
詞
を
他
動
詞
と
い
ふ
な
り
。

自
動
詞
は
、
文
主
独
、
自
ら
作
動
す
る
も
の
に
し
て
、
他
の
物
に
移
る
こ
と
な
し
、
故
に
物
品
を
欠
く
と
も
、
其
意
義
の
、
能
く
通

暁
す
る
詞
を
い
ふ
。
仮
令
ば
　
人
ガ
眠
ル
　
山
ガ
響

ユ
　
な
ど
い
ふ
と
き
、
眠
ル
　
又
　
響

ユ
な
る
詞
は
自
動
詞
な
る
を
以
て
、
人

又
　
山
な
る
文
主
の
作
動
は
、
他
に
移
る
こ
と
な
く
し
て
、
其
意
義
を
解
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
故
に
此
類
の
詞
を
自
動
詞
と
い

ふ
。

其
外
、
自
他
両
様
に
作
動
す
る
動
詞
あ
り
、
こ
れ
を
普
通
性
と
い
ふ
。
仮
令
ば
　
彼
ハ
新
聞
ヲ
語
ル
　
と
い
ふ
と
き
、
語
ル
は
他
動

詞
と
な
り
て
、
彼
な
る
文
主
の
作
動
、
能
く
新
聞
に
移
る
も
の
な
れ
ど
も
、
こ
れ
を
又
　
彼

ハ
独
語
ル
　
と
い
ふ
と
き
は
、
自
動
詞
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と
な
る
を
以
て
、
文
主
の
作
動
は
、
他
の
物
に
移
る
こ
と
な
き
が
如
し
。
今
又
　
風
ガ
能
ク
吹
ク
　
と
い
ふ
と
き
、
吹
ク
な
る
詞
は

自
動
詞
と
な
る
を
以
て
、
国
な
る
文
主
の
作
動
は
、
他
の
物
に
移
る
こ
と
な
し
。
然
れ
ど
も
こ
れ
を
又
　
風
ガ
人
ヲ
吹
ク
　
と
い
ふ

と
き
は
、
吹
な
る
詞
は
他
動
詞
と
な
る
を
以
て
、
風
の
作
動
は
能
く
人
な
る
も
の
に
移
る
が
如
し
。

○
此
等
の
詞
は
、
甚
だ
数
多
に
し
て
、
且
自
他
と
も
に
形
状
を
変
ず
る
こ
と
な
し
。
故
に
其
徴
は
、
只
文
章
中
第
四
格
の
名
詞
の
有

無
に
由
て
、
他
動

。
自
動
の
区
別
を
生
ず
る
も
の
と
知
る
べ
し
。

さ
て
元
来
の
他
動
詞
に
し
て
、
自
動
詞
と
な
る
も
の
は
、
必
ず
ル

【有
の
約
言
】
な
る
自
動
詞
と
結
合
し
、
又
元
来
の
自
動
詞
に
し

て
、
他
動
詞
と
な
る
も
の
は
、
必
ず
ス

【為
】
な
る
他
動
詞
と
結
合
す
る
も
の
な
り
。
今
こ
れ
を
左
表
に
掲
示
す
。
此
規
則
に
従
ら

ず
し
て
、
自
他
両
様
に
作
動
す
る
も
の
は
、
皆
普
通
性
の
動
詞
な
り
。
（表
の
自
動
詞
他
動
詞
各
十
六
例
中
、
各
二
例
を
引
用
。
表
の

枠
、
省
略
）
。

他
動
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
動
詞

他
動
の
形
　
　
　
　
自
動
の
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
動
の
形
　
　
　
　
他
動
の
形

砕
　
　
ク
ダ
ク
　
　
　
　
　
ク
ダ
ク
ル
　
　
　
　
　
　
驚
　
　
オ
ド
ロ
ク
　
　
　
　
オ
ド
ロ
カ
ス

治
　
　
オ
サ
ム
　
　
　
　
　
オ
サ
マ
ル
　
　
　
　
　
　
醒
　
　
サ
ム
ル
　
　
　
　
　
サ
マ
ス

他
動
詞
自
動
詞
共
に
、
皆
作
動
の
次
第
に
従
て
、
能
動

・
受
動
の
別
あ
り
。
さ
て
能
動
は
、
此
物
の
作
動
、
能
く
他
の
物
に
及
達
す

る
を
云
ひ
、
受
動
は
、
自
ら
他
の
物
の
作
動
を
受
く
る
を
云
ふ
な
り
。
仮
令
ば
　
教
師
ガ
生
徒
ヲ
教
フ
　
風
ガ
木
ヲ
倒
ス
と
い
ふ
と

き
は
、
教
師
及
び
風
の
作
動
は
、
生
徒
及
び
木
に
及
達
す
る
を
以
て
、
こ
れ
を
能
動
と
い
ふ
。
今
又
こ
れ
に
反
し
て
　
生
徒
ガ
教
師

二‐
剃
へ‐
列
ノレ‐
　
利
冽
国
二‐
倒
洲
ノレ‐
　
な
ど
い
ふ
と
き
は
、
引
剣
及
び
利
は
、
利
酬
及
び
国
の
作
動
を
受
く
る
を
以
て
、
こ
れ
を
受
動

と

い
ふ
な
り
。
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他
動
詞
の
能
動
は
、
本
然
の
形
を
変
す
る
こ
と
な
し
。
其
受
動
は
、
ル

【被
、
此
詞
は
有
の
受
動
形
な
り
】
ラ
ル

【有
被
の
約
言
】

な
る
助
動
詞
と
結
合
す
。
此
詞
の
変
画
に
お
て
は
必
ず
ル
ゝ
　
レ
　
ラ
ル
ゝ
　
ラ
レ
な
る
詞
に
変
化
す
。
又
自
動
詞
の
能
動
は
、
ス

【為
】
な
る
助
動
詞
と
結
合
す
。
此
詞
の
変
画
に
お
て
は
皆
セ
　
シ
な
る
詞
に
変
化
す
。
而
し
て
其
受
動
は
、　
一
旦
他
動
の
形
と
な

り
、
後
亦
ル
　
ラ
ル
な
る
助
動
詞
と
結
合
す
。
此
詞
の
変
画
は
、
他
動
詞
の
も
の
に
同
じ
。

慈
に
ル
　
ラ
ル
　
ス
な
る
詞
は
、
動
詞
に
結
合
し
て
、
恰
も
詞
尾
の
如
く
な
れ
ど
も
、
其
実
は
助
動
詞
に
し
て
、
他
の
詞
尾
と
全

く
異
れ
り
。
（注
記
、
略
）

さ
て
他
動
詞
、
及
び
自
動
詞
の
能
動

・
受
動
、
及
び
変
画
を
、
左
表
に
掲
示
す
。
（表
の
枠
、
省
略
）。

能
動
の
形
　
　
　
　
受
動
の
形
　
　
　
　
　
変
画

砕
　
　
ク
ダ
ク
　
　
　
　
　
ク
ダ
カ
ル
　
　
　
　
　
ク
ダ
カ
ル
ゝ
　
　
　
　
ク
ダ
カ
レ

他
動
詞
　
　
　
　
　
　

―̈
　
　
　
　
　
　
　
　
―

治
・　
　
オ
サ
ム
　
　
　
　
　
オ
サ
メ
ラ
ル
　
　
　
　
オ
サ
メ
ラ
ル
ゝ
　
　
　
オ
サ
メ
ラ
レ

眠
　
　
ネ
ム
ラ
ス
　
　
　
　
ネ
ム
ラ
サ
ル
　
　
　
　
不ヽ
ム
ラ
サ
ル
ゝ
　
　
　

不ヽ
ム
ラ
サ
レ

自
動
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　̈
　
　
　
　
　
　
―

驚
一　
　
オ
ド
ロ
カ
ス
　
　
　
オ
ド
ロ
カ
サ
ル
　
　
　
オ
ド
ロ
カ
サ
ル
ゝ
　
　
オ
ド
ロ
カ
サ
レ

他
動
詞
の
受
動
、
及
び
自
動
詞
の
能
動

・
受
動
は
、
本
然
の
詞
尾
を
、
ア
緯
又
工
緯
の
音
に
変
じ
て
、
助
動
詞
と
結
合
す
る
も
の

な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
一　
二
丁
表
～
六
丁
裏
）

西
洋
文
典
の
影
響
で
あ
ろ
う
が
、
明
治
七
年
に
既
に
自
動
詞
他
動
詞
に
つ
い
て
の

一
応
の
こ
と
は
説
か
れ
て
い
て
、
使
役
の
語
形
に
ま

で
は
言
及
し
て
い
な
い
が

一
語
基
の
多
様
な
語
形
を

「他
動
詞
、
自
動
詞
、
他
動
の
形
、
自
動
の
形
、
能
動
、
受
動
、
変
画
」
の
用
語
に

よ
っ
て

一
つ
の
体
系
と
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
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０
　
中
根
　
淑

中
根
淑

『日
本
文
典
』
で
は
動
詞
を
分
類
し
て

「単
用
動
詞
、
重
用
動
詞
、
自
動
詞
、
他
動
詞
、
順
用
動
詞
、
逆
用
動
詞
、
規
則
動
詞
、

不
規
則
動
詞
、
助
動
詞
、
分
詞
」
と
し
、
既
に
こ
こ
に

「自
動
詞
、
他
動
詞
」
で
は
、

②
Ｏ
自
動
詞
ト
ハ
、
其
ノ
詞
主
字

二
添
フ
テ
、
独
自
働
キ
ヲ
ナ
シ
、
全
ク
他
ノ
詞

二
関
係
セ
ザ
ル
者
ヲ
云
フ
、
即

。
余

ハ
眠
ル
・
卜
云

フ
文
ノ
如
キ
、
余
ノ
働
キ
眠
ル
ヲ
以
尽
キ
、
而
絶

エ
テ
他
ノ
詞
二
渉
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
、

○
他
動
詞
ト
ハ
、
主
字
ノ
下
二
先
客
ト
ナ
ル
ベ
キ
語
ヲ
置
キ
、
而
通
ジ
テ
之
ガ
意
ヲ
尽
ク
ス
者
ナ
リ
、
即

。
人

余
ヲ
要
ス
。
人

余

ヲ
路
二
要
ス
・
等
ノ
如
キ
、
唯

。
人
要
ス
・
ノ
ミ
テ
ア
ハ
、
語
意
欠
ク
ル
所
ア
ル
ガ
故
、
其
ノ
間
二
。
余
ヲ
・
或

ハ
。
余

ヲ
路

二
・

等
ノ
、
客
又
陪
ト
ナ
ル
ベ
キ
語
ヲ
置
キ
、
而
彼
此
ヲ
通
ジ
テ
、
其
ノ
意
フ
尽
ク
ス
ナ
リ
、
　
　
　

　
　

（下
　
一
一丁
表
～
裏
）

と
あ
る
。
中
根
は
ま
た

「順
用
動
詞
、
逆
用
動
詞
」
を
定
め
る
が
、
こ
れ
は
自
他
に
、
あ
る
い
は

「
る

ｏ
ら
る
、
す
、
さ
す
」
派
生
形
に

関
連
す
る
。

③
Ｏ
総
ベ
テ
動
詞
ノ
働
キ
ニ
主
客
ノ
差
別
ア
リ
、
之
ヲ

・
順
用
動
詞

・
逆
用
動
詞

・
卜
云
フ
、
順
用
動
詞
ト
ハ
、
文
中
ノ
主
タ
ル
者
、

自
其
ノ
働
キ
ヲ
ナ
ス
ヲ
云
フ
、
逆
用
動
詞
ト
ハ
、
其
ノ
対
ス
ル
者
ヨ
リ
、
此
ノ
方
二
働
キ
ヲ
ナ
ス
ヲ
云
フ
、
順
用
動
詞
ノ
例
ヲ
挙
ゲ

テ
云
ハ
ゞ
、
。
稲
肥

ユ
・
卜
云
フ
モ

・
人

稲
ヲ
肥
ス

・
卜
云
フ
モ
、
自
然

二
肥

ユ
ル
ト
、
手
ヲ
下
シ
テ
肥
ス
ト
ノ
違
ヒ
ハ
ア
レ
共
、

前
文

ハ
稲
ガ
主
、
後
文

ハ
人
ガ
主

ニ
テ
、
自
其
ノ
働
キ
ヲ
ナ
ス
コ
ト
故
、
共

二
順
用
動
詞
ト
ス
ル
ナ
リ
、
逆
用
動
詞
ノ
例
ヲ
挙
ゲ
テ

云
ハ
ゞ
、
。
余

人

二
頼

マ
ル
・
人

余

二
導
カ
ル
・
卜
云
フ
類

ニ
テ
、
前
文

ハ
主
ノ
余
ガ
客
ノ
人
ヨ
リ
働
キ
ヲ
受
ケ
、
後
文

ハ
主
ノ
人

ガ
客
ノ
余
ヨ
リ
働
キ
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
故
、
共

二
之
ヲ
逆
用
動
詞
ト
ス
ル
ナ
リ
、
【人
二
知
ラ
ル
・
卜
云
フ
ヲ
、
漢
語
様

二
人
ノ
知
ル
所

ト
ナ
ル

・
卜
用
ヒ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
即
順
用
動
詞
ノ
用
法
ナ
リ
、
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
　
一
一丁
裏
～
三
丁
表
）

中
根
淑
に
お
い
て
も
自
他
に
関
す
る

一
応
の
こ
と
は
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
位
置
す
る
動
詞
の
分
類
に
か
な
り
特
異
な
も
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の
が
あ
る
。

０
　
佐
藤
誠
実

佐
藤
誠
実

『語
学
指
南
』
で
は
自
他
を
表
す
用
言
を

「自
言
」
「他
言
」
と
し
て
区
別
し
、
併
せ
て
使
役
形
と
受
身
形
を

「使
言
」
「被

言
」
と
し
て

「諸
ノ
用
言

ハ
自
言
他
言
使
言
被
言
ノ
外
二
出
ヅ
ル
者
ナ
シ
」
と
い
う
。

④
用
言
二
自
他
ノ
別
ア
ル
コ
ト
ヲ
明
ス

テ
ン
タ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
サ
　

ミ分
ζ

ガ
ル
言
卜
云
フ
ベ
シ
、
他
言
ト
ハ
具
ニ
ハ
他
ヲ
然
ス
ル
言
卜
云
フ
ベ

用
言
ニ
ハ
自
言
他
言
ノ
別
ア
リ
テ
、
自
言
ト
ハ
具
ニ
ハ
自

然
一

シ
、
今

ハ
倶
〓
省

囃

ニク
従
ヒ
テ
、
仮

二
名
ヅ
ケ
タ
ル
者
ナ
リ
、
即
チ
韻
会

二
、
凡
ソ
物
自

ラ
動
ク
ハ
則
上
声
、
彼
不
シ
テ
レ動
而
我
動
ス
ハ

レ
之
ヲ
則
去
声
ト
ア
ル
ガ
如
ク
、
自
動

ハ
自
言
ナ
リ
、
動
之
ハ
他
言
ナ
リ
、
刻
劇

口‐
刻

ロ

ノレ‐
　
川
刻

ノレ‐
　
引

ュ‐

ノレ‐

ハ
自
言

ニ
テ
、
オ

ド
ロ
ク
ハ
犬
ガ
ミ
ヅ
カ
ラ
驚
ク
、
ヒ
ル
ハ
潮
ガ
ミ
ヅ
カ
ラ
乾
ル
、
オ
ク
ル
ハ
人
ガ
ミ
ヅ
カ
ラ
起
ク
ル
、
キ
ユ
ル
ハ
雪
ガ
ミ
ヅ
カ
ラ
消

ユ
ル
ナ
ド
ヲ
云
フ
、
又
潮
ヤ
雪
ノ
如
キ
無
情
ノ
物

二
云
フ
ト
キ
ハ
、
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
然
ル
言
卜
云
ハ
ン
モ
妨
ゲ
ズ
、
サ
ン
ド
モ
是
モ
潮

ヤ
雪
ノ
自
分
ニ
テ
乾
ル
コ
ト
消

ユ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
全
ク
同
ジ
ヨ
ト
ナ
リ
、
サ
テ
オ
ド
ロ
ク
フ
オ
ド
ロ
カ
ス
、
ヒ
ル
ヲ
ホ
ス
、
オ
ク
ル

ヲ
冽

コ‐
ス‐
、
引

ユ‐

ノレ‐
ヲ
列
冽
卜
云
フ
ハ
他
言
ナ
リ
、
即
チ
犬
ヲ
驚
カ
ス
、
人
ヲ
起
コ
ス
ナ
ド
ナ
リ
、
自
言

ハ
必
Ｆ
一
ノ
助
詞

二
起
り
、

他
言
ハ
必
ス
フ
ノ
助
詞

二
起
ル
ト
知
ル
ベ
シ
、
即
チ
犬
ガ
オ
ド
ロ
ク
ト
云
フ
ハ
、
オ
ド
ロ
ク
ノ
上

ニ
ニ
文
字
ヲ
含
ミ
テ
、
犬
ガ
人
二
驚

ク
、
杖

二
驚
ク
ナ
ド
云
フ
コ
ト
ナ
リ
、
潮
ガ
ヒ
ル
ハ
、
潮
ガ
海
上
二
乾
ル
ト
云
フ
コ
ト
ナ
リ
、
他
言
ノ
ヲ
ヲ
含
メ
ル
ハ
知
り
易
シ
、

他
言
ニ
ハ
ヲ
ヲ
隔
テ
ゝ
承
ケ
タ
ル
ア
リ
、
容
貌
ヲ
鏡
ニ
ミ
ル
ト
云
フ
ガ
如
キ
、
鏡

二
容
貌
ヲ
見
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
テ
、
尚
ヲ
ヲ
承
ケ

タ
ル
ナ
ン
バ
、
ミ
ル
ハ
他
言
ナ
リ
、
サ
テ
此
ノ
自
言
他
言
ヨ
リ
転
ジ
テ
使
言
被
言
ト
ナ
ル
ア
リ
、
自
言
他
言

ハ
其
ノ
活
ノ
所
属

一
ナ

ラ
ザ
ン
ド
モ
、
使
言

ハ
佐
行
麻
行
ノ
下
三
段
二
限
り
、
被
言

ハ
羅
行
下
三
段
二
限
レ
リ
、
【古
言
ニ
ハ
也
行
下
二
段
ヲ
以
テ
被
言
ト
ス
】
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諸
ノ
用
言
ハ
自
言
他
言
使
言
被
言
ノ
外

二
出
ヅ
ル
者
ナ
シ
、

こ
こ
で
は
、
用
語
が
特
殊
で
伝
統
的
な
文
法
の
影
響
が
あ
る
点
、

役
形
受
身
形
と
と
も
に
解
く
点
が
注
目
さ
れ
る
。

０
　
鶴
峯
戊
申

遡
る
が
、
鶴
峯
戊
申

ウ
ゴ
カ
ス
ヒト
ラ
ハタ
ラ
キ
ヨト
バ

⑤
動

レ
他

活
用
言

ミ
ツ
カ
ラ
ウ
ゴ
ク
ハ
タ
ラ
キ
コ
ト
バ

自
　
動

活
用
言

０
　
大
槻
文
彦

和
洋
折
衷
の
文
法
と
い
わ
れ
る
大
槻
文
彦

（弘
化
四
年

〈
一
八
四
七
〉
～
昭
和
三
年

〈
一
九
二
八
と

の
文
法
説
で
は
、
自
動
詞
他
動
詞

の
区
別
を
重
視
す
る
。
『広
日
本
文
典
』
の
動
詞
の
項
は
、
そ
の
第

一
が
動
詞
の
定
義
、
次
い
で
自
動
詞
他
動
詞
に
つ
い
て
「
ア
ラ
ユ
ル
動

詞
ヲ
、
其
動
作
ノ
性
質

二
由
リ
テ
、

矧
馴
卜
制
剛
ト
二
二
大
別
ス
。

」
（六
五
ぺ
）
と
し
て
、

⑥
動
詞
ノ
動
作
ノ
、
独
り
自
ラ
ス
ル
性
質
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
、
自
動
ト
イ
フ
。
例

ヘ
バ
、
「花
、
飛
ぶ
。

」
鳥
、
鳴
く
。

」
ノ
刑
洲
、
嘲
引
、
ノ

如
シ
、
其
意
、
ソ
ノ
マ
ゝ
ニ
テ
通
ズ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
五
ぺ
）

動
詞
ノ
動
作
ノ
、
他
ノ
事
物
ヲ
処
分
ス
ル
性
質
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
他
動
ト
イ
フ
。
例

ヘ
バ
、
「蚕
は
、
糸
を
吐
く
。

」
蜂
は
、
蜜
を
醸

す
。

」
、
ノ
引
引
、
醐
引
、
ノ
如
キ
、
唯
、
「蚕
は
、
吐
く
。

」
蜂
は
、
醸
す
。

」
ト
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
、
其
意
、
更

二
通
ゼ
ズ
、
必
ズ
其
処
分

ス
ベ
キ
糸
、
又
ハ
、
蜜
ヲ
要
ス
、
コ
レ
ヲ
、
他
動
ノ
動
作
ノ
刑
駒
ト
イ
フ
。
目
的

ニ
ハ
、
を
ヲ
要
ス
。
　

（六
六
～
六
七
ぺ
）

『語
学
新
書
』
に

「動

レ
他
」
「自
　
動
」
の
名
目
が
見
え
る
。

動
他
と
は
、
ま
た
能
活
と
も
い
ふ
。
す
な
は
ち
も
の
す
る
は
た
ら
き
也
。

自
動
と
は
ま
た
中
活
と
も
い
ふ
。
能
所
を
は
な
れ
た
る
は
た
ら
き
也
。

２

田
中
義
廉
と
同
じ
く
自

（動
詞
）

二
十
九
丁
表
～
三
十
丁
裏
）

他

（動
詞
）
を
そ
の
派
生
形
の
使

含
一三
二
ハ
ペ
）

（
二
三

八

ぺ
）
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⑦

又
、
自

動
ナ

ン
ド

モ
、
其

ノ
動
作

ノ
係

ル
ベ
キ
標
準
ナ
ケ

ン
バ
、
意

ヲ
全

ウ
セ
ザ

ル
モ
ノ
ア
リ
。
例

ヘ
バ
、

「
鏡

は
、
壁

に
懸

る
。

」

顔

は
、
前

へ
向

ふ
。

」

ノ
圏
引

、
劇
日

、

ノ
如

キ
、
唯
、

「
鏡

は
、
懸

る
。

」
顔

は
、
向

ふ
。

」

ト
ノ
ミ
イ

ヒ
テ

ハ
、
其
意
、
未
ダ

通
ゼ

ズ
、

必
ズ
、

「
綱

に
か
懸

る
。

」
銅
妨

へ
か
向

ふ
。

」
卜
問

ハ
ル
ベ
シ
、
然

ル
ト
キ

ハ
、
其
標
準

ヲ
挙
ゲ

テ
、

「
壁

に
、

」
又
は
、

「
前

へ
、

」

ナ
ド
、
答

ヘ
ズ

ハ
ア

ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
而

シ
テ
後

二
、
其
意
、
全

シ
、
然

ン
ド

モ
、
日
期

、
剣
司

、

ノ
動
作

ハ
、
尚
、
自

ラ

ス
ル
ナ
リ
。

標
準

ニ
ハ
、
「
に
、

」
と
、

」

へ
、

」
よ
り
、

」
か
ら
、

」
ま
で
、

」
等
ヲ
要
ス
。

剰
洲
、
剣
釧
、
ノ
如
キ
ヲ
、
剣
馴
創
到
卜
名
ヅ
ケ
、
制
引
、
剣
馴
、
ノ
如
キ
ヲ
剤
矧
創
釧
卜
名
ヅ
ケ
、
総
称
シ
テ

ハ
、
創
釧
劃
ト
イ

フ
。
自
動
詞
ト
ハ
、
自
動
性
ノ
動
詞
ノ
略
ナ
リ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
五
～
六
六
ぺ
）

③
又
、
目
的
ノ
外

二
、
尚
、
「有
対
自
動
」
卜
同
ジ
ク
、
其
動
作
ノ
係
ル
ベ
キ
園
珊
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
例

ヘ
バ
、
「朱
を
藍
に
雑
ふ
、

」

水
を
湯
と
な
す
、

」
ト
イ
フ
ヲ
、
唯
、
「朱
を
雑
ふ
、

」
水
を
な
す
、

」
ト
ノ
ミ
ニ
テ

ハ
、
其
意
、
未
ダ
通
ゼ
ズ
、
藍
、
湯
、
ノ
標
準
ヲ

得
テ
、
意
、
始
メ
テ
全
シ
。

嘲
釧
、
酬
到
、
ノ
如
キ
ヲ
、
判
瑚
硼
釧
卜
名
ヅ
ケ
、
翻
馴
、
剣
洲
、

イ
フ
。
他
動
詞
ト

ハ
、
他
動
性
ノ
動
詞
ノ
略
ナ
リ
。

と
一言
＞つ
。

動
詞
を
分
類
し
て
自
動
詞
と
他
動
詞
と
し
、
そ
れ
を
下
位
分
類
し
て
自
動
詞
は

「無
対
自
動
」
と

「有
対
自
動
」、
他
動
詞
は

「単
対
他

動
」
と

「複
対
他
動
」
と
に
分
か
れ
る
。
「無
対
」
「有
対
」
の
別
は

「
に
、
と
、　
へ
、
よ
り
、
か
ら
、
ま
で
」
な
ど
の

「動
作
ノ
係
ル
ベ

キ
標
準
」
を
要
す
る
の
が
後
者
、
要
し
な
い
の
が
前
者
で
あ
り
、
「単
対
」
「複
対
」
の
別
は

「動
作
ノ
ロ
的
」
を
示
す

「を
」
を
要
す
る

の
が
前
者
、
こ
の

「目
的
」
の
ほ
か
に

「標
準
」
を
も
要
す
る
の
が
後
者
と
な
る
。

さ
ら
に

「同
語
ノ
、
用
法
二
因
リ
テ
、
自
動
ト
モ
他
動
ト
モ
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

」
（六
八
ぺ
）
と
し
て

「自
。
風
、
吹
く
。
他
。
火
を
吹

ノ
如
キ
ヲ
、
複
対
他
動
卜
名
ヅ
ケ
、
総
称
シ
テ
ハ
、
他
動
詞
ト

（六
七
ぺ
）
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く
。

」
な
ど
の
例
を
挙
げ
る
。
な
お
、
「
を
」
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
が
す
べ
て
他
動
詞
と
は
し
な
い
。
「自
動

ニ
テ
引
ブ
受
ク
ル
モ
ア

リ
」
金
ハ
七
ぺ
）
と
し
、
「
を
」
が

「自
動
詞

二
係
ル
モ
ノ
ハ
、
其
意
義
、
異
ナ
リ
」
盆

七

一
ぺ
）
と
い
う
。
そ
の
用
例
、
「国
を
去
る
」

「年
を
経
」
な
ど
。

右
の
大
槻
説
は
、
そ
の
後
の
文
法
書
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
、
金
沢
庄
二
郎

『日
本
文
法
論
』
で
は
全
く
同
様
に

「無
対
、

有
対
、
単
対
、
複
対
」
の
用
語
を
使
う
。
吉
岡
郷
甫

『日
本
国
語
法
』
で
は

「完
全
自
動
詞
、
不
完
全
自
動
詞
、
完
全
他
動
詞
、
不
完
全

他
動
詞
」
を
用
い
る
が
そ
の
内
容
は
全
く

「無
対
自
動
、
有
対
自
動
、
単
対
他
動
、
複
対
他
動
」
に
対
応
す
る
。

０
　
】二
矢
重
松

三
矢
重
松

『高
等
日
本
文
法
』
の
自
動
詞
他
動
詞
に
関
す
る
考
え
も
基
本
的
に
は
大
槻
説
に
等
し
い
が
、
か
な
り
詳
し
く
自
他
に
関
わ

る
多
く
の
問
題
に
言
及
す
る
。

⑨
動
詞
は
、
其
の
性
質
、
事
物
を
処
分
す
る
も
の
と
、
然
ら
ぎ
る
も
の
と
あ
り
。
前
者
を
他
動
詞
、
後
者
を
自
動
詞
と
い
ふ
。
自
他
と

い
ふ
語
、
彼
我
の
意
に
聞
え
て
極
め
て
不
穏
当
な
れ
ど
も
、
慣
行
久
し
く
て
今
急
に
改
め
が
た
し
。

雨
降
る
　
　
　
　
風
吹
く

の

「降
る
」
「吹
く
」
と
い
ふ
動
作
は
、
何
等
事
物
を
処
分
せ
ず
、
即
ち
物
に
及
ば
ざ
れ
ば
自
動
な
り
。
然
る
に

犬
を
う
つ
　
　
　
本
を
よ
む

の

「打
つ
」
「読
む
」
の
如
き
は
、
そ
の
動
作
が

「犬
」
「本
」
に
及
び

「犬
」
「本
」
を
処
分
す
。
「
よ
む
」
「見
る
」
「考
ふ
」
の
如

き
は
無
形
の
動
作
に
し
て
な
ほ
他
動
た
り
。
又
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f″
~~｀

つ 打 刺 殺Lつ
す す

自
ら
其
の
身
を

の

「殺
す
」
「刺
す
」

蚕
、
糸
を
吐
く

の
如
き
、
他
に
は
関
係
な
く
、
わ
れ
と
我
が
身
を
処
分
す
る
動
作
も
他
動
な
る
事
勿
論
な
り
。

の

「吐
く
」
の
如
き
も
、
蚕
自
身
以
外
に
は
関
係
せ
ざ
れ
ば
と
て
往
々
自
動
詞
の
如
く
誤
ら
る
ヽ
こ
と
あ
り
。
是
自
他
の
本
義
を
誤

り
、
「糸
」
を
処
分
す
る
こ
と
を
忘
れ
た
る
な
り
。
注
意
す
べ
し
。

動
詞
の
自
他
性
に
よ
つ
て
、
名
詞
に
関
す
る
方
式
左
の
如
し
。

目

―
目

｛』率い̈
Ｔ

且

目

―
饉

―
目

妻

Ｔ̈
目

　

（〒

香
）

予
″痢［】白剛剛は聾
師
「は】脚［
「とにビ籍
窮
罐
訴
纂
耗
』
穐
ゴ
押

る〓剛燕構醐
「のわ「［剌卸剌射『囃癬祀型動「障醐脚向け【鋼榊御『年特『製薦製一一自身以外には関係せざればとて往々
自

『
詢「なヽ誤疵
なゝ崚一胸
Ｌ
薇
碑庭
唯
精
纂
媚
議
降
押
見婆
霙
弄
ｑ♂
隷
瘍
判
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を
考
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

な
お

「自
他
の
特
性
」
を
説
く
と
こ
ろ
に
、
示
唆
に
富
む
重
要
な
こ
と
が
多
い
。
幾
つ
か
例
を
挙
げ
る
。
「動
詞
の
自
動
性
他
動
性
は
明

に
別
た
る
ゝ
如
く
に
し
て
、
而
も
中
に
は
頗
る
別
ち
難
き
特
例
も
多
し
。
（学
者
の
異
説
も
あ
り
と
知
る
べ
し
ご

（
一
六
〇
～

一
六

一
ぺ
）

と
次
の
よ
う
に
言
う
。
（適
宜
、
抜
粋
）。

⑩
①

一
語
両
性
　
一
の
動
詞
に
し
て
自
動
他
動
の
両
性
を
併
せ
も
つ
も
の
。

（イ
）自
動
を
他
動
に

鳥
天
に
舞
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
を
舞
ふ

上
段
の

「舞
ふ
」
の
如
き
自
動
詞
は
、
下
段
の
如
き
文
に
て
は
全
く
他
動
詞
と
な
れ
り
。

（
口
）
他
動
を
自
動
に

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

笛
を
吹
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
吹
く

「笛
を
ふ
く
」
の
如
き
他
動
性
な
る
を
本
と
し
、
「風
吹
く
」
の
如
き
自
動
性
は
こ
れ
を
襲
ぎ
た
る
も
の
と
考
ふ
る
を
至
当
と
す
。
（又

は
兄
弟
の
関
係
と
も
見
る
べ
し
）
。

―
胆
―

身
を
寄
す

―
」
自
―
―

岸
に
よ
す
る
波

―
自

―

敵
よ
せ
来
る

「岸
に
よ
す
る
波
」
「敵
よ
せ
来
る
」
等
の

「
よ
す
る
」
「
よ
せ
」
は
今
自
動
詞
な
れ
ど
も
、
も
と

「身
を
寄
す
」
の

「よ
す
」
と
同

性
、
波
が
岸
に
身
を
よ
せ
、
敵
が
身
を
よ
す
る
意
味
な
り
。
「岸
に
寄
る
波
」
「敵
寄
り
来
る
」
と
い
ひ
て
可
な
り
。

②

一
性
両
語
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人にも一轟瓶帯射七日、モト他）

本をとり｛̈
や
（す他、モト自）

③
熟
語
の
と
き

（イ
）
他
詞
と

自
心
配
す

他

（
口
）
動
詞
と

自

雷
を
恐
れ
思
ふ

（＝
雷
に
怖
づ
＝
思
ひ
恐
る
）

自

　

他

の

「恐
れ
」
「思
ふ
」
の
二
種
類
熟
せ
ば

「恐
る
」
の
義
に
し
て
自
動
性
な
る
が
、
「思
ふ
」
は

「雷
」
を
思
ふ
義
の
他
動
性
な
る
べ

‐レ
。

０
自
動
に
対
す
る

「
を
」

（イ
）
地
位
の
活
動
す
る
も
の

道
　
を
　
歩
く

（
口
）
よ
り
　
か
ら
の
義

山
　
を
　
下
る

（
ハ
）
に
就
い
て
の
義

雷
　
を
　
恐
る

は
雷
に
就
い
て
恐
る
る
義
に
し
て
俗
に

「恐
る
」
を
ば
他
動
詞
と
な
せ
り
。

動
詞
が
他
の
詞
と
熟
し
た
る
と
き
、
其
の
原
性
を
か
ふ
る
も
の
あ
り
。

「配
す
」
は
も
と
他
動
な
る
を

「心
配
す
」
と
い
ひ
て
全
く
自
動
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泰
平
を
喜
ぶ
　
　
　
国
事
を
憂
ふ

の
如
き
情
意
の
動
詞
に
は
此
の
義
の

「を
」
の
例
多
し
。
…
…
…
義
経
記
に

「義
経
は
女
に
喜
ぶ
も
の
と
」
な
ど
の
例
も
あ
り
。
此

等
す
べ
て
自
動
詞
た
る
好
証
な
り
。
さ
れ
ど
説
の
立
方
に
よ
り
て
は
他
動
詞
と
な
り
か
は
れ
る
者
と
も
見
ら
れ
ざ
る
に
は
あ
ら
ず
。

↑
こ
動
詞
に
省
略
の
義
あ
る
も
の

家
　
を
　
か
は
る

は

「家
を
か
ふ
」
と
い
ふ
て
も
可
な
る
べ
き
を
、
さ
て
は
う
ち
つ
け
な
る
べ
け
れ
ば
、
「を
」
を
添

へ
て
、
自
動
詞
と
な
し
て
間
接
に

い
ひ
な
せ
る
な
り
。
而
し
て
こ
の

「を
」
の
下
に
は

「
か
へ
て
」
と
い
ふ
他
動
の
言
葉
を
省
略
し
た
る
如
く
、

家
を
カ
ヘ
テ
か
は
る

に
て
意
義
全
き
や
う
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

六

一
～

一
六
七
ぺ
）

こ
こ
に
は
、
自
動
。他
動
に
関
わ
る
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お

「能
動
、
受
動
」
に
関
す
る
こ
と
は
、
「自
動
他
動
は

動
詞
の
性
質
な
る
が
、
そ
れ
が
又
被
役
可
能
使
役
等
の
言
方
の
時
は
ス
ガ
タ
を
変
ふ
る
、
即
動
詞
の
相
な
り
。
相
は
通
例
助
動
詞
に
よ
り

て
表
さ
る
。

」
（
一
七

一
ぺ
）
と
し
て
、
「被
役
相
」
の
項
を
設
け
て
改
め
て
説
く
。

自
動
詞
と
他
動
詞
は
、
原
則
的
に
は

「を
」
の
有
無
に
よ
っ
て
両
者
を
区
別
す
る
と
し
て
も
、
見
て
き
た
よ
う
に

「を
」
の
有
無
に
よ

る
区
別
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。
文
脈
な
し
に
、
望
Ｆ
　
一
語
を
も

っ
て
そ
の
自
他
を
論
ず
る
の
は
、
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。

０
　
山
田
孝
雄

山
田
孝
雄

（明
治
六
年
～
昭
和
三
十
三
年
）
の
自

（動
詞
）
他

（動
詞
）
論
は
、
結
論
的
に
言
え
ば
、
国
語
の
動
詞
に
お
け
る
自
動
詞
・

他
動
詞
の
区
別
は
無
用
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『日
本
文
法
学
概
論
』
に
よ
る
と
「動
詞
の
自
他
の
研
究
と
い
ふ
こ
と
は
本
邦
従
来
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の
研
究
に
て
も
西
洋
文
典
流
の
名
目
を
あ
て
は
め
む
と
し
て
も
結
局
文
法
上
殆
ど

一
の
規
律
も
立
て
ら
れ
ず
、
又
何
等
の
必
要
も
な
き
事

の
如
く
に
見
ゆ
る
に
至
れ
り
」
含
一四
四
～
二
四
五
ぺ
）
と
言
う
。
し
ば
ら
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ズ
従
来
の
学
者
）
と
に
か
く
に
自
動
詞
他
動
詞
の
二
種
に
分
つ
べ
し
と
す
る
も
の
な
り
。
さ
て
自
他
の
区
別
を
企
つ
る
も
の
に
つ
き
て

も
亦
二
の
系
統
あ
り
。　
一
は
本
邦
の
学
者
の
創
意
に
出
で
た
る
も
の
に
し
て

一
は
西
洋
文
典
の
模
倣
よ
り
来
れ
る
も
の
な
り
。

」
（二
二
九

ぺ
）
と
し
て
、
本
居
春
庭

『詞
の
通
路
』
の
自
他
詞
六
段
図
批
判
か
ら
自
他
批
判
が
始
ま
る
。

①
か
く
の
如
く
名
目
は
七
種
あ
り
て
其
の
種
類
は
六
あ
り
。
か
く
差
異
を
来
せ
る
は

「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
と

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」

と
は
意
義
異
に
し
て
実
質

一
な
り
と
せ
る
が
故
な
り
。
か
く
て
そ
の
第
二
段
以
下
は

「す
」
「
さ
す
」
「
る
」
「ら
る
」
と
い
ふ
複
語
尾

の
分
出
せ
る
形
に
し
て
純
な
る
動
詞
の
活
用
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
、
自
他
の
区
別
は
第

一
第
二
の
二
段
に
し
て
、
第

一
段
が
所
謂
自
、

第
二
段
が
所
謂
他
な
る
も
の
な
り
と
す
。
…
…
…
。　
一
見
す
れ
ば
そ
の
分
類
は
頗
る
精
密
な
る
が
如
し
。
然
れ
ど
も
其
の
説
く
所
果

し
て

一
点
の
疑
惑
を
も
挿
ま
し
め
ざ
る
も
の
な
る
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
〓
一〇
～
二
三

一
ぺ
）

と
、
疑
間
を
提
出
し
、
疑
点
を
指
摘
し
検
討
し
て
、
結
局
次
の
よ
う
に
結
論
す
る

（検
討
の
過
程
に
つ
い
て
は
第
二
節
に
述
べ
る
）
。

⑫
動
詞
の
自
他
と
い
ふ
こ
と
は
通
俗
的
の
便
宜
の
為
に
す
と
い
ふ
事
な
ら
ば
、
も
と
よ
り
咎
む
べ
き
事
に
あ
ら
ず
し
て
論
外
に
お
く
べ

き
が
、　
一
旦
文
法
学
上
の
問
題
と
せ
む
と
せ
ば
、
こ
れ
を
厳
密
に
考
査
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
…
…
…
本
邦
学
者
の
自
他
の
研
究
は
文

法
学
上
、
何
等
の
結
論
を
も
法
則
を
も
出
す
こ
と
能
は
ざ
り
し
も
の
に
し
て
、
要
す
る
に
、　
一
種
の
思
想
上
の
穿
撃
に
止
ま
る
も
の

と
い
ふ
べ
き
も
の
に
し
て
、
文
法
上
何
等
の
法
則
を
も
見
出
し
う
べ
き
も
の
に
あ
ら
ぎ
る
な
り
。　
　
　
　
　
　
含
≡
一八
ぺ
）

第
二
の
西
洋
文
典
流
云
々
に
つ
い
て
は
、
大
槻
文
彦

『広
日
本
文
典
』
を
引
用
し
、

⑬
西
洋
文
法
の
模
倣
よ
り
来
れ
る
自
他
は
多
く
自
動
詞
他
動
詞
の
名
目
を
以
て
行
は
る
。

。
（大
槻
引
用
⑥
を
適
宜
引
用
し
て
）

第

一
に
独
自
す
る
と
い
ふ
は
如
何
な
る
義
ぞ
。
単
独
に
て
他
に
無
関
係
に
て
完
成
せ
ら
る
ゝ
動
作
の
義
か
。
し
か
ら
ば
、
…
…
…
。
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に

（大
槻
引
用
⑦
を
適
宜
引
用
し
て
）
そ
の
標
準
を
有
す
る
自
動
と
い
ふ
も
の
は
自
動
の
本
姓
と
矛
盾
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
。
こ
の

種
の
自
動
の
本
性
は
そ
の
例
に
て
示
す
如
く
其
の
動
作
の
係
る
べ
き
標
準
な
く
ば
本
義
を
完
成
す
る
こ
と
難
し
。
こ
の
故
に
そ
の
独

自
す
る
と
は
単
独
に
て
完
成
せ
ら
る
と
い
ふ
義
に
あ
ら
ざ
る
は
明
か
な
り
。
こ
ゝ
に
至
り
て
は
そ
の
自
動
の
定
義
を
自
家
に
て
破
れ

る
も
の
な
り
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
か
く
の
如
き
破
綻
は
外
国
文
法
の
名
目
を
盲
従
的
に
国
語
に
あ
て
は
め
む
と
せ
ば
、

お
の
づ
か
ら
起
る
べ
き
欠
陥
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
論
者
の
目
的
は
実
は
本
邦
の
語
に
必
然
的
に
こ
の
区
別
を
な
す
を
要
す
と
認
め
た

る
に
あ
ら
ず
し
て
、
恐
ら
く
は
西
洋
文
法
に
自
動
詞
他
動
詞
の
区
別
あ
れ
ば
、
本
邦
の
語
に
も
こ
の
区
別
を
立
つ
べ
し
と
思
惟
せ
し

結
果
な
る
が
如
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
〓
一九
～
二
四
〇
ぺ
）

と
述
べ
、

⑭
他
動
と
い
ふ
事
の
そ
れ
ら
の
論
者
の
説
明
は
如
何
と
い
ふ
に
他
動
と
は
他
の
事
物
を
処
分
す
る
性
質
な
る
も
の
を
い
ふ
と
い
へ
り
。

こ
の
説
明
を
正
し
と
せ
ば
自
動
と
は
他
の
事
物
を
処
分
せ
ぬ
性
質
な
る
も
の
を
い
ふ
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
ら
ず
ば
、
そ
れ

ら
の
論
者
の
自
動
の
説
明
と
自
動
の
実
質
と
の
間
に
空
隙
を
生
ず
べ
し
。
そ
の
空
隙
は
即
ち
上
に
い
へ
る
有
対
自
動
な
る
も
の
な
り

と
す
。
か
く
て
そ
の
他
動
と
他
動
な
ら
ぬ
も
の
と
の
区
別
を
判
定
す
る
文
法
上
の
標
準
は
何
か
と
い
ふ
に
、
他
動
の
部
の
説
明
に
て

は

「を
」
の
有
無
な
る
こ
と
を
明
言
せ
れ
ど
、
そ
の
「
を
」
が
有
対
自
動
の
標
準
を
示
す
こ
と
も
既
に
明
言
せ
ら
れ
て
あ
れ
ば
、
「を
」

の
有
無
に
よ
り
て
判
定
す
る
こ
と
難
し
と
い
ふ
べ
し
。
こ
ゝ
に
於
い
て
他
動
の
目
的
な
る
も
の
ゝ
有
無
に
よ
り
て
判
定
す
る
よ
り
外

に
方
途
な
か
る
べ
き
こ
と
ゝ
な
る
。
し
か
も
動
作
の
目
的
と
は
如
何
。
処
分
す
べ
き
も
の
を
い
ふ
か
。
さ
て
は
処
分
す
る
と
は
如
何

な
る
状
態
を
い
ふ
か
。
こ
れ
も
亦
十
分
に
明
か
な
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
吾
人
は
姑
く
こ
の
処
分
す
る
こ
と
の
有
無
を
以
て
自
動
と
他

動
と
の
分
る
ゝ
故
な
り
と
し
て
説
を
進
め
む
に
、
こ
の
区
別
は
何
の
文
法
上
の
必
要
あ
る
か
。
又
か
く
区
別
す
る
は
国
語
研
究
上
便

利
な
る
点
あ
る
か
。
若
し
、
何
等
の
便
利
も
な
く
、
必
要
も
な
き
も
の
な
ら
ば
苦
心
し
て
こ
れ
を
区
別
す
べ
き
価
値
な
き
も
の
と
い
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は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
一四
〇
～
二
四

一
ぺ
）

と
疑
点
を
指
摘
し
検
討
し
批
判
し
、
西
洋
文
典
と
比
較
し
て
、

⑮
か
れ
ら
の
文
法
の
目
的
格
の
語
と
い
ふ
も
の
は
、
た
ゞ
思
想
の
穿
撃
よ
り
し
て
名
目
を
立
て
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
実
に
文
法

上
重
要
な
る
役
目
を
な
す
も
の
た
る
な
り
。
即
ち
こ
の
目
的
格
の
語
は
こ
の
他
動
詞
が
働
き
掛
の
時
に
目
的
格
と
し
て
あ
ら
は
る
ゝ

も
の
に
し
て
、
そ
の
他
動
詞
が
受
身
の
語
態
に
変
ず
る
と
き
は
も
と
の
目
的
格
の
語
が
そ
の
主
格
と
な
る
に
あ
り
。
か
く
の
如
く
目

的
格
を
有
し
て
働
き
掛
と
受
身
と
の
二
態
を
あ
ら
は
し
う
べ
き
こ
と
、
即
ち
他
動
詞
の
特
徴
に
し
て
、
自
動
詞
に
は
こ
の
目
的
格
も

な
く
、
又
働
き
掛
、
受
身
の
二
態
の
区
別
を
有
せ
ざ
る
も
の
な
り
と
す
。
…
…
…
。
受
身
と
働
き
掛
と
の
対
比
の
有
無
を
以
て
自
他

を
区
別
せ
む
と
し
て
も
わ
れ
に
は
所
謂
自
動
詞
に
し
て
受
身
の
態
を
な
す
こ
と
あ
り
。
又
所
謂
他
動
詞
に
し
て
受
身
を
な
さ
ぬ
こ
と

あ
り
て
、
そ
の
受
身
の
主
格
も
亦
他
動
詞
と
必
然
の
関
係
な
き
こ
と
明
か
な
り
と
す
。
…
…
…
西
洋
文
典
流
の
自
動
詞
他
動
詞
の
説

を
以
て
国
語
に
あ
て
は
め
む
と
す
る
は
不
可
能
の
事
と
い
ふ
べ
き
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
一四
二
～
二
四
四
ぺ
）

と
結
論
し
、

⑮
以
上
述
ぶ
る
所
を
概
括
す
れ
ば
、
動
詞
の
自
他
の
研
究
と
い
ふ
こ
と
は
本
邦
従
来
の
研
究
に
て
も
西
洋
文
典
流
の
名
目
を
あ
て
は
め

む
と
し
て
も
結
局
文
法
上
殆
ど

一
の
規
律
も
立
て
ら
れ
ず
、
又
何
等
の
必
要
も
な
き
事
の
如
く
に
見
ゆ
る
に
至
れ
り
。

含
一四
四
～
二
四
五
ぺ
）

と
断
じ
た
の
で
あ
る
。

（１１
）

山
田
孝
雄
の
自

（動
詞
）
他

（他
動
）
批
判
以
来

（明
治
四
十

一
年
刊

『日
本
文
法
論
』
も
同
様
）
、
国
語
の
文
法
に
お
い
て
自
動
詞
・

他
動
詞
を
論
ず
る
こ
と
は
不
要
不
毛
で
あ
る
か
の
よ
う
な
考
え
が
、　
一
般
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
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０
　
松
下
大
三
郎

松
下
大
三
郎

（明
治
十

一
年
～
昭
和
十
年
）
の
自
動
詞
他
動
詞
論
は
、
そ
の
独
自
の
文
法
体
系
の
中
で
展
開
さ
れ
る
。
大
槻
文
彦
で
は

自
動
詞

・
他
動
詞
の
区
別
は
動
詞
の
意
味
に
よ
る
も
の
で
、
格
助
詞

「を
」
の
有
無
が
両
者
を
区
別
す
る
絶
対
的
条
件
で
は
な
い
。
そ
の

点
で
、
田
中
、
中
根
、
佐
藤
、
大
槻
、
金
沢
、
吉
岡
の
自
．他
論
も
殆
ど
同
様
で
、　
一
方
こ
れ
が
文
法
的
で
な
い
と
し
て
批
判
し
国
語
に
お

い
て
自

（動
詞
）
他

（動
詞
）
研
究
は
必
要
な
い
と
し
た
の
は
山
田
で
あ
っ
た
が
、
「
を
」
の
有
無
に
お
け
る
自
動
他
動
の
問
題
で
松
下
説

の
大
き
な
特
徴
は

「を
」
の
存
す
る
文
を
す
べ
て
他
動
格
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
松
下
説
の
自
動

。
他
動
分
別
の
観
点
は
二
つ
あ

っ
て
、

一
つ
は
動
詞
の

「本
性
」
に
よ
る
分
別
で
こ
れ
は
自
動
性
と
他
動
性
に
分
か
れ
、
も
う

一
つ
は

「副
性
」
に
よ
る
分
別
で
こ
れ
は
自
動
態

と
他
動
態
と
に
分
か
れ
る
。
自
動
性
に
よ
る
動
詞
、
例
え
ば

「山
を
登
る
」
は

「を
」
を
と
る
が
ゆ
え
に
他
動
態
と
な
り
、
「山
を
」
は
他

動
格
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑭
他
動
性
と
自
動
性
と
は
動
詞
の
本
性
の
別
で
あ
る
。
し
か
し
其
の
副
性
と
し
て
は
他
動
性
動
詞
に
も
他
動
態
と
自
動
態
と
が
あ
り
、

自
動
性
動
詞
に
も
他
動
態
と
自
動
態
と
が
有
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
一六
四
ぺ
）

と

い
う

。

（‐２
）

以
下
し
ば
ら
く

『改
撰
標
準
日
本
文
法
』
に
よ
っ
て
見
て
い
く
。

⑬
帰
著
性
動
詞
の
一
種
に
他
動
性
の
動
詞
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
て
他
動
性
で
な
い
動
詞
は
帰
著
性
で
あ
る
と
な
い
と
に
拘
ら

ず
皆
こ
れ
を
自
動
性
の
動
詞
と
い
ふ
。
（用
例
、
各

一
例
と
す
る
）。

〔自
動
性
動
詞
〕
　
　
　
　
　
〔他
動
性
動
詞
〕

（
一
）
花
訓
洲
。　
　
　
　
　
　
　
　
風
、
花。
を。制
引
洲
。

（二
）
花
開
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
桜
、
花
を
開
く
。
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（三
）
人
死
す
。

（四
）
人
住
む
。

賊
、
人
を
殺
す
。

（五
）
…
…
…
…
…
…
　
　
　
　
　
　
学
生
、
書
を
読
む
。

右
の
例
の
上
段
の
＝
―
は
自
動
性
で
下
段
の
＝
＝
は
他
動
性
で
あ
る
。
他
動
性
動
詞
は

ｏ

ｏ

の
下

へ
使
は
れ
る
。
２

）
含
こ
３
こ

の
様
に
自
他
動
の
相
対
し
て
居
る
の
を
対
称
自
他
動
と
云
ふ
。
そ
う
し
て

（四
）
（五
）
の
様
に
他
動
性
或
は
自
動
性
の
其
の
対
手
の

無
い
の
を
単
独
自
動
、
単
独
他
動
と
云
ふ
。
し
か
し
そ
れ
は
語
が
無
い
だ
け
で
其
の
概
念
は
考

へ
ら
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
。
唯
人

が
そ
の
概
念
を
考

へ
な
い
だ
け
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
一五
九
～
二
六
〇
ぺ
）

⑩
動
詞
の
自
他
動
性
の
区
別
を
簡
単
に
説
明
す
れ
ば
、
他
動
性
動
詞
は
他
物
を
自
己
の
作
用
の
中

へ
引
入
れ
て
自
己
の
作
用
の
一
材
料

に
す
る
作
用
を
表
す
動
詞
で
、
自
動
性
は
そ
う
で
な
い
動
詞
で
あ
る
。
「風
花
を
散
ら
す
」
の

「散
ら
す
」
は
風
が
花
を
自
己
の
動
作

の
中

へ
引
入
れ
て
之
を
自
己
の
動
作
の
材
料
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
他
動
性
で
あ
る
が
、
「花
散
る
」
の

「散
る
」
は
単
に
花
だ
け
の

動
作
で
あ
つ
て
何
物
を
も
材
料
に
し
な
い
か
ら
自
動
性
で
あ
る
。
他
動
性
動
詞
が
自
己
の
動
作
の
材
料
に
す
る
所
の
事
物
は

「
ｏ
ｏ

を
」
に
由
つ
て
表
さ
れ
る
。
此
の

「
Ｏ
ｏ
を
」
を
他
動
の
客
体
と
云
ふ
。
対
称
自
他
動
に
在

つ
て
は
自
動
の
主
体

「
ｏ
ｏ
が
」
が
他

動
の
客
体

「
ｏ
ｏ
を
」
に
な
る
。
自
動

「花
が
散
る
」
「家
が
富
む
」
の

コ
化
が
」
「家
が
」
は
、
他
動

車
化
を
散
ら
す
」
「家
を
富
ま

す
」
で
は

「花
を
」
「家
を
」
と
な
る
。

厳
密
に
言

へ
ば
、
他
動
性
動
詞
は
、
作
用
の
観
念
を
分
解
し
て
作
用
其
の
物
の
概
念
と
、
作
用

へ
引
き
入
れ
ら
れ
る
材
料
の
概
念
と

の
二
つ
と
し
、
材
料
の
概
念
を
控
除
し
て
作
用
其
の
物
の
概
念
だ
け
を
表
す
も
の
で

′
あ
る
。
例
え
ば

「花
を
散
ら
す
」
か
ら

早
化
を
」

を
控
除
し
て

「散
ら
す
」
だ
け
を
表
示
す
る
動
詞
は
他
動
性
で
あ
る
。
其
れ
故
他
動
性
動
詞
に
は
材
料
の
概
念
が
欠
け
て
居
る
。

自
動
性
動
詞
は
作
用
の
材
料
の
概
念
を
欠
い
て
居
な
い
作
用
概
念
を
表
す
動
詞
で
あ
る
。
其
れ
ゆ
ゑ

「花
散
る
」
の

「散
る
」
の
様
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な
の
も
自
動
性
で
あ
る
が
、
他
動
性
動
詞

へ
他
動
の
客
語
の
喰
付
い
た
連
詞
例

へ
ば

早
化
を
散
ら
す
」
「酒
を
飲
む
」
の
様
な
の
も

一

つ
の
自
動
性
動
詞
で
あ
る
。
「散
ら
す
」
「飲
む
」
は
他
動
性
で
あ
る
が

「花
を
散
ら
す
」
と
い
ふ
連
詞

「酒
を
飲
む
」
と
い
ふ
連
詞

は
連
詞
全
体
と
し
て
は
既
に
材
料
の
概
念
が
補
充
さ
れ
て
居
つ
て
欠
け
て
居
な
い
。
猶

「散
花
す
」
「飲
酒
す
」
と
云
つ
た
と
同
様
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
一六

一
～
二
六
二
ぺ
）

こ
の
⑩
に
は
自
動
他
動
に
関
す
る
松
下
の
文
法
体
系
に
お
け
る
独
特
の
見
解
が
見
ら
れ
、
連
詞
と
い
う
考
え
の
も
と
で

「
を
」
の
有
無

は
自
動

。
他
動
分
別
の
絶
対
的
条
件
で
は
な
い
。
た
だ
し
単
詞
の
場
合
、
「を
」
の
有
無
は
松
下
に
は
や
は
り
絶
対
的
で
あ

っ
た
。

④
他
動
性
動
詞
に
は
意
志
的
他
動
と
自
然
的
他
動
と
の
別
が
あ
る
。
（用
例
、　
一
部
省
略
）。

人
、
書
を
読
む
　
　
　
　
風
、
花
を
散
ら
す
　
　
　
　
壺云
、
月
を
蔽
ふ

の
＝
＝
様
な
の
は
作
用
の
主
体
の
意
志
を
認
め
て
居
る
。
風
や
雲
に
実
際
意
志
が
有
つ
て
も
無
く
て
も
、
「散
ら
す
」
「蔽
ふ
」
を
風
、

雲
の
勝
手
な
動
作
と
し
て
表
し
て
居
る
。
こ
う
い
ふ
の
を
意
志
的

（自
由
的
）
他
動
と
い
ふ
。

一
人
息
子
を
殺
し
て
仕
舞
つ
た
　
　
　
　
我
、
今
年
母
を
喪

へ
り
。

時
既
に
秋
冷
を
催
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
倒
れ
て
膝
を
打

つ
。

の
＝
―
は
主
体
の
意
志
を
認
め
な
い
作
用
で
あ
る
。
こ
う
い
ふ
の
を
自
然
的
他
動
と
い
ふ
。

女
郎
花
多
か
る
野
辺
に
宿
り
せ
ば
あ
や
な
く
あ
だ
の
名
を
や
立
ち
な
む
　
　
古
今
集

の
＝
＝
な
ど
は
他
動
の
自
然
性
を
表
す
た
め
に
、
自
動
性
と
同
じ
活
用
を
用
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
自
動
性
動
詞
の
他
動
化
で
あ
る
。

含
〓
ハ
三
～
一
一六
四
が

「名
を
や
立
ち
な
む
」
が

「名
が
立

つ
」
の
意
と
す
る
と
、
そ
の

「立
つ
」
は

「自
動
性
動
詞
」
で
あ

っ
て
、
し
か
し
な
が
ら

「を
」

を
有
す
る
が
ゆ
え
に
そ
の

「他
動
化
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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自
動
性

（動
詞
）
と
他
動
性

（動
詞
）
の
区
別
は
引
用
⑩
に
述
べ
る
よ
う
に
、
〃他
物
を
自
己
の
作
用
の
中

へ
引
入
れ
て
自
己
の
作
用
の

材
料
に
す
る
作
用
を
表
す
動
詞
か
、
材
料
に
し
な
い
作
用
を
表
す
動
詞
か
″
に
よ
っ
て

″他
動
性
″
と

″自
動
性
″
と
に
分
別
さ
れ
、
″自

己
の
動
作
に
す
る
所
の
事
物
は

「
を
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
″
と
い
い
、
格
助
詞

「
を
」
は
、
基
本
的
に
は
他
動
性
を
示
す
。
し
か
し
な

が
ら
松
下
に
お
い
て
は

「文
」
も
ま
た
連
詞
で
あ
る
。　
一
文
の
意
に
よ

っ
て

「自
動
性
動
詞
の
他
動
化
」
（⑩
）
と
い
う
こ
と
に
も
な
る

が
、
そ
の

「他
動
化
」
と
い
う
と
き

「を
」
の
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

右
は

「詞
の
本
性
論
」
で
の
こ
と
だ
が

「副
性
論
」
に
お
い
て
も

「他
動
格
は
文
語
も
口
語
も
助
辞

『を
』
を
付
け
て
そ
の
記
号
と
す

る
。
『を
』
は
其
の
下
に
他
動
態
の
語
の
来
る
べ
き
こ
と
を
予
想
す
る
」
（四
七
三
ぺ
）
と
い
い
な
が
ら
、
「自
動
性
動
詞
で
も
其
の
概
念
を

他
動
性
の
形
式
に
表
示
す
る
こ
と
が
有
る
。
そ
う
い
ふ
場
合
に
は
他
動
的
客
語
を
要
す
る
。
之
を
自
動
性
動
詞
の
他
動
態
と
い
ふ
」
（六
七

〇
ぺ
）
と
も
言
う
。

松
下
文
法
で
は
、
自
動
性
他
動
性
の

「性
」
と
は
動
詞
の
本
性
で
い
う
名
日
、
「態
」
と
は
副
性
で
い
う
名
目
で
あ
る
が
、
副
性
と
し
て

は
別
に

「格
」
が
あ
る
。
「詞
の
単
独
に
有
す
る
性
能
に
は
本
性
と
副
性
と
あ
り
、
副
性
に
は
相
と
格
が
あ
る
。

」
（四
六
六
ぺ
）
と
い
う
。

「相
」
と

「格
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

④
詞
の
性
能
を
、
他
詞
と
関
係
な
く
其
の
詞
だ
け
に
就
い
て
観
察
す
る
時
は
本
性
と
副
性
と
に
分
た
れ
る
。
本
性
は
詞
の
根
本
的
性
能

で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
由
つ
て
詞
は
分
類
せ
ら
れ
て
品
詞
が
分
た
れ
る
。
副
性
は
本
性
に
随
伴
す
る
第
二
次
的
の
性
能
で
あ
つ
て
こ
れ

に
相
と
格
と
の
二
種
が
有
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
〓
一五
ぺ
）

②
相
は
詞
の
連
詞
又
は
断
句
の
中
に
お
け
る
立
場
に
関
係
が
無
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
相
に
由
つ
て
で
は
連
詞
又
は
断
句
中
に
お
け
る

立
場
が
拘
束
さ
れ
な
い
。

格
は
詞
の
連
詞
又
断
句
中
に
於
け
る
立
場
に
関
す
る
資
格
で
あ
る
。
例
え
ば

「花
を
見
き
」
の

「花
を
」
は
必
ず
客
語
に
な
る
べ
き
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資
格
を
持
ち

「見
き
」
は
必
ず
断
句
の
代
表
部
に
な
る
べ
き
資
格
を
持
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
資
格
は
即
ち
格
で
あ
つ
て

「花
を
」
の
格

は
客
語
と
名
け
、
「見
き
」
の
格
は
終
止
格
と
名
づ
け
る
、
「見
き
」
が
過
去
で
あ
る
こ
と
は
相
で
あ
つ
て
格
で
は
な
い
。
「見
き
」
を

「見
し
」
「見
し
か
ば
」
と
す
れ
ば
格
は
変
る
が
過
去
の
相
は
変
ら
な
い
。
「見
き
」
を

「見
た
り
」
と
す
れ
ば
過
去
は
完
了
と
な
つ

て
相
は
変
る
が
格
は
同
じ
だ
。
相
と
格
と
は
縦
横
の
関
係
で
あ
る
。
詞
は
相
と
格
と
の
壬
死
の
方
積
を
以
て
連
詞
又
は
断
句
の
中
に

実
用
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（四
六
六
ぺ
）

「格
」
は
、
他
動
格
で
言
え
ば
、

②
他
動
格
は
、
事
柄
の
他
動
的
客
体
を
表
す
用
法
で
あ
る
。
（用
例
、　
一
部
省
略
）
。

花
を
折
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
世
を
遁
る
。

の
＝
―
は
皆
他
動
格
に
在
る
。
―
―
は
下
の
―
―
に
対
し
て
そ
の
事
柄
の
他
動
的
客
体
を
表
す
が
、
そ
の
、
他
動
的
客
体
を
表
す
語

た
り
得
べ
き
能
力
は
＝
―

の
語
自
身
が
持

つ
て
居
る
。

他
動
格
は
文
語
も
国
語
も
助
辞

「を
」
を
付
け
て
そ
の
記
号
と
す
る
。
「を
」
は
其
の
下
に
他
動
態
の
語
の
来
る
べ
き
こ
と
を
予
想
す

る
。
「花
を
折
る
」
の

「
を
」
は

「折
る
」
の
形
式
的
な
る
前
触
で
あ
る
。

他
動
格
の
記
号
は

「を
」
で
あ
る
か
ら

「を
」
が
無
け
れ
ば
他
動
格
で
は
な
い
。
「花
折
る
人
」
「人
待
つ
頃
」
の

早
化
」
「人
」
な
ど

は
他
動
格
で
は
な
く
、　
一
般
格
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（四
七
二
～
四
七
三
ぺ
）

「態
」
に
は
多
く
の
記
述
が
あ
る
が
、
「格
」
の
よ
う
に
明
確
に
定
義
し
た
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
敢
え
て
言
え
ば
、
「表
現
法
は
名

詞
の

一
つ
の
相
で
あ
つ
て
、
そ
の
詞
に
叙
述
性

（概
念
か
ら
言

へ
ば
判
定
性
）
が
有
る
か
無
い
か
に
由
つ
て
分
た
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
表
示
態
、
叙
述
態
、
指
示
態
、
喚
呼
態
の
四
種
が
有
る
。

」
「表
示
態
は
全
然
叙
述
性
（判
断
を
下
す
力
）
を
持
た
な
い
用
法
で
あ
る
。」

（三
四
二
ぺ
）
か
ら
す
れ
ば
、
「態
」
と
は

「相
」
の
一
つ
で
表
現
法
、
用
法
を
言
う
、
三
百
っ
て
よ
い
。
次
の
よ
う
に
も
言
う
。
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②
自
動
性
動
詞
で
も
其
の
概
念
を
他
動
性
の
形
式
に
表
示
す
る
こ
と
が
有
る
。
そ
う
い
ふ
場
合
に
は
他
動
的
客
語
を
要
す
る
。
之
を
自

動
性
動
詞
の
他
動
態
と
い
ふ
。

町
を
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
を
上
る

右
の
＝
―
は
自
動
性
動
詞
の
他
動
態
で
あ
る
。
「東
京
に
行
く
」
な
ど
の

「行
く
」
は
通
過
点
を
考

へ
て
居
な
い
か
ら
自
動
態
で
あ
る

が
、
右
の

「行
く
」
は
通
過
点
を
考

へ
て
其
れ
を
客
体
と
す
る
か
ら
他
動
態
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
七
〇
ぺ
）

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
松
下
の
文
法
に
お
い
て
は
格
助
詞

「を
」
は

「他
動

（性
、
格
、
態
ご

と
と
も
に
使
わ
れ
、
少
な
く
と
も

『改

撰
標
準
日
本
文
法
』
に
お
い
て
は

「他
動
詞
」
「自
動
詞
」
と
い
う
名
目
は
見
当
た
ら
な
い
。
「他
動
性
」
が
即

「他
動
詞
」
で
は
な
い
し

「他
動
態
」
も
そ
う
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
他
動
詞
と
格
助
詞

「を
」
の
有
無
の
問
題
は
、
本
性
と
し
て
の

「他
動
性

。
（自
動
性
と

と
副

性
と
し
て
の

「他
動
格
」
及
び

「他
動
態

。
（自
動
態
ご

と
の
関
係
に
お
い
て
そ
の
文
法
体
系
の
中
で
巧
み
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
の
だ
が
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た
の
は

「連
詞
」
と
い
う
概
念
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

０
　
徳
田
　
浄

松
下
の

「動
詞
の
自
他
動
性
の
区
別
を
簡
単
に
説
明
す
れ
ば
、
他
動
性
動
詞
は
他
物
を
自
己
の
作
用
の
中

へ
引
入
れ
て
自
己
の
作
用
の

一
材
料
に
使
用
す
る
作
用
を
表
は
す
動
詞
で
、
自
動
性
は
そ
う
で
な
い
動
詞
で
あ
る
」
を

「卓
説
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も

「動
詞
の
自

他
に
つ
い
て
本
性
と
偶
性
を
認
め
て
…
…
…
自
動
詞
の
他
動
態
と
し
」
た
こ
と
を

「思
考
論
理
の
便
宜
に
過
ぎ
ぬ
」
と
し
て
批
判
す
る
徳

田
浄

『国
語
法
査
説
』
は
、
「態
に
よ
る
分
類
」
の
項
で

「動
詞
を
意
味
上
か
ら
分
類
す
る
第
二
説
は
自
動
詞
、
他
動
詞
で
あ
る
。
富
士
谷

成
章
の

『あ
ゆ
ひ
抄
』
本
居
春
庭

『詞
の
通
路
』
に
そ
の
説
が
見
え
て
以
来
、
諸
家
に
攻
究
さ
れ
て
、
今
日
に
な
ほ
賛
否
論
が
交
は
さ
れ

て
ゐ
る
。

」
と
し
て

（用
例
、
可
能
な
限
り
省
略
）、
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④
開
く
、
吹
く
と
い
ふ
同

一
の
語
が
自
動
詞
に
も
他
動
詞
に
も
用
ひ
ら
れ
る
。
…
…
…
。
し
か
る
に
活
用
を
異
に
し
て
自
他
を
分
別
す

る
こ
と
を
し
た
り

（用
例
、
略
）、
接
辞
す
を
と
つ
て
他
に
し
た
り

（用
例
、
略
）
、
接
辞
る
を
と
つ
て
自
に
し
た
り

（用
例
、
略
）

す
る
の
は
自
他
を
分
別
し
よ
う
と
す
る
欲
求
に
因
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
し
か
も
以
上
は
能
動
態
の
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
が
受
動
態

の
場
合
に
な
る
と
助
動
詞
ル
、
ラ
ル
を
下
位
に
と
つ
て
、
「母
子
に
泣
か
る
」
「夫
妻
に
病
ま
る
」
の
や
う
に
自
動
詞
も
受
動
態
を
あ

ら
は
し
、
「
子
母
に
抱
か
る
」
「生
徒
教
師
に
褒
め
ら
る
」
の
や
う
に
他
動
詞
も
受
動
態
を
表
は
す
。
国
語
は
受
動
態
を
あ
ら
は
す
た

め
に
自
動
詞
他
動
詞
の
別
を
構
は
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
…
。
受
動
態
を
な
す
こ
と
に
お
い
て
動
詞
に
自
他
の
別
の
な
い
こ
と
は
勿

論
で
あ
る
が
、
能
動
態
に
お
い
て
も
自
他
の
別
は
無
い
こ
と
に
な
り
、
か
く
て
動
詞
の
自
他
の
別
は
不
用
で
あ
る
か
に
考

へ
ら
れ
る
。

他
を
処
分
す
る
こ
と
の
有
無
、
他
に
動
作
の
及
ぶ
こ
と
の
有
無
を
以
て
動
詞
の
自
他
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
諸
説
は
意
味
上
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
実
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
適
中
せ
ぬ
説
で
あ
る
こ
と
が
発
見
せ
ら
れ
る
の
は
致
し
方
の
無
い
こ
と

で
あ
る
。
望
口を
読
む
」
の
読
む
は
他
動
詞
で
あ
る
が
決
し
て
書
を
処
分
せ
ぬ
。
「机
に
寄
る
」
の
寄
る
は
自
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
の

動
作
は
机
に
及
ん
で
ゐ
る
。
…
…
…
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（五
三
～
五
四
ぺ
）

と
し
、
次
の
よ
う
に
自
説
を
述
べ
る
。

④

「門
を
造
る
」
の
造
る
の
位
置
に
出
づ
が
立

つ
て

「門
を
出
づ
」
と
な
る
と
き
に
出
づ
は
他
動
詞
に
な
る
が
ご
と
く
に
、
動
詞
の
自

他
は
そ
の
位
置
に
よ
つ
て
得
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
自
動
詞
で
○
を
の
句
を
と
る
も
の
は
亦
他
動
詞
に
扱
つ
て
よ
い
。
こ
ゝ
に
他
動

詞
と
は
○
を
の
句
を
と
る
動
詞
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｏ
を
の
句
を
と
ら
ぬ
動
詞
の
中
に
も
、
文
句
に
お
い
て
、
○
を
の
句
を
と
つ

て
解
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
は
他
動
詞
で
あ
り
、
さ
う
で
な
い
も
の
は
自
動
詞
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
故
に

「道
を
行
く
」
の

と
き
は
他
動
詞
で
あ
る
が
、
「公
園
に
行
く
」
の
と
き
は
自
動
詞
で
あ
る
。
「上
つ
た
」
が

「坂
を
上
つ
た
」
と
解
す
る
こ
と
を
要
求

す
る
な
ら
ば
上
る
は
他
動
詞
で
あ
る
が
、
「
山
に
上
つ
た
」
と
解
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
な
ら
ば
上
る
は
自
動
詞
で
あ
る
。
か
く
て
形
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式
上
○
を
の
句
を
と
つ
て
現
は
れ
て
居
ら
ぬ
も
の
に
お
い
て
は
自
他
が
明
瞭
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
語
の
位
置
か
ら
自

他
が
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
の
証
拠
に
な
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（五
五
ぺ
）

形
態
を
重
ん
じ

「を
」
の
存
在
を
も
っ
て
他
動
詞
と
し
た
松
下
説
を
批
判
し
な
が
ら
、
徳
田
は

″文
中
の
位
置
″
と
い
う
観
点
を
取
り

込
ん
で
松
下
同
様

「
を
」
の
存
在
を
も
っ
て
他
動
詞
と
す
る
説
を
提
出
し
た
。

⑩
　
小
林
好
日

自
他
の
論
が
意
義
上
の
問
題
と
し
て
自
動
詞
他
動
詞
の
定
義

・
分
類

。
性
質

・
用
法
の
論
に
限
定
さ
れ
て
い
た
範
囲
か
ら
出
て
、
自
動

詞
他
動
詞
の
分
別
が
他
の
文
法
現
象
の
解
明
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
小
林
好
日

（明
治
十
九
年
～
昭
和
二
十
三

年
）
が
最
初
で
あ
る
。
自
他
論
の
新
た
な
展
開
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

『国
語
国
文
法
要
義
』
に
お
い
て
、

②
国
語
に
於
け
る
動
詞
の
自
他
と
い
ふ
こ
と
は
、
英
語

。
独
逸
語
等
欧
州
諸
国
語
に
見
る
自
他
と
い
ふ
こ
と
と
は
多
少
趣
が
ち
が
ふ
。

国
語
の
文
典
で
定
義
す
れ
ば
、
自
動
詞
は
そ
の
あ
ら
は
す
動
作
が
動
作
主
の
み
で
成
立
つ
性
質
の
も
の
、
他
動
詞
は
動
作
主
と
別
に

動
作
の
及
ぶ
目
的
の
存
在
を
要
す
る
も
の
と
い
ふ
だ
け
で
、
英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
や
う
に
語
法
上
の
形
式
か
ら
区
別
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
…
…
…
。
殊
に
英
独
語
の
自
他
は
動
詞
が
受
身
の
形
を
形
作
り
得
る
や
否
や
の
問
題
と
直
接
関
係
が
あ
る
。
吾
が
国
語
の

自
他
が
た
ゞ
意
義
上
の
区
別
で
、
直
接
文
法
的
範
疇
と
し
て
の
問
題
で
は
な
い
の
と
趣
が
ち
が
ふ
。

た
と
へ
ば
英
語
の
他
動
詞
は
必
ず
動
作
の
目
的
を
あ
ら
は
す
語
と
直
接
連
つ
て
ゐ
る
。
国
語
の
体
言
も
し
く
は
体
言
に
準
ず
べ
き
も

の
が
助
詞
を
伴

つ
た
も
の
は
こ
の
英
語
の
目
的
を
あ
ら
は
す
語
に
近
い
が
、
「道
を
行
く
」
「山
を
上
る
」
。…
…
‥
等
の
「道
を
」
「山

を

」

等
ま
で
目
的
と
い
は
れ
る
か
ど
う
か
。
さ
う
し
て
英
語
で
は
こ
の
目
的
を
あ
ら
は
す
語
は
、
文
の
構
造
を
転
換
し
て
主



第二節 明治期以降 246

語
と
す
れ
ば
受
身
の
形
が
出
来
る
。
自
動
詞
に
は
受
身
の
形
が
な
い
。
然
る
に
国
語
に
お
て
は
他
動
詞
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
自
動

詞
に
於
て
も
受
身
の
形
が
あ
る
。
…
…
…
。
西
洋
文
典
の
自
動

。
他
動
の
区
別
を
以
て
わ
が
国
語
を
律
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
所
以

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
三

〇
～
二

一
二
ぺ
）

④
国
語
の
動
詞
の
自
他
は
、
英
語
そ
の
他
の
欧
州
語
に
見
る
や
う
に
形
式
に
よ
つ
て
之
を
分
つ
方
便
を
欠
い
て
ゐ
る
が
、
さ
れ
ば
と
て

全
然
文
法
上
の
問
題
と
し
て
取
扱
ふ
必
要
の
な
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
「居
る
」
は
生
物
に
つ
き
て
い
ひ
、
「あ
る
」
は
無
生
物
に

つ
い
て
い
ふ
が
、
「花
が
咲
い
て
ゐ
る
」
「旗
が
立
て
ゝ
あ
る
」
は
生
物

・
無
生
物
の
差
で
は
な
い
。
た
ゞ
そ
の
承
け
る
動
詞
の
他
動

詞
な
り
や
自
動
詞
な
り
や
の
相
違
に
よ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
三

一
一
ぺ
）

右
の
④
は
、
後
に
佐
久
間
鼎
に
引
用
さ
れ
、
や
が
て
自
他
の
問
題
が
動
詞
研
究
に
お
い
て
新
し
い
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

０
　
佐
久
間
　
鼎

佐
久
間
鼎

（明
治
二
十

一
年
～
昭
和
四
十
五
年
）
は
本
居
春
庭

『詞
通
路
』
の
六
段
図
を
挙
げ
て

「自
動
詞
と
他
動
詞
」
を
説
き
始
め

る
。
『詞
通
路
』
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
に
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
今
は
「自
動
詞
」
「他
動
詞
」
に
つ
い
て
『現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
』

に
よ

っ
て
そ
の
論
述
を
摘
記
す
る
。
「日
本
語
に
お
け
る
動
詞
の
自
他
を
区
別
す
る
文
法
上
の
必
要
が
否
定
さ
れ
る
に
も
至
り
ま
し
た
。
（山

田
孝
雄

『日
本
文
法
論
』
二
七

一
―
三

一
二
、
『日
本
国
語
法
講
義
』
七
三
―
七
五
）
こ
の
所
論
に
賛
成
す
る
人
も
あ
っ
て
、
と
も
か
く

一

つ
の
見
識
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
を
示
し
て
い
ま
す
。

」
、
「だ
が
、
語
法
上
、
動
詞
の
自
他
を
区
別
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
の
に
は
、

に
わ
か
に
同
意
し
か
ね
ま
す
。
も
っ
と
も
、
そ
う
い
う
主
張
は
、　
一
般
に
支
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
英
語
や

ド
イ
ツ
語
な
ど
に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞
と
の
区
別
と
は
異
な
る
意
味
で
、
日
本
で
も
動
詞
の
自
他
が
や
っ
ぱ
り
区
別
さ
れ
る
と
し
て

お
く
の
が
、
穏
当
だ
と
考
え
る
人
も
少
く
な
い
よ
う
で
す
。

」
（
一
一
五
～

一
一
六
ぺ
）
と
し
小
林
好
日

（②
④
）
を
引
用
し
て
、
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④
右
の
例
の
う
ち
、
「
い
る
」
と

「あ
る
」
と
を
存
在
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
独
立
動
詞
と
し
て
つ
か
う
場
合
に
は
、
「
い
る
」
を
生
物
の

生
息
を
い
い
あ
ら
わ
す
の
に
用
い
る
し
、
「
あ
る
」
を
無
生
物
の
存
在
を
の
べ
る
と
き
に
用
い
る
わ
け
で
す
が
、　
一
種
の
「準
助
動
詞
」

的
用
法
た
る

「…
…
て
い
る
」
と

「
…
…
て
あ
る
」
で
他
の
動
詞
を
う
け
る
場
合
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
前
に
連
な
る
動
詞
の
自

動
か
他
動
か
が
当
然
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち

「
…
…
て
い
る
」
の
方
は
、　
一
般
に
自
動
詞
に
も
他
動
詞
に
も
つ
づ

き
ま
す
。

あ
か
り
が
見
え
て
い
ま
す
。
（イ
）

あ
か
り
を
見
て
い
ま
す
。
（
口
）

と
こ
ろ
が
、
Ｆ
…
・て
あ
る
」
の
方
は
、
他
動
詞
に
連
な
っ
て
前
例
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
な
お

橋
が
か
け
て
あ
る
。
（
ハ
）

と
同
じ
意
味
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す

橋
が
か
か
っ
て
い
る
。
（
一こ

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
次
の
文
句

橋
を
か
け
て
い
る
。
（ホ
）

と
は
、
ま
る
で
別
の
事
が
ら
を
い
い
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（ホ
）
は

（
口
）
と
同
様
に
、
あ
る
動
作
を
し
て
進
行
中
な
こ
と

を
い
い
あ
ら
わ
し
ま
す
。
そ
れ
と
反
対
に

（
ハ
）
と

（
二
）
と
は
、
共
に
あ
る
状
態
を
の
べ
て
い
る
の
で
し
て
、
「
か
け
る
」
と
い
う

動
作
が
行
わ
れ
た
結
果
が
今
に
存
続
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
（イ
）
も
ま
っ
た
く

（
一こ

と
同
様
で
す
。
こ
う
い
う
事
が
ら
の

表
現
の
場
合
に
、
大
抵
は
自
動
詞
も
他
動
詞
も
と
も
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
つ
づ
き
方
が

一
定
し
て
い
て
混
同
を
許

し
ま
せ
ん
。
な
お
そ
の
際
の
助
詞
の
用
法
も
注
意
す
べ
き
で
、
「橋
を
か
け
て
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
い
い
方
は
、
正
式
な
も
の
と
は
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認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
一言
っ
て
、
日
本
語
に
お
い
て
も
自
動
詞
と
他
動
詞
の
類
別
が
無
意
味
で
は
な
い
と
し
、

て
そ
の
関
係
を
図
式
的
に
示
し
、

⑩

〈
ア
ル
〉
が
特
に
自
動
詞
的
で
、
〈
ア
ス
〉
が
特
に
他
動
詞
的
な
の
に
対
し
、
〈
ウ
〉

な
る
、
相
手
次
第
で
ど
ち
ら
か
に
き
ま
る
と
い
う
よ
う
な
わ
け
に
な
り
ま
す
。

２

一
六
～

一
一
七
ぺ
）

次
に
自
他
の
対
立
に
つ
い
て
多
く
の
例
を
挙
げ

と

〈
エ
ル
〉
と
は
対
立
の
模
様
で
ど
っ
ち
に
も

〈
ア
ル
〉

の

つ
く

（
一
三
七
ぺ
）

〈
ア
ル
〉
と
い
う
音
韻
を
含
ん
で
い
る
動
詞
な
ら
、
す
べ
て
自
動
詞
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
こ
と
で
す
。

語
詞
で
は
、
自
動
詞
の
数
が
結
局
優
勢
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
必
ず
ど
れ
も
そ
う
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

同
様
に

〈
ア
ス
〉
の
つ
く
動
詞
は
例
外
な
し
に
す
べ
て
他
動
詞
だ
と
も
い
え
な
い
の
で
す
。
事
実
上
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
他
動
詞
に

な

っ
て
い
る
と
は
い
え
、
少
数
の
例
外
が
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
…
。
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
七
～

一
三
八
ぺ
）

ウ
活
で
し
か
も
語
尾
が

〈
ル
〉
（実
は

〈
ア
ル
と

に
な
っ
て
い
る
も
の
が
他
に
対
し
て
自
動
詞
的
で
、
〈
ス
〉
の
語
尾
を
も
つ
も
の
は

す
べ
て
他
動
詞
的
だ
と
い
う
点
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

〓
一八
ぺ
）

と
い
い
、

①
自
動
の
方
が
何
か
う
け
み
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
含
ん
で
い
る
し
、
他
動
の
方
は
他
に
は
た
ら
き
か
け
る
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
を
蔵

し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
「う
け
み
の
助
動
詞
」
と
見
ら
れ
る

「
れ
る
ｏら
れ
る
」
と
使
役
の
助
動
詞
と
見
ら
れ
る

「
せ
る
ｏさ
せ
る
」

と
の
対
照
に
応
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

〓
一八
ぺ
）

と
言
う
。
佐
久
間
つ
い
て
は
、
春
庭
の
自
他
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
に
富
む
こ
と
が
多
く
再
三
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。

見
て
き
た
よ
う
に
日
本
語
の
自
他
に
つ
い
て
の
研
究
は
既
に
新
た
な
段
階
に
至

っ
て
い
る
。
比
較
的
最
近
で
は
、
三
上
章

『現
代
語
法

序
説
―
シ
ン
タ
ク
ス
の
試
み
―
』
、
寺
村
秀
夫

『
日
本
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
Ｉ
』
な
ど
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
研
究
が
あ
る
。
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ｍ
　
一二
上
　
章

『現
代
語
法
序
説
―
シ
ン
タ
ク
ス
の
試
み
―
』
に
、
そ
の
後
多
く
の
論
者
に
引
用
さ
れ
る
自
動
詞
他
動
詞
に
関
す
る
論
が
あ
る
。
三
上

は
受
身
を

「
は
た
迷
惑
な
受
身
」
と

「
ま
と
も
な
受
身
」
に
分
け
る
。
前
者
は

「間
接
受
身
」
と
も
呼
ば
れ

一
般
に
は
自
動
詞
に
よ
る
受

身
、
後
者
は

「直
接
受
身
」
と
も
呼
ば
れ
他
動
詞
に
よ
る
受
身
の
こ
と
で
あ
る
。

⑫
ど
ち
ら
の
受
身
で
も
い
い
、
と
に
か
く
受
身
に
成
る
か
成
ら
な
い
か
で
動
詞
を
三
分
し
て
能
動
詞
と
所
動
詞
と
に
す
る
。

次
に
能
動
詞
の
う
ち
、
更
に
ま
と
も
な
受
身
も
成
立
つ
も
の
を
他
動
詞
と
す
る
。

と
す
る
。

所
動
詞

能
動
詞

こ
れ
は
権
田
直
助
の
古
風
な

（恐
ら
く
英
文
法
の
影
響
以
前
の
）
動
詞
三
分
法

一
、
お
の
づ
か
ら
然
る

二
、
み
づ
か
ら
然
す
る

三
、
も
の
を
然
す
る

を
隔
世
相
続
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
自
動
詞
の
自
を
古
来

「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ

「
ミ
ヅ
カ
ラ
」
の
二
通
り
に
訓
じ
分
け
て
い
る
こ

他   自
動   動
言司      言可
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と
は
、
私
の
言
葉
で
言
う
と
、
所
動
と
能
動
と
が
日
本
人
の
頭
の
中
で
重
要
な
対
立
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
一
〇
四
～

一
〇
五
ぺ
）

三
上
の

「所
動

・
能
動
」
「自
動

・
他
動
」
の
説
は
佐
久
間
鼎
に
も
引
用
さ
れ
、
日
本
語
の
動
詞
を
考
え
る
上
で
有
効
な
説
で
あ
る
。
寺

村
秀
夫
に
も
優
れ
た
自
動
詞
他
動
詞
論
が
あ
る
が
必
要
に
応
じ
て
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

０
　
時
枝
誠
記

こ
の
節
の
最
後
に
、
い
わ
ば
伝
統
的
常
識
的
な
自
動
詞
他
動
詞
説
と
し
て
時
枝
誠
記
を
挙
げ
て
お
く
。
時
枝
誠
記
（明
治
三
十
三
年
～
昭

和
四
十
二
年
）
は

『日
本
文
法
　
口
語
篇
』
に
お
い
て
、

①
日
本
語
で
は
、
客
語

（或
は
目
的
語
）
ｏ
σ
』８
一を
表
示
す
る
記
号
が
無
い
た
め
に
、
客
語
の
必
要
の
有
無
と
い
ふ
こ
と
で
、
本
来
的
に

動
詞
に
つ
い
て
、
自
動
、
他
動
を
決
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
意
味
の
上
か
ら
、
或
は
接
尾
語
に
よ
つ
て
、
動
詞
の
対
立
が

考

へ
ら
れ
る
場
合
、
相
互
に

一
方
を
自
動
詞
と
い
ひ
、
他
を
他
動
詞
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
２

一
四
ぺ
）

と
言
う
。
確
か
に
、
こ
れ
で
十
分
と
い
う
面
を
、
国
語
の
自
動
詞

・
他
動
詞
は
も
っ
て
い
る
。

以
上
、
明
治
以
降
の
主
要
な
文
法
学
者
の
自

（動
詞
）
他

（動
詞
）
説
を
綴

っ
て
み
た
。
他
に
も

″自
他
″
に
関
す
る
、
特
に
動
詞
の

自
他
の
呼
応
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
い
が
割
愛
す
る
。
本
居
春
庭

『詞
通
路
』
の
自
他
に
関
わ
る
諸
説
は
項
を
改
め
て
述
べ
る

（↓
第
三

節
三
）。田

中
義
廉

『小
学
日
本
文
典
』
　

明
治
七
年

一
月
　
瑞
案
書
屋
。

1注
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２
　

「第
四
格
の
名
詞
」
と
は
、
『小
学
日
本
文
典
』
に

「第
四
格
は
、
文
主
、
即
第

一
格
の
作
用
の
、
直
に
及
達
す
る
事
物
を
示
す
。
仮
令
バ
、

小
児
ガ
書
物
ヲ
読
ム
　
と
い
ふ
と
き
、
小
児
は
、
文
主
に
て
、
第

一
格
な
り
。
書
物
ヲ
と
い
ふ
は
、
小
児
の
、
作
用
の
及
達
す
る
も
の
に
て
、
第

四
格
な
る
が
如
し
。

」
（巻
之
二
　
十
三
丁
表
～
裏
）
と
い
う
。

３
　
中
根
淑

『日
本
文
典
』
　

明
治
九
年
二
月
　
森
谷
治
兵
衛
。
（左
側
に
付
く
傍
線
を
右
側
に
移
し
て
印
刷
）
。

４
　
佐
藤
誠
実

『語
学
指
南
』
　

明
治
十
二
年
七
月
　
岩
本
三
二
。

５
　
鶴
峯
戊
申

『語
学
新
書
』
　

天
保
四
年

〈
一
八
三
二
〉。
『国
語
学
大
系
　
語
法
総
記

一
』
（昭
和
十
三
年
四
月
　
厚
生
閣
。
復
刻
、
昭
和
四
〇

年
九
月
　
自
帝
社
）
所
収
。
Ｇ
国
語
学
大
系
』
に
よ
る
）。

６
　
大
槻
文
彦

『広
日
本
文
典
』
　

明
治
三
十
年

一
月
。
復
刻
、
『広
日
本
文
典

。
同
別
記
』
昭
和
五
十
五
年
四
月
　
勉
誠
社
。

７
　
金
沢
庄
三
郎

『日
本
文
法
論
』
　

明
治
三
十
九
年
十
二
月
　
金
港
堂
書
籍
。

８
　
吉
岡
郷
甫

『日
本
国
語
法
』
　

明
治
三
十
九
年

一
月
　
大
日
本
図
書
。
（明
治
三
十
九
年
八
月
四
版
に
よ
る
）。

９
　
三
矢
重
松

翌
昌
等
日
本
文
法
』
　

明
治
四
十

一
年
十
二
月
　
明
治
書
院
。
（昭
和
九
年
六
月
増
訂
八
版
に
よ
る
）。

１０
　
山
田
孝
雄

『日
本
文
法
学
概
論
』
　

昭
和
十

一
年
五
月
　
宝
文
館
。
（昭
和
二
十
七
年
六
月
六
版
に
よ
る
）。

Ｈ
　
山
田
孝
雄

『日
本
文
法
論
』
　

明
治
四
十
一
年
九
月
　
宝
文
館
。

・２
　
松
下
大
三
郎

『改
撰
標
準
日
本
文
法
』

昭
和
五
年
四
月
　
中
文
館
書
店
。

・３
　
「帰
著
性
動
詞
」
と
は
引
用
す
れ
ば

「
翁
風
花
を
散
ら
す
」
な
ど
の
用
例
を
挙
げ
て
）
こ
う
い
ふ
風
に
或
る
現
象
の
概
念
を
分
解
し
て
作
用
其

の
物
と
作
用
の
帰
著
す
べ
き
客
体
と
の
二
つ
と
し
、
客
体
の
概
念
を
控
除
し
て
作
用
其
の
物
の
概
念
を
の
み
表
す
性
質
を
持

つ
て
居
る
動
詞
を

帰
著
性
動
詞
と
い
ふ
」
含
一五
六
～
二
五
七
ぺ
）。

・４
　
徳
田
浄

『国
語
法
査
説
』
　

昭
和
十

一
年
十
月
　
文
学
社
。

・５
　
小
林
好
日

『国
語
国
文
法
要
義
』
　

昭
和
二
年
二
月
　
一示
文
社
。
（昭
和
四
年
三
月
四
版
に
よ
る
）
。

・６
　
佐
久
間
鼎

『現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
』
改
訂
版

（昭
和
二
十
六
年
九
月
序
　
恒
星
社
厚
生
閣
　
昭
和
三
十
二
年
二
月
）
に
よ
る
。

・７
　
三
上
章

『現
代
語
法
序
説
―
シ
ン
タ
ク
ス
の
試
み
―
』
　

昭
和
二
十
八
年
六
月
　
刀
江
書
院
。

‐８
　
寺
村
秀
夫

『日
本
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
Ｉ
』
　

昭
五
十
七
和
年
十

一
月
　
く
ろ
し
お
出
版
。
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‐９
　
時
枝
誠
記

『日
本
文
法
　
口
語
篇
』
　

昭
和
三
十
五
年
九
月
　
山石
波
書
店
。
（昭
和
二
十
六
年
二
月
第
三
刷
に
よ
る
）。

〔参
考
〕

１
　
島
田
昌
彦

『国
語
に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞
』
　

昭
和
五
十
四
年
四
月
　
明
治
書
院
。

○
第
二
節
は
、
「自
動
詞
と
他
動
詞
―
春
庭
の
自
他
―
」
翁
国
文
法
講
座
　
２
　
古
典
解
釈
と
文
法
―
活
用
語
』

昭
和
六
十
二
年
四
月
　
明
治
書

院
）
の
一
部
に
加
筆
し
た
。
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4   呵ト
巻

第
三
節

　

『詞
通
路
』
の
自
他
、
そ
の
批
判

一
　

「詞
の
自
他
の
事
」
の
内
容

刊
本

『詞
通
路
』
上
中
下
三
巻
の
、
特
に
上
巻
の
内
容
を
概
略
述
べ
て
お
く
。

上
巻

１
　
詞
の
か
よ
ひ
路
序
　
本
居
大
平

　

（五
丁
）

日
付
　
文
政
十

一
年
戊
子
秋

２
　
総
論

　

（
一
丁
オ
～
三
丁
オ
）

３
　
詞
の
自
他
の
事

　

（三
丁
オ
～
四
十
二
丁
ウ
）

ア
、
総
論

　

（三
丁
オ
～
十

一
丁
オ
）

六
段
図

　

（五
丁
オ
～
八
丁
オ
）

イ
、
自
他
対
置
語

　

（十

一
丁
ウ
～
三
十
四
丁
オ
）

同
意
対
置
語

　

（三
十
四
丁
オ
～
三
十
八
丁
オ
）

ウ
、
解
説

　

（三
十
八
丁
オ
～
四
十
二
丁
ウ
）

詞
の
兼
用
の
事

　

（
一
丁
オ
～
十
五
丁
ウ
）
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6下 5

巻
詞
の
延
約
の
事

　

（十
五
丁
ウ
～
四
十

一
丁
ウ
）

詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事

　

（
一
丁
オ
～
二
十
二
丁
ウ
）

７
　
そ
の
他
、
作
歌
の
学
習
上
の
注
意

・
八
衝
学
習
法
な
ど
　

（二
十
三
オ
～
四
十
四
丁
ウ
）

一
一　
六
段
図
と
上
下
対
置
語

『詞
通
路
』
「詞
の
自
他
の
事
」
の
中
心
は
自
他
詞
の
六
段
図
と
上
下
対
置
語
に
あ
る
。
特
に
六
段
図
は
、
例
え
ば
権
田
直
助

£
中学
自

在
』
の
七
段
図
を
生
み
、
山
田
孝
雄
ほ
か
多
く
の
研
究
者
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
上
下
対
置
語
も
、
自
他
を
考
え
る
場
合
、
欠
か
す

こ
と
が
出
来
な
い
。

〇
六
段
図

（便
宜
、
語
の
順
に
通
し
番
号
を
付
す
）

鶏Qい (゛策Ю

く0(゛策卜Ю

累掏策卜ヾ

理型策卜●

理想策杓卜●

崚00(6策 中でくス

1

下 ア

う

る

下 サ

え

さ
す
る

下 ラ

え

ら

る

ゝ

下 ラ

え

ら

る

ゝ

翠想策や0マ ス
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14    13    12    11    lo    9     8     7     6     5     4    3     2

下 カ 下 カ 中 カ 中カ 四 カ 四 カ 四 カ

に
ぐ

る

く
た
く

る

す
ぐ

る

お
く

る

し
り
ぞ
く

か
わ
く

お
ど

ろ
く

四 サ 四 サ 下 カ 四 カ 四 サ 四 サ 一 カ 四 カ 四 カ 下 カ 四 サ 四 サ

こ
ろ
す

に
か
す

さ
ま
た
ぐ
る

く
た
く

す
く
す

お
こ
十
′

き

る

ま
ね
く

ふ
せ
ぐ

し

り

そ

く

る

か
わ
か
す

お
と
ろ
か
す

四 サ 下 サ

つ
か
は
す

き
す
る

下 サ 下サ 下サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下サ 下サ 下サ

こ
ろ
さ
す

る

に
か
さ
す
る

さ
ま
た
け

さ
す
る

く
た
か
す
る

す
く

さ
す

る

お
こ
さ
す

る

き
せ
さ
す

る

ま
ね
か
す
る

ふ
せ
か
す
る

し
り
そ
かす

る

下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ

に
け

ら

る

ゝ

す
き
ら
る

ゝ

き

ら

る

ゝ

ふ
せ
か
る

ゝ

し
り
そ
かＺ

つ
ゝ

お
と
ろ
か２

つ

ゝ

下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ

つ
か
は
さる

ゝ

こ

ろ

さ

る

ゝ

に
か
さ
る

ゝ

さ
ま
た
け

ら

る

ゝ

く
た
か
る

ゝ

お
こ
さ
る

ゝ

ま
ね
か
る

ゝ

ふ
せ
か
る

ゝ

し
り
そ
け

ら

る

ゝ

お
と
ろ
か
さ

る

ゝ
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21   20    19    18    17    16    15

一 ナ 下 タ 中タ 四 タ 下 サ 四 サ

に

る
い
づ
る

お

つ
る

た

つ

や
す

る

ふ

す

下 ナ 下 サ 下 タ 四 サ 中 タ 四 サ 四 タ 下 タ 四 タ 変 サ 下 サ

た
づ
ぬ
る

に
す

る

な
づ
る

い
た
す

と
づ
る

お
と
す

ま

つ

た

つ
る

ンフ

つ

す

る

ふ
す
る

下 サ

ま
か
す
る

下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ

た

つ
ねさ

す
る

な

て
さ
す
る

い
た
さ
す
る

と

ち
さ
す
る

ま
た
す

る

た
て
さ
す
る

う

た
す

る

せ
さ
す

る

や

せ
さ
す
る

ふ
せ
さ
す
る

下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ

た
つ
ねら

る

ゝ

い
て
ら
る

ゝ

ま

た

る

ゝ

た

て
ら

る

ゝ

せ
ら
る

ゝ

下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ

た

つ
ねら

る

ゝ

な

て

ら

る

ゝ

い
た
さ
る

ゝ

と

ち

ら

る

ゝ

お
と
さ
る

ゝ

ま
た
る

ゝ

う

た

る

ゝ

せ
ら
る

ゝ

ま
か
せら

る

ゝ

ふ
せ
ら
る

ゝ
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40    39   38   37   36   35   34   33   32    31    30   29    28

四 マ 中ハ 中ハ 四 ハ 四 ハ 変 ナ 下 ナ

く

る
し

む

ほ
ろ
ぶ
る

お
ふ
る

ま
ど
ふ

た
が
ふ

し
ぬ
る

ぬ

る

下 マ 四 マ 下ハ 下 ハ 四 サ 四 サ 四 サ 四日ハ 下ハ 四 ハ 四雪ハ

く
る
し
む
る

い

む
わ
き
ま
ふ
る

か
ぞ
ふ
る

ほ
ろ
ほ
す

お
ほ
す

ま
と
は
す

つ
か
ふ

た
か
ふ
る

お
も
ふ

い
と
ふ

下 ハ

つ
か
ふ
る

下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ

く
る
し
め

さ
す
る

い
ま
す
る

わ
き
ま

へ

さ
す
る

か
そ

ヘさ
す
る

ほ
ろ
ほ
さす

る

た
か

へさ
す
る

お
も
は
す

る

し
な
す
る

ね
さ
す
る

下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ

く

る

し

まフ
０

ゝ

い
ま

る

ゝ

わ
き
ま

へ

ら

る

ゝ

か
そ

ヘ
ら

る

ゝ

ま

と

は

る

ゝ

つ
か
は
る

ゝ

た
か

へ
ら

る

ゝ

お
も

は
る

ゝ

い
と
は
る

ゝ

ね
ら
る
ゝ

下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ

く
る
し
め

ら

る

ゝ

い
ま

る

ゝ

か
そ

ヘ
ら

る

ゝ

ほ

ろ
ほ

さＺ
つ

ゝ

ま

と

は

さＺ
υ

ゝ

つ
か
は
る

た
か

へ
ら

る

ゝ

お
も
は
る

ゝ

い
と
は
る

ゝ
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47   46    45   44   43   42

258

41

下 ヤ 下 ヤ 一 ヤ 下 マ 四 マ

み
ゆ
る

き

こ

ゆ

る

お
び
ゆ
る

さ
む
る

す

ゝ
む

四 ラ 四 ラ 四 ラ 四 ラ 四 ラ ― マ 四 カ 四 サ 一 ヤ 下 マ 四 サ 中マ 下 マ

た
ま
は

る

さ

と

る

さ
づ
か
る

か
る

あ
づ
か
る

み

る

き

く
お
ひ
や
か
す

い

る
と
が
む
る

さ
ま
す

う
ら
む
る

す

ゝ
む

る

四 ハ 四 サ 下 カ 四 サ 下 カ 下 サ 下 サ

た
ま
ふ

さ
と
す

さ

つ
く

る

か

す

あ

つ
く

る

み
す
る

き
か
す
る

下 サ 下サ 下 サ 下 サ 下 サ 下 サ 下サ

さ

と
さ
す
る

一さ

ン
」

えヽさ
す
る

い
さ
す
る

と
か
めさ

す
る

さ
め
さ
す
る

う

ら

みさ
す
る

す

ゝ
めさ

す
る

下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ

み
ら

る

ゝ

き
か
る

ゝ

う
ら
みら

る

ゝ

す

ゝ
ま
る
ゝ

下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ

さ

と

さ

る

ゝ

さ

つ
けら

る

ゝ

あ

つ
けら

る

ゝ

み
ら

る

ゝ

き

か
る

ゝ

お
ひ
や
か
さ

Ｚ
つ

ゝ

い
ら

る

ゝ

と
か
めら

る

ゝ

さ

ま

さ

る

ゝ

う
ら

みら

る

ゝ

す

ゝ
めら

る

ゝ



第
　
一　
段

下 ラ 下 ラ 中 ラ 中 ラ 中 ラ

を

る

ゝ

き

る

ゝ

ゆ
る

ゝ

ふ
る
ゝ

お

る

ゝ

第

段

下 ワ 四 ラ 下 ラ 四 ラ 四 サ 四 サ 四 サ

う

ゝ

る

を

る

わ
す
る

ゝ

き

る

ゆ
る
す

ふ
る
す

お
ろ
す

第

段

第
　
四
　
段

下 サ 下 サ 下サ 下サ 下サ

う
ゑ
さ
す
る

を
ら
す

る

わ
す
れさ

す
る

き
ら
す

る

お
ろ
さ
す

る

第
　
五
　
段

下 ラ 下 ラ 下 ラ

を

ら

る

ゝ

わ
す
ら
る

ゝ

き

ら

る

ゝ

第

段

下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ 下 ラ

を

ら

る

ゝ

わ
す
ら
る

ゝ

き

ら

る

ゝ

ゆ
る
さ

る

ゝ

ふ
る
さ
る
ゝ

お
ろ
さ
る

ゝ
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○
上
下
対
置
語

（初
め
か
ら
二
丁
分
）

○
同
行
に
て
自
他
の
わ
か
る
ゝ
例

加
行
四
段
活
詞

し
り
そ
く

た

ひ
ら
く

同
下
二
段
活
詞

し
り
そ
く
る

た
ひ
ら
く

る

（
４６
　
「
ヤ

一

お
び
ゆ
る
」
は

「
ヤ
下
　
お
び
ゆ
る
」
が
正
し
い
）
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っ
ゝ
く

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

つ
ゝ
く

る

の
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
く

る

や
は
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

は
ら
く

る

（２
）

右
上
な
る
は
物

の
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な
る

ハ
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

加
行
下
三
段
活
詞
　
　
　
　
　
　
同
四
段
活
詞

く
た
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
た
く

と

く

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

く

ぬ
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
く

は
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く

や
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
く

是
は
上
な
る
と
か

へ
さ
ま
に
て
下
二
段
活
の
方
も
の
ゝ
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
四
段
活
の
方
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

佐
行
四
段
活
詞
　
　
　
　
　
　
　
同
下
三
段
活
詞

ふ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
す
る

右
上
な
る
ハ
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

多
行
四
段
活
詞
　
　
　
　
　
　
　
同
下
三
段
活
詞

そ
た
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
た
つ
る

た
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

つ
る

右
上
な
る
は
物

の
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り
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波
行
四
段
活
詞
　
　
　
　
　
　
　
同
下
三
段
活
詞

た
が
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
ふ
る

ち
が
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
が
ふ
る

つ
ど
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ど
ふ
る

と
ゝ
の
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ゝ
の
ふ
る

な
ら
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
ぶ
る

右
上
な
る
は
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
ハ
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

波
行
中
二
段
活
詞
　
　
　
　
　
　
同
下
三
段
活
詞

の
ぶ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぶ
る

右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
し
か
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は
も
の
を
し
か
す
る
を
い
ふ
こ
と
ハ
な
り
さ
て
か
く
と
も
に
の
ふ
る
と

挙
て
は
ま
き
ら
は
じ
け
な
れ
と
す
わ
り
た
る
こ
と
は
に
て
あ
く
る
か
す

へ
て
の
例
な
れ
は
な
り

　

　

（十

一
ウ
～
十
三
オ
）

以
下
、
六
段
図

。
上
下
対
置
語

。
意
義
規
定
、
こ
の
三
者
と
そ
の
関
係
に
よ

っ
て
春
庭
の
自
他
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

〓
一

『詞
通
路
』
の
自
他
、
批
判

０
　
権
田
直
助

「自
他
語
格
捷
見
図
」

春
庭
の
『詞
通
路
』
「詞
の
自
他
の
事
」
の
六
段
図
に
は
、
第

一
段
に
二
つ
の
意
義
規
定
が
あ
っ
て
計
七
つ
の
意
義
規
定
と
な
る
が
、
こ

の
七
つ
の
意
義
規
定
に
則
し
て
七
段
の
図
と
し
た
の
が
権
田
直
助
の

『語
学
自
在
』
に
見
え
る

「自
他
語
格
捷
見
図
」
で
あ
る
。　
一
部
を

次
に
示
す
。
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①
自
と
他
と
の
詞
の
格
は
も
、
語
の
学
び

一
通
り
学
得
た
ら
む
う

へ
な
ら
で
ハ
、
学
び
難
き
事
な
れ
ど
も
、
図

が
ィ
ギ
な
れ
ば
、

に
出
す
。

そ
だ

つ
多
行
四
段

佐
行
四
段

や

ハ
ら
ぐ

の
く

つ

ゞ

′
ヽ

た
ひ
ら
ぐ

そ
む
く

し
り

ぞ
く

加
行
四
段

お
の
づ
か
ら

然
る

ふ
す

の

く
み
づ
か
ら

然
す
る

そ
だ

つ
る

同
下
三
段

ふ
す

る
同
下
三
段

や

ハ
ら
ぐ
る

の
く

る

つ
ゞ
く

る

た

ひ
ら
ぐ

る

そ
む
く

る

し
り
ぞ
く
る

同
下
三
段

物
を
然
す
る

そ
だ

ヽ
す

る

令
ふ
さ
す
る

や

ハ
ら
が
す
る

の
か
す
る

つ
ゞ
か
す
る

た
ひ
ら
が
す
る

そ
む
か
す
る

し
り
ぞ
か
す
る

〈
「

他
に
然
す
る

そ
だ
て
さ
す
る

〈
「

ふ
せ
さ
す
る

〈「

や

ハ
ら
げさ

す
る

の
け
さ
す
る

つ
ゞ
け
さ
す
る

た
ひ
ら
げさ

す
る

そ
む
け
さ
す
る

（
マ
マ
）

し
り
ぞ
かさ

す
る

他

に
然
せ
さ

す
る

そ
だ

ゝ
る

ゝ

被
ふ
さ
る

ゝ

被
や
ハ
ら
が
る
ゝ

の
か
る
ゝ

つ
ゞ
か
る
ゝ

そ
む
か
る
ゝ

し
り
ぞ
か
る
ゝ

被

お
の
づ
か
ら

然
せ
ら
る
ゝ

そ
だ

て
ら

る

ゝ

被
ふ
せ
ら
る
ゝ

被

や

ハ
ら
げら

る

ゝ

の
け
ら

る

ゝ

つ
ゞ
け
ら
る

ゝ

た
ひ
ら
げ
ら
る

そ
む
け
ら
る

ゝ

し

り

ぞ

けら

る

ゝ

被

他
に
然
せ
ら

２
つ

ゝ

（省
　
略
）

ン
」

ゝ

第
　
一　
段

第

段

第

段

第
　
四
　
段

第
　
五
　
段

第
　
一ハ
　
段

第
　
七
　
段
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此
等
の
外
、
限
り
な
く
多
く
又
自
他
の
わ
か
る
べ
き
さ
ま
に
、
活
き
ハ
異
り
な
が
ら
、
同
じ
意
な
る
も
彼
是
あ
り
。
す
べ
て

詞
の
通
路
を
見
、
ま
た
、
准

へ
て
も
知
る
べ
し

右
の
図
は
、
詞
の
通
路
に
と
り
、
自
他
ハ
、
自
、
思
得
た
る
事
ど
も
を
も
、
取
り
加

へ
て
分
て
り
。
さ
る
故
に
、
普
通
に
い
ふ
も
の

と
異
な
り
。
抑
、
此
の
図
、
第

一
段
第
二
段
の
詞

ハ
、
第
四
段
第
六
段
に
う
つ
り
、
第
二
段
の
詞

ハ
、
第
五
段
第
七
段
に
う
つ
り
て
、

其
の
用
き
を
な
す
こ
と
、
図
中
貫
通
り
て
、
少
も
違
ふ
こ
と
な
し
。
こ
れ
を
言
葉
の
幸
と
ハ
い
ふ
な
り
。
心
を
深
め
て
見
る
べ
し
。

初
学
の
と
も
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
十
四
～
五
十
六
ぺ
）

言
う
よ
う
に
こ
の
図
は
春
庭
の
六
段
図
に
倣
っ
た
も
の
で
、
六
段
図
第

一
段
の
二
つ
の
意
義
規
定

「
お
の
つ
か
ら
然
る
、
み
つ
か
ら
然

す
る
」
を
分
け
て
二
つ
の
段
に
し
て
計
七
段
の
図
と
し
、
規
則
的
に
第

一
二
一段
の

「す
、
さ
す
」
派
生
形
が
第
四
段
、
「
る
、
ら
る
」
派

生
形
が
第
六
段
、
第
二
段
の

「
す
、
さ
す
」
派
生
形
が
第
五
段
、
「
る
、
ら
る
」
派
生
形
が
第
七
段
と
す
る
。
後
者
に
は
必
ず
し
も
そ
う
な

ら
な
い
語
も
あ

っ
て
語
の
意
味

。
用
法
も
考
慮
し
て
い
る
面
は
あ
る
が
、
概
し
て
機
械
的
に
規
則
化
す
る
点
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
図
に

は
語
基

一
四
六
、
総
語
形
数
七

一
五
が
載
る
。
春
庭
の
六
段
図
が
六
〇
語
基
、
二
一
四
語
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
か
な
り
多
い
。
春
庭
の

六
段
図
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

②
　
黒
河
春
村

『活
語
四
等
辮
』

黒
河
春
村

（寛
政
十

一
年

〈
一
七
九
九
〉
～
慶
応
二
年

〈
一
八
六
六
こ

の

『活
語
四
等
耕
』
（表
題

「用
字
活
用
考
　
附
　
活
語
四
等

排
」
。
「活
語
四
等
耕
」
「用
字
活
用
考
」
の
順
に
載
る
。
）
の
冒
頭
に
春
庭
の
六
段
図
に
類
似
す
る
図
が
あ
る
。

②
活
語
の
大
略
四
等
の
差
別
あ
り
其
第

一
等
ハ
然
る
詞
第
二
等

ハ
然
す
る
詞
第
二
等
ハ
然
せ
さ
す
る
詞
第
四
等

ハ
然
せ
ら
る
ゝ
詞
と
云

【此
四
等
殊
に
階
級
あ
る
に
も
あ
ら
ね
ハ
四
種
と
云
は
む
方
宜
し
か
ら
め
と
詞
八
衛
に
四
種
の
活
と
云
ふ
名
目
あ
る
か
上
に
鈴
木
膿
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の
言
語
四
種
論
と
云
書
さ
へ
有
り
て
其
れ
も
此
れ
も
同
名
な
ら
む
ハ
紛

ハ
し
か
る
べ
け
れ
ハ
わ
さ
と
四
等
と
称
か
へ
た
る
な
り
但
彼

八
衛
の
四
種

ハ
四
段

一
段
中
二
段
下
三
段
の
活
用
詞
四
種
論
に
云
所

ハ
然
詞
形
状
作
用
テ
ニ
ヲ
ハ
の
四
種
に
て
同
名
な
か
ら
其
趣
意

ハ
い
た
く
別
な
り
】
諸
の
詞

つ
か
ひ
に
此
四
等
の
差
別
あ
る
事
を
能
く
思
得
さ
ら
む
ほ
と
ハ
活
語
の
学

ハ
了
解
か
た
し
但
此
四
等
の

う
ち
第
二
等
に
さ
行
四
段
の
活
詞
あ
り
て
第
二
等

【
さ
行
下
二
段
】
に
紛

ハ
し
き
詞
多
し

【仮
令
あ
そ
は
す
　
う
つ
ろ
は
す
　
か
よ

は
す
　
く
ゆ
ら
す
　
の
類

ハ
さ
行
四
段
の
活
に
て
第
二
等
に
属
詞
な
る
を
あ
そ
は
す
る
　
う
つ
ろ
は
す
る
　
か
よ
は
す
る
　
く
ゆ
ら

す
る
の
類

ハ
さ
行
下
三
段
の
活
に
て
第
二
等
の
所
属
な
る
か
如
し
】
こ
れ
を
た
に
よ
く
解
得
れ
ハ
其
余

ハ
次
の
図
を
見
む
の
み
に
て

総

へ
て
た
や
す
く
意
得
ら
る
へ
し
と
に
か
く
に
惑

ハ
し
き
ハ
さ
行
四
段
下
三
段
の
二
方
に
活
く
詞
と
も
な
れ
ハ
今
此
事
を
宗
と
徴
し

て
言
葉
の
花
の
山
口
に
入
立

つ
初
学
の
道
じ
る
へ
せ
む
と
す

四
種
活
用
混
雑

鴎
　
　
な
ら
は
す

鵬
　
　
あ
そ
ば
す

さ下
　
”がい
け錦る

卜
　
　
と
か
す
る

穣
　
　
な
ら
は
す
る

さ
下
　社
てゝ討
％
る

磯
　
　
あ
そ
ば
す
る

さ
行
下
三
段

ら下
　
”がい
」
るゝ
ゝ

ヽ

　

　

と

か

る

ゝ

私
　
　
な
ら
は
る
ゝ

ヽ
　
　
あ
そ
ば
る
ゝ

ら
行
下
三
段



け
幽
　ぃゎる　　漬

強四
　
潰ヽ
っる　．隔

移
　
　
み
だ
る
　ゝ
乱

性
　
お
つる
　
落

（
マ
マ
）

一ら
　
　
み
る
　
　
　
見

さ
四
　
ひ
た
す

た
下
　
ひ
つ
る

た
下
　
へ
だ
つ
る

さ
四
　
み
だ
す

ら
四
　
み
だ
る

恥
　
　
お
と
す

確
　
　
み
す
る

確　　中綺一”機

磯　　一漱ゝてゝ】撃“

さ下
　あけいけ稲

ヽ
　
　
お
と
さ
す
る

さ下
　あい討ちる

秘　　中綺一機一

ら下
　あ蔵い秘
お

ヽ

　
　
お
と
さ

る

ゝ

移　　一け警攀めい

ら下
　赫』粥る、ゝ
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是
を
四
等
の
差
別
と
云
ふ
万
の
活
詞
に
ハ
凡
へ
て
此
差
別
あ
る
事
准

へ
て
意
得

へ
し

【図
中
に
載
す
る
詞
と
も
の
中
ひ
つ
と
ひ
た
る

の
如
き
同
意
異
行
の
活
詞
　
初
学
輩
解
し
か
て
な
る
へ
し
此
類

ハ
我
か
詞
格
用
例
を
披
見
て
知
る
へ
し
】
但
此
図

ハ
今
始
め
て
作
出

た
る
に
ハ
非
す
詞
通
路
に
自
他
六
段
の
詞
と
て
見
え
た
る
に
拠
れ
り
然
れ
と
も
其
通
路
に
此
を
六
段
に
分
て
る
を
見
る
に
二
三
四
等

う
ち
混
し
て
わ
い
た
め
難
き
条
々
も
見
ゆ
れ
ハ
今
斯
く
四
等
に
改
め
た
る
な
り
さ
れ
ハ
彼
書
に
ハ
第

一
段

【
お
の
つ
か
ら
然
る
　
み

つ
か
ら
然
す
る
】
と
有
る
を
今

ハ
第

一
等
然
る
詞
と
し
彼
第
二
段
物
を
然
す
る
第
二
段
他
に
然
す
る
の
二
段
を
愛
に
ハ
第
二
等
然
す

る
詞
と
し
彼
第
四
段
他
に
然
さ
す
る
を
第
二
等
然
せ
さ
す
る
詞
と
云
ひ
第
五
六
段
【
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
　
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
】

を
合
せ
て
第
四
等
然
せ
ら
る
ゝ
詞
と
し
た
り
猶
通
路
を
も
見
合
せ
て
知
る
へ
し
さ
て
既
に
云

へ
る
如
く

（こ
こ
で
終
わ
る
）

０
　
山
田
孝
雄
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『詞
八
衛
』
を

「用
言
の
活
用
に
か
く
の
如
く
簡
単
に
し
て
し
か
も
井
然
た
る

一
定
の
規
律
の
存
す
る
こ
と
を
概
括
的
法
則
を
た
て
ゝ

明
確
に
示
し
た
る
は
実
に
本
書
を
以
て
は
じ
め
と
す
。
…
…
…
。
用
言
の
研
究
は
こ
こ
に
到
り
て
は
じ
め
て
完
成
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し

（５
）

た
る
も
の
に
し
て
永
く
後
世
の
典
拠
と
な
れ
り
。

」
（六
六
六
ぺ
）
と
絶
賛
し
た
山
田
孝
雄
も
、
『詞
通
路
』
に
対
し
て
は

「動
詞
の
自
他
の

研
究
は
活
用
の
種
類
に
よ
り
て
そ
の
上
に

一
定
の
規
律
を
得
む
と
企
て
た
る
如
く
な
れ
ど
、
十
分
の
成
績
を
あ
ぐ
る
こ
と
を
得
ざ
り
し
も

の
な
れ
ば
、
要
す
る
に
、
失
敗
に
終
り
し
も
の
と
評
す
べ
し
。

」
（六
七
二
ぺ
）
と
否
定
的
で
あ
る
。
こ
う
結
論
す
る
山
田
の
考
究
の
過
程

は
詳
細
、
か
っ
論
理
的
で
あ
る
が
、
概
略
そ
の
過
程
を
辿

っ
て
み
る
。
引
用
は
、
『日
本
文
法
論
』
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

主
と
し
て

『日
本
文
法
学
概
論
』
に
よ
る
。

山
田
は
本
居
春
庭
の

「
六
段
図
」
、
権
田
直
助
の

「七
段
図
」
を
挙
げ

「
一
見
す
れ
ば
そ
の
分
類
は
頗
る
精
密
な
る
が
如
し
。
然
れ
ど
も

其
の
説
く
所
果
た
し
て

一
点
の
疑
惑
を
も
挿
ま
し
め
ざ
る
も
の
な
る
か
。
第

一
に
問
ふ
べ
き
は
こ
の
六
種
若
し
く
は
七
種
は
如
何
な
る
順

序
を
経
て
別
れ
た
る
も
の
な
る
か
と
い
ふ
こ
と
な
り
。
然
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
書
に
は
そ
の
分
釈
の
原
理
を
示
す
こ
と
な
し
。
こ
の
故
に
今

其
の
名
目
の
間
に
矛
盾
を
有
す
る
こ
と
な
き
か
否
か
を
検
し
て
其
の
分
類
の
妥
当
な
る
か
否
か
を
決
せ
む
。

」
（二
三

一
ぺ
）
と
し
て
、

③
先
づ
第

一
に

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
は
二
様
の
義
に
解
せ
ら
る
。
即
ち

一
方
よ
り
い
へ
ば
、
み
づ
か
ら
の
み
の
然
す
る
こ
と
な
る
べ

く
、
他
方
よ
り
い
へ
ば
、
所
謂

「物
を
然
す
る
」
も

「他
に
然
す
る
」
も
皆
み
づ
か
ら
然
す
る
に
あ
ら
ず
や
。
次
に
又

「物
を
然
す

る
」
「他
に
然
す
る
」
の
差
別
は
如
何
。
「物
」
と

「他
」
と
は
異
か
同
か
。
之
を
明
か
に
せ
ざ
る
時
は
混
乱
す
る
恐
な
き
か
。
な
ほ

そ
れ
よ
り
も
根
本
の
問
題
た
る
べ
き
自
他
と
は
如
何
な
る
義
か
。
自
と
は
「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
の
「
お

の
づ
か
ら
」
及
び

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
の

「
み
づ
か
ら
」
の
意
な
る
か
。
他
と
は

「他
に
然
す
る
」
「他
に
然
せ
さ
す
る
」
「他
に

然
せ
ら
る
ゝ
」
の
義
な
る
か
。
然
り
と
せ
ば

「物
を
然
す
る
」
は
自
な
る
か
、
他
な
る
か
、
は
た
自
他
の
外
な
る
か
。
か
く
て
自
を

以
て
「
お
の
づ
か
ら
」
「
み
づ
か
ら
」
の
義
と
せ
ば
、
七
名
目
み
な
自
と
い
ひ
て
も
不
可
な
き
に
あ
ら
ず
や
。
又
若
し
自
他
を
単
に
「他
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に
」
と
い
ふ
語
の
有
無
に
あ
ら
ず
し
て
自
他
が
発
動
の
主
た
る
場
合
の
区
別
と
せ
ば
、
次
の
如
き
分
類
と
な
る
べ
し
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は

「
お
の
づ
か
ら
」
の
二
種
は
自
他
以
外
に
あ
る
も
の
と
な
る
べ
し
。

他
‥
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
三

一
～
二
三
二
ぺ
）

と
、
「
六
段
図
」
の
分
類
の
不
合
理
性
を
指
摘
し
、
「
と
に
か
く
に
吾
人
は
こ
の
自
他
の
六
段
七
段
に
つ
き
て
は

一
定
の
理
路
を
さ
ぐ
る
に

困
却
せ
り
」
と
言
う
。
山
田
は
そ
し
て
、
こ
の
混
乱
は

「複
語
尾
の
分
出
せ
る
場
合
を
も
自
他
に
混
用
し
て
説
き
た
る
に
存
す
る
も
の
ゝ

如
し
」
と
し
て
、
次
に

「複
語
尾
の
分
出
せ
る
部
分
を
除
き
」
「本
来
の
動
詞
を
求
む
」
る
作
業
を
す
る

（二
三
二
～
二
三
四
ぺ
）
。
例
え

ば
、
「
き
か
す
る
」
の

「き
く
」
は

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
詞
、
「き
こ
え
さ
す
る
」
の

「
き
こ
ゆ
る
」
は

「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
詞
、
「
に

が
さ
す
る
」
の

「
に
が
す
」
は

「物
を
然
す
る
」
詞
、
「
に
げ
ら
る
ゝ
」
の

「
に
ぐ
る
」
は

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
詞
、
「
に
が
さ
る
ゝ
」

の

「
に
が
す
」
は

「物
を
然
す
る
」
詞
と
な
っ
て
、
「通
路
に
て
は
二
段
、
語
学
自
在
に
て
は
三
段
に
そ
の
本
来
の
区
別
の
存
す
る
」
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の

「
二
種
三
種
の
区
別
は
果
た
し
て
論
理
上
妥
当
な
り
や
」
と
改
め
て
疑
間
を
提
出
し
て
、

④
か
く
複
語
尾
の
分
出
せ
る
も
の
を
き
り
離
し
て
考
ふ
る
と
き
に
、
こ
ゝ
に
問
題
と
な
る
も
の
は
、

お
の
づ
か
ら
然
る

み
づ
か
ら
然
す
る

物
を
然
す
る
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の
三
に
止
ま
り
、
こ
ゝ
に

「他
に
云
々
」
と
い
ふ
こ
と
全
く
な
し
と
い
ふ
奇
観
あ
り
。

こ
こ
に
自
他
と
い
へ
る
は
動
詞
の

含
〓
西

～
壬

一五

ё

本
幹
の
活
用
と
複
語
尾
の
分
出
せ
る
も
の
と
の
対
比
を
さ
す
に
似
た
り
と
も
考

へ
ら
る
。

と
言
う
。
そ
し
て
、

⑤
お
も
ふ
に
旧
来
の
自
他
論
者
の
弊
の
第

一
は
自
他
を
必
対
偶
あ
る
べ
き
も
の
と
せ
る
こ
と
な
り
。
こ
の
故
に
其
の
自
他
の
研
究
に
関

す
る
常
套
語
と
い
ふ
べ
き
も
の
は
必
ず

「自
他
の
わ
か
る
ゝ
格
」
「自
他
の
わ
か
る
ゝ
さ
ま
」
な
ど
な
り
。
か
ゝ
る
思
想
を
以
て
自
他

を
研
究
す
る
が
故
に
、
如
何
な
る
語
に
も

一
方
に
自
あ
れ
ば
、
必
之
に
対
す
る
他
を
求
め
ず
は
や
ま
ず
。
他
あ
れ
ば
自
を
対
せ
し
め

ず
は
や
ま
ず
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
〓
一五
ぺ
）

と
し
、
か
く
て
山
田
は

「
か
く
二
段
三
段
に
分
類
し
て
そ
れ
が
果
し
て
合
理
的
な
り
や
。
よ
し
合
理
的
な
ら
ず
と
し
て
も
文
法
学
上
何
の

必
要
あ
り
や
。
よ
し
又
文
法
学
上
必
要
な
し
と
し
て
も
そ
れ
を
吾
人
が
如
何
に
し
て
文
法
学
上
認
識
し
う
べ
き
か
。
た
ゞ
思
想
上
面
白
し

と
い
ふ
が
如
き
は
文
法
学
の
関
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
含
〓
量
ハ
ペ
）
と
ま
で
言
い
切
る
。

山
田
の

『日
本
文
法
学
概
論
』
に
お
け
る

『詞
通
路
』
翌
ハ
段
図
」
批
判
は
こ
れ
で
終
る
の
だ
が
、
六
段
図
各
段
の
関
係
を
第

一
～
三
段

の
単
純
形
と
第
四
～
六
段
の
派
生
形
の
関
係
と
し
て
捉
え
る
こ
と
、
引
用
⑤
に
い
う

「自
他
を
必
対
偶
あ
る
べ
き
も
の
と
せ
る
こ
と
」
に

対
す
る
批
判
な
ど
、
こ
こ
に
は
聞
く
べ
き
も
の
が
あ

っ
て
、
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
春
庭
の
自
他
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
引
用
⑤

に
よ
れ
ば
自
他
二
分
と
は
考
え
て
い
な
い
か
の
よ
う
だ
が
、
お
そ
ら
く
山
田
自
身
も

″自

ｏ
他
″
を
二
者
対
立
す
る
概
念
と
し
て
捉
え
、

そ
れ
が
文
法
学
に
叶
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
″自
他
〃
を
六
つ
に
分
け
、
七
つ
に
分
け
、
あ
る
い
は

二
つ
に
分
け
る
な
ど
は
極
め
て
非
文
法
的
な
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

０
　
小
林
好
日



（８
）

小
林
の
自
他
に
つ
い
て
は
前
節
に
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
は
同
じ

『国
語
国
文
法
要
義
』
に
よ
っ
て
春
庭
の
自
他
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
。

「春
庭
は
自
他
の
形
式
を
六
種
に
分
け
た
。

」
と
し
て
六
段
図

（
一
部
）
を
挙
げ
、

⑥
こ
の
分
類
は
い
は
ゆ
る
混
清
分
類
で
あ
る
。
２

）
自
ら
然
す
る
、
お
の
づ
か
ら
然
る
動
作
、
含
こ

物
を
然
す
る
動
作
が
根
本
の
分

類
で
、
貧
こ

他
に
然
す
る
、
（四
）
他
に
然
さ
す
る
、
（五
）
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
、
（六
）
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
動
作
は
第
二
次

の
分
類
で
あ
る
。

黒
川
春
村
が

『活
語
四
等
弁
』
に

第

一
等
　
　
　
然
る
詞

第
二
等
　
　
　
然
す
る
詞

第
二
等
　
　
　
し
か
さ
す
る
詞

第
四
等
　
　
　
し
か
せ
ら
る
ゝ
詞

の
四
等
と
し
た
の
は
こ
れ
の
整
理
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
混
清
分
類
た
る
難
は
尚
免
れ
る
を
得
な
か
つ
た
。
も
し
之
を
系

統
的
に
分
類
す
れ
ば
、

（９
）

（例

た
つ
）

他
に
然
さ
す
る
動
作

（例
…
…
…
…
…
た
ゝ
す
）

他
に
然
せ
ら
る
ゝ
動
作

（例
…
…
…
た
ゝ
る
ゝ
）

他
に
然
さ
す
る
動
作

（例
…
…
…
た
て
さ
す
る
）

他
に
然
せ
ら
る
ゝ
動
作

（例
…
…
た
て
ら
る
ゝ
）

作

（例
…
…
た
つ
る
）
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す あ 動
動 ら 詞
作 は の

然   然
す   る
る  動
動   作

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
の

「根
本
の
分
類
」
と

「第
二
次
の
分
類
」

（二
〇
九
～
二

一
〇
ぺ
）

に
は
山
田
と
通
じ
る
考
え
が
見
ら
れ
る
。
″自
ｏ他
″
を
対
立
す
る
二
つ
の
概
念
と
す
る
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と
、
そ
の
下
位
分
類
が
六
つ
と
い
う
春
庭
の

「
六
段
図
」
は
極
め
て
不
自
然
な
分
類
で
あ
っ
て
、
四
分
類
あ
る
い
は
八
分
類
と
い
う
の
が

自
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
勿
論
こ
れ
は
自
他
三
分
類
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ

っ
て
、
春
庭
に
と
っ
て
は
、
た
だ

「自
他
の
詞
六
に
わ

か
れ
」
（四
オ
）
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
春
庭
の
自
他
は
、
そ
れ
を
二
者
対
立
す
る
も
の
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
真
意
を
把

握
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

０
　
佐
久
間
　
鼎

佐
久
間
は

『現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
』
に
お
い
て
、

⑦
動
詞
に
つ
い
て
「自
他
」
の
別
を
説
い
た
最
初
の
系
統
的
な
考
察
は
、
本
居
春
庭
の
『詞
の
通
路
』
（文
政
十

一
年
１
８
２
８
、
三
巻
）

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
い
わ
ゆ
る

「活
語
の
自
他
」
に
つ
い
て
の
所
説
は
、
と
に
か
く
後
の
研
究
者
に
対
し
て
大
き
な
示
唆
を
与

え
た
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
―
―

一
、
お
の
ず
か
ら
然
る

　
　
　
　
　
　
退
く
　
　
　
　
　
逃
る
　
　
　
　
　
聞
ゆ
る

み
ず
か
ら
然
す
る

二
、
物
を
然
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
退
く
る
　
　
　
　
逃
が
す
　
　
　
　
き
く

三
、
他
に
然
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
　
　
　
　
　
―
―
　
　
　
　
　
き
か
す
る

四
、
他
に
然
さ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
退
か
す
る
　
　
　
逃
さ
す
る
　
　
　
き
こ
え
さ
す
る

五
、
お
の
ず
か
ら
然
せ
ら
る
る
　
　
　
退
か
る
る
　
　
　
逃
げ
ら
る
る
　
　
き
か
る
る

六
、
他
に
然
せ
ら
る
る
　
　
　
　
　
　
退
け
ら
る
る
　
　
逃
が
さ
る
る
　
　
き
か
る
る

こ
の
分
類
は
、
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
分
類
原
理
に
お
い
て
交
錯
が
あ
る
の
で
、
「混
清
分
類
」
と
な
っ
て
い
て
、
妥
当
で
な
い
と
批
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判
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
、
動
詞
の
あ
ら
わ
す
動
作
が
動
作
す
る
者
で
あ
る
自
分
だ
け
か
、
物
に
も
関
係
す
る
か
、
ま
た
他
人
に
も
関

係
す
る
か
と
い
う
三
角
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
、
動
作
の
及
ぶ
範
囲
の
種
々
相
を
見
た
も
の
と
す
れ
ば
、　
一
応
そ
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
が
わ
か
り
ま
す
。
今
日
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
動
詞
の
自
動
。他
動
の
分
類
と
し
て
は
、
２

）
と

（二
）
と
そ
れ
か
ら
場
合
に
よ

っ
て
そ
の
他
の
も
の
が
関
係
す
る
の
で
す
が
、
大
体

（
一
）
と

（二
）
以
外
の
も
の
は
、
根
本
的
な
分
類
に
関
す
る
の
で
は
な
く
て
、

第
二
次
の
分
類
に
関
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
う
い
う
風
に
批
判
す
る
の
は
、
今
日
の
語
法
の
考
え
方
で
は
当
然
な
の
で
し
ょ
う
。
春
庭
が
今
日
の
語
法
で
説
い
て
い
る
よ
う
に

は
考
え
な
か
っ
た
の
も
、
ま
た

一
方
か
ら
は
当
然
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
２

一
四
～

一
一
五
ぺ
）

と
い
う
。
こ
こ
に
は
春
庭
の
自
他
を
考
え
る
上
で
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。

０
　
時
枝
誠
記

時
枝
の

『詞
通
路
』
に
つ
い
て
の
記
述
は
少
な
い
し
、
自

（動
詞
）
他

（動
詞
）
に
結
び
付
け
て
の
記
述
も
な
い
が
、
春
庭
の
自
他
に

と
っ
て
重
要
な
発
言
が

『国
語
学
史
』
に
あ
る
。

③
詞
の
通
路
の
中
、
詞
の
自
他
の
事
の
条
は
、
こ
の
活
用
の
移
動
に
よ
る
意
味
の
相
違
を
自
他
の
概
念
を
以
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

春
庭
は
、
用
言
の
派
生
語

（お
ど
ろ
く
、
お
ど
ろ
か
す
、
お
ど
ろ
か
る
等
）
に
あ
ら
は
れ
た
活
用
の
移
動
を
自
他
六
段
の
名
称
を
以

て
識
別
し
た
。
後
世
、
受
身
、
可
能
、
使
役
等
の
助
動
詞
と
し
て
分
離
さ
れ
た
も
の
が
、
春
庭
に
お
い
て
は
活
用
の
特
殊
な
る
語
尾

と
し
て
説
か
れ
て
居
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

七
三
ぺ
）

六
分
類
の

「六
段
図
」
や
、
多
様
な
活
用
型
の
語
が
多
様
な
意
義
規
定
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
自
他
上
下
対
置
語
に
お
い
て
、
時
枝
の

右
の

「活
用
の
移
動
を
自
他
六
段
の
名
称
を
以
て
識
別
し
た
」
は
的
確
な
指
摘
で
あ
る
。
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321注

対
応
す
る
も
の
と
し
て
上
下
三
段
に
書
く

一
対
の
語
を

〈
上
下
対
置
語
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

六
段
図
、
お
よ
び
上
下
対
置
語
に
言
う

「物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
」
「物
を
然
す
る
」
な
ど
を

〈意
義
規
定
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

権
田
直
助

£
叩学
自
在
』

明
治
十
八
年
成
、
明
治
二
十
七
年
刊
　
近
藤
活
版
所
。
『続
史
籍
集
覧
』
所
収
。
（明
治
二
十
七
年
八
月
再
版
に
よ

る
）。

４
　
黒
河
春
村

『活
語
四
等
耕
』
　

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵

「国
語
学
資
料
集
成
」
六
。文
法

貧
Ｃ
　
昭
和
四
十
八
年
十
月
　
雄

松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版
有
限
会
社
。

５
　
山
田
孝
雄

『国
語
学
史
』
　

昭
和
十
八
年
七
月
　
宝
文
館
出
版
。
（昭
和
四
十
六
年
二
月
復
刻
版
に
よ
る
）
。

６
　
山
田
孝
雄

『日
本
文
法
論
』
　

明
治
四
十

一
年
九
月
　
宝
文
館
。

７
　
山
田
孝
雄

『日
本
文
法
論
概
論
』
　

昭
和
十

一
年
五
月
　
宝
文
館
。
（昭
和
二
十
七
年
六
月
六
版
に
よ
る
）
。

８
　
小
林
好
日

「国
語
国
文
法
要
義
』
　

昭
和
二
年
二
月
　
一示
文
社
。
（昭
和
四
年
三
月
四
版
に
よ
る
）。

９

　

「
た
ゝ
す
」
は

「
た
ゝ
す
る
」
が
正
し
い
。

１０
　
佐
久
間
鼎

『現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
』
改
訂
版

（昭
和
二
十
六
年
九
月
序
、
昭
和
三
十
二
年
二
月
　
恒
星
社
厚
生
閣
）。

１１
　
時
枝
誠
記

『国
語
学
史
』
　

昭
和
十
五
年
十
二
月
第

一
刷
　
岩
波
書
店
。
（昭
和
二
十
七
年
六
月
第
六
刷
に
よ
る
）
。

○
第
二
節
は
、
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。



第
二
章
　
エハ
段
図
と
上
下
対
置
語

第

一
節
　
エハ
段
図

一
　

「初
稿
本
」
紙
背
六
段
図

「詞
通
路
」
関
係
の
資
料
に
見
え
る
六
段
図
は
、
現
在
次
の
五
種
を
数
え
る
。

ア
　
刊
本
の
六
段
図

（↓
第

一
章
第
二
節
二
）

イ
　
成
稿
本
の
六
段
図

ウ
　
初
稿
本
の
六
段
図

工
　

「
こ
と
ば
の
表

（自
他
ご

（「詞
の
表
し

オ
　
初
稿
本
の
表
紙
及
び
裏
表
紙
の
紙
背
の
六
段
図

で
あ
る
。

ア
～
オ
の
六
段
図
の
う
ち
、
「初
稿
本
」
の
紙
背
に
あ
る
六
段
図
は
空
欄
二
行
分
を
含
め
三
〇
行
、
刊
本
六
段
図
で
い
え
ば
後
半
の
部
分

が
残

っ
て
お
り
、
う
ち
九
行
に
朱
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
抹
消
の
意
で
あ
る
。
こ
の
表
は
初
稿
本
六
段
図
の
直
前
に
位
置
す
る
、
そ
の
下

書
き
の
類
で
あ
り
、
「詞
の
表
」
と
の
比
較
に
よ

っ
て
お
そ
ら
く
そ
れ
に
直
接
続
く
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
表
は
初
稿
本
六
段
図
の
四
二
行
日
の

「う
ら
む
る
」
か
ら
最
終
行
ま
で
、
順
序
に
い
さ
さ
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
そ
の

一
九
語
基

に

一
致
し
、
「詞
の
表
」
と
も
類
似
す
る
点
が
あ
る
。
こ
の
六
段
図
を

「詞
の
表
」
と

「初
稿
本
」
の
間
に
置
く
と
、
部
分
的
で
は
あ
る

が
、
「詞
の
表
」
↓
初
稿
本
紙
背
六
段
図
↓
初
稿
本
六
段
図
の
流
れ
が
了
解
で
き
る
。
対
応
す
る

「詞
の
表
」
の
語
と
初
稿
本
六
段
図
・刊

本
六
段
図
の
語
を
並
記
し
、
次
に
示
し
て
お
く
。

○
初
稿
本
紙
背
六
段
図

か
ら
む
る

さ
む
る

さ
む
る

同

と
か
む
る

と
か
む
る

同 せ
む
る

さ
ま
す

さ
ま
す

同 う
ら
む
る

う
ら
む
る

同

と
か
め
さ
す
る

と
か
め
さ
す
る

同 せ
め
さ
す
る

か
ら
め
さ
す
る

さ
め
さ
す
る

さ
め
さ
す
る

同 う
ら
み
さ
す
る

う
ら
み
さ
す
る

同

う
ら
み
ら
る

ゝ

う
ら
み
ら
る

ゝ

同

と
か
め
ら
る

ゝ

と
か
め
ら
る

ゝ

同 せ
め
ら
る
ゝ

か
ら
め
ら
る
ゝ

さ

ま

さ

る

ゝ

さ

ま

さ

る

ゝ

同 う
ら
み
ら
る

ゝ

う
ら
み
ら
る

ゝ

同

6   5   4 3   2
⌒ 刊 初
ナ
じ/  42  42

刊 初

44  44

刊 初

43  43
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9   8
初
　
４６

刊
　
４６

詞
表
２０

初
　
４９

刊 初 詞
表

48  48  1

刊 初 詞
表

47 47 31

刊 初

45  45
×

〔
あ

づ

か

る

〕

あ

つ
か

る

お
ひ
ゆ
る

お
び
ゆ
る

同 み
ゆ
る

み
ゆ
る

み
ゆ
る

同 き
こ
ゆ
る

き
こ
ゆ
る

き

こ
ゆ
る

同 く

ゆ
る

〔
い
る
〕

あ
づ
か
る

あ
づ
か
る

お
ひ
や
か
す

お
び
や
か
す

同 み
る

み
る

み
る

同 き

く

き

く

き

く

同 く
や
す

同 い い
る る

あ
づ
く
る

あ

つ
く
る

あ
づ
く
る

み
す
る

み
す
る

み
す
る

同 き
か
す
る

き
か
す
る

同

あ
づ
け
さ
す
る

み
さ
す
る

み
さ
す
る

み
さ
す
る

き
こ
え
さ
す
る

き
か
す
る

き
こ
え
さ
す
る

同 い
さ
す
る

い
さ
す
る

同

み
ら
る

ゝ

み
ら
る

ゝ

み
ら
る

ゝ

同 き
か
る

ゝ

き
か
る

ゝ

同

あ
づ
け
ら
る

あ

つ
け
ら
る

あ

つ
け
ら
る

お
ひ
や
か
さ
る

お
び
や
か
さ
る

同 み
ら
る

ゝ

み
ら
る

ゝ

み
ら
る
ゝ

同 き
か
る
ゝ

い
ら
る
ゝ

い
ら
る
ゝ

同
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16          15  14
刊 初

52  52
×

干」 な] 言司
表

51  51  19

刊
　
４９

初
　
５３

初
　
５０

詞
表
４７

か
さ
な
る

へ
た

ゝ
る

す
た
る

ンフ
つ
る

う

つ
る

め

く

る

め

ぐ

る

さ

と

る

さ

と

る

た
す
か
る

〔
さ

づ

か

る

〕

さ

つ
か

る

か
さ
ぬ
る

へ
た
つ
る

す

つ
る

す

つ
る

う

つ

す

つ́
つ
す

め
く
ら
す

め
ぐ
ら
す

〔
さ

と

す

〕

さ

と

る

た
す
く
る

さ
づ
か
る

さ
づ
か
る

同 同

さ
と
す

さ
と
す

同 さ
づ
く
る

さ

つ
く
る

さ
づ
く
る

同 同

か
さ
ね
さ
す
る

へ
た
て
さ
す
る

す
て
さ
す
る

す
て
さ
す
る

う

つ
さ
す
る

う

つ
さ
す
る

さ
と
さ
す
る

さ
と
さ
す
る

同 た
す
け
さ
す
る

か
さ
ね
ら
る

ゝ

め

く

ら

さ

る

め

ぐ

ら

さ

る

さ

と

ら

る

ゝ

さ

と

ら

る

ゝ

か
さ
ね
ら
る
ゝ

へ
た
て
ら
る
ゝ

す
て
ら
る

ゝ

す
て
ら
る
ゝ

う

つ
さ
る

ゝ

う

つ
さ
る

ゝ

さ

と

さ

る

ゝ

さ

と

さ

る

ゝ

同 た
す
け
ら
る

ゝ

さ
づ
け
ら
る
ゝ

さ
づ
け
ら
る
ゝ

同 同
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26  25  24              23              22              21

1バ   311尋  111 1働 霧 尋
× V

を

る

ゝ

を

る

ゝ

を

る

ゝ

つ
ぶ
る
ゝ

ふ
る

ゝ

ふ
る

ゝ

ふ
る

ゝ

同 ゆ
る

ゝ

ゆ
る

ゝ

ゆ
る

ゝ

同 お
る

ゝ

お
る

ゝ

お
る

ゝ

同 か
さ
な
る

を

る

を

る

を

る
つ
ぶ
す

ふ
る
す

ふ
る
す

ふ
る
す

同 ゆ
る
す

ゆ
る
す

ゆ
る
す

同 お
ろ
す

お
ろ
す

お
ろ
す

同 か
さ
ぬ
る

を
ら
す
る

を
ら
す
る

を
ら
す
る

つ
ぶ
さ
す
る

お
ろ
さ
す
る

お
ろ
さ
す
る

同 か
さ
ね
さ
す
る

を

ら

る

ゝ

を

ら

る

ゝ

を

ら

る

ゝ

ふ
る
さ
る
ゝ

ふ
る
さ
る

ゝ

ゆ
る
さ
る

ゝ

ゆ
る
さ
る

ゝ

を

ら

る

ゝ

を

ら

る

ゝ

を

ら

る

ゝ

つ
ぶ
さ
る

ふ
る
さ
る

ゝ

ふ
る
さ
る
ゝ

ふ
る
さ
る
ゝ

同 ゆ
る
さ
る

ゝ

ゆ
る
さ
る

ゝ

ゆ
る
さ
る

ゝ

同 お
ろ
さ
る

ゝ

お
ろ
さ
る

ゝ

お
ろ
さ
る

ゝ

同
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29
干」 初    干」 初  詞

表
58  58      57  57  2

刊
　
５９

詞
表
１５

刊 初

60  60

（順
に
番
号
を
付
し
て
お
く
。
　

「詞
表
、
初
、
刊
」
は

「詞
の
表
、
初
稿
本
、
刊
本
」
の
略
。
そ
の
下
の
番
号
は
各
六
段
図
の

行
順
。
　
例
語
を
欠
く
行
に
は
上
欄
に
（ナ
シ
）
を
付
す
。
　

朱
線
に
よ
る
抹
消
の
行
に
は
上
欄
に

×

印
を
付
す
。
　
抹
消
〔　
〕

は
貼
紙
に
よ
る
。
　

「詞
の
表
」
と
初
稿
本
紙
背
六
段
図
と
は
第
五
段
と
第
六
段
と
が
逆
順
、
こ
の
表
で
は
初
稿
本
紙
背
六
段
を

規
準
に
し
て

「詞
の
表
」
の
第
五
段
語
を
第
六
段
に
、
第
六
段
語
を
第
五
段
に
記
入
。
　

「同
」
は
刊
本
の
語
形
が
そ
の
右
の
初

稿
本
の
語
形
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
上
欄
に

「詞
表
」
「初
」
「刊
」
の
無
い
も
の
は
そ
の
六
段
図
に
そ
の
語
基
が
な
い
こ
と
を
示

×

〔
う

ゝ
る

〕

〔
わ

す

る

ゝ
〕

き

る

ゝ

き

る

ゝ

き

る

ゝ

同 と

る

ゝ

と

る

ゝ

同

ンフ

ゝ

ワ０

フゝ

ゝ

ワ０

同 わ
す
る

ゝ

わ
す
る
ゝ

同 き

る

き

る

き

る

同 と

る

と

る
同

と
ら
す

る

う
ゑ
さ
す
る

う
ゑ
さ
す
る

同 わ
す
れ
さ
す
る

わ
す
れ
さ
す
る

同 き
ら
す
る

き
ら
す
る

き
ら
す
る

同 と
ら
す
る

同

わ
す
ら
る

ゝ

わ
す
ら
る

ゝ

同 き

ら

る

ゝ

さ

ら

る

ゝ

と

ら

る

ゝ

と

ら

る

ゝ

同

わ
す
ら
る
ゝ

わ
す
ら
る
ゝ

同 き

ら

る

ゝ

き

ら

る

ゝ

き

ら

る

ゝ

同 と

ら

る

ゝ

と

ら

る

ゝ

同
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す
。
　
上
欄
番
号
の
３
の
位
置
に

「麻
下
三
段
」、
７
に

「也

一
段
」、
８
に

「也
下
三
段
」、
１２
に

「羅
行
四
段
」、
２‐
に

「羅
中

二
段
」、
２５
に

「羅
下
三
段
」、
３０
に

「和
下
二
段
」
と
あ
る
。
）

右
の
表
に
は
、
「詞
の
表
」
。
初
稿
本
紙
背
六
段
図

。
初
稿
本
六
段
図
の
先
後
関
係
を
証
す
る
次
の
よ
う
な
幾
つ
か
の
語
形

・
語
基
の
有

無
が
あ
る
。

番
号
１２

・
・３
の

「詞
表
」

一
段
の
語

「あ
づ
か
る
、
さ
づ
か
る
」
は

「紙
背
」
で
抹
消
さ
れ
二
段
に
移
り

「初
」
以
降
二
段
語
と
な
る
。

「詞
表
」
に
有

っ
て

「紙
背
」
で
抹
消
さ
れ
た
１８

・
２０

。
２７
の
語
基

「捨
、
重
、
取
」
は

「初
」
以
降
六
段
図
に
現
れ
る
こ
と
が
な
い
。

７
●２９
ｏ
３０
の

「紙
背
」

一
段
の
語

「
い
る
、
わ
す
る
ゝ
、
う
ゝ
る
」
は
抹
消
さ
れ
二
段
に
移
り

「初
」
以
降
二
段
語
と
な
る
。

１５
の

「紙

背
」
二
段
の
語

「
さ
と
す
」
は
抹
消
さ
れ
三
段
に
移
り

「初
」
以
降
三
段
語
と
な
る
。
抹
消
さ
れ
た

「紙
背
」
４

●
５

・
８

●
１４

・
・９

・

２５
の
語
基

「絡
、
責
、
悔
、
助
、
隔
、
潰
」
は

「初
」
以
降
六
段
図
に
現
れ
る
こ
と
が
な
い
。

こ
の
こ
と
は

「詞
の
表
」
↓
初
稿
本
紙
背
六
段
図
↓
初
稿
本
六
段
図
の
流
れ
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
初
稿
本
紙
背
の

六
段
図
断
片
以
外
に
も
他
に
別
の
六
段
図
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
ま
だ
知
ら
れ
て
は
い
な
い
。

一
一

「
こ
と
ば

の
表
」

『詞
通
路
』
の
資
料
に

「
こ
と
ば
の
表

（自
他
ご

（以
下
、
「詞
の
表
し

と
称
さ
れ
る
六
段
の
表
が
あ
る

（本
書
資
料
番
号
３
）。
六
段

図
の
最
も
古
い
表
と
思
わ
れ
、
本
居
宣
長
記
念
館
の
資
料
添
付
の
調
査
票
に
よ
れ
ば

「第
二
類
第
二
種
雑
稿

⑥
３

文
書

一
九
五
」
と
整

理
さ
れ
る
も
の
で
、
「標
題
　
ソ」
と
ば
の
表
（自
他
と
と
さ
れ
、
「料
紙
　
美
濃
紙
二
枚
つ
ゞ
き
、
奉
書
紙

一
枚
、
半
切
二
枚
」
の
う
ち
「美

濃
紙
二
枚
つ
ゞ
き
」
の
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
「寸
法
　
一
一七
・
八
×
七
九

。
一
セ
ン
チ
」
の
大
き
さ
で
、
「全
文
又
は
要
旨
」
の
欄
に

コ

、
詞
の
自
他
の
一
覧
表
（み
の
紙
二
枚
つ
ゞ
き
）
、
全
四
十
九
行
、
…
全
集
か
よ
ひ
ぢ
、
五
九
頁
六
〇
頁
に
掲
載
の
一
覧
表
の
原
本
の
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一
と
云
う
べ
き
表
で
あ
る
」
と
あ
る
。

「詞
の
表
」
は
、
他
の
六
段
図
が
六
〇
行

（六
〇
語
基
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
四
九
行

（四
九
語
基
）
の
六
段
図
で
、
他
の
六
段
図
が

罫
紙
に
段
を
ほ
ぼ
等
間
隔
に
区
切

っ
て
あ
る
の
に
対
し
て
こ
れ
は
正
確
な
間
隔
で
は
な
く
、
特
に
行
の
間
隔
は
後
半
か
な
り
狭
く
な

っ
て

乱
れ
て
い
て
、
清
書
し
直
し
た
も
の
で
は
な
い
。
記
入
さ
れ
る
語
基

・
語
形
も
他
の
六
段
図
と
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
次
の
よ
う
で

あ
る

（上
欄
に
私
に
通
し
番
号
を
付
す
）
。

○

「詞
の
表
」

54321

(046策 卜●

S掏策卜Ю
k翠測3“ ζ駒姿

製せ策卜Ю

翠せ策A7J卜 ●

ばν和tO卜 |1部 O
牌甲

理想策中゛マス

ペνOし O卜 |1部 O
理却

●0046策 や0ヾ ス

Jせ匝D

き

る
に
ほ
ふ

を

る

ゝ

・ヽき

ス
υ
ゝ

（Ａ
）

み
ゆ
る

に
ほ

ハ
す

を

る

き

る

み

る

き
す

る

み
す
る

に
ほ

ハ
す
る

を
ら

す

る

き
ら
す
る

み
さ
す
る

を

ら

る

ゝ

き

ら

る

ゝ

Ｔ

）

み
ら

る

ゝ

き

ら

る

ゝ

を

ら

る

ゝ

き

ら

る

ゝ

み
ら
る

ゝ
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23  22  21  20  19  18  17  16  15  14  13  12  11  10  9   8   7   6
0  0                         0

う

ま

る

ゝ

つ
か
ふ
る

し

り

そ

く

あ

つ
か
る

さ

つ
か
る

さ

く
か
る

ゝ

お
と
ろ
く

と

る

ゝ

ち

る

ま
よ
ふ

た

つ

と

く

る

お
も
ふ

よ

む

と

ふ
わ
ら
ふ

つ

′
ヽ

う

む
つ
か
ふ

し

り

そ

く

る

か
ら
す

お
と
ろ
か
す

と

る

ち
ら
す

ま
よ

ハ
す

た

つ
る

と

く

つ
く

る

あ

つ
く

る

さ

つ
く

る

し
り
そ
か
す
る

さ
か
す
る

と
ら
す

る

ま
よ

ハ
す

６
）

た

ヽ
す
る

と
か
す
る

お
も
は
す
る

よ
ま
す

る

と

ハ
す
る

わ
ら

ハ
す
る

つ
か
は
る

ゝ

し

り

そ

け

ら

る

ヽ

あ

つ
け
ら

る

ゝ

と

ら

る

ゝ

ま
よ

ハ
さ
る

ゝ

お
も

は
る

ゝ

と

ハ
る
ゝ

わ
ら

ハ
る

ゝ

お
と
ろ
か
る

ゝ

と

ら

る

ゝ

ま
よ

ハ
る

ゝ

た

ゝ
る

ゝ

と
か
る

ゝ

お
も

ハ
る

ゝ

よ

ま

る

ゝ

と
ハ
る

ゝ

つ
か
る

ヽ



41  40  39  38  37  36  35  34  33  32
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31  30  29  28  27  26  25  24
0     0  0

ふ
す

か

へ
る

も

と

る

お
く

る

」

る

ゝ

ふ
る

ゝ

ゆ
る

ゝ

か

る

ま

つ

き

こ
ゆ
る

じ

る

ゝ

む

く
わ
た

る

そ
む
く

お
も
む
く

た
ま

は
る

さ
そ
ふ

ふ
す
る

〔
か

へ
す

〕

〔も
と
す
〕

お
こ
す

こ
ら
す

ふ
る
す

ゆ
る
す

〔
ま

つ
〕

６

）

き

く

じ

る

む
く
る

お
も
む
く
る

か
へ
す

も

と
す

か

す
わ
た
す

そ
む
く

る

た
ま
ふ

つ
か
は
す

ふ
さ
す
る

か

へ
さ
す

る

も
と
さ
す

る

こ
ら
さ
す

る

ま
た
す

る

き
か
す

る

し
ら
す

る

さ

そ

は

る

ゝ

か

へ
さ
る
ゝ

も

と

さ

る

ゝ

お
こ
さ
る

ゝ

ふ
る
さ
る

ゝ

ゆ
る
さ
る

ゝ

ま
た

る

ゝ

し

ら

る

ゝ

つ
か
は
さ
る

ゝ

か

へ
ら
る

ゝ

も

と

ら

る

ゝ

ま
た
る

ゝ

し

ら

る

ゝ
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49  48  47  46  45  44  43  42

か
さ
な
る

は
ゆ
る

よ

る

ゝ

こ
ほ

る

ゝ

お
る

ゝ

お

つ
る

か
さ
ぬ
る

は
や
す

す

つ
る

よ

る
こ
ほ
す

お
ろ
す

お
と
す

た

の
む

か
さ
ね
さ
す
る

は
や
さ
す

る

す
て
さ
す
る

よ
ら
す

る

こ
ほ
さ
す

る

た

の
む

る

６
）

は
や
さ
る

ゝ

す
て
ら
る

ゝ

よ

ら

る

ゝ

お
ろ
さ
る

ゝ

お
と
さ
る

ゝ

た

の
ま
る

ゝ

た

の
ま
る

ゝ

第
一
段
二
段
ハ
さ
ま
ノ
ぐ
ヽ
の
活
入
ま
し
り
三
段
四
段
左
行
の
下
三
段
の
活
の
み
な
り
五
段
六
段
ハ
羅
行
の
下
三
段
に
か
き
れ
り

（表
中
の
注
　
（Ａ
）
「見
る
」
と
抹
消
し
左
に
「き
る
ゝ
」
と
書
く
。
（Ｂ
）
「き
ら
す
る
」
の
「す
る
」
を
抹
消
し
右
に
「る
ゝ
」

と
書
く
。
（Ｃ
）
右
に
墨
線
を
引
く
。
抹
消
の
意
。
（Ｄ
）
〔　
〕
は
翻
刻
印
刷
上
の
抹
消
の
し
る
し
。
（Ｅ
）
サ
行
下
三
段
と
す
る

第
四
段
唯

一
の
例
外
。
な
お
、

１３

「ま
よ
ふ
」
は
初
稿
本
以
降
の
六
段
図
で
は

「ま
ど
ふ
し

「詞
の
表
」
の
上
欄
に
○
印
を
付
す
語
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
表
で
は
第

一
段
の
語
、
初
稿
本
六
段
図
で
は
第
二
段
若
し
く
は
第
二
段

の
語
に
限
ら
れ
る
。
ｏ
印
は
段
を
移
行
す
る
語
に
付
け
ら
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し

「
き
る

（着
と

に
は
○
印
が
な
く
、
初
稿
本
六

段
図
に
な
い

「
そ
む
く

（背
と

に
も
付
く
。
こ
の
、
段
を
移
行
す
る
語
と
ｏ
印
の
付
く
語
と
の
不

一
致
は
、
他
に
別
の
六
段
図
の
存
在
し

た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
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〓
一　
六
段
図
の
比
較

０

　

「詞
の
表
」
と
の
比
較

「詞
の
表
」
は
、
「刊
本
」
の
六
段
図
が
六
〇
行

盆
ハ
○
語
基
、
初
稿
本
・成
稿
本
の
六
段
図
も
同
じ
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
四
九
行

（四

九
語
基
）
で
あ
る
。
こ
の
四
九
語
基
が

「刊
本
」
の
六
〇
語
基
に
す
べ
て
含
ま
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
同

一
語
基
で
あ
っ

て
も
各
行
各
段
の
語
形
は
必
ず
し
も
同

一
で
は
な
く
、
同

一
語
形
で
も
段
を
異
に
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

「詞
の
表
」
と

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
そ
れ
ぞ
れ
の
六
段
図
、
計
四
つ
の
六
段
図
に
載
る
語
基
と
語
形
を
比
較
す
る
。

語
基
。
「刊
本
」
と

「成
稿
本
」
と
は
全
く
同
じ
六
〇
語
基
、
「成
稿
本
」
と

「初
稿
本
」
と
で
は
三
語
の
交
替
が
あ
る
。
四
九
語
基
の

「詞
の
表
」
と

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
と
の
共
通
語
基
は
二

一
で
、
「初
稿
本
」
に
至
っ
て
半
数
以
上
の
語
が
差
替
え
ら
れ
、
多

く
の
語
が
新
た
に
加
え
ら
れ
、
「詞
の
表
」
か
ら
初
稿
本
六
段
図
に
至
る
ま
で
に
多
く
の
補
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
。

語
形
。
語
基
に
お
い
て
同
種
類

。
同
語
数
で
あ

っ
て
も
、
各
行
各
段
の
語
形
は
必
ず
し
も
同

一
で
は
な
い
。
「刊
本
」
二

一
四
語
形
中
、

「成
稿
本
」
と
の
各
段
別
同

一
語
形
は
二

一
二
。
「成
稿
本
Ｌ

一
一
五
語
形
中
、
「初
稿
本
」
と
の
各
段
別
同

一
語
形
は

一
九
七
。
「初
稿
本
」

二

一
四
語
形
中
、
「詞
の
表
」

一
六
〇
語
形
と
の
各
段
別
同

一
語
形
は
五
九
。
四
本
共
通
の
同

一
語
形
は
五
六
で
あ
る
。

四
つ
の
表
に
共
通
す
る
同

一
語
基
二

一
、
各
段
別
同

一
語
形
五
六
の
う
ち
、
各
段
別
に
す
べ
て
同

一
語
形
の
も
の
は

「を
る
ゝ

（折
ご

（刊
本
六
段
図
番
号
５９
）

一
語
基
で
あ
る
。
他
は
同

一
語
基
な
が
ら
い
ず
れ
か
の
段
に
違
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
各
段
別
異
な
り
語
形
に

し
て
四
七
を
数
え
る
。
今
、
必
要
な
も
の
だ
け
を
次
に
列
挙
す
る
。
（ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
刊
本
の
行
、
漢
数
字
は
刊
本
の
段
、
漢
字
は
語

基
。
右
か
ら
詞
の
表

。
初
稿
本

・
成
稿
本

・
刊
本
の
順
。
○
は
そ
こ
に
語
形
が
な
く
、
日

‐―
□
は
そ
の
資
料
に
そ
の
語
基
が
な
い
こ
と
を

示
す
。
）
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〇
六
段
図
四
種
比
較

１
、
７

●
一
。
着

き

る

○○○
３
、

２‐

。
一
・
待

ま

つ

○○○
５
、

３．

．
一
。
思

お
も
ふ

○○○
７
、

４９

。
一
・
預

あ
づ
か
る

２
、　
７

●
一
一
ｌ
看

○き

る

き

る

き

る

４
、

２．

．
二

・
待

○ま
つ

ま
つ

ま
つ

６
、

３．

．
二

・
思

○お
も
ふ

お
も
ふ

お
も
ふ

８
、

４９

・
二

・
預

○
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○○○
９
、

５‐

．
一
．
授

さ
づ
か
る

○○○
１．
、

３３

ｏ
一
・
仕

つ
か
ふ
る

つ
か
ふ
る

○○
・３
、

・４

。
一
Ｔ

遣

○つ
か
は
す

○○

あ
づ
か
る

あ
づ
か
る

あ
づ
か
る

１０
、

５．

．
二

・
授

○さ
づ
か
る

さ
づ
か
る

さ
づ
か
る

・２
、

３３

・
三

・
仕

○○つ
か
ふ
る

つ
か
ふ
る

‐４
、　

・４

・
〓
一
。
色退

つ
か
は
す

○つ
か
は
す

つ
か
は
す
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・５
、

５０

上

・
借

　

　

　

　

　

　

　

１６
ヽ

５〇

三

・
借

か
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

□

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
る

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
る

・７
、

５３

■

・
賜

　

　

　

　

　

　

　

１８
、

５３

三

。
賜

た
ま
は
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

□

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
は
る

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
は
る

・９
、

５２

上

・
悟

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２０
、

５２

■

Ｔ

悟

□

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

□

さ
と
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
る

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
る

右
の
１
～
２０
の
四
資
料
間
の
異
同
を
ま
と
め
る
と
、

（
ａ
）

「詞
の
表
」
が
第

一
段
、
初
稿
本

。
成
稿
本

・
刊
本
の
六
段
図
が
第
二
段
で
あ
る
語

（五
語
）

着
る
、
待
つ
、
思
ふ
、
預
か
る
、
授
か
る
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（ｂ
）

「詞
の
表
」
が
第

一
段
、
成
稿
本

・
刊
本
が
第
二
段
で
あ
る
語

（二
語
）

借
る
、
賜
は
る

と
な
る
。
他
に
そ
れ
ぞ
れ

一
語
で
あ
る
が
、

（
ｃ
）

「詞
の
表
」
。
初
稿
本
が
第

一
段
、
成
稿
本

・
刊
本
が
第
二
段
で
あ
る
語

‥
…
。
「仕
ふ
る
」

（ｄ
）初
稿
本
が
第
二
段
、
「詞
の
表
」
。
成
稿
本

・
刊
本
が
第
二
段
で
あ
る
語
…
…

退
退
は
す
」

（
ｅ
）初
稿
本
が
第

一
段
、
成
稿
本

・
刊
本
が
第
二
段
で
あ
る
語
…
…

「悟
る
」

が
あ
る
。
（
ｃ
）
の

「仕
ふ
る
」、
（ｄ
）
の

運
退
は
す
」
は
第
二
段
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
、
（
ｅ
）
の

「悟
る
」
は

「詞
の
表
」
に
は
な
い
語

で
あ
る
が
異
同
の
型
と
し
て
は
（
ａ
）
と
同
じ
で
あ
る
。
（ｂ
）
の

「借
る
、
賜
は
る
」
は

「初
稿
本
」
に
そ
の
語
を
欠
く
が
、
仮
に
有

っ
た

と
す
れ
ば
（
ａ
）
と
お
な
じ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
（
ａ
）
。
（ｂ
）
の
七
語
が

「詞
の
表
」
で
第

一
段
の
語
、
そ
の
後
の
六
段
図

で
第
二
段
の
語
と
な
る
語
の
す
べ
て
で
あ
る
。

「詞
の
表
」
第

一
段
の
語
は
右
の
七
語

（
（
ａ
Ｘ
ｂ
）
の
語
。
②
の
Ａ
の
語
）
以
外
に
も
あ
る
。
四
資
料
共
通
語
基
二

一
の
中
に
も

「仕

ふ
る
」
の
ほ
か

一
四
語

（②
の
Ｂ
の
語
）
が
あ
る
。
そ
の

一
四
語
は
例
外
な
く
第
二
段
に
他
の
語
が
存
在
し

「初
稿
本
」
以
降
の
六
段
図

で
も
す
べ
て

「詞
の
表
」
同
様
に
第

一
段
の
語
で
あ
る

（こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
は
後
述
↓
②
）
。

な
お
、
四
資
料
共
通
語
基
は
次
の
二

一
語
基
で
あ
る

（刊
本
六
段
図
の
語
基
順
番
号
を
付
す
）
。

２
驚
、
４
退
、
７
着
、
８
起
、

１４
遣
、

１５
伏
、

２０
立
、

２．
待
、

２２
怖

。
落
、

３．
思
、

３３
仕
、

３４
惑
、

４７
聞
、

４８
見
、

４９
預
、

５‐
授
、

５４
下
、

５５
古
、

５６
許
、

５７
切
、

５４
折

０
　
第

一
段
の
意
義
規
定
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「詞
の
表
」
・
初
稿
本

・
成
稿
本

・
刊
本
の
す
べ
て
の
六
段
図
に
お
い
て
第

一
段
の
語
で
あ
る

一
四
語

（Ｂ
の
語
）
が
第
二
段
に
他
の
語

（形
）
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「詞
の
表
」
第

一
段
の
語
が

「初
稿
本
」
以
降
の
六
段
図
の
第
二
段
の
語
と
な
る
七
語
は
「詞

の
表
」
第
二
段
に
他
に
語

（形
）
を
有
せ
ず
空
欄
に
な

っ
て
い
る
語
で
あ
る
。
同
じ
語

（形
）
が

「詞
の
表
」
で
第

一
段
、
「初
稿
本
」
以

降
の
六
段
図
で
第
二
段
で
あ
る
の
は
何
故
か
。

（
４

）

「詞
の
表
」
と

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
六
段
図
と
の
違
い
は
、
両
者
の
意
義
規
定
を
列
記
す
る
と
、

詞
の
表

第

一
段
　
み
つ
か
ら
然
す
る

第
二
段
　
物
を
然
す
る

／
他
と
い
ふ
へ
き
か

第
二
段
　
他
に
然
す
る

第
四
段
　
他
に
然
さ
す
る

第
五
段
　
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

第
六
段
　
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

初
稿
本

・
成
稿
本

・
刊
本

第

一
段
　
お
の
つ
か
ら
然
る

み
つ
か
ら
然
す
る

第
二
段
　
物
を
然
す
る

第
三
段
　
他
に
然
す
る
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第
四
段
　
他
に
然
さ
す
る

第
五
段
　
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

第
六
段
　
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

と
な
り
、　
一
つ
は
第

一
段
の
意
義
規
定
で
、

「詞
の
表
」
は

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」、

「刊
本
」
等
は

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
、

も
う

一
つ
は
、
第
五
段
と
第
六
段
の
意
義
規
定
が
交
替
し
て
い
て
、

「詞
の
表
」
は
第
五
段

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
、
第
六
段

「
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
、

「刊
本
」
等
は
第
五
段

「
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
、
第
六
段

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
、

で
あ
る
。
後
者
は
後
に
触
れ
る
こ
と
に
し
て
、
今
は

「初
稿
本
」
以
降
の
六
段
図
第

一
段
に

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
が
新
た
に
加
わ
り
、

「詞
の
表
」
第

一
段
の

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
が
そ
こ
で
は
寧
ろ
そ
れ
に
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

の
違
い
は
語

（形
）
の
第

一
段
↓
第
二
段
の
移
行
と
無
縁
で
は
な
い
。

「詞
の
表
」
第

一
段
の
語
が

「初
稿
本
」
以
降
の
六
段
図
第
二
段
に
移
る
語
は
、
次
の
Ａ
の
語
で
あ
る
。
併
せ
て
Ｂ
、
Ｃ
の
語
を
挙
げ

て
お
く
。

Ａ
　
「詞
の
表
」
第

一
段
の
語
で
、
初
稿
本

・
成
稿
本

・
刊
本
の
六
段
図
で
第
二
段
に
移
る
語

（七
語
、
①
の
（
ａ
Ｘ
ｂ
）
の
語
）

着
る
、
待

つ
、
思
ふ
、
預
か
る
、
授
か
る
、
借
る
、
賜
は
る

Ｂ
　
「詞
の
表
」
第

一
段
の
語
で
、
初
稿
本

・
成
稿
本

・
刊
本
の
六
段
図
で
も
第

一
段
の
語

（
一
四
語
）

驚
く
、
退
く
、
起
く
る
、
伏
す
、
立
つ
、
怖
づ
る
、
聞
ゆ
る
、
見
ゆ
る
、
下
る
、

古
る
ゝ
、
許
る
ゝ
、
切
る
ゝ
、
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折
る
ゝ
、
迷
ふ

・
惑
ふ
、

Ｃ
　
「詞
の
表
」
に
無
く
、
初
稿
本

・
成
稿
本

・
刊
本
の
六
段
図
第

一
段
の
語

（三
語
）

痩
す
る
、
寝
る
、
死
ぬ
る

Ａ
及
び
Ｂ
の
語
は

「詞
の
表
」
第

一
段

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
の
語
で
あ

っ
た
が
、
う
ち
Ａ
の
語
は

「初
稿
本
」
以
降
の
六
段
図
で
は

第
二
段

「物
を
然
す
る
」
に
移

っ
た
。
な
ぜ
移
る
こ
と
に
な

っ
た
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
第

一
段
に
新
た
に

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
が

加
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「初
稿
本
」
以
後
、
第

一
段
に

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
規
定
す
る
ほ
う
が
よ
り
適
切
な
語
が
あ
る

と
考
え
る
に
至
り
、
そ
の

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
を
設
け
れ
ば
Ａ
の
語
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
む
し
ろ

「物
を
然
す
る
」
と
規
定

す
る
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

「詞
の
表
」
第

一
段
の
語
が
す
べ
て
新
し
い
意
義
規
定

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
に

相
反
し

「物
を
然
す
る
」
に
相
当
す
る
内
容
の
語
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
依
然
と
し
て

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
に
相
応
す
る
語
も
あ
っ
た

た
め
そ
の
意
義
規
定
は
残
さ
れ
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
は
最
も
自
的
な
語
の
意
義
規
定
で
あ
り
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
↓

「物
を
然
す

る
」
と
、
順
次
他
的
な
語
に
な
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
所
属
す
る
語
に
よ
っ
て
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
別
に
述
べ
る

こ
と
に
す
る

（↓
第
二
節
四
）
。

０

　

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
六
段
図
の
派
生
形

五
種
の
六
段
図
中
、
「刊
本
」
の
そ
れ
と
同
じ
く
六
〇
語
基
で
あ
る
の
は

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
を
加
え
て
三
本
で
あ
る
。
第

一
～
三

段
が
単
純
形

（唯

一
の
例
外
と
し
て
派
生
形

一
例
、
第
二
段
語

「
き
か

。
す
る
し
、
第
四
～
六
段
が
派
生
形
で
、
各
図
の
各
行
各
段
の
語

形
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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第

一
段
　
　
第
二
段
　
　
第
二
段
　
　
第
四
段
　
　
第
五
段
　
　
第
六
段
　
　
　
　
　
　
　
計

初
稿
本
　
　
　
一二
五
　
　
　
五
五
　
　
　
　
七
　
　
　
四
四
　
　
　
一
一八
　
　
　
四
五
　
　
　
　
　
　
一
一
一
四

成
稿
本
　
　
　
一二
〇
　
　
　
五
五
　
　
　
一
一　
　
　
四

一　
　
　
一二
一　
　
　
四
七
　
　
　
　
　
　
一
一
一
五

刊
本
　
　
　
　
一二
〇
　
　
　
五
五
　
　
　
一
一　
　
　
四
二
　
　
　
一
一九
　
　
　
四
七
　
　
　
　
　
　
一
一
一
四

三
本
と
も
各
段
別
語
形
数
に
さ
ほ
ど
違
い
は
な
く
、
初
稿
本
六
段
図
に
お
い
て
殆
ど
完
成
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
三
本
に
お
け
る

各
行
各
段
の
語
形
の
異
同
を
挙
げ
て
み
る
。
（異
同
の
あ
る
語
基
に
つ
い
て
の
み
列
記
。
排
列
は
刊
本
の
順
。
上
欄
の
番
号
は
各
六
段
図
の

順
。
「同
」
は
そ
の
右
と
同
じ
の
意
。
空
欄
は
そ
の
語
基
あ
る
い
は
語
形
が
な
い
意
。
上
欄
に
三
本
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
も
の
は
そ
の
六
段

図
に
そ
の
語
基
が
な
い
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
こ
の
表
と
既
に
挙
げ
た
刊
本
六
段
図
・初
稿
本
紙
背
六
段
図
。
「詞
の
表
」
と
に
よ
っ
て
現

在
発
見
さ
れ
て
い
る
六
段
図
が
す
べ
て
復
元
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
）

○
初
稿
本
成
稿
本
刊
本
六
段
図
の
異
同

す
ぐ
る

同同

第

一
段

す
ぐ
す

同同 同 同 う
る

第

一
一段

第
二
段

す
く
さ
す
る

え
さ
す
る

同同

第
四
段

す
ぐ
さ

る

ゝ

同す
き
ら

る

ゝ

え
ら
る

ゝ

同

第
五
段

え
ら

る

ゝ

同同

第
六
段

刊 成 初 刊 成 初

999111
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初 刊 成 初 初 刊 成 初 刊 成 初 刊 成 初 刊 成 初

38  32  33  33  32  22  22  22  18  18  18  15  15  15  14  14  14

つ
か
ふ
る

た
が
ふ

同同 し
た
が
ふ

お

つ
る

同同 同 同 ふ
す

つ
か
ふ

た
が
ふ
る

同同 し

た

が

ふ

る

お
と
す

同同 同 同 す
る

ふ
す
る

同同 つ
か

ハ
す

〔
つ
か

ハ
す
〕

つ
か

ハ
す

同

た
が

へ
さ
す
る

同同 し
た
が

ハ
す
る

お
と

さ

す

る

〔
お
ど

さ

す

る
〕

せ
さ
す
る

同同 ふ
さ
す
る

ふ
〈
せ
〉
さ
す
る

ふ
せ
さ
す
る

つ

か

ハ

る

ゝ

た
が

へ
ら
る

ゝ

同同 せ
ら
る

ゝ

同

つ
か

ハ
る

ゝ

た
が

へ
ら
る
ゝ

同 お
と
さ
る

ゝ

同同 せ
ら
る

ゝ

同同 ふ
せ
ら
る

ゝ

同同 同 同 つ
か

さ
る
ゝ
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成 初 刊 成 初 刊 成 初 刊 成 初 刊 成 刊 成 初 刊 成
50  50  48  48  48  47  47  47  40  40  40  38  32  37  37  37  33  38

〔
か

る
〕

つゝ
つ
る

み
ゆ
る

同同 き
こ
ゆ
る

同同 く
る
し
む

同同
つ
か
ふ
る
〕

か

る
う

つ
す

同 同 み
る

同 同 き
く

く
る
し
む
る

同同 わ
き
ま
ふ
る

同 か
ぞ
ふ
る

同同 同 同

か
す

み
す
る

同同 き
か
す
る

同同 つ
か
ふ
る

同

う

つ
さ
す
る

み

さ

す

る

〔
み

さ

す

る

〕

き
こ
え
さ
す
る

同同 く
る
し
め
さ
す
る

同同 わ
き
ま

へ
さ
す
る

同 か
ぞ

へ
さ
す
る

同同

み
ら
る

ゝ

同同 き
か
る

ゝ

同同 く

る
し
ま
る

ゝ

同 わ
き
ま

へ
ら
る
ゝ

同 か
ぞ

へ
ら
る

ゝ

同同 同 同

う

つ
さ
る

ゝ

み
ら
る

ゝ

同同 き
か
る

ゝ

同 く
る
し
め
ら
る

ゝ

同同 か
ぞ

へ
ら
る
ゝ

同 同 同
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刊 成 初 刊 成 初 刊 成 初 刊 成 初 刊 成 初 刊

57  57  57  56  56  56  55  55  55  53  53  53  52  52  52  50

（他

に
順

序

の
異

な

る
も

の
、

刊

１１

の

「
妨

」

が

成

・
初

１２
、

刊

１２

の

「
逃

」

が
成

。
初

１１
。

各

段

語

形

、

刊

に
同

じ

。

成

２２

の

語
形

は

「
お
づ

る

」

「
お

ど

す
」

「
お
ど

さ

る

ヽ
し

き
る

ゝ

同同 ゆ
る

ゝ

同同 ふ
る

ゝ

同同 〔
た

ま

は

る

〕

め
ぐ
る

さ

と

る

〔
さ

と

る

〕

同 同 き
る

ゆ
る
す

同同 ふ
る
す

同同 同 た
ま
は
る

め
ぐ
ら
す

さ

と

る

同 同

た
ま
ふ

同 さ
と
す

同同 同

き
ら
す
る

同同 さ
と
さ
す
る

同同

き

ら

る

ゝ

同 ゆ
る
さ
る

ゝ

同 ふ

る
さ

る

ゝ

〔
ふ

る
さ

る

ゝ
〕

め
ぐ

ら

さ

る

ゝ

さ

と

ら

る

ゝ

同

き
ら
る

ゝ

同同 ゆ
る
さ
る

ゝ

同同 ふ
る
さ
る

ゝ

同同 さ
と
ら

る

ゝ

同同
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右
に
よ
る
と
、
第

一
～
三
段
の
単
純
形
の
場
合
、
同

一
語
形
が
段
を
異
に
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
同

一
段
に
お
い
て
「初
稿
本
」
「成
稿

本
」
「刊
本
」
の
い
ず
れ
か
で
そ
の
語
形
が
有

っ
た
り
無
か
っ
た
り
、
異
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
単
純
形
で
段
を
異
に
す
る

語
基
は
次
の
三
語
で
あ
る

（数
字
は
刊
本
の
番
号
）
。

・４

遣

（二
段
と
二
段
）
　
　
　
　
３３

仕

（
一
段
と
三
段
）
　
　
　
　
５２

悟

・
諭

（
一
段
と
二
段
）

こ
の
現
象
は
当
然
、
各
段
の
意
義
規
定
と
関
係
の
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
語
形
が

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
か

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
か

「物

を
然
す
る
」
か
、
そ
れ
と
も

「他
に
然
す
る
」
か
と
い
う
認
定
の
問
題
で
あ
る
。

対
し
て
第
四
～
六
段
の
派
生
形
の
場
合
に
は
、
そ
の
語
形
が
有

っ
た
り
無
か
っ
た
り
異
な

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
段
で
は
四
語
基
…
…
９
過
、

１５
伏
、

２２
脅
、

４８
見

第
五
段
で
は
八
語
基
…
…
１
得
、
９
過
、

１８
為
、

４０
苦
、

５２
悟
、

５５
旧
、

５６
許
、

５７
切

第
六
段
で
は
三
語
基
…
…
３３
違
、

３７
数
、

４７
聞

で
あ
る
。
こ
れ
も
当
然
、
そ
の
語
の
意
義
の
認
定
に
関
わ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
単
純
形
の
場
合
と
異
な
る
の
は

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」

「刊
本
」
の
各
段
階
で
そ
の
語
形
の
変
更
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
語
形
を
数
で
示
す
と
、

初
稿
本
　
↓
　
成
稿
本
　
↓
　
刊
本

第
四
段
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
１

第
五
段
　
　
　
　
　
　
５
　
　
　
　
　
３

第
六
段
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
０

で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
語
形
の
意
義
の
認
定
が

「刊
本
」
に
至
る
過
程
に
お
い
て
未
だ
揺
れ
て
い
た
こ
と
、
推
敲
の
過
程
に
あ

っ
た
こ
と
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を
意
味
す
る
。

右
の
変
更
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
な
か
で
も

「初
稿
本
↓
成
稿
本
」
の
段
階
に
変
更
が
多
く
、
し
か
も
こ
の
段
階
で
は
三
語
基
の
差

し
替
え
、「従

、
移
、
巡
」
…
…
削
除
、
「弁
、
借

（貸
）
、
賜
」
…
…
追
加

が
あ
り
、
「成
稿
本
」
に
至
っ
て
殆
ど
が
定
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
第
五
段

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」

に
変
更
が
多
い
点
で
あ
る
。
「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
は
第
六
段

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
と
語
形
を
同
じ
く
し
、
そ
の
用
法
・意
義
内

容
も
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
な
る

（↓
第
二
節
）。

な
お
、
「初
稿
本
」
↓

「成
稿
本
」
の
過
程
で
差
し
替
え
加
え
ら
れ
た

「借

（貸
）
、
賜
」
は
、
「詞
の
表
」
に

「
賜
」
（２５
）
、
「借

（貸
ご

（３３
）
が
あ
る
。
こ
の
二
語
は

「自
他
草
稿
」
の
対
置
語
に

「
た
ま
は
る
―
た
ま
ふ
」
（う
く
る
方
―
わ
た
す
方
）
、
「
か
る
―
か
す
」
（う

く
る
方
―
わ
た
す
方
）
が
あ

っ
て
、
六
段
図
と
上
下
対
置
語
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
興
味
を
ひ
く

（↓
第
二
章
第
二
節
）
。

な
お
、
前
田
孝
夫
に

「詞
の
表
」
に
関
係
す
る
論
が
あ
（純

。

〔注
〕

１
　

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
の

「第

一
門
図
書

第

一
部
著
書
之
部

第
二
類
春
庭
著
書

語
学
　
一
一の
三
一　
詞
の
か
よ
ひ
路
」
を
仮
に

『詞
通

路
』
の

「成
稿
本
」
と
称
す
る
。
本
書
資
料
番
号
２．
。

２
　

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
の

「第

一
門
図
書

第

一
部
著
書
之
部

第
二
類
春
庭
著
書

語
学
　
一
一の
三
〇
　
詞
の
か
よ
ひ
路
」
を
仮
に

『詞
通

路
』
の

「初
稿
本
」
と
称
す
る
。
本
書
資
料
番
号
２０
。

３
　
ンし
」
で
い
う

望
中基
」
と
は
、
例
え
ば

「お
ど
ろ
く
、
お
ど
ろ
か
す
、
お
ど
ろ
か
る
ゝ
、
お
ど
ろ
か
さ
る
ゝ
」
と
語
形
が
交
替
す
る
、
そ
の
中

心
的
意
味

「驚
」
を
言
う
。
望
中基
」
か

「語
形
」
か
、
厳
密
に
分
け
示
す
必
要
の
な
い
場
合
、
そ
の
文
脈
で
自
明
の
場
合
に
は

「語
」
と
い
う
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こ
と
も
あ
る
。

４
　
「意
義
規
定
」
と
は
、
六
段
図
の
右
欄
、
及
び
上
下
対
置
語
の
上
下
語
列
記
の
後
の
「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
「物
を
然
す
る
」
「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」

な
ど
を
言
う
。

５
　

「借
る
、
賜
は
る
」
は
初
稿
本
に
な
く
成
稿
本
以
降
第
二
段
に
移
る
が
、
以
下
、
初
稿
本
以
降
第
二
段
に
移
る
語
と
し
て
扱
う
。

６
　
一則
田
孝
夫

「
『詞
の
通
路
草
稿
』
と

『
こ
と
ば
の
表

（自
他
と

―

『詞
通
路
』
上
巻

「詞
の
自
他
の
事
」
の
成
立
過
程
―
」
翁
金
沢
大
学

国

語
国
文
』
第
十
九
号
　
平
成
六
年
二
月

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
）
　

（平
成
六
年
四
月
六
日
、
追
加
）
。

○
第

一
節
は
、
「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

『
み
つ
か
ら
然
す
る
』
―

『詞
通
路
』
の

″自
他
″
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十
七
年
四
月
号
　
東

京
大
学
国
語
国
文
学
会
）
、
「自
動
詞
と
他
動
詞
―
春
庭
の
自
他
―
」
翁
国
文
法
講
座
　
２
　
古
典
解
釈
と
文
法
―
活
用
語
」

昭
和
六
十
二
年
四

月
　
明
治
書
院
）
に
加
筆
し
た
。
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第
二
節
　
上
下
対
置
語

一

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
上
下
対
置
語

『詞
通
路
』
上
巻

「詞
の
自
他
の
事
」
の
中
心
を
な
す
の
は
、
こ
こ
に
上
下
対
置
語
と
称
す
る
活
用
型
に
分
別
さ
れ
上
下
に
対
置
さ
れ

る
二
語
形
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
る
意
義
規
定
で
あ
る
。

「刊
本
」
に
お
け
る
上
下
対
置
語
は
、
上
下
三
語

一
組
と
し
て
計
二
四

一
を
数
え
る
。
う
ち
、
語
形
は
異
な
っ
て
も
上
下
同
意
の
組
合

せ
三
七
組
を
除
く
と
、
二
〇
四
組
が
自
他
の
上
下
対
置
語
と
な
る
。

「刊
本
」
「成
稿
本
」
「初
稿
本
」
三
本
に
お
け
る
自
他
対
置
語
を
比
較
す
る
と
、
「成
稿
本
」
が
二

一
三
組
、
「初
稿
本
」
が
二

一
五
組

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る
同

一
の
組
合
せ
は
次
の
よ
う
で
あ
る

（対
置
す
る
語
が
上
下
逆
で
あ
る
場
合
も
同

一
組
合
せ
と
し
て
数
え

る
）。

初
稿
本

・
成
稿
本
、
同

一
の
組
合
せ
　
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
　
一
一〇
七
組

初
稿
本

・
刊
本
、
同

一
の
組
合
せ
　
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
　
一
八
九
組

成
稿
本

。
刊
本
、
同

一
の
組
合
せ
　
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
　

一
九
二
組

初
稿
本

・
成
稿
本

・
刊
本
、
同

一
の
組
合
せ
　
・…
…
…
…
…
…
…
‥
　

一
八
九
組

こ
れ
は
、
「初
稿
本
」
か
ら

「成
稿
本
」
へ
の
段
階
で
二

一
五
組
中
二
〇
七
組
が
採
ら
れ
八
組
が
捨
て
ら
れ
、
「成
稿
本
」
か
ら

「刊
本
」

へ
の
段
階
で

一
九
二
組
が
採
ら
れ
二
〇
組
が
捨
て
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
三
本
通
し
て
は
、
「初
稿
本
」
か
ら

「成
稿
本
」
に
採
ら
れ
た
二
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〇
七
組
中
、
さ
ら
に

一
八
九
組
が

「刊
本
」
に
採
ら
れ
、
こ
の

一
八
九
組
が
三
本
共
通
の
上
下
自
他
対
置
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「初
稿

本
」
か
ら

「成
稿
本
」

へ
の
段
階
で
捨
て
ら
れ
た
も
組
中
、
「刊
本
」
の
自
他
対
置
語
と
な
っ
た
も
の
は
な
い
。

右
は
、
「刊
本
」
に
至
る
ま
で
の
成
立
順
を
初
稿
本
↓
成
稿
本
↓
刊
本
と
し
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
成
立
順
の
証
明
は
三
本
の
本
文

を
対
照
し
て
容
易
で
あ
る
。
「初
稿
本
」
に
は
多
く
の
抹
消
、
書
入
、
頭
書
や
押
紙
が
あ
っ
て

「成
稿
本
」
と
な
り
、
更
に
そ
れ
に
同
様
の

手
が
加
え
ら
れ
て

「刊
本
」
と
な
る
。
引
用
に
よ
る
証
明
は
、
本
書
の
処
々
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

一
一

「
刊
本
」

の
意
義
規
定

語
と
そ
の
意
義
と
の
関
係
は
、
「自
他
の
詞
六
つ
に
わ
か
れ
た
れ
は
今
六
段
に
次
第
し
て
そ
の
詞
を
ほ
と
こ
し

一
日
に
見
わ
た
し
こ
ゝ
ろ

え
や
す
か
ら
む
た
め
に
図
を
つ
く
り
て
さ
と
し
た
る
な
り
」
（刊
四
オ
）
と
い
う
六
段
に
分
か
れ
る
自
他
詞
の
表

翌
ハ
段
図
」
に
最
も
簡
潔

明
快
に
示
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
が
、
こ
と
は
必
ず
し
も
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

「刊
本
」
に
お
け
る
上
下
自
他
対
置
語
の
意
義
規
定
は
、
「詞
の
自
他
の
事
」
冒
頭
六
段
図
の
七
種
だ
け
で
は
な
い
。
二
〇
四
組
、
四
〇

八
語
形
に
与
え
ら
れ
る
意
義
規
定
は
次
の

一
〇
種
を
数
え
る

（六
段
図
に
な
い
意
義
規
定
に
＊
印
を
付
す
）。

○
刊
本
意
義
規
定

（ア
）
＊
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る

（イ
）
お
の
つ
か
ら
然
る

（ウ
）
み
つ
か
ら
然
す
る

（
こ

物
を
然
す
る

（オ
）
＊
他
を
然
す
る
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（力
）他
に
然
す
る

（キ
）他
に
然
さ
す
る

（ク
）
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（ケ
）
＊
み
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（
コ
）他
に
然
せ
ら
る
ゝ

こ
の
意
義
規
定
が
自
他
対
置
語
の
上
置
語
と
下
置
語
と
に
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
、
幾
つ
か
の
組
合
せ
が
出
来
る
が
、
そ
れ
は
次
の
一
九

種
に
限
ら
れ
る

（上
置
語
、
下
置
語
の
順
）
。

○
刊
本
自
他
対
置
語
の
意
義
規
定

（
い
）物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
―
―
物
を
然
す
る

（ろ
）
お
の
つ
か
ら
然
る
―
―
物
を
然
す
る

（は
）
お
の
つ
か
ら
然
る
―
―
他
を
然
す
る

（に
）
お
の
つ
か
ら
然
る
―
―
他
に
然
す
る

（
Ｃ

み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
物
を
然
す
る

（と
）
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
他

に
然
す
る

（ち
）
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
他
に
然
さ
す
る

（ほ
）
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
お
の
つ
か
ら
然
る

（り
）
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（ぬ
）
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
他

に
然
せ
ら
る
ゝ

二
七
例

四

一
例

八
例

一
例

五
例

一
例

二
例

三
〇
例

一
例

一
〇
例
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（る
）
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
。
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（を
）
物
を
然
す
る
―
―
お
の
つ
か
ら
然
る

（わ
）物
を
然
す
る
―
―
み
つ
か
ら
然
す
る

（か
）物
を
然
す
る
―
―
他
に
然
さ
せ
る

（よ
）
物
を
然
す
る
―
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

（た
）
物
を
然
す
る
―
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（れ
）物
を
然
す
る
―
―
み
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

（そ
）
他
を
然
す
る
―
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

（
つ
）他
に
然
す
る
―
―
み
つ
か
ら
然
す
る

計
　
　
　
　
一
一〇
四
例

上
下
の
順
を
無
視
す
る
と
、
（ろ
）
と
（を
）
、
（
３

と
（わ
）
、
（と
）
と
（
つ
）
が
同

一
組
合
せ
と
な
り
、
異
な
る
組
合
せ
は

一
六
種
で
あ
る
。

右
の
組
合
せ
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
る
。
二
〇
四
組
中
、
最
も
多
い
組
合
せ
は
「
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る
」
で
、
（ろ
）
と
（を
）

の
計
七
三
例
。
こ
れ
に
同
様
の
意
義
規
定
と
認
め
ら
れ
る

「物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る
」
（
い
）
の
二
七
例
を
加
え
る
と

一
〇

〇
例
と
な
り
凡
そ
半
数
を
数
え
る
。
対
し
て

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
同
じ
く
六
段
図
第

一
段
の
意
義
規
定
で
あ
り
な
が
ら

「
み
つ
か
ら

然
す
る
」
は

「物
を
然
す
る
」
と
の
組
合
せ
が
二
例
に
す
ぎ
な
い
。
（
３

と
（わ
）
で
あ
る
。
し
か
も
六
段
図
第

一
段
の
二
つ
の
意
義
規
定

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
が
自
他
対
置
語
と
な
る
組
合
せ
が
存
在
す
る
。
（ほ
）
の
五
例
で
あ
る
。
次
の
組
合
せ

で
あ
る
。

（
へ
）

「
ふ
す
―
ふ
す
る
」
（刊
十
二
オ
）

六
例

三
二
例

一
例

一
〇
例

五
例

一
三
例

四
例

五
例

二
例
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（わ
）
　

「
す
う
る
―
す
わ
る
」
（刊
二
十
六
オ
）

（ほ
）
　

「
か
ふ
る
―
か
は
る
」

「
く
は
ふ
る
―
く
は
ゝ
る
」

「
さ
ふ
る
―
さ
は
る
」

「
た
つ
さ
ふ
る
―
た
つ
さ
は
る
」

「
を
ふ
る
―
を
は
る
」
（刊
二
十

一
ウ
）

二
〇
四
組
中
、
「
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る
」
は

一
〇
〇
組
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る
」
は
二
組
。
偏
り
が
あ
り
す

ぎ
る
。
こ
れ
は

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
は
意
義
内
容
に
違
い
が
あ
っ
て
、
「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「物
を
然

す
る
」
と
は
自
他
の
対
立
が
明
確
で
あ
り
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と

「物
を
然
す
る
」
と
は
自
他
の
対
立
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
。
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
同
類
で
は
あ
る
が
全
く
の
同
意
で
は
な
く
、
か
な
り

「物
を
然
す
る
」

に
近
い
性
格
の
語
に
与
え
ら
れ
る
意
義
規
定
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
（ほ
）
の
よ
う
に

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
自
他
の
対
置
語
に
な
り
得

る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
し
ば
ら
く
述
べ
る
。
問
題
点
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

Ｉ

「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る
」
の
上
下
対
置
語
が
少
な
い
こ
と
。

Ｈ

「
お
の
つ
か
ら
然
る
―
み
つ
か
ら
然
す
る
」
の
上
下
対
置
語
が
あ
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
結
局

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と

「物
を
然
す
る
」
と
、
こ
の
三
者
そ

れ
ぞ
れ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

（１
）　
　
　
　
　
　
（２
）

な
お
、
「初
稿
本
」
以
前
の
資
料

「自
他
草
稿
」
と

『自
他
』
に
お
け
る
（
へ
Ｘ
わ
Ｙ
一例
の
意
義
規
定
を
挙
げ
て
お
く

（自
他
草
稿
。自



第二節 上下対置語 304

他

・
初
稿
本

・
成
稿
本

・
刊
本
の
順
）
。

①

「
ふ
す
―
ふ
す
る
」
（伏
）

草
　
み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る

自
　
白
―
他

初

　

〔物
を
〕
〈
み
つ
か
ら
〉
然
す
る
―
物
を
然

〈
す
〉

成
　
み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る

刊
　
み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る

②

「す
う
る
―
す
わ
る
」
（据

・
座
）

草
　
物
を
然
す
る
―
み
つ
か
ら
然
す
る

自

　

〈物
を
〉
然
す
る
―
自
然

初
　
物
を
然
す
る
―
み
つ
か
ら
然
る

成
　
物
を
然
す
る
―
み
つ
か
ら
然
る

刊
　
物
を
然
す
る
―
み
つ
か
ら
然
す
る

〓
一

『自
他
』
の
自

・
他

０
　
対
置
語
の
意
義
規
定

『詞
通
路
』
成
立
の
過
程
に
お
い
て
、
「刊
本
」
の
直
前
に
位
置
す
る
の
が
成
稿
本
、
そ
の
直
前
に
位
置
す
る
の
が
初
稿
本
で
あ
る
。
こ

「初
稿
本
」
以
前
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る

「詞
の
カ
ー
ド
」
『自
他
』
「自
他
草
稿
」
が
、
ど
の
よ
う
に

「初
稿
本
」
に
至
る
か
に
つ
い



て
は
別
に
述
べ
る

（↓
第
二
章
第

一
節
）
。
確
か
に

「自
他
草
稿
」
の
位
置
付
け
は
難
し
い
が
今
は
そ
れ
を
保
留
す
る
と
、
「初
稿
本
」
の

直
前
に
位
置
す
る
の
が

『自
他
』
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

『自
他
』
は
上
下
対
置
語
の
例
語
集
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
内
容
で
、
仮
綴
横
本

（タ
テ
ー

一
二
。
五
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
ー

一
七
・
四
セ
ン
チ
）

の
表
紙
に

「自
他
」
と
墨
書
し
、
表
紙
裏
に

「写
し
済
候

ハ
此
朱
点
を
付
ル
」
と
朱
書
す
る
。
そ
の
例
語
は

「初
稿
本
」
に
続
き
、
各
例

語
の
意
義
規
定
は
初
期
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

『自
他
』
の
自
他
対
置
語
は

一
九
九
組
、
初
稿
本
二

一
五
組
中
同

一
の
対
置
語
は

一
八

一
組
を
数
え
る
。
こ
の

『自
他
』
に
は
多
く
の

抹
消
、
書
入
が
あ

っ
て
、
そ
れ
自
体
、
成
長
し
て
い
る
が
、
い
ま
後
期
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
抹
消
、
書
入
を

一
応
無
視
し
て
当
初
の
も

の
で
言
う
と
、
上
置
語

。
下
置
語
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
規
定
の
上
下
の
組
合
せ
は
、
延
べ
六
〇
、
異
な
る
も
の
は
次
の
二
八
種
で
あ
る

（上

下
逆
の
も
の
も
同
じ
も
の
と
数
え
る
）
。

○

『自
他
』
対
置
語
の
意
義
規
定

自
―
他

自
―
然
す
る

自
―
物
を
然
す
る

自
―
他
に
然
さ
す
る

自
然
―
然
す
る

自
　
然
―
然
す
る

自
然
―
物
を
然
す
る

自
　
然
―
物
を
然
す
る
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は の ね ぬ に な と て つ ち た そ せ す し さ こ け

自
然
―
然
す
る

自
然
る

ｏ
自
然

ル
ー
然
す
る

自
然
る
―
物
を
然
す
る

自
然
る
―
自
然
せ
ら
る
ゝ

自
　
然
る
、
相
‥
燃
る
―
然
す
る

自
　
然
る
、
自

　

然
ル
ー
物
を
然
す
る

狛
か燃
る
―
物
を
然
す
る

自
然
す
る
―
他
に
然
す
る

自
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

自
然
す
る
―
然
す
る

自
然
す
る
―
物
を
然
す
る

自
然
す
る
―
他
に
然
す
る

自
然
す
る
、
自
　
然
す
る
―
他
に
然
さ
す
る

然
る
―
然
す
る

然
す
る
―
他
に
然
さ
す
る

然
す
る
―
自
然
せ
ら
る
ゝ

然
す
る
―
然
せ
ら
る
ゝ

然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
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ひ
　
然
す
る
―
自
然
せ
ら
る
ゝ
・
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

ふ
　
然
す
る
―
ナ
シ

翁
自
然
」
の
読
み

「
お
の
つ
か
ら
」
「
み
つ
か
ら
」
Ｊ
ど

が
ど
の
時
点
で
の
書
入
か
分
か
ら
な
い
。
「
ひ
」
の

「自
然

せ
ら
る
ゝ
ｏ他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
は
両
者
を
兼
ね
る
意
。
「
ふ
」
は

一
方
の
意
義
規
定
を
欠
く
。
右
は
後
期
執
筆
と
認
め

ら
れ
る
末
尾
の
上
下
対
置
語
八
組
の
意
義
規
定
六
種
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
）

右
の
組
合
せ
中
、
最
も
多
く
を
数
え
る
の
は

「自
―
他
」
の
組
合
せ
で
、
冒
頭
か
ら
十
五
丁
表
ま
で

一
五
の
組
合
せ
、
上
下
対
置
語
に

し
て
五
七
組
が
そ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
表
紙
に
「自
他
」
と
書
く
所
以
で
あ
ろ
う
が
、
春
庭
の
自
他
の
研
究
が
「自
」
と
「他
」

の
対
立
す
る
二
つ
の
意
義
規
定
か
ら
出
発
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

右
の

あ
～
ひ

に
よ
る
と
、
「自
」
に
対
す
る
も
の
は

「他
」
で
あ
り

「然
す
る
」
「物
を
然
す
る
」
な
ど
で
あ
り
、
「然
す
る
」
に
対
す

る
も
の
は

「然
る
」
「自
然
」
「自
然
る
」
「自
然
す
る
」
な
ど
で
あ
る
。
自
に
類
す
る
意
義
規
定
は

「然
る
」
「自
然
」
「自
然
る
」
「自
然

す
る
」
、
他
に
類
す
る
意
義
規
定
は

「然
す
る
」
「物
を
然
す
る
」
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②

　

『自
他
』
の

「自
、
自
然
」
と

「然
す
る
」

『自
他
』
の
意
義
規
定

「自
然
」
「自
然
る
」
の

「自
」
は
ど
う
読
む
の
か
。
「
お
の
つ
か
ら
」
か
、
「
み
つ
か
ら
か
」
か
。
「自
　
然
」

「自
然
」
に
よ
れ
ば
ど
ち
ら
と
も
言
え
る
。
「自
　
然
る
」
「自
　
然
ル
」
「自
然
す
る
」
に
よ
れ
ば
、
「自
然
」
の
送
り
仮
名
が

「
る
」
の

場
合
は

「
お
の
つ
か
ら

（然
る
と
、
「
す
る
」
の
場
合
は

「
み
つ
か
ら

（然
す
る
と

と
言
え
そ
う
だ
が
、
「狛

か
燃
る
」
が
あ
る
し
、
「初
稿

本
」
「成
稿
本
」
に
は

「
み
つ
か
ら
然
る
」
の
意
義
規
定
が
あ
る
。
送
り
仮
名
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
対
置

語
の

一
方
の
意
義
規
定
が

「物
を
然
す
る
」
の
場
合
、
対
置
す
る
意
義
規
定
に

「能
っか

パ
」
「鵠
っか府

る
」
「狛

か
撚
る
」
「ぼ
然
す
る
」
が
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あ
る
。
「然
す
る
」
の
場
合
も
対
置
す
る
意
義
規
定
に

「自
然
」
「自

か
府
る
」
「自
然
す
る
」
が
あ
る
。
対
置
語
に
よ
る
も
の
と
も
言
い
難

結
局
、
『自
他
』
の
意
義
規
定

「自
」
は

「
お
の
つ
か
ら
」
と

「
み
つ
か
ら
」
の
二
通
り
の
場
合
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て

「自
然
」
「自

然
る
」
は

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
「
み
つ
か
ら
然
る
」
の
二
つ
の
読
み
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
対
置
す
る
意
義
規
定
は

「然
す

る
」
「物
を
然
す
る
」
な
ど
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「自
然
」
は
自
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
お
、
「自
然
す
る
」
（た
ｏ

ち
）
の

「自
」
は
、
「
み
つ
か
ら
」
と
よ
む
例
は
あ
る
が

（
つ
ｏ
て
。
と
。
な
）、
「
お
の
つ
か
ら
」
と
よ
む
例
は
な
い
、
お
そ
ら
く

「
み
つ

か
ら
然
す
る
」
で
あ
る
。

『自
他
』
独
自
の
意
義
規
定

「然
す
る
」
と
は
、
「初
稿
本
」
以
降
の
意
義
規
定
で
言
え
ば

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
な
の
か
、
「物
を
然

す
る
」
な
の
か
。
『自
他
』
に
お
け
る
意
義
規
定
の
う
ち

「然
す
る
」
は
多
く
、
上
下
対
置
語
の
上
下
い
ず
れ
か
が

「然
す
る
」
で
あ
る
も

の
は
、
延
べ
二
九
、
異
な
る
も
の

一
三
種
を
数
え
る

（
い
ｏ
お

ｏ
か

。
け

。
こ

・
す

。
つ
。
に
～
ひ
）
。
そ
の
対
す
る
意
義
規
定
は
、

自
、
自
然
、
自

か
器
、
自
然
、
自
然
る
、
自

か
ぉ
る
、
自
然
す
る
、
然
る
、

他
に
然
さ
す
る
、
自
然
せ
ら
る
ゝ
、
然
せ
ら
る
ゝ
、
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
、
自
然
せ
ら
る
ゝ
・
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

で
あ
る
。
こ
こ
に

「然
す
る
」
が

「物
を
然
す
る
」
と
対
置
す
る
例
は
な
い
。

右
は

『自
他
』
執
筆
当
初
の
も
の
で
あ
る
が
、
『自
他
』
に
は
多
く
の
抹
消
皇
日入
が
あ

っ
て

『自
他
』
自
身
成
長
し
、
意
義
規
定
も
そ

の
意
義
内
容
が
分
析
さ
れ
、
「然
す
る
」
は
殆
ど
が

「物
を
。然
す
る
」
と
な
る
。
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る

（上
下
の
順
を
無
視
し

「然

す
る
」
を
上
に
置
く
）
。

③
ｌ

〈物
を
〉
然
す
る
―
自
然
ル

２
　
〈物
を
〉
然
す
る
―
自
然
る
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３

〈物
を
〉
然
す
る
―
自
　
然
る

４

〈物
を
〉
然
す
る
―

〔自
〕
〈物
の
お
の
つ
か
ら
〉
然
る

５

〈物
を
〉
然
す
る
―
自

〈
お
の
つ
か
ら
然
る
〉

６

〈物
を
〉
然
す
る
―
自

〈
ラ
然
る
〉

７

〈物
を
〉
然
す
る
―
自
然

８

〈
み
つ
か
ら
〉
然
す
る
―
自
　
然
る

９

〈
他
に
〉
然

〈
さ
〉
す
る
―
自
然
す
る

延
べ
て
き
た
よ
う
に

「然
す
る
」
は
、
対
置
す
る
意
義
規
定
が
多
く
自
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
「物
を
然
す
る
」
と
対
置
す
る
こ
と
が
な

い
こ
と
、
多
く

「物
を

・
然
す
る
」
と
分
析
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
に
属
す
る
意
義
規
定
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

右
の

１
～
９

に
は

一
例
で
は
あ
る
が
、
「然
す
る
」
が

「
み
つ
か
ら
ｏ然
す
る
」
と
な
る
こ
と
が
あ
る

（８
、
対
置
語
は

「
一
ご

の

（ほ
）

に
同
じ
）
。
既
に
見
て
き
た
よ
う
に

「
み
つ
か
ら
」
は

「自
」
を
そ
う
読
む
。
「然
す
る
」
は
他
で
あ
る
。
自
で
あ
る

「
み
つ
か
ら
」
と
他

で
あ
る

「然
す
る
」
と
が
結
び
付
い
て

一
つ
の
意
義
規
定

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
な
っ
た
例
で
あ
る
。
即
ち

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は

自
的
な
性
格
と
他
的
な
性
格
と
を
併
せ
持
つ
意
義
規
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
自
的
な
性
格
と
他
的
な
性
格
と
を
併
せ
持
つ

が
ゆ
え
に

「
（み
つ
か
ら
）
然
す
る
」
は

８
の
よ
う
に

「自

（お
の
つ
か
ら
）
然
る
」
と
上
下
対
置
す
る
組
合
せ
と
な
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、　
一
方

７
の
よ
う
に

「
（物
を
）
然
す
る
」
が

「自
然
」
（み
つ
か
ら
然
る
）
と
上
下
対
置
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

な
お

『自
他
』
に
は
、
コ
ご

の
末
尾
で
問
題
の
一
つ
（Ｉ
）
と
し
た

「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る
」
と
同

一
、
若
し
く
は
類
似
の

意
義
規
定
が
あ
る
。
「そ
ｏ
つ
。
て
」
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

『自
他
』
「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
に
お
い
て
抹
消

・
書
入
の

手
が
加
え
ら
れ
、
「刊
本
」
で
は

「
そ
」
が

「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
他
に
然
す
る
」、
「
つ
」
が

「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
他
に
然
さ
す
る
」
、
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「
て
」
が

「
お
の
つ
か
ら
然
る
―
他
を
然
す
る
」
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に

『自
他
』
か
ら
刊
本
に
至
る
ま
で
に
多
く
の
添
削

・
訂
正
が
あ

っ
て
、
結
局

「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
上
下
対
置
語
は
（
金

（わ
）
の
二
例
と
な
る
。

四

　

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
「物
を
然
す
る
」

意
義
規
定
の
中
に
は

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
に

「物
の
」
を
冠
す
る

「物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
」
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が

「
み
つ
か
ら
然

す
る
」
に
は

「物
の
」
を
冠
す
る

「物
の
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は
ど
の
資
料
に
も
な
い
し
、
「物
の
み
つ
か
ら
然
る
」
も
な
い
。

「物
の
」
は
主
格
ガ
を
明
示
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
は
ガ
格
を
、
あ
る
い
は
ガ
格
だ
け
を
要
求
す
る
動

詞
に
与
え
ら
れ
る
意
義
規
定
で
あ
り
、
「物
の
」
に
対
す
る

「物
を
」
は
ヲ
格
を
表
す
も
の
で
あ
る
か
ら

「物
を
然
す
る
」
は
ヲ
格
を
必
須

の
条
件
と
し
て
要
求
す
る
動
詞
に
与
え
ら
れ
る
意
義
規
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
お
の
つ
か
ら
」
は
自
で
あ
る

「然
る
」
と
結
び
付
く
こ
と
が
必
然
で
あ
り
、
「物
を
」
は
他
で
あ
る

「然
す
る
」
と
結
び
付
く
の
が
必

然
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
「物
の
」
と
も

「物
を
」
と
も
関
わ
ら
な
い

「
み
つ
か
ら
」
は
、
主
体

「自
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
ガ
格

の
み
を
要
求
す
る
動
詞
と
も
言
え
ず
、
と
い
っ
て
ヲ
格
を
要
求
す
る
と
も
言
え
な
い
動
詞
、
言
い
換
え
る
と
、
ガ
格
を
要
求
す
る
と
と
も

に
ヲ
格
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
動
詞
に
与
え
ら
れ
た
意
義
規
定
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
引
用
①
の
「初
稿
本
」
に
あ
る
沢
物

を
〕
〈
み
つ
か
ら
〉
然
す
る
」
と
い
う
抹
消

・
書
入
は
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
す
る
語
が
視
点
の
置
き
方
で

「物
を
然
す
る
」
と

規
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

自
で
あ
る

「
み
つ
か
ら
」
が
自
で
あ
る

「然
る
」
と
結
び
付
く

「
み
つ
か
ら
然
る
」
は

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
同
類
の
性
格
を
も
ち
、

い
わ
ば
そ
の
存
在
は
重
複
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
の

「
み
つ
か
ら
然
る
」
（②
）
は
、
刊
本
へ
の
段
階
で

「
み
つ

か
ら
然
す
る
」
と
し
て
整
理
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
で
あ
る

「
み
つ
か
ら
」
が
他
で
あ
る

「然
す
る
」
と
結
び
付
く

「
み
つ
か
ら
然
す
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る
」
は
、
「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
も

「物
を
然
す
る
」
と
も
異
な
る
内
容
の
意
義
規
定
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
存
在
は
意
味
が
あ

っ

た
。
そ
し
て
、
他
的
な
性
格
を
併
せ
持

つ

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
語
が
他
で
あ
る

「物
を
然
す
る
」
語
と
上
下
対
置
す
る
例
が
極
め
て
少

な
い
の
は
、
他

（自
的
な
他
）
と
他

（全
的
な
他
）
と
で
互
い
に
反
撥
し
自
他
対
置
語
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る
」
の
組
合
せ
の
例
が
極
め
て
少
な
く
、
「
ふ
す
―
ふ
す
る
」
「
す
わ
る
―
す
う
る
」
の
二
例
に
す
ぎ

な
い
理
由
は
、
以
上
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の
問
題

（Ⅱ
）
、
刊
本
六
段
図
第

一
段
の
二
つ
の
意
義
規
定

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
が
自
他
対
置

語
と
な
る
例
は
、
コ
ご

で
列
記
し
た
が

（（ほ
と
、
こ
れ
は

『自
他
』
以
降
、
変
更
が
な
い
。
同
じ
段
の

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「
み

つ
か
ら
然
す
る
」
と
が
全
く
同
じ
内
容
な
ら
、
こ
の
上
下
自
他
対
応
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
当
然
、
上
下
同
意
対
置
語
と
し
て
扱

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
ま
で
述
べ
た
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
だ
が
、
『自
他
』
に
お
い
て
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
お

の
つ
か
ら
」
も

「
み
つ
か
ら
」
も
共
に

「自
」
を
そ
う
読
み
、
自
と
認
め
ら
れ
る
。
異
な
る
の
は

「然
る
」
と

「然
す
る
」
で
あ
っ
て
、

前
者
は
自
、
後
者
は
他
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
結
び
付
く

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
は
、
い

わ
ば
前
者
が
全
的
な
自
、
後
者
は
他
的
な
自
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
こ
の
違
い
が

「
お
の
つ
か
ら
然
る
―
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
い
う
自

他
対
置
語
の
存
在
を
可
能
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
の
組
合
せ
は
、
い
わ
ば
全
的
な
自
で
あ
る

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
全
的
な
他
で
あ
る

「物
を
然
す
る
」
と
の
組
合
せ
の
よ

う
に
自
他
の
対
立
が
明
確
で
は
な
い
と
い
う
点
で
例
外
的
存
在
で
あ
り
そ
の
例
も
少
な
い
の
で
あ
る
。

五
　
六
段
図
の
第

一
段
語
と
第
二
段
語

「詞
の
表
」
と
刊
本
六
段
図
を
比
較
し
て
段
を
異
に
す
る
語
が
あ
っ
た
。
先
に
挙
げ
た
Ａ
の
語
で
あ
る

（↓
第
一
節
三
②
）。
同
じ
語
が
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「詞
の
表
」
で
第

一
段
、
初
稿
本
以
降
の
六
段
図
で
第
二
段
と
い
う
よ
う
に
、
段
を
移
る
こ
と
が
何
故
可
能
で
あ

っ
た
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
明
ら
か
だ
が
、
敢
え
て
再
び
述
べ
れ
ば
、
第

一
段
の
意
義
規
定

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
も
第
二
段
の

「物
を

然
す
る
」
も
、
と
も
に
他
を
表
す

「然
す
る
」
か
ら
分
析
さ
れ
た
意
義
と
し
て
、
前
者
は
自
を
表
す

「
み
つ
か
ら
」
と
結
び
付
き
、
後
者

は
他
を
表
す

「物
を
」
と
結
び
付
い
て
分
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
は

一
部
重
な
り
合
う
意
義
を
持
ち
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は
視
点

の
置
き
方
で
、
あ
る
い
は
文
脈
に
よ
っ
て
自
と
も
他
と
も
な
り
得
る
性
格
を
本
質
的
に
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
対
置
す
る
語
に
よ
っ
て
は
、

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
語
が

「物
を
然
す
る
」
語
と
し
て
扱
わ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
そ
の
動
詞
が
要
求
す
る
格

に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
は
ガ
格
の
み
を
採
る
語
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は
ガ
格
の
ほ
か
に
ヲ
格
を
も
採
り
う
る
語
、

「物
を
然
す
る
」
は
ヲ
格
を
必
須
と
し
て
採
る
語
に
、
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
る
意
義
規
定
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「初
稿
本
」
以
降
、
新
た
に
六
段
図
第

一
段
の
意
義
規
定
と
な
っ
た
「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
の
語
と
し
て
、
「詞

の
表
」
に
無
く

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
六
段
図
第

一
段
の
語

Ｃ
の

「痩
す
る
、
寝
る
、
死
ぬ
る
」
は
過
不
足
な
く
合
致
す

る
。
こ
れ
ら
の
語
は
決
し
て
フ
格
を
採
る
こ
と
が
な
い
。

Ａ
の

「詞
の
表
」
第

一
段
の
語
で

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
六
段
図
第
二
段
に
移
る
語

「着
る
、
待
つ
、
思
ふ
、
預
か
る
、

授
か
る
。
借
る
、
賜
は
る
」
は
ガ
格

。
フ
格
を
と
も
に
採
り
う
る
。
例
え
ば

「着
る
」
に
は
次
の
用
例
が
あ
る

（用
例
は
す
べ
て
源
氏
物

三
中
）
。

④
絹

。
綾

・
綿
な
ど
、
老
人
ど
も
洲
「日
引

べ
き
物
の
た
ぐ
ひ
、
か
の
翁
の
た
め
ま
で
、
上
下
お
ぼ
し
や
り
て
奉
り
給
ふ
。

（末
摘
花
　
一
。
一
一六
〇

・
七
）

⑤
紅

・
紫

・
山
吹
の
、
地
の
か
ぎ
り
織
れ
る
御
小
桂
な
ど
日
劃
給

へ
る
さ
ま
、
い
み
じ
う
い
ま
め
か
し
く
、
を
か
し
げ
な
り
。

（紅
葉
賀
　
一
。
一
一七
八

・
四
）
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ガ
格

・
ヲ
格
を
と
も
に
採
り
う
る
Ａ
の
語
は
、
第

一
段
に
あ

っ
た

「詞
の
表
」
の
段
階
で
は
ガ
格
を
採
る
点
が
重
視
さ
れ
て
の
こ
と
で

あ
り
、
「初
稿
本
」
以
降
で
は
第

一
段
が

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
規
定
さ
れ
ガ
格
の
み
を
採
る
と
認
め
ら
れ
た
語
が
そ
こ
に
収
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
フ
格
を
も
採
り
う
る
語
は
、
同
じ
く
ヲ
格
を
採
る

「物
を
然
す
る
」
語
の
同
類
と
し
て
第
二
段
に
移
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「詞
の
表
」
第

一
段
の
意
義
規
定

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は
初
稿
本
以
降
の
六
段
図
に
お

い
て
解
消
し
て
よ
さ
そ
う
だ
が
、
依
然
と
し
て
残
る
の
は
、
Ｂ
の

「詞
の
表
」
第

一
段
の
語
で

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
六
段

図
で
も
第

一
段
の
語
の

「驚
く
、
退
く
、
起
く
る
、
伏
す
、
立

つ
、
怖
づ
る
、
聞
ゆ
る
、
見
ゆ
る
、
下
る
ゝ
、
古
る
ゝ
、
許
る
ゝ
、
切

る
ゝ
、
折
る
ゝ
、
迷
ふ

。
惑
ふ
」
が
第
二
段
に
自
他
の
対
立
を
な
す
語

「驚
か
す
、
退
く
る
、
起
こ
す
、
伏
す
る
、
立

つ
る
、
脅
す
、
聞

く
、
見
る
、
下
す
、
古
す
、
許
す
、
切
る
、
折
る
、
迷
は
す
。惑
は
す
」
（Ｄ
と
す
る
）
を
持
つ
が
ゆ
え
で
あ
る
。
こ
の
Ｄ
の
語
は
プ
格
を

必
須
と
す
る
動
詞
で
あ
る
。

対
し
て
第

一
段
の
語

Ｂ
は
、
例
え
ば

「立
つ
」
で
い
う
と
、

⑥
軽
々
し
き
御
名
の
立
ち
給
ふ
べ
き
を
、
お
ろ
か
な
ら
ず
思
し
嘆
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夕
霧
　
四

。
一
一
五

・
五
）

の
よ
う
に
ガ
格
を
採
る
場
合
と
、

⑦
い
と
あ
る
ま
じ
き
名
を
立
ち
て
、
身
の
あ
は
，‘
ヽ
し
く
な
り
ぬ
る
嘆
き
を
、
い
み
じ
く
思
ひ
し
め
給

へ
り
し
が
、

（若
菜
下
　
一二
上
量
ハ
○

。
九
）

の
よ
う
に
ヲ
格
を
採
る
場
合
と
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
Ａ
の
語
と
同
様
で
あ
る
。

「詞
の
表
」
で

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
ガ
格
も
ヲ
格
も
採
り
う
る
語
は
、
Ｂ
の
語
の
よ
う
に
第
二
段
に
確
実
に
ヲ
格
を
採

る
語

（Ｄ
）
が
あ
る
場
合
、
Ｂ
の
語
は
そ
れ

（Ｄ
）
と
自
他
の
対
立
を
な
す
ガ
格
を
採
る
語
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
事

実
、
Ｂ
の
語
に
は
、
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③
山
賤
の
お
ど
ろ
く
も
う
る
さ
し
と
て
、
随
身
の
音
も
せ
さ
せ
給
は
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（橋
姫
　
四

・
三

一
一
。
九
）

⑨
名
残
い
と
悩
ま
し
け
れ
ば
、
中
の
宮
の
臥
し
給

へ
る
奥
の
か
た
に
、
添
ひ
ふ
し
給
ふ
。
　

　

　

（総
角
　
四

。
二
九
五

・
八
）

⑩
こ
れ
は
、
大
将
の
君
の
お
り
て
御
か
ざ
し
折
り
て
、
ま
ゐ
り
給

へ
り
け
る
と
か
。
　
　
　
　
（宿
木
　
五

。
一
一
七

。
一
六
）

な
ど
の
よ
う
に
、
ヲ
格
を
採
る
こ
と
が
な
く
ガ
格
の
み
を
採
る
も
の
が
あ

っ
て
、
第

一
段
の
語
と
し
て
適
切
で
あ
る
。

「詞
の
表
」
第

一
段
の
同
じ

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
語
で
あ
り
な
が
ら
、
初
稿
本
以
降
の
六
段
図
に
お
い
て
Ａ
の
語
は
ヲ
格
を
重
視
す

べ
き
語
と
認
め
ら
れ
て
第
二
段

「物
を
然
す
る
」
の
語
と
な
り
、
Ｂ
の
語
は
第
二
段

「物
を
然
す
る
」
の
ヲ
格
に
自
他
対
立
す
る
ガ
格
が

重
視
さ
れ
る
べ
き
語
と
し
て
第

一
段
の
語
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
が
Ａ
の
語
と
Ｂ
の
語
と
の
違
い
で
あ
り
、
Ａ
の
語
が
段
を
移
行
す
る
の

は
意
義
規
定

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
の
新
た
な
存
在
に
よ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
、
「初
稿
本
」
以
降
の
六
段
図
第

一
段
に
は
次
の
三
種
の
語
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

Ｉ
　
ガ
格
の
み
を
採
リ
ヲ
格
と
は
無
関
係
の
語
、
し
た
が

っ
て
第
二
段
に
自
他
対
立
す
る
語
を
持
た
な
い
語
。
Ｃ
の
語
、
「痩
す
る
、

寝
る
、
死
ぬ
る
」
。

Ⅱ
　
ガ
格
の
み
を
採
リ
ヲ
格
を
採
ら
な
い
語
、
し
た
が

っ
て
第
二
段
の
ヲ
格
を
採
る
語
と
自
他
対
立
す
る
語
。
Ｂ
の
語
の
う
ち
、
「驚

く
、
下
る
ゝ
、
臥
す
」
な
ど
。

Ш
　
ガ
格
も
ヲ
格
も
採
り
う
る
が
、
第
二
段
の
フ
格
を
採
る
語
と
自
他
対
立
し
て
ガ
格
を
採
る
語
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
語
。

Ｂ
の
語
、
「立

つ
」
な
ど
。

Ｉ

・
Ｈ

・
Ⅲ
は
ガ
格
を
採
る
点
で

一
致
す
る
。
六
段
図
の
第

一
段
は
ガ
格
を
採
る
語
を
収
め
る
段
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
第

一
段
の

意
義
規
定
と
し
て

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
が
最
も
ふ
さ
わ
し
く
、
そ
の

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
語
は
Ｉ
の
語
で
あ
り
、

Ⅱ
の
語
も
そ
れ
に
加
え
ら
れ
る
。
同
じ
第

一
段
に
も
う

一
つ
の
意
義
規
定

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
が
書
き
込
ま
れ
る
の
は
、
Ⅲ
の
語
の
た
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め
で
あ
る
。
ガ
格

・
プ
格
と
も
に
採
り
う
る
語
で
あ
り
な
が
ら
、
と
き
に
ガ
格
の
み
を
採
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
得
る
語

（Ⅲ
）
に
は
、

自
他
併
存
す
る
意
義
と
し
て
の

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。

「初
稿
本
」
で
も

「成
稿
本
」
「刊
本
」
で
も
そ
の
六
段
図
第

一
段
の

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
が
、
あ
た
か
も
添
え
ら
れ
る
か
の
よ
う
に

一
字
下
げ
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
第

一
段
が
全
体
と
し
て
ガ
格
を
採
る
語
を
収
め
る

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
の
段
で
あ
り
、
「
み
つ
か
ら

然
す
る
」
は
そ
の

一
部
を
占
め
る
副
次
的
な
意
義
規
定
だ
か
ら
で
あ
る
。

エハ
　
春
庭

の
自
他

（
一
）

刊
本
六
段
図
の
第

一
段
に
は
二
つ
の
意
義
規
定
が
与
え
ら
れ
上
下
自
他
対
置
語
の
各
語
の
意
義
規
定
は

一
〇
種
を
数
え
る
。
同
語
形
な

が
ら
意
義
規
定
が
違
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
異
な
る
資
料
の
間
に
も
同

一
の
資
料
内
に
も
あ
る
。　
一
見
、
矛
盾

・
不
統

一
で
あ

る
か
の
よ
う
だ
が
、
春
庭
の
考
え
る
自

ｏ
他
は

一
つ
の
語

（形
）
に
一
つ
の
意
義
が
固
定
し
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
、
お
そ
ら

く
な
い
。
ど
う
い
う
語

（形
）
と
自
他
の
対
応
を
な
す
か
と
い
う
相
対
的
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
相
対
的
関
係
に
よ

る

″自
他
″
に
も
、
お
そ
ら
く

一
定
の
秩
序
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

六
段
図
に
対
し
て
、
「春
庭
が
自
他
の
体
系
を
つ
く
り
上
げ
た
の
は
、
演
繹
的
に
論
理
を
操
作
し
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
実
際
に
用
例
を

検
討
し
、
存
在
す
る
変
異
を

一
つ
一
つ
拾
ひ
上
げ
て
、
そ
の
結
果
が
六
種
に
な
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
」
、
「初
め
か
ら

あ
る
枠
を
作

っ
て
、
演
繹
的
に
押
し
す
す
め
た
の
で
は
な
く
、
対
立
す
る
実
例
か
ら
組
み
立
て
て
行

っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
自
他
の
六

段

へ
の
語
の
配
当
が
、
時
に
は
著
者
自
身
に
も
曖
昧
に
な

っ
た
り
、
論
理
的
に
整
合
し
な
い
欠
点
の
あ
る
の
も
そ
れ
に
よ
る
や
う
に
思
は

れ
る
」
、
「春
庭
と
し
て
は
、
こ
ゝ
で
は
辻
つ
ま
を
合
は
せ
る
よ
り
も
実
態
を
正
し
く
示
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
の
指
摘
が

あ
る
。
同
感
す
る
点
が
多
い
が
、
各
種
六
段
図
を
比
較
対
照
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
語

（語
形
）
が
除
か
れ
た
り
加
え
ら
れ
た
り
、
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度
除
か
れ
た
語
が
再
び
加
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

詞
　
３‐

初
紙
背

初
　
４７

成
　
４７

刊
　
４７

詞
　
１

初
紙
背

初
　
４８

成
　
４８

刊
　
４８

詞
【
ナ
シ
）

初
紙
背

初
　
５２

成
　
５２

刊
　
５２

詞
　
３５

ふ
る

ゝ

さ

と

る

同 同 同 同 同 み
ゆ
る

き

こ

ゆ

る

同 同 同 同

第

一
段

ふ
る
す

さ

と

る

同 同 同 同 同 み
る

同 同 同 同 き
く

第
二
段

さ
と
す

同同同 同 同 同 同 み
す
る

き
か
す
る

同同同

第
二
段

さ
と
さ
す
る

同同同 み
さ
す
る

同同 き
か
す
る

き
こ
え
さ
す
る

同同同

第
四
段

さ

と

ら

る

ゝ

同同 み
ら
る

ゝ

同同同同 同 同 同 き
か
る 第

五
段

ふ
る
さ
る
ゝ

さ

と

ら

る

ゝ

同同同 み
ら
る

ゝ

同同同同 き
か
る
ゝ

同

第
六
段
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初
紙
背

初
　
５５

成
　
５５

刊
　
５５

詞
　
３４

初
紙
背

初
　
５６

成
　
５６

刊
　
５６

詞
　
２

初
紙
背

初
　
５７

成
　
５７

刊
　
５７

同 同 同 同 き
る
ゝ

同 同 同 同 ゆ
る

同 同 同 同

同 同 同 同 き
る

同 同 同 同 ゆ
る
す

同 同 同 同

き
ら
す
る

同同同同

き

ら

る

ゝ

き

ら

る

ゝ

同 ゆ
る
さ
る

ゝ

同同 ふ
る
さ
る

ゝ

同

き

ら

る

ゝ

同同同同 ゆ
る
さ
る
ゝ

同同同同 同 同 同 同

（空
欄
は
そ
の
語
形
が
な
い
こ
と
、
「同
」
は
右
の
語
形
に
同
じ
こ
と
を
示
す
）

こ
の
異
同
を
実
際
に
存
在
す
る
用
例
に
よ
っ
た
た
め
と
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
苦
し
い
。
勿
論
、
各
段
階
で
そ
の
都
度
、
用
例
に
当
た

っ
て
そ
の
語
形
と
意
義
の
適
合
を
検
討
し
た
結
果
の
語
形
の
加
除
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
し
か
し
、
あ
の
彩
し
い
雑
稿
残
編

や
カ
ー
ド
類
に
も
そ
れ
を
証
す
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
確
か
に
基
本
的
に
は
、
い
わ
ば
実
例
主
義
と
い
っ
た
研
究
態
度
が
あ

っ
た
こ
と
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は
否
定
で
き
な
い
が
、
六
段
図
が
創
ら
れ
完
成
に
近
づ
き
見
直
す
と
き
、
六
段
の
各
意
義
に
適
合
す
る
語
形
の
有
無
は
そ
の
存
否
の
可
能

性
を
も

っ
て
検
討
修
正
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
春
庭
に
は
、
演
繹
的
研
究
態
度
も
否
定
は
出
来
な
い
。
″自
他
″
を
相
対
的

に
捉
え
る
の
も
、
そ
の
現
れ
で
あ
る
。

上
下
対
置
語
に
お
い
て
も
、
対
置
す
る
語
と
の
相
対
的
関
係
で
意
義
規
定
が
変
わ
る
（↓
第
四
節
）
。
し
た
が
っ
て
或
る
語
が
固
定
し
て

特
定
の
意
義
規
定
を
も
つ
と
は
言
い
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
語
の
用
例
に
よ
っ
て
そ
の
語
が
如
何
な
る
意
義
規
定
と
規
定
さ
れ
る
べ
き
か

を
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
春
庭
の
考
え
て
い
た

″自
他
″
と
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「自
他
草
稿
」
、
資
料
番
号
１６
ｏ
発
表
時
に

「草
稿
」
も
し
く
は

「草
稿
本
」
と
称
し
た
も
の
。
詳
し
く
は
第
二
章
第

一
節
四
。

「自
他
』
、
資
料
番
号
１
。
詳
し
く
は
第
三
章
第

一
節

一
。

「詞
の
カ
ー
ド
」
、
資
料
番
号
７
。
詳
し
く
は
第
三
章
第

一
節
三
。

詳
し
く
は
第
二
章
第

一
節

一
。

用
例
の
出
典
箇
所
を
示
す
。
数
字
は

『日
本
古
典
文
学
大
系
』
（岩
波
書
店

各
巻
第

一
刷
）
の

「巻

・
ペ
ー
ジ

・
行
」
の
順
。

尾
崎
知
光

コ
詞
通
路
』
に
お
け
る
自
他
と
延
約
」
亀
愛
知
県
立
大
学
創
立
十
周
年
記
念
論
集
』

昭
和
五
十
年
十
二
月
）。
『国
語
学
史
の
基
礎

的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月

笠
間
書
院
）
所
収
。

○
第
二
節
は
、
「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

『
み
つ
か
ら
然
す
る
』
―

『詞
通
路
』
の
″自
他
″
―
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十
七
年
四
月
号
　
東

京
大
学
国
語
国
文
学
会
）
、
「自
動
詞
と
他
動
詞
―
春
庭
の
自
他
―
」
翁
国
文
法
講
座
　
２
　
古
典
解
釈
と
文
法
―
活
用
語
』

昭
和
六
十
二
年
四

月
　
明
治
書
院
）
に
加
筆
し
た
。

654321注
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第
二
節
　
エハ
段
図
の
構
造

一　
単
純
形
と
派
生
形
の
関
係

刊
本

『詞
通
路
』
自
他
詞

「
六
段
図
」
は
六
〇
行

盆
ハ
○
語
基
）。
各
段
各
行
の
語
形
は
、
第

一
段
が
三
〇
、
第
二
段
が
五
五
、
第
二
段

が

一
一
、
第
四
段
が
四
二
、
第
五
段
が
二
九
、
第
六
段
が
四
七
、
計
二

一
四
語
形
で
あ
る
。
単
純
形
と
派
生
形

（ス
・サ
ス
下
接
形
、
ル
・

ラ
ル
下
接
形
）
と
に
分
け
る
と
、
第

一
二
一段
が
単
純
形
、
第
四
・
五
上
ハ
段
が
派
生
形
で
例
外
が
な
く
、
第
二
段
は
派
生
形
の

一
例

（き

か

ｏ
す
る

間
）
を
例
外
と
し
て
含
む
単
純
形
の
段
で
あ
る
。

山
田
に

「
理
路
を
た
ど
る
に
窮
せ
り
」
と
言
わ
れ
、
小
林
好
日
、
佐
久
間
鼎
に

「混
清
分
類
」
と
さ
れ
た
六
段
図
は
、
理
論
的
系
統
的

な
自
他
詞
分
類

一
覧
表
と
は
第
二
段
が
原
則
と
し
て
単
純
形
の
段
で
あ
る
点
で
異
な
る
。
基
本
的
に
自
他
三
分
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て

ス

・
サ
ス
下
接
の
派
生
形
は
第
四
段

一
段
に
収
ま
り
、
ル
・
ラ
ル
下
接
の
派
生
形
は
第
五
段
第
六
段
の
二
段
に
分
類
所
属
す
る
こ
と
に
な

２つ
。第

四

。
五

。
六
段
の
派
生
形
が
ス
・
サ
ス
、
ル
ニ
フ
ル
を
下
接
し
て
構
成
さ
れ
る
場
合
、
第

一
。
二

・
三
段
の
い
ず
れ
の
段
に
下
接
し

て
第
四

。
五

。
六
段
の
派
生
形
と
な
る
か
。
そ
の
関
係
を
次
に
示
す
。

第
四
段
は
四
二
の
語
を
収
め
、
内
訳
は
、

ａ

第

一
段
語
＋
ス

・
サ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
例

ｂ

第
二
段
語
＋
ス

・
サ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四
例
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ｃ

第
二
段
語
十
ス

・
サ
ス
　

　

　

　

　

　

　

　

一
一例

で
あ
る
。
ｂ
が
最
も
多
い

（八
〇
％
強
）。
ス
・
サ
ス
下
接
の
派
生
形
の
構
成
は
、

第
四
段
語
↑
―
―
―
―
第
二
段
語
＋
ス

・
サ
ス
…
…
・…
…
共
Ａ
）

が
正
常
で
あ
る
と
す
れ
ば

ａ
。
ｃ
は
例
外
と
な
る
。
こ
れ
を
六
段
図
の
七
つ
の
意
義
規
定
で
関
係
を
示
し
、
例
外
に
は
そ
の
例
語

（単
純

形
）
を
挙
げ
る
と
、

げ

他
に
然
さ
す
る

木―
―
物
を
然
す
る

が
正
常
で
、

ゴ

他
に
然
さ
す
る

ＡＩ
Ｉ

お
の
つ
か
ら
然
る

ｏ
み
つ
か
ら
然
す
る

ア
　
し
り
ぞ
く
、
さ
む
る
、
き
こ
ゆ
る
、
や
す
る
、
ぬ
る

（寝
）
、
し
ぬ
る

ご

他
に
然
さ
す
る

ＡＩ
Ｉ
他
に
然
す
る

イ
　
き
す
る

（着
）
、
さ
と
す

は
例
外
と
な
る
。
う
ち
、
第
二
段
語
が
存
在
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
ａ

及
び

ｃ
と
な
る
の
は
傍
線
の
語
で
、
そ
の
第
二
段
語
は
、

ウ
　
し
り
ぞ
く
る
、
さ
ま
す
、
き
く
、
き
る

（着
）、
さ
と
る

で
あ
る
。

第
五
段
は
二
九
の
語
を
収
め
、
そ
の
内
訳
は
、

ｄ

第

一
段
語
＋
ル

。
ラ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
例

ｅ

第
二
段
語
十
ル

・
ラ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
例

ｆ

第
二
段
語
十
ル

・
ラ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し
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ｇ

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
例

で
あ
る
。
ｇ

「
そ
の
他
」
は
、
第
五
段
語
が

「
わ
す
ら
る
ゝ
」
で
、

に
有
る
。　
一
般
的
に
存
在
す
る

「派
生
形
＝
単
純
形
十
ス
・
サ
ス
、

あ
る
。

右
を
意
義
規
定
で
い
う
と
、
数
の
上
か
ら
は
、

ご

お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

▲―
―
物
を
然
す
る

が
正
常
で
、

ご

お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

▲―
―

は
例
外
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
六
段
は
四
七
の
語
を
収
め
、
内
訳
は
、

ｈ

第

一
段
語
十
ル

・
ラ
ル

・１
第
二
段
語
＋
ル

ー
フ
ル

・Ｊ

第
二
段
語
十
ル

・
ラ
ル

ｋ

そ
の
他

で
あ
る
。
ｋ
は

ｇ
と
同
じ
で
例
外
的
存
在
で
あ
る
。

意
義
規
定
で
示
す
と
、

／

他
に
然
せ
ら
る
ゝ

―^
―
物
を
然
す
る

が
正
常
で
、

そ
の
単
純
形

「
わ
す
る
」
は
表
中
に
な
く

「
わ
す
る
ゝ
」
が
第

一
段

ル
・
ラ
ル
」
の
関
係
が
こ
の

ｇ
に
は
な
く
六
段
図
中
唯

一
の
例
外
で

お
の
つ
か
ら
然
る

ｏ
み
づ
か
ら
然
す
る

な
し

四

一
例

五
例

一
例
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／

他
に
然
せ
ら
る
ゝ

ＡＩ
Ｉ
他
に
然
す
る

が
例
外
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ｄ

ｅ

ｆ
、
ｈ

ｉ

ｌ
の
数
値
の
偏
り
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
も
の
ょ
、

①
・　
第
五
段
語
は
ル

・
ラ
ル
の
上
接
語
と
し
て
第

一
段
語

。
第
二
段
語
の
い
ず
れ
も
が
位
置
す
る
こ
と
を
許
す
が
第
二
段
語
が
位
置

す
る
こ
と
を
拒
む
。

①
・　
第
六
段
語
は
ル

。
ラ
ル
の
上
接
語
と
し
て
第
二
段
語

。
第
二
段
語
の
い
ず
れ
も
が
位
置
す
る
こ
と
を
許
す
が
第

一
段
語
が
位
置

す
る
こ
と
を
拒
む
。

と
な
る
。
単
純
形
が
、
第

一
段
語

（お
の
つ
か
ら
然
る
↓
み
つ
か
ら
然
す
る
）
↓

第
二
段
語

（物
を
然
す
る
）
↓

第
二
段
語

（他
に
然

す
る
）
の
順
に

″自
″
か
ら

″他
″

へ
と
移
り
い
く
も
の
と
す
る
と
、
①

ｏ
①
に
よ
っ
て
、

第
五
段
語
↑
―
―
―
―
第

一
段
語

（″自
″
の
動
詞
）
十
ル
・
ラ
ル
…
…
…
…
…
（Ｂ
）

第
六
段
語
↑
―
―
―
―
第
二
段
語

（″他
″
の
動
詞
）
＋
ル
・
ラ
ル
…
…
…
…
…
（Ｃ
）

と
な
る
の
が
本
来
の
派
生
形
と
単
純
形
の
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
①
に
第
二
段
語
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
①
に
第

一

段
語
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
了
解
で
き
る
が
、
①

ｏ
①
に
共
に

「物
を
然
す
る
」
第
二
段
語
の
存
在
す
る
こ
と
が
納
得
で
き
な
い
。
共
に

第
二
段
語

「物
を
然
す
る
」
語
を
構
成
要
素
と
す
る
第
五
段
語
、
第
六
段
語
と
は
意
味
内
容
に
ど
の
よ
う
な
違
い
の
あ
る
語
な
の
か
が
間

題
と
な
る

（↓
四
）。

単
純
形
と
派
生
形
の
本
来
の
関
係
が
（Ｂ
×
Ｃ
）
と
す
る
と
、
（Ｂ
）
に
合
致
し
な
い

ｅ

「第
二
段
語
＋
ル

・
ラ
ル
」
の
単
純
形
は
、

工
　
た
が
ふ
る
、
き
く
、
み
る
、
き
る

（切
）
、
を
る
、
た
つ
る
、
う
る
、
ふ
せ
ぐ
、
す
る
、
ま
つ
、
た
づ
ぬ
る
、
い
と
ふ
、

お
も
ふ
、
つ
か
ふ
、
か
ぞ
ふ
る
、
い
む
、
う
ら
む
る
、
き
る

（着
）
、
わ
き
ま
ふ
る
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で
あ
り
、
（Ｃ
）
に
合
致
し
な
い

ｊ

「第
二
段
語
＋
ル

・
ラ
ル
」
の
単
純
形
は
、

オ
　
あ
づ
く
る
、
さ
づ
く
る
、
さ
と
す
、

つ
か
は
す
、
ま
か
す
る

と
な
る
。
そ
し
て
第

一
段
語
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず

ｅ
と
な
る
の
は

工
の
傍
線
の
語
で
、
そ
の
第

一
段
語
は
、

力
　
た
が
ふ
、
き
こ
ゆ
る
、
み
ゆ
る
、
き
る
ヽ
、
を
る
ゝ
、
た
つ

で
あ
り
、
第
二
段
に
語
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず

ｊ
と
な
る
の
は

オ
の
傍
線
の
語
で
、
そ
の
第
二
段
語
は
、

キ
　
あ
づ
か
る
、
さ
づ
か
る
、
さ
と
る

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
刊
本
六
段
図
の
派
生
形
、
即
ち
第
四
段
語

。
第
五
段
語

。
第
六
段
語
の
、
い
わ
ば
構
成
の
原
則
と
も
い
う
べ
き

（Ａ
）

（Ｂ
）
（Ｃ
）
を
設
け
、
そ
の
例
外
と
関
係
す
る
語

ア

・
イ

・
ウ

。
工
ｏ
オ

・
力

。
キ
を
列
挙
す
る
と
、
第

一
節
三
０
に
挙
げ
た
語
（
ａ
）

（ｂ
Ｘ
ｃ
Ｘ
ｄ
×
ｅ
）
と
同
じ
語
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
こ
の
ア
～
キ
の
語
と
（
ａ
）～
（
ｅ
）
の
語
と
の
間
に

一
致
す
る
語
が
存
在
す
る
の
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

関
係
す
る
語
に
つ
い
て
言
う
と
、
原
則

（Ａ
）
に
反
す
る
の
は
第
二
段
語

「
き
す
る

（着
）
、
さ
と
す
」
に

「す
ｏさ
す
」
の
下
接
す
る

例
。
第
二
段
語

「き
る
」
は

「詞
の
表
」
第

一
段
の
語
（
ａ
）
、
第
二
段
語

「さ
と
る
」
は
初
稿
本
第

一
段
の
語
（
ｅ
）
で
あ
る
。
原
則

（Ｂ
）

に
反
す
る
の
は
第
二
段
語

「
ま
つ
、
お
も
ふ
、
き
る

（着
と

に

「
る

ｏ
ら
る
」
の
下
接
す
る
例
。
「ま
つ
、
お
も
ふ
、
き
る
」
は

「詞
の

表
」
第

一
段
の
語
（
ａ
）
で
あ
る
。
原
則

（Ｃ
）
に
反
す
る
の
は
第
二
段
語

「あ
づ
く
る
、
さ
づ
く
る
、
さ
と
す
、
つ
か
は
す
」
に

「
る

ｏ

ら
る
」
の
下
接
す
る
例
。
第
二
段
語

「あ
づ
か
る
、
さ
づ
か
る
」
は

「詞
の
表
」
第

一
段
の
語
（
ａ
）、
第
二
段
語

「
さ
と
る
」
は
初
稿
本

第

一
段
の
語
（
ｅ
）
で
あ
る
。
「
つ
か
は
す
」
は
第
二
段
語
が
な
く
第

一
段
語
も
な
い
。

お
そ
ら
く
、
（Ａ
）
（Ｃ
）
に
つ
い
て
は
、
「
き
る
、
さ
と
る
」
「あ
づ
か
る
、
さ
づ
か
る
、
さ
と
る
」
が
初
期
の
六
段
図
で
は
第

一
段
語
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で
、
″自

″
の
性
格
を
も
つ
語
で
あ
る
が
ゆ
え
に
避
け
ら
れ
て
、
よ
り

″他
″
の
性
格
を
も
つ
第
二
段
語
に
よ
っ
て
第
四
段
語
。第
六
段
語

が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
し
、
（Ｂ
）
に
つ
い
て
は
、
「
ま
つ
、
お
も
ふ
、
き
る
」
が
初
期
の
六
段
図
で
は
第

一
段
語
で
、
″自

″
の
性
格
を
も

つ
語
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
、
語
の

″自

。
他
″
性
に
よ
る
解
釈
は
措
く
と
し
て
も
、
刊
本
六
段
図

に
は
単
純
形
と
派
生
形
の
関
係
に
お
い
て
初
期
の
六
段
図

「詞
の
表
」
や
初
稿
本
六
段
図
の
な
ご
り
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

一
一　

単
純
形

自
他
詞
六
段
図

（以
下
、
断
ら
な
い
限
り
刊
本
の
六
段
図
）
は
第

一
。
二

・
三
段
が
単
純
形
、
第
四
段
が

「
す
、
さ
す
」
下
接
の
派
生

形
、
第
五

・
第
六
が

「
る

ｏ
ら
る
」
下
接
の
派
生
形
で
、
第

一
～
三
段
の
単
純
形
に

「
す

ｏ
さ
す
」
も
し
く
は

「
る

ｏ
ら
る
」
が
下
接
し

て
第
四
～
六
段
の
派
生
形
に
な
る
と
い
う
関
係
が
あ
る
。
こ
の
六
種
の
分
類
に
対
し
て
は
多
く
の
批
判
が
あ
る
。
例
え
ば
小
林
好
日
は
、

「系
統
的
に
分
類
す
れ
ば
」
「動
詞
の
あ
ら
わ
す
動
作
」
は

「然
る
動
作
」
と

「然
す
る
動
作
」
と
に
三
分
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
が

「他

に
然
さ
す
る
動
作
」
と

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
動
作
」
と
に
三
分
さ
れ
る
六
種
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
動
詞
を
三
分
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の

「
す
、
さ
す
」
派
生
形
。
「
る
、
ら
る
」
派
生
形
を
考
え
れ
ば
、
右
の
よ
う
に
す
る
の
が
確
か
に

「系
統
的
」
分
類
で
あ
る
が
、
春

庭
は
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
上
下
対
置
語
に
お
い
て
は
自
他
三
分
の
対
応
を
な
す
が
、
六
段
図
に
お
い
て
は
そ
の
単
純
形
に
限

っ
て
も
自

他
三
分
で
は
な
い
。

現
在
最
も
古
い
と
見
倣
さ
れ
る
六
段
図

「詞
の
表
」
の
第

一
段
語

「
き
る

ｏ
着
、
ま
つ
、
お
も
ふ
、
あ
づ
か
る
、
か
る

ｏ
借
、
さ
づ
か

る
、
た
ま
は
る
、
つ
か
ふ
る
」
は
刊
本
六
段
図
の
第

一
段
に
な
く
、
こ
の
よ
う
な
ヲ
格
、
さ
ら
に
は
二
格
を
要
す
る
語
は
第

一
段
に
存
在

す
る
こ
と
が
な
い
。
語
の
意
味
で
い
う
と

「
き
こ
ゆ
る
、
み
ゆ
る
」
の
よ
う
に
自
発
の
意
の
語
、
動
作
の
主
体
で
い
う
と

「
お
ど
ろ
く
、

し
ぬ
る
、
く
る
し
む
」
の
よ
う
に
人
で
あ
る
語
や

「
た
が
ふ
、
を
る
ゝ
」
の
よ
う
に
事

。
物
で
あ
る
語
な
ど
が
混
在
す
る
が
、
格
で
い
う
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と
ガ
格
以
外
の
格
を
要
す
る
語
が
第

一
段
に
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
。
第

一
段
は
、
「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
と

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
の
二

つ
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
が

一
括

″
ガ
格
の
み
を
採
る
語
″
（ガ
格
単
純
形
）
の
段
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「詞
の
表
」
第

一
段
の

「
き
る
、
ま
つ
、
お
も
ふ
、
あ
づ
か
る
、
か
る
、
さ
づ
か
る
、
た
ま
は
る
」
は
六
段
図
で
は
第
二
段
の
語
で
あ

り
、
上
下
対
置
語
で

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る

「
ふ
せ
ぐ
、
ま
ね
く
、
う
ら
む
る
」
な
ど
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ヲ
格

を
と
る
語
で
あ
り
、
他
の
第
二
段
の
語
も
す
べ
て
ヲ
格
を
要
す
る
。
第
二
段
は

″
ヲ
格
を
採
る
語
″
（ガ
ヲ
格
単
純
形
）
を
収
め
る
段
と
し

て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
「詞
の
表
」
第

一
段
の

「
つ
か
ふ
る
」
は
六
段
図
で
は
第
二
段
の
語
で
あ
り
、
上
下
対
置
語
で

「物
を
然
す
る
」
と

規
定
さ
れ
る

「
さ
と
す
」
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
二
格
を
と
る
語
で
あ
り
、
他
の
第
二
段
語
も
す
べ
て
二
格
を
要
す
る
。
六
段
図
第

二
段
は

″
二
格
を
も
採
る
語
″
の
段
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
第

一
段
の
語
に
上
下
対
置
語
で
例
え
ば

「
し
り
ぞ
く
」
に

「物
の
お
の
づ
か
ら
然
る
」
と
付
す
こ
と
が
あ

り
、
第
二
段
が

「物
日
然
す
る
」
、
第
二
段
が

「他
ｄ
然
す
る
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
意
義
規
定
の
名
目
の

「
の
、
を
、
に
」
が
実
は
そ
の

語
の
と
る
格
を
表
す
こ
と
に
も
合
致
し
、
単
純
形
の
第

一
、
二
、
三
段
は
語
の
採
る
格
、
ガ
格

・
（ガ
）
ヲ
格

。
（ガ
ヲ
）
二
格
に
よ
っ
て

分
類
さ
れ
た
三
段
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

〓
一

「
す
、
さ
す
」
派
生
形

六
段
図
第
四
段

「他
に
然
さ
す
る
」
の
語
は
四
二
。
構
成
要
素
と
な
る
単
純
形
と
の
関
係
は
、
第

一
段
語
に

「
す
、
さ
す
」
の
下
接
す

る
語
形
が
六
例
、
第
二
段
語
に

「
す
、
さ
す
」
の
下
接
す
る
語
形
が
三
四
、
第
二
段
語
に

「す
、
さ
す
」
の
下
接
す
る
語
形
が
二
例
で
あ

る
。
ガ
フ
格
単
純
形
第
二
段
語
の
派
生
形
が
大
部
分
を
占
め
る
。

第
二
段
語
の

「
す
、
さ
す
」
派
生
形
で
は
、
例
え
ば
、
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太
郎
ガ
　
次
郎
ヲ
　
招
く

↓

花
子
ガ
　
太
郎

二
　
次
郎
ヲ
　
招
か
ス
ル

の
よ
う
に
単
純
形

↓

派
生
形
の
間
に
ガ
格
の
追
加
と
ガ
格

↓

二
格
の
交
替
が
あ
る
。
派
生
形
の
ガ
格
は
サ
セ
ル
主
体
、　
二
格
は
そ
れ

を
受
け
て
ス
ル
主
体
で
、
い
う
ま
で
も
な
く

〈使
役
表
現
〉
で
あ
る
。
第
二
段

「他
に
然
す
る
」
に
も
二
格
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は

「源

氏
に
よ
せ
お
も
く
な
と
い
へ
る

又
お
し
よ
せ

よ
せ
ね
な
と
い
へ
る
を
思

へ
は
す
へ
て
よ
す
る
と
い
ふ
詞
は
よ
す
る
所
を
む
ね
と
い
へ
る

詞
に
て
物
を
然
す
る
詞
の
か
た
に
ハ
あ
ら
て
他
に
然
す
る
詞
の
方
な
る
へ
し
」
（刊
三
十
八
オ
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
必
ず
し
も
ス
ル
主
体

で
は
な
い
。
第
二
段
語
に
よ
る

「
す
、
さ
す
」
派
生
形
第
四
段
語
の
採
る
二
格
は
、
例
外
な
く
ス
ル
主
体
で
あ
る
。

い
わ
ば
例
外
的
に
、
第
四
段
語
に
は
第

一
段
お
よ
び
第
二
段
の
語
を
構
成
要
素
と
す
る
例
が
あ
る
。
第

一
段
語
に
よ
る

「
す
、
さ
す
」

派
生
形
の
場
合
、
そ
の
第

一
段
語
に
は
第
二
段
語
を
有
し
な
い
語
と
有
す
る
語
と
が
あ
る
。
第
二
段
語
を
有
し
な
い

「
や
す
る
、
ぬ
る

ｏ

寝
、
し
ぬ
る
」
で
は
、
例
え
ば

「太
郎
ガ
　
寝
る
」
は

「
す
、
さ
す
」
下
接
に
よ
る
ガ
格
の
追
加
と
ガ
格

↓

二
格
の
交
替
に
よ
れ
ば

早
化

子
ガ
　
太
郎

二
　
寝
サ
ス
ル
」
と
な
る
が
、
こ
れ
は

「花
子
ガ
　
太
郎
ヲ
　
寝
サ
ス
ル
」
の
ほ
う
が
通
常
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と

こ
れ
は
ガ
ヲ
格
単
純
形
第
二
段
語
の
採
る
格
関
係
と
全
く
同
じ
に
な
る
。

佐
久
間
鼎
は

「
一
つ
の
他
動
詞
の
よ
う
に
用
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
自
動
詞
に
『せ
る
ｏ
さ
せ
る
』
を
接
続
さ
せ
て
つ
か
飛

」

と
言
い
、
他
動
詞
の

「
す
、
さ
す
」
派
生
形
の
表
す
意
味
を

「使
役
」
、
自
動
詞
の

「す
、
さ
す
」
派
生
形
の
表
す
意
味
を

「使
動
」
と
称

し
て
区
別
し
た
が
、
「第
二
段
語

（他
動
詞
と

と

「第

一
段
語

（自
動
詞
）
＋
す

。
さ
す
」
（使
動
）
と
が
同

一
の
格
関
係
、
同

一
の
意
味

を
表
す
と
な
る
と
、
動
詞
を
分
類
す
る
六
段
図
に
そ
の
二
語
形
を
二
段
に
わ
た
っ
て
載
せ
る
こ
と
は
重
複
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「
す
、

さ
す
」
派
生
形
が
存
在
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
他
の
段
と
異
な
る
格
関
係

・
意
味
を
表
す

「第
二
段
語

（他
動
詞
）
＋
す

。
さ
す
」
（使

役
）
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
す
、
さ
す
」
派
生
形
が
第
四
段
の

一
段
に
限
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
い
う
事
情
に
よ
る
。

こ
れ
が
六
段
図
分
類
の
方
針
だ
と
す
る
と
、
例
外
的
に
第

一
段
語
に
よ
る

「
す
、
さ
す
」
派
生
形
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
は
同
じ
く
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「す
、
さ
す
」
を
下
接
し
な
が
ら
他
の
格
交
替

（第
二
段
語
と
そ
の

「す
、
さ
す
」
派
生
形
の
間
の
）
と
は
異
な
る
、
と
い
う
こ
と
は
表

す
意
味
も
異
な
る
例
と
し
て
意
味
を
も
つ
。

第
二
段
語
を
有
す
る
第

一
段
語
に
よ
る

「す
、
さ
す
」
派
生
形
が
あ

っ
た
。
そ
の
第

一
段
語
は

「し
り
ぞ
く
、
さ
む
る
、
き
こ
ゆ
る
」
、

第
二
段
語
は

「
し
り
ぞ
く
る
、
さ
ま
す
、
き
く
」
で
あ
る
。

「
き
こ
ゆ
る
」
の
場
合
、
「詞
の
表
」
に
そ
の

「
す
、
さ
す
」
派
生
形
が
な
く
第
四
段
に
第
二
段
語

「
き
く
」
の
派
生
形

「
き
か
す
る
」

が
あ
り
、
初
稿
本
以
降
の
六
段
図
で
は
第
二
段
に

「
き
か
す
る
」
が
移
り
新
た
に

「
き
こ
え
さ
す
る
」
が
第
四
段
に
載
る
。
こ
の

「
き
こ

え
さ
す
る
」
を
敬
意
表
現
と
す
る
考
え
が
あ
る
が
、
と
す
る
と
同

一
語
基
の
語
と
し
て
第

一
段

「き
こ
ゆ
」
。
第
二
段

「き
く
」
。
第
二
段

「き
か
す
る
」
、
第
五
上
ハ
段

「
き
か
る
ゝ
」
と
は
全
く
異
な
る
意
味
の
語
と
な
る
。
こ
れ
は
認
め
に
く
い
こ
と
だ
が
、
格
の
上
で
は
例
え

ば

「次
郎
ガ
　
太
郎

二
　
・…
‥
ヲ
　
聞
え
サ
ス
ル
」
と
成

っ
て
、
二
格
に
位
置
す
る
の
が
ス
ル
動
作
の
主
体
で
な
い
点
は
認
め
に
く
い
が

一
応
ガ

・
二
・
ヲ
の
格
が
揃
い
、
こ
の
点
で
は
他
の
第
四
段
語
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
敬
語
表
現
と
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
使
役
表
現
の
語
と
す
れ
ば
、
単
純
形

「
き
こ
ゆ
」
で
は
例
え
ば

「虫
の
音
ガ
　
聞
ゆ
る
」
あ
る
い
は

「聞
ゆ
る
」
主
体
が
顕

現
し
て

「太
郎

ハ
・
ニ
ハ
　
虫
の
音
ガ
　
聞
ゆ
る
」
と
な
り
、
派
生
形

「
き
こ
え
さ
す
る
」
で
は

「次
郎
ガ
　
太
郎

二
　
虫
の
音
ヲ
　
聞

え
サ
ス
ル
」
と
で
も
な
ろ
う
が
、
ス
ル
動
作
の
主
体
が
二
格
に
位
置
す
る
使
役
表
現
に
お
い
て
自
発
の
意
を
表
す
動
詞
を
そ
の
構
成
要
素

と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
「
き
こ
ゆ
」
に
「す
、
さ
す
」
の
下
接
す
る
使
役
表
現
と
し
て
の
第
四
段
語
は
認
め
に
く
い
。
六
段
図
で
は
「
き

こ
え
さ
す
る
」
の
語
形
が
無
視
し
が
た
く
載
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
載
せ
な
い
六
段
図

「詞
の
表
」
の
ほ
う
が
理

解
し
や
す
い
。

「
さ
む
る
」
の
場
合
、
単
純
形
は

「ロ
ガ
　
覚
む
る
」
で
派
生
形
は

「次
郎
ガ
　
太
郎

ニ
　
ロ
ヲ
　
覚
め
サ
ス
ル
」
と
な
る
。
「
さ
む
る
」

は

「き
こ
ゆ
る
」
と
同
じ
格
を
と
る
が
、
派
生
形
で
い
う
と
ヲ
格

（目
）
が
二
格

（太
郎
）
の
、
い
わ
ば
所
有
物
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
が
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違
う
。
こ
の
点
で
辛
う
じ
て

「
さ
む
る
」
は

「
す
、
さ
す
」
を
下
接
し
て
使
役
表
現
を
表
し
う
る
。
物
の
所
有
者
で
あ
る
点
で
、
事
の
動

作
者
と
同
じ
く
二
格
に
意
志
の
存
在
を
想
定
し
う
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「
し
り
ぞ
く
」
の
場
合
、
単
純
形
は

「太
郎
ガ
　
退
く
」
で
派
生
形
は

「次
郎
ガ
　
太
郎

二
　
退
か
ス
ル
」
と
な
る
が
、
「次
郎
ガ
　
太

郎
ヲ
　
退
か
ス
ル
」
も
可
能
で
あ
る
。
と
す
る
と
単
純
形
の
ガ
格
が
、
派
生
形
に
お
い
て
二
格
も
し
く
は
ヲ
格
に
交
替
す
る
二
つ
の
表
現

が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
両
者
の
違
い
は
、
二
格
で
あ
る
と

「し
り
ぞ
く
」
主
体
の
意
志

・
判
断
を
尊
重
す
る
趣
が
あ
り
、
ヲ
格
で
あ
る

と
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
同
じ
第

一
段
語
の

「や
す
る
、
ぬ
る
、
し
ぬ
る
」
の
場
合
に
は
ヲ
格
に
交
替
す
る
ほ
う
が
寧

ろ
通
常
の
表
現
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
語
が
動
作
の
主
体
ガ
格
の
意
志
の
関
与
し
え
な
い
、
い
わ
ば
自
然
的
現
象
を
表
す
と
考
え

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
し
り
ぞ
く
」
の
場
合
は
ガ
格
の
意
志
が
関
与
し
う
る
し
、
し
た
が
っ
て
そ
の
ガ
格
は
派
生
形
に
お
い
て
ニ

格
に
交
替
し
て
有
り
う
る
表
現
と
な
る
。
こ
れ
が
ヲ
格
に
交
替
す
る
と
、
「
や
す
る
」
な
ど
と
同
じ
く
他
動
詞
相
当
の

「使
動
」
表
現
と
な

り
、
そ
の
ヲ
格
は
無
意
志
的
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

使
役
表
現
の

「
す
、
さ
す
」
派
生
形
で
は
、
単
純
形
の
ス
ル
主
体
ガ
格
が

二
格
に
交
替
し
、
サ
セ
ル
主
体
ガ
格
が
新
た
に
加
わ
り
、
そ

の
二
格
に
は
ガ
格
の
意
志
を
受
け
て
そ
の
実
現
の
た
め
に
行
為
す
る
意
志
的
存
在
が
位
置
す
る
。
単
純
形
で
い
え
ば
ガ
ヲ
格
単
純
形
第
二

段
語
を
構
成
要
素
と
す
る
場
合
で
、
こ
れ
が
原
則
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
存
在
す
る
ガ
格

↓

ヲ
格
の
交
替
は
動
詞
が
意
志
的
動
作

・
行

為
を
表
す
こ
と
の
出
来
な
い
場
合
に
限
ら
れ
、
こ
の
場
合
も
ガ
格
を
意
思
的
存
在
と
し
て
扱
え
ば

二
格
に
交
替
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
出

来
る
。

こ
の
例
外
的
な
、
「す
、
さ
す
」
派
生
形
で
単
純
形
の
ガ
格
が
ヲ
格
に
交
替
す
る
語
も
あ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
春
庭
に
と
っ
て
見
逃
せ

な
い
こ
と
で
あ

っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ

「詞
の
表
」
に
な
い
語

（や
す
る
、
ぬ
る
、
し
ぬ
る
）
を
あ
え
て

「初
稿
本
」
以
降
の
六
段
図
に
加

え
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
異
な
る
格
を
と
る
語
、
異
な
る
意
味
の
語
を
ひ
ろ
く
六
段
図
に
載
せ
る
こ
と
が
春
庭
の
意
図
に
あ
っ
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た
と
思
わ
れ
る
。

第
四
段
に
は
、
第
二
段
語

（き
る

・
着
、
さ
と
る
）
が
有
り
な
が
ら
例
外
的
に
第
二
段
語

（き
す
る
、
さ
と
す
）
を
構
成
要
素
と
す
る

派
生
形
が
二
例
存
在
す
る

（コ

」
の
末
尾
に
初
期
の
六
段
図
と
の
関
わ
り
で

一
つ
の
考
え
を
述
べ
た
）。
例
を
挙
げ
る
と
、

＜ａ＞
　
太
郎
ガ
　
・…
・・ヲ
　
着
る

（第
二
段
語
）

①
　
次
郎
ガ
　
太
郎
二
　
・…
・・ヲ
　
着
サ
ス
ル

（第
二
段
語
の

「
さ
す
」
派
生
形
）

＜ｃ＞
　
次
郎
ガ
　
太
郎

二
　
・…
‥
ヲ
　
着
す
る

（第
二
段
語
）

③
　
一化
子
ガ
　
次
郎
ヲ
シ
テ
　
太
郎
二
　
・…
・・ヲ
　
着
せ
サ
ス
ル

（第
二
段
語
の

「
さ
す
」
派
生
形
）

０
　
太
郎
ガ
　
・…
・・ヲ
　
さ
と
る

（第
二
段
語
）

０
　
次
郎
ガ
　
太
郎
二
　
・…
‥
ヲ
　
さ
と
ら
ス
ル

（第
二
段
語
の

「
す
」
派
生
形
）

③
　
次
郎
ガ
　
太
郎
二
　
・…
・・ヲ
　
さ
と
す

（第
三
段
語
）

①
　
花
子
ガ
　
次
郎
ヲ
シ
テ
　
太
郎

二
　
・…
・・ヲ
　
さ
と
さ
ス
ル

（第
二
段
語
の

「す
」
派
生
形
）

の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
第
二
段
語
の

「す
、
さ
す
」
派
生
形

（③
①
）
は
、
表
す
意
味
の
上
で
い
さ
さ
か
の
違
い
は
あ
る

（第

四
段
の

「使
役
表
現
」
の
二
格
に
は
意
思
的
存
在
が
位
置
す
る
）
が
格
関
係
の
上
で
は
全
く
第
三
段
語

（＜ｃ＞
①
）
と
同
じ
に
な
り
、
③
①

を
第
四
段
語
と
す
る
こ
と
は
重
複
と
な
る
。
第
二
段
語
を
も

っ
て
そ
の
派
生
形
を
第
四
段
語
と
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
「す
、
さ
す
」
派
生
形
を
収
め
る
第
四
段
は
、
原
則
と
し
て
第
二
段
語
を
そ
の
構
成
要
素
と
す
る
語
に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
る
が
、
他
に
も
格
の
交
替
に
お
い
て
異
な
る
も
の
、
意
味
の
上
で
異
な
る
も
の
を
含
む
こ
と
に
な
っ
た
。
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四

　

「
る
、
ら
る
」
派
生
形

六
段
図
の
第
五
段
と
第
六
段
は
と
も
に

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
の
段
で
、
第
五
段
の

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
は

〈自
発
〉
、
第
六

段
の

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
は

〈受
身
〉
を
表
す
と
さ
れ
る
。

第
五
段

。
第
六
段
の
違
い
を
示
す
も
の
は
意
義
規
定
の
名
称
と
構
成
要
素
と
な
る
単
純
形
で
あ
る
。
い
ま
、
単
純
形
と
そ
の

「
る
、
ら

る
」
派
生
形
と
の
関
係
に
つ
い
て
再
び
述
べ
れ
ば
、

第
五
段
語
の
場
合
は
、
第

一
段
語
＋
る

ｏ
ら
る
―
―
九
例

第
二
段
語
十
る

ｏ
ら
る
―
―

一
九
例

第
三
段
語
＋
る

ｏ
ら
る
―
―
な
し

そ
の
他
―
―

一
例

第
六
段
語
の
場
合
は
、
第

一
段
語
十
る

ｏ
ら
る
―
―
な
し

第
二
段
語
十
る

ｏ
ら
る
―
―
四

一
例

第
二
段
語
＋
る

ｏ
ら
る
―
―
五
例

そ
の
他
―
―

一
例

で
あ
る
。

こ
れ
を
単
純
形
の
採
る
格
に
よ
っ
て
い
え
ば
、
ガ
格
の
み
を
採
る
語
は
第
五
段
語
の
み
を
派
生
し
第
六
段
語
を
派
生
せ
ず
、
ガ
格

二
格

ヲ
格
を
採
る
語
は
第
五
段
語
を
派
生
し
な
い
が
第
六
段
語
を
派
生
し
、
ガ
格
ヲ
格
を
採
る
語
は
第
五
段
語
も
第
六
段
語
も
派
生
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ガ
格
動
詞
↓
ガ
ヲ
格
動
詞
↓
ガ
ニ
ヲ
格
動
詞
の
順

（自
↓
他
の
順
）
で
第
五
段
語
↓
第
六
段
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語
の
順
に
有
無
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

今

一
つ
述
べ
れ
ば
、
第
五
段
語
と
第
六
段
語
が
と
も
に
あ

っ
て
そ
れ
が
異
語
形
の
場
合
と
同
語
形
の
場
合
が
あ
り
、
前
者
は
第
五
段
語

が
第

一
段
語
か
ら
、
第
六
段
語
が
第
二
段
語
か
ら
派
生
し
、
後
者
は
第
五

・
六
段
語
と
も
に
第
二
段
語
か
ら
派
生
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
を
格
に
よ
っ
て
い
え
ば
、
第
五
段
語
は
ガ
格
を
と
る
語
か
ら
も
ガ
格
ヲ
格
を
採
る
語
か
ら
も
派
生
し
、
第
六
段
語
は
ガ
格
フ
格

を
と
る
語
か
ら
の
み
派
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ガ
格
の
み
を
採
る
語
　
　
　
　
　
　
　
第
五
段
語

ガ
格
ヲ
格
を
採
る
語
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
段
語

ガ
ヲ
格
単
純
形

（他
動
詞
）
で
な
く
て
は
派
生
し
な
い

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
と
は
ど
う
い
う
意
味
用
法
の
語
か

（第
六
段
語
）。
ガ
格

単
純
形

（自
動
詞
）
で
も
ガ
ヲ
格
単
純
形

（他
動
詞
）
で
も
派
生
す
る

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
と
は
ど
う
い
う
意
味
用
法
の
語
か

（第
五

段
語
）
。
こ
の
違

い
は
、
結
局
、
単
純
形
の
採
る
格

「
ヲ
格
」
の
有
無
に
あ
っ
て
、
ヲ
格
を
要
し
な
い
単
純
形

（自
動
詞
）
に
よ
っ
て
も
成

立
す
る

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
が
第
五
段
語
で
、
そ
の

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
用
法
を
表
す
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
の
表
す
意
味
は
、
通
常

「受
身
、
自
発
、
可
能
、
尊
敬
」
と
さ
れ
る
。
う
ち
、
尊
敬
は
単
純
形
の
と
る
格
と
変

わ
る
こ
と
が
な
い
の
で
措
く
。
可
能
は
自
発
に
関
連
し
て
適
宜
触
れ
る
こ
と
に
し
て
、
以
下
、
受
身
と
自
発
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
こ
の

二
つ
は
、
受
身
が
第
六
段

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
、
自
発
が
第
五
段

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
の
表
す
意
味
の
こ
と
だ
と

一
般
に
言
わ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ａ
《
受
身
》
、
但
し
い
わ
ゆ
る
直
接
受
身
は

（以
下
し
ば
ら
く
、
「受
身
」
は

「直
接
受
身
」
の
意
）
、
単
純
形
の
「太
郎
ガ
　
次
郎
ヲ
　
驚

か
す
」
が
派
生
形
で
は

「次
郎
ガ
　
太
郎

二
　
驚
か
さ
ル
ル
」
と
な
っ
て
、
単
純
形
↓
派
生
形
の
間
に
ヲ
格

↓

ガ
格
、
ガ
格

↓

・一格
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の
格
の
交
替
が
あ
る
。

第
六
段
語
を
派
生
す
る
単
純
形
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

Ｉ
　
第
二
段
語

の
）
ま
ね
く
、
さ
ま
た
ぐ
る
、
こ
ろ
す
、
う
つ
、
と
づ
る
、
な
づ
る
、
と
が
む
る
、
い
る

ｏ
射
。
お
こ
す
、
く
だ
く
、
ふ
す
る
、

お
ど
す
、
ほ
ろ
ぼ
す
、
さ
ま
す
、
お
び
や
か
す
、
お
ろ
す
、
ふ
る
す
、
ゆ
る
す
。
お
ど
ろ
か
す
、
し
り
ぞ
く
る
、
に
が
す
、

い
だ
す
、
ま
ど
は
す
、
く
る
し
む
る
、
す
ゝ
む
る

（第
六
段
語
の
み
派
生
）

④
　
う
る

ｏ
得
、
ふ
せ
ぐ
、
す
る
、
ま
つ
、
た
づ
ぬ
る
、
い
と
ふ
、
お
も
ふ
、
つ
か
ふ
、
か
ぞ
ふ
る
、
い
む
、
う
ら
む
る
。

た
が
ふ
る
、
き
く
、
み
る
、
き
る

ｏ
切
、
を
る

（第
五
段
語
も
派
生
）

Ⅱ
　
第
二
段
語

②
　
つ
か
は
す
、
ま
か
す
る
。
あ
づ
く
る
、
さ
づ
く
る
、
さ
と
す

（第
六
段
語
の
み
派
生
）

こ
れ
ら
の
語
の

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
が

〈
受
身
〉
を
表
す
と
す
る
と
、
第
二
段
語
で
は
例
え
ば

「を
る
」
は

「太
郎
ガ
　
枝
ヲ
　
折

る
」
↓

「枝
ガ
　
太
郎

二
　
折
ら
ル
ル
」
の
よ
う
に
、
第
二
段
語
で
は
例
え
ば

「あ
づ
く
る
」
は

「太
郎
ガ
　
次
郎

二
　
お
金
ヲ
　
預
く

る
」
↓

「次
郎
ガ
　
太
郎

二

（
ヨ
ッ
テ
）
　

お
金
ヲ
　
預
け
ラ
ル
ル
」
「
お
金
ガ
　
太
郎
二

（
ヨ
ッ
こ́

　

次
郎

二
　
預
け
ラ
ル
ル
」
と
な

っ
て
無
生
物
が
ガ
格
に
位
置
す
る
こ
と
も
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
総
じ
て
右
の
語

（⑦

。
④

。
②
）
は

〈
受
身
形
〉
を
派
生
す
る
と
言
う

こ
と
が
出
来
る
。

な
お
、
第
二
段
語
中
第
二
段
語
を
有
す
る
語
の
、
そ
の
第
二
段
語

「あ
づ
か
る
、
さ
づ
か
る
、
さ
と
る
」
は

「詞
の
表
」
で
は
第

一
段

の
語
で
あ
っ
た
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
語
は
ヲ
格
を
採
る
が
ゆ
え
に
第

一
段
か
ら
第
二
段
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は

ガ
格
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
ヲ
格
を
重
視
す
る
こ
と
へ
の
変
更
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
語
の
受
身
形

「あ
づ
か
ら

・
る
ゝ
、
さ
づ
か
ら

・
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る
ゝ
」
は
有
り
得
る
形
と
し
て
疑
間
が
あ
る
し
、
「
さ
と
ら
ｏ
る
ゝ
」
も
例
え
ば

「太
郎
ガ
　
そ
の
秘
密
ヲ
　
さ
と
る
」
の
、
フ
格
を
重
視

し
ガ
格
と
し
た

「秘
密
ガ
　
太
郎

二
　
さ
と
ら
ル
ル
」
の
よ
う
な
受
身
表
現
は
、
無
生
物
、
し
か
も
抽
象
的
な
コ
ト
を
主
語
と
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
第
二
段
語

「あ
づ
く
る
、
さ
づ
く
る
、
さ
と
す
」
で
あ
る
と
、
容
易
に
受
身
表
現

と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

ｂ

《
自
発
》
は
、
例
え
ば

「
ま
つ
」
で
い
う
と

「次
郎
ガ
　
友
ヲ
　
待
つ
」
が

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
で
は

「友
ガ
　
待
た
ル
ル
」
あ

る
い
は
自
発
の
主
体
が
顕
現
し
て

「太
郎

ハ
・
ニ
ハ
　
友
ガ
　
待
た
ル
ル
」
と
な
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ヲ
格

↓

ガ
格
の
交
替
が
あ

Ｚつ
。自

発
表
現
に
は
自
発
と
い
う
心
的
作
用
を
誘
発
す
る
契
機
が
必
要
で
、
そ
れ
は
普
通

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
の
ガ
格
で
示
さ
れ
、
単
純

形
で
は
ヲ
格
と
し
て
位
置
す
る
。
し
た
が

っ
て
派
生
形
が

〈自
発
〉
を
表
す
場
合
、
そ
の
単
純
形
は
ヲ
格
を
必
要
と
す
る
語
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
六
段
図
で
い
え
ば
第
二
段
語
で
あ
る
。
「泣
く
」
の
よ
う
に
自
発
表
現
を
派
生
す
る
ヲ
格
を
要
し
な
い
語
も
あ
る
が
、
そ
れ
が

可
能
な
の
は

「何
何
に
つ
い
て
、
何
何
に
よ
っ
て
」
と
い
う
よ
う
な

「泣
く
」
契
機
や
原
因
の
存
在
が
想
定
で
き
る
語
の
場
合
で
あ
っ
て
、

原
則
と
し
て

〈自
発
形
〉
は
ガ
ヲ
格
単
純
形
を
構
成
要
素
と
す
る
。

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
の
自
発
表
現
は
単
純
形
の
表
す
意
味
と
深
く
関
わ

っ
て
い
て
、
す
べ
て
の
ガ
ヲ
格
単
純
形
が

〈自
発
形
〉
を
派

生
す
る
も
の
で
も
な
い
。
主
と
し
て

「心
的
作
用
ま
た
は
認
識

・
知
覚
に
関
す
る
動
詞
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
」
、
「感
情
、
感
覚
、
思
考
な
ど
基

（５
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（６
）

本
的
に
内
的
な
意
味
の
動
詞
に
限
ら
れ
て
い
」
る
、
と
い
う
。
因
み
に
幾
つ
か
の
文
法
書
が

〈自
発
〉
と
す
る
用
例
に
よ
る
と

「
忍
ぶ
、

思
ふ
、
待
つ
、
書
く
、
案
ず
る
、
慰
む
る
、
す
る
、
聞
き
わ
た
す
、
泣
く
、
思
ひ
い
づ
る
、
思
ひ
や
る
、
眺
む
る
、
見
や
る
、
誤
つ
、
踏

む
、
住
む
」
な
ど
の
語
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
稀
に
ガ
格
単
純
形
も
あ
る
が
多
く
は
ガ
ヲ
格
単
純
形
で
、
ヲ
格
を
と
る
語
と
い
っ
て
も
誰
か

（ガ
格
）
が
誰
れ
か

（ヲ
格
）
に
働
き
か
け
て
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
を
受
け
た
者

（ヲ
格
）
が
何
ら
か
の
行
動
を
起
さ
ざ
る
を
得
な
く
な



第二節 六段図の構造 334

っ
た
り
、
心
情
に
変
化
を
来
た
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
語
は
存
在
し
な
い
。
「心
的
作
用
ま
た
は
認
識
・知
覚
に
関
す
る

動
詞
」
は
、
心
的
作
用
や
認
識

・
知
覚
の
対
象

（ヲ
格
）
は
必
須
と
す
る
が
そ
れ
に
働
き
か
け
て
動
作
や
行
為
、
状
態
や
思
想

・
心
情
の

変
化
を
強
要
す
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
を
確
認
し
て
第
五
段
語
を
派
生
す
る
単
純
形
を
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

Ⅲ
　
第

一
段
語

○
　
お
ど
ろ
く
、
し
り
ぞ
く
、
に
ぐ
る
、
い
づ
る
、
ま
ど
ふ
、
く
る
し
む
、
す
ゝ
む
。
す
ぐ
る
。
ぬ
る

ｏ
寝

（第
五
段
語
の
み
派

生
）

Ⅳ
　
第
二
段
語

④
　
＊
た
つ
る
。
き
る

ｏ
着
、
わ
き
ま
ふ
る

（第
五
段
語
の
み
派
生
）

②

　
＊
た
が
ふ
る
、
＊
き
く
、
＊
み
る
、
＊
き
る

ｏ
切
、
＊
を
る
。
う
る

ｏ
得
、
ふ
せ
ぐ
、
す
る
、
ま
つ
、
た
づ
ぬ
る
、
い
と
ふ
、

お
も
ふ
、
つ
か
ふ
、
か
ぞ
ふ
る
、
い
む
、
う
ら
む
る

（第
六
段
語
も
派
生
）

〈自
発
形
〉
を
派
生
す
る
単
純
形
は
格
の
上
で
は
ヲ
格
を
と
る
、
い
わ
ゆ
る

〈他
動
詞
〉
で
、
意
味
の
上
で
は

「心
的
作
用
ま
た
は
認

識

・
知
覚
に
関
す
る
」
語
で
あ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
と
す
る
と
右
の
語
の
中
に
は
格
の
上
で
も
意
味
の
上
で
も
原
則
に
合
致
し
な
い
語

が
あ
る
。
し
か
も

「自
発
に
な
る
に
は
…
…
原
則
と
し
て
対
応
す
る
自
動
詞
が
な
い
」
と
も
言
わ
れ
、
と
す
る
と
Ⅳ
の
第
二
段
語
に
は
第

一
段
語

（自
動
詞
）
の
あ
る
語
が
有

っ
て

（
＊
印
の
語
）
、
こ
れ
ら
の
語
は
原
則
と
し
て

〈自
発
形
〉
を
派
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か

も
②
の

「
き
く
、
み
る
、
き
る
、
を
る
」
の
第

一
段
語

「き
こ
ゆ
、
み
ゆ
る
、
き
る
ゝ
、
を
る
ゝ
」
は

「自
発
的
な
意
味
の
自
動
詞

（自

発
的
自
動
詞
）
」
と
か

「今
日
の
自
発
態
と
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
」
と
か
言
わ
れ
る
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語

（「
き
く
、
み
る
、
き

る
、
を
る
し

が
更
に
別
に

〈自
発
〉
の
意
の
第
五
段
語
を
派
生
す
る
と
は
考
え
に
く
い
し
、
〈自
発
〉
の

一
段
を
六
段
図
に
設
け
た
と
も
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考
え
に
く
い
。
と
す
る
と
こ
れ
ら
の
語
を
含
む
Ⅳ
の
語
、
さ
ら
に
は
Ш
の
語
を
含
め
て
そ
の

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
が

〈自
発
〉
を
表
す

と
は
言
い
得
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

先
に
第

一
段
語
の

「
す
、
さ
す
」
派
生
形

（自
動
詞
の
使
役
形

・
使
動
）
が
第
二
段
語

（他
動
詞
）
と
同

一
の
格
を
採
り
同
様
の
意
味

を
表
す
が
ゆ
え
に
重
複
を
避
け
て
六
段
図
に
そ
の
段

（第

一
段
語
の

「す

。
さ
す
」
下
接
形
の
段
）
を
欠
く
と
述
べ
た
が
、
同
様
に
、
同

一
語
基
の
二
つ
の
語
形
、
例
え
ば

「
み
ゆ
る
」
と

「
み
ら
る
ゝ
」
、
「
き
る
ゝ
」
と

「
き
ら
る
ゝ
」
な
ど
が

〈自
発
〉
と
し
て
第

一
段
と
第

五
段
に
存
在
す
る
と
す
る
の
は
認
め
が
た
い
こ
と
に
な
る
。

た
し
か
に
、
第
五
段
語
を
派
生
す
る
第

一
段
語
Ⅲ
の
、
た
と
え
ば

「
お
ど
ろ
く
、
ま
ど
ふ
」
に
は
、
源
氏
物
語
で
い
え
ば
、

①

「
こ
れ
は
、
い
か
な
る
物
ど
も
ぞ
」
と
、
御
心
驚
か
測
て
、
…
…
…
…
…
。
　
　
　
　
　
　
　
（賢
木
　
一
・
四

一
一
・
二
）

②
行
く
べ
き
方
も
惑
は
れ
て
、
帰
り
入
ら
む
も
、
中
空
に
て
、
…
…
…
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（手
習
　
五

。
三
五
五

・
八
）

な
ど
、
自
発
の
例
が
あ
る
。
こ
の
単
純
形
は
ヲ
格
を
取
ら
な
い
語
で
あ
っ
て
、
そ
の
派
生
形
に
は

〈自
発
〉
の
契
機
、
「御
心
」
「行
く
べ

き
方
」
が
ガ
格
と
し
て
存
在
す
る
。
し
か
し
同
じ
Ⅲ
の
第

一
段
語
で
も

「し
り
ぞ
く
、
に
ぐ
る
、
い
づ
る

（「思
ひ
い
づ
る
」
の
自
発
の
用

例
は
あ
る
）、
す
ぐ
る
、
ぬ
る
」
な
ど
動
作
。行
為
を
表
す
語
で
は
、
そ
の

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
が

〈自
発
〉
を
表
す
と
認
め
ら
れ
る
用

例
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

以
上
、　
一
つ
に
は
第
五
段
語
を
派
生
す
る
単
純
形
の
中
に

〈自
発
形
〉
を
派
生
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
語
が
あ
る
こ
と
、
仮
に
そ
れ

を
認
め
る
と
し
て
も
第

一
段
語
の
中
に
格
の
上
で
も
意
味
の
上
で
も
第
五
段
語
と
同
じ
語
が
あ
る
こ
と
、
ン」
の
二
点
に
お
い
て
第
五
段
「
お

の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
は

〈自
発
〉
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
い
を
も
つ
の
で
あ
る
。
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五

　

「
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」

０

　

「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定

『詞
通
路
』
の
彩
し
い
草
稿
の
中
に
、
本
居
宣
長
記
念
館

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
第
二
門
文
書

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇
三
の
六
〇

に

「詞
の
通
路
草
稿
」
と
し
て
整
理
さ
れ
る
資
料

（資
料
番
号
１６
）
が
あ
る
。
意
義
規
定
を
書
い
た
付
け
木
を
有
す
る
草
稿
で
、
本
文
中

の
意
義
規
定
に
は
多
く
の
抹
消

・
書
入
が
あ

っ
て
か
な
り
複
雑
で
、
お
そ
ら
く
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
成
立
上
の
位
置
は
確
か
に

は
明
ら
か
で
は
な
い

（以
下
、
「自
他
草
稿
」
と
称
す
る
。
↓
第
二
章
第

一
節
）
。

「自
他
草
稿
」
は
上
下
対
置
語
を
分
類
列
挙
し
た
も
の
で
、
そ
の
意
義
規
定
の
な
か
に

「物
を
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
「他
を
お
の

づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
と
い
う
名
称
が
あ
る
。
「物
を
ｏ他
を
」
の

「
を
」
は

「物
を
然
す
る
、
他
に
然
さ
す
る
」
な
ど
と
同
じ
く
格
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
当
初

「物
の
お
の
づ
か
ら
然
る
」
で
あ

っ
た

「
お
ど
ろ
く
」
３
自
他
草
稿
」
２
ウ
）
や

「
み
ゆ
る
」
つ
自
他
」
２４
オ

・

「初
稿
本
」
３２
オ

。
「成
稿
本
」
３６
オ
）
が
後
に

「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
と
規
定
さ
れ
る
よ
う
に

（刊
十
五
ウ

。
三
十
三
オ
）、
こ
の
場
合

も
格
を
示
す

「物
を
、
他
を
」
が
省
か
れ
た
の
で
あ
る
。
「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
は
本
来
ヲ
格
を
要
す
る
語
に
付
さ
れ
る
名
称
で
あ

っ
た
と
一言
つ
ン」
と
が
出
来
る
。

「自
他
草
稿
」
に
お
い
て

「物

（他
）
を
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
が
付
さ
れ
る
語
は
次
の
よ
う
で
あ
る

（分
類
ご
と
に
対
置
語
の

意
義
規
定
も
記
し
そ
の
単
純
形
の
み
を
挙
げ
る
）
。

③
他
を
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
・
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
―
―
他
を
然
す
る

い
と（倒
ヽ
し
た
ひ
ヽ
し
の
び
、
や
す
ら
ひ
（注
記
「や
す
ら
ひ
ハ
い
さ
ゝ
か
こ
と
な
り
」
が
付
く
）　
　
　
　
　
（４
オ
）

④

〔他
の
〕
物
を
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
―
―
物
を
然
す
る
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え
り
、
し
り
、
と
り
、
は
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（６
オ
）

⑤
他
を
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
―
―

〔〈他
物
こ

〈物
〉
を
然
す
る

ほ
む
る
、
う
と
み
、
に
く
み
、
を
し
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１０
オ
）

⑥

宍
物
を
と

お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
・
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
―
―

〔み
つ
か
ら
〕
〈物
を
〉
然
す
る

〔あ
や
ま
ち
〕
、
う
ち
、
か
こ
み
、
け
ち
、
宍
す
る

ｏ
し
こ

〈
す
る
〉、
〔た
ち
〕
、
た
も
ち
、
〈
な
か
む
る
〉
、
ま
ち

（１１
オ
）

（他
に
単
純
形
に
付
さ
れ
る
例
も
あ
る
が
省
く
）

右
の

「物

（他
）
を
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
と
さ
れ
る
派
生
形
は
す
べ
て

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
を
兼
ね
、
そ
の
単
純
形
は
注
記

「
い
さ
ゝ
か
こ
と
な
り
」
の
付
く

「や
す
ら
ひ
」
を
除
い
て
他
は
す
べ
て

「物

（他
）
を
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
ガ
ヲ
格
単
純
形
で
あ

る
。
ガ
ヲ
格
単
純
形
は

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
第
五
段
語
と

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
第
六
段
語
を
派
生
す
る
こ
と
の
あ
る
語
で
、

「刊
本
」
と
共
通
の
右
の
語

「
い
と
ふ
、
ま
つ
、
す
る
」
は
六
段
図
に
お
い
て
確
か
に
そ
の
よ
う
な
語
で
あ
る

（↓
Ⅳ
②
）。
右
の
、
上
下

対
置
語
と
共
通
の
語

「
は
か
り
」
は

「刊
本
」
で

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ他
に
然
せ
ら
る
ゝ
―
―
物
を
然
す
る
」
（刊
十
四
ウ
）
と

規
定
さ
れ
、
確
か
に
右
の
意
義
規
定
か
ら

「物
を
」
を
省
い
た
の
と

一
致
す
る
。
述
べ
た
よ
う
に
こ
の

「物
を
」
の

「を
」
は
ヲ
格
の
こ

と
で
あ
る
。
ガ
ヲ
格
単
純
形
を
構
成
要
素
と
す
る
場
合
、
当
初
ヲ
格
を
示
し
て

「物

（他
）
を
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ヽ
」
と
規
定
さ
れ

た

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
語
は
ヲ
格
を
採
る
派
生
形
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
第
五
段
語

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
は
ヲ
格

を
採
る

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
　
上
下
対
置
語
の
自
他
対
応

上
下
対
置
語

（特
に
断
ら
な
い
限
り
刊
本
の
上
下
対
置
語
）
の
自
他
対
応
は
上
下
の
語
の
相
対
的
関
係
で
決
ま
る
。
相
対
的
関
係
と
は
、
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結
局
、
格
の
多
寡
の
問
題
で
あ

っ
て
、
上
下
語
と
も
に
単
純
形
の
場
合
で
い
え
ば
、
「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
語
に
対
置
す
る
「
み
づ
か
ら
然

す
る
」
語
は
ガ
ヲ
格
単
純
形
で
、
「物
を
然
す
る
」
語
に
対
置
す
る

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
語
は
ガ
格
単
純
形
と
い
う
よ
う
で
あ
る
。
例
え

ば

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る

「
か
ふ
る
」
は

「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
語
の

「
か
は
る
」
に
対
し
て
ヲ
格
を
と
る
語
で
あ
り

（二

十

一
ウ
）
、
同
じ
く

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
も

「
ふ
す
」
は

「物
を
然
す
る
」
語
の

「
ふ
す
る
」
に
対
置
し
て
ヲ
格
を
要
し

な
い
語
で
あ
る

（十
二
オ
）
。
同
じ

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
語
で
も
対
置
語
の
如
何
に
よ
っ
て
採
る
格
が
異
な
る
。
上
下
対
置
語
が
自
他
の

対
応
を
な
す
と
は
、
上
下
の
語
の
間
に
と
る

″格
″
の
少
な
い
ｏ
多
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
格
の
少
な
い
語
が

「自
な
る
詞
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

（‐３
）

上
下
対
置
語
の
自
他
が
相
対
的
関
係
で
存
在
す
る
こ
と
は
、
他
に
同
語
形
異
意
義
の
現
象
に
も
見
ら
れ
る
。　
一
方
が
派
生
形
の
場
合
、

例
え
ば

「
お
く
る
」
は

「
お
こ
す
」
（物
を
然
す
る
）
と
対
置
す
る
と
き

「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
と
規
定
さ
れ
る
が

（十
六
オ
）、
「
お
き
ら

る
ゝ
」
（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）
や

「
お
き
さ
す
る
」
（他
に
然
さ
す
る
）
と
対
置
す
る
と
き
は

「
み
づ
か
ら
然

す
る
」
と
な
る

（三
十
ウ
上
一十
八
オ
）。
こ
の
現
象
も
す
べ
て
の
語
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
意
義
規
定
は
語
に

（‐４
）

固
定
し
て
付
さ
れ
る
わ
け
で
な
く
、
上
下
の
語
の
相
対
的
関
係
で
決
ま
る
と
い
う
面
を
も
つ
。

上
下
対
置
語
が
と
も
に
単
純
形
の
場
合
、
格
の
少

。
多
の
対
応
を
も

っ
て
自
他
の
対
応
を
な
し
、　
一
方
が
派
生
形
の
場
合
も
同
様
で
あ

る
。
『自
他
』
に
、
「刊
本
」
で

「
み
づ
か
ら
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
（十
七
オ
）
と
規
定
さ
れ
る
上
下
対
置
語

「あ
さ
む
く
―
あ
さ

む
か
る
ゝ
、
い
つ
く
―
い
つ
か
る
ゝ
」
（他
に
三
例
）
に
対
し
て

「右
加
行
四
段
自
羅
行
下
三
段
他
な
り
」
と
あ
り

（６
ウ
）
、
「刊
本
」
で

「物
を
然
す
る
―
他
に
然
さ
す
る
」
含
一十
九
ウ
）
と
規
定
さ
れ
る
上
下
対
置
語

「う
る
―
え
さ
す
る
」
に
対
し
て

「右
阿
行
下
二
段

ハ
自

事
左
行
下
三
段
他
に
然
さ
す
る
事
也
」
と
あ
る

（２０
ォ
）
。
「刊
本
」
で

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
「物
を
然
す
る
」
と
さ
れ
る
よ
う
に

「あ
さ

む
く
、
い
つ
く
」
も

「う
る
」
も
ヲ
格
を
採
り
え
て

″他
″
と
い
っ
て
よ
い
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

″自
″
と
規
定
そ
れ
、
対
置
語
の
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派
生
形
は

″他
″
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
が
仮
に
自
発
表
現
と
し
て
、
と
す
る
と
意
味
の
上
で
は
典
型
的
な

″自
″
と
い
っ
て
よ
い
語
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
が
こ
れ
ま
た
典
型
的
な

″他
″
と
い
え
そ
う
な

「
す
、
さ
す
」
派
生
形
の

「
他
に
然
さ
す
る
」
語
と
対
置

す
る
よ
う
な
上
下
対
置
語
は
ど
の
よ
う
な
資
料
に
も
存
在
し
な
い
。
二
つ
の
派
生
形
が
上
下
に
対
置
す
る
自
他
対
置
語
は
あ
り
え
な
い
の

で
あ
る
。
派
生
形
は
常
に
単
純
形
と
対
置
し
常
に

「他
な
る
詞
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
上
下
の
語
の
間
に
格
の
少

。
多
が
あ
る
か
ら
で
あ

っ

て
、
そ
れ
で
自
他
対
応
し
上
下
対
置
語
と
し
て
存
在
し
う
る
の
で
あ
る
。

「刊
本
」
の
自
他
上
下
対
置
語
二
〇
四
組
中
、
単
純
形
と
派
生
形
の
組
合
せ
は
八
四
組
で
、
そ
の
単
純
形
と
派
生
形
の
関
係
は
、
六
段

図
と
同
様
、
派
生
形
は
そ
の
対
置
語
で
あ
る
単
純
形
に

「
る
、
ら
る
」
も
し
く
は

「
す
、
さ
す
」
の
下
接
し
た
語
形
で
あ
る
。
上
下
対
置

語
の
自
他
対
応
は
そ
の
ま
ま
六
段
図
の
単
純
形
と
派
生
形
の
関
係
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

０
　
上
下
対
置
語
の

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ヽ
」

上
下
対
置
語
の

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
は

「
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
と

「他
に
然
せ
ら
る

い
ず
れ
か

一
つ
の
意
義
規
定
が
付
さ
れ
る
派
生
形
は
、
単
純
形
で
い
う
と
前
者
が
、

Ｖ

　

ゐ

る

の

一
語
の
み
で
、
「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
ガ
格
単
純
形
で
あ
る
。
後
者
は
、

Ⅵ
　
あ
ざ
む
く
、
い
つ
く
、
は
じ
く
、
は
ぶ
く
、
ま
ね
く
、
き
ら
ふ
、
さ
そ
ふ
、
ま
じ
な
ふ
、

こ
ろ
す
、
そ
ゝ
の
か
す
、
め
す
、
も
て
な
す
、
も
ど
す

ゝ
」
を
兼
ね
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の

や
し
な
ふ
、
や
と
ふ

∩
み
づ
か
ら
然
す
る
し

η
物
を
然
す
る
し



第三節 六段図の構造 340

う
づ
む
、
か
こ
む
、
に
ら
む
、
ぬ
す
む
、
ね
た
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「他
を
然
す
る
し

の
二
〇
語
で
、
す
べ
て
ガ
ヲ
格
単
純
形
で
あ
る
。
Ⅵ
の
語
に
は
、
六
段
図
の
第
六
段
語
の
み
を
派
生
す
る
第
二
段
語

（Ｉ
⑦
）
と
共
通
す

る
語

「
ま
ね
く
、
こ
ろ
す
」
が
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
語
の

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
が

〈受
身
〉
（直
接
受
身
）
を
表
す
と
し
て
問
題
が
な

い
。Ｖ

の
語

「
ゐ
る
」
の

「
る
、
ら
る
」
派
生
形

「
ゐ
ら
る
ゝ
」
は
上
下
対
置
語
で

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
が
単
独
に
付
さ
れ
る
唯

一
の
例
で

（三
十
三
ウ
）
、
単
純
形

「
ゐ
る
」
は
ヲ
格
を
と
ら
ず
、
心
的
作
用
を
表
す
語
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て

〈自
発
〉
を
表
す
こ
と

は
な
い
し
、
い
う
ま
で
も
な
く

〈
受
身
〉
（直
接
受
身
）
を
表
す
こ
と
も
な
い
。
〈尊
敬
〉
は

「太
郎
ガ

（そ
こ
に
）
居
る
」
↓

「太
郎
ガ

（そ
こ
に
）
居
ラ
ル
ル
」
と
な

っ
て
有
り
う
る
表
現
と
し
て
も
、
こ
こ
の
単
純
形
↓
派
生
形
の
間
に
は
格
の
追
加
も
交
替
も
な
い
。
〈
可
能
〉

も
同
様
で
あ
る
。

〈
間
接
受
身
〉
と
す
る
と
、
単
純
形

「太
郎
ガ

　

（そ
こ
に
）
居
る
」
、
派
生
形

「花
子
ガ
　
太
郎
二
　

（そ
こ
に
）
居
ラ
ル
ル

（の
で

こ
ま
る
と
と
で
も
な
っ
て
十
分
に
有
り
う
る
表
現
で
、
単
純
形
↓
派
生
形
の
間
に
ガ
格
の
追
加
と
ガ
格

↓

〕一格
の
交
替
が
あ
る
。
ヲ
格

は
存
在
し
な
い
が
、
そ
れ
は
ガ
格
単
純
形
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ

っ
て
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
格
の
追
加
と
交
替
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
で

「
ゐ
る
―
ゐ
ら
る
ゝ
」
は
自
他
対
応
す
る
上
下
対
置
語
と
し
て
成
立
す
る
。

０
　
間
接
受
身

〈間
接
受
身
〉
を
表
す

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
は
自
動
詞

（ガ
格
単
純
形
）
か
ら
も
他
動
詞

（ガ
ヲ
格
単
純
形
）
か
ら
も
派
生
す
る
。

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
第
五
段
語
も
、
第

一
段
語
か
ら
も
第
二
段
語
か
ら
も
派
生
す
る

（Ⅲ
Ⅳ
）。
ガ
格
単
純
形
第

一
段
語
か
ら
派

生
す
る
場
合
に
は
ヲ
格
を
と
ら
な
い
が
、
と
す
る
と

「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定

「物

（他
）
を
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
が
示
す
よ
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う
に
「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
が
古
く
は
ヲ
格
を
と
る
語
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
に
反
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「自
他

草
稿
」
の
そ
の
語
は

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
が
と
も
に
付
さ
れ
る
語
で
あ

っ
て
、
す
べ
て
が
ガ
ヲ
格
単
純
形
で
あ
る

（③
～
⑥
）
。
ガ
格
単

純
形
に
よ
る
派
生
形
が

〈
間
接
受
身
〉
を
表
し
て
フ
格
を
と
ら
ぬ
こ
と
は
、
こ
の
場
合
、
特
に
問
題
と
な
る
こ
と
で
は
な
い
。

ガ
ヲ
格
単
純
形
の
場
合
、
「
る
、
ら
る
」
派
生
形
は

〈
間
接
受
身
〉
を
表
し
て

「太
郎
ガ
　
次
郎
ヲ
　
殺
す
」
↓

早
化
子
ガ
　
太
郎

二
　
次

郎
ヲ
　
殺
さ
ル
ル
」
の
よ
う
に
必
ず
ヲ
格
を
と
り
、
「物

（他
）
を
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
（③
⑤
⑥
）
や

「他
の
物
を
お
の
づ
か
ら

然
せ
ら
る
ゝ
」
（④
）
の
格
構
造

「―
―
ガ
ー
ー

ニ
ー
ー
ヲ
…
…
…
る
ｏら
る
」
に
合
致
す
る
。
そ
し
て
こ
の
フ
格
は

〈自
発
形
〉
に
も

〈直

接
受
身
形
〉
に
も
現
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
が

〈間
接
受
身
〉
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
と
、
ガ
格
単
純
形
で
も
ガ
ヲ
格
単
純
形
で
も
そ
の

「
る
、
ら

る
」
派
生
形
と
の
間
に
ガ
格
の
追
加
、
ガ
格

↓

）一格
の
交
替
が
あ
っ
て
、
し
か
も
上
下
対
置
語
と
し
て
格
の
少

。
多
に
よ
る
自
他
の
対

応
を
な
す
。
そ
し
て
六
段
図
お
い
て
、
第
五
段

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
語
を
派
生
す
る
第

一
段
語

。
第
二
段
語

（Ⅲ
Ⅳ
）
の
語
種

の
面
で
も

〈間
接
受
身
〉
と
し
て
何
の
妨
げ
も
な
い
し
、
六
段
図
の
六
段
す
べ
て
が
異
な
る
意
味
と
用
法

（格
）
を
も
つ
動
詞
の
段
と
な

２つ
。０

　

『自
他
』
の

「然
せ
ら
る
ヽ
」

『自
他
』
の
意
義
規
定
が
初
期
の
も
の
で
、
例
え
ば

「然
す
る
」
と
い
う
意
義
規
定
が
あ

っ
て
そ
れ
が
い
わ
ば
成
長
し
て

一
方
で

「物

を
然
す
る
」
と
な
り

一
方
で

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
と
な
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た

（↓
第
二
節
三
）
。
『自
他
』
に
は

「自
然

せ
ら
る
ゝ
」
「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
の
ほ
か
に
「然
せ
ら
る
ゝ
」
と
い
う
意
義
規
定
も
あ
る
。
次
に
併
せ
て
対
置
語
と
と
も
に
列
記
す
る
釜
思

義
規
定
、
対
置
語
の
順
に
挙
げ
る
）
。
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⑦
右
末
行
四
段
ハ
然
す
る
事
羅
行
下
三
段
ハ
然
せ
ら
る
ヽ
こ
と
な
り

う

つ
む
　
　
　
　
　

つゝ
つ
も
る

ゝ

か
こ
む
　
　
　
　
　
か
こ
ま
る

ゝ

に
ら
む
　
　
　
　
　
に
ら
ま
る

ゝ

ぬ
す
む
　
　
　
　
　
ぬ
す
ま
る

ゝ

ね
た
む
　
　
　
　
　
ね
た
ま
る

ゝ

③
右
末
行
中
二
段

ハ
然
す
る
羅
行
下
二
段

ハ
然
せ
ら
る
ゝ
詞
也

う
ら
む
る
　
　
　
　
＞つ
ら
み
ら
る
ゝ

こ
ゝ
ろ
む
る
　
　
　
こ
ゝ
ろ
み
ら
る
ゝ

⑨
右
末
行
下
二
段

ハ
然
す
る
羅
行
下
二
段

ハ
然
せ
ら
る

ゝ
を
い
ふ
詞

か
ら
む
る
　
　
　
　
か
ら
め
ら
る
ゝ

せ
む
る
　
　
　
　
　
せ
め
ら
る
ゝ

と
か
む
る
　
　
　
　
と
か
め
ら
る
ゝ

は
づ
か
し
む
る
　
　
は
づ
か
し
め
ら
る
ゝ

ほ
む
る
　
　
　
　
　
ほ
め
ら
る
ゝ

⑩
右
加
行
下
二
段

ハ
然
す
る
詞
羅
行
下
三
段
然
せ
ら
る
ゝ
也

さ
ま
た
く
る
　
　
　
さ
ま
た
け
ら
る
ゝ

①
右
波
行
中
二
段

ハ
然
す
る
羅
行
下
二
段

ハ
然
せ
ら
る
ゝ
意
な
り

（・６
オ
～
・６
ウ
）

（
‐６

ウ

）

（
‐７

オ

～

・７

ウ

）

（
８

オ

）
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も
ち
ふ
る
　
　
　
　
も
ち
ひ
ら
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１４
オ
）

⑫
右
波
行
下
三
段

ハ
然
す
る
羅
行
下
三
段
ハ
然
せ
ら
る
ゝ
詞
也

か
ず
ま
ふ
る
　
　
　
か
す
ま
へ
ら
る
ゝ

く
ら
ぶ
る
　
　
　
　
く
ら
べ
ら
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１４
ウ
）

右
の
⑦
～
⑫
六
例
の

「然
せ
ら
る
ゝ
」
は
す
べ
て

「然
す
る
」
と
対
置
す
る
。
「然
す
る
」
は
多
く
は

「然
る
」
と
対
置
す
る
こ
と
の
多

い
意
義
規
定
で
あ
る
。
「然
る
」
と

「然
す
る
」
の
対
置
が

「
な
る
」
と

「
す
る
」
の
対
応
と
す
る
と
、
「然
す
る
」
と

「然
せ
。ら
る
ゝ
」

の
対
置
は

「す
る
」
と

「
さ
れ
る
」
の
対
応
と
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
「然
せ
ら
る
ゝ
」
は
お
そ
ら
く

〈
受
身
〉
を
表
す
意
義
規
定
で
あ
る
。

こ
の

「然
せ
ら
る
ゝ
」
は

「自
他
草
稿
」
に
も
あ

っ
て
、
上
下
対
置
語

Ｆ
フ
み
―
う
ま
る
ゝ
」
「
つ
か
は
し
―
つ
か
は
さ
る
ゝ
」
に
対
し
て

意
義
規
定

「然
す
る
方
を
云
―
然
せ
ら
る
ゝ
方
を
云
」
（１３
オ
）
が
付
く
。
「う
み
―
う
ま
る
ゝ
」
に
は
、
抹
消
さ
れ
て
は
い
る
が
別
に
「親

方
―
子
方
」
（１０
オ
）
も
あ
る
。
親
は

「生
む
」
方
、
子
は

「生
ま
さ
れ
る
」
方

（「生
ま
れ
る
」
で
は
な
い
）
で
、
こ
の

「然
せ
ら
る
ゝ
」

は

〈
受
身
〉
と
し
て
誤
り
は
な
い
。

右
の
⑩
～
⑫
の
上
下
対
置
語
は

「刊
本
」
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
が
、
⑦
～
⑨
の
上
下
対
置
語
は
多
少
の
差
し
替
え
は
あ
っ
て
も

「刊
本
」
に
も
採
用
さ
れ
、
そ
の
意
義
規
定
は
⑦
が

「他
を
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
曾
一十
三
ウ
）、
③
が

「
み
づ
か
ら
然
す
る
―

他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
會
一十
オ
～
ウ
）、
⑨
が
「物
を
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」

（三
十

一
オ
～
ウ
）
で
あ
る
。
「然
せ
ら
る
ゝ
」
は

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
に
も

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
初
め
に

「然
せ
ら
る
ゝ
」
が
あ

っ
て
そ
れ
に

「
お
の
づ
か
ら
」
か

「他
に
」
か
の
い
ず
れ
か
が
付
加
し
て
出
来
た
意
義
規
定
で
、

こ
の
場
合
、
「
お
の
づ
か
ら
」
が
加
わ
っ
た
た
め
に
本
来
持

っ
て
い
る

「然
せ
ら
る
ゝ
」
の
意
味
が
消
滅
し
て
他
の
意
味
に
変
更
に
な
る
と

は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
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で
は
何
故
、
「
お
の
づ
か
ら
」
が
付
く
と

「間
接
受
身
」
を
、
「他
に
」
が
付
く
と

「直
接
受
身
」
を
表
す
こ
と
に
な
る
の
か
。
「刊
本
」

の
意
義
規
定
の
名
称
に
は
、
「物
を
然
す
る
」
「他
に
然
す
る
」
「他
に
然
さ
す
る
」
「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
の
よ
う
に
そ
の
名
称
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
語
の
用
法
を
表
す
、
あ
る
い
は
動
詞
を
分
類
す
る
規
準
と
も
な
る
格
を
含
む
の
が
通
例
で
あ
る
。
「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
「
お

の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
に
は
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
は
ガ
格

「
の
」
が
示
さ
れ
て

「物
の
お
の
づ
か
ら
然
る
」

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
は
「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定
に
ガ
格

「
の
」
を
も
つ
例

（④
）
が
あ
る
よ
う
に
「―
―

ガ
　
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
お
の
づ
か
ら
」
と
は
ガ
格
を
潜
在
的
に
有
す
る
意
義
規
定
の
名
称
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
。
し
た
が

っ
て
、
「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
は
主
体

「―
―
ガ

（
ハ
ン

に
重
点
を
置
い
て
そ
の
ガ
格
が

「
お
の
づ
か
ら
」
何
か

を
被
る
表
現
、
「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
は
二
格

（
ス
ル
主
体
）
に
重
点
を
置
い
て
そ
の

「他
」
に
よ

っ
て
ガ
格
が
何
か
を
被
る
表
現
、
と
考

え
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
者
が
六
段
図
の
第
五
段
、
後
者
が
六
段
図
の
第
六
段
と
し
て
配
置
さ
れ
、
前
者
が

〈
間
接
受
身
〉
、
後
者
が

〈直

接
受
身
〉
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈間
接
受
身
〉
は
、
主
体

（ガ
格
）
が
動
作
者

（
二
格
）
の
動
作

・
行
為
の
影
響
を
間
接
的
に
、
言
い
換
え
る
と
自
分
の
意
思
の
及
ば

ぬ
と
こ
ろ
で
い
つ
の
間
に
か
他
人
の
動
作

・
行
為
に
よ
る
利
害
を
こ
う
む
る
と
い
う
点
で

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
の
語
義
に
反
す

る
こ
と
は
な
い
。
「
か
よ
ひ
路
資
料

（そ
の

一
ご

（本
書
資
料
番
号
８
の
①
）
に

「人
の
花
な
と
を
見
る
に
は
見

見
る
と
い
ひ
お
の
つ
か

ら
見
ゆ
る
に
ハ
見
ゆ
る

見
え
と
い
ひ
人
の
見
す
る
に
ハ
見
す
る

見
せ
と
い
ひ
物
な
と
思
ふ
に
ハ
思
ひ

思
ふ
と
い
ひ
人
に
物
思
ひ
を
さ

す
る
に
ハ
思
ハ
す
る

思

ハ
せ
と
い
ひ
お
の
つ
か
ら
物
思
ひ
の
せ
ら
る
ゝ
に
ハ
思

ハ
る
ゝ
思

ハ
れ
な
と
い
ふ
也
」
と
あ
っ
て
、
「
お
の
つ
か

ら
物
思
ひ
の
せ
ら
る
ゝ
」
は

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
の
こ
と
で

〈自
発
〉
を
意
味
す
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も

〈間
接
受
身
〉

と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
自
他
詞
六
段
図
の
第
五
段

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
は

〈間
接
受
身
〉
を
表
す

と
す
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
「
か
よ
ひ
路
資
料

（そ
の
二
ご

（本
書
資
料
番
号
９
の
②
）
に
は

「
す
べ
て
自
な
る
詞
の
上
に
ハ
の
と
い
ひ
他
な
る
詞

の
上
に
ハ
を
と
い
ふ
こ
れ
其
大
む
ね
也
た
と
ヘ
ハ
春
を
ま
つ
春
の
ま
た
る
ゝ
花
を
見
る
花
の
見
ゆ
る
人
を
思
ふ
人
の
お
も
ほ
ゆ
る
な
と
い

ひ
て
…
…
此
の
ハ
い
つ
れ
も
が
の
意
の
の
也
」
と
あ
る
。
凡
そ
の
趣
旨
は

「
の
」
が

「自
な
る
詞
」
に
、
「を
」
が

「他
な
る
詞
」
に
対
応

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
う

「ま
た
る
ゝ
」
は

「
み
ゆ
る
、
お
も
ほ
ゆ
る
」
と
同
じ
く
扱
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と

意
味
の
上
で
は
お
そ
ら
く
自
発
の
意
を
表
す

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
で
あ
る
。
ま
た

「詞
の
表
」
に
は

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
が
第

一
段

に
載
る

「う
ま
る
ゝ
」
の
例
も
あ
る

（た
だ
し

「ま
た
る
ゝ
」
は
第
五
段
第
六
段
に
載
る
）。
こ
れ
は
、
初
期
の
こ
ろ

「
る
、
ら
る
」
派
生

形
で
あ

っ
て
も
そ
れ
が
採
る
格
や
意
味
を
優
先
し
て
第

一
段
に
収
め
る
と
い
う
考
え
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
や
が
て
六
段
図

の
整
え
ら
れ
る
と
共
に

「
る
、
ら
る
」
下
接
と
い
う
形
式
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

っ
て
第
五
段

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
の
段
に
統

一
し
て
収
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「太
郎
ガ
　
春
ヲ
　
待
つ
」
の
よ
う
に
ガ
ヲ
格
単
純
形
の
ヲ
格
に
作
用
の
主
体
と
は
な
り
え
な
い
物

・
事
が
位
置
す
る
こ
と
も
当
然
あ

っ
て
、
こ
の
場
合
、
単
純
形
の
フ
格
が
ガ
格
に
変
更
し
て

「太
郎

ハ
　
春
ガ
　
待
た
ル
ル
」
の
よ
う
な

〈自
発
〉
を
表
す

「
る
、
ら
る
」

派
生
形
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
「太
郎
ガ
　
花
子
ヲ
　
思
ふ
」
の
よ
う
に
ヲ
格
に
作
用
の
主
体
に
な
り
う
る
人
が
位
置
す
る
こ
と
も

あ

っ
て
、
こ
れ
も
単
純
形
の
ヲ
格
が
ガ
格
と
な
っ
て

「太
郎

ハ
　
一化
子
ガ
　
思
は
ル
ル
」
の
よ
う
に
、
〈自
発
〉
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い

表
現
と
な
る
。
勿
論
こ
の
場
合
、
「太
郎

ハ
　
一化
子
二
　
思
は
ル
ル
」
と
い
う
表
現
も
当
然
あ
る
。

右
の
例
に
は
、
述
べ
た
よ
う
な
単
純
形
と
派
生
形
と
の
間
の
格
の
交
替
と
追
加
は
な
い
が
、
こ
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

こ
の
よ
う
な
意
味

。
用
法
を
も
つ
こ
の
語
形
を
六
段
図
の
ど
の
段
に
位
置
づ
け
る
か
と
な
る
と
、
や
は
り
第
五
段
に
収
め
る
ほ
か
な
い
。

と
な
る
と
、
第
五
段
は
異
な
る
意
味
の
二
種
類
の
語
を
混
在
さ
せ
る
段
と
な
る
。
第
五
段
と
は
そ
う
い
う
段
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、

述
べ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て

〈
間
接
受
身
〉
の
段
で
あ
る
と
考
え
る
。
少
な
く
と
も
、
″第
五
段

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
は

〈自
発
〉
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の
表
現
で
あ
る
″
と
す
る
の
は
認
め
が
た
い
。

山
田
孝
雄
は

「
『
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
』
『他
に
然
せ
ら
る
ゝ
』
は
大
槻
氏
の
所
謂
所
相
な
り
。
こ
の
際
に
は

『る
』
『ら
る
』
と
い

ふ
複
語
尾
附
属
す
」
と
い
う
。
「所
相
」
と
は

〈
受
身
〉
の
こ
と
。
山
田
は
六
段
図
の
第
五
段
第
六
段
を
共
に

〈
受
身
〉
と
考
え
て
い
た
。

エハ
　

六
段
図

の
体
系

佐
久
間
鼎
は

『詞
通
路
』
の
自
他
に
つ
い
て
、

⑬
動
詞
の
あ
ら
わ
す
動
作
が
動
作
す
る
者
で
あ
る
自
分
だ
け
か
、
物
に
も
関
係
す
る
か
、
ま
た
他
人
に
も
関
係
す
る
か
と
い
う
三
角
関

係
を
念
頭
に
お
い
て
、
動
作
の
及
ぶ
範
囲
の
種
々
相
を
み
た
も
の
と
す
れ
ば
、　
一
応
そ
の
意
図
の
存
す
る
と
こ
ろ
が
わ
か
り
ま
す
。

と
指
摘
し
た
。
確
か
に

″自
他
″
は

″格
″
に
関
わ
り
、
動
詞
の
種
々
の
働
き
を
表
し
、
そ
の
種
々
相
に
よ
っ
て
自
他
詞
を
分
類
整
理
し

た
の
が
六
段
図
で
あ
る
。
春
庭
は
六
段
図
に
続
け
て
、
い
わ
ば
そ
の
解
説
と
し
て
六
段
図
の
活
用
型
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、

⑭
右
に
挙
た
る
詞
の
う
ち
第

一
段
と
第
二
段
と
い
と
ち
か
く
第
二
段
と
第
四
段
と
も
い
と
近
く
て
其
う
ち
佐
行
下
三
段
に
活
き
た
る
は

他
に
然
す
る
と
他
に
然
さ
す
る
と
を
か
ね
た
る
も
あ
る
へ
し
源
氏
浮
舟
に
わ
ら
は
へ
し
て
見
せ
侍
り
つ
れ
は
と
あ
る
た
く
ひ
な
り
な

ほ
よ
く
考
ふ
へ
し
第
五
段
と
第
六
段
は
詞
の
活
も
お
な
じ
こ
と
な
れ
は
も
と
よ
り
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（八
ウ
）

と
あ
る
。
「見
す
る
」
は

「他
に
然
す
る
」
（第
二
段
）
と

「他
に
然
さ
す
る
」
（第
四
段
）
を

「
か
ね
」
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
第
二
段

語
が
す
べ
て

「す
、
さ
す
」
派
生
形
の
使
役
表
現
と
同
様
の
意
味

・
用
法
を
も
つ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
も
に
ガ

・
二
・
ヲ
の
格

を
必
須
と
す
る
点
で
第
二
段
語
と
第
四
段
語
は

「
い
と
近
」
い
。
「近
い
」
と
は
、
語
の
用
法
、
動
詞
の
と
る
格
に
お
い
て
共
通
す
る
点
が

あ
る
こ
と
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第

一
段

・
第
二
段
の
語
は
、
動
作

。
作
用
の
主
体
が
ガ
格
で
示
さ
れ
る
点
で
共
通
す
る
。
ガ
格
に
は
主
と
し
て
ス
ル
主
体
が
位
置
し
、
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第

一
段
語
は
ガ
格
の
み
を
と
る
。
第
二
段
語
に
必
須
の
ヲ
格
は
、
ヲ
格
自
身
が
何
ら
か
の
動
作
の
主
体
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
受
動

的
存
在
、
ガ
格
の
ス
ル
動
作
の
客
体
で
あ
る
。
こ
の
ヲ
格
の
有
無
に
よ
っ
て
第

一
段
語

。
第
二
段
語
は
い
わ
ば
自
動
詞

。
他
動
詞
の
対
応

を
な
す
。

第
二
段
・第
四
段
の
語
は
、
ガ
格
ヲ
格
の
ほ
か
に
二
格
を
必
須
と
す
る
点
で

「近
い
」
。
第
二
段
語
の
二
格
は

「
ま
か
す
る
、
あ
づ
く
る
」

な
ど
の
よ
う
に
動
作
の
帰
着
点
を
示
す
こ
と
が
多
く
必
ず
し
も
動
作
の
主
体
ヒ
ト
が
位
置
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
た
と
え
ば
「
き
す
る
」

の
よ
う
に
ガ
格

・
着
ス
ル
人
の
ほ
か
に
着
ル
人
が
二
格
に
位
置
す
る
場
合
、
第
四
段
語
の
使
役
表
現
と
全
く
同
じ
に
な
り
、
ガ
格
に
は
と

も
に
サ
セ
ル
主
体
が
位
置
す
る
。
第
四
段
語
の
使
役
表
現
の
場
合
に
は
、
二
格
に
ス
ル
主
体
が
位
置
す
る
。

第
五
段

・
第
六
段
の
語
は
、
ガ
格
が
動
作
を
受
け
る
主
体
あ
る
い
は
動
作
の
影
響
を
受
け
る
主
体
、
サ
ン
ル
主
体
と
し
て
存
在
す
る
点

で
共
通
す
る
。
両
者
の
違
い
は
そ
れ
が
間
接
に
サ
ン
ル
か
、
直
接
に
サ
ン
ル
か
に
あ
る
。
間
接

・
直
接
の
違
い
と
言

っ
て
も
、
第
五
段
語

が
ガ
格
単
純
形
を
構
成
要
素
と
す
る
場
合
に
は
全
く
同
じ
格
構
造

「ガ
ー
ー

ニ
ー
ー
る

ｏ
ら
る
」
に
な
る
。

「詞
の
表
」
で
は
第
五
段
が

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
、
第
六
段
が

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
で
あ

っ
た
。
初
稿
本
以
降
の
六
段
図
で

こ
れ
が
入
れ
替
わ
る
の
は
、
ガ
・
二
・
ヲ
の
格
を
と
る

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
（間
接
受
身
表
現
。
ガ
ヲ
格
単
純
形
の
派
生
形
の
場

合
）
が
、
ヲ
格
を
必
須
と
し
な
い

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
（直
接
受
身
表
現
）
に
比
べ
て
同
じ
く
ガ
。
二
・
ヲ
の
格
を
と
る
第
四
段

（使
役

表
現
）
と
よ
り
近
い
が
ゆ
え
に
隣
接
し
て
第
五
段
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

自
他
詞
六
段
図
が
右
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
と
し
て
も
、
し
か
し
多
様
な
意
味
用
法
を
も
つ
多
様
な
動
詞
を
六
種
に
分
類
す
る
こ
と
は

困
難
な
こ
と
で
、
い
わ
ば
例
外
を
含
む
こ
と
に
な
る
の
は
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
ガ
格
が
動
作
の
主
体
と
は
言
い
さ
れ

な
い

「聞
ゆ
る
、
見
ゆ
る
」
な
ど
ガ
格
を
と
る
が
ゆ
え
に
第

一
段
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
第
二
段
語
に
よ
る

「す
、
さ
す
」
派
生

形
や

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
が
い
さ
さ
か
異
な
る
格
を
と
る
な
ど
、
同
じ
段
に
異
な
る
意
味
用
法
の
語
が
混
在
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
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し
て
述
べ
た
よ
う
に
六
段
図
に
お
い
て

「刊
本
」
に
至
る
ま
で
変
更
の
あ
る
の
は
派
生
形
の
段
、
特
に
第
五
段
で
あ
る
こ
と
は

（↓
第

一

節
三
０
）
、
そ
の
意
義

・
用
法
と
対
す
る
語

（形
）
及
び
そ
の
有
無
が
か
な
り
決
定
し
難
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

同
じ

「刊
本
」
内
の
こ
と
で
あ

っ
て
も
六
段
図
と
上
下
対
置
語
と
は
同

一
に
扱
う
こ
と
は
慎
重
を
要
す
る
。
両
者
の
成
立
に
は
時
間
的

な
違
い
が
あ
る
よ
う
だ
し
、
上
下
対
置
語
は
古
い
も
の
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る
よ
う
で
、
し
か
も
六
段
図
は
上
下
対
置
語
に
よ
っ
て
纏
め

ら
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
そ
う
で
も
な
い
。
「刊
本
」
が
い
わ
ゆ
る
決
定
版
な
の
か
ど
う
か
、
「刊
本
」
も
ま
た
多
く
の
草
稿
本
同

様
、
過
程
の
中
の

一
つ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
く
る
。

〕
第

一
章
第
二
節
引
用
⑥
。

佐
久
間
鼎

『現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
』
改
訂
版

（昭
和
二
十
六
年
九
月
序
、
昭
和
三
十
二
年
二
月
　
恒
星
社
厚
生
閣
）
三
二
三
ペ
ー
ジ
。

「
そ
の
他
」
の

一
例
は
、
第
二
段
語

「
わ
す
る
ゝ
」
ｏ
第
五
段
語
第
六
段
語

「わ
す
ら
る
ゝ
」
で

「単
純
形
十
る
ｏ
ら
る
＝
派
生
形
」
の
関
係

が
な
い
。
以
下
、
除
く
。

『国
語
学
大
辞
典
』
（昭
和
五
十
五
年
九
月
　
東
京
堂
出
版
）
「可
能
表
現
」
（青
木
伶
子
）

一
七
〇
ペ
ー
ジ
。

森
山
卓
郎

『日
本
語
動
詞
述
語
文
の
研
究
』
（昭
和
六
十
三
年
二
月
　
明
治
書
院
）

一
二
八
ペ
ー
ジ
。

大
槻
文
彦

『広
日
本
文
典
』
、
山
田
孝
雄

『平
安
朝
文
法
史
』
、
三
矢
重
松

『高
等
日
本
文
法
』、
松
尾
捨
治
郎

『国
語
法
論
政

追
補
版
』、
明

治
書
院

『日
本
文
法
大
辞
典
』
、
東
京
堂
出
版

『国
語
学
大
辞
典
』
な
ど
。

注
５
、　
三
二
〇
ペ
ー
ジ
。

注
５
、　
〓

一四
ペ
ー
ジ
。

寺
村
秀
夫

『日
本
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味

Ｉ
』
（昭
和
五
十
七
年
十

一
月
　
く
ろ
し
お
出
版
。
昭
和
六
十
年
十

一
月

第
四
刷
）
二
七
二
ペ

ー
ジ
。

6  5  4 321注9  8  7
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１〇
　
一馴
田
孝
夫

「
『詞
通
路
草
稿
』
に
つ
い
て
―
翻
刻
と
研
究
―
」
翁
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
第

一
〇
号
　
昭
和
六
〇
年
二
月
　
金
沢
大
学
国
語
国

文
学
会
）
に
翻
刻
が
あ
る
。

「自
他
草
稿
」
「自
他
」
「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
に
は
丁
数
の
記
入
が
な
い
。
私
に
施
す
。

「自
他
草
稿
」
は
四
段
活
の
場
合
、
例
語
を
連
用
形
で
示
す
。

野
村
剛
史

「
『詞
通
路
』
「詞
の
自
他
の
事
」
を
読
む
」
（宮
地
裕
編

『論
集

日
本
語
研
究

一
丁
歴
史
編
』
　

昭
和
六
十

一
年
十

一
月
　
明
治

書
院
）
。

・４
　
詳
し
く
は
次
の
第
四
節
。

・５
　

「う
つ
む
―
う
つ
も
つ
ゝ
」
含
一十
三
ウ
）
の
一
例
、
例
外
と
す
る
か
。

‐６
　
山
田
孝
雄

『日
本
文
法
論
』
（明
治
四
十

一
年
九
月
　
宝
文
館
）
二
七
五
ペ
ー
ジ
。

・７
　
注
２
、　
一
一
四
ペ
ー
ジ
。

‐８
　
刊
本
三
十
八
オ
に

「
す
へ
て
よ
す
る
と
い
ふ
詞
は
其
よ
す
る
所
を
む
ね
と
い
へ
る
詞
に
て
…
…
…
他
に
然
す
る
詞
な
る
へ
し
」

〔参
考
〕

尾
崎
知
光

『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』

昭
和
五
十
八
年
十

一
月
　
笠
間
書
院
。

島
田
昌
彦

『国
語
に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞
』
　

昭
和
五
十
四
年
四
月
　
明
治
書
院
。

○
第
三
節
は
、
コ
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
』
は

″自
発
″
か
―

『詞
通
路
』
自
他
詞
六
段
図
の
構
造
―
」
翁
国
語
国
文
研
究
』
第
八
三
号
　
平
成

元
年
九
月
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会
）
、
「自
動
詞
と
他
動
詞
―
春
庭
の
自
他
―
」
翁
国
文
法
講
座

２
　
古
典
解
釈
と
文
法
―
活
用
語
』

昭
和

六
十
二
年
四
月
　
明
治
書
院
）
に
加
筆
し
た
。

13 12 11



第
四
節
　
上
下
対
置
語
の
自
他

一
　

「刊
本
」
の
対
置
語

０
　
同
語
形
異
意
義

自
他
詞
六
段
図
に
限
ら
ず

″
上
下
対
置
語
の
意
義
規
定
″
に
も
論
理
の
整
合
を
欠
く
か
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
が
、
し
か
し
論
理
の

不
整
合
性
が
全
く
無
制
限
な
も
の
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
春
庭
に
自
他
を
体
系
と
し
て
整
え
る
意
図
が
あ

っ
た
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
同

一
語
形
で
あ
り
な
が
ら
意
義
規
定
の
異
な
る
語
を
上
下
い
ず
れ
か
に
も
つ
自
他
対
置
語
に
よ
っ

て
述
べ
る
。

「刊
本
」
の
上
下
対
置
語
二
四

一
組
中
、
自
他
の
対
応
を
な
す
と
さ
れ
る
も
の
は
二
〇
四
組
。
う
ち
、
上
下
い
ず
れ
か
に
同

一
の
語
形

を
も
つ
対
置
語
が
二
組
若
し
く
は
三
組
あ

っ
て
、
な
か
に
同

一
語
形
な
が
ら
意
義
規
定
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
。

１
　
た
つ

（立
）

（１
）
た
つ

（物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
）
―
た
つ
る

（物
を
然
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
ウ

（２
）
た
つ

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
た
ゝ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
八
ウ

２
　
す
む

（済
、
澄
）

（３
）
す
む

（お
の
つ
か
ら
然
る
）
―
す
ま
す

（物
を
然
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一十
一

（４
）
す
む

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
す
ま
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一十
一
ウ  オ
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３
　
お
く
る

（起
）

（
５
）
お
く
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）

（６
）
お
く
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）

（
７
）
お
く
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）

４
　
お
る
ゝ

（下
）

（
８
）
お
る
ゝ

（お
の
つ
か
ら
然
る
）

（
９
）
お
る
ゝ

（み
つ
か
ら
然
す
る
）

（
１０
）
お
る
ゝ

（み
つ
か
ら
然
す
る
）

５
　
か
ふ
る

（替
）

７
　
あ
む
る

（浴
）

（・５
）
あ
む
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）

（
・６
）
あ
む
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）

８
　
く
ゆ
る

（悔
）

―
お
こ
す

（物
を
然
す
る
）

―
お
き
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

―
お
き
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

―
お
ろ
す

（他
を
然
す
る
）

―
お
り
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

―
お
り
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

―
あ
む
す

（他
に
然
す
る
）

―
あ
み
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

（１１
）
か
ふ
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
か
は
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）

（・２
）
か
ふ
る

（物
を
然
す
る
）
―
か
へ
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

６
　
ま
も
る

（守
）

（・３
）
ま
も
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
ま
も
ら
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

（・４
）
ま
も
る

（物
を
然
す
る
）
―
ま
も
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

十
六
オ

二
十
八
オ

二
十
九
ウ

二
十
五
ウ

二
十
八
ウ

三
十
オ

二
十

二
十

二
十
五
オ

十
四
ウ

二
十
二
ウ

二
十
八
ウ オ  ウ
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（・７
）
く
ゆ
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
く
い
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

（‐８
）
く
ゆ
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
く
い
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ

９
　
は
づ
る

（恥
）
　

・

（・９
）
は
づ
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
は
ぢ
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

（２０
）
は
づ
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
は
ぢ
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ

１０
　
た
つ
る

（立
）

（２‐
）
た
っ
る

（物
を
然
す
る
）
―
た
つ

（物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
）

（２２
）
た
つ
る

（物
を
然
す
る
）
―
た
て
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

１１
　
な
ら
ぶ
る

（並
）

（２３
）
な
ら
ぶ
る

（物
を
然
す
る
）
―
な
ら
ぶ

（物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
）

（２４
）
な
ら
ぶ
る

（物
を
然
す
る
）
―
な
ら
べ
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

・２
　
か
さ
ぬ
る

（重
）

（２５
）
か
さ
ぬ
る

（物
を
然
す
る
）
―
か
さ
な
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）

（２６
）
か
さ
ぬ
る

（物
を
然
す
る
）
―
か
さ
ね
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ

・３
　
す
つ
る

（捨
）

（２７
）
す
つ
る

（物
を
然
す
る
）
―
す
た
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）

（２８
）
す
つ
る

（物
を
然
す
る
）
―
す
て
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
・
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

‐４
　
た
す
く
る

（助
）

。
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

。
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

二
十
八
ウ

三
十
オ

二
十
八
オ

三
十
オ

十
二
ウ

二
十
九
オ

十
三
オ

二
十
九
ウ

十
九
ウ

三
十

一
オ

十
九
ウ

三
十

一
オ
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（２９
）
た
す
く
る

（物
を
然
す
る
）
―
た
す
か
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
ウ

（３０
）
た
す
く
る

（物
を
然
す
る
）
―
た
す
け
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）
　
　
　
　
一二
十
ウ

・５
　
す
う
る

（据
）

（３．
）
す
ぅ
る

（物
を
然
す
る
）
―
す
わ
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一十
六
オ

（３２
）
す
う
る

（物
を
然
す
る
）
―
す
ゑ
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）
　
　
　
　
　
一二
十

一
オ

・６
　
ふ
す
る

（伏
）

（３３
）
ふ
す
る

（物
を
然
す
る
）
―
ふ
す

（み
つ
か
ら
然
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
オ

（３４
）
ふ
す
る

（物
を
然
す
る
）
―
ふ
せ
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一十
九
オ

（３５
）
ふ
す
る

（物
を
然
す
る
）
―
ふ
せ
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）　
　
　
　
　
　
一二
十
ウ

・７
　
う
る

（得
）

（３６
）
う
る

（物
を
然
す
る
）
―
え
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一十
九
オ

（３７
）
う
る

（物
を
然
す
る
）
―
え
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）　
　
　
　
　
　
　
　
一二
十
ウ

こ
の
三
七
組
中
に
は
、
同

一
語
形
で
あ
り
な
が
ら
意
義
の
交
替
す
る
語

（１
～
６
）
と
交
替
し
な
い
語

（７
～
１７
）
が
あ
り
、
意
義
の

交
替
す
る
語
で
も
三
組
の
上
下
対
置
語
が
あ
る
場
合
、
な
か
に
交
替
し
な
い
も
の

（３
の
（６
×
７
）
、
４
の
（９
Ｘ
ｌＯ
と

が
あ
る
。
交
替

す
る
場
合
と
交
替
し
な
い
場
合
と
、
そ
こ
に
何
か
原
則
ら
し
い
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
の
Ｉ

・
Ⅱ

・
Ⅲ
が
考
え
ら
れ
る
。

○
同

一
語
形
の
意
義
交
替
非
交
替
の
原
則

Ｉ
　
語
の
意
義
が

「物
を
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
場
合
、
対
置
語
の
意
義
に
拘
ら
ず
、
意
義
は
交
替
し
な
い
。

例
、

１０
～
１７
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Ⅱ
　
語
の
対
置
語
が
そ
の
語
の

「
す

。
さ
す
、
る

ｏ
ら
る
」
下
接
形
と
な
る
と
、
意
義
が
交
替
す
る
。
こ
の
場
合
、

ア

「
（物
の
）
お
の
つ
か
ら
然
る
」
は

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
に
交
替
す
る
。

例
、
１
の
（１
）
と
（２
）
、
２
の
（３
）
と
（４
）
、
３
の
（５
）
と
（６
）
、
３
の
（５
）
と
（７
）
、
４
の
（８
）
と
（９
）
、

４
の
（８
）
と
（１０
）

イ

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は

「物
を
然
す
る
」
に
交
替
す
る
。

例
、
５
の
（１１
）
と
（１２
）

た
だ
し
例
外

一
例
、
７

「あ
む
る
」
（交
替
し
な
い
）。

Ⅲ
　
語
の
対
置
語
が
そ
の
語
の

「
す
、
さ
す
」
下
接
形
と

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
と
の
間
で
は
、
そ
の
語
の
意
義
は
交
替
し
な
い
。

例
、
３
の
（６
）
と
（７
）
、
４
の
（９
）
と
（１０
）
、
８
の
（１７
）
と
（‐８
）
、
９
の
（１９
）
と
（２０
）

た
だ
し
例
外

一
例
、
６

「
ま
も
る
」
（交
替
す
る
）
。

右
は
Ｉ
が
Ⅱ

・
Ⅲ
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
。

②
　
意
義
規
定
の
交
替
と
格

一
つ
の
語
形
に
与
え
ら
れ
る
意
義
規
定
は
自
他
詞
六
段
図
に
よ
れ
ば
裁
然
と
区
分
さ
れ
、
語
と
そ
の
意
義
は
固
定
的
に
結
び
付
い
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
春
庭
が

「一月
な
と
の
冽
ｑ

ハ
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
あ
く
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
る
を

夜
の
事
を
い
ふ
に
は
冽
引
引
と
い
ふ
か
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
あ
か
す
と
い
ふ
か
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り
」
（刊
三
十
八
ウ
）
な
ど
と

い
う
よ
う
に
、
も
と
も
と
語
の
意
義
は
文
脈
の
中
で
決
定
さ
れ
、
し
た
が

っ
て
同
じ
語
で
あ
り
な
が
ら
意
義
を
異
に
す
る
こ
と
も
あ
り
う

る
。
勿
論
こ
れ
は
無
制
限
な
も
の
で
は
な
く
、
意
義
の
交
替
に
は
自
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
。
対
置
語
の
場
合
も
そ
う
で
、
右
の
Ｉ

・
Ⅱ

・
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Ⅲ
の
原
則
は
用
例
も
少
な
く
例
外
も
あ
る
が
総
じ
て
規
則
的
で
、　
一
応
体
系
を
な
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
原
則
の
根
底

に
は
通
じ
て

「格
」
の
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同

一
語
形
意
義
交
替
有
無
の
現
象
を
統

一
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

意
義
の
交
替
、
原
則
Ⅱ
は
、
六
段
図
で
い
え
ば
第

一
段
と
第
二
段
の

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
「物
を
然
す
る
」
三

者
の
間
に
の
み
存
在
す
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
し
か
も

「
（物
の
）
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と

「物
の
然
す
る
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
交
替
は
あ
っ
て
も
、
沢
物
の
）
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「物
を
然
す
る
」
の
間
に
は
こ
の
現
象
が

な
い
。
限
定
付
き
な
が
ら
意
義
の
交
替
が
あ
り
得
る
の
は
、
こ
の
場
合
、
第
二
節
で
述
べ
た
こ
と
だ
が

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は
自
と
他

と
両
方
の
性
格
を
併
せ
持
つ
語
に
与
え
ら
れ
る
意
義
規
定
だ
か
ら
で
あ
り
、
自
で
あ
る

「
（物
の
）
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
も
、
他
で
あ
る

「物
を
然
す
る
」
と
も
そ
れ
ぞ
れ
相
通
ず
る
性
格
を
有
し
、
全
く
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

「
（物
の
）
お

の
つ
か
ら
然
る
」
と

「物
を
然
す
る
」
と
が
交
替
す
る
こ
と
の
な
い
の
は
、
両
者
が
全
的
な
自
と
全
的
な
他
と
で
性
格
が
全
く
相
反
す
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

で
は
何
故
、
「
す

。
さ
す
、
る

ｏ
ら
る
」
下
接
形
を
対
置
語
と
す
る
と
意
義
が
交
替
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
は

ガ
格
の
み
を
要
求
す
る
動
詞
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は
ガ
格
の
ほ
か
に
ヲ
格
を
も
要
求
す
る
こ
と
の
あ
る
動
詞
、
「物
を
然
す
る
」
は
ガ

格
の
ほ
か
に
ヲ
格
を
必
須
と
し
て
要
求
す
る
動
詞
で
あ
る
。
春
庭
は

「
お
の
つ
か
ら
然
る
方
に
ハ
の
と
い
ひ
物
を
然
す
る
方
に
ハ
を
と
い

ふ
な
り
」
（刊
四
十
二
オ
）
と
い
う
。
い
ま
、
「立
つ
」
を
例
と
し
て
述
べ
る
。
「物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
」
の

「立

つ
」
は
ガ
格
を
要
求

し
、
「物
を
然
す
る
」
の

「立
つ
る
」
は
ヲ
格
を
必
須
と
し
て
要
求
し
て
両
者
は
自
他
の
対
立
を
な
し
て
上
下
対
置
語
と
な
る

（
（１
》
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ガ
格
の
み
を
要
求
す
る

「お
の
つ
か
ら
然
る
」
語

「立
つ
」
が

「他
に
然
さ
す
る
」
語

「立
た
す
る
」
と
対
置
す
る
と

き
、
ガ
格
の
ほ
か
に
ヲ
格
を
も
要
求
す
る
こ
と
の
あ
る

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
か
。
「立

つ
」
の
「す
」

下
接
形

翌
工
た
す
る
」
は
、
み
レ
ビ
Ｌ
「
立
た
す
る
」
の
よ
う
に
二
格
を
採
る
と
こ
ろ
か
ら

「他
に
然
さ
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
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る
。
そ
し
て
こ
の

「ビ
馘
レ

ニ‐
立
た
す
る
」
は

「ぼ
じ
レ

ニ

」に
Ｆ
ト

ヲ
立
た
す
る
」
の
よ
う
に
更
に
ヲ
格
を
要
求
す
る
文
構
造
と
し
て

落
ち
着
く
。
こ
の
時
、
「立
た
す
る
」
の

「す
」
を
欠
く

「立

つ
」
が
ヲ
格
を
要
求
し
う
る
語
と
し
て
意
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ガ
格

の
み
を
要
求
す
る
語
と
し
て

「物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
規
定
さ
れ
た

「立
つ
」
が
、
「す
」
の
下
接
す
る

「立
た
す
る
」
を
対
置
語
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
る
ヲ
格
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
性
質
が
改
め
て
意
識
さ
れ
、
ヲ
格
を
要

求
す
る
語
と
し
て

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
は

「
（物
の
）
お
の
つ
か
ら
然
る
」
↓

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
の
意
義
交
替
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
が
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
↓

「物
を
然
す
る
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

一
般
の
問
題
と
し
て
言
え
ば
、
「す

。
さ
す
、
る

ｏ
ら
る
」
の
下
接
に
よ
っ
て
そ
の
対
置
語
の
意
義
が
交
替
す
る
の
は
、
「
す

。
さ
す
、

る

ｏ
ら
る
」
下
接
形
が
ガ
格

・
ヲ
格

・
二
格
と
い
う
多
様
な
格
を
要
求
す
る
語
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
対
置
す
る
語
に
潜
在
的
に
存
在
す

る
格
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
応
じ
て
同
語
形
な
が
ら
用
法
の
異
な
る
も
の
と
し
て
別
の
意
義
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
「
す
、
さ
す
」
下
接
形
と

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
と
の
間
で
は
そ
の
意
義
が
交
替
し
な
い
原
則
Ⅲ
も
納
得
で

き
る
。
対
置
語
が

「
す
、
さ
す
」
下
接
形
か
ら

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
に
な
っ
て
も
、
ま
た
そ
の
逆
で
あ

っ
て
も
、
特
に
格
に
変
更
が
な

い
か
ら
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
意
義
に
変
更
の
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の

「
す
、
さ
す
」
下
接
形
。
「
る
、
ら
る
」
下
接
形

と
対
置
し
て

「
（物
の
）
お
の
つ
か
ら
然
る
」
が
対
置
語
と
な
る
例
は
二
〇
四
組
中
に

一
例
も
な
い
が
、
こ
れ
は

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
に

ガ
格
以
外
の
ヲ
格
や
二
格
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
は
、
潜
在
的
で
あ

っ
て
も
有
り
得
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
場
合
の

「
お
の

つ
か
ら
然
る
」
語
は
決
し
て

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
語
と
は
な
り
得
な
い
語
に
限
ら
れ
こ
と
で
は
あ
る
。
「物
を
然
す
る
」
語
の
場
合
に
意

義
の
交
替
が
な
い
現
象
、
原
則
Ｉ
も
、
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

１０
～
１７
の

「物
を
然
す
る
」
語
は
、
な
か
に
疑
わ
し
い
１４

「
た
す
く
る
」
ｏ
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・７

「う
る
」
を
含
む
が
他
の
１０

「
た
つ
る
」
ｏ
ｌｌ

「な
ら
ぶ
る
」
ｏ
ｌ２

「
か
さ
ぬ
る
」
ｏ
ｌ３

「す
つ
る
」
ｏ
ｌ５

「
す
う
る
」
・
１６

「
ふ
す
る
」
は

ガ

・
ヲ

・
二
の
格
を
要
す
る
語
で
あ

っ
て
、
「す
。
さ
す
、
る
ｏ
ら
る
」
下
接
形
を
対
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
殊
更
新
た
な
格
を
要
求
す
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

更
に
言
え
ば
、
「
す
。さ
す
、
る
ｏら
る
」
下
接
形
と
対
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
語
の
意
義
が

「
（物
の
）
お
の
つ
か
ら
然
る
」
か
ら

「
み

つ
か
ら
然
す
る
」
に
、
ま
た

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
か
ら

「物
を
然
す
る
」
に
交
替
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
そ
の
逆
が
な
い
事
実
も
、

右
に
述
べ
た
格
に
よ
る
解
釈
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
「刊
本
」
の
同

一
語
形
の
意
義
の
交
替
・非
交
替
は
極
め
て
規

則
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
特
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
な
こ
と
は
、
述
べ
た
と
こ
ろ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
中
の
意
義
は
対
置
語

と
の
相
対
的
な
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
″
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

０
　
例
外

例
外
が
二
例
あ

っ
た
。　
一
つ
は

「
さ
す
」
下
接
形
と
対
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
意
義
が
交
替
し
な
い

「あ
む
る
」
の
例
。
こ
れ
は
も

う

一
組
の
対
置
語
が

「他
に
然
す
る
」
語

「あ
む
す
」
の
場
合
で
あ
る
。
「他
に
然
す
る
」
は
二
格
を
必
須
と
す
る
点
で

「他
に
然
さ
す
る
」

と
極
め
て
近
い
。
自
他
上
下
対
置
語
二
〇
四
組
中
、
「
す
、
さ
す
」
下
接
形
と
対
置
す
る

「他
に
然
す
る
」
が

一
例
も
な
い
こ
と
は
、
お
そ

ら
く
共
に
二
格
を
必
須
と
し
て
要
求
す
る
、
類
似
の
性
格
を
有
す
る
語
で
あ
る
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
対
置
語
が

「他
に
然
す

る
」
か
ら

「他
に
然
さ
す
る
」
に
な
っ
て
も
特
に
新
た
な
格
を
要
求
す
る
こ
と
は
な
い
。
意
義
交
替
が
な
い
の
は
、
こ
う
い
う
両
者
だ
か

ら
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の
例
外
は
、
「す
、
さ
す
」
下
接
形
と

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
と
を
そ
れ
ぞ
れ
対
置
語
と
す
る
同
語
形
の
間
で
意
義
が
交
替
す
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「
ま
も
る
」
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
二
組
の
対
置
語
（１３
Ｘ
・４
）
は

「初
稿
本
」
に
お
い
て
既
に
存
在
す
る
が

（
（１３
）
は

『自
他
』
に

も
）
、
（‐４
）
の
成
立
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。

「初
稿
本
」
（本
書
資
料
番
号
２０
）
２５
ウ
に
頭
書

「
か
ゞ
ぶ
る
―
か
ゞ
ぶ
ら
る
ゝ
、　
つ
く
る
―
つ
く
ら
る
ゝ
、
は
し
る
―
は
し
ら
る
ゝ
、

ま
も
る
―
ま
も
ら
る
ゝ
、
ま
ゐ
る
―
ま
ゐ
ら
る
ゝ
」
が
あ

っ
て

「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ヽ
」
と
意
義
規
定
が
付
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
朱
筆
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
、

１５
オ
～
ウ
に

「あ
な
つ
る
―
あ
な
づ
ら
る
ゝ
、
い
の
る
―
い
の

ら
る
ゝ
、
そ
し
る
―
そ
し
ら
る
ゝ
、
た
は
か
る
―
た
ば
か
ら
る
ゝ
、
は
か
る
―
は
か
ら
る
ゝ
」
が
あ
っ
て
、
う
ち

「
た
は
か
る
―
た
ば
か

ら
る
ゝ
」
は
朱
筆
に
よ

っ
て

「
た
は
か
る
―
た
ば
か
ら
る
ゝ
」
と
訂
正
さ
れ
、
「
ま
も
る
―
ま
も
ら
る
ゝ
」
と
な
る
。
そ
の
際
、
意
義
規
定

「物
を
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
も
朱
筆
訂
正
さ
れ
、
「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
に
続
け
て

「と
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
こ
と
を
か
ね

て
」
が
挿
入
さ
れ
る
。
こ
の
朱
筆
に
よ
る
変
更
以
前
、
「
ま
も
る
」
は
（１３
Ｘ
・４
）
共
に

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば

「
ま
も
る
」
も
原
則
Ш
の
例
外
で
は
な
い
。

２５
ウ
頭
書
の
朱
筆
抹
消
と
１５
オ
～
ウ
の
朱
筆
訂
正
と
は
お
そ
ら
く
同
時
に
行
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
「
ま
も
る
―
ま
も
ら
る
ゝ
」
は
削
除
し
が
た
く
、
他
の
例
語
を
変
更
し
て
ま
で
残
す
こ
と
に
な

っ
た
が
、
そ
の
後
も
整
え
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
結
局
例
外
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
例
外
に
も
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
、
「刊
本
」
の
同

一
語
形
意
義
交
替
非
交
替
の
現
象
が

一
つ
の
論
理
に
よ
っ
て

貫
か
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
よ
い
。
こ
れ
が
実
際
の
用
例
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
実
際
の
用
例
に
拠
り
な
が
ら
も
論
理
の
整
合
を

求
め
て
意
図
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
「刊
本
」
に
至
る
過
程
に
存
在
す
る
関
係
資
料
に
あ
た
っ
て
み
る
要
が
あ
る
。

一
一

「成
稿
本
」
の
対
置
語

０
　
同
語
形
異
意
義
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「刊
本
」
と
同
様
、
「成
稿
本
」
に
も

「初
稿
本
」
に
も
同
じ
語
形
で
意
義
の
異
な
る
語
が
あ
る
。
「成
稿
本
」
と

「初
稿
本
」
と
で
は

殆
ど
違
い
が
な
い
の
で
、
「成
稿
本
」
に
お
け
る
同
語
形
異
意
義
の
上
下
対
置
語
を
列
記
す
る
。
（刊
本
と
同
じ
用
例
に
は
刊
本
に
付
し
た

番
号
を
記
し
、
刊
本
と
異
な
る
意
義
規
定
に
は

＊

印
を
付
す
。
刊
本
に
無
い
用
例
に
は
ナ
シ
と
記
し
、
成
稿
本
に
お
い
て
同
語
形
異
意

義
の
用
例
と
な
る
刊
本
に
有
る
用
例
に
は
刊
本
の
丁
数
を
記
す
。
）

１
　
す
む

（澄
、
済
）

（１
）
す
む

（お
の
つ
か
ら
然
る
）
―
す
ま
す

（物
を
然
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（３
）
、
成
２５
オ

（２
）
す
む

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
す
ま
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（４
）
、
成
２５
ウ

２
　
お
く
る

（起
）

（３
）
お
く
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）
―
お
こ
す

（物
を
然
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（５
）、
成
１８
ウ

（４
）
お
く
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
お
き
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（６
）
、
成
３．
ゥ

３
　
す
ぐ
る

（過
）

（５
）
す
ぐ
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）
―
す
ぐ
す

（物
を
然
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
十
六
オ
、
成
１８
ウ

（６
）
す
ぐ
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
す
ぎ
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）
　

刊
ナ
シ
、
成
３３
ウ

４
　
お
る
ゝ

（下
）

（７
）
お
る
ゝ

（お
の
つ
か
ら
然
る
）
―
お
ろ
す

（他
を
然
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（８
）
、
成
２８
ウ

（８
）
お
る
ゝ

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
お
り
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（９
）、
成
３２
オ

（９
）
お
る
ゝ

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
お
り
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

刊

（１０
）
、
成
３３
ウ

５
　
ま
も
る

（守
）
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（１０
）
ま
も
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
ま
も
ら
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（１３
）
、
成
２８
ウ

（Ｈ
）
ま
も
る

（物
を
然
す
る
）
―
ま
も
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）
　

　

刊
（１４
）
、
成
１６
ウ

６
　
す
つ
る

（捨
）

（・２
）
す
つ
る

（物
を
然
す
る
）
―
す
た
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（２７
）
、
成
２２
ウ

（・３
）
す
つ
る

（
＊
み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
す
て
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）
刊
（２８
）
ヽ
成
３４
ウ

７
　
た
す
く
る

（助
）

（・４
）
た
す
く
る

（物
を
然
す
る
）
―
た
す
か
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（２９
）、
成
２０
ゥ

（‐５
）
た
す
く
る

（
＊
み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
た
す
け
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

刊
（３０
）
、
成
３４
ウ

８
　
す
う
る

（据
）

（・６
）

す
う
る

（物
を
然
す
る
）
―
す
わ
る

（み
つ
か
ら
然
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（３．
）
、
成
２９
ウ

（・７
）
す
う
る

（
＊
み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
す
ゑ
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）
刊
（３２
）
、
成
３５
オ

９
　
う
る

（得
）

（‐８
）
う
る

（物
を
然
す
る
）
―
え
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
（３６
）、
成
３２
オ

（‐９
）
う
る

（
＊
み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
え
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）
　

刊
（３７
）、
成
３４
オ

ー０
　
ン」
ゆ
る

（越
、
肥
）

（２０
）
こ
ゅ
る

（物
を
然
す
る
）
―
こ
え
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
ナ
シ
、
成
３３
オ

（２．
）
こ
ゅ
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
こ
え
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）

刊
ナ
シ
、
成
３５
オ
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ｎ
　
か
ふ
る

（替
）

（２２
）
か
ふ
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
か
は
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）

（２３
）
か
ふ
る

（
＊
み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
か
へ
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ

‐２
　
あ
む
る

（浴
）

（２４
）
あ
む
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
あ
む
す

（他
に
然
す
る
）

（２５
）
あ
む
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
あ
み
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

・３
　
い
る

（射
、
沃
）

（２６
）

い
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
い
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

（２７
）
い
る

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
い
ら
る
ゝ

（他
に
然
せ
ら
る
ゝ
）

‐４
　
た
つ
る

（立
）

（２８
）
た
つ
る

（物
を
然
す
る
）
―
た
つ

（物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
）

（２９
）
た
つ
る

（物
を
然
す
る
）
―
た
て
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

・５
　
つ
ら
ぬ
る

（連
）

（３０
）
っ
ら
ぬ
る

（物
を
然
す
る
）
―
つ
ら
な
る

（お
の
つ
か
ら
然
る
）

（３．
）
っ
ら
ぬ
る

（物
を
然
す
る
）
―

つ
ら
ね
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

‐６
　
ふ
す
る

（伏
）

（３２
）
ふ
す
る

（物
を
然
す
る
）
―
ふ
す

（み
つ
か
ら
然
す
る
）

（３３
）
ふ
す
る

（物
を
然
す
る
）
―
ふ
せ
さ
す
る

（他
に
然
さ
す
る
）

刊
（Ｈ
）、
成
２４
ウ

お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
）
刊
（１２
）、
成
３４
ウ

刊
（１５
）
、
成
２６
オ

刊
（１６
）
ヽ
成
３２
オ

刊
二
十
三
オ
、
成
３７
オ

刊
ナ
シ
、
成
３７
ウ

刊
（２．
）
、
成
１４
ウ

刊
（２２
）
、
成
３２
ウ

刊
十
九
ウ
、
成
２３
オ

刊
ナ
シ
、
成
３２
ウ

刊
（３３
）
、
成
１４
ウ

刊
（３４
）
、
成
３２
ウ
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右
に
よ
れ
ば
、
「成
稿
本
」
か
ら

「刊
本
」
へ
の
間
に
幾

つ
か
の
例
語
の
削
除
や
追
加
が
あ
り
、
意
義
規
定
の
変
更
が
あ
る
。
意
義
規
定

の
変
更
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「成
稿
本
」
の

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
が
刊
本
に
お
い
て

「物
を
然
す
る
」
に
な
る
と
い
う
変
更
に
限
ら
れ
、

し
か
も
そ
の
対
置
語
が

「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
と
規
定
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
（１３
）
「す
つ
る
」
（刊

（２８
と
、
（・５
）
「た
す
く
る
」
（刊
（３０
し
、
（１７
）
「
す
う
る
」
（刊
（３２
と
、
（‐９
）
「う
る
」
（刊
（３７
し
、
（２３
）
「
か
ふ
る
」
（刊
（１２
と

の

五
語
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
と
対
置
す
る
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
語
が
す
べ
て
「刊

本
」
に
お
い
て

「物
を
然
す
る
」
に
変
更
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
（９
）
「
お
る
ゝ
」
は

「成
稿
本
」
と
同
じ

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
で

あ
る

（刊
（１０
と
。
ほ
か
に
も

「
ら
る
」
下
接
形
と
対
置
す
る

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
語
、
（６
）
「す
ぐ
る
」
ｏ
（２．
）
Ｊ
」
ゅ
る
」
ｏ
（２７
）
「
い

る
」
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

「刊
本
」
に
お
い
て
削
除
さ
れ
二
組
も
し
く
は
三
組
の
同
語
形
異
意
義
の
対
置
語
を
作
る
こ
と
は
な
い
。

同
じ

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
で
あ
り
な
が
ら

「
す
つ
る
、
た
す
く
る
、
す
う
る
、
う
る
、
か
ふ
る
」
が

「刊
本
」
に
お
い
て

「物
を
然

す
る
」
と
な
り
、
「
お
る
ゝ
」
に
変
更
が
な
い
の
は
、
既
に
幾
度
か
述
べ
た
こ
と
だ
が

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は
自
と
他
の
性
格
を
併
せ
持

ち
、
し
た
が
っ
て

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と

「物
を
然
す
る
」
と
は
他
の
性
格
を
共
に
有
す
る
が
ゆ
え
に
変
更
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
変
更
の
な
い

「
お
る
ゝ
」
は
、
他
に

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
規
定
さ
れ
る
語
が
あ
る

（
（７
じ
。
（９
）
「
お
る
ゝ
」
が

「
み

つ
か
ら
然
す
る
」
と
し
て
自
他
併
存
す
る
性
格
を
持

っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
自
に
近
い
性
格
の
語
で
あ
る
。
「物
を
然
す
る
」
と
な

る
こ
と
が
な
い
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

対
し
て

「
す
つ
る
」
以
下
の
五
語
は
、
も
う

一
つ
の
語
の
意
義
が

「物
を
然
す
る
」
貧
１２
Ｘ
・４
Ｘ
‐６
Ｘ
・８
し

か
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」

父
２２
し

か
で
あ
る
。
他
に

「物
を
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
語
を
有
す
る

「
す
つ
る
、
た
す
く
る
、
す
う
る
、
う
る
」
父
１３
Ｘ
‐５
Ｘ
・７
）

（‐９
と

は
他
の
性
格
を
強
く
持

つ

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
語
で
あ
り
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
語
を
ほ
か
に
持
つ

「
か
ふ
る
」
父
２３
と

も
、

こ
の
場
合
お
そ
ら
く
他
の
性
格
の
強
い
語
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
他
の
性
格
を
強
く
も
つ

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
語
で
あ
る
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が
ゆ
え
に
（１３
Ｘ
・５
Ｘ
‐７
×
・９
×
２３
）
の
五
語
は
「物
を
然
す
る
」
に
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
五
語
に
限

っ
て
「
み

つ
か
ら
然
す
る
」
（成
稿
本
）
か
ら

「物
を
然
す
る
」
（刊
本
）
に
変
更
す
る
こ
と
に
な

っ
た
点
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
る

（↓
三
②
）
。

②
　
意
義
の
交
替
と
非
交
替

「成
稿
本
」
に
お
け
る
同
語
形
異
意
義
の
語
、　
三
ハ
語
三
二
用
例
。
意
義
の
交
替
が
、
「成
稿
本
」
か
ら

「刊
本
」
に
至

っ
て

「
み
つ
か

ら
然
す
る
」
が

「物
を
然
す
る
」
と
な
り
そ
の
対
置
語
が

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
で
あ
る
も
の
に
集
中
す
る
と
す
れ
ば
、
「成
稿
本
」
で
は

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
の
対
置
語
の
意
義
は
固
定
し
て

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
、
と

一
応
言
う
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

右
の
三
二
例
中
で
は

一
〇
例
の
う
ち
九
例
ま
で
が
そ
う
で
あ
り
、
残
り

一
例
も

「刊
本
」
で
設
け
た
原
則

（Ⅲ
）
の
例
外

「
ま
も
る
」
（成

（Ｈ
と

で
、
し
か
も
例
外
と
し
て
の
説
明
が
可
能
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
十
分
こ
の
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
に
は

「成
稿
本
」
の
上
下
対
置
語
す
べ
て
に
お
い
て
確
か
め
て
お
く
要
が
あ
る
。

「成
稿
本
」
の
上
下
対
置
語
は
二

一
三
組
。
う
ち

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
を
対
置
語
と
す
る
も
の
は
四
八
組
。
こ
の
四
八
組
中

「
み
つ

か
ら
然
す
る
」
と
対
置
す
る
も
の
は
二
八
組

（五
八
％
）
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
で
は
、
「
る
、
ら
る
」
下
接
形
と
対
置
す
る
語
は

「
み
つ
か

ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
、
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
は
個
々
の
上
下
対
置
語
に
お
け
る
上
下
の
意
義
規
定
の
対
応
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
同
語
形
異
意
義
の
問
題
は
二
組
も
し
く
は
三
組
の
複
数
の
上
下
対
置
語
の
間
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
、
「刊
本
」
の
意
義
交
替
非
交
替
の
原
則
Ｉ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
を

「成
稿
本
」
の
同

一
語
形
の
意
義
交
替
非
交
替
の
現
象
に
適
用
し
て
み
る

と

（括
弧
内
の
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
は
刊
本
の

「同

一
語
形
の
意
義
交
替
非
交
替
の
原
則
」
の
Ｉ
Ｈ
Ⅲ
に
対
応
）
、

国
　
語

（単
純
形
）
の
意
義
が

「物
を
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
場
合
、
対
置
語
の
意
義
に
拘
ら
ず
、
意
義
は
交
替
し
な
い

（Ｉ
）
。

該
当
す
る
も
の
は
、

１４
、

・５
、

‐６
の
三
例
。
「刊
本
」
の
七
例
に
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
。
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団
　
語
の
対
置
語
が
そ
の
語
の

「
す

。
さ
す
、
る

ｏ
ら
る
」
下
接
形
と
な
る
と
、
意
義
が
交
替
す
る

（Ⅱ
）
。
こ
の
場
合
、

ア

「
（物
の
）
お
の
つ
か
ら
然
る
」
は

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
に
交
替
す
る
。

イ

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は

「物
を
然
す
る
」
に
交
替
す
る
。

ア
に
該
当
す
る
も
の
、
１
の
（１
）
と
（２
）
、
２
の
（３
）
と
（４
）
、
３
の
（５
）
と
（６
）、
４
の
（７
）
と
（８
）、
４
の
（７
）
と
（９
）

の
五
例
。
　

イ
に
該
当
す
る
も
の
、
５
の
（１０
）
と
（１１
）
の

一
例
の
み
。

‐ＩＩＩ‐
　
語
の
対
置
語
が
そ
の
語
の

「
す
、
さ
す
」
下
接
形
と

「
る
、
ら
る
」
下
接
形
と
の
間
で
は
、
意
義
は
交
替
し
な
い

（Ⅲ
）。

該
当
す
る
も
の
、
４
の
（８
）
と
（９
）
、

１３
の
（２６
）
と
（２７
）
の
二
例
。

対
し
て
、

Ⅳ
　
Ｈ
イ
に
反
し
て

「物
を
然
す
る
」
が

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
に
交
替
す
る
例
。

６
の
（１２
）
と
（・３
）
、
７
の
（１４
）
と
（・５
）
、
８
の
（１６
）
と
（‐７
）
の
三
例
。

Ⅳ
　
Ⅱ
イ
に
反
し
て
交
替
し
な
い
例

（両
者
と
も

「
み
つ
か
ら
然
す
る
し
。

１１
の
（２２
）
と
（２３
）
、

‐２
の
（２４
）
と
（２５
）
の
二
例
。

Ⅳ
　
Ｈ
に
反
し
て

「物
を
然
す
る
」
と

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
の
間
で
交
替
す
る
例
。

９
の
（１８
）
と
（‐９
）
、

・０
の
（２０
）
と
（２‐
）
の
二
例
。

こ
の
よ
う
に

「成
稿
本
」
で
は
、
「刊
本
」
の
よ
う
に
二
つ
の
原
則

（僅
少
の
例
外
は
伴
う
が
）
に
ま
と
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
団

団
団

の
存
在
は
意
義
の
交
替
非
交
替
の
現
象
を

一
貫
す
る

「刊
本
」
の
よ
う
な

″格
″
に
よ
る
説
明
原
理
を
求
め
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

「成
稿
本
」
で
は
同
語
形
異
意
義
の
語
の
意
義
交
替
非
交
替
の
現
象
に
論
理
的
な
整
合
は
認
め
が
た
い
の
で
あ
る
。
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〓
一　
意
義
規
定

０
　
諸
本
の
意
義
規
定

「刊
本
」
の
自
他
上
下
対
置
語
は
二
〇
四
組
、
「成
稿
本
」
の
そ
れ
は
二
一
三
組
、
「初
稿
本
」
は
二
一
五
組
で
あ
る
。
共
通
す
る
同

一

対
置
語
は
一
八
九
組
で
、
う
ち
上
下
い
ず
れ
か
の
意
義
規
定
に
変
更
の
あ
る
も
の
は
次
の
三
二
組
で
あ
る

（意
義
規
定
に
よ
っ
て
整
理
し

て
示
す
。
必
要
に
応
じ
て
用
例
を
挙
げ
る
）。

１
　
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る

↓

お
の
つ
か
ら
然
る

初
、
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る

―

物
を
然
す
る

成
、
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る

―

物
を
然
す
る

刊
、
お
の
つ
か
ら
然
る

―

物
を
然
す
る

２
　
お
の
つ
か
ら
然
す
る

↓

お
の
つ
か
ら
然
る

初
、
お
の
つ
か
ら
然
す
る

―

物
を
然
す
る

成
、
お
の
つ
か
ら
然
す
る

―

物
を
然
す
る

刊
、
お
の
つ
か
ら
然
る

―

物
を
然
す
る

３
　
み
つ
か
ら
然
る

↓

み
つ
か
ら
然
す
る

初
、
み
つ
か
ら
然
る

―

物
を
然
す
る

成
、
み
つ
か
ら
然
る

―

物
を
然
す
る

刊
、
み
つ
か
ら
然
す
る

―

物
を
然
す
る

六
例

五
例

一
例
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４
　
物
を
然
す
る

↓

他
に
然
す
る

ａ
初
、
物
を
然
す
る

―

み
つ
か
ら
然
す
る

成
、
（物
を
〕
〈
他
に
〉
然
す
る

―

み
つ
か
ら
然
す
る

刊
、
他
に
然
す
る

―

み
つ
か
ら
然
す
る

ア

よ
す
る

――
よ
る

イ

の
す
る

―

の
る

ｂ
初
、
〔他
〕
〈物
〉
を
然
す
る

―

お
の
つ
か
ら
然
る

成
、
他
に
然
す
る

―

お
の
つ
か
ら
然
る

刊
、
他
に
然
す
る

―

お
の
つ
か
ら
然
る

ウ

い
る
ゝ

―

い
る

５
　
み
つ
か
ら
然
す
る

↓

物
を
然
す
る

ａ
初
、
み
つ
か
ら
然
す
る

―

他
に
然
さ
す
る

成
、
み
つ
か
ら
然
す
る

―

他
に
然
さ
す
る

刊
、
物
を
然
す
る

―

他
に
然
さ
す
る

工

い
る

―

い
さ
す
る

オ

ひ
る

―
―
ひ
さ
す
る

ｂ
初
、
み
つ
か
ら
然
す
る

―

他
に
然
せ
ら
る

ゝ

成
、
み
つ
か
ら
然
す
る

―

他
に
然
せ
ら
る
ゝ

お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

七
例
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刊
、
物
を
然
す
る

―

他

に
然
せ
ら
る

ゝ

ｏ
お
の

つ
か
ら
然
せ
ら
る

ゝ

力

と
が
む
る

―
―

と
が
め
ら
る
ゝ

キ

す

つ
る

―
―

す
て
ら
る

ゝ

ク

た
す
く
る

―
―

た
す
け
ら
る
ゝ

ケ

か
ふ
る

―
―

か

へ
ら
る

ゝ

コ
　
フゝ
ス
０　
‐―
　
えゝ
らヽ
′０
ゝ

ほ
か
に

「成
稿
本
」
「刊
本
」
に
共
通
の
上
下
対
置
語
の
う
ち
、
次
の

一
組
が

５
と
同
じ
変
更
で
あ
る
。

６
　
み
つ
か
ら
然
す
る

↓

物
を
然
す
る

一
例

成
、
み
つ
か
ら
然
す
る

―

他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

刊
、
物
を
然
す
る

―

他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

サ

す
う
る

――
す
ゑ
ら
る
ゝ

右
の

１
～
６
の
変
更
は
、
「初
稿
本
」
と

「成
稿
本
」
と
の
間
の

ウ

「
い
る
ゝ
」

一
例
を
除
い
て
他
は
す
べ
て

「成
稿
本
」
か
ら

「刊

本
」
へ
の
段
階
で
な
さ
れ
て
い
る
。
自
他
対
置
語
は

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
に
共
通
す
る
も
の
二
〇
七
組
、
「成
稿
本
」
「刊
本
」
に
共
通

す
る
も
の
一
九
二
組
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
も

「刊
本
」

へ
の
段
階
で
改
め
て
対
置
語
と
そ
の
意
義
規
定
に
対
し
て
厳
し
く
検
討
が

加
え
ら
れ
、
用
例
の
加
除
と
な
り
意
義
の
変
更
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
　
意
義
規
定
の
変
更

１
の

「物
の
お
の
つ
か
ら
然
る

↓

お
の
つ
か
ら
然
る
」
六
例
。
こ
の
変
更
は
、
し
か
し
必
ず
し
も

「物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
」
の
す
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べ
て
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
「刊
本
」
に
お
い
て

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
規
定
さ
れ
る
例
は
多
い
が

（八
七
例
）、
「物
の
お
の
つ

か
ら
然
る
」
も
か
な
り
の
数
を
数
え
る

０
一七
例
）
。
し
た
が

っ
て
こ
の
六
例
は
そ
の
語
の
個
々
の
用
法
に
即
し
て
変
更
さ
れ
た
も
の
か
と

考
え
ら
れ
る
が
、
「
お
の
つ
か
ら
然
る
方
に
ハ
の
と
い
ひ
」
（刊
四
十
二
オ
）
と
も
あ
っ
て

「物
の
」
の

「
の
」
は
主
格
を
明
示
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
自
に
対
す
る
意
義
規
定
で
あ
る

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
は

「物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
上

下
対
置
語
と
そ
の
意
義
規
定
が
整
え
ら
れ
て
い
く

『自
他
』
や

「自
他
草
稿
」
か
ら

「初
稿
本
」
に
至
る
過
程
に

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」

か
ら

「物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
な
る
変
更
例
は
あ

っ
て
も
そ
の
逆
が
な
く
、
初
稿
本
↓
成
稿
本
↓
刊
本
の
過
程
に

「物
の
お
の
つ
か

ら
然
る
」
か
ら

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
な
る
例
は
あ

っ
て
も
そ
の
逆
が
な
い
事
実
に
よ
れ
ば
、
こ
の
変
更
は
意
義
規
定
の
表
現
の
問
題

で
あ

っ
て
、
や
が
て
は
自
他
詞
六
段
図
第

一
段
の
意
義
規
定
と
同
じ

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
に
統

一
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

２
の

「
お
の
つ
か
ら
然
す
る

↓

お
の
つ
か
ら
然
る
」
五
例
、
３
の

「
み
つ
か
ら
然
る

↓

み
つ
か
ら
然
す
る
」

一
例
。
こ
の
変
更
は

先
に
述
べ
た

（第
二
節
）
と
こ
ろ
だ
が
、
「
お
の
つ
か
ら
」
は
自
、
「
み
つ
か
ら
」
も
自
を
表
し
、
「然
る
」
は
自
、
「然
す
る
」
は
他
を
表

す
。
し
た
が
っ
て
、
自
の

「
お
の
つ
か
ら
」
と
自
の

「然
る
」
の
結
び
付
い
た

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
は
全
的
な
自
に
与
え
ら
れ
、
自
の

「
み
つ
か
ら
」
と
他
の

「然
す
る
」
の
結
び
付
い
た

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
は
自
他
併
存
す
る
性
格
の
語
に
与
え
ら
れ
る
意
義
規
定
で
あ

る
。
と
す
る
と
、
「
お
の
つ
か
ら

（自
）
・
然
す
る

（他
と

は

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
重
複
し
、
「
み
つ
か
ら

（自
）
・
然
る

（自
と

は

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
重
複
す
る
規
定
と
な
る
。
２
の
五
例
と

３
の

一
例
は
、
こ
の
重
複
を
避
け
た
変
更
で
、
意
義
規
定
の
整
理
を
意

味
す
る
。

４
の

「物
を
然
す
る

↓

他
に
然
す
る
」
三
例
。
ア

「
よ
す
る
」
ｏイ

「
の
す
る
」
ｏウ

「
い
る
ゝ
」
の
三
語
は
、
「刊
本
」
上
巻
末
に
用

法
上
注
意
を
要
す
る
語
を
挙
げ
証
例
を
も
っ
て
説
明
を
加
え
て
い
る
幾

つ
か
の
語
の
中
に
あ
る
。
「
す
べ
て
よ
る
は
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る

を
い
ふ
詞
よ
す
る
ハ
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
る
を
波
な
ど
に
お
の
つ
か
ら
然
る
を
よ
る
と
も
よ
す
る
と
も
い
へ
る
は
い
か
な
る
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事
に
か
…
…
…
す
べ
て
よ
す
る
と
い
ふ
詞
は
其
よ
す
る
所
を
む
ね
と
い
へ
る
詞
に
て
物
を
然
す
る
詞
の
か
た
に
ハ
あ
ら
て
他
に
然
す
る
詞

の
方
な
る
へ
し
」
曾
一十
八
オ
）
、
「
い
る
ハ
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
引
引
‐ゝ

ハ
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
の
さ
ま
な
れ
と
風
の
物
の
す
き

間
よ
り
吹
い
る
を
吹
い
る
ゝ
と
多
く
い
へ
り
是
も
浪
の
よ
す
る
と
い
へ
る
さ
ま
と
同
し
く
そ
の
い
る
ゝ
所
を
む
ね
と
い
へ
る
に
て
他
に
然

す
る
詞
の
方
な
り
」
曾
一十
八
オ
～
ウ
）、
「
の
す
る
と
い
ふ
詞
も
こ
れ
ら
と
同
し
く
他
に
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
る
へ
し
」
全
二
十
八
ウ
）
と

一百
う
。

「成
稿
本
」
は
殆
ど

「刊
本
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
「初
稿
本
」
で
は

「す

へ
て
よ
る
と
い
ふ
詞

ハ
も
の
ゝ
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ

と
は
よ
す
る
ハ
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
る
を
浪
に
か
ぎ
り
て
お
の
つ
か
ら
然
る
を
よ
る
と
も
よ
す
る
と
も
い
へ
り
又
い
る
ハ
物
の
お
の

つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
い
る
ゝ
は
物
を
然
す
る
詞
な
る
を
風
に
か
ぎ
り
て
物
の
す
き
ま
よ
り
吹
い
る
を
吹
い
る
ゝ
と
い
へ
り
」
（初
３８
オ
）

と
あ
る
。
「初
稿
本
」
に
は
ま
だ

「他
に
然
す
る
」
に
関
す
る
記
述
が
な
く
、
「
の
す
る
」
に
つ
い
て
は
全
く
述
べ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の

４
の
三
例
は
、
そ
の
語
の
持
つ
幾
つ
か
の
用
法
の
中
の

一
つ
の
用
法
を
特
に
重
視
し
て
規
定
し
直
し
た
変
更
で
あ
る
。

５
の

「
み
つ
か
ら
然
す
る

↓

物
を
然
す
る
」
七
例
、
６
の

「
み
つ
か
ら
然
す
る

↓

物
を
然
す
る
」
一
例
。
こ
の
変
更
は

「成
稿
本
」

の

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
が
す
べ
て

「刊
本
」
で

「物
を
然
す
る
」
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
対
置
語
を

「
す

ｏ
さ
す
、
る

ｏ
ら
る
」

下
接
形
に
限

っ
て
も
そ
う
で
は
な
い
が
、
し
か
し
八
例
中
五
例

（キ
～
サ
）
ま
で
が
同
語
形
異
意
義
の
場
合
で
あ
る
の
は
、
用
法
を
検
討

し
た
結
果
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に
集
中
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

５
●
６
に
共
通
し
て
、
対
置
語
は

「
さ
す
」
下
接
形
か

「ら
る
」
下
接
形
か
で
あ
る
。
「刊
本
」
で
は
、
「
さ
す
」
下
接
形
。
「ら
る
」
下

接
形
の
対
置
語
は
そ
れ
ぞ
れ
統

一
的
に
意
義
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る

（意
義
規
定
に
傍
線
を
引
い
て
お
く
）
。

①
ｌ

中
二
段
の
活
詞
に
佐
文
字
の
そ
ひ
て
佐
行
に
う
つ
れ
る
例

∩
お
く
る
―
お
き
さ
す
る
」
な
ど
対
置
語
六
組
、
略
）
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右
上
な
る
ハ
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
ハ
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り
　
　
　
　
　
（二
十
八
オ
～
ウ
）

２

下
三
段
の
活
詞
に
佐
文
字
の
そ
ひ
て
佐
行
に
う
つ
れ
る
例

翁
う
る
―
え
さ
す
る
」
な
ど
対
置
語
八
組
、
略
）

右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
他
に
し
か
さ
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り
　
　
　
（二
十
八
ウ
～
二
十
九
ウ
）

３

中
二
段
の
活
詞
に
羅
文
字
の
そ
ひ
て
羅
行
に
う
つ
れ
る
例

∩
お
く
る
―
お
き
ら
る
ヽ
」
な
ど
対
置
語
六
組
、
略
）

右
上
な
る
ハ
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
ハ
他
に
し
か
せ
ら
る
ゝ
と
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
詞
な
り

（二
十
九
ウ
～
三
十
ウ
）

４

下
三
段
の
活
詞
に
羅
文
字
の
そ
ひ
て
羅
行
に
う
つ
れ
る
例

∩
う
る
―
え
ら
る
ゝ
」
な
ど
対
置
語
八
組
、
略
）

右
上
な
る
は
も
の
を
し
か
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
ハ
他
に
し
か
せ
ら
る
ゝ
と
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ヽ
と
を
い
ふ
詞
な
り

（三
十
ウ
～
三
十

一
ウ
）

「
さ
す
」
下
接
形

。
「
ら
る
」
下
接
形
の
如
何
を
問
わ
ず
そ
れ
を
対
置
語
と
し
て
、
中
二
段
の
活
詞
は

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
、
下
三
段

の
活
詞
は

「物
を
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
で
は

（初
稿
本
に
よ
っ
て
次
に
引
用
）、

②
ｌ

中
二
段
の
活
詞
に
左
文
字
を
そ
へ
て
佐
行
に
う
つ
す
例

翁
お
く
る
―
お
き
さ
す
る
」
な
ど
対
置
語
五
組
、
略
）

右
の
中
二
段
の
活
詞

ハ
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
左
行
下
三
段
の
活
き
ハ
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
詞
也
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（２７
オ
～
ウ
）

２

下
三
段
の
活
詞
に
左
文
字
を
そ

へ
て
佐
行
に
う
つ
す
例

翁
う
る
―
え
さ
す
る
」
な
ど
、
欄
外
追
加
と
も
対
置
語
九
組
、
略
）

右
の
下
二
段
の
活
き
ハ
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
左
行
下
二
段

ハ
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
詞
也

３

中
二
段
の
活
詞
に
羅
文
字
を
そ

へ
て
羅
行
に
う
つ
す
例

∩
す
ぐ
る
―
す
き
ら
る
ゝ
」
な
ど
、
欄
外
追
加
と
も
対
置
語
六
組
、
略
）

（２７
ウ
～
２８
オ
）

右
中
二
段
の
活
き
ハ
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
詞
羅
行
下
三
段

ハ
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
と
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
詞
也

（２８
ウ
～
２９
オ
）

４

下
二
段
の
活
詞
に
羅
文
字
を
そ

へ
て
羅
行
に
う
つ
す
例

η
た
す
く
る
―
た
す
け
ら
る
ゝ
」
な
ど
、
欄
外
追
加
と
も
対
置
語
九
組
、
略
）

右
下
三
段
の
活
き
ハ
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
羅
行
下
三
段

ハ
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
と
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
と
を
い
ふ
詞
也

（２９
オ
～
２９
ウ
）

こ
こ
で
は

「
ら
る
」
下
接
形
の
対
置
語
は
中
二
段
・下
三
段
と
も
に

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
で
あ
る
。
こ
れ
が

「刊
本
」
に
お
い
て

「物

を
然
す
る
」
に
変
更
さ
れ
、
前
一の

よ
う
に

「ら
る
」
派
生
形
に
対
置
す
る
単
純
形
の
活
用
型
に
よ
っ
て
そ
の
語

（単
純
形
）
の
意
義
規
定

が
統

一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
変
更
が

力
～
サ
で
あ
る
。

「
み
つ
か
ら
然
す
る

↓

物
を
然
す
る
」
の
変
更
の

工
。
オ
は

下
接
形
と
対
置
す
る
上
下
対
置
語
は
こ
の
二
組
で
あ
り
、
「ら
る
」

一
例
だ
け
で

「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」

一
段
活
詞
の
場
合
で
あ
る
。
「刊
本
」
に
お
い
て

一
段
活
詞
が

「
さ
す
」

下
接
形
と
対
置
す
る
対
置
語
も

「
ゐ
る
―
ゐ
ら
る
ゝ
」
含
二
十
三
ウ
）

と
規
定
さ
れ
る
。
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「刊
本
」
の

一
段
活
詞
と
そ
の
対
置
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
規
定
は
、

③
又

一
段
の
活
詞
は
い
と
す
く
な
き
に
自
他
の
わ
か
る
ゝ
こ
と

一
や
う
な
ら
す
さ
ま
ノ
ぐ
、
な
り
次
に
あ
け
た
る
を
見
て
し
る

へ
し

１
　
き
る
　
　
　
　
　
き
す
る

右
上
な
る
は
冽
つ‐
洲
引
困
引
利
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
個
ｄ
刻
す
る
を
い
ふ
こ
と
葉
な
り

２
　
に
る
　
　
　
　
　
に
す
る

右
上
な
る
は
劇
湘
日
「
洲
測
鮒
劉
利
を
い
ふ
詞
下
な
る
ハ
物
引
刻
す
る
を
い
ふ
こ
と
葉
な
り

３
　
に
る
　
　
　
　
　
に
ゆ
る

右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

４
　
ひ
る
　
　
　
　
　
ひ
さ
す
る

右
上
な
る

ハ
も
の
を
し
か
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

５
　
見
る
　
　
　
　
　
見
ゆ
る

右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
ハ
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

６
　
い
る
　
　
　
　
　
い
さ
す
る

右
上
な
る
は
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
ハ
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
こ
と
葉
な
り

７

　

ゐ

る

　

　

　

　

　

ゐ
ら

る

ゝ

右
上
な
る
は
洲
矧
剰
割
馴
「
「
利
を
い
ふ
詞
下
な
る
ハ
剥
洲
引

か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
詞
な
り

（二
十
二
オ
～
三
十
二
ウ
）

で
あ
る
。

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る

（刊
本
と
異
な
る
意
義
規
定
の
例
の
み
を
挙
げ
る
。
異
な
る
意
義
規
定
に
傍
線
を
付
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す
。
初
稿
本
に
よ
る
。
た
だ
し

「物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
」
↓

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
の
変
更
の
例
は
省
略
）
。

④
４
、　
ひ
る
　
　
　
　
　
ひ
さ
す
る

右

一
段
の
活

ハ
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ひ
左
行
下
二
段

ハ
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
詞
也

６
、　
い
る
　
　
　
　
　
い
さ
す
る

右

一
段
の
活

ハ
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ひ
左
行
下
二
段

ハ
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
詞
也

８
　
い
る
　
　
　
　
　
い
ら
る
ゝ

（刊
本
に
無
い
例
）

右

一
段
の
活

ハ
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
詞
羅
行
下
三
段
の
活
ハ
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
詞
也
　
　
　
（３．
ゥ
～
３２
ウ
）

（
）

「
一
段
の
活
詞
は
い
と
す
く
な
き
に
自
他
の
わ
か
る
ゝ
こ
と

一
や
う
な
ら
す
さ
ま
ノ
く
、
な
り
次
に
あ
け
た
る
を
見
て
し
る
へ
し
」
（⑪
）

と
あ
る
よ
う
に
用
例
は
少
な
い
が

「刊
本
」
で
は
対
置
語
に
よ
っ
て
語
の
意
義
が
統

一
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
「
さ
す
」
下

接
形
と
対
置
す
る

「
一
段
の
活
詞
」
は

「物
を
然
す
る
」
、
「
ら
る
」
下
接
形
と
対
置
す
る

「
一
段
の
活
詞
」
は

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
で

あ
る
。
「初
稿
本
」
（成
稿
本
も
）
で
は
、
「
さ
す
」
下
接
形
も

「ら
る
」
下
接
形
も
対
置
す
る

「
一
段
の
活
詞
」
は

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」

と
規
定
さ
れ
る
。

い
ま
、
「
さ
す
」
下
接
形

。
「ら
る
」
下
接
形
に
限

っ
て
い
え
ば
、
そ
の
対
置
語
が
中
二
段
活
詞

・
下
三
段
活
詞
の
場
合
に
は

「刊
本
」

に
統

一
性
は
あ
る
が

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
に
な
く
、　
一
段
活
詞
の
場
合
に
は

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
に
統

一
性
が
あ
る
が

「刊
本
」

に
は
な
い
、
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
論
理
の
一
貫
性
を
欠
く
か
の
よ
う
だ
が
、
引
用
③
に
見
た
よ
う
に

一
段
活
詞
は

「自
他
の
わ
か
る
ゝ

こ
と

一
や
う
な
ら
す
さ
ま
ノ
ぐ
ご

で
あ

っ
て
、
結
局
、
「成
稿
本
」
か
ら

「刊
本
」

へ
の
段
階
で
語
の
意
義
規
定
の
大
幅
な
変
更
が
あ
り
、

「刊
本
」
で
は

「
さ
す
、
ら
る
」
派
生
形
を
対
置
語
と
す
る
場
合
、
中
二
段

。
下
三
段
活
詞
の
場
合
は
そ
の
語
の
活
用
型
に
よ
っ
て
意
義

規
定
が
統

一
さ
れ
、　
一
段
活
詞
の
場
合
は
対
置
語
と
の
関
係
に
よ
っ
て
そ
れ
が
定
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に

「中
二
段

・
下
三
段
の
活
詞
」
と

「
一
段
の
活
詞
」
の
意
義
規
定
の
仕
方
が
変
更
後
の

「刊
本
」
に
お
い
て
異
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
統

一
的
な
意
義
規
定
で
あ
る
が
ゆ
え
に
俄
か
に
は
納
得
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
変
更
し
た
結
果
も
な
お
整
合

を
欠
く
か
ら
こ
そ
実
際
の
用
法
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
『自
他
』
「自
他
草
稿
」
以
降
、
個
々
の
語
の
意

義
規
定
に
修
正
が
施
さ
れ
て
き
て
、
い
わ
ば
決
定
稿
で
あ
る

「刊
本
」

へ
の
段
階
で
大
き
な
、
か
つ
集
中
的
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
実
際
の
用
法
に
即
し
た
も
の
と
す
る
に
は
か
な
り
無
理
が
あ
る
。
し
か
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
変
更
は
統

一
的
で
あ
り
、
何
か

を
目
指
し
て
整
理
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
の
は
否
定
し
が
た
い
。

四
　
変
更

の
意
味

「
さ
す
、
ら
る
」
派
生
形
を
対
置
語
と
し
て
中
二
段

・
下
三
段
活
詞
と

一
段
活
詞
と
で
意
義
規
定
の
仕
方
が
変
更
後
に
お
い
て
異
な
る

現
象
は
ど
う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
「成
稿
本
」
と

「刊
本
」
と
で
意
義
の
規
定
が
変
更
と
な
る

一二
０
の
１

・
２

●
３
は
意
義
規
定

の
表
現
上
の
整
理
に
よ
る
も
の
、
４
は
用
法
の
差
異
に
伴
う
も
の
と
解
釈
で
き
る
が
、
５
●６
の

「
み
つ
か
ら
然
す
る

↓

物
を
然
す
る
」

の
変
更
は
活
用
型
に
よ
る
意
義
規
定
の
統

一
と
は
直
裁
に
は
言
い
切
れ
な
い
。
自
他
詞
六
段
図
と
の
整
合
を
図
っ
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
例
え
ば

「刊
本
」
の
上
下
対
置
語
で

「物
を
然
す
る
」
と
な
る

工

「
い
る
」
ｏ
力

「
と
が
む
る
」
ｏ
コ

Ｆ
つ
る
」
は
六
段
図
で
は
第

二
段

「物
を
然
す
る
」
の
語
で
あ
る
が
、
「刊
本
」
の
対
置
語
で

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る

「う
ら
む
る
、
ふ
せ
ぐ
、
ま
ね

く
、
う
つ
」
な
ど
は
六
段
図
で
は
第
二
段

「物
を
然
す
る
」
の
語
で
あ
る
。
特
に

「う
つ
」
は
、
成
稿
本

「う
つ

（物
を
然
す
る
）
―
う

た
る
ゝ

（み
つ
か
ら
然
す
る
と
、
刊
本

Ｐ
つ
つ

（み
つ
か
ら
然
す
る
）
―
う
た
す
る

（他
に
然
さ
す
る
と

の
よ
う
に
対
置
語
を
異
に
は
す

る
が
成
稿
本
で
は

「物
を
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
寧
ろ
反
証
と
な
る
例
も
多
い
。

実
際
の
用
例
の
用
法
に
よ
る
変
更
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
が
確
実
に
言
え
る
た
め
に
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
「物
を
然
す
る
」
と
規
定
さ
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れ
る
語
の
用
例
を
徹
底
的
に
調
査
検
討
し
た
と
し
て
も
、
ど
う
い
う
用
法
が

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
で
、
そ
れ
と
異
な
る
ど
う
い
う
用
法

が

「物
を
然
す
る
」
で
あ
る
か
、
こ
の
両
者
を
弁
別
す
る
こ
と
は
、
例
え
ば

「よ
す
る
、
の
す
る
、
い
る
ゝ
」
の
よ
う
に
具
体
的
な
用
法

の
説
明

（刊
三
十
八
オ
～
ウ
）
が
示
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
す
べ
き
か

「物
を
然
す
る
」
と
規
定
す
べ
き

か
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
派
生
形
を
対
置
す
る
と
い
う
条
件
が
同
じ
で
、
し
か
も
同
じ
語
形
に
異
な
る
意
義
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
の

理
由
を
実
際
の
用
例
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
あ
る

一
つ
の
体
系
の
中
で
そ
れ
が

（こ
の

場
合
、
同
じ
語
形
に
異
な
る
意
義
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
）
ど
う
い
う
位
置
を
占
め
て
い
る
か
、
と
考
え
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
結
論
的
に

言
え
ば
、
同
語
形
意
義
変
更
の
現
象
は
、
同
語
形
意
義
交
替
の
現
象
を
統

一
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
、

と
考
え
た
い
。

初
め
多
く
の
実
例
に
よ
っ
て
上
下
対
置
語
を
定
め
、
そ
れ
を
見
直
し
、
や
が
て

一
つ
の
体
系
と
し
て
論
理
の
整
合
を
求
め
て
整
理
し
直

す
こ
と
は
十
分
に
有
り
う
る
。
春
庭
の
場
合
、
「
さ
す
、
ら
る
」
下
接
の
派
生
形
を
対
置
語
と
し
て
、
そ
れ
と
の
関
係
で
潜
在
的
に
存
在
し

て
い
る

「格
」
が
顕
在
化
し
て
、
同

一
語
形
の
意
義
交
替
と
な
り
、
そ
の
こ
と
の
た
め
に
同

一
語
形
の
意
義
変
更
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
新
た
に
整
合
を
欠
く
点
が
生
じ
Ｔ
一②
）
、
語
の
意
義
規
定
は
活
用
型
に
よ
る
か
、
対
置
語
と
の
相
対
的
関
係
に
よ
る
か
交

錯
は
あ
る
が
、
意
義
変
更
の
場
合
、
活
用
型
に
よ
っ
て
対
置
語
が

「
さ
す
、
ら
る
」
下
接
形
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
こ
と
は
、

『詞
通
路
』
が
五
十
音
図
に
従
い
、
活
用
型
に
よ

っ
て
分
類
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
形
式
が
優
先
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
意
義

は
上
下
に
対
置
す
る
語
の
相
対
的
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
意
義
交
替
の
場
合
の
意
義
規
定
も
、
対
置
語
と
の

相
対
的
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
と
な
る
と
春
庭
に
は
、
対
置
語
と
の
相
対
的
関
係
に
よ
っ
て
語
の

″自

ｏ
他
″
の
意
義
を
整
理
す

る
と
い
う
意
図
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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五
　
春
庭

の
自
他

（
三
）

見
て
き
た
よ
う
に
上
下
対
置
語
に
お
け
る
同

一
語
形
意
義
交
替
非
交
替
の

「刊
本
」
に
至
る
過
程
は
体
系
の
組
織
化
を
示
し
、
「刊
本
」

に
お
い
て
は
論
理
的
に
説
明
の
つ
く
も
の
で
あ
る
し
、
少
数
の
例
外
も
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
実
証
主
義
が
根
本
に
あ

る
が
ゆ
え
に
一
見
例
外
が
あ
り
す
ぎ
論
理
の
整
合
を
欠
く
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
草
稿
類
を
照
合
す
れ
ば
そ
こ
に
は
春
庭
が

″自
他
の
体

系
″
を
求
め
て
整
合
を
図
っ
た
と
認
め
得
る
過
程
が
あ
る
。
そ
の
点
で
春
庭
に
は
、
実
例
に
基
づ
き
な
が
ら
も
そ
れ
を
超
え
る
演
繹
的
な

態
度
が
あ
っ
た
と
認
め
得
る
。
い
わ
ば
、
そ
れ
は
語
の
意
義
を
如
何
に
規
定
す
る
か
と
い
う
認
識
の
問
題
で
あ
っ
た
。

初
稿
本
も
同
じ
く

「
み
つ
か
ら
然
る
」。

刊
本
の
意
義
規
定
、
「物
を
然
す
る
」
。

初
め

「
つ
ら
ぬ
る
―
つ
ら
ね
さ
す
る
」
と
し
、
後
で

「
ぬ
る
―
ね
さ
す
る
」
に
訂
正
。

成
稿
本
に
は

（初
稿
本
、
「自
他
」
に
も
）
「
い
る
―
い
ら
る
ゝ
」
も
あ
っ
て
、
意
義
規
定
は

「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
で
あ

（二
０
の
（２７
）
の
用
例
）
。
「他
に
然
せ
ら
る
ゝ
」
と
兼
ね
る
こ
と
な
く

「
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
単
独
の
意
義
規
定
は
こ
の
「
ゐ
ら
る
ゝ
」

例
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
節
で
は
、
同
じ
語
が
資
料
を
異
に
し
て
意
義
の
違
う
現
象
を

〈変
更
〉、
同
じ
語
が
同

一
資
料
内
で
対
置
語
を
異
に
し
て
意
義
の
違
う
現

象
を

〈交
替
〉
と
す
る
。

〔参
考
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尾
崎
知
光

『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
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』
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十
八
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月

笠
間
書
院
。

２
　
島
田
昌
彦

『国
語
に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞
』
　

昭
和
五
十
四
年
四
月
　
明
治
書
院
。
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○
第
四
節
は
、
「自
他
詞
の
意
義
規
定
―

『詞
通
路
』
自
他
の
体
系
化
―
」

国
文
学
会
）、
「自
動
詞
と
他
動
詞
―
春
庭
の
自
他
―
」
亀
国
文
法
講
座

院
）
に
加
筆
し
た
。

翁
国
語
国
文
研
究
』
第
七
〇
号
　
昭
和
五
十
八
年
八
月
　
北
海
道
大
学

２
　
古
典
解
釈
と
文
法
―
活
用
語
』

昭
和
六
十
二
年
四
月
　
明
治
書



第
三
章
　
自
他
詞
の
成
立

第

一
節

　

「詞
の
カ
ー
ド
」
と

「自
他
」
と

「自
他
草
稿
」
と

一

『自
　
他
』

０
　
「調
査
票
」

本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
、
『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
第
二
門
文
書

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇
三
の
二
六
、
「自
他

（か
よ
ひ
ぢ
草
稿
と
。

添
付
の
昭
和
四
十
五
年
八
月
十
三
日
付

「調
査
票
」
に
、
「第
二
類
第
二
種
雑
稿
　
⑥
ｌ
　
文
書
１９５
」
と
整
理
さ
れ
、
標
題

「自
他

（か
よ

ひ
ぢ
草
稿
）
　

一ハ
点
之
内

一
点
」
、
氏
名

「作
者

。
本
居
春
庭
　
署
名

。
な
し
」
、
料
紙

「半
紙
四
ツ
折
横
仮
綴
　
表
紙
共
四
十
丁
　
一
冊

墨
付
二
十
四
丁
」
、
寸
法

「
タ
テ

一
二

・
五
×
ヨ
コ
一
七

・
四
」
、
全
文
又
は
要
旨

「表
紙
の
裏
に

『写
し
済
候
ハ
此
朱
点
を
付
ル
』
と
朱

書
す
。
朱
点
を
附
し
た
の
は
二
〇
丁
也
　
ｏ
こ
の
二
十
丁
の
朱
線
部
分
は
、
全
集
本
の
通
ひ
ぢ
上
六
二
頁
下
十

一
行
か
ら
、
同
上
七
〇
頁

下
五
行
ま
で
の
草
稿
で
あ
る
。
○
表
紙
共
二
十
二
丁
目
の
表

一
頁
全
文
は
通
ひ
ぢ
七

一
頁
上
十
二
行
か
ら
十
九
行
ま
で
。
ｏ
同
二
十
四
丁

ウ

『又
同
じ
詞
な
が
ら
…
…
二
十
五
丁
ウ
…
…
を
い
ふ
詞
也
』
は
同
上
七
三
頁
上
十

一
行
よ
り
七
四
頁
上
十

一
行
ま
で
の
草
稿
で
あ
る
。

表
紙
に

『自
他
』
と
書
す
」
、
備
考

「
か
よ
ひ
ぢ
上
の
草
稿
の

一
部
で
あ
る
」
と
あ
る

（本
書
資
料
番
号
１
）。

『自
他
』
は
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
第

一
の
部
分
は

一
丁
表
か
ら
二
〇
丁
裏
ま
で
、
第
二
の
部
分
は
二

一
丁
表
か
ら
三
二
丁
裏
ま
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で
、
第
二
の
部
分
は
二
三
丁
表
を
自
と
し
て
二
三
丁
裏
か
ら
二
四
丁
裏
ま
で
で
あ
る
。

②
　
第

一
の
部
分

①
Ｏ
同

〈
し
〉
行

〈
に
て
〉
自
他

〈
を
わ
か
つ
〉
例

加
行
四
段

〈
の
活
詞
〉
卜

〈
加
行
〉
下
三
段

〈
の
活
詞
〉

し
り
ぞ
く
　
　
　
　
　
し
り
ぞ
く
る

た
ひ
ら
く
　
　
　
　
　
た
ひ
ら
ぐ
る

つ
ゞ
く
　
　
　
　
　
　
つ
ゝ
く
る

の
く
　
　
　
　
　
　
　
の
く
る

や
は
ら
ぐ
　
　
　
　
　
や
は
ら
く
る

右
者
四
段

〈
物
の
〉
自

〈
然
る
を
い
ひ
〉
下
三
段

〔他
な
り
〕
〈
物
を
然
す
る
を
い
ふ
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
（滋

）

の
よ
う
に
、
第

一
の
部
分
は
活
用
型
別
に
分
類
さ
れ
た

一
組
～
六
組

（五
組
の
場
合
が
多
い
）
の
自
他
上
下
対
置
語
が
列
記
さ
れ
、
そ
の

上
下
の
意
義
が
記
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
彩
し
い
墨
筆
に
よ
る
上
下
対
置
語
の
抹
消

・
書
入
、
意
義
規
定
の
修
正
、
活
用
型
の
書
入
、
例

語
の
配
置
換
え
の
指
示

（例
え
ば
、
「
□
此
所

へ
入
ル
下
に
あ
り
、
□
上

へ
入
ル
、
◇
此
所

へ
入
ル
下
に
あ
り
、
◇
上

へ
入
ル
」
な
ど
）
が

あ

っ
て
、
そ
れ
に
従

っ
て
書
き
直
す
と
ほ
ぼ
初
稿
本
の
形
に
な
る
。
表
紙
裏
の

「写
し
済
候

ハ
此
朱
点
を
付
ル
」
と
朱
書
す
る

「朱
点
」

（多
く
は
横

一
本
、
と
き
に
斜
め
十
字
）
は

「初
稿
本
」
に
写
し
終

っ
た
こ
と
を
示
す
。
『自
他
』
と

「初
稿
本
」
と
を
対
照
し
て
移
り
行

く
様
子
の

一
例
を
挙
げ
る
。

自
他
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②
多
行
羅
行
自
他

〈
を
わ
か
つ
〉

あ
つ
る
　
　
　
　
　
　
あ
た
る

（Ａ
）

下
　
　
　
右
多

〈
行
〉
下
三
段
然
す
る
羅
四
段
然
る

〔
△
上

へ
入
ル
〕

上
　
あ
や
ま

つ
　
　
　
　
　
あ
や
ま
た
る
ゝ

か
こ
つ
　
　
　
　
　
　
か
こ
た
る
ゝ

た
も
つ
　
　
　
　
　
　
た
も
た
る
ゝ

う

つ
　
　
　

　
　
　

う
た
る
ゝ

こ
ぼ
つ
　
　
　
　
　
　
ン」
ほ
た
る
ゝ

右
多
行
四
段

ハ
然
す
る
羅
行
下
二
段

ハ
自
然
せ
ら
る
ゝ
又
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
と
ニ
ツ
な
り

（Ｄ
）

下奈
行
卜
羅
行

下●
　
ぬ
る
　
　
　
　
　
　
　
ね
ら
る
ゝ

右
奈
行
下
二
段
ハ
然
す
る
羅
行
下
二
段
は
自
然
せ
ら
る
ゝ

（Ｆ
）

上

か
さ
ぬ
る

つ
ら
ぬ
る

か
さ
な
る

つ
ら
な
る
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右
奈
行
下
三
段

ハ

〈物
を
〉
然
す
る
羅
四
段

ハ
自
然

〈
ル
ヲ
い
ふ
〉

（Ｇ
）

二（Ｈ
）

上奈
行
卜
左
行

◆
　
に
る
　
　
　
　
　
　
　
に
す
る

（Ｊ
）

×
　
　
　
右
奈
行

一
段

ハ
自
然
る
左
行
下
三
段

ハ
然
す
る
詞

ヽ
左
行
卜
羅
行
の
自
他
也

□
上

へ
入
ル

（Ｌ
）

×
　

あ
ら

は
す

　
　
　
　
　
あ

ら

は
る

ゝ

く
ず
す
　
　
　
　
　
　
く

つ
る
ゝ

け
か
す
　
　
　
　
　
　
け
か
る
ゝ

こ
ほ
す
　
　
　
　
　
　
ン」
ほ
る
ゝ

た
ふ
す
　
　
　
　
　
　
た
ふ
る
ゝ

右
左
行
四
段

ハ

〈物
を
〉
し
か
す
る
羅
行
下
二
段
は
自
　
然
を
い
ふ
詞
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１０
オ
～
１２
オ
）

父
Ａ
）
「下
」
と

（Ｃ
）
「
上
」
と
に
よ

っ
て

「あ

つ
る
」
が

「
あ
や
ま
つ
、
か
こ
つ
、
た
も
つ
、
う

つ
、
こ
ぼ
つ
」
の

後
に
移
る
。
抹
消

（Ｂ
）
は
排
列
順
に
関
係
し
な
い
。
（Ｆ
）
「
上
」
に
よ

っ
て

「
か
さ
ぬ
る
、

つ
ら
ぬ
る
」
が

「
下
」

の

（Ｄ
）
（Ｅ
）
の
前
に
移
る
。
こ
れ
で
初
稿
本
の
順
に
な
る
。
「●
」
が
付
く

「
ぬ
る
―
ね
ら
る
ゝ
」
は

（Ｅ
）
「
下
」

に
よ

っ
て
同
じ

「
●
」
が
付
さ
れ
る
１４
オ
に
移
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
対
置
語

「
も
ち
ふ
る
―
も
ち
ひ
ら
る
ゝ
」
に
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は

「
×
」
が
付
さ
れ
、
「
ぬ
る
―
ね
ら
る
ゝ
」
に
も
大
き
く
黒
丸
が
付
い
て
抹
消
さ
れ
、
と
も
に
初
稿
本
に
は
存
在
し
な

い
。
（Ｇ
）
Ｊ
ご

は
、
９
ウ
に

「
一　
多
行
卜
左
行

〈
に
て
自
他
を
わ
か
つ
例
ン

が
あ
り
１２
ウ
に

「三

波
行
卜
左
行

〈
に
て
自
他
を
わ
か
つ
例
と

が
あ

っ
て

（Ｈ
）
「上
」
の
付
く

「奈
行
卜
左
行
」
は
そ
の
中
間
に
排
列
さ
れ
そ
の
対
置

語

「
に
る
―
に
す
る
」
も
そ
こ
に
配
置
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が

（Ｊ
）
「
×
」
に
よ
っ
て
そ
う
は
な
ら
ず
、
（Ｉ
）
「◆
」

に
対
応
す
る
別
の

「◆
」
も
存
在
し
な
い
。
「
に
る
―
に
す
る
」
も
意
義
規
定
と
と
も
に
黒
線
が
引
か
れ
抹
消
さ
れ
、　
一

段
活
詞

∩
に
る
―
に
す
る
し

は
第
二
の
部
分
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「あ
ら
は
す
、
く
づ
す
、
け
か
す
、
こ

ほ
す
、
た
ふ
す
」
は

（Ｋ
）
「□
上

へ
入
ル
」
に
よ
っ
て
９
オ
の

「
□
此
所

へ
入
ル

下
に
あ
り
」
に
対
応
し
て
９
オ
に

移
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
既
に

「
こ
ろ
す
、
そ
ゝ
の
か
す
、
め
す
、
も
て
な
す
、
も
ど
す
」
が
あ

っ
て
移
る
こ

と
な
く
、
（Ｌ
）
「
×
」
に
よ
っ
て
結
局
は
抹
消
さ
れ
、
初
稿
本
に
は
存
在
し
な
い
。
「●
」
「◆
」
の
付
く

「
ぬ
る
」
「
に

る
」
は
、
結
局
、
移
り
行
く
場
所
が
な
い
が
、
下
三
段

。
中
二
段

。
一
段
の
活
詞
は
後
に
ま
と
め
て
整
理
さ
れ
、
第
二

の
部
分
、
第
二
の
部
分
に
関
係
す
る
。
な
お
、

１０
オ
に
横
朱
線

一
本
。

１０
ウ
、
同
。
Ｈ
オ
前
半
に
「
ぬ
る
―
ね
ら
る
ゝ
」

を
中
心
に
黒
丸
、
後
半
に
横
朱
線

一
本
。
Ｈ
ウ
の
前
半

「
に
る
―
に
す
る
」
を
中
心
に
黒
斜
線
二
本
、
横
線

一
本
。
Ｈ

ウ
の
後
半
に
斜
め
十
字
の
朱
線
。）

初
稿
本

③
Ｏ
多
行
と
羅
行
に
て
自
他
を
わ
か
つ
例

ｏ
多
行
四
段
の
活
　
　
　
　
ｏ
羅
行
下
三
段
の
活

あ
や
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま
た
る
ゝ

か
こ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
こ
た
る
ゝ
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た
も

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
た
る
ゝ

う

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
る
ゝ

こ
ぼ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
ン」
ぼ
た
る
ゝ

右
多
行
四
段
の
活

ハ
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
羅
征
卜
二
段
の
活

ハ
み
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
と

〈
又
〉
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
と
ニ
ツ

を
い
ふ
詞
也

ｏ
多
行
下
二
段
の
活
　
　
　
ｏ
羅
行
四
段
の
活

あ

つ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
る

右
多
行
下
三
段
の
活

ハ
物
を
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
羅
行
四
段
の
は
た
ら
き

ハ
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
也

○
奈
行
と
羅
行
に
て
自
他
を
わ
か
つ
例

ｏ
奈
行
下
二
段
の
活
　
　
　
ｏ
羅
行
四
段
の
活

か
さ
ぬ
る
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
な
る

つ
ら
ぬ
る
　
　
　
　
　
　
　
つ
ら
な
る

右
奈
行
下
三
段
の
活

ハ
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
羅
行
四
段
の
は
た
ら
き

ハ
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
也

（・９
ウ
～
２０
ゥ
）

『自
他
』
に
は
、
「刊
本
」
の
一
丁
裏
か
ら
十

一
丁
表
ま
で
の
序
上
ハ
段
図
・
総
論
の
類
は

一
切
な
い
。
第

一
の
部
分
二
〇
丁
裏
ま
で
の

上
下
対
置
語
は
、
「刊
本
」
の
対
置
語
十

一
丁
裏
か
ら
二
十
八
丁
表
ま
で
の
う
ち
二
十
七
丁
裏
五
行
日
ま
で
と
対
応
す
る
。
た
だ
し
、
「刊

本
」
十
四
丁
裏
～
十
五
丁
表
の

「是
よ
り
佐
行
と
羅
行
の
活
詞
に
う
つ
り
て
」
以
下
六
行
に
相
当
す
る
部
分
は
な
い
。
第

一
の
部
分
の
末

尾
、
二
〇
丁
裏
の

「〇

一
段
の
活
き
よ
り
他
の
行
へ
う
つ
り
て
自
他
を
わ
か
つ
事
又
其
行
よ
り
う
つ
る
と
な
く
わ
か
れ
た
る

〈事
〉
又
中
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二
段
下
三
段
の
第
二
の
音
第
四
の
音
に
佐
羅
を
そ
へ
て
佐
行
羅
行
に
う
つ
す
事
な
と
い
ふ
べ
し
」
は
、
こ
の
直
前
、
第

一
の
部
分
の
上
下

対
置
語
の
最
後
の
二
組

「う
る
―
え
さ
す
る
、
う
る
―
え
ら
る
ゝ
」
（た
だ
し
、
抹
消
）
を
受
け
て
の
覚
え
書
き
で
、
「初
稿
本
」
に
は
な

い
。
こ
の
二
組
は
、
「刊
本
」
二
十
八
丁
表
四
行
以
降
に
類
例
と
と
も
に
載
り

（二
十
九
オ
、
三
十
ウ
）
、
二
十
七
丁
裏
五
行
日
ま
で
の
対

置
語
に
は
含
ま
れ
な
い
。

０
　
第
二
の
部
分

こ
の
部
分
の
最
初
、
二

一
丁
表
の

「右
之
三
ツ

〈活
の
〉
外

〈
又
〉
中
二
段
の
活
の

〈其
行
の
〉
第

〔四
〕
全
０

の
音

〈
又
〉
下
三
段

の
活
詞
の

〈
其
行
の
〉
第
四
の
音
に
さ
も
じ
を
そ
へ
て
佐
行
に
う
つ
し
ら
も
じ
を
そ
へ
て
羅
行
に
う
つ
し
活
か
す
事
あ
り
左
に
そ
の
例
を

あ
ぐ
こ
は
上
の
三
ツ
の
活
に
合
せ
て
ハ
い
と
少
し
●
印
ハ
中
二
段
の
活
の
第
二
の
音
下
二
段
の
活
の
第
四
の
音
の
し
る
し
な
り
ｏ
印
は
そ

へ
た
る
文
字
の
し
る
し
也
」
は
、
「初
稿
本
」
（２６
ウ
）
に
書
き
写
さ
れ
、
頭
書

「
キ
チ
ヒ
ミ
リ
」
「
エ
ケ
セ
テ
ネ
ヘ
メ
エ
レ
ヱ
」
（朱
筆
。

本
文
に
挿
入
箇
所
の
印
あ
り
）
と

「
こ
ハ
左
行
羅
行
共
二
下
二
段
の
活

〈詞
〉
ニ
カ
ギ
ン
リ
」
が
あ
っ
て
、
更
に
補
筆
さ
れ
て

「刊
本
」

の
二
十
七
丁
裏
六
行
目
～
二
十
八
丁
表
三
行
日
に
対
応
す
る
。
こ
れ
は
、
第

一
の
部
分
の
末
尾
、
二
十
丁
裏
の
覚
え
書
き

「〇

一
段
の
活

き
よ
り
他
の
行

へ
う
つ
り
て
…
…
佐
羅
を
そ
へ
て
佐
行
羅
行
に
う
つ
す
事
な
ど
い
ふ
べ
し
」
（前
出
）
を
受
け
て
、
中
二
段
・下
二
段
の
活

詞
の
う
ち

「
さ
す
、
ら
る
」
下
接
形
を
上
下
い
ず
れ
か
に
も
つ
上
下
対
置
語
を
整
え
よ
う
と
す
る
記
述
で
あ
る
。

第
二
の
部
分
の
後
半
は
、
右
を
受
け
て

「
さ
す
、
ら
る
」
下
接
形
の
三
語
形
、
も
し
く
は
二
語
形
を
並
記
す
る
。
意
義
規
定
は
付
か
な

い
。
二

一
丁
裏
に
は
、

④
ｏ
あ
行
下
二
段

う

る
　
　
　
　
　
　
え
さ
す
る
　
　
　
　
　
え
ら
る

ゝ
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う
く
る
　
　
　
　
　
う
け
ら
る

ゝ

ふ
す
る
　
　
　
　
　
ふ
せ
ら
る

ゝ

ぬ
る
　
　
　
　
　
　
ね
さ
す
る

い
づ
る
　
　
　
　
　
い
で
ら
る

ゝ

く
ら
ふ
る
　
　
　
　
く
ら

へ
ら
る

ゝ

か
さ
ぬ
る
　
　
　
　
か
さ
ね
ら
る

ゝ

し
た

ゝ
む
る
　
　
　
し
た
た
め
さ
す
る

わ
き
ま
ふ
る
　
　
　
わ
き
ま

へ
ら
る

ゝ

か
ら
む
る
　
　
　
　
か
ら
め
ら
る

ゝ

こ
ゆ
る
　
　
　
　
　
ン」
え
ら
る

ゝ

せ
む
る
　
　
　
　
　
せ
め
ら
る

ゝ

い
る

ヽ
　
　
　
　
　
い
れ
ら
る

ゝ

一二
丁
表
に
は
、
同
じ
く
三
語
形
ず

つ
、

⑤

ｏ
中
二
段
の
活
き
に
左
文
字
を
そ

へ
た
る
例

〈
ｏ
加
行
中
二
段
の
活
〉

○

も
ち
ふ
る
　
　
　
も
ち
ひ
さ
す
る

う
ら
む
る
　
　
　
＞つ
ら
み
ら
る

ゝ

∩
）
こ
ゝ
ろ
む
る
　
　
ン」
ゝ
ろ
み
ら
る
ゝ

う
け
さ
す
る

ふ
せ
さ
す
る

ね
ら
る

ゝ

い
で
さ
す
る

く
ら

べ
さ
す
る

か
さ
ね
さ
す
る

わ
き
ま

へ
さ
す
る

か
ら
め
さ
す
る

こ
え
さ
す
る

せ
め
さ
す
る

い
れ
さ
す
る

も
ち
ひ
ら
る

ゝ

う
ら
み
さ
す
る

こ

ゝ
ろ
み
さ
す
る
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お
き
さ
す
る

と
ち
さ
す
る

く

い
さ
す
る

ひ
き
ゐ
さ
す
る

お
り
さ
す
る

○

お
く
る
　

　

　

お
き
ら
る
ゝ

○

と
つ
る
　

　

　

と
ぢ
ら
る
ゝ

⑤

く
ゆ
る
　

　

　

く
い
ら
る
ゝ

①

ひ
き
う
る
　
　
　
ひ
き
ゐ
ら
る
ゝ

０

お
る
ゝ
　

　

　

お
り
ら
る
ゝ

三
二
丁
裏
に
は
左
上
に
、
一
≡
ｍ形
ず
つ
、

⑥
・　
あ
き
る
ゝ
　
　
　
　
あ
き
れ
さ
す
る

お
そ
る
ゝ
　
　
　
　
お
そ
れ
ら
る
ゝ

（
マ
マ
）

お
と
つ
る
ゝ
　
　
　
お
と
れ
ら
る
ゝ

た
ハ
ふ
る
ゝ
　
　
　
た
ハ
ふ
れ
ら
る
ゝ

と
あ
る
。
す
べ
て
の
語
に

「
●
、
○
」
が
付
く
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
が
整
理
さ
れ
て

「刊
本
」
二
十
八
丁
表
四
行
日
～
三
十

一
丁
裏

一

行
日
の
上
下
対
置
語
と
な
る
。
勿
論
、
「刊
本
」
に
至
る
ま
で
に
は

「初
稿
本
」
と

「成
稿
本
」
を
経
て
、
そ
の
間
、
例
語
の
差
し
替
え
と

意
義
規
定
の
変
更
は
あ
る
が
、
「初
稿
本
」
に
お
い
て
殆
ど

「刊
本
」
と
同
様
の
体
裁
と
な
っ
た
。

０
　
第
二
の
部
分

こ
の
部
分
は
、
清
濁
に
よ
っ
て
自
他
の
分
か
れ
る

「し
ら
く
る
―
し
ら
ぐ
る
」
の
ほ
か
、
「○
又

一
段
の
活
詞

ハ
い
と
少
き
に
自
他
を
わ

か
つ
事

一
様
な
ら
す
さ
ま
ぐ
也
次
に
あ
け
た
る
を
見
て
し
る
べ
し
」
と
あ
っ
て

一
段
活
の
上
下
対
置
語
を
列
記
す
る
。
こ
れ
に
手
が
加
え

ら
れ

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
を
経
て

「刊
本
」
三
十

一
丁
裏
八
行
日
～
三
十
二
丁
裏
三
行
日
と
な
る
。
こ
こ
に
、
②
で
述
べ
た

「
に
る
―
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に
す
る
」
な
ど
が
上
下
対
置
語
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑦
阿
行

一
段
の
活
　
　
左
行
下
三
段
の
活

い
る
　
　
　
　
　
　
い
さ
す
る

波
行

一
段
の
活
　
　
左
行
下
三
段
の
活

ひ
る
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
す
る

右

一
段
活
き
ハ
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ひ
左
行
下
二
段
の
活

ハ
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
詞
也

奈
行

一
段
の
活
　
　
左
行
襲
下
段
の
活

に
る
　
　
　
　
　
　
に
す
る

右

一
段
の
活
ハ
お
の
つ
か
ら
然
る
こ
と
は
左
行
下
三
段
の
活

ハ
物
を
然
す
る
こ
と
は
也

（以
下
、
例
語
の
み
を
挙
げ
る
）

に
る
　
　
　
　
　
　
に
ゆ
る

見
る
　
　
　
　
　
　
見
ゆ
る

ゐ
る
　
　
　
　
　
　
ゐ
ら

る

ゝ

い
る
　
　
　
　
　
　
い
ら

る

ゝ

こ
の
あ
と
、
二
十
四
丁
裏

（『自
他
』
の
最
末
尾
）
に

「是
迄
上
に
あ
け
た
る
行
々
の
詞
と
も
猶
多
か

〔る
を
〕
〈れ
と
〉
其
あ
ら
ま
し

を
出
す
余
ハ
な
そ
ら
へ
て
し
る
へ
し
又
活
き
さ
ま
な
と
も

〔猶
有

へ
け
れ
と
〕
お
も
ひ
い
つ
る
ま
ゝ
に
書
記
し
た
れ
ハ
猶
も
れ
た
る
こ
と

も
有

へ
し
是
も
な
そ
ら
へ
て
し
る
へ
き
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

「刊
本
」
二
十
四
丁
表
三
行
日
～
六
行
日
に
対
応
す
る
。

た
だ
し
、
「刊
本
〓
二
十
三
丁
裏
四
行
日
～
三
十
四
丁
表
二
行
日
の
「又
万
葉
に
う
み
を
引
引
　
う
つ
ら
測
「
　
な
く
こ
司
引
な
と
い
へ
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る
司
引
は
…
…
…
其
第

一
の
音
よ
り
な
す
と
佐
行
四
段
の
活
詞
に
の
は
ゝ
り
た
る
も
同
じ
活
き
さ
ま
な
り
」
は

『自
他
』
に
な
く
、
「初
稿

本
」
に
お
い
て
附
箋
を
も
っ
て
挿
入
さ
れ
る
。

「刊
本
」
三
十
四
丁
表
七
行
日
～
三
十
八
丁
表

一
行
日
の

「○
又
自
他
を
わ
か
つ
詞
の
さ
ま
に
て
活
き
ハ
こ
と
な
れ
と
同
じ
意
な
る
詞

こ
れ
か
れ
お
ほ
し
次
に
出
す
を
見
て
し
る
へ
し
」
を
も
っ
て
始
ま
る
同
意
対
置
語
は
、
全
く

『自
他
』
に
は
な
く
、
別
の
草
稿

「
か
よ
ひ

路
自
他
草
稿
」
（資
料
番
号
２
）
に
見
え
る

（↓
二
）
。

「刊
本
」
三
十
八
丁
表
二
行
日
～
四
十
二
丁
裏
の
終
り
ま
で
の
、
用
法
上
特
に
注
意
を
要
す
る

「
よ
る
、
よ
す
る
」
「
い
る
、
い
る
ゝ
」

な
ど
の
自
他
詞
に
つ
い
て
の
注
記
解
説
も

『自
他
』
に
は
な
く
、
こ
れ
も

「初
稿
本
」
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

０
　
意
義
規
定

『自
他
』
の
意
義
規
定
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
に
述
べ
た

（↓
第
二
章
第
二
節
）。
こ
こ
で
は

『自
他
』
内
部
の
第

一
の
部
分
。第
二
の

部
分

・
第
二
の
部
分
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。

『自
他
』
の
意
義
規
定
に
は
多
く
の
抹
消

・
書
入
が
あ

っ
て
、
そ
れ
自
体
変
更
が
あ
る
。
成
長
と
い
っ
て
も
よ
い
。
抹
消

・
書
入
の
加

え
ら
れ
な
い
当
初
、
第

一
の
部
分
の

一
丁
表
～
七
丁
表
、　
一
五
の
組
合
せ

・
五
七
組
は

「自
―
他
」
と
規
定
さ
れ
る
。
う
ち
、
八
つ
の
組

合
せ
の
意
義
規
定
は
当
初
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
七
つ
の
組
合
せ
に
は
変
更
が
あ
っ
て
、
例
え
ば

「〈物
の
〉
自

〈然
る
と

「
〔他
〕
〈物
〉
を

然
す
る
」
の
よ
う
で
あ
る
。
七
丁
表
～
二
〇
丁
裏
の
意
義
規
定
は
、
上
下
い
ず
れ
か
が

「自
」
も
し
く
は

「他
」
の
も
の
は
あ
る
が

（五

例
）
、
「自
―
他
」
の
組
合
せ
は
な
く
、
多
く
は

「然
す
る
―
自
然

（る
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
も
変
更
が
加
え
ら
れ
、
例
え
ば

「〈物
を
〉

然
す
る
」
「自
然

〈
す
〉
る
」
の
よ
う
に
な
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

第

一
の
部
分
の
意
義
規
定
は
、
当
初

「自
―
他
」
「然
す
る
―
自
然

（る
と

の
よ
う
に
単
純
な
も
の
が
多
く
、
の
ち
抹
消

・
書
入
に
よ
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っ
て
意
義
が
分
析
さ
れ
詳
細

・
厳
密
に
な
っ
て
、
「初
稿
本
」
以
降
の
そ
れ
と
近
い
か
全
く
同
じ
に
な
る
。

第
二
の
部
分
に
は
意
義
規
定
が
付
か
な
い
。

第
二
の
部
分
は
、
排
列
順
を
変
更
す
る
印
が

一
つ
あ
る
だ
け
で
、
加
筆
・訂
正
が
な
く
整
然
と
し
て
い
る
。
意
義
規
定
も
、
例
え
ば
「
お

の
つ
か
ら
然
る
」
「物
を
然
す
る
」
の
よ
う
に

「初
稿
本
」
以
降
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

０
　
自
他
対
置
語

第

一
の
部
分
の
対
置
語
は
、
抹
消
語
。挿
入
語
を
加
え
て

一
九
四
組
。
う
ち
、
重
出
語

一
組

（「
し
ら
く
る
―
し
ら
ぐ
る
し
、
重
出
抹
消

語

（意
義
規
定
の
変
更
に
伴
い
分
類
が
変

っ
て

一
組
を
抹
消
し
、
同
じ

一
組
を
挿
入
し
た
も
の
）
二
組
、
残
り

一
九

一
組
が
こ
の
部
分
の

異
な
る
対
置
語
で
あ
る
。
第
二
の
部
分
は
、
「
さ
す
、
ら
る
」
下
接
形
を
含
む
三
語
形
列
記
が
二

一

（二
語
形
列
記
の
一
例
を
含
む
）
、
二

語
形
列
記
が
四
、
計
二
五
組
で
、
こ
こ
で
は
意
義
規
定
が
付
か
な
い
。
第
三
の
部
分
は
、
重
出
語

「
し
ら
く
る
―
し
ら
ぐ
る
」
を
含
め
て

八
組
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
意
義
規
定
を
伴
う
異
な
る
自
他
対
置
語
は
計

一
九
九
組
と
な
る
。

一
九
九
組
中
、
他
の
資
料
と
共
通
す
る
対
置
語
は

（同

一
対
置
語
の
意
義
規
定
の
異
同
は
間
わ
な
い
）
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
（↓
三
）
と
は

一
八
〇
組
、
「自
他
草
稿
」
（↓
四
）
と
は
九
八
組
、
「初
稿
本
」
と
は

一
八

一
組
、
「成
稿
本
」
と
は

一
七
八
組
、
「刊
本
」
と
は

一
七
二
組

で
あ
る
。
な
お
、
第
二
の
部
分
の
対
置
語
八
組
は
、
す
べ
て

「初
稿
本
」
以
降
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

０
　
ま
と
め

以
上
に
よ

っ
て

『自
他
』
の
特
徴
を
列
記
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
　
序
、
六
段
図
、
総
論
な
ど
が
な
い
。
用
法
上
注
意
を
要
す
る
語
の
注
記

・
解
説
も
な
い
。
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２
　

「
す

ｏ
さ
す
、
る

ｏ
ら
る
」
下
接
の
派
生
形
を
上
下
い
ず
れ
か
に
も
つ
対
置
語
が
整

っ
て
い
な
い
。
意
義
規
定
が
付
く
こ
と
も

な
く
、
た
だ
集
め
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
段
階
に
と
ど
ま
る

（第
二
の
部
分
）
。

３
　
上
下
同
意
対
置
語
が
な
い
。

４
　
当
初
の
段
階
で
は
意
義
規
定
が
単
純
で
、
後
に
分
析
さ
れ
抹
消

・
書
入
に
よ
っ
て
初
稿
本
以
降
の
そ
れ
と
類
似
も
し
く
は
同

一

の
も
の
と
な
る

（第

一
の
部
分
）
。

５
　
自
他
対
置
語
の
意
義
規
定
に
よ
る
分
類
ご
と
の
用
例
は
、
五
組
を
最
多
と
す
る
方
針
が
あ

っ
た
と
認
め
ら
れ
る

（第

一
の
部

分
）
。

６
　
抹
消

・
書
入

・
変
更
指
示
の
符
号
な
ど
に
よ
っ
て
整
理
し
直
す
と
、
初
稿
本
に
極
め
て
近
い
も
の
と
な
る

（第

一
の
部
分
）
。

７
　
第
二
の
部
分
で
は
、
意
義
規
定
が
初
稿
本
以
降
の
そ
れ
と
同

一
で
あ
り
、
そ
の
自
他
対
置
語
は
す
べ
て
初
稿
本
に
載
る
。

８
　
自
他
対
置
語
は
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
。
初
稿
本

。
成
稿
本

・
刊
本
と

一
致
す
る
こ
と
が
多
く
、
「自
他
草
稿
」
と
は
比
し
て
著
し
く

少
な
い
。

一
一

「
同
意
草
稿
」

０

　

「調
査
票
」

上
下
同
意
の
対
置
語
の
み
を
整
理
分
類
す
る
資
料
が
あ
る
。
『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
第
二
門
文
書

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇
三
の
二

七
、
「
か
よ
ひ
路
自
他
草
稿
」
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
八
月
十
三
日
付

「調
査
票
」
に
よ
れ
ば
、
「第
二
類
第
二
種
雑
稿
　
⑥
２
　
文
書

‐９５
」
と
整
理
さ
れ
、
標
題

「
か
よ
ひ
ぢ
自
他
草
稿
　
エハ
枚
之
内
二
点
」
、
氏
名

「作
者

。
本
居
春
庭
、
署
名

。
な
し
」
、
料
紙

「美
濃
紙
三

枚
」
、
寸
法

「
タ
テ
三

一
・
八
×
ヨ
コ
三
五

・
九
」
、
全
文
又
は
要
旨

「
か
よ
ひ
ぢ
自
他
の
部
の
草
稿
に
し
て
、
第

一
、
第
二
、
第
三
の
番



第一節  「詞のカード」と「自他」と「自他草稿Jと  392

号
を
附
す
。
第

一
、
全
集
本
、
か
よ
ひ
ぢ
上
、
七
四
頁
下
四
行
日
か
ら
七
五
頁
上
十
五
行
日
ま
で
の
文
の
草
稿
で
あ
る
。
第
二
、
同
右
七

五
頁
上
十
六
行
日
か
ら
七
六
頁
上
十
行
ま
で
の
草
稿
で
あ
る
。
挿
込
紙
片
あ
り
。
第
二
、
同
右
七
六
頁
上
十

一
行
よ
り
同
頁
十
八
行
ま
で

の
草
稿
で
あ
る
。

」
、
備
考

「
か
よ
ひ
ぢ
上
の
草
稿
の

一
部
で
あ
る
」
と
あ
る
。
以
下
、
こ
の
資
料
を

「同
意
草
稿
」
と
称
す
る

（本
書
資

料
番
号
２
）
。

０
　
対
置
語

「調
査
票
」
に
い
う
紙
片
三
枚
の
う
ち
の

「第

一
」
は
、
「第

一　

又
自
他
を
わ
か
つ
言
葉
の
さ
ま
に
て
活
き
ハ
こ
と
に
あ
り
な
か
ら
同

じ
心

〔
の
〕
〈
な
る
〉
言
葉
是
か
れ
お
ほ
し
次
に
出
す
を
見
て
知

へ
し
」
に
始
ま
り
、
対
置
語

「
い
く
―
い
く
る
、
〈
な
ぐ
―
な
ぐ
る
〉
、
よ

く
―
よ
く
る
、
お
ひ
や
す
―
お
ひ
や
か
す
、
ひ
つ
―
ひ
つ
る
、
し
の
ふ
―
し
の
ふ
る
、
ま
な
ふ
―
ま
な
ふ
る
、
さ
す
ら
ふ
―
さ
す
ら
ふ
る
、

た
る
―
た
る
ゝ
、
す
ヽ
た
る
―
す
ゝ
た
る
ゝ
、
も
る
―
も
る
ゝ
、
え
ら
ハ
る
ゝ
―
え
ら
る
ゝ
、
か
く
る
―
か
く
る
ゝ
、
ふ
る
―
ふ
る
ゝ
、

わ
す
る
―
わ
す
る
ゝ
、
〈
は
る
す
―
は
る
か
す
〉
（重
出
）
、
ほ
か
す
―
ほ
ゝ
か
す
、
う
る
ふ
―
う
る
ほ
す
、
〈
あ
か
ふ
―
あ
か
な
ふ
〉
（重

出
）
、
〔あ
が
ふ
―
あ
が
な
ふ
〕
（重
出
抹
消
ど

の
二
〇
組

（重
出

一
組
、
重
出
抹
消

一
組
を
含
む
）
を
列
記
す
る
。

「第
二
」
に
は
、
対
置
語

「
お
ほ
ゆ
る
―
お
も
ほ
ゆ
る
、
む
す
ほ
る
ゝ
―
む
す
ほ
ゝ
る
ゝ
、
か
ゞ
や
く
―
か
ゞ
よ
ふ
、
む
く
―
む
か
ふ
、

こ
す
―
こ
ゆ
る
、
ま
す
―
ま
さ
る
、
ま
ず
る
―
ま
じ
ふ
る
、
し
な
ふ
―
し
な
ゆ
る
、
て
ら
ふ
―
て
ら
ハ
す
、
の
ふ
る
―
の
ば
す
、
そ
ふ
―

そ
ハ
る
、　
つ
た
ふ
―
つ
た
ハ
る
、
ま
ふ
―
ま
は
る
、
の
ふ
る
―
の
ば

ハ
る
、
を
ふ
る
―
を
ハ
る
、
か
ゞ
む
―
か
ゞ
ま
る
、
そ
む
―
そ
ま
る
、

ち
ゞ
む
―
ち
ゞ
ま
る
、
〔や
す
む
―
や
す
ま
る
〕
、
く
ろ
む
る
―
く
ろ
ま
す
、
と
よ
む
る
―
と
よ
も
す
、
な
こ
む
る
―
な
こ
す
」
の
二
二
組

（抹
消

一
組
を
含
む
）
を
列
記
す
る
。

「第
二
」
に
は
、
「あ
ゆ
る
―
あ
や
か
る
、
く
ゆ
る
―
く
や
む
、
こ
ゆ
る
―
こ
や
す
、
〔は
る
す
―
は
る
か
す
〕
（重
出
抹
消
）、
ま
じ
る



―
ま
じ
ハ
る
」
の
五
組

（重
出
抹
消
の

一
組
を
含
む
）
を
列
記
し
、
「此
た
く
ひ
も
猶
有

へ
し
な
そ
ら
へ
て
し
る
へ
し
」
と
し
て
終
る
。
「同

意
草
稿
」
の
対
置
語
は
、
重
出
抹
消
の
二
組
を
除
き
計
四
五
組
で
あ
る

（抹
消

一
組
を
含
む
）
。

「同
意
草
稿
」
は
、
「自
他
」
と
同
じ
く
抹
消

・
挿
入

。
排
列
変
更
指
示
の
符
号
が
あ

っ
て

（た
だ
し
、
多
く
は
な
い
し
朱
書
も
な

い
）
、
こ
れ
に
よ
っ
て

「初
稿
本
」
の
直
前
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。　
一
例
を
挙
げ
る

（説
明
、
略
）
。

同
意
草
稿

③

と
自
他
を
わ
か
つ

わ
す
る
と
四
段
に
活
ら
か
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⑨ 初
稿

ふ も わ ふ か に と え
ハ 羅 す る く し も ら
い イ子 る    る か  |こ  ハ

本 し 是
い 等

に の
し 四
へ 段
の の
活 活

ー

に  こ

他 ハ  下

せ 羅 る
ら 行 ゝ

る の
ゝ 下
を 二  上

か
く
る

ふ
る

わ
す
る

か
く
る

ゝ

ふ
る

ゝ

わ
す
る

ゝ

ら ら わ ふ か む 段 え
き き す る く か の ら
さ 言 る ゝ る へ 活 る
ま 葉 ゝ

|こ  と
て 下
後 二
の 段
世 の
に 活
ハ  ら
た き
え 言
て 葉
い  と
は  に
さ て
れ 同
ハ 意

ビ免
ふと

が?
也

°る

。
ユヽ

Oる

 ゝ い  ら  ゝ

ふ き
|こ  「ヨ
て 葉
い  ヤこ
さ て
ヽ 同
か 意
こ 也
と 但
也  し

0え

0ら

°2ト

。ぇ上
。る
を

。ぇ下
。ら。
。ハ 。

。る
0ゝ

。ぇ上
。ら。
。る
Oゝ
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是
等
も
羅
行
四
段
の
活
き
詞
と
下
三
段
の
活
き
詞
と
に
て
同
意
な
れ
と
　
か
く
る
　
ふ
る
　
わ
す
る
と
四
段
に
活
か
し
い
ふ
ハ
い

に
し
へ
の
活
き
さ
ま
に
て
後
の
世
に
ハ
た
え
て
い
は
さ
れ
ハ
い
さ
ゝ
か
こ
と
也

え
ら
る
ゝ
　
　
　
　

えゝ
ら
ハ
る
ゝ

こ
ハ
と
も
に
羅
行
の
下
三
段
の
活
き
詞
に
て
同
意
也
〈
は
も
し
を
そ

へ
た
る
の
み
也
〉
〔但
し
え
る
　

えヽ
ら
ふ
を
　
え
ら
る
ゝ
　
え

ら

ハ
る
ヽ
と
自
他
を
わ
か
つ
に
他
に
し
か
せ
ら
る
ゝ
を
む
か
へ
い
ふ
に
て
い
さ
ゝ
か
こ
と
也
〕
　
　
　
　
　
（３４
オ
～
ウ
）

「同
意
草
稿
」
の
対
置
語
と
し
て
異
な
る
も
の
四
五
組

（重
出
抹
消
の
二
組
を
除
く
）
。
う
ち
、
次
の

コ
き

に
述
べ
る

「詞
の
カ
ー
ド
」

の
同
意
対
置
語
四
〇
組
と
同

一
の
も
の
四
〇
組
、
「初
稿
本
」
と
同

一
の
も
の
四
四
組
で
あ
る
。
「詞
の
カ
ー
ド
」
に
な
い
五
組
は

「
な
く

―
な
ぐ
る
」
「
か
く
る
―
か
く
る
ゝ
」
「
ふ
る
―
ふ
る
ゝ
」
「
わ
す
る
―
わ
す
る
ゝ
」
パ
や
す
む
―
や
す
ま
る
ど

で
、
抹
消

沢
や
す
む
―
や

す
ま
る
ど

は
初
稿
本
に
も
な
い
。
こ
の
こ
と
に
お
い
て
も
、
「同
意
草
稿
」
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
次
に
位
置
し

「初
稿
本
」
の
直
前
に

位
置
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

抹
消

「
や
す
む
―
や
す
ま
る
」
に
つ
い
て
言
う
と
、
こ
の
上
下
の
組
合
せ
は
抹
消
語
を
含
む

「詞
の
カ
ー
ド
」
三
二
四
枚
の
語
に
は
な

い
が
、
「自
他
草
稿
」
の
第
二
の
部
分

（後
述
）
に
三
語
並
記
の
自
他
詞
と
し
て
載
る
。
「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る

「
や
す
み
」

と

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と
規
定
さ
れ
る

「
や
す
ま
り
」
と
で
上
下
対
置
語
と
な
る
。
自
他
詞
六
段
図
の
同
じ
第

一
段
の
二
つ
の
意
義
規

定

「
お
の
つ
か
ら
然
る
」
と

「
み
つ
か
ら
然
す
る
」
と
で
規
定
さ
れ
る
ほ
ど
、
こ
れ
は
近
い
内
容
の
二
語
で
あ

っ
て
、
し
た
が
っ
て

一
度

は
同
意
と
さ
れ
る
が
、
結
局
異
な
る
意
味
内
容
の
語
と
認
め
ら
れ
て
同
意
対
置
語
と
し
て
は
抹
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「同
意
草
稿
」
は

『自
他
』
の
第
二
の
部
分
と
同
じ
程
度
に
整
然
と
し
て
い
る
し
、
筆
跡
も
同
じ
と
認
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く

『自
他
』

が

一
応
成

っ
た
後
か
、
あ
る
い
は
平
行
し
て
同
意
対
置
語
を
書
き
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
意
対
置
語
に
お
い
て
、
自
他
対
置
語
成
立
の
過
程
に
占
め
る

『自
他
』
と
同
じ
位
置
を
占
め
る
。
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０
　
ま
と
め

１
　

「詞
の
カ
ー
ド
」
に
よ

っ
て
同
意
対
置
語
を
整
理
分
類
し
た
。

「初
稿
本
」
の
直
前
に
位
置
す
る
。

同
意
対
置
語
成
立
の
経
路
に
お
い
て
、
自
他
対
置
語
に
お
け
る

『自
他
」
と
同
様
の
位
置
を
占
め
る
。

〓
一

「
詞

の
カ
ー
ド
」

０

　

「調
査
票
」

「詞
の
カ
ー
ド
」
は
、
昭
和
四
十
五
年
八
月
十
四
日
付

「調
査
票
」
に
よ
れ
ば
、
「第
二
類
第
二
種
雑
稿
　
⑥
ｌ９
　
文
書
１９５
」
と
し
て
整

理
さ
れ
る
。
標
題

「
こ
と
ば
の
カ
ー
ド
、
外
　
一
言
（之
内
二
点
」
、
氏
名

「作
者

。
本
居
春
庭
　
署
名

。
な
し
」、
料
紙

「猪
紙
の
カ
ー
ド

八
東
余
丁
数
約
二
〇
〇
枚
　
み
の
紙
横
仮
綴

一
冊
」
、
寸
法

「冊
子
寸
法
　
タ
テ

一
四

・
八
×
ヨ
コ
二
〇

・
七
」
、
全
文
又
は
要
旨

「大
小

の
小
紙
片

（カ
ー
ド
）
に
数
語
づ
つ
を
書
し
、
八
束
あ
ま
り
あ
り
、
約
三
百
枚
、
春
庭
の
、
か
よ
ひ
ち
の
草
稿
の

一
つ
で
あ
る
。
外
に
こ

れ
の
書
留
帳
と
も
見
る
べ
き
美
濃
紙
四
ツ
折
横
仮
綴

一
冊
あ
り
、
こ
れ
に
は
各
頁
に

一
つ
宛
の
詞
を
記
し
、
そ
れ
の
関
連
あ
る
歌
の
歌
集

名
、
丁
数
、
上
の
句
と
を
書
と
め
る
仕
組
と
な
る
。
全
紙
な
し
、
全
二
十
八
丁
」
、
備
考
望
日留
帳
の
紙
背
は
寛
政
七
年
九
月
歌
合
せ
の
歌

を
列
記
し
て
あ
る
。
カ
ー
ド
の
寸
法
ま
ち
ま
で
あ
る
。
長
い
も
の
は

一
六

。
二
×
三

。
一
、
短
い
も
の
は
八

・
四
×
三

。
一
」
と
あ
る
。

い
ま
、
こ
こ
で

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
称
す
る
も
の
は
、
右
に
い
う

「約
三
百
枚
」
の
カ
ー
ド
を
い
う

（本
書
資
料
番
号
７
）
。

０
　
カ
ー
ド
数

3   2
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調
査
票
に
あ
る

「
八
束
あ
ま
り
」
の

「東
」
と
は
、
小
紙
片

（カ
ー
ド
）
の
上
部
を
紙
経
り
で
通
し
て
、
少
な
い
も
の
は

一
枚
、
多
い

も
の
は
二
〇
枚
ほ
ど
、
特
に
多
い
も
の
は
四
十
枚
を

一
ま
と
め
と
し
、
そ
の
幾
つ
か
を
紙
で
包
ん
だ
も
の
を
言

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

紙
維
り
で
綴
じ
た
も
の
を
単
位
と
し
て
数
え
る
と
、
か
な
り
の
数
に
な
る
。
カ
ー
ド
数
は
三
三
四
枚
。　
一
枚
に

一
語
を
書
く
も
の
は
な
く
、

二
語
を
書
く
カ
ー
ド
が
多
い
。
三
語
を
書
く
カ
ー
ド
は
二
語
を
残
し
て
、
傍
線
な
ど
に
よ
っ
て
他
を
抹
消
す
る
。　
一
枚
に
二
語
と
す
る
こ

の
カ
ー
ド
は
、
″自

・
他
″
の
語
の
カ
ー
ド
と
言

っ
て
よ
い
。

な
お
、
紙
経
り
で
東
ね
た
カ
ー
ド
を
包
む
紙
に
四
語

（う
ち

一
語
、
抹
消
）
を
書
く
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
自
他
詞
の
カ
ー
ド
と
は

認
め
が
た
い
。

０

　

カ

ー

ド

の
書

き

方

幾

つ
か
例

を

挙

げ

る
。

⑩
ｏ
さ
む
る

　

さ
ま
す

ｏ
く

は

す

る

　

　

く

ふ

○
き

く

　

　

き

こ

ゆ

る

　

　

〔
き

か

す

る
〕

ｏ
す

ゝ
む

　

　

す

ゝ
む

る

　

　

〔
す

ゝ
め

ら

る

ゝ
〕

ｏ

〔
と

む

る

　

　

と

ま

る
〕
　

　

〔
と

ヽ
む

る
〕
　

　

〔
と

ゝ
め

ら

る

ゝ
〕
　

　

〔
と

ゝ
め

ら

る
〕

ｏ
お

と

ろ
く

　

　

お

と

ろ

か

す

　

　

〔
お

と

ろ

か

る

ゝ
〕
　

　

〔
お

と

ろ

か

さ

る

ゝ
〕

ｏ
た
る
ゝ
　
　
た
る
　
　
同
意
か

○
い
く

と

い
く
る
　
　
同
意

と

ゝ
ま
る
　
　
と

ゝ
む
る
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ｏ
か
ゞ
む
　
　
〔か
ゞ
む
る
〕
　
　
か
ゞ
ま
る
　
　
同
意

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
自
他
の
明
確
な
語
は
二
語
を
書
く
。
必
ず
し
も
即
座
に
明
確
で
は
な
い
語
は
、
同

一
語
基
の
幾

つ
か
の
語
形
を

書
き
、
お
そ
ら
く
検
討
の
結
果
、
自
他
の
対
応
が
明
ら
か
な
語
と
し
て
二
語
を
残
す
。
「
す
。
さ
す
、
る
ｏ
ら
る
」
下
接
の
派
生
形
の
抹
消

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
意
義
規
定
を
記
す
カ
ー
ド
は

一
枚
も
な
い
。

０
　
自
他
の
カ
ー
ド

自
他
の
対
応
を
な
す

一
枚
の
カ
ー
ド
の
二
語
を
自
他
対
置
語
と
し
て
他
の
資
料
と
対
照
し
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
の
対
置
語
を
数
で
示
す
と

次
の
よ
う
で
あ
る
。

同
意
の
対
置
語
四
〇
組
を
除
い
て
、
自
他
対
置
語
は
二
九
四
組
で
あ
る
。
う
ち
、
『自
他
』
の
そ
れ
と
同

一
の
も
の
は

一
八
〇
組
で
、
こ

れ
は

『自
他
』
の
対
置
語

一
九
九
組
の
ほ
ぼ
九
割
を
占
め
る
。
「初
稿
本
」
と
で
は
二
一
五
組
中

一
六
五
組
、
「成
稿
本
」
と
で
は
二
一
三

組
中

一
六
二
組
、
「刊
本
」
と
で
は
二
〇
四
組
中

一
五
九
組
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
自
他
対
置
語
と

一
致
す
る
。
更
に
言
え
ば
、
こ
の

「刊

本
」
の
一
五
九
組
は

「成
稿
本
」
の

一
六
二
組
中
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
六
二
組
は

「初
稿
本
」
の

一
六
五
組
中
の
も
の
で
あ
り
、
そ

の

一
六
五
組
は

『自
他
』
の

一
八
〇
組
中
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『自
他
』
に
な
い

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
一
一
四
組
の
自
他
対
置
語
は
、

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
い
ず
れ
に
も
存
在
し
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
詞
の
カ
ー
ド
↓
初
稿
本
↓
成
稿
本
↓
刊
本
の
順
で
成
立
し
た
と
す
る
と
き
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
自
他
対
置
語
と
し

て
採
用
し
た
語
を
精
選
し
て
削
除
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、　
一
度
不
適
当
と
し
て
捨
て
た
語
を
再
び
拾
い
直
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
右
の
順
を
変
え
る
と
き
言
え
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
の
順
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

（こ
の
成
立
順
に
つ

い
て
は
、
他
に
し
ば
し
ば
述
べ
る
こ
と
が
あ
る
）
。
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な
お
、
自
他
詞
成
立
に
つ
い
て
の

「詞
の
カ
ー
ド
」
以
前
の
こ
と
は
次
節
に
お
い
て
述
べ
る
。

０

　

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
位
置

「詞
の
カ
ー
ド
」
は
上
下
対
置
語
の
例
語
カ
ー
ド
集
で
あ
る
。
『自
他
』
は

一
応
、
自
他
詞
分
類
集
と
し
て

一
書
の
体
裁
を
な
す
。
『自

他
』
は
、
自
他
対
置
語
に
お
い
て

「詞
の
カ
ー
ド
」
二
九
四
組
中
の

一
一
四
組
を
不
採
用
と
し
た
。
か
な
り
多
く
を
捨
て
た
こ
と
に
な
る

が
、　
一
書
と
成
す
に
当
た
っ
て
推
敲
検
討
の
結
果
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
了
解
で
き
る
。

問
題
は
、　
一
方
で
多
く
を
捨
て
な
が
ら

「詞
の
カ
ー
ド
」
以
外
の
二
〇
組
を

『自
他
』
が
そ
の
対
置
語
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
『自
他
』

の
そ
の
二
〇
組
は
次
の
⑪

。
⑬
～
⑮
の
よ
う
で
あ
る
。

①
ｌ
　
う

〔る
ほ
ふ
〕
る
ふ
　
　
　
＞つ
る
ほ
す

２
　
ひ
つ
る
　
　
　
ひ
た
す

３
　
わ
す
る
ゝ
　
　
　
わ
す
ら
る
ゝ

（附
箋
に
よ
る
挿
入
語
）

４
　

〔ま
す
　
　
　
ま
さ
る
〕

５
　

〔
こ
ゆ
る
　
　
　
ソ」
や
す
〕

６

　

〔し
の
ふ
　
　
　
し
な
ゆ
る
〕

こ
の
六
例
は

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
。
そ
の
ま
ま
の
採
用
で
は
な
い
が
、
抹
消
語
を
含
む

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
語

に
よ

っ
て

「自
他
」
の
対
置
語
と
な
っ
た
と
見
倣
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「詞
の
カ
ー
ド
」
に
次
の
カ
ー
ド
が
あ
る
。

⑫
ｒ
　
う
る
ほ
す
　
　

つゝ
る
ほ
ふ
　

　

〔う
る
ふ
〕

γ
　
ひ
た
す
　
　
ひ
つ
　
　

〔
ひ
た
る
〕
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ひ
つ
る
　
　
ひ
つ
　
　
同
意

（ァ
は
二
枚
）

γ
　
よ
る
ゝ
　
　
よ
る
　
　
〔よ
ら
る
ゝ
〕
　
　
〔わ
す
る
ゝ
〕
　

〔わ
す
ら
る
ゝ
〕

ζ
　
ま
す
　
　
ま
さ
る
　
　
同
意

リ
　
ン」
ゆ
る
　
　
ン」
や
す
　
　

〔こ
や
る
〕
（同
意
と
記
す
カ
ー
ド
と
同
じ

一
綴
じ
の
な
か
の
一
枚
。
同
意
と
見
な
す
）

び
　
し
の
ふ
　
　
し
の
ぶ
る
　
　
同
意

し
な
ゆ
る
　
　
し
な
ふ
　
　
同
意
か

（α
は
二
枚
）

『自
他
』
の
１
～
６
は
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
の
こ
の
八
枚
の
カ
ー
ド
の
語
に
よ
っ
て
、
抹
消
し
た
語
を
復
活
し
て
組
合
せ
を
変
更
し
た
も

の

（１
）
、
抹
消
語
の
復
活

（３
）
、
同
意
と
す
る
二
語
を
自
他
対
立
の
語
と
認
定
し
直
し
た
も
の

（４
●
５
）
、
二
枚
の
カ
ー
ド
に
よ
っ
て

組
合
せ
を
変
更
し
た
も
の

（２

●
６
）
で
あ
る
。
し
か
し

一
度
は
自
他
対
置
語
と
し
て
認
め
た
も
の
の
、
４

・
５

・
６
は

『自
他
』
の
段

階
で
抹
消
さ
れ
、
３
は

「初
稿
本
」
以
降
不
採
用
と
な
る
。
１

・
２
は
こ
の
後
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

⑬
７
　
し
ら
く
る
　
　
し
ら
ぐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
出
語
。　
一
組
は

『自
他
』
の
第

一
の
部
分
の
附
箋
に
よ
る
挿
入
語
）

８
　
い
る
　
　
い
さ
す
る

９
　
ひ
る
　
　
ひ
さ
す
る

１０
　
に
る
　
　
に
ゆ
る

１１
　
み
る
　
　
み
ゆ
る

・２
　
ゐ
る
　
　

ゐ
ら

る

ゝ

‐３
　

い
る
　

　

い
ら

る

ゝ

こ
の
七
例
は

『自
他
』
の
第
二
の
部
分
の
対
置
語
。
７
は
清
濁
の
別
に
よ
る
自
と
他
、
８
～
１３
は

一
段
の
活
詞
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
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⑭

・４
　
の
ぞ
く
　
　
の
ぞ
こ
る

・５
　
と
よ
む
　
　
と
よ
も
す

‐６
　
ふ
る
ゝ
　
　
ふ
る
す

こ
の
三
例
は

『自
他
』
の
第

一
の
部
分
の
書
入
挿
入
の
対
置
語
で
あ
る
。

右
の
⑬
⑭
の

一
〇
例
は

「詞
の
カ
ー
ド
」
に
よ

っ
て

『自
他
』
が

一
応
成

っ
た
後
、
お
そ
ら
く
推
敲
検
討
の
結
果
、
新
た
に
追
加
さ
れ

た
自
他
対
置
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

「初
稿
本
」
以
降
も
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

ほ
か
に
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
に
な
く
て

『自
他
』
の
最
初
の
段
階
に
お
い
て
既
に
対
置
語
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
次
の
四
例
が
あ
る
。

⑮

‐７
　
さ
く
　
　
さ
か
す
る

・８
　
お
く
　
　
お
か
す
る

‐９
　
う
る
　
　
え
さ
す
る

２０
　

〔ぅ
る
　
　
え
ら
る
ゝ
〕

こ
の
四
例
は

「
す

。
さ
す
、
る
ｏ
ら
る
」
下
接
形
で
あ
る
。
「
す

ｏ

を

一
方
に
持

つ
自
他
対
置
語
は
、
「刊
本
」
が
二
〇
四
組
中
八
四
組

「成
稿
本
」
が
二

一
三
組
中
八
九
組

（四

一
、
四
八
）
、
「初
稿
本
」

六
七
組

含
一五
、
四
二
）
で
あ
り
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
が
二
九
四
組
中

他
草
稿
」
で
は

一
九
八
組
中
五
六
組

（
一
一
、
四
五
）
で
あ
る
。

『自
他
』
以
降
、
「
す

。
さ
す
、
る
ｏ
ら
る
」
派
生
形
を
持
つ
自
他
対
置
語
が
整
理
さ
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
こ
の
四
例
の
加
え
ら
れ
た

意
味
が
了
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
派
生
形
が
多
く
抹
消
さ
れ
る

「詞
の
カ
ー
ド
」
以
降
、
安
直
に
派
生
形
を
も
っ
て
自
他
の
対
立
を
な

さ
す
、
る
ｏ
ら
る
」
下
接
の
派
生
形
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
語
形

∩
す

。
さ
す
」
派
生
形
四
〇
組
、
「
る

ｏ
ら
る
」
派
生
形
四
四
組
）
、

が
二

一
五
組
中
九
〇
組

（三
八
、
五
二
）
、
「自
他
」
が

一
九
九
組
中

一
〇
三
組

含
一
一
、
八
一
こ
で
あ
る
。
因
み
に
次
の
項
で
述
べ
る

「自
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す
と
す
る
考
え
に
反
省
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う

（↓
第
二
節
三
②
）。
派
生
形
の
自
他
対
置
語
の
意
義
規
定
が

「刊
本
」
に
至
る
ま
で
変
更

の
あ
る
こ
と
や
右
の

「
す
。
さ
す
」
派
生
形
と

「
る
。
ら
る
」
派
生
形
の
総
数
お
よ
び
両
者
の
割
合
、
「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の

各
六
段
図
に
お
い
て
第
四
段

。
第
五
段

・
第
六
段
に
変
更
が
あ
る
こ
と

（↓
第
二
章
第

一
。
二
節
）
は
、
春
庭
に
と
っ
て
自
他
の
問
題
と

し
て
派
生
形
を
ど
う
扱
う
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

０
　
同
意
の
カ
ー
ド

「詞
の
カ
ー
ド
」
に
も

「同
意
」
あ
る
い
は

「同
意
か
」
と
記
入
す
る
カ
ー
ド
が
あ
る
。
こ
の
記
入
の
あ
る
カ
ー
ド
、
及
び
記
入
は
な

い
が
そ
れ
ら
の
カ
ー
ド
と
と
も
に
紙
維
り
で

一
つ
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
カ
ー
ド
は
、
計
四
〇
枚
を
数
え
る
。
い
ま
、
こ
れ
を

「詞
の
カ
ー

ド
」
の
同
意
対
置
語
と
す
る
。

同
意
対
置
語
は
、
「初
稿
本
」
が
四
四
組
、
「成
稿
本
」
が
三
九
組
、
「刊
本
」
が
三
七
組
で
あ
る
。
「初
稿
本
」
の
四
四
組
は

「同
意
草

稿
」
の
四
四
組

（抹
消

一
例
を
除
く
）
と

一
致
し
、
う
ち

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
同

一
の
も
の
は
四
〇
組
で
、
こ
れ
は

「詞
の
カ
ー
ド
」
同

意
対
置
語
の
す
べ
て
で
あ
る
。
「詞
の
カ
ー
ド
」
の
四
〇
組
に
五
例
を
加
え

一
例
を
抹
消
し
た
四
四
組
が

「初
稿
本
」
の
同
意
対
置
語
と

一

致
し
、
う
ち
三
六
組
が

「成
稿
本
」
と
同

一
で
、
こ
の
三
六
組
中
三
四
組
が

「刊
本
」
と
同

一
で
あ
る
。
そ
し
て

「初
稿
本
」
初
出
の
四

組
中
三
組
が

「成
稿
本
」
「刊
本
」
と
同

一
で
、
「初
稿
本
」
以
降
、　
一
度
捨
て
た
も
の
は
再
び
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

「刊
本
」
に
至
る
自
他
対
置
語
の
過
程
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

「詞
の
カ
ー
ド
」
に
同
意
対
置
語
が
あ
り
な
が
ら

『自
他
』
に
お
い
て
全
く
そ
れ
を
分
類
す
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
『自
他
』
が
、
そ
の

多
く
の
意
義
規
定

「自
―
他
」
が
示
す
よ
う
に
自
他
詞
を
整
理
分
類
す
る
も
の
だ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
は

「詞
の
カ
ー
ド
」

の
同
意
語
カ
ー
ド
は

『自
他
』
に
は
不
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
意
対
置
語
に
ま
で
説
き
及
ぶ
必
要
を
認
め
た
と
き
、
改
め
て
そ
れ
を
ま
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と
め
た

「同
意
草
稿
」
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

「詞
の
カ
ー
ド
」
に
な
く
、
「初
稿
本
」
で
同
意
対
置
語
と
な
る
四
例
は
次
の
語
で
あ
る
。

⑩
ア

　

〔な
く
　
　
な
ぐ
る
〕

イ
　
か
く
る
　
　
か
く
る
ゝ

オ
　
ふ
る
　
　
ふ
る
ゝ

工
　
わ
す
る
　
　
わ
す
る
ゝ

こ
の
四
例
は
四
段
と
上
二
段

（ア
）、
も
し
く
は
四
段
と
下
三
段

（イ

・
ウ

。
工
）
の
両
活
用
を
す
る
語
で
あ
る
。
『詞
八
衛
』
に
も
そ

の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
拠

っ
て
加
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
八
衛
』
に
、
力
行
中
二
段
の
活
詞

「な
ぐ

る
」
に

「此
詞
も
四
段
に
活
き
て
意
ハ
同
じ
事
也
」
（刊
上
二
十
四
ウ
）
、
ラ
行
四
段
の
活
詞

「隠
、
触
、
忘
」
に

「中
昔
よ
リ
ハ
此
下
二

段
の
活
に
の
み
い
へ
る
を
古
く
は
か
く
四
段
の
活
き
に
も
用
ひ
た
り
」
（刊
下
四
十

一
オ

・
ウ
、
四
十
五
オ
、
四
十
六
オ
）
と
あ
る
。

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
同
意
語
で
、
「初
稿
本
」
に
採
ら
れ

「成
稿
本
」
「刊
本
」
に
も
載
る
同
意
対
置
語
に
、
『自
他
』
に
二
例
、
「自
他

草
稿
」
に

一
例
、
自
他
対
置
語
と
し
て
載
る
も
の
が
あ
る
。
次
の
語
で
あ
る
。

⑭
オ
　
ま
す
　
　
ま
さ
る
　
　
　
（前
出
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「自
他
」

力
　
こ
ゆ
る
　
　
こ
や
す
　

　

（前
出
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「自
他
」

キ
　
た
り
　
　
た
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「自
他
草
稿
」

オ
は
類
例
と
と
も
に
五
例
並
記
さ
れ
、
後
に
こ
れ
だ
け
が
抹
消
さ
れ
て
代
わ
り
に

「
わ
た
す
―
わ
た
る
」
が
挿
入
さ
れ
、
意
義
規
定
は

ズ
物
を
〉
然
す
る
―
自
然

〈
す
〉
る
」
で
あ
る
。
力
は
類
例
な
く
、
意
義
規
定
は

「
こ
ゆ
る
」
が

「然
す
る
」
、
Ｆ
」
や
す
」
に
は
意
義
が

な
い
。
全
体
が
黒
々
と
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
キ
は
重
出
語
。　
一
例
が
抹
消
、
他
の

一
例
が
挿
入
で
あ
る
。
意
義
規
定
は
、
抹
消
例
が
パ
お
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の
つ
か
ら
然
る
〕
―

〔み
つ
か
ら
然
す
る
、
物
を
然
す
る
ど
、
挿
入
例
が

「
〔物
の
〕
み
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る
」
で
あ
る
。
「詞
の

カ
ー
ド
」
に

「同
意

（か
と

と
あ
る
対
置
語
が
後
の
資
料
に
自
他
対
置
語
と
し
て
載
る
の
は
、
『自
他
』
「自
他
草
稿
」
が
、
い
わ
ば
自
他

詞
分
類
集
で
、
し
た
が

っ
て
自
他
の
対
立
を
な
す
と
疑
わ
し
い
も
の
は
検
討
す
べ
く

一
応
そ
れ
を
自
他
対
置
語
と
し
て
採
用
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
検
討
の
結
果
、
抹
消
さ
れ

（オ

・
力
）
、
不
採
用

（初
稿
本
以
後
）
と
な
る

（キ
）
こ
と
も
当
然
あ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
自
他
対
置
語
も
同
意
対
置
語
も
と
も
に
「詞
の
カ
ー
ド
」
に
始
ま
り
徐
々
に
形
を
整
え
、
「初
稿
本
」
に
至

っ
て
「刊

本
」
同
様
の
形
に
な
っ
た
。

０
　
ま
と
め

１
　
二
語
を
書
く
自
他
詞
の
カ
ー
ド
で
あ
る
。
三
語
以
上
を
書
く
場
合
、
二
語
を
残
し
て
他
を
抹
消
す
る
。

２
　
自
他
の
意
義
規
定
を
記
す
カ
ー
ド
は
な
い
。

３
　

「す
、
さ
す
」
派
生
形
、
特
に

「
る
、
ら
る
」
派
生
形
の
抹
消
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

４
　
同
意
と
記
す
カ
ー
ド
が
あ
る
。

５
　

『自
他
』
の
前
に
位
置
す
る
。

６
　
同
意
の
カ
ー
ド
は

「同
意
草
稿
」
の
前
に
位
置
す
る
。

７
　
自
他
の
対
置
語
は

「詞
の
カ
ー
ド
」
を
も
っ
て
始
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
自
他
詞
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
以
前
、
『八
衛
』
の
例
語
か

ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
第
二
節
で
明
ら
か
に
す
る
。
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四

　

「自
他
草
稿
」

０

　

「調
査
票
」

「自
他
草
稿
」
は
、
本
居
宣
長
記
念
館
の
昭
和
四
十
五
年
八
月
二
日
付

「調
査
票
」
に
よ
れ
ば
、
「第
二
類
第
二
種
　
⑥
３５
　
文
書
未
詳

‐５５
？
」
と
整
理
さ
れ
、
標
題

「詞
の
通
路
草
稿
　
Ｈ
点
之
内
７
点
」、
氏
名

「作
者

。
本
居
春
庭
　
署
名

・
不
記
」、
料
紙

「半
紙
四
ツ
折

横
仮
綴
　
表
紙
共
二
十
六
丁
　
一
冊
」、
寸
法

「タ
テ
一
四
。
三
×
ヨ
コ
二
〇
。
五
」、
全
文
又
は
要
旨

「墨
付
十
八
丁
に
次
の
詞
の
類
別

書
あ
り
、
⑥
四
段
卜
下
二
段
　
⑥
四
段
○
下
三
段
　
⑥
四
段
③
四
段
　
③
四
段
⑥
下
二
段
　
⑥
四
段
⑥
下
二
段
　
〇
四
段
⑥
下
三
段
　
⑤

四
段
③
下
三
段
　
・⑥
四
段
卜
下
三
段
　
・②
四
段
①
四
段
　
挟
み
込
み
に
附
木
片
六
枚
あ
り

（但
し

一
枚
割
れ
て
七
片
と
な
る
）
　

▲
み
つ

か
ら
然
す
る
　
他
に
然
さ
す
る

（以
下
自
他
…
…
）
、
こ
れ
自
他
分
類
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
大
切
」、
備
考

「
こ
れ
は
十

一
点
中
八
点
の

資
料
と
同
類
で
あ
る
。
紙
背
文
字
は
、
吉
野
百
首
の
一
部
分
と
枕
の
山
の
大
部
分
で
あ
る
。
特
に
枕
の
山
の
初
首
の
部
と
末
尾
の
部
、
宣

長
の
署
名
も
あ
り
、
宣
長
の
自
筆
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
全
集
所
載
の
記
事
と
、
そ
の
首
尾
両
部
と
も
幾
分
の
相
違
が
あ
る
」
と
あ
る

（本

書
資
料
番
号
１６
）０
な
お
、
調
査
票
上
欄
に

「Ｓ
５４
・
２
●
９
　
重
文
追
加
指
定
の
為
、
詞
の
通
路
草
稿

（「枕
の
山
」
草
稿
）
を
抜
く
」

（横
書
き
）
と
あ
り
、
「自
他
草
稿
」
は
そ
の
紙
背
の
宣
長
自
筆

「枕
の
山
」
草
稿
が
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

０
　
第

一
の
部
分

「自
他
草
稿
」
は
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
表
紙
の
表

・
裏
と
も
に
何
の
文
字
も
な
く
、
勿
論
表
題
も
な
い
。
本
文

一
丁
表

か
ら

一
三
丁
表
ま
で
が
第

一
部
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
自
他
詞
を
活
用
型
別
、
か
つ
意
義
規
定
別
に
分
類
し
上
下
対
置

語
と
し
て
列
記
す
る
。
『自
他
』
と
違
っ
て
、　
一
つ
の
分
類
に
対
置
語
が
多
く
て
五
組
と
す
る
用
例
数
に
よ
る
整
理
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
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意
義
規
定
は
付
く
が
、
対
置
語
と
と
も
に
多
く
の
抹
消
皇
日入
が
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

く
、
朱
書
も
な
い
。
例
を
挙
げ
る
。

①
ｌ
　
⑥
四
段
と
下
三
段

〈
そ
た
ち
〉
　

　

　

〈
そ
た
つ
る
〉

あ
き
　
　
　
　
　
　
あ
く

る

〈
た
り
〉
　

　

　

　

〈
た
る

ゝ
〉

う
き
　
　
　
　
　
　
う
く
る

か
た
ぶ
き
　
　
　
　
か
た
ふ
く

る

た

ひ
ら
ぎ

　
　
　
　
た
ひ
ら
く

る

〈
つ
き
〉
　

　

　

　

〈
つ
く

る
〉

つ
ゞ
き
　
　
　

　
　

つ
ゞ
く

る

な

つ
き
　
　
　
　
　
な

つ
く

る

や

は
ら
き
　
　
　
　
や

ハ
ら
く

る

〔物
の
〕
み
つ
か
ら
然
る
を
云
卜
○

物
を
然
す
る
を
云
卜
也

２
　
●
か
づ
き
　
　
　
　
か
つ
く
る

し
り
そ
き
　
　
　
　
し
り
そ
く

る

そ
む
き
　
　
　
　
　
そ
む
く

る

『自
他
』
の
よ
う
な
排
列
変
更
の
指
示
は
な

（
８

）

（
１

オ

）
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〔
つ
き
〕
　

　

　

　

〔
つ
く
る
〕

む
き
　
　
　
　
　
　
む
く
る

〇
み
つ
か
ら
然
す
る
を
云
ト

物
を
然
す
る
を
云
卜
也
　
●

●
か
づ
き

ハ
い
さ
ゝ
か
こ
と
な
り

〈
き
〉
　
　

　
　

　

〈
き
す
る
〉

の
り
　
　
　
　
　
　
の
す
る

ま
ゐ
り
　
　
　
　
　
ま
ゐ
ら
す
る

よ
り
　
　
　
　
　
　
ｏ
よ
す
る
ｏ

Δ〈み他っぃっ謂御』
然する　輸）

〈是
ハ
な
み
な
と
ハ
こ
と
な（奥
〉

あ
や
ま
ち
　
　
　
　
あ
や
ま
た
る

ゝ

た
ち

　

　

　

　

　

た

ゝ
る

ゝ

ぬ
る
　
　
　
　
　
　
ね
ら
る

ゝ

み

つ
か
ら
然
す
る

□

お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（
１

ウ

）

（
８

ウ

）

（
・２

オ

）
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０
　
第
二
の
部
分

第
二
の
部
分
は

一
三
丁
裏
か
ら

一
八
丁
表
ま
で
。
こ
の
部
分
は
三
語
形
、
ま
れ
に
四
語
形
を
並
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
義
規
定
が
付
く
。

第

一
の
部
分
は

一
応
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
全
く
上
下
対
置
語
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な
い
覚
え
書
き
の
程
度
で
あ
る
。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑩
ｌ
　
た
の
み
　
　
　
　
　
　
　
た
の
ま
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
む
る

お
も
ひ
　
　
　
　
　
　
　
お
も

ハ
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

ハ
す
る

ま
ど
ひ
　
　
　
　
　
　
　
ま
と

ハ
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
は
し

み
つ
か
ら
然
す
る
　
　
　
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
　

　

　

〔然
さ
す
る
〕
他
を
然
す
る
　
　
　
　
　
　
　
（１３
ウ
）

は
る
し

は
る

か
し
　
　
　
　
　
　
は
る

ゝ

は
る
く

る

物
を
然
す
る
　
　
　
　
　
お
の
つ
か
ら
然
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１６
オ
）

や
す
み
　
　
　
　
　
　
　
や
す
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
ま
り

み
つ
か
ら
然
す
る
　
　
　
物
を
然
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か
ら
然
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１８
オ
）

０
　
自
他
対
置
語

対
置
語
と
し
て
認
め
得
る
も
の
は
第

一
の
部
分
の
そ
れ
で
、
抹
消

・
挿
入

・
重
出
の
語
を
含
め
て
二
一
八
組
。
う
ち
、
重
出
語
二
〇
組

を
除
く
と
、
異
な
る
自
他
対
置
語
は

一
九
八
組
で
あ
る
。
こ
の
一
九
八
組
中
他
の
資
料
と
共
通
の
も
の
は
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
で

一
四
二
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組
、
『自
他
』
で
九
八
組
、
「初
稿
本
」
で
九
四
組
、
「成
稿
本
」
で
九
二
組
、
「刊
本
」
で
九

一
組
で
あ
る
。
意
義
規
定
の
付
さ
れ
る

『自

他
』
「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
四
本
で
は
共
通
の
同

一
対
置
語
が
九

一
組
で
、
「刊
本
」
の
そ
れ
に
同
じ
で
あ
る
。　
一
致
す
る
数

は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
な
か
で

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
同

一
の
も
の
が

「自
他
草
稿
」

一
九
八
組
の
七
割
を
超
え
る
点
が
注
目
さ
れ
、

こ
の
数
値
は

「自
他
草
稿
」
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る

（↓
第
二
節
）。

同
　
意
義
規
定

「自
他
草
稿
」
に
は

「
つ
け
木
」

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑩
ｌ
　
み
つ
か
ら
然
す
る

２
　
み
つ
か
ら
然
す
る

３
　
み
つ
か
ら
然
す
る
▲

□み
つ
か
ら
然
す
る
　
　
　
　
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ヽ

物△を然する　　　　　　剛け螺漱売粍いらるゝ

６
　
他
を
然
す
る
　
　
　
　
　
　
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
　
　
⑪

先
に
引
用
の
①
の
意
義
規
定
の
上
部
も
し
く
は
下
部
に
Ｏ

・
〇

・
□
な
ど
の
印
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
印
と
そ
の
意
義
規
定
と
は
、
右
の

「
つ
け
木
」
の
印
と
意
義
規
定
と
に
一
致
す
る
。
他
の
例
も
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定
は
、
こ
の

「
つ
け
木
」
を
手

元
に
お
い
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
か
に
、
抹
消
さ
れ
て
い
て
不
鮮
明
で
は
あ
る
が
、
意
義
規
定
に
⑤

・
⑥

・

と
称
さ
れ
る
上
下
の
意
義
規
定
を
書
く
木
片
が
付
く
。
現
在
そ
の
六
片
が
見
ら
れ
、
そ
の
意
義
規
定

物
を
然
す
る
　
　
○

他
に
然
す
る
　
　
公

他
に
然
さ
す
る
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○
な
ど
と
読
め
る
印
の
付
く
も
の
が
あ
る
。
今
は

「
つ
け
木
」
と
し
て
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
別
の
意
義
規
定
を
書
い
た
幾
つ
か
の

「
つ

け
木
」
が
他
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

「自
他
草
稿
」
の
自
他
対
置
語
の
意
義
規
定
は
抹
消
を
含
め
て
延
べ
四
八
を
数
え
る

（た
だ
し
第
二
の
部
分
も
含
む
）。
う
ち
他
の
規
定

の
仕
方
と
異
な
る

「う
く
る
方
―
わ
た
す
方
」
沢
親
方
―
子
方
Ｆ

「然
す
る
方
―
然
せ
ら
る
ゝ
方
」
を
除
く
と
、
意
義
規
定
は
四
五
と
な

り
、
異
な
る
意
義
規
定
は
次
の
一
五
種
で
あ
る
。
（下
部
の
数
字
は
対
置
語
の
分
類
数
。
括
弧
内
の
数
字
は
抹
消
さ
れ
た
分
類
数
、
内
数
。

ア
～
ヒ
は
抹
消

・
挿
入
等
を
含
む
そ
の
内
訳
。
括
弧
内
の
数
字
は
そ
の
分
類
数
。）。

①
ｌ
　
み
つ
か
ら
然
す
る
　
―
―
　
物
を
然
す
る

・３

（
２

）

ア
、
○
み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る

（１０
）

イ
、
み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る

（１
）

ウ
、
穴
お
の
つ
か
ら
〕
《
∪
み
つ
か
ら
然
す
る
〉
―
物
を
然
す
る
〕
（抹
消
）

工
、
〔み
つ
か
ら
然
す
る
―
物
を
然
す
る
⑤
〕
（抹
消
）

２
　
み
つ
か
ら
然
す
る
　
―
―
　
他
に
然
す
る

オ
、
　

み
つ
か
ら
然
す
る
―

〈他
に
〉
〔物
を
〕
然
す
る

（１
）

３
　
み
つ
か
ら
然
す
る
　
―
―

　
他
に
然
さ
す
る

力
、　
▲
み
つ
か
ら
然
す
る
―
他
に
然
さ
す
る

（１
）

キ
、　
▲
み
つ
か
ら
然
す
る
―
他

〔を
）
〈
に
〉
然

〈
さ
〉
す
る

（１
）

４
　
み
つ
か
ら
然
す
る
　
―
―
　
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

ク
、
□
み
つ
か
ら
然
す
る
―
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（２
）
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ケ
、
み
つ
か
ら
然
す
る
―

〈
お
の
つ
か
ら
〉
然
せ
ら
れ
る
ゝ

（１
）

５
　
他
を
然
す
る
　
―
―
　
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

コ
、
（⑭
他
を
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

（１
）

サ
、
他
を
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

（２
）

シ
、
〔他
を
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
〕
（抹
消
）

物
を
然
す
る
　
―
―
　
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

ス
、　
△

〔み
つ
か
ら
〕
〈物
を
〉
然
す
る
　
―
　
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ

７
　
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
　
―
―
　
物
を
然
す
る

セ
、
○
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る

（１
）

ソ
、
０
ス
物
の
〉
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る

（２
）

夕
、
〔物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る
〕
（抹
消
）

８
　
お
の
つ
か
ら
然
る
　
―
―
　
物
を
然
す
る

チ
、
０
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る

（７
）

ツ
、
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る

（１
）

物
の
み
つ
か
ら
然
る
　
―
―
　
物
を
然
す
る

テ
、
物
の
み
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る
○

（１
）

み
つ
か
ら
然
る
　
―
―
　
物
を
然
す
る

宍
物
を
と

お

の

つ
か
ら
然

せ
ら

る

ゝ

（以
上
、

「
つ
け
木
」

（
１

）

（
１

）

に
同
じ
）

４

（
１

）

２

（１
）
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ナ  ト

〔物
の
〕
み
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る
○

〔み
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る
）
（抹
消
）

（以
上
、
多
く
○
印
が
付
く
）

他
を
然
す
る
　
―
―
　
他
に
然
す
る

二
、
他
を
然
す
る
―
他
に
然
す
る

（１
）

・２
　
他
を
然
す
る
　
―
―
　
他
を
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

２

（
１
）

ヌ
、
他
を
然
す
る
―
他
を
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（１
）

ネ
、
〔他
を
然
す
る
―
他
を
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
〕
（抹
消
）

・３
　
物
を
然
す
る
　
―
―
　
物
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

ノ
、　
△
物
を
然
す
る
―
物
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（１
）

‐４
　
物
を
然
す
る
　
―
―
　
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
物
を
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

ハ
、
物
を
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
・
〔他
の
〕
物
を
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（１
）

‐５
　
物
を
然
す
る
　
―
―
　
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
・
他
を
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

ヒ
、
〔他
〕
〔物
〕
〈物
〉
を
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
他
を
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

（１
）

計
　
　
　
４５

（６
）

（第

一
の
部
分
の
上
下
対
置
語
は
四
〇
に
分
か
れ
る
が
、
抹
消
さ
れ
て
い
た
り
意
義
規
定
が
付
い
て
い
な
か
っ
た
り
付

い
て
い
て
も
訂
正
が
あ

っ
た
り
語
に
よ
っ
て
別
の
意
義
が
付
い
た
り
し
て
い
て
分
類
の
数
と
意
義
規
定
の
数
と
は

一
致

し
な
い
。
第
二
の
部
分
の
、
三
語
形
を
並
記
し
そ
れ
ぞ
れ
に
意
義
規
定
を
付
す
も
の
は
除
い
た
。
）

（
１

）
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右
の
一
五
種
が
上
下
意
義
規
定
の
組
合
せ
と
し
て
の
異
な
り
数
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
抹
消
部
分
お
よ
び
挿
入
部
分
を
加
え
た
も
の
も
示

し
た
が
、
こ
の

「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定
は
初
稿
本
以
降
の
そ
れ
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
し
、
数
の
上
で
も

「初
稿
本
」
は
一
七
種

（刊

本
は

一
九
種
）
で
あ
る
か
ら
こ
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

『自
他
』
の
意
義
規
定
は
二
七
種
類
で
あ
る
か
ら
、
「自
他
草
稿
」
は

『自
他
』
と
大
き
く
異
な
る
。
『自
他
』
は
単
純
な
三
分
類

「自

―
他
」
か
ら
始
ま
り
徐
々
に
意
義
を
分
析
し
細
分
化
し
て
多
様
な
意
義
規
定
に
成
長
し
た
。
「自
他
草
稿
」
は
初
め
か
ら
意
義
規
定
の
基
準

と
な
る
限
ら
れ
た
数
の

「
つ
け
木
」
を
も
っ
て
い
て
、
上
下
対
置
語
を
集
め
分
類
し
、
そ
れ
を
照
合
し
て
対
置
語
の
各
分
類
に
意
義
規
定

を
与
え
た
。
こ
の
違
い
が
、
「自
他
」
と

「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定
の
仕
方
、
そ
の
異
な
る
種
類
数
、
自
他
対
置
語
の
他
の
資
料
と
の
一

致
数
の
差
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

意
義
規
定
に
施
さ
れ
る
多
く
の
抹
消

。
挿
入
の
様
子
を
次
に
示
す
。

（②

〔
●
あ
や
ま
ち
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま
た
る
ゝ
〕

う

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つゝ
た

る

ゝ

か
こ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
こ
た

る

ゝ

け

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た

る

ゝ

Ａ
す
る
ｏ
し
〕
●
す
る
　
　
せ
ら
る
ゝ
〉

〔
●
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ゝ
る
ゝ
〕

た
も

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も

た

る

ゝ

〈
な

か
む
る
　
　
　
　
　
　
　
な

か
め
ら

る

ゝ
〉

ま

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た

る

ゝ
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〔み
つ
か
ら
〕
〈物
を
〉
然
す
る

〔①
〕
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
　
又

〔〈物
を
と

お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

〔
●
此
印

ハ
こ
と
な
り
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１１
オ
）

活
用
型
別
に
集
め
ら
れ
た
夕
行
四
段
活
と
ラ
行
下
三
段
活
の
対
置
語
に
対
し
て
、
初
め

「
み
つ
か
ら
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
・
〈物

を
〉
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
と
規
定
し
、
後
、
幾
つ
か
を
加
除
し
て

「物
を
然
す
る
―
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
と
直
し
、
併
せ

て
上
部
の
○
を
消
し
て
△
と
し
た
。
△
は

「
つ
け
木
」
の

「物
を
然
す
る
―
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
」
に
付
く
印
と

一
致
す
る
。
ま
た
、

例
と
し
た
対
置
語
と
意
義
規
定
と
の
合
否
が
疑
わ
し
い
対
置
語
に
は
●
印
を
付
け

「
●
此
印

ハ
こ
と
な
り
」
と
注
記
す
る
。
そ
れ
に
対
し

て
も
更
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
●
印
の
対
置
語
は
こ
の
分
類
か
ら
除
か
れ
、
「
●
此
印
ハ
こ
と
な
り
」
も
不
要
と
な
っ
て
抹
消
さ
れ
る
。
そ

し
て
除
か
れ
た
●
印
の
付
く
対
置
語
は

「
ぬ
る
―
ね
ら
る
ゝ
」
を
加
え
て
別
の
分
類
と
な
る

（↓
⑬
４
）。
②
は
凡
そ
こ
の
よ
う
な
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
の

一
例
に
よ

っ
て
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「自
他
草
稿
」
の
上
下
対
置
語
に
は
多
く
の
手
が
加
え
ら
れ
、
抹
消
が
二
五
例
、

挿
入
が
二
四
例
、
重
出
が
二
〇
例
も
あ
る
。

「自
他
草
稿
」
は
、
活
用
型
別
に
多
数
の
自
他
対
置
語
を
集
め
、
「
つ
け
木
」
の
意
義
規
定
に
照
合
し
て
分
類
し
検
討
し
、
そ
し
て
自
他

対
置
語
も
意
義
規
定
も
相
互
に
訂
正
さ
れ
て
い
く
。
す
べ
て
の
対
置
語
に
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
推
敲
の
跡
は
極
め
て
著

し
い
。

な
お
、
「自
他
草
稿
」
に
は
、
用
法
の
異
な
る
語
に
対
し
て
簡
単
な
注
記
が
、
「但
し
あ
く
る
ハ
夜
に
か
さ
れ
り
」
（１６
オ
）
の
ご
と
く
意

義
規
定
に
付
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
注
記
は

『自
他
』
に
な
く
、
「初
稿
本
」
以
降
、
よ
り
詳
細
に
な
る
も
の
で
、
こ
れ

は
、
そ
の
最
も
初
期
の
注
記
で
あ
る
。
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０
　
ま
と
め

１
　
序
、
六
段
図
と
そ
の
解
説
、
自
他
詞
に
関
す
る
総
論
な
ど
が
な
い
。

２
　
自
他
詞
の
分
類
規
準
と
な
っ
た
意
義
規
定
の
標
目
と
し
て
の

「
つ
け
木
」
が
あ
る
。

３
　
意
義
規
定
に
よ
る
各
分
類
ご
と
の
用
例
数
に
制
限
が
な
い
。

４
　
対
置
語
に
も
そ
の
意
義
規
定
に
も
抹
消

・
挿
入
が
彩
し
い
。

５
　
同
意
対
置
語
が
な
い
。

６

　

「
す

ｏ
さ
す
、
る

ｏ
ら
る
」
下
接
の
派
生
形
を
上
下

一
方
に
も
つ
対
置
語
が
整
っ
て
い
な
い

（第
二
の
部
分
）
。

７
　
意
義
規
定
の
種
類
が

「初
稿
本
」
に
近
い
。

８
　
用
法
上
注
意
を
要
す
る
語
の
注
記

。
解
説
は
な
い
が
、
簡
単
な
注
記
が
意
義
規
定
に
付
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

９
　
他
の
資
料
と

一
致
す
る
対
置
語
が
少
な
い
。

１０
　
他
の
資
料
と
直
接
結
び
付
く
よ
う
な
抹
消

・
書
入
が
な
い
。

Ｈ
　
例
語
は
、
四
段
活
。上

一
段
活
・
力
変
活
・
サ
変
活
の
場
合
、
連
用
形
で
掲
出
す
る

（↓
第
五
章
第

一
節
二
）。
「詞
の
カ
ー
ド
」
。

『自
他
』
。
「初
稿
本
」
。
「成
稿
本
」
。
「刊
本
」
で
は
連
体
形
で
語
を
示
す
。

五
　
各
資
料
の
位
置

０
　
初
稿
本
、
成
稿
本
、
刊
本

初
稿
本
↓
成
稿
本
↓
刊
本
の
成
立
順
は
、
三
本

一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
「初
稿
本
」
に
施
さ
れ
た
抹
消
・
挿
入
・
配
置
換
え
に
従
う

と

「成
稿
本
」
と
な
り
、
「成
稿
本
」
に
加
え
ら
れ
た
そ
れ
に
従
う
と

「刊
本
」
と
な
る
。
自
他
・同
意
対
置
語
の
一
致
す
る
数
及
び
種
類
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も
、
こ
の
順
を
証
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
所
々
に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
疑
間
は
な
い
。

０
　
対
置
語

自
他
対
置
語
に
お
い
て
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
↓

『自
他
』
↓

「初
稿
本
」
の
順
も
、
疑
間
が
な
い
。
い
ま
仮
に
、
「自
他
草
稿
」
が
こ
の

順
の

『自
他
』
と

「初
稿
本
」
と
の
間
に
位
置
す
る
と
す
る
と
、
『自
他
』
「初
稿
本
」
共
通
の
自
他
対
置
語
は

一
八

一
組
で
、
残
り

「初

稿
本
」
初
出
の
三
四
例
中
、
そ
の
間
に
位
置
す
る

「自
他
草
稿
」
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
対
置
語
は

一
例
も
な
い
。
「初
稿
本
」
の
自
他
対
置

語
の
成
立
に

「自
他
草
稿
」
は
何
の
関
わ
り
も
な
い
と
言
え
る
。
「自
他
草
稿
」
が
こ
こ
に
位
置
す
る
可
能
性
は
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
、

「詞
の
カ
ー
ド
」
と

『自
他
』
の
間
に

「自
他
草
稿
」
が
位
置
す
る
と
す
る
と
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
「自
他
草
稿
」
共
通
の
自
他
対
置
語
は

一
四
二
組
で
あ

っ
て
、
次
に

『自
他
』
に
至
る
ま
で
そ
の

一
四
二
組
中
四
六
組
を
捨
て
新
た
に
八
三
組
を
加
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ

れ
は
、
こ
の
順
を
認
め
る
に
は
多
す
ぎ
る
。
「自
他
草
稿
」
の
こ
の
位
置
も
考
え
が
た
い
。
「自
他
草
稿
」
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
前
に
位

置
す
る
可
能
性
は
、
自
他
対
置
語
の
語
種
圭
中数
か
ら
も
、
両
者
の
体
裁
か
ら
も
あ
り
え
な
い
。
「詞
の
カ
ー
ド
」
は
単
な
る
自
他
詞
カ
ー

ド
集
で
あ
り
、
「自
他
草
稿
」
は

一
応
意
義
規
定
を
伴
う
自
他
詞
分
類
集
と
し
て

一
書
を
な
し
て
い
る
。

同
意
対
置
語
は
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
か
ら

「同
意
草
稿
」
に
続
き

「初
稿
本
」
に
続
く
。
「同
意
草
稿
」
は
同
意
対
置
語
を
分
類
し
な
い

『自
他
』
の
欠
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
↓

『自
他
』
∩
同
意
草
稿
し

↓

「初
稿
本
」
の
順
が
認
め
ら
れ
る
。

③
　
意
義
規
定

「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定
は
、
『自
他
』
の
よ
う
に
自
と
他
に
三
分
す
る
単
純
な
分
類
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
完
成
度
が

高
く

「初
稿
本
」
以
降
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
『自
他
』
「自
他
草
稿
」
と
も
、
当
初
の
意
義
規
定
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
そ
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れ
ぞ
れ
成
長
し
、
結
局
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
な
る
。

０
　
先
後
関
係

自
他
及
び
同
意
の
上
下
対
置
語
か
ら
は

「詞
の
カ
ー
ド
」
↓

『自
他
』
∩
同
意
草
稿
し

↓
初
稿
本
↓
成
稿
本
↓
刊
本
の
順
が
認
め
ら

れ
、
抹
消

。
挿
入
、
配
置
換
え
な
ど
の
書
入
に
よ
っ
て
も
こ
の
順
と
な
る
。
「
す
ｏ
さ
す
、
る
ｏ
ら
る
」
下
接
の
派
生
形
に
よ
る
対
置
語
が

整
え
ら
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

問
題
は
、
「自
他
草
稿
」
の
位
置
で
あ
る
。
意
義
規
定
は
、
抹
消
。挿
入
の
訂
正
の
跡
は
彩
し
い
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
形
を
示
し
な
が
ら
分

類
ご
と
の
対
置
語
は
十
数
例
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
雑
然
と
し
た
初
期
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
削
除

・
追
加

・
重
出
の
語

も
多

い
。
他
の
資
料
と

一
致
す
る
対
置
語
も
少
な
い
。
他
の
資
料
と
の
関
連
を
示
す
書
入
、
変
更
指
示
も
な
い
。
「初
稿
本
」
の
前
に
位
置

す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
て
も
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
や

『自
他
』
と
の
先
後
関
係
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
結
局

「自
他
草
稿
」
は
系

列
を
別
に
し
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
て
く
る
。

「
つ
け
木
」
の
存
在
が
示
す
よ
う
に

「自
他
草
稿
」
は
活
用
型
別
に
自
他
詞
を
集
め
そ
の
意
義
規
定
を
基
準
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
で
、
『自
他
』
は
そ
の
分
類
基
準
と
な
る
も
の
が
な
く
自
他
詞
を
集
め
そ
れ
を
活
用
型
別
に
自
他
三
分
類
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ら
れ
た
。
性
格
も
目
的
も
違
う
。
「自
他
草
稿
」
の
位
置
を
考
え
る
に
は
、
自
他
詞
の
対
置
語
の
数
や
異
同
、
意
義
規
定
の
ほ
か
に
別
の

観
点
が
必
要
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
第
二
節
に
再
び
述
べ
る
。

『増
補
本
居
宣
長
全
集
　
十

一
』
　

昭
和
十
三
年
　
士
口
川
弘
文
館
。

1注
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２
　

『自
他
』
に
は
丁
数
の
記
入
が
な
い
。
私
に
施
す
。

３
　
活
用
型
別
分
類
を
意
図
し
た
書
入
。
初
稿
本
以
降
、　
一
般
化
す
る
。

４
　
０
～
○
は
五
十
音
順
の
指
示
。

５
　

「自
他
草
稿
」
で
は
連
用
形
が
イ
韻
の
四
段
活

。
上

一
段
活

・
力
変
活

・
サ
変
活
の
語
は
連
用
形
で
示
す
。

６
　
本
文
で
は

「⑤
四
段
卜
下
三
段
」。

７
　
本
文
に
は
以
下

「②
四
段
○
下
段
」
「〇
四
段
卜
下
三
段
」
の
分
類
が
あ
る
。

８
　

「自
他
草
稿
」
に
は
丁
数
の
記
入
が
な
い
。
私
に
施
す
。

９
　
黒
く
抹
消
、
○
と
書
い
て
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
読
め
る
。

１０
　
黒
く
抹
消
、
○
と
書
い
て
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
読
め
る
。

１ｌ
　
ｏ
印
の
付
く

「
よ
す
る
」
の
こ
と
。
「よ
す
る
」
に
つ
い
て
は
初
稿
本
以
降
に

「自
他
の
詞
の
事
」
末
尾
に
注
記
解
説
が
載
る
。

・２
　
足
立
巻

一
『や
ち
ま
た
　
上
。
下
』
　

昭
和
四
十
九
年
　
河
出
董
房
新
社
。
尾
崎
知
光

「
『詞
通
路
』
に
お
け
る
自
他
と
延
約
」
亀
愛
知
県
立

大
学
創
立
十
周
年
記
念
論
集
』
　

昭
和
五
十
年
十
二
月
）。

‐３
　
上
下
対
置
語
の

一
方
の
意
義
規
定
を
欠
く

一
例
を
除
く
数
。

○
第

一
節
は
、
コ
詞
の
カ
ー
ド
』
と

『自
他
』
と

『自
他
草
稿
』
と

―

『詞
通
路
』
の
成
立
過
程
―

」
（『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
十
三

号
　
昭
和
六
十
年
二
月
）
に
加
筆
し
た
。



第
二
節

　

『詞
八
衛
』
と

「自
他
詞
資
料
」
と

「詞
の
カ
ー
ド
」
と

一　

資
料

の
概
要

本
居
宣
長
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る

『詞
通
路
』
関
係
の
資
料
中
に
、
「兼
用
」
の
資
料
と
し
て
整
理
さ
れ
な
が
ら
実
は

「自
他
」
の
資
料

が
あ
る
。　
一
つ
は
同
記
念
館
発
行

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
に
第
二
門
文
書

第

一
部
未
表
装
之
部

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇
三
の
三
三
と

し
て
整
理
さ
れ
る

「兼
用

（か
よ
ひ
路
資
料
と

で
、
添
付
の
調
査
票
に
よ
れ
ば

「全
文
又
は
要
旨
」
の
欄
に

「表
紙
共
全
四
十
丁
の
内
、

墨
附
十
五
丁
、
表
紙
に

「兼
用
」
と
書
す
。
は
じ
め
万
葉
の
内
か
ら
兼
用
に
該
当
の
詞
を
摘
記
す
る
。
後
に
類
語
を
列
記
し
て
い
る
。
春

庭
が
、
「詞
の
通
路
」
編
集
上
の
調
査
資
料
の

一
つ
で
あ
る
。」
と
あ
る
、
こ
の

「後
に
類
語
を
列
記
」
の
部
分
が
自
他
に
関
す
る
資
料
で
、

一
応
冊
子
の
体
裁
を
な
し
て
い
る

（本
書
資
料
番
号
５
）
。

他
の

一
つ
は

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
に
第
二
門
文
書

第

一
部
未
表
装
之
部

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇
三
の
三
四
と
し
て
整
理
さ
れ
る

「兼
用
の
部
草
稿
類

（か
よ
ひ
路
資
料
と

で
、
添
付
の
調
査
票
に
よ
れ
ば

「全
文
又
は
要
旨
」
の
欄
に

「椿
半
紙
五
枚
　
兼
用
の
例
の
詞

を
列
記
す
る
　
全
紙
を
半
折
し
て
、
四
段
に
細
書
す
」
と
あ
る
資
料
が
自
他
に
関
す
る
資
料
で
あ
る

（本
書
資
料
番
号
６
）
。

い
ま
仮
に
、
記
念
館
の
整
理
番
号
と
は
逆
順
に
な
る
が
前
者
を

「自
他
詞
資
料
二
」
、
後
者
を

「自
他
詞
資
料

一
」
と
称
し
て
、
以
下
こ

れ
ら
の
資
料
の

『詞
通
路
』
成
立
過
程
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
、
結
論
的
に
い
え
ば

「自
他
詞
資
料

一
」
が

「自
他
詞
資
料
二
」
の
前

に
位
置
す
る
こ
と
、
そ
し
て

「自
他
詞
資
料

一
」
が

『詞
八
衛
』
の
後
に
位
置
し
、
「自
他
詞
資
料
二
」
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
前
に
位
置

す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

「自
他
詞
資
料

一
」
は
、
添
付
の
調
査
票

「料
紙
」
の
欄
に

「椿
半
紙
五
枚
　
一
一四
・
八
×
三
四
・
〇

（全
紙
と

と
あ

っ
て
、
全
紙
を
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横
長
に
半
折
し
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭

（右
上
端
）
に

「壱
」
「弐
」
ｆ
ご

「
四
」
「五
」
と
書
き
、
以
下
同

一
語
基
の
自
他
詞
を

一
行
に
多
く

は
二
語
形
、
と
き
に
三
語
形
～
六
語
形
を
書
く
。
語
基
に
し
て
四

一
八
、
語
に
し
て

一
〇
四
九
。
抹
消
の
語
基

一
二
、
語
に
し
て

一
八
を

含
む

（こ
こ
で
い
う
数
値
は
延
べ
数
。
以
下
、
同
）
。

「自
他
詞
資
料
二
」
は
、
添
付
の
調
査
票

「料
紙
」
の
欄
に

「椿
半
紙
　
四
ツ
折
横
仮
綴

一
冊
全
四
十
丁

（表
紙
共
と
、
「寸
法
」
の
欄

に

「
タ
テ

一
二
。
一
×
ヨ
コ
一
七
二
子

と
あ
る
。
「全
文
又
は
要
旨
」
の
欄
の

「表
紙
共
全
四
十
丁
の
内
、
墨
附
十
五
丁
」
に
つ
い
て
述

べ
る
と
、
表
紙
の
表
に

「兼
用
」
と
書
き
裏
は
自
。
以
下
を

一
丁
オ

・
ウ
、
二
丁
オ

・
ウ
…
…
…
と
私
に
丁
付
け
す
れ
ば
、　
一
丁
オ
か
ら

五
丁
オ
の
二
行
ま
で
が
万
葉
集
の
巻
別
に

「万
葉
の
内
か
ら
兼
用
に
該
当
の
詞
を
摘
記
」
し
た
部
分
で

（た
だ
し
五
丁
オ
の
二
行
は
列
記

す
べ
き
用
例
の
巻
数

「十
九
上
」
Ｊ
一十
上
」
の
み
を
書
く
。
用
例
は
な
い
）
、
自
他
に
関
す
る
語
は
五
丁
オ
の
三
行
か
ら
十
五
丁
ウ
ま
で

に
列
記
さ
れ
る
。
以
下
墨
附
な
し
。

「自
他
詞
資
料
二
」
（以
下
、
自
他
詞
の
部
分
の
み
を
称
す
る
）
は
、　
一
ペ
ー
ジ
に
六
行
～
八
行
を
書
く
こ
と
が
多
く
、　
一
行
に
同

一
語

基
の
二
語
形
、
と
き
に
三
語
形
以
上
を
書
く
こ
と
も
あ
る
。
語
基
に
し
て

一
五
六
、
語
に
し
て
三
五
九
。
抹
消
の
語
は
な
い
。

一
一　

例
　
語

０

　

「自
他
詞
資
料

一
」
の
例
語

「自
他
詞
資
料

一
」
の
例
語
は
、　
一
語
基
の
自
他
詞
二
語
以
上
を
書
き
、
そ
の
冒
頭
の
語
の
活
用
型
に
よ

っ
て
分
類
排
列
さ
れ
、
そ
の

内
部
が
五
十
音
順
に
並
ぶ
。
た
だ
し
少
数
な
が
ら
例
外
が
あ
る
。

五
枚
の
う
ち
の

「壱
」
に
は
力
行
上
二
段
活
の
語
Ｔ
璽
ｍ基
Ｙ
力
行
下
二
段
活
の
語
２

四
Ｙ
サ
行
四
段
活
の
語
の
前
半
（七
〇
）
、
「弐
」

に
は
サ
行
四
段
活
の
語
の
後
半
（四
五
）
・
サ
行
下
三
段
活
の
語
貧

〓
し
。
夕
行
四
段
活
の
語
２

一
）
・
夕
行
下
三
段
活
の
語
（四
）
。
ナ
行
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上

一
段
活
の
語
２

）
。
ナ
行
下
三
段
活
の
語
（六
Ｙ

ハ
行
四
段
活
の
語
の
前
半
２

０
）、
ど
ご

に
は
ハ
行
四
段
活
の
語
の
後
半
（五
九
Ｙ

ハ
行
上
二
段
活
の
語
（四
）
・
ハ
行
下
三
段
活
の
語
含
三

）
。
マ
行
四
段
活
の
語
の
前
半
（九
）
、
「
四
」
に
は
マ
行
四
段
活
の
語
の
後
半
（四

こ

ｏ
マ
行
上
二
段
活
の
語
含
こ
。
マ
行
下
三
段
活
の
語
含
一四
Ｙ

ヤ
行
上
二
段
活
の
語
含
こ
こ
フ
行
四
段
活
の
語
の
前
半
含
一九
）
、
「
五
」

に
は
ラ
行
四
段
活
の
語
の
後
半
Ｔ
〓
こ
・
ラ
行
上
二
段
活
の
語
２

）
・
ラ
行
下
三
段
活
の
語
２

六
Ｙ

ワ
行
下
三
段
活
の
語
２

）
が
列
記

さ
れ
、
そ
の
各
活
用
型
別
の
内
部
が

一
応
五
十
音
順
に
並
ぶ
。
語
基
、
延
べ
四

一
八
。

延
べ
四

一
八
の
語
基
は
そ
れ
ぞ
れ
の
語
基
が
二
語
形
、
も
し
く
は
三
語
形
以
上
の
語
形
を
も
っ
て
自
他
詞
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
は

一
応

四
段
に
整
理
さ
れ
排
列
さ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
二
語
形
の
も
の
は
二
段
に
書
か
れ
、
ご
く
稀
に
あ
る
五
語
形
六
語
形
の
も
の
は
小
さ

く
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
語
数
に
し
て

一
〇
四
九
。
次
の
よ
う
で
あ
る

（五

・
六
段
は
四
段
に
加
え
る
）
。

一
段
　
　
　
　
四

一
八
　
（単
純
形
　
　
四

一
七
、
　

派
生
形
　
　
　
　
一
）

二
段
　
　
　
　
四

一
六
　
（単
純
形
　
　
一
一五
七
、
　

派
生
形
　
　
一
五
九
）

三
段
　
　
　
　
一
六
九
　
（単
純
形
　
　
　
　
七
、
　

派
生
形
　
　
一
六
二
）

四
段
　
　
　
　
　
四
六
　
（単
純
形
　
　
　
　
一
、
　

派
生
形
　
　
　
四
五
）

計
　
　
　
　
一
〇
四
九
　
（単
純
形
　
　
エハ
八
二
、
　

派
生
形
　
　
一二
ハ
七
）

う
ち
抹
消
語

一
八
。
「
す

。
さ
す
、
る

ｏ
ら
る
」
派
生
形
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る

（二
五
％
）。

「自
他
詞
資
料

一
」
の
活
用
型
別
分
類
や
五
十
音
順
排
列
の
例
外
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ア
　
各
語
基
冒
頭
語
の
活
用
型
分
類
に
合
致
し
な
い
例
。
サ
行
四
段
活
に

「
ひ
ろ
ぐ
る
　
ひ
ろ
ご
る
」
な
ど
。

イ
　
各
語
基
冒
頭
語
の
活
用
型
分
類
に
合
致
し
な
い
が
複
数
の
語
形
の
何
れ
か
に
合
致
す
る
語
が
あ
る
例
。
サ
行
四
段
活
に

「
ま
つ

ハ
る
　
ま
つ
ハ
す
　
ま
つ
ハ
さ
る
ゝ
」
な
ど
。
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ウ
　
語
形
・表
記
に
疑
間
の
あ
る
例
。
サ
行
四
段
活
の

「
こ
す
す
　
こ
る
」
。
こ
の
語
は
冒
頭
語

「
こ
ほ
め
か
す
」
Ｆ
」
す
す
」
コ
」
ろ

す
」
の
順
に
並
び
、
他
に
重
出
語

Ｆ
」
る
　
ン」
ら
す
」
が
あ
る
。
サ
行
下
三
段
活
の
「
ま
じ
る
　
ま
ぜ
る
」、
マ
行
下
三
段
活
の
「
せ

め
る
　
せ
め
ら
る
ゝ
」
。
「
ま
ぜ
る
」
「
せ
め
る
」
は
新
し
い
語
形
。
夕
行
四
段
活
の

「く
た
す
　
く
た
る
　
く
た
さ
る
ゝ
」。
類
義

語
に

「く
た
つ
」
が
あ
る
。

ハ
行
下
三
段
活
の

「
ま
ち
ふ
る
　
ま
ち
は
る
」
。
「
ち
」
は

「
じ
」
が
正
し
い
。
た
だ
し
ラ
行
四
段
に

「
ま
じ

ハ
る
　
ま
じ
ふ
る
」
が
あ
る
。

工
　
排
列
順
の
反
す
る
例
。

ハ
行
四
段
活
の
末
尾

「
わ
ら
ふ
」
の
次
に

「し
の
ぶ
　
し
の
バ
る
ゝ
　
し
の
バ
す
る
」
が
並
ぶ
。
他
に

「
し
ぬ
ぶ
　
し
ぬ
ハ
る
ゝ
」
が
あ
る
。
マ
行
下
三
段
活
に

「
お
つ
る

　

〔お
と
す
〕
　

お
と
し
む
る
　
お
と
し
め
ら
る
ゝ
　

〔お

と
さ
る
ゝ
ど

が
あ

っ
て
、
そ
の
直
前
に
抹
消
語

「
お
と
し
む
る
」
が
あ
る
。

結
局

「自
他
詞
資
料

一
」
は
、

１
　
活
用
型
別
に
分
類
す
る
。

２
　
排
列
が
五
十
音
順
で
あ
る
。

３
　
同

一
語
基
の
自
他
詞
が
自
他
の
対
応
と
し
て
二
語
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

４
　
意
義
規
定
が
全
く
存
在
し
な
い
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
活
用
型
分
類
や
五
十
音
順
排
列
の
例
外
、
新
旧
語
形
の
混
在
、
表
記
の
誤
り
が
あ
り
、
抹
消
の
語
が
あ

フ一
。

０

　

「自
他
詞
資
料
二
」
の
例
語

「自
他
詞
資
料
二
」
の
例
語
は
、　
一
語
基
の
自
他
詞
二
語
形
も
し
く
は
三
語
形
以
上
を
書
き
、
そ
の
冒
頭
の
語
の
活
用
型
に
よ
っ
て
分
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類
列
記
す
る
。
五
丁
オ
か
ら
八
丁
オ
ま
で
が
力
行
四
段
活
の
語
、
語
基
に
し
て
五
〇
を
書
く
。
八
丁
ウ
か
ら
十
丁
オ
ま
で
が
力
行
上

一
段

活
の
語

（語
基

一
）
、
力
行
上
二
段
活
の
語

（三
）
、
力
行
下
三
段
活
の
語

（
一
六
）
を
書
き
、
語
基
に
し
て
二
〇
。
十
丁
ウ
か
ら
十
五
丁

ウ
の
終
わ
り
ま
で
が
サ
行
四
段
活
の
語
、
語
基
に
し
て
八
六
を
書
く
。
同

一
語
基

。
同

一
語
形
で
あ
り
な
が
ら
冒
頭
の
語
の
活
用
型
に
よ

っ
て
、
例
え
ば

「
つ
く
る
　
つ
く
す
」
は
力
行
上
二
段
活
の
語
と
し
て
、
「
つ
く
す
　
つ
く
る
」
は
サ
行
四
段
活
の
語
と
し
て
列
記
さ
れ
、

自
他
詞
と
し
て
は

一
語
基
の
重
出
と
な
る
。

こ
の
五
種
の
活
用
型
別
に
分
類
さ
れ
た
各
語
基
冒
頭
語
に
は
そ
の
活
用
型
と
し
て
殆
ど
例
外
の
語
が
な
く

（力
行
下
二
活
と
し
て

「
つ

く
る
　
つ
く
ら
す
る
」

一
例
の
み
誤
り
）
、
そ
の
内
部
は
五
十
音
順
に
並
べ
ら
れ
こ
の
語
順
に
も
例
外
は
な
い
。

「自
他
詞
資
料
二
」
は
、

１
　
活
用
型
に
よ
っ
て
分
類
す
る
。

２
　
排
列
が
五
十
音
順
で
あ
る
。

３
　
同

一
語
基
の
自
他
詞
が
自
他
の
対
応
と
し
て
二
語
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

４
　
意
義
規
定
が
全
く
存
在
し
な
い
。

と
い
う
点
で

「自
他
詞
資
料

一
」
と
酷
似
し
て
い
る
が
、
「自
他
詞
資
料

一
」
が
語
の
分
類
排
列
に
例
外
が
あ
る
、
抹
消
語
が
あ
る
、
半
紙

に
細
字
で
羅
列
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「自
他
詞
資
料
二
」
は
語
の
分
類
排
列
に
例
外

一
例
の
み
、
抹
消
語
な
く
、　
一
応
冊
子
の
体
裁
を

成
し
て
い
る
点
で
異
な
る
。

〓
一

「自
他
詞
資
料

一
」
と

「自
他
詞
資
料
二
」

０
　
例
語
の
対
照
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「自
他
詞
資
料

一
」
と

「自
他
詞
資
料
二
」
に
共
通
す
る
活
用
型
は
力
行
上
二
段
活

・
力
行
下
三
段
活

・
サ
行
四
段
活
の
三
種
で
、

ち
力
行
下
二
段
活
と
し
て
分
類
さ
れ
る
部
分
を
列
挙
す
る

（
□
印
は

「自
他
詞
資
料

一
」
に
あ

っ
て

「自
他
詞
資
料
二
」
に
な
い
語
。

印
は
そ
の
逆
）
。

自
他
詞
資
料

一

①
　
あ
く
る

あ

つ
く

る

さ

つ
く

る

ｏ
し
ら
く

る

た
す
く

る

告つ
ぐ

る

な
ぐ

る

な
づ

く

る

に
ぐ

る

ひ
ろ
ぐ

る

ふ
く

る

ほ
ろ

ゝ
く

る

ま

く

る

ま

ぐ

る

た
す
け
さ
す
る

あ
か
す

あ

つ
か
る

さ

つ
か
る

し
ら
ぐ
る

た
す
か
る

つ
げ

さ
す
る

□

な
げ

さ
す
る

な

つ
け
さ
す
る

□

に
が
す

ひ
ろ
け
さ
す
る

ふ
か
す

ほ
ろ

ゝ
か
す

ま
か
す

□

ま
げ
ら
る

ゝ

あ

つ
け
ら

る

ゝ

た
す
け
ら
る

ゝ

な
げ
ら
る

ゝ
□

に
げ
ら
る

ゝ

ふ
か
さ
る

ゝ

ほ
ろ

ゝ
け
さ
す
●
こ

□

ま
げ

さ
す
る

に
げ
さ
す
る

△  う
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自
他
詞
資
料
二

②
　
あ
く
る
　
　
　
　
　
あ
か
す

あ

つ
く
る
　
　
　
　
あ
づ
け
ら
る
？
こ
　
　
あ

つ
か
る

う
ら
ぐ
る
　
　
　
　

フヽ
ら
か
す

△

か
く
る
　
　
　
　
　
か
ゝ
る

△

さ
く
る
　
　
　
　
　
さ
か
る

△

さ
ぐ
る
　
　
　
　
　
さ
が
る
　
　
　
　
　
　
さ
け
ら
る
ゝ
△

さ
づ
く
る
　
　
　
　
さ
づ
か
る

さ
ま
た
く
る
　
　
　
さ
ま
た
げ
ら
る
ゝ
△

詈

　

　

詈

た
す
く
る
　
　
　
　
た
す
か
す
●
こ
　
　
　
た
す
け
ら
る
ゝ

つ
く
る
　
　
　
　
　
つ
く
ら
す
る
●
こ
△

に
ぐ
る
　
　
　
　
　
に
が
す

ひ
ろ
ぐ
る
　
　
　
　
ひ
ろ
が
る

ふ
く
る
　
　
　
　
　
ふ
か
す

ま
ぐ
る
　
　
　
　
　
ま
が
る

わ
く
る
　
　
　
　
　
わ
か
る
ゝ
△

こ
こ
に
は

「自
他
詞
資
料

一
」
に
あ

っ
て

「自
他
詞
資
料
二
」
に
な
い
語
も
あ
り
、
そ
の
逆
も
あ

っ
て
、
両
者
に
深
い
関
係
が
あ
る
こ



425 第二章 自他詞の成立

と
は
認
め
ら
れ
て
も
両
者
の
先
後
は
俄
か
に
は
決
め
が
た
い
。

こ
れ
を
共
通
の
三
種
、
即
ち
力
行
上
二
段
活
・
力
行
下
三
段
活
・
サ
行
四
段
活
に
つ
い
て
そ
の
合
計
で
両
者
を
比
較
す
る
と
、
「自
他
詞

資
料

一
」
は
語
基

一
三
二
、
「自
他
詞
資
料
二
」
は

一
〇
五
で
、

Ａ
　
同

一
語
基
に
お
け
る
両
者
の
語
形

・
語
順

・
語
数
が
同

一
の
も
の
は
四
二
。

Ｂ
　
両
者
の
語
形

・
語
順
皇
山
数
に
異
な
る
点
は
あ
る
が
同

一
語
基
と
し
て
対
応
す
る
も
の
は

「自
他
詞
資
料

一
」
が
五
四
、
「自
他
詞

資
料
二
」
が
五
三
。
（重
出
語
を
含
む
）。

Ａ

・
Ｂ
を

一
括
し
て
、
対
応
す
る
語
は

「自
他
詞
資
料

一
」
が
九
六

（七
三
％
）
、
「自
他
詞
資
料
二
」
が
九
五

（九
〇
％
）
で
あ
る
。
対

し
て
、

Ｃ
　
対
応
す
る
語
基
の
な
い
も
の
は

「自
他
詞
資
料

一
」
が
三
六

（二
七
％
）
、
「自
他
詞
資
料
二
」
が

一
〇

（
一
〇
％
）
で
あ
る
。
こ

の
数
値
の
違
い
は
、
両
者
の
先
後
関
係
を
考
え
る
の
に
、
お
そ
ら
く
意
味
が
あ
る
。

「自
他
詞
資
料
二
」
「自
他
詞
資
料

一
」
共
通
の
同

一
語
基
で
語
形

・
語
順

・
語
数
が
同

一
で
な
い
Ｂ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ａ
　

一
語
基
の
語
形
数
が

「自
他
詞
資
料

一
」
に
多
く

「自
他
詞
資
料
二
」
に
少
な
い
例
。

資
Ｉ

「
ふ
く
る
　
ふ
か
す
　
ふ
か
さ
る
ゝ
」
と
資
Ⅱ

「
ふ
く
る
　
ふ
か
す
」
な
ど
、
重
出
語
の
資
Ｉ

「
に
ぐ
る
　
に
が
す
　
に
げ
ら

る
ゝ
　
に
げ
さ
す
る
」
「
に
が
す
　
に
ぐ
る
　
に
が
さ
る
ゝ
」
と
資
Ⅱ

「
に
ぐ
る
　
に
が
す
」
な
ど
、
三
四
例
。
「
す

。
さ
す
、
る

ｏ

ら
る
」
派
生
形
の
除
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ｂ
　

一
語
基
の
語
形
数
が

「自
他
詞
資
料

一
」
に
少
な
く

「自
他
詞
資
料
二
」
に
多
い
例
。

資
Ｉ

「す
く
る
　
す
ぐ
す
」
と
資
Ⅱ

「す
く
る
　
す
く
す
　
す
く
さ
る
ゝ
」
な
ど
、
九
例
。

ｃ
　
そ
の
他
。
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資
Ｉ

「
ひ
ろ
ぐ
る
　
ひ
ろ
け
さ
す
る
」
「
ひ
ろ
ぐ
る
　
ひ
ろ
ご
る
」
と
資
Ⅱ

「
ひ
ろ
ぐ
る
　
ひ
ろ
が
る
」
な
ど
、
両
者
の
重
出
語
が
複

雑
に
対
応
す
る
も
の
、
語
数
は
同

一
で
も
語
形
が
異
な
る
も
の
な
ど
、　
一
〇
例

（資
Ｉ
、　
一
こ
。

支
障
と
な
る

「ｂ
」
の
よ
う
な
例
は
あ
る
が
、
「自
他
詞
資
料

一
」
と

「自
他
詞
資
料
二
」
と
で
そ
の
共
通
語
基
が
九
割
以
上
を
占
め
、

同

一
語
基

。
同

一
語
形

。
同

一
語
数
の
も
の
が
多
く
、
「
ａ
」
の
例
が
多
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「自
他
詞
資
料

一
」
と

「自
他
詞
資
料
二
」

と
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
後
者
は
前
者
の
例
語
を
取
り
込
ん
で
自
他
詞
の
例
語
と
し
そ
れ
を
吟
味
精
選
し
て
成

っ
た
も
の
、
と
言
え
そ

う
で
あ
る
。

「
ｃ
」
の
中
に
、
た
と
え
ば

「自
他
詞
資
料

一
」
の
、

さ
と
す
　
　
さ
と
る
　
　
さ
と
ら
る
ゝ

に
対
し
て

「自
他
詞
資
料
二
」
が
、

（拳】［　　さとさるゝ

と
書
く
例
が
あ
る
。
「
さ
と
す
」
と

「
さ
と
る
」
の
上
部
の
線
は
両
語
を
自
他
の
対
応
と
し
て
結
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら

れ
、
「
さ
と
さ
る
ゝ
」
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
は

「自
他
詞
資
料
二
」
が

「自
他
詞
資
料

一
」
の
後
に

位
置
し
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
に
近
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
例
で
あ
る
。

②
　
派
生
形

「自
他
詞
資
料

一
」
の
派
生
形
は

「自
他
詞
資
料
二
」
で
削
除
さ
れ
る
例
が
多
い
。
「自
他
詞
資
料
二
」
の
単
純
形
と
派
生
形
を
比
較
し

て
み
る
。
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一
段
　
　
　
　
一
六
九
　
（単
純
形
　
　
一
六
九
、
　

派
生
形
　
　
　
　
○
）

二
段
　
　
　
　
一
六
八
　
（単
純
形
　
　
一
〓
一六
、
　

派
生
形
　
　
　
一壬

こ

三
段
　
　
　
　
　
一
一〇
　
（単
純
形
　
　
　
　
一
一、
　

派
生
形
　
　
　
一
八
）

四
段
　
　
　
　
　
　
一
一

（単
純
形
　
　
　
　
○
、
　

派
生
形
　
　
　
　
一
し

計
　
　
　
　
一二
五
九
　
（単
純
形
　
　
一二
〇
七
、
　

派
生
形
　
　
　
五
二
）

こ
の
派
生
形
の
計
五
二
は
全
三
五
九
語
の
一
五
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
「自
他
詞
資
料

一
」
の
派
生
形
が
三
五
％
で
あ
る
の
に
比
し

て
か
な
り
低
い
割
合
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
派
生
形
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「自
他
詞
資
料

一
」
が
第
二
段
に
お
い

て
四

一
六
語
中
単
純
形
二
五
七
盆
全

一％
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「自
他
詞
資
料
二
」
は

一
六
八
語
中

一
三
六
（八

一
％
）
で
あ
る
。
第

一
段

が

『詞
八
衛
』
の
活
用
型
別
の
例
語
に
拠

っ
て
分
類
・排
列
し
た
と
す
れ
ば

（↓
五
）、
単
純
形
が
多
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
第

二
段
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。

単
純
形
と

「す

。
さ
す
、
る

ｏ
ら
る
」
派
生
形
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
あ
る
語

（単
純
形
）
に
対
応
す
る
自
他
の
語
と
し
て
派
生

形

（使
役
。受
身
）
は
形
の
上
で
安
直
に
作
り
出
せ
る
語
で
あ
る
。
『詞
八
衛
』
に
、
改
め
て
引
用
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
羅
行
下
三

段
の
活
詞
を
挙
げ
た
後
、

③
右
に
挙
た
る
外
四
段
の
活
詞
の
其
第

一
の
音
よ
り
お
ど
ろ
く
を
お
ど
ろ
か
る
ゝ

（略
）
な
ど
活
か
し
又

一
段
の
活
詞
中
二
段
の
活
詞

の
其
第
二
の
音
よ
り
き
る
を
き
ら
る
ゝ

（略
）
お
く
る
を
お
き
ら
る
ヽ

（略
）
な
ど
活
か
し
下
三
段
の
活
詞
の
そ
の
第
四
の
音
よ
り

う
く
る
を
う
け
ら
る
ゝ
（略
）
な
ど
る
ゝ

ら
る
ゝ
と
活
か
し
た
る
た
ぐ
ひ
な
ほ
い
と
多
し
こ
と
ノ
ぐ
、
く
は
出
さ
ず
み
な
こ
ゝ
の
活
詞

な
り

（左
行
下
二
段
の
活
詞
を
挙
げ
た
後
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
四
十
九
オ
）

と
あ
る
。
自
他
対
応
の
語
が
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
公
式
化
さ
れ
て
生
産
可
能
と
な
れ
ば
、
例
え
ば

「
ひ
ろ
ぐ
る
」
の
自
他
対
応
語
と
し
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て

「
ひ
ろ
が
る
」
を
敢
て
求
め
る
ま
で
も
な
く

「
ひ
ろ
げ
さ
す
る
」
と
す
れ
ば
よ
い
。
「自
他
詞
資
料

一
」
が

「
ひ
ろ
ぐ
る
　
ひ
ろ
け
さ
す

る
」
、
「自
他
詞
資
料
二
」
が

「
ひ
ろ
ぐ
る
　
ひ
ろ
が
る
」
で
あ
る
の
は
、
「自
他
詞
資
料

一
」
が
い
わ
ば
安
直
な
自
他
対
応
語
生
産
方
式
に

従

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「自
他
詞
資
料
二
」
は
手
間
暇
か
け
て
自
他
対
応
の
語
を
捜
し
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
「自
他
詞

資
料
二
」
の
第
二
段
に
単
純
形
が
多
い
の
は
こ
う
い
う
理
由
に
よ
る
。
「
す
ｏ
さ
す
、
る
ｏ
ら
る
」
派
生
形
の
両
資
料
に
占
め
る
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
も
、
こ
の
場
合

「自
他
詞
資
料

一
」
が

「自
他
詞
資
料
二
」
の
前
に
位
置
す
る

一
つ
の
証
と
な
る
。

以
上
、
自
他
詞
の
異
同
数
、
派
生
形
の
占
め
る
割
合
、
加
え
て

「自
他
詞
資
料
二
」
が

一
応
冊
子
の
体
裁
を
成
す
こ
と
、
活
用
型
別
分

類
に

一
例
の
例
外
も
な
い
こ
と
に
よ
つ
て
、
「自
他
詞
資
料
二
」
は

「自
他
詞
資
料

一
」
の
後
に
位
置
す
る
。

四

　

「
自
他
詞
資
料

二
」

と

「
詞

の
カ
ー
ド
」

０
　
例
語

「詞
の
カ
ー
ド
」
は
自
他
対
置
語
の
カ
ー
ド
集
で
、
語
基
に
し
て
三
二
四

（延
べ
数
）
を
数
え
る
。
「自
他
詞
資
料
二
」
は
語
基

一
五

六
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
「自
他
詞
資
料
二
」
の
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
に
共
通
す
る
同

一
語
基
は

一
四
四
で
、
「自
他
詞
資
料
二
」
の
語
基

の
九
二
％
を
占
め
て
か
な
り
の
高
率
で
あ
る
。
対
し
て

「自
他
詞
資
料

一
」
と

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
で
は
、
「自
他
詞
資
料

一
」
の
語
基
四

一
八
の
う
ち

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
の
共
通
語
基
は
二
八
七
で
、
六
九
％
で
あ
る
。
こ
の
差
は
、
「自
他
詞
資
料
二
」
が

「詞
の
カ
ー
ド
」

に
、
「自
他
詞
資
料

一
」
よ
り
は
極
め
て
近
く
そ
の
成
立
に
深
く
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
、
お
そ
ら
く
意
味
し
て
い
る
。

「自
他
詞
資
料

一
」
と

「自
他
詞
資
料
二
」
と
に
共
通
の
活
用
型

「
力
行
上
二
段
活
・力
行
下
三
段
活
・サ
行
四
段
活
」
に
お
い
て

「詞

の
カ
ー
ド
」
と
共
通
の
語
基
を
欠
く
も
の
は

「自
他
詞
資
料

一
」
が

一
三
二
の
う
ち
三
六
、
「自
他
詞
資
料
二
」
が

一
〇
五
の
う
ち
九
。
「自

他
詞
資
料

一
」
で
多
数
を
占
め
、
し
か
も
こ
の
三
六
例
は

「自
他
詞
資
料

一
」
と

「自
他
詞
資
料
二
」
と
に
共
通
語
基
を
欠
く

「自
他
詞
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資
料

一
」
の
三
六
例
中
に
ほ
と
ん
ど
が
集
中
し
て
二
七
例
を
数
え
る
。
「自
他
詞
資
料
二
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
い

「自
他
詞
資
料

一
」
の

例
語
は

「詞
の
カ
ー
ド
」
に
も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
直
接
的
な

「自
他
詞
資
料

一
」
↓

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
関
係
を
否
定
し
、

「自
他
詞
資
料

一
」
↓

「自
他
詞
資
料
二
」
↓

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
経
路
を
肯
定
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
側
か
ら
い
う
と

「自
他
詞
資
料
二
」
と
の
共
通
語
基
は

一
四
六

（四
四
％
）
、
「自
他
詞
資
料

一
」
と

の
共
通
語
基
は
二
五
三

（七
六
％
）
で
割
合
の
上
で
は
逆
転
し
て
い
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
両
者
の
総
数
が
異
な
る
た
め
で
あ

る
。
両
者
に
共
通
の
力
行
上
二
段
活

・
力
行
下
三
段
活

・
サ
行
四
段
活
の
語
基
に
よ
っ
て
比
較
す
る
と

（数
値
は
、
資
Ｉ
語
基
数

・
資
Ｉ

の

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
の
同

一
語
基
数

・
資
Ⅱ
語
基
数

・
資
Ⅱ
の

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
の
同

一
語
基
数
の
順
。
括
弧
内
は
各
資
料
の
語
基

数
に
対
す
る

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
の
共
通
語
基
数
の
割
合
）
、

で
あ
る
。
こ
の
数
値
も
、
「自
他
詞
資
料
二
」
と

「詞
の
カ
ー
ド
」

し
て
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

〓
一　
　
　
三

（
一
〇
〇
％
）

三
ハ
　
　
一
〓
一
（　
八

一
％
）

八
六
　
　
八
〇

（　
九
三
％
）

一
〇
五
　
　
九
六

（　
九

一
％
）

と
の
関
係
が

「自
他
詞
資
料

一
」
と

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
の
関
係
に
比

②
　
例
語
の
対
応

「自
他
詞
資
料
二
」
「詞
の
カ
ー
ド
」
共
通
語
基
の
語
の
対
応
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

Ａ
　
上
下
三
語
が
正
し
く
対
応
も
し
く
は
上
下
逆
に
対
応
す
る
例

（横
に
並
べ
る
用
例
を
含
む
）、　
一
〇
六
例
。
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Ｂ
　

「自
他
詞
資
料
二
」
が
三
語
、
と
き
に
四
語
を
書
き
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
翁
詞
力
」
と
略
）
が
三
語
、
と
き
に
四
語
を
書
い
て
そ
の

一
語
も
し
く
は
二
語
を
抹
消
し
て
二
語
と
す
る
例
、
二
四
例
。
資
Ⅱ
「あ
ふ
す
　
あ
ふ
る
ヽ
　
あ
ふ
ら
か
す
」
ｏ詞
力
「あ
ふ
す
　
〔あ

ふ
ら
か
す
〕

あ
ふ
る
ゝ
」
な
ど
。

Ｃ

　

「自
他
詞
資
料
二
」
が
三
語
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
が
二
語
の
例
、
三
例
。
資
Ⅱ

「も
ら
す
　
も
る
　
も
る
ゝ
」
ｏ
詞
力

「も
る
　
も

Ｄ
　
「自
他
詞
資
料
二
」
が
二
語
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
が
三
語
を
書
き

一
語
を
抹
消
し
て
二
語
と
す
る
例
、
四
例
。
資
Ⅱ
「
か
く
る
　
か
ゝ

る
」
ｏ詞
力

「
か
ゝ
る
　
か
く
る
　
〔か
け
ら
る
ゝ
ど

な
ど
。
他
に
重
出
語
や
抹
消
語
を
含
む
複
雑
な
対
応
を
す
る
例
も
十
例
ほ
ど
が

あ
る

（省
略
）
。

「自
他
詞
資
料
二
」
↓

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
経
路
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
右
の
Ｂ
は

「自
他
詞
資
料
二
」
の

「あ
ふ
す
　
あ
ふ
る
ゝ
　
あ

ふ
ら
か
す
」
を

「詞
の
カ
ー
ド
」
が
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
検
討
し
、
自
他
対
応
の
二
語
と
し
て
相
応
し
く
な
い

「あ
ふ
ら
か
す
」
を
削
除

し
た
も
の
。
Ｃ
も
こ
れ
に
準
ず
る
。
Ａ
は
こ
の
経
路
を
肯
定
す
る
と
は
言
い
き
れ
な
い
が
積
極
的
に
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
。
Ｄ
の
三

例
の
み
が
直
接
に

「自
他
詞
資
料
二
」
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
総
じ
て

「自
他
詞
資
料
二
」
↓

「詞
の
カ
ー
ド
」
の

先
後
関
係
を
否
定
す
る
例
は
極
め
て
少
な
い
。

③
　
分
類

「詞
の
カ
ー
ド
」
は
カ
ー
ド

一
枚
に
二
語
も
し
く
は
三
語
以
上
の
語
を
書
き
二
語
を
残
し
て
他
を
抹
消
し
そ
の
二
語
が
自
他
の
対
応
を

な
す
。
そ
れ
が
活
用
型
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、　
一
枚

一
束
の
も
の
を
含
め
て
五
三
東
に
分
か
れ
る
。

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
紙
経
り
で
東
ね
た
そ
れ
ぞ
れ
が
活
用
型
別
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
点
で

「自
他
詞
資
料
二
」
か
ら

「詞
の
カ
ー



431 第二章 自他詞の成立

と  ド

に
そ
の
ま
ま
続
く
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
活
用
型
別
分
類
の
両
者
の
異
同
に
つ
い
て

「
力
行
上
二
段
活
」
を
例
と
し
て
言
う

次
の
よ
う
で
あ
る
。

「詞
の
カ
ー
ド
」
で
二
語
の
い
ず
れ
か
が
こ
の
活
用
型
で
あ
る
例
は
七
例
、
二
束
に
分
か
れ
る
。
仮
に
甲
束

。
乙
束
と
す
る
と
、
甲
は

カ
ー
ド
三
枚
、
乙
は
カ
ー
ド
四
枚
。
現
在
あ
る
カ
ー
ド
の
順
に
そ
の
語
を
挙
げ
、
「自
他
詞
資
料
二
」
と
対
照
し
て
み
る
。

甲
１

「
つ
く
す
　
つ
く
る
」
。
資
Ⅱ
は
力
行
上
二
段
活
に

「
つ
く
る
　
つ
く
す
」
と
サ
行
四
段
活
に

「
つ
く
す
　
つ
く
る
」
と
が
あ

っ
て

後
者
が
詞
力
に
対
応
す
る
。

甲
２

「
お
く
る
　
お
こ
す

　

〔お
こ
さ
る
ゝ
Ｆ
。
資
Ⅱ
は
力
行
上
二
段
活
に

「
お
く
る
　
お
こ
す
　
お
こ
さ
る
ゝ
」
。

甲
３

「
す
く
る
　
す
く
す

　

〔す
く
さ
る
ゝ
Ｆ
。
資
Ⅱ
は
力
行
上
二
段
活
に

「
す
く
る
　
す
く
す
　
す
く
さ
る
ゝ
」
。

乙
１

「
お
と
す
　
お
つ
る

　

〔お
と
さ
る
ゝ
ど
。
資
Ⅱ
は
サ
行
四
段
活
に

「
お
と
す
　
お
つ
る
　
お
と
さ
る
ゝ
」
。

乙
２

「
お
づ
る
　
お
ど
す
」
。
資
Ⅱ
に
対
応
す
る
語
な
し
。

乙
３

「く
た
す
　
く
つ
る
」
。
資
Ⅱ
は
サ
行
四
段
活
に

「く
た
す
　
く
つ
る
」
。

乙
４

「
ひ
た
す
　
ひ
つ
　

〔
ひ
た
る
ど
。
資
Ⅱ
に
対
応
す
る
語
な
し
。

甲
束

・
乙
東
は
と
も
に
夕
行
上
二
段
活

・
サ
行
四
段
活
の
二
語
組
合
せ
の
東
で
あ
る
が
、
甲
束
は
主
と
し
て

「自
他
詞
資
料
二
」
の
カ

行
上
二
段
活
分
類
の
例
語
に
よ

っ
た
も
の
、
乙
東
は
主
と
し
て

「自
他
詞
資
料
二
」
の
サ
行
四
段
活
分
類
の
例
語
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「詞
の
カ
ー
ド
」
は
例
語
と
す
る

「自
他
詞
資
料
二
」
の
例
語
の
分
類
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
語
の
活
用
型
が
同
じ
組
合
せ
で
あ

り
な
が
ら
複
数
の
東
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

右
の
甲
東
１
の

一
枚
と
、
甲
東
２

●
３
の
二
枚
と
は
、　
一
束
に
ま
と
め
ら
れ
な
が
ら
カ
ー
ド
の
大
き
さ
が
異
な
る
。
甲
１
は
タ
テ
の
長

さ
約

一
〇

・
四
セ
ン
チ
、
甲
２

●
３
は
と
も
に
約

一
六

。
ニ
セ
ン
チ
で
、
甲
１
に
対
応
す
る

「自
他
詞
資
料
二
」
の
語
に
続
く

「
つ
ぶ
す
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つ
ぶ
る
ゝ
」
「
て
ら
す
　
て
る
」
「
と
き
め
か
す
　
と
き
め
く
」
「
と
ほ
す
　
と
ほ
る
」
な
ど
の
語
の
カ
ー
ド
は
甲
１
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
長
さ

の
タ
テ
約

一
〇

・
四
～

一
〇

・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
乙
束
に
お
い
て
も
同
様
で
、
乙
１
に
対
応
す
る

「自
他
詞
資
料
二
」
の
語
の
前
後
に

位
置
す
る

一
語
基
三
語
形
の
語
に
対
応
す
る

「あ
ふ
す

　

〔あ
ふ
ら
か
す
〕
　

あ
ふ
る
ゝ
」
「
か
く
す
　
か
く
る
ゝ
　

〔
か
く
さ
る
ゝ
ピ

の
カ
ー
ド
は
乙
１
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
約

一
六

。
二
～

一
六

・
四
セ
ン
チ
で
あ
り
、
乙
３
は
対
応
す
る

「自
他
詞
資
料
二
」
の
語
に
続
く

一

語
基
二
語
形
の

「
く
だ
す
　
く
だ
る
」
「
く
ず
す
　
く
ず
る
ゝ
」
「く
つ
が

へ
す
　
く
つ
が
へ
る
」
な
ど
の
語
の
カ
ー
ド
と
同
じ
く
こ
れ
は

約
八

・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

「
詞
の
カ
ー
ド
」
は
、
大
き
な
用
紙
を
切

っ
た
短
冊
形
の
カ
ー
ド
、
し
た
が
っ
て
何
枚
か
は
同
じ
用
紙
を
切
っ
た
も
の
な
の
で
同
じ
大

き
さ
の
カ
ー
ド
が
続
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

一
枚
ご
と
に

「自
他
詞
資
料
二
」
の
例
語
を
取
捨
選
択
し
或
い
は
新
た
に
追
加
し
て
書
き
、

そ
れ
を

「自
他
詞
資
料
二
」
と
は
全
く
異
な
る
分
類
、
即
ち
対
応
す
る
二
語
の
組
合
せ
と
し
て
の
活
用
型
に
よ
っ
て
分
類
し
て
五
三
の
東

に
し
た
の
で
あ
る
。
紙
経
り
に
よ
る

一
東
に
大
小
の
カ
ー
ド
が

一
括
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
か
く
て
対
置
す
る
二

語
を
も

っ
て

「自

ｏ
他
」
の
対
応
と
す
る

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
束

一
束
の
各
カ
ー
ド
の
対
応
す
る
二
語
の
活
用
型
が
そ
れ
ぞ
れ
同

一
組
合
せ
と
い
う

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
分
類
は

『自
他
』
の
分
類

と
全
く
同
じ
で
あ

っ
て
、
『自
他
』
は
そ
れ
に
活
用
型
の
名
称
と
意
義
規
定
が
加
え
ら
れ
て
分
類
が
明
瞭
に
な
る
。

『自
他
』
に
お
い
て
、
右
の
甲
の
東
は
、

④

〈加
行
中
二
段
の
活
詞
〉
　

〈左
行
四
段
の
活
〉

つ
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
す

す
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
す

お
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
す
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右
加
行
中
二
段

〈
の
活
〉
自

〈然
る
を
い
ふ
〉
左
行
四
段

〈
の
活

ハ
〉
〔他
ま
り
〕
〈物
を
然
す
る
を
い
ふ
也
〉

（６
ウ
～
７
オ
）

乙
の
東
は

「
多
行
卜
左
行
に
て
自
他
を
わ
か
つ
例
」
の

一
つ
と
し
て
、

⑤

お
つ
る
　

　

　

　

　

　

お
と
す

お
づ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ど
す

く

つ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
く
た
す

ひ
つ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
た
す

右
多
行
中
二
段
自

然

〈
を
い
ふ
〉
左
行
四
段

〈
物
を
し
か
す
る
也
〉

と
あ
る
。

次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
「自
他
詞
資
料
一
ご

に
、

⑥
　
　
さ
す
ら
は
す
　
　
さ
す
ら
ふ

さ
す
ら
ひ
て

と
あ

っ
て
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
に
、

⑦
　
　
さ
す
ら
は
す
　
　
さ
す
ら
ふ

〔さ
す
ら
ひ
て
〕

③
　
　
さ
す
ら
ふ
　
　
　
さ
す
ら

〔
ひ
〕
〈
ふ
る
〉

と
書
く
例
で
は
、
⑦
抹
消

「
さ
す
ら
ひ
て
」
は

「詞
の
カ
ー
ド
」
が

「自
他
詞
資
料
二
」
の
形
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
そ
れ
を
抹
消
し
て

自
他
の
二
語
を
残
し
た
形
跡
が
明
ら
か
で
あ
る
。
③
は
同
意
と
し
て
別
カ
ー
ド
と
な
る
。

（９
ウ
～
１０
オ
）
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以
上
、
自
他
詞
の
異
同
数
、
例
語
の
対
応
、
カ
ー
ド
の
大
き
さ
な
ど
に
よ

っ
て
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
が

「自
他
詞
資
料
二
」
の
後
に
位
置

す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
し
、
『自
他
』
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
後
に
位
置
す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

五
　

「自
他
詞
資
料

一
」
と

『詞
八
衛
』

０
　
例
語
と
分
類

刊
本

『詞
八
衛
』
の
例
語
は
活
用
型
別
に
一
語
基

一
語
形
で
五
十
音
順
に
列
記
さ
れ
る
。
「自
他
詞
資
料

一
」
は

一
語
基
二
語
形
以
上
複

数
の
自
他
詞
が
そ
の
冒
頭
の
語
の
活
用
型
別
に
列
記
さ
れ
、
『詞
八
衛
』
の
排
列
と
同

一
で
あ
る
。
例
と
し
て

『詞
八
衛
』
の
力
行
下
三
段

の
活
詞
を
列
挙
す
る

（
＊
を
付
し
た
語
は

「自
他
詞
資
料

一
」
の
、
＃
を
付
し
た
語
は

「自
他
詞
資
料
二
」
の
力
行
下
三
段
活
冒
頭
の
語

と
同
じ
語
。
ｏ
は

『八
衛
』
、
証
例
の
あ
る
語
）。

⑨
）
あ
く
る
＊
＃
　
　
　
あ
ぐ
る

ｏ
い
は
く

る
　
　
　
　
　
＞つ
く

る

力

く

る

＃
”
　

　

　

　

力

ゝ

ぐ

る

ｏ
か
ま
く
る
　
　
　
　
　
く
だ
く
る

さ
ゝ
ぐ
る
　
　
　
　
　
さ
づ
く
る
＊

ｏ
し
ら
く

る

＊

＃

　
　
ｏ
し
ら
ぐ

る

＊

そ
む
く

る

　
　
　
　
　
た
く

る

た

ひ
ら
ぐ

る
　
　
　
　
た

む
く

る

つ
ゞ
く

る
　
　
　
　
　
と
く

る

あ
づ
く
る
＊
＃

ｏ
う

ら
ぐ

る

＃

○
か
じ
く

る

さ

く

る

＃

さ
ま
た
ぐ

る

＃

○
す
ぐ

る

た
す
く

る

＊

＃

つ
く

る

と
ぐ

る

ｏ
あ
ら
く
る

お
も
む
く
る

か
づ
く
る

○

さ

ぐ

る

＃

し

り

そ

く

る

○
す

ゝ
く
る

た
は
く
る

つ
く

る

＊
＃

な
ぐ

る

＊
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な
づ
く
る
＊
　
　
　
　
に
ぐ
る
＊
＃

　

　

　

ぬ
く
る
　
　
　
　
　
　
ね
じ
く
る

○
の
く
る
　
　
　
　
　
ｏ
は
ぐ
る
　
　
　
　
　
○
は
る
く
る
　
　
　
　
〇
ひ
し
く
る

○
ひ
た

ゝ
く
る
　
　
　
　
ひ
ら
く
る
　
　
　
　
　
ひ
ろ
ぐ
る
＊
＃
　
　
　
ふ
く
る
＊
＃

ｏ
ほ
く
る
　
　
　
　
　
ｏ
ほ
ろ
ゝ
く
る
＊
　
　
　
ま
く
る
＊
　
　
　
　
　
ま
ぐ
る
＊
＃

ｏ
む
く
る
　
　
　
　
　
○
や
く
る
　
　
　
　
　
　
や

ハ
ら
ぐ
る
　
　
　
　
わ
く
る
＃

ｏ
わ
ら
く
る
　
　
　
　
○
わ

ゝ
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
二
十
五
ウ
～
二
十
六
オ
）

『詞
八
衛
』
の
例
語
と

「自
他
詞
資
料

一
」
の
例
語
の
冒
頭
の
語

（①
）
と
を
活
用
型
別
に
比
較
対
照
す
る
と
、
「自
他
詞
資
料

一
」
の

例
語
の
全
部
が

『詞
八
衛
』
の
例
語
に
含
ま
れ
、
例
外
は
な
い
、
と
い
っ
て
よ
い
。

『詞
八
衝
』
の
例
語
は
ア
行

一
段
活
に
始
ま
っ
て
フ
行
下
三
段
活
ま
で
三
二
の
活
用
型
に
分
か
れ
る
。
各
活
用
型
別
の

「
四
種
の
活
の

図
」
の
後
に
列
挙
さ
れ
る
例
語

（
一
部
、
「
四
種
の
活
の
図
」
中
の
例
語
を
含
む
）
は
総
数

一
五
〇
八
語
で
、
「自
他
詞
資
料

一
」
は

（語

基
）
四

一
八
語
で
あ
る
が
、
「自
他
詞
資
料

Ｆ

に
は

『詞
八
衛
』
の
活
用
型
の
す
べ
て
の
活
用
型
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

力
中
二
、
力
下
二
、
サ
四
、
サ
下
三
、
夕
四
、
夕
下
三
、
ナ

一
、
ナ
下
二
、

ハ
四
、

ハ
中
二
、

ハ
下
二
、

マ
四
、

マ
中
二
、

マ
下
二
、
ヤ
下
二
、
ラ
四
、
ラ
中
二
、
ラ
下
二
、
ワ
下
二
、

の

一
九
種
に
限
ら
れ
る
が
、
こ
の
順
は

『詞
八
衝
』
に
載
る
活
用
型
の
順
に

一
致
す
る
。

右
の

一
九
の
活
用
型
に
限
る
と

『詞
八
衛
』
の
例
語
は

一
二
五
〇
語
で
、
「自
他
詞
資
料

一
」
は
、
語
形
す
べ
て
を
抹
消
す
る
語
基
が
六

語
あ
る
の
で
そ
れ
を
除
く
と
四

一
二
語

（語
基
）
で
あ
る
。
こ
れ
は

『詞
八
衛
』
の
例
語

一
二
五
〇
語
の
三
二
％
。
逆
に

「自
他
詞
資
料

一
」
の
例
語

釜
中
基
）
四

一
二
語
の
う
ち

『詞
八
衛
』
に
拠

っ
た
と
見
倣
し
得
る
語
は
四

一
二
語

（
一
〇
〇
％
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

『詞

八
衝
』
の
例
語
の
約
三
分
の

一
が

「自
他
詞
資
料

一
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
「自
他
詞
資
料

一
」
の
例
語

（語
基
）
の
全
部
が

『詞
八
衛
』
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に
拠

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
　
例
語
の
対
照

ａ
　
右
の

『詞
八
衛
』
の
四

一
二
語
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
き
方
を
す
る
例
語
を
含
む
。

（
い
）
「自
他
詞
資
料

一
」
各
語
基
の
複
数
の
語
の
冒
頭
以
外
の
語
が

『
八
衛
』
の
語
に
対
応
す
る
例
語
、　
一
五
例
。
八
衡

「
ふ
す
」
。

資
Ｉ

「
ふ
す
る
　
ふ
す
　
ふ
さ
す
る
」
、
八
衛

「
か
な
ふ
る
」
・
資
Ｉ

「
か
な
ふ
　
か
な
ふ
る
」
な
ど
。
「し
ら
く
る
ｏ
し
ら
ぐ
る
」
は
、
八

衛
で
は

「し
ら
く
る
」
「し
ら
ぐ
る
」
の
二
語
と
な
る
が
資
Ｉ
で
は
同

一
語
基
の
自
他
詞
の
複
数
の
語
形
と
し
て

一
行
に
書
く
。
数
値
と
し

て
は

一
例
の
差
と
な
る
。

（ろ
）
表
記
の
異
な
る
も
の
、
六
例
。
八
衝

「
こ
ら
す
」
ｏ
資
Ｉ

「
こ
す
す
　
こ
る

（「
こ
す
す
」
は

「
こ
ら
す
」
の
誤
り
。
資
Ｉ
は
他

に

「
こ
る
　
こ
ら
す
」
、
資
Ｈ

「
こ
ら
す
　
こ
る
し
」
。
八
衛

「く
ゆ
ら
か
す
」
・資
Ｉ

「く
ゆ
ら
す
　
く
ゆ
る
」。
八
衝

「
ま
ず
る
」
ｏ資
Ｉ

「
ま
じ
る
　
ま
ぜ
る

（「
ま
ぜ
る
」
国
語
と
。
八
衛

「
し
ぬ
ぶ
」
。資
Ｉ

「
し
の
ぶ
　
し
の
バ
る
ゝ
　
し
の
バ
す
る
」
。
八
衝

「
ま
じ
ふ
る
」
ｏ

資
Ｉ

「ま
ち
ふ
る
　
ま
ち
は
る

（仮
名
違
い
と
。
八
衛

「
せ
む
る
」
ｏ
資
Ｉ

「
せ
め
る
　
せ
め
ら
る
ゝ

（「
せ
め
る
」
国
語
と
。

（は
）
対
応
す
る
語
の
な
い
も
の
、
四
例
。
資
Ｉ
サ
行
四
段
活
に

「
な
ご
む
　
な
ご
む
る
」
「
ひ
ろ
ぐ
る
　
ひ
ろ
ご
る
」
、
資
Ｉ
ハ
行
下

三
段
活
に

「
の
バ
は
る
　
の
ば
す
」
、
資
Ｉ
マ
行
下
三
段
活
に

「
ひ
そ
む
　
ひ
そ
ま
る
」。
た
だ
し
こ
れ
は
同

一
活
用
型
と
し
て
分
類
さ
れ

る
語
を
対
照
し
た
結
果
で
あ

っ
て
、
語
と
し
て
は
対
応
す
る
語
が
あ
る
。
他
に
、
八
衛
に

「く
だ
つ
」

一
例
。
「
く
だ

つ
」
は
資
Ｉ
に
な

く
、
あ
る
の
は

「く
た
す
　
く
た
る
　
く
た
さ
る
ゝ
」
。
こ
れ
は
八
衝

「
く
た
す
」
に
対
応
す
る
。

ｂ
　

「自
他
詞
資
料

一
」
に

「あ
く
か
ら
す
―
あ
く
か
る
ゝ
」
と
書
く
語
が
あ
る
。
「あ
こ
か
ら
す
―
あ
こ
か
る
ゝ
」
は

『詞
通
路
』
関

係
の
自
他
に
関
す
る
資
料
で
は

『自
他
』
に
な
く

「自
他
草
稿
」
に
な
く
、
「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
に
も
な
い
。
あ
る
の
は

「自
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他
詞
資
料

一
」
と

「自
他
詞
資
料
二
」
と

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
だ
け
で
、
『詞
八
衛
』
の
サ
行
四
段
活
の
例
語
に

「あ
く
か
ら
す
」
の
形
で

存
在
す
る
語
で
あ
る
。
「自
他
詞
資
料
二
」
「詞
の
カ
ー
ド
」
は

「あ
こ
か
ら
す
―
あ
こ
か
る
ゝ
」
で
あ
る
。
こ
れ
も

「自
他
詞
資
料

一
」

が

『詞
八
衛
』
か
ら
続
く
証
左
に
な
る
。

『詞
八
衛
』
に
は

「あ
く
が
ら
す
」
の
他
に
も
小
文
字
で
傍
記
す
る
語
が
か
な
り
あ

っ
て

（
一
九
語
）、
「自
他
詞
資
料

一
」
と
共
通
の

語
で
は

「
ま
´
は
す
」
「
さ
ぃ
ら
ふ
」
「
ひ
り
ふ
」
の
三
語
で
、
こ
の
語
に
対
応
す
る

「自
他
詞
資
料

一
」
の
語
は

１

「
ま
つ
ハ
る
　
ま
つ

ハ
す
　
ま
つ
ハ
さ
る
ゝ
」、
２

「
さ
も
ら
ふ
　

〔さ
も
ら
ハ
る
ゝ
〕
　

さ
も
ら
ハ
す
る
」、
３

「
ひ
り
ふ
　
ひ
ろ
ハ
る
ゝ
　
ひ
ろ
ハ
す
る
」

で
あ
る
。
う
ち
、
１
は

『詞
八
衛
』
の
傍
記
に
拠

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
片
仮
名
表
記
の
場
合
、
２

●
３
は
そ
の
傍
記
を
採
る
こ
と
が
な
い

が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

『詞
八
衛
』
↓

「自
他
詞
資
料

一
」
の
経
路
を
証
す
る
痕
跡
が
あ
る
。

以
上
、
『詞
通
路
』
と

『詞
八
衛
』
の
分
類
、
例
語
の
異
同

。
語
順
な
ど
に
よ
っ
て
、
『詞
通
路
』
の
自
他
詞
は

『詞
八
衛
』
の
各
活
用

型
別
に
列
挙
さ
れ
る
例
語
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に

「例
語
の
配
列
等
に

『詞
八
衛
』
と
の
関
連

性
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

エハ
　
ま
と
め

前
節

「
「詞
の
カ
ー
ド
」
と

「自
他
」
と

「自
他
草
稿
」

詞
八
衛

↓

自
他
詞
資
料

一　
↓

自
他
詞
資
料
二

刊
本

の
経
路
、
先
後
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

『詞
八
衝
』
は
、
活
用
型
を
五
十
音
順
に
排
列
し
、
各
活
用
型
を

「
四
段
の
活

。
一
段
の
活

。
中
二
段
の
活

・
変
格
の
活

・
下
三
段
の

と
併
せ
て
、
『詞
通
路
』
の

「詞
の
自
他
の
事
」
の
成
立
過
程
に
は
、

↓
　
詞
の
カ
ー
ド

↓

自
他

（同
意
草
稿
）

↓

初
稿
本

↓

成
稿
本

↓
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活
」
の
順
に
排
列
し
、
か
つ
各
活
用
型
の
例
語
を
五
十
音
順
に
排
列
す
る
。
こ
れ
が

『詞
八
衝
』
の
分
類
排
列
で
あ
る
。

「自
他
詞
資
料

一
」
は
、
『詞
八
衛
』
の
例
語
か
ら
自
他
詞
と
な
り
う
る
語
を
選
択
採
用
し

一
語
基
の
複
数
の
自
他
詞
と
な
し
、
い
さ
さ

か
の
例
外
は
あ
る
が
そ
の
冒
頭
の
語
を
全
く

『詞
八
衝
』
の
分
類
・排
列
に
準
じ
て
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
『詞
八
衛
』
か
ら
自
他
の
語

を
採
る
こ
と
は
、
『詞
八
衛
』
に

「自
他
の
詞
の
こ
と
は
別
に
く
は
し
く
い
ふ
べ
し
」
（刊
上
四
十
杢
異
）
と
あ
る
よ
う
に
謂
わ
ば
必
然
で

あ

っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

「自
他
詞
資
料
二
」
は
、
「自
他
詞
資
料

一
」
の
自
他
詞
を
精
選
し

『詞
八
衝
』
に
よ
っ
て
欠
を
補
い
、
あ
る
い
は
他
に
求
め
て
追
加
し

整
理
し
て

一
応
冊
子
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
分
類
排
列
は
全
く

「自
他
詞
資
料

一
」
に
準
ず
る
。
「自
他
詞
資
料
二
」
が
三
語
以
上
の
語
を

書
き
そ
の
二
語
を
線
で
結
ぶ
こ
と
が
あ
る
の
は
、
二
語
を
も

っ
て
自
他
の
対
応
と
す
る
現
れ
か
と
思
わ
れ
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
に
続
く
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
力
行
上
二
段

・
力
行
下
三
段

・
サ
行
四
段
以
外
の
活
用
型
の
語
を
収
め
る

「自
他
詞
資
料
二
」
同
様
の
冊
子
の
存
在
が

予
想
さ
れ
る
が
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。

「詞
の
カ
ー
ド
」
は
、
「自
他
詞
資
料
二
」
の
例
語
、
あ
る
い
は
他
の
資
料
に
拠

っ
て
同

一
語
基
の
二
語
も
し
く
は
三
語
以
上
の
複
数
の

語
を

一
枚
の
カ
ー
ド
に
書
き
、
そ
れ
を
自
他
対
応
の
二
語
と
な
し
、
そ
の
二
語
の
組
合
せ
と
し
て
の
活
用
型
で
分
類
し
整
理
し
直
し
た
カ

ー
ド
集
で
あ
る
。
こ
の

「詞
の
カ
ー
ド
」
に
お
い
て
、
「自
他
詞
資
料

一
」
「自
他
詞
資
料
二
」
の
分
類
か
ら
、
と
い
う
こ
と
は

『詞
八
衛
』

の
分
類
か
ら
開
放
さ
れ
、
同
じ
く
五
十
音

・
活
用
型
に
即
し
な
が
ら
も
全
く
別
の

″自
他
″
と
し
て
の
分
類
、
即
ち
自
他
二
語
の
組
合
せ

と
し
て
の
分
類
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は

一
度
冊
子
の
形
態
を
成
し
た

「自
他
詞
資
料
一
ご

を
解
体
し
て
カ
ー
ド
と

す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

『自
他
』
は
、
例
語
の
多
く
を

「詞
の
カ
ー
ド
」
に
拠
り

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
同
じ
く
自
他
対
応
二
語
の
組
合
せ
と
し
て
の
活
用
型
の

分
類
と
し
、
加
え
て
意
義
規
定
を
付
し
て
冊
子
の
形
態
と
な
し
た
も
の
で
、
こ
の
段
階
で
現
在
見
る
版
本
の
原
形
が
出
来
上
が
っ
た
。
か
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く
て
、
春
庭
の
自
他
は

″自
″
と

″他
″
の
対
立
す
る
二
つ
の
意
義
規
定
か
ら
出
発
し
、
多
く
の
意
義
規
定
が
示
す
よ
う
に
二
語
の
相
対

的
な
対
応
と
し
て
の
自

・
他
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「初
稿
本
」
は

『自
他
』
そ
れ
自
体
の
な
か
で
成
長
し
た
自
他
上
下
対
置
語
と
意
義
規
定
に
加
え
て
総
説

・
六
段
図

。
解
説
な
ど
を
付

し
て

「刊
本
」
同
様
の
形
態
に
ま
で
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
更
に
推
敲
さ
れ
た
の
が

「成
稿
本
」
で
あ
り

「刊
本
」
で
あ
る
。

こ
の
経
路
は
お
そ
ら
く
誤
り
が
な
い
。
こ
の
経
路
を
本
流
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
流
れ
込
む
幾
つ
か
の
、
い
わ
ば
支
流
と
し
て
他
の
資
料

が
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
「自
他
草
稿
」
は
そ
の

一
つ
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
十
分
に
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
『詞
通
路
』
「詞
の
自

他
の
事
」
の
成
立
過
程
に
お
け
る

「自
他
草
稿
」
の
位
置
は
、
お
そ
ら
く
意
義
規
定
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

『自
他
』
の
前
後
か
と
思

わ
れ
る
が
確
か
に
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
。
自
他
対
置
語
と
そ
の
意
義
規
定
の
他
の
資
料
と
の
対
照
だ
け
で
は
、
そ
の
位
置
を
確
定

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
節
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
二
つ
の
資
料
を
最
初
に
翻
刻
発
表
し
「自
他
」
の
資
料
で
あ
る
と
指
摘
し
た
の
は
前
田
孝
夫
氏
で
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。
　

前
田
孝
夫

「詞
の
兼
用
の
事

草
稿
中
の

『詞
通
路
』
上
巻
資
料
二
つ
」
翁
鈴
屋
学
会
報
』
第
六
号
　
平
成
元
年
七
月
）

２
　
前
田
孝
夫

「
『詞
通
路
』
上
巻
初
期
資
料
三
種

一
「詞
の
カ
ー
ド
翻
刻
」
（
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
第
十
四
号
　
平
成
元
年
二
月

金
沢
大
学
国

語
国
文
学
会
ご

３
　
サ
行
中
二
段
に
注
記
と
し
て
載
る

「
こ
ず
る
」
を
除
く
。

４
　
注
２
前
田
論
文
。

５
　
詳
し
く
は
第

一
部
第
二
章
。

○
第
二
節
は
、
コ
詞
八
街
』
と

『通
路
資
料
』
と

「詞
の
カ
ー
ド
』
と

―

『詞
通
路
』
自
他
詞
の
成
立
過
程
―
」
翁
鈴
屋
学
会
報
』
第
八
号
　
平

1注
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成
二
年
七
月
）
に
加
筆
し
た
。
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第
二
節

　

「自
他
草
稿
」
の
位
置

一　
自
他
対
置
語
の
分
類

『詞
通
路
』
成
立
過
程
に
お
け
る

「自
他
草
稿
」
の
位
置
に
つ
い
て
、
第

一
節
末
尾
に

「結
局

「自
他
草
稿
」
は
系
列
を
別
に
し
て
成

立
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
が
、
い
ま
少
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
付
け
加
え
る
。

『詞
通
路
』
成
立
の
過
程
に
お
け
る

「自
他
草
稿
」
の
位
置
を
定
め
る
場
合
、
対
置
語
と
し
て
は
整
理
さ
れ
て
い
な
い
第
二
の
部
分
は

除
く
こ
と
に
な
る
。
第

一
の
部
分
は
、
抹
消

・
挿
入

・
重
出
の
語
を
含
め
て
二

一
八
組
、
う
ち
、
重
出
語
二
〇
組
を
除
く
と
、
異
な
る
自

他
対
置
語
は

一
九
八
組
で
あ
る
。
こ
の

一
九
八
組
中
他
の
資
料
と
共
通
の
も
の
は
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
で

一
四
二
組

（七
二
％
）
、
『自
他
』

で
九
八
組

（四
九
％
）
、
「初
稿
本
」
で
九
四
組

（四
七
％
）
、
「成
稿
本
」
で
九
二
組

（四
七
％
）
、
「刊
本
」
で
九

一
組

（四
六
％
）
で
あ

る
。
意
義
規
定
の
付
さ
れ
る

『自
他
』
「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
四
本
で
は
共
通
の
同

一
対
置
語
が
九

一
組
で
、
「刊
本
」
の
そ

れ
に
同
じ
で
あ
る
。　
一
致
す
る
数
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
な
か
で

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
同

一
の
対
置
語
が

「自
他
草
稿
」

一
九
八
組

の
七
割
を
超
え
る
点
が
注
目
さ
れ
、
「自
他
草
稿
」
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

述
べ
た
よ
う
に
、
『詞
通
路
』
が

「初
稿
本
」
↓

「成
稿
本
」
↓

「刊
本
」
の
順
に
成

っ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
そ
の
前
に

『自
他
』
が

位
置
す
る
こ
と
も
対
置
語
の
共
通
性
、
『自
他
』
に
書
き
込
ま
れ
る
墨
筆
・朱
筆
の
指
示
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
問
題
は

「自
他

草
稿
」
の
位
置
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
改
め
て
、
「刊
本
」
「成
稿
本
」
「初
稿
本
」
『自
他
』
と
共
通
の
語
を
中
心
に
、
意
義
規
定
ご

と
に
纏
め
ら
れ
る
同

一
グ
ル
ー
プ
の
対
置
語
が
近
く
に
位
置
す
る

『自
他
』
及
び

「初
稿
本
」
の
対
置
語
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
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を
見
る
こ
と
に
す
る
。
（
＊
印
は

「刊
本

・
成
稿
本

。
初
稿
本

。
自
他
」
の
す
べ
て
、
若
し
く
は
そ
の
幾
つ
か
に
同
じ
対
置
語
の
有
る
対
置

語
。
対
置
語
に
付
し
た
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ
は
他
の
資
料
に
お
け
る
同

一
対
置
語
の
意
義
規
定
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ
と
対
応
す
る
）。

①
ｌ
⑥
四
段
と
下
二
段

〈
そ
た
ち
　
　
　
　
　
そ
た
つ
る
〉
（重
出
抹
消

一
例
）
　

＊
‥
‥
Ａ

あ

き
　

　

　

　

　

　

　

あ

く

る

〈
た

り

　

　

　

　

　

　

た

る

ゝ
〉

う

キ
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つゝ
′
さ
る

か
た
ぶ
き
　
　
　
　
　
か
た
ふ
く
る

た
ひ
ら
ぎ

　
　
　
　
　
た
ひ
ら
く
る
　
＊
‥
‥
Ｂ

〈
つ
き
　
　
　
　
　
　
つ
く
る
〉

つ
ゞ
き
　
　
　
　
　
　
つ
ゞ
く
る
　
＊
‥
‥
Ｂ

な

つ
き
　
　
　
　
　
　
な

つ
く
る

や
は
ら
き
　
　
　
　
　
や
は
ら
く
る
　
＊
‥
‥
Ｂ

草

　

〔物
の
〕
み
つ
か
ら
然
る
―
―
物
を
然
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
オ
）

自
Ａ
　
自
―
―
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２
ウ
）

Ｂ
　

〈物
の
〉
自

〈然
る
〉
―
―

〔他
〕
〈物
を
然
す
る
〉
（２
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
オ
）

初
Ａ
　
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
―
―
物
を
然
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１３
ウ
）

Ｂ
　
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
―
―
物
を
然
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１２
ウ
）
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●
か
づ
き
　
　
　
　
　
か

つ
く
る

し
り
そ
き
　
　
　
　
し
り
そ
く
る
　
＊

そ
む
き
　
　
　
　
　
そ
む
く
る

〔
つ
き
　
　
　
　
　
つ
く
る
〕

む
き
　
　
　
　
　
　
む
く
る

草
　
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
物
を
然
す
る

●
か
づ
き
ハ
い
さ
ゝ
か
こ
と
な
り

自

　

〈物
の
〉
自

〈
然
る
〉
―
―

〔他
〕
〈物
を
然
す
る
〉
（１
の
Ｂ
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
）

初
　
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
―
―
物
を
然
す
る

（１
の
Ｂ
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
）

⑤
四
段
⑤
下
三
段

●
お
ひ

〔あ
ひ

〈
い
ひ

〈
と
ひ

ぬ
ひ

ま

ひ

よ

み
〈
も
ち

お
ほ
す
る

あ
は
す
る
〕

い
は
す
る
〉

と
は
す
る
〉

ぬ
は
す
る

ま
は
す
る

よ
ま
す
る

も
た
す
る
〉

＊

‥

‥
Ａ

＊

‥

‥
Ａ

＊

・
・
‥
Ａ

＊

・
・
‥
ｐ
υ

＊

・
‥

・
ｒ
）

（
１

ウ

）

（
１

オ

）

（
・２

ウ

）
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草
　
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
他
に
然
さ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（５
オ
）

自
Ａ
　
自
　
然
す
る
―
―
他
に
然
さ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１２
ウ
～
・３
オ
）

Ｂ
　
自
然
す
る
―
―
他
に
然
さ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５
オ
～
ウ
）

Ｃ
　
然
す
る
―
―
他
に
然
さ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（９
ウ
）

初
Ａ
　
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
他
に
然
さ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２．
ォ
）

Ｂ
　
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
他
に
然
さ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２３
オ
）

Ｃ
　
み
つ
か
ら
然
す
る
―
―
他
に
然
さ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１９
オ
）

「自
他
草
稿
」
で
は
右
の
よ
う
に
、
力
行
の
活
用
と
し
て
分
類
さ
れ
な
が
ら
夕
行
の
「
そ
た
ち
―
そ
た
つ
る
」
、
ラ
行
の
「た
り
―
た
る
ゝ
」

（①
ｌ
）
、　
ハ
行
の
活
用
に
マ
行
の

「
よ
み
―
よ
ま
す
る
」、
夕
行
の

「
も
ち
―
も
た
す
る
」
（①
３
）
が
混
じ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
、
例
語
の
分
類
が
か
な
り
混
乱
し
て
い
る
。
し
か
も
同
じ
活
用
型
の
語
が

『自
他
』
「初
稿
本
」
で
は
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
こ
れ
は

「自
他
草
稿
」
に
、
活
用
型
に
よ
っ
て
分
類
し
な
が
ら
も
意
義
規
定
を
優
先
す
る
考
え
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
点
で

「自
他
草
稿
」
は

『自
他
』
と
異
な
る
。
共
に
多
く
の
抹
消
・挿
入
に
よ
る
訂
正
は
あ
る
が
、
『自
他
』
に
は
活
用
型
の
分
類
に

混
乱
が
な
く

「自
他
草
稿
」
に
は
そ
れ
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く

「付
け
木
」
の
存
在
も
そ
れ
を
意
味
す
る
。

一
一　
対
置
語
と
六
段
図

対
置
語
と
六
段
図
の
各
段
の
語
は
、
い
ま

「刊
本
」
ｒ
百
え
ば
前
者
が
四
〇
八
語

（自
他
対
置
語
の
語
に
限
る
）、
後
者
が
二
一
四
語
で

あ
る
。
こ
れ
ら
が
す
べ
て
、
例
え
ば
後
者
が
前
者
に
含
ま
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
し
、
同
語
基
同
語
形
で
も
対
置
語
と
六
段
図
と
で

は
意
義
規
定
が
同
じ
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
ま
し
て
対
置
語
は

「刊
本
」
以
外
に
も
あ
る
し
六
段
図
も
同
様
で
、
両
者
の
相
互
関
係
は
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か
な
り
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
。
こ
こ
で
は
、
意
義
規
定
の
付
さ
れ
る

「自
他
草
稿
」
『自
他
』
「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
対
置

語
の
上
下
の
語
と
、
そ
れ
が

「詞
の
表
」
「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
六
段
図
の
何
段
の
語
で
あ
る
か
を
対
照
し
て
み
る

（括
弧
内

の
漢
数
字
は
刊
本

・
成
稿
本

。
初
稿
本

・
詞
の
表
の
六
段
図
の
段
。
傍
線
の
語
は
対
置
語
の
上
下
の
組
合
せ
を
異
に
す
る
重
出
語
。
「自
他

草
稿
」
『自
他
』
は
第

一
の
部
分
に
限
る
）。

②
ｌ
　
自
…
…
自
―
他

草
…
…
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る

初
成
刊
…
…
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る

ａ
き
る
ゝ

（刊
成
初
詞
　
一
）
―
き
る

（刊
成
初
詞
　
一
こ

ｂ
を
る
ゝ

（同
　
　
　
　
　
）
―
を
る

（同
　
　
　
　
　
）

２
　
自
…
…

〔自
〕
〈物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
〉
―

〔他
〕
〈物
を
然
す
る
〉

草
…
…
物
の
み
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る

初
成
刊
…
…
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る

ａ
く
た
く
る

（刊
成
初
　
一
）
―
く
た
く

（刊
成
初
　
一
こ

ｂ
と
く
る

（詞
　
一
）
―
と
く

（詞
　
一
こ

３
　
自
…
…
然
す
る
―
自
然
せ
ら
る
ゝ

草
…
…

〔み
つ
か
ら
〕
〈物
を
〉
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
宍
物
を
と

お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ

初
成
…
…
　
物
を
然
す
る
―
み
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
ｏ
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

う
つ

（刊
成
初
　
一
こ

―
う
た
る
ゝ

（刊
成
初
　
工Ｃ
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４
　
草
…
…
　
他
を
然
す
る
―
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

ａ
と
ふ

（詞
　
一
）
―
と
は
る
ゝ

（詞
　
五
上
Ｃ

・‥

Ｇ
詞
の
表
」
の
第
五
段
第
六
段
を
他
の
六
段
図
の
意
義
規
定
に
合
せ
て
第

六
段
第
五
段
と
し
た
。
以
下
、
同
）

ｂ
わ
ら
ふ

（詞
　
一
）
―
わ
ら
は
る
ゝ

（詞
　
一Ｃ

‥
・
翁
わ
ら
ひ
ハ
い
さ
さ
か
こ
と
な
り
」
が
付
記
）

ｃ
ふ
る
す

（刊
成
初
詞
　
一
じ

―
ふ
る
さ
る
ゝ

（刊
成
初
詞
　
工Ｃ

ｄ
つ
か
は
す

（刊
成
初
　
一二
、
詞
　
一
こ

―
つ
か
は
さ
る
ゝ

（初
成
刊
詞
　
一〇

５
　
自
…
…
　
自

〈
然
る
〉
―

〈
〔他
》

〔
に
〕
〈
を
〉
然

〔さ
〕
す
る

初
成
刊
…
…
　
お
の
つ
か
ら
然
る
―
他
を
然
す
る

ａ
ふ
る
ゝ

（刊
成
初
詞

　
一
）
―
ふ
る
す

（刊
成
初
詞
　
一
こ

ｂ
こ
る
ゝ

（詞
　
一
）
―
こ
ら
す

（詞
　
一
こ

６
　
初
成
刊
…
…
　
み
つ
か
ら
然
す
る
―
他
に
然
さ
す
る

ａ
お
く
る

（刊
成
初
詞
　
一
）
―
お
き
さ
す
る

（六
段
図
な
し
）

ｂ
お
る
ゝ

（刊
成
初
詞
　
一
）
―
お
り
さ
す
る

（六
段
図
な
し
）

７
　
成
刊
…
…
　
お
の
つ
か
ら
然
る
―
物
を
然
す
る

す
た
る

（六
段
図
な
し
）
―
す
つ
る

（詞
　
一
し

煩
瑣
を
避
け
て
列
挙
は
右
に
限

っ
た
が
、
対
置
語
の
上
下
の
語
が
六
段
図
に
有
る
か
無
い
か
で
ま
と
め
る
と
、
粗
粗
数
え
た
数
値
で
は

あ
る
が
次
の
よ
う
に
な
る
。
（傍
線
の
重
出
語
を
除
く
異
な
り
数
。
縦
―
―
対
置
語
、
横
‐‐―
‐六
段
図
。
括
弧
内
の
漢
数
字
は
各
資
料
の
対

置
語
の
上
下
の
語
の
総
数
。
括
弧
内
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
対
置
語
数
に
対
す
る
六
段
図
の
語
数
の
百
分
比
）
。
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刊
本

（
一
一
一
）
　

成
稿
本

（
一
一
七
）
　

初
稿
本

（
一
一
七
）

自
他

（
一
〇

一
）
　

自
他
草
稿

（
一
一
四
）

刊
　
本
　
　
　
　
七
四

（６７
）
　

　

　

八
三

（７‐
）
　
　
　
　
八
四

（７２
）
　

　

七
四

（７３
）
　

　

　

　

エハ
九

（６．
）

成
稿
本
　
　
　
　
七
四

（６７
）
　

　

　

八

一

（６９
）
　
　
　
　
八
二

（７０
）
　

　

七
四

（７３
）
　

　

　

　

一ハ
九

（６．
）

初
稿
本
　
　
　
　
七
四

（６７
）　
　
　
　
八
四

（７２
）
　
　
　
　
八
五

（７３
）
　

　

七
六

（７５
）　
　
　
　
　
一ハ
九

（６．
）

詞
の
表
　
　
　
　
工全
ハ

（５９
）
　

　

　

エハ
五

（５６
）
　

　

　

エハ
五

（５６
）
　

　

五
八

（５７
）
　

　

　

　

八
四

（７４
）

右
に
よ
る
と
、
「自
他
草
稿
」
の
対
置
語
の
上
下
語
と

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
六
段
図
の
語
と
で
は
殆
ど
同
じ
比
率
を
示
す

が

「詞
の
表
」
と
で
は
か
な
り
の
高
率
を
示
す
。
「詞
の
表
」
を

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
「自
他
」
「自
他
草
稿
」
の
対
置
語
と
対

照
し
た
場
合
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

「詞
の
表
」
と

「自
他
草
稿
」
の
組
み
合
わ
せ
が
他
に
比
し
て
特
に
高
率
で
あ
る
。
こ
れ
は

「自

他
草
稿
」
の
対
置
語
と
六
段
図

「詞
の
表
」
と
が
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
意
味
で

『自
他
』
が

「初

稿
本
」
の
六
段
図
と
関
係
が
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
が
、
今
は
措
く
。

例
を
挙
げ
る
。
「
つ
か
は
す
」
（②
４
ｄ
）
は

「刊
本
」
「成
稿
本
」
「初
稿
本
」
の
六
段
図
が
第
二
段
、
「詞
の
表
」
が
第
二
段
に
属
し
、

「自
他
草
稿
」
で
は

「他
を
然
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
。
「詞
の
表
」
第
二
段
の
意
義
規
定
は

「物
を
然
す
る
」
に

（「物
」
に
対
し
て
）

「他
と
も
い
ふ
へ
き
か
」
が
書
き
添
え
ら
れ
る

（↓
第
二
章
第

一
節

一
）。
第
二
段
は

「他
に
然
す
る
」
で
あ
る
。
「詞
の
表
」
の
第
二
段

と

「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定
と
が

一
致
す
る
。
こ
れ
も
右
を
補
強
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

「自
他
草
稿
」
と

「詞
の
表
」
の
関
係
で
は
次
の
よ
う
な
事
も
あ
る
。
「自
他
草
稿
」
に
は
、
そ
の
後
の
対
置
語
に
現
れ
る
こ
と
の
な
い

特
異
な
意
義
規
定
を
も
つ
対
置
語
が
あ
る
。

③
ｌ

〈
た
ま
ハ
リ
　
　
　
た
ま
ひ
〉

と
り
　
　
　
　
　
　
と
ら
す
る
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2

（
８

オ

）

う

ま

る

ゝ
〕

然
か
せ
ら
る
ゝ
方
を
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１３
オ
）

「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定
は
そ
の
多
く
が

「刊
本
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
か
な
り
整
っ
た
も
の
で
あ
る
な
か
で
、
「う
く
る
方
―
わ

た
す
方
」
「親
方
―
子
方
」
「然
す
る
方
―
然
せ
ら
る
ゝ
方
」
の
よ
う
に
他
の
意
義
規
定
と
は
全
く
別
な
規
定
が
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の

語
は
六
段
図
の
語
と
し
て

「詞
の
表
」
に
既
に
存
在
し
対
置
語
と
し
て
は

「自
他
草
稿
」
に
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
類
似
し
た

意
義
規
定
は
、
次
の
④
の
よ
う
に
か
な
り
初
期
の
草
稿
と
認
め
ら
れ
る
雑
稿
残
編
の
類
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

④
子
を
産
た
る
に
お
や
の
方
を
い
ふ
に
ハ
う
み
　
ンフ
む
と
い
ひ
子
の
か
た
を
い
ふ
に
ハ
う
ま
る
ゝ
　
＞つ
ま
れ
と
い
ひ
　
人
を
物

へ
遣
す

に
や
る
人
の
上
を
い
ふ
に
ハ
遣
は
し
　
泣逼
は
す
と
い
ひ
行
人
の
上
を
い
ふ
に
ハ
つ
か
は
さ
る
ゝ
　
つ
か
ハ
さ
れ
と
い
ふ
也

あ
づ
か
り

さ
づ
か
り

〈
か
り

う
く
る
方
を
云

Θ
わ
た
す
方
空

ム

Ｔ
つ
み〔親

方
〕

〔子
方
〕

う
み

つ
か
は
じ

然
す
る
方
を
云

あ

つ
く
る

さ

つ
く
る

か
し
〉

う

ま

る

ゝ

つ
か

ハ
さ
る

ゝ

（１０
オ
）
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（第
五
章
第

一
節
二
〇
　
２８

「
三
の
四
七
Ｃ
マ

こ
の
意
義
規
定
は
、
意
義
規
定
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
、
い
わ
ば
幼
稚
な
規
定
で
、
自
他
詞
の
規
定
と
し
て
は
極
め
て
初
期
の
も
の
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
「自
他
草
稿
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
初
期
の
姿
の
残
滓
が
存
在
す
る
。

〓
一

「
自
他
草
稿

」

の
位
置

「自
他
草
稿
」
の
語
と

「詞
の
表
」
の
語
と
の
関
係
が
他
の
対
置
語
、
他
の
六
段
図
に
優
れ
て
近
縁
関
係
に
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る

と
、
自
他
対
置
語
の
流
れ
と
六
段
図
の
流
れ
の
最
初
の
交
点
は
お
そ
ら
く

「自
他
草
稿
」
と

「詞
の
表
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「自
他

草
稿
」
に
付
さ
れ
る

「付
け
木
」
の
整

っ
た
意
義
規
定
を
も

っ
て
自
他
対
置
語
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
も

っ
て
六
段
図
を
作

っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が

「詞
の
表
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
期
は
、
自
他
詞
が
か
な
り
形
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
頃
、
「自
他
詞
資
料
」
か

ら

「詞
の
カ
ー
ド
」
成
立
の
頃
に
位
置
づ
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は

「付
け
木
」
は
、
自
他
対
置
語
の
意
義
規
定
整
理
の
た
め
と

と
も
に
六
段
図
作
成
の
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

自
他
対
置
語
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「自
他
草
稿
」
の
対
置
語
と
最
も
共
通
の
対
置
語
が
多
い
の
は

「詞
の
カ
ー
ド
」
で
あ
る
が
、
引
用
③

ｌ
～
３
の

「自
他
草
稿
」
の
対
置
語
は

「詞
の
カ
ー
ド
」
に
も

『自
他
』
に
も

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
に
も
な
い
。
自
他
詞
が

成
立
す
る
過
程
に
お
け
る
取
捨
検
討
の
結
果
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
理
解
で
き
る
し
、
「自
他
草
稿
」
に
あ

っ
て

「詞
の
カ
ー
ド
」
に
な
い
対

置
語
は
他
に
も
多
く
、
し
た
が
っ
て
こ
の
事
だ
け
で
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「自
他
草
稿
」
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
後
に
位
置
す

る
と
す
る
の
は
や
は
り
無
理
が
あ
る
。
述
べ
た
よ
う
に

『自
他
』
と

「初
稿
本
」
の
間
に
位
置
す
る
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
『自
他
』

の
直
前
に
位
置
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

「自
他
草
稿
」
と
、
そ
の

「付
け
木
」
の
意
義
規
定
は
意
外
に
整
っ
て
お
り

「刊
本
」
の
意
義
規
定
に
近
い
。
刊
本
に
近
く
な
く
て
は
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現
れ
な
い
意
義
規
定

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
も

「付
け
木
」
に
は
あ
る
。
し
か
も
右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「自
他
草
稿
」
に
は
宣
長
に

使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

（第
五
章
第
二
節
二
）
、
『自
他
』
以
後
に
は
姿
を
消
す
、
い
わ
ば
古
い
意
義
規
定
も
混
在
す
る
。
「付
け
木
」
を
含

め
て

「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定
は
古

い
姿
の
面
影
を
残
し
な
が
ら
も
か
な
り
整

っ
た
も
の
で
、
類
す
る
も
の
は
既
に

『詞
八
衝
』
に

「他

に
然
さ
す
る
」
（上
四
十
五
ウ
）
、
「物
を
し
か
す
る
、
お
の
つ
か
ら
し
か
る
」
（下
二
十

一
ウ
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら

「自
他
草
稿
」

の
意
義
規
定
に
発
展
す
る
の
は
さ
ほ
ど
無
理
が
な
い
。
『自
他
』
の
意
義
規
定
は
、
「自
他
草
稿
」
の
流
れ
を
直
接
に
は
承
け
て
い
な
い
。

『自
他
』
は
新
た
に
自
他
三
分
か
ら
生
成
発
展
し
て
い
く
意
義
規
定
を
も
つ
。

「自
他
草
稿
」
は

「自
他
詞
資
料
↓
詞
の
カ
ー
ド
↓
自
他
↓
初
稿
本
↓
成
稿
本
↓
刊
本
」
の
自
他
対
置
語
と
同
じ
く

『詞
八
衛
』
に
源

を
発
し
な
が
ら
も
流
れ
を
異
に
す
る
も
の
で
、
活
用
型
別
に
自
他
詞
を
集
め

「付
け
木
」
に
よ
っ
て
意
義
規
定
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

「付
け
木
」
は
対
置
語
を
意
義
規
定
に
よ

っ
て
分
類
す
る
た
め
の
標
識
で
あ

っ
て
、
分
類
さ
れ
る
べ
き
対
置
語
が
用
意
さ
れ
る
、
或
い
は

用
意
さ
れ
て
い
る
段
階
で
な
く
て
は

「付
け
木
」
の
存
在
は
な
い
。
「自
他
草
稿
」
成
立
の
時
期
を
求
め
れ
ば
、
や
は
り

「自
他
詞
資
料
」

成
立
の
後
の
頃
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
頃
、
同
時
に
六
段
図

（「詞
の
表
し

も
手
掛
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「自
他
草
稿
」
は
自
他
詞
対
置
語
分
類
の
最
初
の
試
み
で
あ

っ
て
、
「自
他
詞
資
料
」
が
成
り

「詞
の
カ
ー
ド
」
が
成
り
、
や
が
て

『自

他
』
が
成
る
と
き
、
そ
の
分
類
に
当

っ
て
春
庭
は
改
め
て

″自
″
と

″他
″
と
い
う
単
純
に
し
て
当
然
な

″自
他
″
の
原
点
に
立
ち
、
『自

他
』
の
抹
消

・
挿
入
が
示
す
よ
う
に
徐
々
に
複
雑
な
意
義
規
定
に
発
展
し
て
行

っ
た
。
自
他
対
置
語
が

『詞
八
衛
』
に
倣
い
な
が
ら
も
自

他
詞
を
新
た
に
整
理
す
る
た
め
の

「詞
の
カ
ー
ド
」
「自
他
』
を
も

っ
て

『詞
八
衛
』
を
抜
け
出
た
こ
の
時
期
に
、
同
じ
く

『詞
八
衛
』
に

倣

っ
て
意
義
規
定
を
定
め
た

「自
他
草
稿
」
は
六
段
図

「詞
の
表
」
を
作
る
契
機
と
な
っ
て
そ
の
使
命
を
終
え
、
以
後
そ
の
流
れ
が
絶
え

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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○
第
二
節
は
、
本
書
の
た
め
の
書
き
下
し
で
あ
る
。



3   2   1

453

10  9   8   7   6   5   4
第
四
章

第

一
節

文
構
造
の
研
究

「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
資
料

一　

関
係
資
料

刊
本

成
稿
本

（本
書
資
料
番
号
２．
）

初
稿
本

（同
２０
）

草
稿
本

（同
２２
）

詞
通
路
稿

甲

（同
２８
、
用
例
の
多
い
順
に
甲

・
乙

・
丙
と
す
る
）

詞
通
路
稿

乙

（同
２８
）

詞
通
路
稿

丙

（同
２８
）

和
歌
の
カ
ー
ド

（同
１９
）

通
路
下
巻
冒
頭
草
稿

（同
１４
）

詞
通
路
離
誤
抄
出

（同
３０
）
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一
一

「
草
稿
本
」

０
　
概
要

「
草
稿
本
」
は
『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
に
第

一
門
図
書

第

一
部
著
書
之
部

第
二
類
春
庭
著
書

語
学
二
の
三
二
「詞
の
か
よ
ひ
路
　
下

巻
　
一
一冊
」
と
し
て
載
る
仮
綴
本
二
冊
を
い
う
。
「刊
本
」
と
対
照
し
て
上
巻
に
相
当
す
る

一
冊
を
欠
く
。
中
巻
に
相
当
す
る

一
冊
に
外
題

が
な
く
、
『目
録
』
の
記
載
は
下
巻
に
相
当
す
る

一
冊
の
外
題
に
よ
る
。
「下
巻
　
一
一冊
」
と
い
っ
て
も
下
巻
が
二
冊
あ
る
と
か
、
二
冊
に

分
か
れ
て
い
る
と
か
と
い
う
の
で
は
な
い
。

下
巻
の

「詞
の
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
は

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
。
「初
稿
本
」
以
降
は
総

論

・
凡
例

。
用
例
か
ら
成
る
が
、
「草
稿
本
」
に
は
用
例

（刊
本
下
巻
三
丁
表
～
二
十
二
丁
裏
。　
一
一
九
首
の
歌
に
文
構
造
を
図
示
）
が
な

い
。
総
論

（
一
オ
～
ニ
オ
）
と
凡
例

（ニ
ウ
～
四
オ
）
だ
け
四
丁
の
簡
単
な
も
の
で
、
抹
消

（ニ
ウ
は
朱
線
に
よ
っ
て
す
べ
て
抹
消
）
皇
日

入
が
多
く
、
符
箋
も
付
く
。
表
紙
裏
に
か
な
り
乱
雑
な
文
構
造
の
図
示
が
あ
る
。
こ
の
部
分
に
丁
数
の
記
入
が
な
く
、
「刊
本
」
下
巻
二
十

三
丁
以
降
に
相
当
す
る
料
紙
五
丁
以
降
に

「
一
」
か
ら
丁
数
が
打
た
れ
る
。
「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
を
内
容
と
す
る
料
紙
四
丁

分
は
後
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

０
　
冒
頭

「刊
本
」
の
下
巻
は

一
行
日
が
、

詞
通
路
下
巻

二
行
日
が
、
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詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事

二
行
日
か
ら
本
文
が
始
ま
っ
て
、

①
す
へ
て
詞
に
も
て
に
を
は
に
も
こ
と
ノ
＜
、
く
其
か
ゝ
る
所
あ
る
こ
と
な
り
歌
よ
み
ふ
み
か
く
と
も
か
ら
是
を
よ
く
し
ら
て
ハ
あ
る
ヘ

か
ら
す

（以
下
、
略
）

と
あ
る
。
対
し
て

「草
稿
本
」
は
、
初
め

（書
入
以
前
）

一
行
日
に
、

こ
と
は
の
通
路

下
　
本
居
春
庭
著

二
行
日
か
ら
本
文
が
始
ま
っ
て
、

②
て
に
を
は
の
中
に
其
て
に
を
は
の
こ
と
ノ
ぐ
、
く
か
ゝ
る
所
あ
る
事
な
り
歌
よ
み
ふ
み
書

〈
く
〉
輩
こ
れ
を
よ
く
し
ら
て
ハ
あ
る
へ
か

ら
す

（以
下
、
略
）

と
あ
り
、　
一
行
日
の
余
自
か
ら

一
行
日
と
二
行
日
の
行
間
に
か
け
て
、

詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事

が
書
入
れ
ら
れ
、　
一
行
日
と
二
行
日
の
上
部
に
、
本
文
冒
頭
に
続
く
形
で
、

す

へ
て
詞
に
も
て
に
を
は
に
も

が
書
か
れ
、
「
か
ゝ
る
所
」
の
右
上
に

「其
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
初
め
に
あ

っ
た

「
て
に
を
は
の
中
に
其
て
に
を
は
の
」
は
抹
消
さ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
書
入
に
従
え
ば

「刊
本
」
と
同
じ
に
な
る
。

０
　
凡
例

「刊
本
」
の
、
い
わ
ば
凡
例
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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③

ヽ
ノ

　
此
じ
る
し
ハ
次
の
詞
へ
の
み
か
ゝ
る
を
し
ら
せ
た
る
な
り

「
‐
‐
劃
　
此
印
ハ
そ
の
詞
て
に
を
は
の
句
を
へ
た
て
ゝ
む
ね
と
か
ゝ
る
と
こ
ろ
を
し
ら
せ
た
る
な
り

Ｆ
‐
Ｌ
　
此
印
は
下
よ
り
上
へ
か
へ
り
て
か
ゝ
る
所
を
し
ら
せ
た
る
な
り

□
　
　
　
此
印
ハ
歌
の
な
か
ら
に
て
き
る
ゝ
を
し
ら
せ
た
る
な
り

□
目
□
　
此
印
は
紐
鏡
に
い
へ
る
結
ふ
て
に
を
は
を
し
ら
せ
た
る
な
り

口
目
□
　
か
く
か
こ
み
た
る
は
枕
詞
な
り

猶
印
を
つ
け
い
は
ま
ほ
し
き
事
と
も
ゝ
多
か
れ
と
中
々
わ
つ
ら
は
し
く
初
学
の
と
も
か
ら
ハ
思
ひ
ま
と
ふ
へ
く
又
筆
に
ハ
書
取
難
き

事
と
も
ゝ
多
し
そ
は
み
つ
か
ら
よ
く
心
得
て
お
の
つ
か
ら
さ
と
る
へ
き
事
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ニ
ウ
）

対
し
て

「草
稿
本
」
で
は
、
二
丁
裏
に
、

Ω
日
――
□
　
さ
て
か
く
詞
を
囲
た
る
ハ
詞
の
つ
ゝ
き
た
る
と
つ
ゝ
か
さ
る
と
の
わ
か
ち
な
り
其
つ
ゝ
か
さ
る
ハ
短
く
つ
ゝ
き
た
る
ハ
其

続
た
る
限
な
か
く

一
囲
と
せ
り
さ
て
此
囲
ハ
つ
り
を
付
て
し
ら
す
へ
き
事
な
れ
と
外
に
つ
り
を
し
て
さ
と
す
へ
き
事
あ
れ
ハ
つ
り
の

筋
是
彼
い
と
多
く
な
り
て
は
な
は
た
ま
き
ら
は
し
く
又
囲
の
か
た
中
ノ
ヽ
に
こ
ゝ
ろ
得
や
す
か
る
へ
く
覚
ゆ
れ
ハ
囲
に
ハ
し
つ
る
な

り

●
此
黒
丸
ハ
其
て
に
を
は
の
次
の
詞
へ
の
み
か
ゝ
る
し
る
し
也

「
‐

劃
　
如
此
つ
り
の
筋
を
こ
し
ら
へ
た
る
ハ
其
て
に
を
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２
ウ
）

と
あ
っ
て
、
以
下
中
断
、
か
つ
朱
線
に
よ
っ
て
す
べ
て
抹
消
、
と
な
っ
て
い
る
。

右
の

「刊
本
」
の
六
種
の
符
号

（③
）
を
、
い
ま
順
に
直
接
修
飾

・
間
接
修
飾

・
逆
行
間
接
修
飾

・
断
止

。
係
結

。
枕
詞
と
名
付
け
て
、

「草
稿
本
」
を
見
て
い
く
。
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ア
、
直
接
修
飾

抹
消
さ
れ
た
凡
例

（④
）
の
後
、
三
丁
表
に
、

⑤
●
此
印

ハ
次
の
詞

へ
の
み
か
ゝ
“
帆
碑
眈
也

袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を

谷
風
に
と
く
る
水
の
ひ
間
こ
と
に

〔云
々
な
と
の
如
し
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
オ
）

と
あ
る
。
「刊
本
」
の

、
ノ

に
相
当
す
る

「草
稿
本
」
の
符
号
は
●
で
、
上
欄
に
も

一
例
の
用
例
が
あ
る
が
、
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

イ
、
間
接
修
飾

三
丁
裏
に
、
⑤
に
続
い
て
、

⑥

「
‐

劃
　
此
印

ハ
其
て
に
を
は
の
句
を
へ
た
て
ゝ
む
ね
と
か
ゝ
る
所
を
し
ら
せ
た
る

〔じ
る
し
〕
也
　
　
　
　
　
　
（３
オ
）

と
あ
り
、
用
例

一
例
と
符
箋
に
よ
る
用
例

一
例
が
付
く

（省
略
）
。
「刊
本
」
が

「そ
の
詞
て
に
を
は
の
句
を

へ
た
て
ゝ
」
で
あ
る
の
に
対

し
て

「草
稿
本
」
で
は

「其
て
に
を
は
の
句
を

へ
た
て
ゝ
」
と
あ

っ
て
、
「詞
」
を
欠
く
。

⑥
に
続
い
て
、

⑦

〔右
の
方
に
〕
○
此
印
を
付
た
る
ハ
其
事
を
次
に
い
へ
る
し
る
し
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
オ
）

鬼

。る
が
用

は
な
い
。
ン」

。
れ
は
ビ

照

饗

ば

「刊
本
」
２

思
ひ
つ
か

れ
は
明

創

ろ

脇

冒

楡

ぜ
ゆ

め
‥

ま
し
を
」
（四
ウ
）
の
左
に

「を
は
も
の
を
の
こ
ゝ
ろ
な
り
」
と
注
す
る

「を
」
の
右
傍
の
○
印
を
指
す
。
こ
の
○
印
の
項
は
初
稿
本
以
降

の
凡
例
に
書
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ウ
、
逆
行
間
接
修
飾

引
用
⑦
に
続
い
て
、
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③
左
の
方
に
Ｆ
‐
Ｌ

此
印
を
付
た
る
ハ
下
よ
り
上

へ
か
へ
る
し
る
し
也

（用
例

一
例
、
省
略
）

な
と
の
如
し

と
あ
り
、
符
箋
に
よ
る
用
例
が
付
く

（省
略
）。

工
、
断
止

引
用
③
に
続
い
て
、

⑨
又
□
此
〔を
入
た
る
ハ
上
へ
か
へ
る
心
の
歌
の
切
る
ゝ
所
の
し
る
し
也
〕
〔さ
て
上
へ
か
へ
る
歌
ハ
其
上
の
切
る
ゝ
所
へ
む
ね
と
か
ゝ

る
へ
き
を
今
の
人
の
歌
に
其
切
る
ゝ
所
ヘ
ハ
む
ね
と
か
ゝ
ら
す
上
の
方
に
の
み
か
ゝ
り
て
切
る
ゝ
所
へ
お
よ
ハ
ぬ
歌
お
ほ
け
れ
ハ
つ

ひ
て
に
こ
ゝ
に
い
へ
り
〕
〈
ハ
詞
の
切
る
ゝ
所
の
し
る
し
也
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
ウ
）

と
あ
る
。
抹
消
が
あ
っ
て
複
雑
だ
が
、
そ
れ
を
除
け
ば

「
□
此
印
ハ
詞
の
切
る
ゝ
所
の
し
る
し
也
」
と
な
る
。
「刊
本
」
が

「歌
の
な
か
ら

に
て
切
る
ゝ
」
な
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は

「詞
の
切
る
ゝ
」
で
あ
る
。

オ
、
係
結

引
用
⑨
に
続
い
て
、

⑩
左
の
方
に
口
同
□

此
印
を
付
た
る
ハ
紐
鏡
に
い
へ
る

は
も
徒

そ
の
や

何

こ
そ

の
む
す
ひ
て
に
を
は
の
し
る
し
也

（３
ウ
）

と
あ
る
。
係
辞
を
挙
げ
る
と
こ
ろ
が

「刊
本
」
と
異
な
る
。
符
号
口
回
□

は
、
書
き
方
に
よ
る
と
、
ｏ
に
重
ね
て
口
‐‐
□

を
書
く
。

初
め
ｏ
で
、
後
で
ロ
ーー
□

を
加
え
て
、
い
わ
ば
修
正
し
て
そ
の
符
号
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

引
用
⑩
に
続
い
て
、

（
３

オ

）

（
３

ウ

）
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⑪
猶

〔外
に
〕
〈
じ
る
し
を
付
〉
い
は
ま
ほ
し
き
事

〈
と
も
〉
お
ほ
か
れ
と
な
か
ノ
＜
ヽ
わ
つ
ら
ハ
し
く
う
ひ
学

〔び
〕
の
輩

〔な
と
ま
き

ら
ハ
し
く
〕
〈
ハ
思
ひ
ま
と
ふ
へ
く
〉
又
筆
に
ハ
書
と
り
か
た
き
事
共
お
ほ
し
そ
ハ
み
つ
か
ら
よ
く
心
得
て
お
の
つ
か
ら
さ
と
る
へ
き

事
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
ウ
～
４
オ
）

と
あ
っ
て
、　
一
応
終
る
。
抹
消

・
挿
入
に
よ
っ
て
訂
正
す
る
と
、
ほ
ぼ

「刊
本
」
と
同
じ
に
な
る
。

こ
の
欄
外
に

「此
所
へ
書
く
」
と
あ
っ
て
、
引
用
①
の
後
の
係
結
の
用
例
を
引
用
⑩
の
次
に
移
す
よ
う
指
示
が
あ
る

（用
例
、
略
）。

力
、
枕
詞

右
の
係
結
の
用
例
を
挙
げ
た
次
に
、

⑫
ロ
ーー
□

か
く

〔詞
を
〕
か
こ
み
た
る
ハ
枕
詞
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（４
オ
）

と
あ
り
、
右
肩
に

「右
之
次
へ
書
く
べ
し
」
と
あ
っ
て
そ
の
用
例
に
続
け
て
引
用
①
の
前
に
置
く
よ
う
指
示
が
あ
る
。
用
例
は
な
い
。

０
　
表
紙
裏

表
紙
裏

一
面
に
、
か
な
り
乱
雑
に
書
い
た
文
構
造
図
示
の
用
例
が
四
例
載

っ
て
い
る
。

も
あ
る

（初
成
同
）
。
う
ち
二
例
を
挙
げ
る
と
概
ね
次
の
よ
う
で
あ
る

（行
末
の
括
弧
内
、

⑬
わ
か
せ
こ
曲

Ｍ

Ｈ

明
か

□め。
由

Ы

剛

囲

ツ

か
ひ
に
ね
「

劃

引

く
や
し
も

四
例
と
も
万
葉
集
の
歌
で

「刊
本
」
の
用
例
で

刊
本
の
排
列
順
番
号
）。

（刊
四
四
）

う
つ
ゝ
に
精剤「州
日
も「―洲
洲
ノ、‐‐型
ハ
さ
り
き
□
ふ
り
た
陥
出
田
日

‐ゝ ‐
脚
陽
豚
‐ス′厚
啄

（刊
六
七
）

Ｆ

Ｉ

□

　

　

□

こ
こ
で
は
、
直
接
修
飾
が

、
プ

、
係
結
が
日
Ｈ
日
、
枕
詞
が
口
‐‐
□

で
示
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
初
稿
本
以
降
の
符
号
に
等
し
い
。
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〓
一

「
通
路
下
巻

冒
頭
草
稿
」

０
　
概
要

『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
第
二
門
文
書

第

一
部
未
表
装
之
部

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇
三
の
五
六
の
資
料
。
「調
査
票
」
に
よ
れ
ば
、

日
付
は

「昭
和
四
十
五
八
月
二
日
調
」
、
「標
題
」
は

「
（仮
称
）
詞
の
通
路
下
巻
冒
頭
草
稿
」
、
「全
文
又
は
要
旨
」
に

「紙
端
に
●
壱

・
弐

と
記
す
　
士τ
に
は
歌
と
か
文
と
か
の
て
に
を
は
に
は
こ
と
ご
と
く
か
ゝ
る
所
が
あ
る
　
こ
れ
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
の
必
要
を
説
く
、
弐
に

は
、
こ
れ
の
説
明
の
た
め
、
い
ろ
′
ぐ
ヽ
の
符
号
な
ど
用
う
る
こ
と
な
ど
を
説
く
、
要
す
る
に
詞
の
通
路
の
序
文
凡
例
に
類
す
る
も
の
で
あ

る
、
既
刊
の
全
集
な
ど
に
所
載
の
詞
の
通
路
に
は
不
見
、
故
に
未
発
表
に
属
す
る
草
稿
で
あ
る
」
、
「備
考
」
に

「
●
壱
＝
料
紙
半
切
に
し

て

一
五

・
二
×
九
二

。
四
　
●
弐
＝
料
紙
半
切
に
し
て

一
五

・
二
×
五
五

。
○
　
春
庭
の
文
に
し
て
筆
者
は
妹
の
美
濃
で
あ
ろ
う
、
要
注

目
資
料
」
と
あ
る

（↓
第
五
章
第

一
節

翻
字
３‐
）
。

「通
路
下
巻
冒
頭
草
稿
」
∩
冒
頭
草
稿
」
と
略
す
こ
と
が
あ
る
）
と
称
さ
れ
る
二
枚
の
草
稿
の
そ
の

「壱
」
は

「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ

る
所
の
事
」
の
総
論
に
相
当
し
、
「弐
」
は
そ
の
凡
例
に
相
当
す
る

（第
五
章
に
全
文
を
翻
字
）。

コ
τ
」
の
冒
頭
に
、

⑭
て
に
を
は
の
中
に
其
て
に
を
は
の
こ
と
ノ
ぐ
ヽ
く
か
ゝ
る
所
あ
る
事
な
り
歌
よ
み
ふ
み
書
輩
こ
れ
を
よ
く
し
ら
て
ハ
あ
る
へ
か
ら
す

（以
下
、
略
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
抹
消

・
書
入
の
施
さ
れ
な
い
訂
正
前
の

「草
稿
本
」
（引
用
②
）
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

０
　
凡
例
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「弐
」
は
、
「草
稿
本
」
二
丁
裏
の
抹
消
さ
れ
た
凡
例

（引
用
④
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
「冒
頭
草
稿
」
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
く
。

⑮

（④
に
続
い
て
）
の
詞
を
へ
た
て
ゝ
か
ゝ
る
所
の
し
る
し
な
り
　
上
へ
か
へ
る
て
に
を
は
の
つ
り
筋
ハ
囲
の
左
の
傍
に
つ
け
た
り
其

か
へ
る
て
に
を
は
ハ
よ
り
上
の
囲
の
う
へ
の
方
に

〈
つ
リ
ハ
〉
付
た
れ
と

〈
こ
ハ
其
つ
り
を
付
た
る
所
よ
り
其
囲
の
か
き
り
詞
の
き

る
ゝ
所
ま
て
へ
か
ゝ
り
て
〉
む
ね
と
ハ
其
囲
の
き
る
ゝ

〈所
の
〉
詞
に
か
ゝ
る
こ
と
な
り
す
へ
て
上
へ
か
へ
る
て
に
を
は
の
例
し
か

り
　
猶
こ
れ
ら
の
し
る
し
の
ま
き
ら
は
し
き
ハ
其
と
こ
ろ
ノ
ぐ
ヽ
に
い
ふ
へ
し

と
あ
っ
て
、
「弐
」
は
こ
れ
で
終
る
。

「草
稿
本
」
は
、
こ
の

「冒
頭
草
稿
」
を
書
き
写
し
て
成
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と

「草
稿
本
」、
及
び

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊

本
」
と
を
対
照
し
て
主
な
異
同
を
指
摘
し
て
お
く
。

１
　
直
接
修
飾
、
間
接
修
飾
、
逆
行
間
接
修
飾
に
お
い
て
、
「冒
頭
草
稿
」
と
訂
正
前
の
「草
稿
本
」
で
は
「次
の
詞
へ
の
み
か
ゝ
る
」

の
が

「
て
に
を
は
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が

（引
用
②
⑥
⑭
）、
訂
正
後
の
「草
稿
本
」
以
降
は

「詞
」
を
も
含
む
こ
と
に
な
る

（①

③
）。

２
　
間
接
修
飾
に
関
し
て
、
「冒
頭
草
稿
」
と

「草
稿
本
」
と
で
は

「
へ
た
て
ゝ
か
ゝ
る
」
の
が

「
て
に
を
は
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る

が

（⑥
）
、
「初
稿
本
」
に
貼
紙
に
よ
る
訂
正
の
形
跡
が
あ
っ
て
そ
れ
以
降
は

「詞
」
が
加
わ
り

（③
）、
「冒
頭
草
稿
」
が

「
へ
た

て
ゝ
か
ゝ
る
」
（⑮
）
の
に
対
し
て

「草
稿
本
」
以
降
は

「
（
へ
た
て
ゝ
）
む
ね
と

（か
ゝ
る
と

が
加
わ
る

（⑥
③
）。
（初
稿
本
・

成
稿
本
か
ら
の
引
用
は
省
略
）。

３
　
文
構
造
図
示
の
印
を
表
す
語
と
し
て
、
「冒
頭
草
稿
」
と

「草
稿
本
」
に

「
つ
り

（
つ
り
筋
と

が
見
え
る
が

（④
⑮
）、
「初
稿

本
」
以
降
に
は
現
れ
る
こ
と
が
な
い
。
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四

　

「
詞
通
路
稿

」
三
種

０
　
用
例
数

「詞
通
路
稿
」
と
呼
ば
れ
る
仮
綴
本
草
稿
三
冊
は
、
と
も
に

「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
の
用
例
集
で
あ
る
。
用
例
の
多
い
も

の
か
ら
順
に

「
甲
、
乙
、
丙
」
を
付
し
て
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
と
、
「通
路
稿
甲
」
は

一
ペ
ー
ジ
に
四
首
、
計

一
四
三
首
、
「
乙
」
は

一
ペ
ー

ジ
に
三
首
、
計
九
八
首
、
「丙
」
は

一
ペ
ー
ジ
に
三
首
、
計
二
九
首
を
収
め
る
。
う
ち
、
何
ら
か
の
文
構
造
図
示
の
符
号
を
施
す
用
例
は
「甲
」

が

一
二
九
首
、
「
乙
」
が
五
二
首
、
「丙
」
が
三
二
首
で
あ
る
。
さ
ら
に
断
上
の
符
号
の
み
が
付
く
、
い
わ
ば
未
完
の
用
例
を
除
く
と

「甲
」

は

一
〇
九
首
と
な
る
。
以
下
、
便
宜

「
甲
、
乙
、
丙
」
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
に
通
し
番
号
を
付
し
て
述
べ
る
。

②
　
出
典

「
通
路
稿
甲
」
は

一
～

一
〇
〇
ま
で
小
倉
百
人

一
首
が
並
び
、
そ
れ
に
古
今
集
の
四
三
首
が
続
く
。
「
乙
」
は

一
～
六
七
が

「
甲
」
と
同

じ
順
で
百
人

一
首
が
並
び
、
以
下
後
撰
集
が
二
七
首
、
途
中
に
後
拾
遺
集
が

一
首

（通
し
番
号
七
〇
）
、
拾
遺
集
が

一
首

（九
〇
）、
新
後

撰
集
が
二
首

（九
四
、
九
五
）
挟
ま
る
。
「丙
」
は
後
拾
遺
集
の
二
八
首
が
並
び
、
古
今
集
が

一
首

（二

一
）
挟
ま
る
。
「甲
」
は
小
倉
百

人

一
首
と
古
今
集
の
用
例
集
、
「
乙
」
は
小
倉
百
人

一
首
と
後
撰
集
、
「丙
」
は
後
拾
遺
集
の
用
例
集
と
で
も
言
え
そ
う
に
「
甲
」
「
乙
」
「丙
」

そ
れ
ぞ
れ
出
典
に
偏
り
が
あ
る
。

③
　
排
列

「通
路
稿
甲
」
の
用
例

一
四
三
首
は
次
の
よ
う
に
排
列
さ
れ
て
い
る
。
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ア
、　
一
～
二
四
　
　
　
間
接
修
飾

・
逆
行
間
接
修
飾
の
符
号
が
付
く
場
合
、
多
く
は
そ
の
係
り
の
成
分
を
含
む

一
続
き
の
句
ご
と
に

断
止
の
符
号
□
が
付
く
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。
二
四
例
。

イ
、
二
五
～
五
三
　
　
断
止
の
符
号
の
み
が

一
続
き
の
句
ご
と
に
付
く

（ア

に
同
じ
）
。
二
九
例
。

例
　
名
に
し
お
ハ
ゝ
口
逢
坂
山
の
さ
ね
か
つ
ら
出
人
に
し
ら
れ
て
く
る
よ
し
も
か
な

（二
五
）

ウ
、
五
四
～
五
六
　
　
符
号
な
し
。
三
例
。

工
、
五
七
～

一
四
二
　
断
止
の
符
号
が
終
止
の
形
に
の
み
付
く
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。
八
六
例
。

オ
、　
一
四
三
　
　
　
　
符
号
な
し
。　
一
例
。

右
を
ま
と
め
る
と
、
間
接
修
飾
の
符
号
が
付
く
場
合
、
前
半
で
は
そ
の
係
り
の
成
分
を
含
む
句
を
い
わ
ば
単
位
と
し
て
そ
の
句
ご
と
に

断
止
の
符
号

（朱
書
）
を
付
け
る
が
、
後
半
は

「刊
本
」
と
同
じ
く
終
上
の
形
に
の
み
付
け
る
よ
う
に
な
る
。
直
接
修
飾
の
符
号
は
、
「草

稿
本
」
の
凡
例
に
い
う
の
と
同
じ
く
●
で
あ
る
。
総
用
例
数

一
四
三
か
ら

断
止
の
符
号
の
み
の
イ

（二
九
例
）、
符
号
な
し
の
ウ
。
オ

（計

四
例
）
を
除
く
と

一
一
〇
例
が
符
号
の
付
く
例
と
な
る
。
な
お
、
八

一
～

一
三

一
に
特
殊
な
図
示
が
現
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
で

述
べ
る

（↓
第
二
節
三
②
）
。

「通
路
稿
乙
」
の
九
八
首
は
次
の
よ
う
に
並
ぶ
。

力
、　
一
～
二
五
　
　
　
断
止
の
符
号
が
終
止
の
形
に
の
み
付
く

（
工

に
同
じ
）
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。
二
五
例
。

キ
、
二
六
～
六
七
　
　
符
号
な
し
。
四
二
例
。

ク
、
六
八
～
七
二
　
　
断
止
の
符
号
が
終
上
の
形
に
の
み
付
く

（
工

に
同
じ
）
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。
五
例
。

ケ
、
七
三
　
　
　
　
　
符
号
な
し
。　
一
例
。

コ
、
七
四
～
八
三
　
　
断
止
の
符
号
が
終
止
の
形
に
の
み
付
く

（
工

に
同
じ
）
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。　
一
〇
例
。
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サ
、
八
四
　
　
　
　
　
符
号
な
し
。　
一
例
。

シ
、
八
五
　
　
　
　
　
断
上
の
符
号
が
終
上
の
形
に
の
み
付
く

（
工

に
同
じ
）。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。　
一
例
。

ス
、
八
六
　
　
　
　
　
符
号
な
し
。　
一
例
。

セ
、
八
七
～
九
四
　
　
断
止
の
符
号
が
終
止
の
形
に
の
み
付
く

（
工

に
同
じ
）
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。
八
例
。

ソ
、
九
五
　
　
　
　
　
抹
消
、
符
号
な
し
。　
一
例
。

夕
、
九
六
～
九
八
　
　
断
止
の
符
号
が
終
止
の
形
に
の
み
付
く

（
工

に
同
じ
）
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。
三
例
。

「
乙
」
の
小
倉
百
人

一
首
は
六
七
ま
で
で

（力

。
キ
）、
符
号
の
付
く
の
は

一
～
二
五
。
「甲
」
の

一
～
二
四
は
特
異
な
断
上
の
付
け
方

で
あ

っ
た
が
、
「
乙
」
の

一
～
二
五
は
そ
れ
を
訂
正
す
る
意
味
を
も
つ
。
「甲
」
と
同
じ
小
倉
百
人

一
首
を
用
例
と
す
る
理
由
で
あ
る
。
直

接
修
飾
の
符
号
は
、
「草
稿
本
」
の
凡
例
に
い
う
の
と
同
じ
く
●
で
あ
る
。
総
用
例
数
九
八
か
ら
符
号
な
し
の

キ

・
ケ

・
サ

・
ス

（計
四

五
例
）
、
抹
消
符
号
な
し
の

ソ

（
一
例
）
を
除
く
と
五
二
例
が
符
号
の
付
く
例
と
な
る
。

「通
路
稿
丙
」
の
二
九
首
は
次
の
よ
う
に
並
ぶ
。

チ
、　
一
～
三
　
　
　
　
断
上
の
符
号
が
終
止
の
形
に
の
み
付
く

（
工
に
同
じ
）
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。
三
例
。

ツ
、
四
　
　
　
　
　
　
抹
消
、
符
号
な
し
。　
一
例
。

テ
、
五
～

一
九
　
　
　
断
止
の
符
号
が
終
上
の
形
に
の
み
付
く

（
工
に
同
じ
）
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。　
一
五
例
。

卜
、
二
〇
～
二

一　
　
抹
消
、
符
号
な
し
。
二
例
。

ナ
、
三
二
～
二
三
　
　
断
止
の
符
号
が
終
止
の
形
に
の
み
付
く

（
工
に
同
じ
）
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。
二
例
。

二
、
二
四
～
二
七
　
　
抹
消
、
符
号
な
し
。
四
例
。

メ
、
二
八
～
二
九
　
　
断
止
の
符
号
が
終
止
の
形
に
の
み
付
く

（
工
に
同
じ
）
。
他
は
殆
ど
刊
本
に
同
じ
。
二
例
。
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「丙
」
は
総
用
例
数
二
九
か
ら

ツ
・
卜
・
二

（計
七
例
）
を
除
く
と
二
二
例
が
符
号
の
付
く
例
と
な
る
。
「甲
」

一
一
〇
例
、
「
乙
」
五

二
例
、
「丙
」
二
二
例
が
符
号
の
付
く
例
と
な
る
。

五

　

「
囲

　
み
」

「通
路
下
巻
冒
頭
草
稿
」
及
び

「草
稿
本
」
の
凡
例

（抹
消
）
の

「
か
く
詞
を
か
こ
み
た
る
ハ
詞
の
つ
ゝ
き
た
る
と
つ
ゝ
か
さ
る
と
の

わ
か
ち
な
り
其
つ
ゝ
か
さ
る
ハ
短
く
つ
ゝ
き
た
る
ハ
其
続
た
る
限
な
か
く

一
囲
と
せ
り
」
（④
、
「冒
頭
草
稿
」
の
本
文
に
よ
る
）
に
い
う

「詞
を
か
こ
み
た
る
」
用
例
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
草
稿
類
の
い
ず
れ
に
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
「通
路
稿
甲
」
の
貼
紙
に
よ
っ
て
書
き
直

さ
れ
た
冒
頭
の
用
例
の
、
そ
の
貼
紙
の
下
に
、

⑩

（甲

一
、
訂
正
前

）

口
‐‐
□

で
囲
む
例

は

こ
の

一
例

と
図
示
す
る
例
が
あ
る
。
「詞
を
か
こ
み
た
る
」
と
は
右
の
よ
う
に
図
示
す
る
こ
と
を
い
う
と
思
わ
れ
る
。

を
見
い
だ
す
の
み
で
、
こ
れ
も
結
局
抹
消
さ
れ
書
き
直
さ
れ
て
、

⑭
秋
の。田
の「引
川
川
日
の。‐膠

と
図
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
本
書
で
扱
わ
な
い
と
し
た
資
料

「歌
の
し
る
し
ざ
ま

（自
他
ご

（本
書
整
理
番
号
３．
）
に
、
資
料
四
点
の
う
ち
三
点
に
文
構
造

の
図
示
を
施
し
た
計
十
四
首
の
歌
が
あ

っ
て
、
そ
の

一
点
に
囲
み
を
施
し
た
例
が
あ
る

（四
首
）
。　
一
例
を
挙
げ
る
。
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⑬
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
①
の
前
に
位
置
す
る
極
く
最
初
の
図
示
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
こ
の
資
料
に
は
別
の
一
点

（六
首
）
の
中
に
直
接
修

飾
の
符
号

ｒ
ｔ

が
左
に
付
く
例
が
あ
る
。

⑩

来
字
飼
押

詢
別
測
引
緬
劃
引

刊
馴
酬
劃
則
劉
利

ン」
か
れ
つ
ゝ

＜

　

＜

　

　

　

＜

　

　

　

　

　

Ｆ

Ｉ

Ｌ

こ
れ
も
、
お
そ
ら
く
直
接
修
飾
の
最
も
早
い
時
期
の
図
示
と
思
わ
れ
る
。

「囲
み
」
は

「詞
の
つ
ゝ
き
た
る
と
つ
ゝ
か
さ
る
と
の
わ
か
ち
」
を
示
す
た
め
に
付
け
た
も
の
で
、
本
来
は

「
つ
り
を
付
て
し
ら
す
べ

き
事
」
で
あ
っ
た
が

「外
に
つ
り
を
し
て
さ
と
す
べ
き
事
」
が
あ
る
の
で
、
混
乱
を
避
け
て

「囲
」
に
し
た
と
言
う

（引
用
④
）。
「外
に

つ
り
を
し
て
さ
と
す
べ
き
事
」
が
何
を
指
し
、
「
つ
り
」
が
ど
の
よ
う
に
付
け
ら
れ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
「
‐
∃

（間
接

修
飾
）、
Ｆ
‐
Ｌ

（逆
行
間
接
修
飾
）
を
指
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

「囲
み
」
は
、
の
ち
再
び
改
め
ら
れ
て
、
お
そ
ら
く
簡
便
の
ゆ

え
も
あ
っ
て
〓

（朱
書
）
に
よ
っ
て

「詞
の
つ
ゝ
き
た
る
と
つ
ゝ
か
さ
る
と
の
わ
か
ち
」
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が

「通
路
稿
甲
」

の

一
～
五
三
の
口
印
で
あ
る
。
こ
の
符
号
〓
は
、
形
は
同
じ
で
も

「甲
」
の
五
七
以
降
に
見
え
る
も
の
と
は
意
味
が
異
な
る
。

①
の
用
例
は

「乙
」
で
は
、

⑩
秋
の
田
の

（乙

一
）

と
な
り
、
例
え
ば

「
甲
」
の
用
例
、

④
花
の
色
ハ
う
つ
り
に
け
り
な
出

い
た
つ
ら
ぃ
劇
洲
劃
劃
綱
Ｈ
Ч
引
引
が
か
め
せ
し。ま
に

（甲
九
）

の。苫
を。あ
ら
み「洲
刷劉
劉
「創
則馴
炒
れ
つ
ゝ
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は

「刊
本
」
で
は
次
の
よ
う
に
図
示
す
る
。

？
２
つ
フ
糠
れ
π
胸
釧
馴
脚つ
かつ
い
に

□
の
符
号
は

「冒
頭
草
稿
」
に
は
ま
だ
存
在
せ
ず
、
「草
稿
本
」
凡
例
の
抹
消
部
分
に

「上
へ
か
へ
る
心
の
歌
の
切
る
ゝ
所
の
し
る
し
」

（引
用
⑨
）
と
し
て
現
れ
る
が
、
こ
れ
も
抹
消
・挿
入
を
も
っ
て

「詞
の
切
る
ゝ
所
の
し
る
し
」
（引
用
⑨
）
に
改
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
逆

行
間
接
修
飾
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
用
法
が

「草
稿
本
」
の
時
点
で
変
更
さ
れ
、
そ
れ
が

「刊
本
」
に
至
る
。
既
に

「甲
」
の
後
半
に
、

例
え
ば
次
の
用
例
が
あ
る
。

④
高
砂
の
を
の
へ
の
桜
さ
き
に
け
り
Ｅ
と
や
ま
の
か
す
み
た
ゝ
す
も
あ
ら
な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（甲
七
三
）

□
印
が

「詞
の
切
る
ゝ
所
の
し
る
し
」
と
な
る
用
例
は

「通
路
稿
甲
」
の
後
半
に
お
い
て
で
あ
る
。

エハ
　

「和
歌
の
カ
ー
ド
」

『目
録
』
第
二
門

第

一
部

第
二
類

雑
稿
残
篇
三
の
六
四
の
資
料
。
添
付
の

「調
査
表
」、
「全
文
又
は
要
旨
」
の
欄
に

ｇ
ｍ法
研
究
用

の
和
歌
の
カ
ー
ド
で
あ
る
。
一
枚
毎
に
歌
を
書
き
、
語
法
上
の
係
り
こ
と
ば
、
そ
の
他
に
関
し
、
「
‐
∃

ロ
ーー
□

ｏ
な
ど
の
符
号
を
附
し

て
あ
る
。
こ
れ
も
春
庭
が
作

っ
た
も
の
で
あ
る
べ
く
、
筆
者
は
美
濃
か
」、
料
紙

「半
紙
を
以
て
小
型
の
短
冊
形
を
作
る
、
全

一
二
八

枚
」、
寸
法

「タ
テ
二
四
・
二
ｃｍ
　
ヨ
コ
四
。
二
Ｃｍ
、
大
小
あ
り
」
と
あ
る
。
「和
歌
の
カ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
一
二
八
枚
の
カ
ー
ド
は
符

号
を
も
っ
て
文
構
造
を
図
示
し
た

「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
の
草
稿
の
一
つ
で
、
そ
の
用
例
集
で
あ
る
。

（刊
七
二
）
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カ
ー
ド
は
匡
郭

（天
地
の
み
か
）
の
あ
る
紙
を
縦
に
切
っ
た
も
の
で
、
す
べ
て
上
部
と
下
部
に
横
線
が
入
る
。
下
線
の
下
に
□

回

国

一困
の
い
ず
れ
か
が

一
枚
ご
と
に
書
か
れ
、
ほ
ぼ
そ
の
別
ご
と
に
東
に
な
っ
て
い
る
。
□
の
東
が

一
三
枚
、
回
の
東
が
八
三
枚
、
国
の
東
が

一
八
枚
、
因
の
束
は
一
四
枚
で
あ
る
が
国
の
カ
ー
ド

一
枚
と
回
の
カ
ー
ド
三
枚
が
混
じ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
国
の
カ
ー
ド
が

一
四
枚
、

国
の
カ
ー
ド
が
八
七
枚
、
国
の
カ
ー
ド
が

一
八
枚
、
困
の
カ
ー
ド
が

一
〇
枚
と
な
る
。
以
下
、
便
宜
枚
数
の
多
い
東
か
ら
、
回
の
東
、
国

の
東
、
国
の
東
、
因
の
東
の
順
で
通
し
番
号
を
付
し
、
番
号
で
そ
の
用
例
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

一
二
八
枚
の
出
典
別
内
訳
は
古
今
集
が
七
四
首
、
新
古
今
集
が
五
四
首
で
あ
る
。
「刊
本
」
（初
稿
本

・
成
稿
本
も
同
じ
）
が
古
今
集
五

一
首
、
新
古
今
集
六
三
首
、
万
葉
集
四
首
、
新
後
撰
集

一
首
で
あ
る
か
ら
、
「和
歌
の
カ
ー
ド
」
と

「刊
本
」
と
に
共
通
す
る
用
例
が
か
な

り
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
に
共
通
の
同

一
用
例
は
三
例
に
す
ぎ
な
い
。
「刊
本
」
と

「通
路
稿
甲
」
と
で
は

一
一
例
、
「刊
本
」

と

「通
路
稿
乙
」
と
で
は
六
例
で
あ
る
。
「刊
本
」
の
用
例
の
も
と
に
な
っ
た
草
稿
が
別
に
存
在
す
る
可
能
性
は
大
き
い
が
、
今
の
と
こ
ろ

明
ら
か
で
は
な
い
。

左
に

「
く
だ
り
を
か
へ
て
書
べ
し
」
の
書
入
が
あ
る
。

「
む
ね
と
」
を
丸
で
囲
む
。
抹
消
の
意
か
。

初
稿
本

・
成
稿
本
も
同
じ
の
意
。

調
査
の
第

一
回
は
昭
和
五
十
八
年
十
月
九
～
十
日
、
一
一回
目
は
昭
和
六
十
年
二
月
二
十
二
～
二
十
三
日
で
あ

っ
た
が
、
カ
ー
ド
の
順
は
同
じ
で

あ

っ
た
。

○
第

一
節
は
、
コ
て
に
を
は
の
か
ヽ
る
所
の
事
』
の
草
稿

―
詞
通
路

″文
構
造
″
研
究
の
過
程
―

」
（『鈴
屋
学
会
報
』
第
二
号
　
昭
和
六
十

一
年

二
月
）
、
コ
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
』
の
成
立

―
詞
通
路

″文
構
造
″
研
究
の
草
稿
―

」
（『国
語
国
文
研
究
』
第
七
五
号
　
昭
和
六
十

一

4321注
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年
二
月

北
海
道
大
学
国
文
学
会
）
に
加
筆
し
、
誤
り
を
正
し
整
理
し
た
。



第
二
節
　
図
示
の
異
同

一　
直
接
修
飾

０
　
刊
本

「刊
本
」
の
用
例

一
一
九
首
に
お
い
て
直
接
修
飾
の
付
く
箇
所
は
五
七
四
。
う
ち
、　
一
般
に
現
行
文
法
で
い
う

〈文
節
〉
が
係
り
と
受

け
の

一
成
分
と
な

っ
て
い
る
も
の
は
五

一
九

（九
〇
％
）
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
五
五

（
一
〇
％
）
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
特
に
こ
こ

に
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
い
が
、
後
者
、
即
ち

一
成
分
が

一
文
節
と
な

っ
て
い
な
い
も
の
に
は

（直
接
修
飾
以
外
の
符
号
、
省
略
）、

①
ふ
き
か
へ
し

（
一
三
）
、
　

お
も
ひ
み
た
る
ゝ

（三
二
）
、
　

う
ら
め
つ
ら
し
き

（
一
三
）、
　

な
く
な
へ
に

（
一
八
）
、

一
も
と
ゆ
ゑ
に

（五

一
）
、
　

こ
と
う
ら
に

（
一
一
五
）

な
ど
の
複
合
語
が
多
く
、
他
に
少
数
な
が
ら
、

②
知
せ
は

（四
）
、
　
つ
み
に
や

（四
五
）
、
　

お
ひ
ぬ
も
の
ゆ
ゑ

（七
五
）

な
ど
の
助
動
詞
や
助
詞
を

一
成
分
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

一
方
、
直
接
修
飾
の
符
号
が
な
い
た
め

一
成
分
が

一
文
節
と
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば

（直
接
修
飾
以
外
の
符
号
、
略
）
、

③
ふ
る
き
都
の

（
一
）
、
ふ
く
風
の

（四
九
）
、
月
み
れ
ハ

（七
九
）
、
袖
の
香
を

（六
五
）
、
花
の
色
は

（七
二
）
、

ね
を
た
え
て

（三

一
）
、
う
つ
り
も
ゆ
く
か

（八
三
）
、
こ
そ
と
や
い
は
ん

（二
四
）

な
ど
。
ほ
か
に
も

「
三
輪
の
山

（八
二
）
、
五
十
鈴
の
川
の

（
一
一
九
と

な
ど
、
「梅
の
花

（三
四
、
二
五
）
、
と
こ
夏
の
花

（七
四
と

な
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ど
、
「
わ
が
せ
こ

（
一
三
、
四
四
、
五
三
）
、
我
身

（二
三
、
三
二
、
七
九
、
九
九
）
、
わ
が
泊

（六
三
と

や

「此
夜

ハ

（八
五
）、
た
か
世

に
か

（五
二
と

な
ど
、
現
行
文
法
な
ら
、
お
そ
ら
く
二
成
分
と
す
る
か
な
り
規
則
的
な
形
も
あ
る
。

富
樫
広
蔭
の

「詞
通
路
離
誤
抄
出
」
に
、
「我
庵
は

（
一
一
二
ご

に
対
し
て

「
た
か
―
―

ハ
ヽ
ノ

ア
ル
例
ナ
ン
ト
モ
わ
か
云
々
ハ
ナ

キ
例
也
こ
の
コ
ト
ウ
ケ
玉
ハ
リ
オ
キ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
春
庭
が
ど
の
よ
う
な
言
語
形
式
を

一
成
分
と
し
た
か
、
現
行
文

法
の
規
準
で
す
べ
て
を
判
断
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
三

成
分
Ｈ

一
文
節
」
に
反
す
る
も
の
が
、
直
接
修
飾
の
符
号
が
あ
っ
て
何
例
、

な
く
て
何
例
と
、
そ
の
数
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
有
効
な
こ
と
で
は
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
同

一
も
し
く
は
類
似
の
言
語
形
式

で
あ
り
な
が
ら
符
号
の
付
く
場
合
と
付
か
な
い
場
合
と
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

④
ふ
く
風
を

（七
〇
）
　

―
―
　
ふ
く
風
の

（四
九
）　
　
　
　
　
よ
し
野
の
河
の

（二
〇
）
　

―
―

五
十
鈴
の
川
の

（
一
一
九
）

花
し
に
ほ
は
ゝ

（
一
〇
〇
）

た
か
偽
も

（七
）
　

―
―
　
た
か
誠
を
か

（三
〇
）　
　
　
　
　
〈
フ
し
悔
し
も

（四
四
）
　

―
―

お
ほ
か
た
ハ

（八
四
）
　

―
―

　
お
ほ
か
た
の

（五
四
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
成
分
の
判
定
規
準
が
ど
う
で
あ

っ
た
か
と
は
別
に

「刊
本
」
の
直
接
修
飾
の
符
号
の
付
け
方
が
統

一
を
欠
く
も
の
で

あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
文
構
造
図
示
の
成
分
が
文
節
に
合
致
す
る
も
の
が
多
く
直
接
修
飾
の
符
号
の
付
く
も

の
の
う
ち
九
割
を
占
め
る
事
実
は
、
春
庭
が
成
分
と
し
て

″文
節
″
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
て
く
る
。

②
　
初
稿
本
と
成
稿
本

「初
稿
本
」
も

「成
稿
本
」
も

「刊
本
」
と
同
じ
く
総
論

・
凡
例

。
用
例
か
ら
成
り
、
総
論

・
凡
例
の
内
容
は
、
「初
稿
本
」
に
貼
紙
に

よ
る
書
き
直
し
は
あ
る
が
三
本
と
も
同
じ
内
容
で
あ
る
。
用
例
も
、
歌
数

（
一
一
九
首
）
・歌
種

（万
葉
集
四
、
古
今
集
五

一
、
新
古
今
集

六
三
、
新
後
撰
集

一
）
と
も
同
じ
で
あ
る
が
、
排
列
は

「刊
本
」
と

「成
稿
本
」
が
全
く
同
じ
で
、
「初
稿
本
」
に
二

一
番
ま
で
の
間
に
異
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な
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
以
下
は

「刊
本
」
「成
稿
本
」
と
同
じ
で
あ
る
。

「刊
本
」
「成
稿
本
」
「初
稿
本
」
三
本
に
お
け
る
直
接
修
飾
の
異
同
を
次
に
挙
げ
て
み
る

（直
接
修
飾
以
外
の
符
号
は
省
略
）。

こ

⑤

ａ
　
初
稿
本
成
稿
本
＝
符
号
な
し

（上
段
）、
刊
本
Ｈ
符
号
あ
り

（下
段
）
、　
一
四
例
。

１
　
よ
し
野
の
河
の
よ
し
や
　
―
―
　
よ
し
野
の
河
の
よ
し
や

（二
〇
）

２
　
む
か
し
の
月
に
　
―
―
　
む
か
し
の
月
に

（三
四
）

３
　
あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
　
―
―
　
あ
か
れ
や
は
せ
ぬ

（四
八
）

４
　
あ
は
れ
と
そ
見
る
　
―
―
　
あ
は
れ
と
そ
見
る

（五

一
）

５
　
た
れ
植
て
　
―
―
　
た
れ
植
て

（五
七
）

６
　
秋
に
は
あ
ら
ね
と
　
―
―
　
秋
に
は
あ
ら
ね
と

（七
九
）

７
　
き
く
や
い
か
に
　
―
―
　
き
く
や
い
か
に

（九
四
）

８
　
う
は
の
空
な
る
　
―
―
　
＞つ
は
の
空
な
る

（九
四
）

９
　
春
や
む
か
し
の
　
―
―
　
春
や
む
か
し
の

（九
五
）

１０
　
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
　
―
―
　
さ
も
あ
ら
は
あ
れ

（
一
〇
〇
）

Ｈ
　
水
の
み
な
か
み
　
―
―
　
水
の
み
な
か
み

（
一
〇
三
）

‐２
　
志
賀
の
花
園
　
―
―
　
志
賀
の
花
園

（
一
一
三
）

‐３
　
春
の
ふ
る
さ
と
　
―
―
　
春
の
ふ
る
さ
と

（
一
一
三
）

‐４

袖
の
上
か
は
　
，―
‐

袖
？
つ
へ
か
は

（
〓

四
）

‐５
　
わ
か
な
つ
み
に
や
―
―
　
若
菜
つ
み
に
や

（四
五
）
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成
稿
本
＝
符
号
な
し

（上
段
）、
初
稿
本
刊
本
＝
符
号
あ
り

（下
段
）、
四
例
。

・６
　
ま
つ
と
せ
し
　
―
―
　
ま
つ
と
せ
し

（七
）

・７
　
せ
し
間
の
　
―
―
　
せ
し
間
の

（七
）

‐８
　
た
く
柴
の
夕
け
ふ
り
　
―
―
　
た
く
柴
の
夕
け
ふ
り

（
一
〇
五
）

‐９
　
い
ま
さ
ら
に
　
―
―

　
い
ま
さ
ら
に

（三
〇
）

初
稿
本
成
稿
本
国
符
号
あ
り

（上
段
）
、
刊
本
＝
符
号
な
し

（下
段
）
、
四
例
。

２〇
　

一
年
を
　
―
―

　

一
年
を

（二
四
）

２．
　
ぅ
っ
り
も
ゆ
く
か
　
―
―
　
う
つ
り
も
ゆ
く
か

（八
三
）

２２
　
花
し
に
ほ
は
ゝ
　
―
―
　
一化
し
に
ほ
は
ゝ

（
一
〇
〇
）

２３
　
あ
ふ
こ
と
か
た
し
　
―
―
　
あ
ふ
こ
と
か
た
し

（七
五
）

初
稿
本
Ｈ
符
号
あ
り

（上
段
）
、
成
稿
本
刊
本
＝
符
号
な
し

（下
段
）
、　
一
例
。

２４
　
ふ
る
き
都
の
　
―
―
　
ふ
る
き
都
の

（
一
）

春
庭
が
文
構
造
の
成
分
と
し
て

″文
節
″
若
し
く
は
そ
れ
に
類
似
す
る
言
語
形
式
を
考
え
て
い
た
と
し
て
、
初
稿
本
↓
成
稿
本
↓
刊
本

と
進
む
過
程
で
右
の
１
～
２０
は
そ
れ
を
肯
定
す
る
例
で
あ
る
。
１
～
１９
は
直
接
修
飾
の
符
号
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

２０
は
そ
れ
を
除

く
こ
と
に
よ

っ
て
、
「刊
本
」
に
お
い
て

一
成
分
が

一
文
節
と
な
る
。

２．
～
２４
は
直
接
修
飾
の
符
号
を
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
否
定

す
る
例
で
あ
る
。
数
の
上
で
は
、　
一
応
そ
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

０
　
富
樫
広
蔭

「詞
通
路
離
誤
抄
出
」
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1こ

「詞
通
路
離
誤
抄
出
」
は

『詞
通
路
』
の
正
誤
表
で
あ
る
。
本
文
墨
付
四
丁
の
簡
単
な
仮
綴
本
で
、
上
巻
中
巻
に
比
べ
て
下
巻
の
、
特

「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
の
正
誤
が
多
い
。
い
ま
関
係
す
る
正
誤
を
次
に
列
記
す
る

（関
係
部
分
の
み
を
引
用
）
。

⑥

ｅ
　
刊
本
と
同
じ
に
な
る
訂
正

（刊
本
、
⑤
ｌ
～
１４
、
⑤
２０
に
引
用
）

ア
　
よ
し
野
の
河
の
　
　
　
　
イ
　
む
か
し
の
月
　
　
　
　
　
ウ

た
れ
植
て
　
　
　
　
　
　
力
　
秋
に
は
あ
ら
ね
と

春
や
む
か
し
の
　
　
　
　
コ
　
さ
も
あ
ら

ハ
あ
れ

春
の
ふ
る
さ
と
　
　
　
　
セ
　
袖
の
う

へ
か
は

一
成
分
が

一
文
節
に
な
る
訂
正

（括
弧
内
、
刊
本
）

う
つ
り
も
ゆ
く
か

（う

つ
り
も
ゆ
く
か
、
八
三
）

花
し
に
ほ
は
ゝ

（花
し
に
ほ
は
ゝ
、　
一
〇
〇
）

仙
到
γ
き
８
う
」
か
た
し
ヽ
七
吾

＞

　

　

　

　

　

１

こ
そ
と
や
い
は
ん

（こ
そ
と
や
い
は
ん
、
二
四
）

た
か
誠
を
か

（た
か
誠
を
か
、
三
〇
）

ね
を
た
え
て

（ね
を
た
え
て
、
三

一
）

奥
の
海
よ

（奥
の
海
よ
、
四
〇
）

ふ
く
風
の

（ふ
く
風
の
、
四
九
）

た
か
世
に
か

（た
か
世
に
か
、
五
二
）

ま
つ
夜

（ま
つ
夜
、
八
八
）

ノ ネ ヌ ニ ナ ト テ ツ チ タ ス ケ オ

ソ サ  キ

あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
　
　
　
エ

き
く
や
い
か
に
　
　
　
　
ク

水
の
み
な
か
み
　
　
　
　
シ

一こ

れ

あ
は
れ
と
そ
み
る

う
は
の
空

志
賀
の
花
園
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ハ
　
露
か
ゝ
る

へ
き

（
か
り
に
て
も
露
か
ゝ
る

へ
き
、　
一
一
四
）

ヒ
　
な
み
た
の
あ
め
と
の
み
ふ
る

（な
み
た
の
あ
め
と
の
み
ふ
る
、
三
三
）

フ
　
わ
か
な
つ
み
に
や

（若
菜
つ
み
に
や
、
四
五
）

ｇ
　

一
成
分
が
必
ず
し
も

一
文
節
に
な
ら
な
い
訂
正

（括
弧
内
、
刊
本
）

へ
　
む
さ
し
野
の
く
さ
ハ

（む
さ
し
野
の
く
さ
ハ
、
五

一
）

ホ
　
ち
り
を
た
に
す
ゑ
し
と
そ
思
ふ

（ち
り
を
た
に
す
ゑ
し
と
そ
思
ふ
、
七
四
）

マ
　
や
ま
と
に
し
て
ハ

（や
ま
と
に
し
て
ハ
、
二
六
）

ヽ
　ヽ
山
の
は

（山
の
は
、
六
〇
）

ム
　
音
す
る

（音
す
る
、
九
四
）

メ
　
な
か
り
せ
ハ

（な
か
り
せ
ハ
、　
一
〇
四
）

モ
　
来
ま
せ

（来
ま
せ
、　
一
〓

こ

右
の
ア
～
モ
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
れ
ば
、
「刊
本
」
を
基
準
に
し
て
、

ア
～
セ
は
符
号
を
加
え
て

「刊
本
」
と
同
じ
に
な
る
訂
正
。
「成
稿
本
」
に
は
符
号
が
な
い
。

ソ
は
符
号
を
除
い
て

「刊
本
」
と
同
じ
に
な
る
訂
正
。
「成
稿
本
」
に
は
符
号
が
付
く
。

夕
～
ノ
は
符
号
を
加
え
て

「刊
本
」
と
異
に
な
る
訂
正
。
夕
～
ツ
は

「成
稿
本
」
に
符
号
は
あ
る
が
テ
～
ノ
は
な
い
。

ハ
～
ヒ
は
符
号
を
変
更
、
追
加
。削
除
し
て
、
フ
～
ホ
は
符
号
を
除
い
て
、
マ
～
モ
は
符
号
を
加
え
て
、
ハ
～
モ
の
訂
正
は

「刊
本
」

と
異
に
な
る
訂
正
。
「成
稿
本
」
は
、
フ
を
除
い
て
他
は
す
べ
て

「刊
本
」
に
同
じ

（フ
の

「成
稿
本
」
は
⑤
ｌ５
）０
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と
整
理
さ
れ
る
。

富
樫
廣
蔭
が
文
構
造
の
単
位
と
し
て

″文
節
″
の
よ
う
な
単
位
を
考
え
て
い
た
と
す
る
と
、
訂
正
の
結
果
、
ア
～
フ
の
二
八
例
は
そ
れ

に
合
致
し
、　
へ
～
モ
の
七
例
は
逆
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
数
の
上
で
は
合
致
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
語
の
連
な
り
を
何
処
か
で
切
る
と
な

れ
ば
、
お
そ
ら
く
文
節
、
或
い
は
文
節
に
近
い
単
位
が
そ
れ
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
合
致
し
な
い
例
の
な
か
で
も

へ
～
ホ
は
納
得

し
が
た
い
が
、
マ
～
モ
に
つ
い
て
は
そ
こ
で
切
れ
目
を
考
え
る
こ
と
は
首
肯
け
る
こ
と
で
あ
る
。

⑥
に
見
て
き
た
よ
う
に

「詞
通
路
離
誤
抄
出
」
に
は
、
「離
誤
」
と
し
て
反
例
も
か
な
り
存
在
し
て
い
て
、
版
下
か
ら
刊
本
に
至
る
間
に

そ
の
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
「成
稿
本
」
「刊
本
」
に
照
ら
し
て
納
得
し
が
た
い
点
が
多
い
。

一
一　
直
接
修
飾

の
符
号
と
頻
度

０

符
号

見
て
き
た
よ
う
に
、
隣
接
す
る
二
つ
の
成
分
が
係
り
と
受
け
の
関
係

（修
飾
被
修
飾
の
関
係
）
に
あ
る
と
き
、
上
位
の
係
り
の
成
分
の

末
尾
か
ら
下
位
の
受
け
の
成
分
の
冒
頭
に
か
け
て
、
若
し
く
は
上
位
の
係
り
の
成
分
の
末
尾
に
付
け
る
の
が
直
接
修
飾
の
符
号
で
あ
る
。

前
者
が

「刊
本
」
の
凡
例
に
い
う

ヽ
ノ

、
後
者
が

「詞
通
路
下
巻
冒
頭
草
稿
」
「草
稿
本
」
の
凡
例
に
い
う

●

で
あ
る
。
「詞
通
路
稿
」

で
は
甲

・
乙

。
丙
と
も
●
で
あ
る
が
、
「和
歌
の
カ
ー
ド
」
は
、

⑦
年
の
う
ち
に
春
ハ
き
に
け
り
□

日

　

ｌ

一
年
か
去
年
と
や
い
は
む
□
こ
と
し
と
や
い
は
む

□

　
　

□

　

　

　

　

　

　

□

　
　

日

の
よ
う
に
●
と

、
―
ノ
が

一
緒
に
付
い
て
い
た
り
、
●
に
重
ね
て
ヽ
―
ノ
を
書
い
た
り
し
て
●
を

、
ノ

に
訂
正
す
る
例
が
あ
る
。
た
だ

し
、　
ヽ
プ

の
例
は
ま
だ
少
な
く
、　
〓

一八
枚
中
、
●
が
混
在
す
る
も
の
も
含
め
て
、
ノ

符
号
の
付
く
用
例
は
九
枚
に
す
ぎ
な
い
。
し

（和

一
）
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か
も
、
回
の
東
八
三
枚

（
一
～
八
三
）
の
う
ち
一
～
五
の
五
枚
、
国
の
東

一
八
枚

（八
四
～

一
〇

一
）
の
う
ち
八
四
・
八
五
の
二
枚
、
□

の
東

一
三
枚

（
一
〇
二
～

一
一
四
）
の
う
ち
一
〇
九
の
一
枚
、
因
の
東

一
四
枚

（
一
一
五
～

一
二
八
）
の
う
ち
一
一
五
の
一
枚
と
い
う
よ

う
に
、
そ
の
多
く
は
各
束
の
初
め
の
一
枚
も
し
く
は
数
枚
に

、
ノ

を
付
け
る
。
●
か
ら

ヽ
ノ

ヘ
の
変
更
は

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
が
一

応
成
っ
た
後
で
試
み
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
因
に
、
「和
歌
の
カ
ー
ド
」
の
各
用
例
の
下
欄
に
書
か
れ
る
国
　
回
　
国
　
因
が
何
を

意
味
す
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
逆
行
間
接
修
飾
の
用
例
カ
ー
ド
に
は
す
べ
て
困
が
書
か
れ
、
例
外
が
な
い
。

②
　
頻
度

「刊
本
」
の
直
接
修
飾
の
総
数
は
五
七
四
。
用
例
数
は
一
一
九
首
で
あ
る
か
ら
、　
一
用
例
当
た
り
四
・
八
か
所
に
直
接
修
飾
の
符
号
が

付
く
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
数
値
を
各
資
料
の
自
立
語
。付
属
語
別
の
数
値
を
加
え
て
算
出
す
る
と
次
の
表
と
な
る
。
（刊
本
と
さ
ほ
ど
数

（２
）

値
に
異
同
の
な
い
初
稿
本
と
成
稿
本
は
除
く
。
括
弧
内
、　
一
用
例
当
た
り
の
数
）

○
直
接
修
飾
の
頻
度

刊 和 通 通 通

務路路路
ィ稿稿稿

本 ド 丙 乙 甲

一
〇

九

五

二

一
一
一
一

一
二

八

一

一
九

用
例
数

四

一
三

（
３

●
８
）

二

一
三

（
４

●
１
）

八
三

（
３

●
８
）

五

一
四

（
４

●
０
）

五
七

四

（
４

●
８
）

総

数

一
九

二
四

一
〇

一
〇
三

二
〇

一
白
ロ
　
ニユ
　
覇
中

０

●
２

）

０

●
５

）

０

・
５

）

０

●
８

）

１

●
７

）

三
九
四

（３
●
６
）

一
八
九

（３
●
６
）

七
三

↑

・
↓

四

一　
一

（３
・
２
）

三
七
四

（３
●
↓

付
　
属
　
語

四
上
ハ
％

一
丁

三
％

一
一
丁
〇
％

二
〇
・〇
％

二
五
・〇
％

自
立
語
の
で

こ
の
表
に
お
い
て
次
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

Ａ
　
総
数
に
お
け
る

一
用
例
当
た
り
の
数
値
は
、
「通
路
稿
甲
」
が
少
な
く

「刊
本
」
に
至
る
に
従

っ
て
多
く
な
る
。
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C B
０

　

「詞
」

直
接
修
飾
が
付
く
隣
接
す
る
成
分
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ほ
ぼ

″文
節
″
に
相
当
す
る
こ
と
、
必
ず
し
も
確
実
に
付
け
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
こ
と
な
ど
、
決
定
稿
と
も
い
う
べ
き

「刊
本
」
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た

（↓

一
０
）。
「通
路
稿
甲
」
に
お
い

て
は
初
期
の
草
稿
で
あ
る
が
ゆ
え
に
当
然
、
い
わ
ば

″落
ち
″
が
あ

っ
た
か
、　
一
用
例
当
た
り
３

●
８
か
所
と
い
う
数
値
で
あ
り
、
そ
れ

が

「刊
本
」
に
近
付
く
に
従

っ
て
整
え
ら
れ
、
「刊
本
」
で
は
４

・
８
と
い
う
数
値
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
Ｂ
を
併
せ
考
え
る
と

″詞
″
↑
∵
」
で
は
現
行
文
法
で
い
う
自
立
語
）
に
付
く
符
号
が
整
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
す
る

ほ
う
が
納
得
で
き
る
。
Ｂ
に
指
摘
し
た

「通
路
稿
甲
」
の
詞
に
付
く
直
接
修
飾
が

一
用
例
当
た
り
の
数
値
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
実
数

一
九

例
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。
″
て
に
を
は
″
（現
行
文
法
で
い
う
付
属
語
）
の
場
合
、
遺
漏
な
く
付
け
ら
れ
て
い
る
と
言

っ
て
も
よ

い
ほ
ど
で
あ
る
の
に
、
何
か
、
付
け
る
規
準
の
違
い
が
な
く
て
は
こ
の

「通
路
稿
甲
」
の
現
象
は
理
解
で
き
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

規
準
の
違
い
と
は

『詞
通
路
』
の
文
構
造
、
係
り
受
け
の
研
究
が

「
て
に
を
は
」
の
係
り
の
問
題
か
ら
始
ま

っ
て
、
後
に

「詞

・
て
に
を

は
」
の
係
り
の
問
題
に
発
展
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「通
路
下
巻
冒
頭
草
稿
」
や

「草
稿
本
」
の
凡
例
と

「初
稿
本
」
以
降
の
凡
例
に

見
ら
れ
る
記
述
の
違
い
、
即
ち
係
り
と
受
け
の
成
分
間
で
、
「次
の
詞

へ
の
み
か
ゝ
る
」
の
が

「冒
頭
草
稿
」
と

「草
稿
本
」
の
訂
正
前
で

は

「
て
に
を
は
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が

（第

一
節
②
⑥
⑭
）
、
訂
正
後
の

「草
稿
本
」
以
降
は

「詞
」
を
も
含
む
こ
と
に
な
る
の

（第

一

節
①
③
）
に
照
応
す
る
の
が

「通
路
稿
甲
」
の
直
接
修
飾
で
あ
り

「刊
本
」
（初
成
同
）
の
直
接
修
飾
で
あ
る
。

「
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
と
こ
ろ
」
の
研
究
で
あ
っ
た
当
初
の
反
映
が

「通
路
稿
甲
」
の
直
接
修
飾
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
自
立
語

自
立
語
に
お
け
る

付
属
語
に
お
け
る

用
例
当
た
り
の
数
値
は
、
「通
路
稿
甲
」
が
特
に
少
な
く

「刊
本
」
に
至
る
に
従

っ
て
多
く
な
る
。

用
例
当
た
り
の
数
値
は
、
「通
路
稿
甲
」
が
多
く

「刊
本
」
に
至
る
に
従

っ
て
少
な
く
な
る
。
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に
付
く

一
九
例
が
あ
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。

③
ｌ
　
峯
よ
り
お
つ
る
み
な
の
川

（甲

一
三
）

３
　
嵐
吹
く
み
室
の
山
の

（甲
六
九
）

５
　
花
さ
そ
ふ
嵐
の
庭
の

（甲
九
六
）

次
に
そ
の

一
九
例
を
挙
げ
る

（傍
線
、
渡
辺
）。

２
　
峯
に
お
ふ
る
ま
つ
と
し
き
か
ハ

（甲

一
六
）

き
り
立
の
ほ
る
秋
の
夕
く
れ

（甲
八
七
）

風
そ
よ
く
な
ら
の
小
川
の

（甲
九
八
）

ひ
か
り
に
あ
た
る
我
な
れ
と

（甲

一
〇
八
）

花
な
き
里
も

（甲

一
〇
九
）

白
波
の
跡
な
き
方
に

（甲

一
三
五
）

限
な
き
君
か
た
め
に
と

（甲

一
二
九
）

岩
波
高
く
行
水
の

（甲

一
三
四
）

い
つ
こ
も
お
な
し
秋
の
夕
く
れ

（甲
七
〇
）

―
―
―
副
―――
―――
―
。
‐‐
劃

・９
　
め
に

ハ
さ
や
か
に
見
え
ね
と
も

（甲

一
一
七
）

品
詞

。
活
用
形
別
に
ま
と
め
る
と
、
動
詞
連
体
形
九
例
、
形
容
詞
連
体
形
六
例
、
形
容
詞

「同
じ
」
連
体
形
二
例
、
形
容
詞
連
用
形

一

例
、
形
容
動
詞
連
用
形

一
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
連
体
形
、
し
か
も
体
言
に
上
接
す
る
連
体
法
連
体
形
が
多
い
。
と
い
っ
て
も
連
体
法
連

体
形
の
す
べ
て
に
直
接
修
飾
の
符
号
が
付
く
わ
け
で
は
な
い
。
用
例
は
省
略
す
る
が
、
他
に
付
か
な
い
例
も
多
く
、
動
詞
二
四
、
形
容
詞

四
の
計
二
八
箇
所
の
そ
の
用
法
に
は
付
い
て
い
な
い
。

「通
路
稿
乙
」
で
は
、
符
号
な
し
の
用
例
、
抹
消
の
用
例
を
除
く
五
二
首
中
、
自
立
語
に
直
接
修
飾
の
符
号
の
付
く
例
は
二
四
例
。
内

訳
は
、
動
詞
連
体
形

（連
体
法
）

一
三
例
、
形
容
詞
連
体
形

（連
体
法
）
五
例
、
形
容
詞

「同
じ
」
（連
体
法
）

一
例
、
動
詞
連
用
形

（連

用
法
）
二
例
、
動
詞
連
用
形

（複
合
語
の
上
位
成
分
）

一
例
、
形
容
詞
連
用
形

（連
用
法
）

一
例
、
形
容
動
詞
連
用
形

（連
用
法
）

一
例

７
　
猶
あ
ま
り
あ
る
む
か
し
な
り
け
り

（甲

一
〇
〇
）

９
　
打
よ
す
る
浪
と
共
に
や

（甲

一
一
八
）

１１
　
時
鳥
ま
た
し
き
程
の

（甲

一
一
五
）

‐３
　
た
ヽ
ま
く
お
し
き
物
に
そ
有
け
る

（甲

一
三
八
）

・５
　
ふ
か
き
心
に
そ
め
て
し
物
を

（甲

一
四

一
）

‐７
　
今
は
た
同
じ
難
波
な
る

（甲
二
〇
）

18  16  14  12  10  8   6   4
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で
あ
る
。
こ
こ
に
は
連
用
形
の
多
い
の
が
目
立

つ
が
、
ま
だ
連
体
法
連
体
形
が
多
い
。
と
い
っ
て
も
す
べ
て
の
連
体
形
に
直
接
修
飾
の
符

号
が
付
く
わ
け
で
は
な
く
、
動
詞

一
〇
例
、
形
容
詞

一
例
の
そ
の
用
法
に
は
付
い
て
い
な
い

（用
例
、
省
略
）
。

「
通
路
稿
丙
」
の
用
例
は
少
な
い
が
、
抹
消
を
除
く
二
二
首
中
自
立
語
に
直
接
修
飾
の
符
号
が
付
く
例
は

一
〇
例
で
、
内
訳
は
動
詞
連

体
形

（連
体
法
）
八
例
、
動
詞
連
用
形

（複
合
語
の
上
位
成
分
）

一
例
、
動
詞
連
用
形

（助
動
詞
下
接
）

一
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
自
立

語
と
認
め
が
た
い
助
動
詞
下
接
の
動
詞
連
用
形
に
付
く
例
ま
で
現
れ
る
が
（お
も
ひ
け
る
哉

・
一
二
）
、
連
体
法
連
体
形
に
符
号
の
付
か
な

い
例
は
次
の
二
例
の
み
と
な
る

（
△
印
、
付
く
べ
き
箇
所
）。

ｏ
今

一
た
ひ
の
あ
ふ
こ
と
も
か
な

（丙

一
三
）
　
　
　
　
○
は
な
に
お
く
露
や

（丙
二
八
）

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
で
は
、
自
立
語
に
直
接
修
飾
の
符
号
の
付
く
例
は
五

一
四
箇
所
中

一
〇
三
例
も
あ

っ
て
、
特
に
連
体
形
に
そ
れ
が

集
中
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
品
詞
や
活
用
形
や
そ
の
用
法
に
よ
っ
て
付
く
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
次
に
幾
つ
か
例
を
挙
げ
る
。

○
洲
川
な、‐り
み
け
り
（和
二
）

○
は
ね
う
ち
か
は
し
と
ふ
か
り
の

（和

一
六
）

ｏ
は
な
あ
り
と
や

（和
三
）

ｏ
あ
ら
そ
ひ
か
ね
て

（和
二
こ

＝
＝
＝

。
――
劃

○
い
た
く
も
る
山

ハ

（和

一
五
）

―
―
―
―
＝
∃

ｏ
し
ハ
し
と
ゝ
め
む

（和
五

一
）

直
接
修
飾
に
関
し
て

「通
路
下
巻
冒
頭
草
稿
」
は

「
●
此
黒
丸

ハ
て
に
を
は
の
次
の
詞
へ
の
み
か
ゝ
る
し
る
し
也
」
と
い
い
、
訂
正
前

の

「
草
稿
本
」
凡
例
は

「
●
此
印

ハ
次
の
詞

へ
の
み
か
ゝ
る
じ
る
し
也
」
と
い
う
。
両
者
の
違
い
は

「次
の
詞

へ
の
み
か
ゝ
る
」
の
が

「冒

頭
草
稿
」
で
は

「
て
に
を
は
」
に
限
定
さ
れ
、
「草
稿
本
」
で
は
特
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
「通
路
稿
甲
」

に
既
に
自
立
語
に
直
接
修
飾
の
符
号
の
付
く
例
が
あ
る
よ
う
に
は

「冒
頭
草
稿
」
や
訂
正
前

「草
稿
本
」
凡
例
に
照
応
す
る
用
例
集
は
な

い
が
、
「通
路
稿
甲
」
に
は
直
接
修
飾
の
符
号
の
付
く
自
立
語
の
用
例
が
少
な
い
こ
と
、
付
く
品
詞
・
活
用
形
。
用
法
に
偏
り
が
あ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
係
り
受
け
研
究
の
当
初
間
も
な
く
の
文
構
造
図
示
用
例
集
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
「
て
に
を
は
の
（か
か
る
と
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か
ら
開
放
さ
れ
た

「草
稿
本
」
凡
例
の
用
例
に

「谷
風
に
と
く
る
氷
の
ひ
間
こ
と
に
」
（↓
第

一
節
引
用
⑤
）
の
よ
う
に
自
立
語
に
直
接
修

飾
の
符
号
の
付
く
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
連
体
法
の
動
詞
連
体
形
で
あ
る
。
「通
路
稿
甲
」
は
、
お
そ
ら
く

「草
稿
本
」
に
訂
正
の
施
さ
れ

た
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
自
立
語
に
直
接
修
飾
の
符
号
を
付
け
る
こ
と
が
連
体
法
の
連
体
形
か
ら
始
ま
っ
た
の
は
、
形
式
か
ら
も
意

味
か
ら
も
上
位
の
係
り
の
成
分
と
下
位
の
受
け
の
成
分
と
の
間
に
切
れ
目
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

０

　

「
て
に
を
は
」

「
て
に
を
は
の
か
か
る
」
こ
と
が
最
も
よ
く
反
映
し
て
い
る

「通
路
稿
甲
」
に
お
い
て
も
、
「
て
に
を
は
」
↑
す
」
で
は
現
行
文
法
の
付

属
語
）
に
直
接
修
飾
の
符
号
の
付
か
な
い
例
が
あ
る
。
例
え
ば

（付
く
べ
き

「
て
に
を
は
」
に
△
を
付
す
）
、

⑨
ア
、
ほ
さ
ぬ
袖
た
に

（甲
六
五
）
　
　
　
　
　
イ
、
わ
た
せ
る
橋
に

（甲
六
）
　
　
　
　
　
ウ
、
独
か
も
ね
ん

（甲
三
）

工
、
み
を
つ
く
し
て
も

（甲
二
〇
）
　
　
　
　
オ
、
雲
の
絶
間
よ
り
も
れ
出
る
月
の

（甲
七
九
）

な
ど
少
な
く
な
い
が
、
と
い
っ
て
助
動
詞
や
助
詞
に
付
か
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
例
え
ば
、

力
、
消
あ

へ
ぬ
雪
の

（甲

一
〇
七
）
　
　
　
　
キ
、
ま
と
ゐ
せ
る
夜

ハ

（甲

一
三
八
）
　
　
　
ク
、
独
か
も
ね
ん

（甲
九

一
）

ケ
、
み
を
つ
く
し
て
や

（甲
八
八
）
　
　
　
　
コ
、
峯
よ
り
お
つ
る
み
な
の
川

（甲

一
三
）

な
ど
、
付
く
例
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
。

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
に
も

「
て
に
を
は
」
に
付
か
な
い
例
は
あ
る
が
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
む
し
ろ

「
て
に
を
は
」
を

一
成
分
と
し
て
符
号
を
付
け
る
例
の
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

サ
、
よ
そ
に
の
み
あ
は
れ
と
そ

（和
四
）
　

シ
、
を
り
て
な
り
け
り

（和
四
）
　
　
　
　
ス
、
見
る
た
に
こ
ひ
し
き

（和
二
八
）

セ
、
み
る
よ
し
も
か
な

（和
五
二
）
　
　
　
　
ソ
、
数
か
く
よ
り
も
は
か
な
き
ハ

（和
六
五
）
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夕
、
色
に
も
出
に
け
る
か
な

（和
八
三
）
　

　

チ
、
か
な
し
か
ら
ま
し

（和
九
五
）

右
の
よ
う
に

「通
路
稿
甲
」
に
は

「
て
に
を
は
」
が
ウ
と
ク
、　
工
と
ケ
の
よ
う
に
同

一
表
現
で
付
く
例
と
付
か
な
い
例
も
あ
る
し
、
「和

歌
の
カ
ー
ド
」
に
は

「
て
に
を
は
」
の

「
の
み
、
な
り
、
だ
に
、
か
な
、
よ
り
も
、
け
る
か
な
」
な
ど
を

一
成
分
と
す
る
よ
う
な
符
号
の

付
け
方
や
、
チ
の
よ
う
に
形
容
詞
の

「
か
り
」
語
尾
を
分
離
す
る
よ
う
な
付
け
方
も
あ

っ
て
、
初
期
の
段
階
の

「詞
通
路
稿

（甲
ど

「和

歌
の
カ
ー
ド
」
で
は
付
け
る
印
も
、
符
号
の
付
け
方

・
単
位
の
切
り
方
も
ま
だ
そ
の
方
針
が
確
か
に
は
定
ま

っ
て
い
な
い
。

０
　
規
準
の
変
更

富
樫
広
蔭

「詞
通
路
離
誤
抄
出
」
に
い
う

「
た
か
―
―

ハ
、
―
ノ
′
ア
ル
例
ナ
ン
ト
モ
わ
か
云
々
ハ
ナ
キ
例
也
こ
の
コ
ト
ウ
ケ
玉
ハ
リ
オ

キ
タ
ル
コ
ト
あ
り
」
に
つ
い
て
言
う
と
、
「刊
本
」
に
お
い
て

「
わ
が
―
―
」
の
連
体
助
詞

「が
」
に
直
接
修
飾
の
符
号
の
付
く
例
は

一
三

例
中

一
例
も
な
い
。
と
こ
ろ
が

「通
路
稿
甲
」
で
は
、　
一
一
例
中
に
付
く
例
が
六
例
あ

っ
て
付
か
な
い
ほ
う
が
寧
ろ
少
な
い
。
「和
歌
の
カ

ー
ド
」
で
は
七
例
中
六
例
が
付
く
。
初
め
付
く
こ
と
も
あ

っ
た

「
わ
が
―
―
」
の

「が
」
に
符
号
の
付
か
な
く
な
る
の
は
初
稿
本
以
降
の

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
初
稿
本
以
降
の
、

⑩
も
ろ
く
な
り
ゆ
く
わ
か
潤
か
な

（刊
六
三
）

は
、
「初
稿
本
」
の
訂
正
前

（こ
れ
を

「原
初
稿
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
↓
六
）
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑪
も
ろ
く
な
り
ゆ
く
わ
か
涸
か
な

（原
初
六
三
）

「世
の
中
」
の

「
の
」
に
も
同
様
の
こ
と
が
あ
る
。
「通
路
稿
甲
」
は
二
例
中
付
か
な
い
の
は

一
例
。
「和
歌
の
カ
ー
ド
」
は
四
例
中
二

例
。
「刊
本
」
で
は
三
例
す
べ
て
が
付
か
な
い
。
「―
の
花
」
の

「
の
」
も
同
様
で
あ
る
。
「刊
本
」
で
は

「梅
の
は
な

（三
四
）
、
と
こ
夏

の
花

（七
四
）、
し
ら
き
く
の
花

（
一
〇
九
と

の

「
の
」
に
付
か
な
い
が
、
「和
歌
の
カ
ー
ド
」
で
は

「梅
の
は
な
」
二
例
中

一
例

（三
）
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に
付
き
、
他
の

一
例

（四
）
に
は
付
か
な
い
。
「
地
名

（固
有
名
詞
）
の
―
―

（山

。
川

「通
路
稿
甲
」
で
は

「
田
子
の
浦
に

（四
）
、
富
士
の
高
ね
に

（四
）
、
み
か
さ
の
山
に

り

（
一
三
）
、
い
な
ハ
の
山
の

（
一
六
）
、
い
く
野
の
道
の

（六
〇
）
、
な
ら
の
都
の

（六

。
原

・
野
な
ど
と

に
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
。

（七
）
、
わ
た
の
原

（
一
一
）、
つ
く
は
ね
の
峯
よ

こ
、
宇
治
の
河
霧

盆
ハ
四
）、
み
室
の
山
の

（六

九
）
、
た
つ
た
の
川
の

（六
九
）
、
一局
師
の
浜
の

（七
二
）
、
は
つ
せ
の
山
お
ろ
し

（七
四
）
、
す
ま
の
せ
き
も
り

（七
八
）、
み
よ
し
の
ゝ
山

の

（九
四
と

な
ど
、
僅
少
の
例
外
は
あ
る
が
多
く
は
符
号
が
付
く
。
「和
歌
の
カ
ー
ド
」
も
同
様
で
、
「
ふ
し
み
の
里
の

（六
八
）
、
す
ま

の
浦
に

（九
二
）、
津
の
国
の
な
に
は
の
春

ハ

（
一
〇
八
）、
わ
た
の
ハ
ら

（
一
二
〇
と

な
ど
、
符
号
が
付
く
。
「刊
本
」
は
逆
に
付
か
な

い
ほ
う
が
多
い
。
「
み
か
の
原

（
一
九
）
、
い
も
せ
の
山
の

（二
〇
）、
吉
野
の
た
け
の

（五
九
）
、
三
輪
の
山

（八
二
）、
う
ね
の
野
に

（八

五
）
、
塩
か
ま
の
う
ら

（
一
〇
六
）、
五
十
鈴
の
川
の

（
一
一
九
と

な
ど
で
あ
る
。

係
り
受
け
の
変
更
に
よ
っ
て
直
接
修
飾
か
ら
間
接
修
飾
に
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

⑫
今

こ
ん
と

い
ひ
し
は
か
り
に
日
長
月

の
有
明

の
月
を
待
出

つ
る
か
な

（甲
二

一
）

⑬
今
こ
む
と
い
ひ
し
計
に
長
月
の
有
明
の
月
を
ま．
ち
出
つ
る
か
な

（和
九
〇
）

間
接
修
飾
か
ら
直
接
修
飾
に
代
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑭
わ
か
せ
こ
輌
刻
の。‐
が
そ
を「
州
が

へ
し「
「
『
州
「
『
囲

き「―
刺
の。‐‐
副
引
型

せ

（甲

一

⑮
わ
か
せ
こ
か
衣
の
す
そ
を
ふ
き
か
へ
し
う
ら
め
つ
ら
し
き
秋
の
は
つ
風

（刊

一
一
九
）

〓
一）
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〓
一　

間
接
修
飾

０
　
「刊
本
」
の
類
型

或
る
成
分
と
他
の
或
る
成
分
と
が
間
に

一
つ
若
し
く
は
二
つ
以
上
の
成
分
を
挟
ん
で
係
り
受
け
の
関
係

（修
飾
被
修
飾
の
関
係
）
に
あ

る
と
き
、
係
り
の
成
分
の
末
尾
と
受
け
の
成
分
の
冒
頭
と
を
線
で
結
び
、
そ
の
線
を
右
側
に
付
け
る
の
が
間
接
修
飾
、
左
側
に
付
け
る
の

が
逆
行
間
接
修
飾
の
符
号
で
あ
る
。

「刊
本
」
に
お
け
る
符
号
の
付
け
方
を

一
応
分
類
す
る
と
次
の
Ｉ

・
Ｈ

・
Ⅲ

・
Ⅳ

・
Ｖ
の
よ
う
に
な
る
。

「
―
―
―

ヽ
―
川
「
―
―
―ヽ
川
―

ヽ
―
四

⑮
Ｉ
　
い
た
つ
ら
に
過
る
月
日
は
お
も
ほ
え
て
花
見
て
く
ら
す
春
そ
す
く
な
き

□

　

　

　

□

Ⅱ
な
瞥
錮
劉
鼻
９
り
く
舶
到
到
Ⅶ
翔
型
～
む

□

　

口
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（刊
四

一
）

Ⅲ
う
う
２
角
饉
饉
馴
劃
馴
到
到
劉
刷
「
が
箪

□

＞

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

□

　

一Ｈ

□

Ⅳ
　
契
あ
り
て
」「
凶
　
　
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（刊
二
五
）

り
ふ
み
や
河
の
ゆ
ふ
か
つ
ら「
則
き、

‐
日
剌
「
も「

―
型
硼

て、
―

型
ま
む

Ｖ
　
時
鳥
な
く
や
さ
つ
き
の
あ
や
め
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊
四
三
）

あ
や
め
も
し
ら
ぬ
こ
ひ
も
す
る
か
な

（刊
三
）

Ｉ
は
係
り
の
成
分
と
受
け
の
成
分
が

一
対

一
で
対
応
す
る
例
、
Ⅱ
は
複
数
の
係
り
の
成
分
が

一
つ
の
成
分
を
同
時
に
受
け
の
成
分
と
す

る
例
、
Ⅲ
は

一
つ
の
係
り
の
成
分
が
複
数
の
成
分
を
受
け
の
成
分
と
す
る
例
、
Ⅳ
は
二
つ
の
異
な
る
係
り
受
け
の
関
係
が
交
叉
す
る
例
、

Ｖ
は
同
音
で
あ
る
が
ゆ
え
に

一
つ
の
成
分
を
割

っ
て
ま
で
し
て
係
り
と
受
け
の
関
係
と
す
る
例
で
あ
る
。
Ｉ
型

・
Ⅱ
型
が
最
も

一
般
的
で

（刊
八
）
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類
例
が
多
い
。
Ⅲ
型
の
類
例
は
少
な
い
。
Ⅳ
型
は
、
現
行
の
文
法
で
は
こ
れ
に
類
似
す
る
図
示
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
が

起
こ
る
の
は
、
意
味
上
特
に
密
接
な
繋
り
が
あ
る
と
き
他
に
優
先
し
て
係
り
受
け
の
関
係
と
す
る
と
い
う
、
専
ら
歌
意
を
理
解
す
る
た
め

の
文
構
造
図
示
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
文
構
造
図
示
の
場
合
、　
一
首
の
各
成
分
の
意
味
が
続
く
か
ぎ
り
ど
の
成
分
も
必
ず
他
の

成
分
と
係
り
受
け
の
関
係
で
結
び
付
く
。
し
た
が

っ
て
　
Ｖ
の

「草
」
の
よ
う
に
係
り
の
成
分
も
受
け
の
成
分
も
な
い
孤
立
し
た
成
分
は
、

現
行
文
法
で
は
通
常
有
り
得
な
い
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は

一
語

（
一
成
分
）
を
割

っ
て
ま
で
同
音
を
結
ん
だ
か
ら
で
あ

っ
て
、
Ｖ
型
は
特

異
な
図
示
で
あ
る

（↓
五
）
。

②

　

「
詞
通
路
稿
甲
」
の
特
殊
図
示

「通
路
稿
甲
」
に
は

「刊
本
」
に
見
ら
れ
な
い
図
示
が
あ
る
。
分
類
し
て
次
に
挙
げ
る
。

⑭
Ａ
　
ほ
と
ヽ
き
す
鳴
つ
る
か
た
を
な
か
む
れ
ハ
た
ゝ
有
明
の
月
そ
の
こ
れ
る

Ｂ
　
世
の。中
ノ、．常
に
も
か
も
な
目渚
こ
く「あ「―刻
の。‐‐劉
側
の。‐つ‐引
ｄ
川
引
引
♂

Ｃ

　
き

の
ふ
こ
そ「
訓
潤
利

とＪ

り
し

か

〓
い

Ｄ
　
我
袖
′、́
し
ほ
ひ
に
見
え
ぬ
沖
の
石
の
人
こ
そ
し
ら
ね

わ
く
ま
も
な
し

こ
の
よ
う
な
図
示
は
、
八
一
番
目
か
ら
一
三
一
番
目
ま
で
の
用
例
に
現
れ
る
。
八
一

渡
辺
）、
八
五
の
用
例
に
「又
是
ョ
明
改
パ
タ
ル
「
ン
」
翁
ズ
走
ョ
リ
‐「
ン
改
ダ
タ
ル
」

つ
の
間
に
¨
な
は
そ
よ
き
て「凋
川
の。‐♂
く

（甲
八

一
）

（甲
九
二
）

（甲

一
二
〇
）

（甲
九
二
）

（朱
書
に
傍
線
を
付
す
、

三
二
の
用
例
に

「是
ヨ

の
右
肩
に

「是
ヨ
リ
改
」

と
読
む
か
）
と
あ
り
、　
一
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り
又
本
改
メ
」
（朱
書
）
と
あ

っ
て
、
こ
れ
以
降
に
こ
の
よ
う
な
図
示
は
な
く
な
る
。
八

一
か
ら

一
三

一
ま
で
、
意
図
的
に
特
殊
な
図
示
が

試
み
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

「通
路
稿
乙
」
「通
路
稿
丙
」
に
こ
の
よ
う
な
図
示
は
な
い
。
乙
に

⑬
ｌ
　
田
子
の
浦
に
う
ち
い
て
ヽ
見
れ
ノ、一
白
た

へ
の一
ふ
し
の
高
根
『
劃

ノ、。‐
評
り
つ
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（乙
四
）

が
あ

っ
て
似
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は

「刊
本
」
に
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る

（Ⅱ
と
Ⅳ
の
複
合
）。
「和
歌
の
カ
ー
ド
」
に
も
こ
の
よ
う
な
図

示
は
な
い
。

「通
路
稿
甲
」
の
Ａ
型
の
類
例
を
幾

つ
か
挙
げ
る
と
、

4   2

露
も
ま
た
ひ
ぬ

（甲
八
七
）

な
け

ゝ
と
て
月
や

ハ
も
の
を
お
も

ハ
す
る

（甲
八
六
）

６
　
き
リ
ノ
ぐ
ヽ
す
鳴
や
霜
夜
の
さ
む
し
ろ
に
こ．
ろ
も
か
た
し
き
独
測
も。‐
潤
♂

か
こ
ち
か
ほ
な
る「わ「‐刹
劃
州
川
が
（甲
八
六
）

槙
の
は
ぃ
き「‐州
劃
引
副
♂
（甲
八
七
）（甲

九

一
）

5   3

の
よ
う

で
あ

る
が
、
こ
れ
ら

に
共
通

し

て
、
上
位

の
成

分

か
ら
間
接
修
飾

の
符
号

の
至

る
先

が
、
「
‐

∃

で
ま
と
め
た
部
分

の
末
尾

の
「
お

も

ハ
す

る
、

な

み
た
哉
、

ひ

ぬ
、
立

の
ほ

る
」

の
そ
れ
ぞ
れ

の
冒
頭

の
辺
り

で
あ

る
。
「
‐

∃

で
ま
と
め
て
は
あ

る
が
、
係

り
受
け

の
直

接

的

な
関
係

は

「
な
け

ゝ
と

て
↓

お
も

ハ
す

る
、

か
こ
ち
か
ほ
な

る
↓

な

み
た
哉
、
露
も
↓

ひ
ぬ
、
槙

の
は

に
↓
立

の
ほ
る
」

で
あ

る

こ

と
を

示

す
図

示
と
な

っ
て

い
る
。

Ａ
型

で
次

の
よ
う

に
図

示

す

る
用
例
も
あ

る
。
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こ
れ
は
上
位
の
成
分
か
ら
間
接
修
飾
の
符
号
の
至
る
先
が

「独
か
も
」
で
あ

っ
て
、
「
‐

∃
で
ま
と
め
ら
れ
た
部
分
の
末
尾
の
成
分
と
は

な

っ
て
い
な
い
。
「
ね
ん
」
に
至
る
よ
う
に
付
け
て
了
解
で
き
る
例
で
あ
る
。

Ｂ
型
は
、
い
わ
ば
Ａ
型
の
変
型
で
あ
る
。
「
‐

コ
で
ま
と
め
た
部
分

∩
あ
ま
の
を
船
の
つ
な
て
か
な
し
も
」
（⑭
Ｂ
こ

の
上
位
の
成
分

翁
渚
こ
く
し

か
ら
係
り
行
く
先

（「船
の
し

が
明
確
に
示
さ
れ
る
図
示
に
な
っ
て
い
る
。

Ｂ
型
に
次
の
よ
う
に
図
示
す
る
例
も
あ
る
。

７
　
は
る
き
ぬ
と「
川

ノ、。‐
］

へ
と
も「副
洲
洲

力ヽ――

ぬ。
‐‐

力ゝ‐‐
訓
州

ノ、。‐‐
冽
引
引
洲

そ。
―

副
副
♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（甲

一
一
一
）

こ
れ
は
　
用
例
６
と
同
様
、
上
位
の
成
分
か
ら

「
お
も
ふ
」
に
係
る
よ
う
符
号
を
付
け
る
ほ
う
が
了
解
で
き
る
。

Ｂ
型
に
は
複
雑
な
図
示
を
す
る
用
例
も
あ
る
。

８
　
梅
か
枝
に
き
ゐ
る
鶯
出
陥
い
け
て
な
け
と
も
い
ま
た
雪
ハ
ふ
り
つ
ゝ

―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

（甲

一
〇
五
）

こ
の
係
り
受
け
の
関
係
は

「鶯
↓
な
け
と
も
、
は
る
か
け
て
↓
雪

ハ

（ふ
り
つ
ゝ
）
、
な
け
と
も
↓
ふ
り
つ
ゝ
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
と

す
る
と
、
「
い
ま
た
雪
ハ
ふ
り
つ
ゝ
」
を
「
‐

∃
で
ま
と
め
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

っ
て
、
い
ず
れ
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

Ｃ
型
は
、
刊
本
Ⅱ
型
と
似
て
い
る
が
、
「
い
な
は
そ
よ
き
て
」
の
冒
頭
か
ら

「
ふ
く
」
に
至
る
間
接
修
飾
の
印
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
。

類
例
は
な
い
。

Ｄ
型
の
係
り
受
け
の
関
係
も
納
得
し
が
た
い
。
「和
歌
の
カ
ー
ド
」
こ
、

９

年
，

ち
罰

創

将

占

革

山

田

割

網

「

ョ

＝

岬

謂

日

　

　

日

（和

こ
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が
あ
っ
て
、
こ
れ
が

「刊
本
」
で
、

１０
　
年
の
内
に
春
は
き
に
け
り
□

□

　

　

日

と
な
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
⑭
Ｄ
の
係
り
受
け
は

「我
袖

ハ
↓
石
の
、
我
袖

ハ
↓
か
わ
く
ま
も
な
し
」
と
な
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
「我
袖

↓
石
の
」
の
関
係
が
分
か
ら
な
い
。

Ｃ
型

・
Ｄ
型
の
図
示
が
示
す
係
り
受
け
の
関
係
に
は
、
現
在
か
ら
見
れ
ば
理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
工
夫
の
跡
も
著
し
い
。

０

　

「む
ね
と
」

「刊
本
」
凡
例
に
間
接
修
飾
に
関
し
て

「詞
て
に
を
は
の
句
を
へ
た
て
ゝ
む
ね
と
か
ゝ
る
」
と
い
う

「む
ね
と
」
と
は
、
「通
路
下
巻
冒

頭
草
稿
」
に
「
上

へ
か
へ
る
て
に
を
は
」
（逆
行
間
接
修
飾
の
こ
と
）
に
関
し
て
い
う

「
む
ね
と
ハ
其
き
る
ゝ
所
の
詞
に
か
ヽ
る
こ
と
」
（第

一
節
⑮
）
と
同
じ
意
で
あ
り
、
「草
稿
本
」
凡
例
の
抹
消
部
分
に
い
う

「其
切
る
ゝ
所

ヘ
ハ
む
ね
と
か
ゝ
ら
す
上
の
方
に
の
み
か
ゝ
り
て
切

る
ゝ
所

ヘ
ハ
お
よ
ハ
ぬ
」
は
よ
ろ
し
く
な
い

（第

一
節
⑨
）
を
内
容
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
現
行
の
文
法
で
文
構
造
の
図
示
を

″連

文
節
″
の
考
え
に
よ
っ
て
行
う
と
き
、
或
る
係
り
の
文
節

・
連
文
節
は
後
行
の
連
文
節
中
の
末
尾
の
文
節
と
の
間
で
直
接
的
な
修
飾
被
修

飾
の
関
係
が
成
り
立
つ
よ
う
に
図
示
す
る
の
と
同
様
の
考
え
で
あ
る
。

こ
れ
を
徹
底
す
る
と
き
、
「刊
本
」
の
Ⅳ
型
の
よ
う
な
図
示
は
有
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
「通
路
稿
甲
」
の
Ａ
型

・
Ｂ
型
の
よ
う
に

「
‐

∃

で
ま
と
め
る
こ
と
な
く

「
む
ね
と
」
係
る
成
分
に
符
号
を
直
接
付
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
図
示
が

「通
路
稿
甲
」
の
限

ら
れ
た
範
囲
で
試
み
ら
れ
、
や
が
て
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
し
か
し

「
む
ね
と
」
と
は
、
関
係
は
あ
る
が
さ
ほ
ど
深
い
関
係
に

な
い
幾

つ
か
の
成
分
の
中
で
始
め
て

「
む
ね
と
」
と
言
え
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
「
‐

∃
で
ま
と
め
る
こ
と
が

「
む
ね
と
」
を
よ
り
鮮
明
に

一
年
を一
こ
そ
と
や
卜
は
ん
□
こ
と
し
と
や
卜
は
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（刊
二
四
）

□

　

　

□

　
　

　

　

　

　

　

□
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意
識
す
る
た
め
の

一
過
程
と
し
て
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
の
研
究
は

″連
文
節
″
に
よ
る
文
構
造
の
図
示
に
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
兆
し
は

確
か
に
あ

っ
た
。
し
か
し
春
庭
は
、
歌
の
理
解
に
と
っ
て
最
も
実
用
的
な
図
示
を
考
え
て
い
て
、
し
た
が
っ
て
最
も
直
接
的
に
関
係
の
深

い
二
つ
の
成
分
を
係
り
と
受
け
と
し
た
。
深
い
関
係
に
あ
る
二
つ
の
成
分
を
結
ぶ
こ
の
方
式
は
、
後
に
「同
音
連
結
」
（↓
五
）
に
象
徴
的

に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
に
は

「
通
路
稿
甲
」
の
よ
う
な
特
殊
な
図
示
は
な
い
。
引
用
⑬
９
の
ほ
か
、
類
例
に
、

⑩Ｄ
馨
錮
洲
馴
劃
副
馴
馴
厠
剋
ヨ

春ヽ
の
に
し
き
な
り
け
り

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

日

が
あ
る
。
複
雑
な
図
示
で
あ
る
が
、
係
り
受
け
の
関
係
を
辿
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し

「
み
や
こ
そ
」

間
接
修
飾
の
符
号
が
二
本
で
あ
る
の
は
誤
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「柳
」
か
ら
の
間
接
修
飾
の
符
号
に

「
○
」

思
わ
れ
、
と
す
る
と

「柳
さ
く
ら
を
」
を

一
成
分
と
し
て
扱

っ
た
こ
と
に
な
る
。

四
　
意
味
連
結

「意
味
連
結
」
と
は
、
い
ま
仮
に
、
形
式
と
し
て
の
成
分
よ
り
も
意
味
と
し
て
の
成
分
を
優
先
さ
せ
る
係
り
と
受
け
の
関
係
を
言
う
こ

と
に
す
る
。

（和
八
五
）

と

「
に
し
き
」
と
を
結
ぶ

が
付
く
の
は
抹
消
の
印
と

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
に
特
に
そ
の
図
示
が
目
に
付
く
。

⑩
ｌ
　
五
月
ま
「
嘲
引
が
ち
花
の

（和
八
）

２
　
古
里
に
猶
お
も
ひ
ぞ
ふ
松
風
そ
吹
く

（和
二
五
）
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―

　

・

３
　
ふ
り
つ
み
し
高
根
の
み
ゆ
き
と
け
に
け
り

（和
三
二
）

０

　

　

●

　

　

●
‥

５
　
空
ゆ
く
月
の
末
の
し
ら
雲

（和

一
二
七
）

な
ど
、　
一
五
例
ほ
ど
が
あ
る
。

同
様
の
図
示
が

「通
路
稿
甲
」
に
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

６
　
渚
こ
く
あ
ま
の
を
船
の
つ
な
て
か
な
し
も

（甲
九
二
）

「
―

∃

８
　
さ
月
ま
つ
花
た
ち
花
の

（甲

一
一
工Ｃ

類
例
は

「原
初
稿
本
」
（↓
六
）
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、

１０
月
「
ら、‐が
つ
ら
し
「
凋
の、‐Ｍ
つ‐鳳
（原
初
二
〇
）

の
図
示
は
初
稿
本
以
降
、

・２

Ｊ
コ
ら、‐
が

つ
ら
し
き
秋
の
は

つ
風

（刊

一
一こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１３
　
吹
ま
よ
ふ
野
風

（刊
八
三
）

の
よ
う
に
な
る
。

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
で
は
、
複
合
名
詞
を

一
語
と
す
る
か
、
二
成
分
と
し
て
上
位
成
分
を
修
飾
語
の
よ
う
に
扱
う
か
、
ま
だ
定
ま

っ
て

は
い
な
い
。
「
そ
昌
倒
爬
そ

（⑩
２
と

「末
Ｑ
引
引
製

（⑩
５
ど

の
よ
う
に
初
め
直
接
修
飾
の
符
号
を
付
け
、
そ
れ
を
間
接
修
飾
の
符
号

４
　
ぬ
れ
て。ほ
す「到
釧
馴
釧
利
剣
副
認
に
（和
六
一こ

八

一
～

一
三

一
ま
で
の
間
に
次
の
例
が
あ
る
。

７
　
五
月
ま
「
川
麒
と
ヽ
き
す

（甲

一
一
四
）

９
　

つゝ
ら
め
ち
ら
し
き
秋
の
は
つ

せ

（甲

一
一
九
）

１１
　
吹
ま
よ
ぶ
野
風

（原
初
八
三
）
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に
直
す
と
い
う
書
き
方
が
あ
る
。
対
し
て

「刊
本
」
（初
稿
本
。成
稿
本
も
同
）
で
は
、
動
詞
や
形
容
詞
の
複
合
語
を
二
つ
の
成
分
に
割
る

こ
と
は
あ
る
が
、
名
詞

（複
合
名
詞
）
と
認
め
う
る

「松
風
、
む
ら
雲
、
み
ゆ
き
、
し
ら
な
み
、
下
露
、
露
霜
」
な
ど
を
割
る
よ
う
な
符

号
の
付
け
方
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
初
稿
本
以
降
、
意
味
の
結
び
付
き
を
優
先
さ
せ
る
こ
の

「意
味
連
結
」
の
図
示
は
な
い
。

五
　
同
音
連
結

「同
音
連
結
」
と
は
、
異
な
る
成
分
間
に
同
じ
音
が
あ
る
場
合
、
形
式
と
し
て
の
成
分
よ
り
も
同
音
を
優
先
し
て
係
り
と
受
け
の
関
係

と
す
る
図
示
を
、
い
ま
仮
に
そ
う
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
現
象
は

「原
初
稿
本
」
に
現
れ
、
刊
本
に
至
る
。

「刊
本
」
で
は
次
の
六
例
で
あ
る

（初
成
同
）。

④
ｌ
　
あ
や
め「朝
が
や
め
も、υ
ら
ぬ
（刊
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
よ
し「国
川
メ
し
や
（刊
五
）

３
　
い
つ
み
川
い
つ
見
き
と
て
か

（刊

一
九
）

お
と
は
山
音
に
き
ゝ
つ
ゝ

（刊
二
七
）

よ
し「野ヽ‐
硼
川
の、‐メ
し
や
世
中
（刊
二
〇
）

５
　
浮
草
の
う
き
事
あ
れ
や

（刊
三

一
）

他
の
草
稿
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

７
　
あ
や
め
草
あ
や
め
も
し
ら
ぬ

（甲

一
三
二
）

９
　
則
副
測
つ見
き
と
て
か
（原
初
四
）

あ
や
め
草
あ
や
め
も
し
ら
ぬ

（原
初
二
）

音
は
山
を
と
に
聞
つ
ゝ

（甲

一
三
六
）
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１１
　
浮
草
の
う
き
事
あ
れ
や

（原
初
三
一
）

「意
味
連
結
」
は
草
稿
段
階
で
現
れ
消
え
て
い
く
が
、
「同
音
連
結
」
は
刊
本
に
近
く
現
れ
定
着
す
る
。
現
行
の
文
法
で
は
、
今

一
つ
頷

け
な
い
図
示
法
で
あ
る
が
、
歌
の
理
解
と
い
う
点
で
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

エハ
　

「
原
初
稿
本
」

今
ま
で
し
ば
し
ば
引
用
し
そ
の
名
を
挙
げ
て
き
た
が
、
「原
初
稿
本
」
と
は
、
貼
紙
な
ど
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
る
前
の
初
稿
本
を
仮
に
そ

う
名
付
け
た
の
で
あ
っ
て
、
「原
初
稿
本
」
と
称
さ
れ
る
草
稿
が
別
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
所
収

一
一
九
首
中
の
六
〇
首
に
訂
正
が

あ
っ
て
、
う
ち
、
用
例
の
書
き
誤
り
の
訂
正
、
係
り
と
受
け
に
関
係
の
な
い
訂
正
、
訂
正
前
と
特
に
変
更
が
な
い
と
見
倣
さ
れ
る
訂
正
を

除
く
と
、
関
係
の
あ
る
訂
正
は
四
六
首
に
あ
る
。
次
に
主
と
し
て
直
接
修
飾
関
係
の
変
更
を
二
一
か
所
挙
げ
て
お
く

（原
初
稿
本
、
初
稿

本
の
順
。
括
弧
内
、
初
稿
本
の
排
列
順
番
号
、
刊
本
と
異
な
る
場
合
の
み
刊
本
の
排
列
順
も
記
す
）。

②
ｌ
　
あ
や
め
草、が
や
め
も、ノ
ら
ぬ
　
――
　
あ
や
め「引
が
や
め
もヽ
υ
ら
ぬ
（二
、
刊
三
）

１

　

＞

２
　
泉
川
い
つ
見
き
と
て
か
　
―
―

３
　
浮
草
の
う
き
事
あ
れ
や
　
―
―

い
つ
み
川

い
つ
見
き
と
て
か

（四
、
刊

一
九
）

諭
引
剣
ヂ
私
暑
″
れ
や

（三

一
）

４

ョ
「
ら、‐
が

つ
ら
し
「
凋
の、

‐
Ｍ

つ‐
貯
　
‐
‐

川
引
ら、‐が

つ
ら
し
き、γ
の、
ビ

つ
風

（二
〇
、
刊

一
三
）

５
５

二
部

―

り

よ
鈴
曇

全
）
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６
あ
砂
』
劃
れ
が

７
　
幾
世
し
も、が
ら
し「我、‐グ
を

―
―
　
あ
ひ
見
ぬ
も
う
き
も
我
身
の

（壬

こ

―
―
　
幾
世
し
も
あ
ら
し
我
身
を

（三
二
）

―
―
　
も
ろ
く
な
り
ゆ
く
わ
か
涸
か
な

（六
三
）

物
思
ふ
頃
の
我
袖
に

（五
〇
）

８
　
も
ろ
く
な
り
ゆ
く
わ
か
泊
か
な

物
思
ふ
頃
の
我
袖
に

我
身

一
つ
の
　
―
―

い
ま
さ
ら
に
　
―
―

こ
≒

此「‐

―

13    12

か

た

み

の
は

る

の
夜

の

つ
き

　

―
―

　

か

た

み

の
は

る

の
夜

の

つ
き

（
二

五

）

・４
玉
搬
翔
副
刑
割
は
ふ
―

に
な
色
割
創
リ
ル
量

冥
８

・５
音
胸
劉
劉
日
制

２ゝ
は
―

立
田
胸
刹
創
目
が

２
急

（６
）

‐６
　
ン」
と
し
の
み
ち
る
　
―
―

　
ン」
と
し
の
み
ち
る

（七

一
）

・７
　
た
ち
や
ぬ
れ
ま
し

―
―
　
た
ち
や
あ
ぬ
れ
ま
し

（五
八
）

我
身

一
つ
の

（七
九
）

い
ま
さ
ら
に

（三
〇
）

こ
れ
や
此

（二
六
）
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・８
　
子
日
し
て
し
め
つ
る
　
―
―
　
子
日
し
て
し
め
つ
る

（
一
〇
、
刊
二

一
）

・９
　
朝
露
の
お
く
て
の
　
―
―
　
囲
圏
園
Ш
お
く
て
の

（
一
三
、
刊
一
〇
）

２０
　
久
か
た
の、が
か
り
　
―
―
　
囲
田
田
□
の
ひ
か
り

（
一
五
、
刊

一
二
）

２．
　
日
日
園
Ⅲ
Ⅲ
□
ふ
る
野
の
桜
　
―
―
　
い
そ
の
か
み
ふ
る
野
の
桜

（五
七
）

右
の
　
１
～
３
は
同
音
連
結
。
「原
初
稿
本
」
か
ら

「初
稿
本
」
へ
の
段
階
で
一
成
分
で
あ
っ
た
の
を
敢
え
て
崩
し
て
間
接
修
飾
の
符
号

で
同
音
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
初
稿
本
以
降
、
こ
れ
が
定
着
す
る
。
４
ｏ５
は
意
味
連
結
に
類
す
る
例
で
あ
る
。
初
期
の

「詞
通
路
稿
」

に
も
同
じ
よ
う
に
図
示
す
る
例
は
あ
る
の
だ
が

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
で
は
受
け
の
成
分
の
中
心
的
意
味
を
表
す
部
分
に
係
る
よ
う
に
図
示

さ
れ
、
そ
れ
が

「原
初
稿
本
」
に
受
け
継
が
れ
、
「初
稿
本
」
の
段
階
で
変
更
さ
れ
定
着
し
た
。
認
定
に
違
い
が
あ
っ
て
現
行
文
法
の
一
文

節
が
必
ず
し
も

一
成
分
と
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、　
一
成
分
を
分
割
す
る
よ
う
な
間
接
修
飾
の
符
号
の
付
け
方
は
、
初
稿
本
以
降
、

同
音
連
結
の
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
６
～
１０
は
「詞
通
路
離
誤
抄
出
」
の
広
蔭
注
記
に
照
応
す
る
変
更
。
初
稿
本
以
降
、
「わ
が

（我
が
と

に
直
接
修
飾
の
符
号
の
付
く
例
は
な
い
。
９
は
６
●
７
●
８
と
同
じ
で
は
な
い
し
１０
も

「―
―

一
つ
」
の
扱
い
に
問
題
が
あ
る

が
、
類
例
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。
Ｈ
は
こ
の
段
階
で
の
変
更
後
も
変
更
が
あ
る

（↓
引
用
⑤
ｌ９
）０
‐２
～
・８
は
こ
こ
で
の
変
更
で
定
着
す

る
。

１９
～
２．
の
よ
う
に
枕
詞
を
目
――
国
で
囲
む
符
号
は
原
初
稿
本
以
降
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
だ
揺
れ
て
い
て
囲
ま
な
い
例
も
あ
る
。

七
　
係
結
、
枕
詞

係
結
び
の
係
り
と
結
び
に
対
応
し
て
印
を
付
け
る
の
は
、
初
期
の
段
階
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
「初
稿
本
」
以
降
の
凡
例
に
コ
ロ

ロ
＝
□
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此
印
は
紐
鏡
に
い
へ
る
結
ふ
て
に
を
は
を
し
ら
せ
た
る
な
り
」
（刊
本
に
よ
る
。
引
用
③
）
と
あ
っ
て
、

④
ｌ
　
月
み
れ
勺
「
「
『
刻
劃
そ、――が
な
し
け
れ
（刊
七
九
）

ｌ

　

　

ｌ

と
図
示
す
る
。
「草
稿
本
」
の
凡
例
に
は

「左
の
方
に
□

日
＝
］
此
印
を
付
た
る
ハ
紐
鏡
に
い
へ
る
　
は
も
徒
　
そ
の
や
何
　
こ
そ
　
の
む

す
ひ
て
に
を
は
の
し
る
し
也
」
（↓
第

一
節
引
用
⑩
）
と
あ

っ
て
、

２
　
雪
ふ
れ
ハ
木
こ
と
に
花
そ
咲
に
け
る

（草
稿
本
凡
例
の
用
例
）

□

　

　

日

と
図
示
す
る
。
こ
れ
と
同
じ
用
例
が

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
で
は
、

３
　
雪
ふ
れ
徊
利
引
引
『
引
そ。――
呻
に
け
る

（和

一
八
）

の
よ
う
に
左
に
○
を
付
け
る
が
、
同
じ

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
で
も
初
め
の
ほ
う
の
用
例
で
は
、

４
　
一年
を「劃
引
川
耐
¶
副
嗣
明
馴
引
引
口
引
同
り
は
恥
・
（和
一）

の
よ
う
に

「草
稿
本
」
凡
例
の
用
例
と
同
じ
印
で
あ
る
。
２
や
４
の
ロ
ー
（
Ｉ

Ｍ
□
は
、
お
そ
ら
く
初
め

ｏ

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
口

‐―
‐―
□

を
加
え
て
新
し
い
係
結
び
の
印
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
直
接
修
飾
の
符
号
が

●

か
ら

ヽ
ノ

に
訂
正
さ
れ
る

（二
①
）
用
例
で
は
４

の
よ
う
に
係
結
び
の
印
も

ｏ

か
ら

［国
口
＝
］
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
初
期
の

「詞
通
路
稿
」
で
は
、

５

　

一
と
せ
を

こ
そ
と
や

い
は
ん

〓
こ
と
し
と
や

い
は
ん

（甲

一
〇

一
）
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６
　
月
見
れ
勺
「
「
「
引
劉
引
劇
Ｆ
障
匹
Ｄ

‐。れ

（甲
二
三
）

７
　
月
み
れ
勺
「
「
『
翔
引
剣
卍
障
μ
ｐ
Ｈ

‐
（乙
二
三
）

８
川
引
州
川
剣
則
州
♂
き
つ

。ら
ｏむ
（丙
二
）

の
よ
う
に
Ｏ
が
付
く
。
「原
初
稿
本
」
は
初
稿
本
以
降
と
同
じ
く

□

口
＝
］
で
あ
る
。

枕
詞
の
指
示
に
も
異
同
が
あ
る
。
初
期
の

「詞
通
路
稿
」
で
は
、

②
ｌ
　
か
ら
錦
た
ゝ
ま
く
お
し
き
物
に
そ
有
け
る

唐
錦

ハ
た
つ
と
い
は
む
た
め
の
枕
詞
也

２
　
あ
し
ひ
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
た
り
を
の

あ
し
引
の
ハ
枕
詞

の
よ
う
に
印
は
な
く
枕
詞
を
左
注
で
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「甲
」
は

一
三
二
以
降
の
こ
と
で
、

い
。
「丙
」
に
は
枕
詞
そ
の
も
の
が
な
い
。
「刊
本
」
で
は
、

３
　
一日
国
日
□
今
は
た
ゆ
と
や
ふ
く
風
の

此
枕
詞
は
た
ゆ
る
へ
か
ゝ
れ
り
此
例
外
に
も
あ
り

の
よ
う
に
枕
詞
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
口
‐‐
‐―
国
で
囲
み
、
そ
の
枕
詞
の
用
法
に
つ
い
て
注
記
す
る
。

枕
詞
を
目
――
――
□
で
囲
む
印
を
付
け
る
の
は

「原
初
稿
本
」
か
ら
で
、

一
二
〓

（甲

一
三
八
）

（乙
三
）

以
前
に
は
指
摘
も
な

（刊
四
九
）
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４
　
朝
露
の
お
く
て
の

（原
初

一
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
か
た
の
ひ
か
り

（原
初

一
五
）

［口
自
図
開
口
ふ
る
野
の
桜

（原
初
五
七
）　
　
　
　
　
　
　
□
旧
目
国
圏
霜
［代
も
き
か
す

（原
初
八
〇
）

の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
だ
す
べ
て
の
枕
詞
に
付
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
初
稿
本
以
降
、
日
――
――
□
で
囲
む
こ
と
が
定
ま
っ

た
。

「刊
本
」
で
は
次
の
よ
う
に
付
く
こ
と
が
多
い
が
、

５
　
国
同
日
お
く
て
の

（刊

一
〇
、
初
成
同
）　
　
　
　
　
　
　
園
同
日
図
ひ
か
り

（刊

一
二
、
初
成
同
）

□
旧
同
国
日
神
代
も
き
か
す

（刊
八
〇
、
初
成
同
）

次
の
よ
う
に
符
号
の
な
い
例
も

一
例
あ
る
。

６
　
い
そ
の
か
み
ふ
る
野
の
桜

（刊
五
七
、
初
成
同
）

枕
詞
と
認
め
る
語
、
認
め
な
い
語
が

「原
初
稿
本
」
と

「刊
本
」
と
で
異
な
り
、
し
か
も
同
じ

「
い
そ
の
か
み
」
が
、

７

［国
日
Π
開
口
ふ
る
き
都
の

（刊

一
、
初
成
同
）

の
よ
う
に
印
の
付
く
こ
と
も
あ
っ
て
、
同

一
資
料
内
で
も
異
な
る
。
こ
の
異
同
は
初
稿
本
以
降
同
じ
で
、
符
号
の
付
け
間
違
い
と
も
思
わ

れ
な
い
。
枕
詞
認
定
の
問
題
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
事
実
の
み
を
示
し
て
お
く
。

八
　
ま
と
め

「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
の
草
稿
類
の
先
後
関
係
は
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
　
通
路
下
巻
冒
頭
草
稿

（総
論
と
凡
例
）

「
て
に
を
は
の
か
か
る
」
研
究
か
ら
出
発
。
文
構
造
図
示
の
目
的
と
方
法

（直
接
修
飾

・
間
接
修
飾

・
逆
行
間
接
修
飾

・
断
止
）
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が
示
さ
れ
る
。

２
　
草
稿
本

（総
論
と
凡
例
、
訂
正
前
）

１
を
書
き
写
し
、
中
断

（内
容
変
更
↓
凡
例
の
大
幅
な
訂
正
。
↓
７
）

３
　
詞
通
路
稿
甲

（小
倉
百
人

一
首
と
古
今
集
の
文
構
造
図
示
用
例
集
）

１
に
基
づ
く
多
様
な
図
示
が
試
み
ら
れ
る
。
前
半
と
後
半
と
で
符
号
の
付
け
方
が
異
な
る
。
後
半
に
特
殊
な
図
示
が
あ
る
。

４
　
詞
通
路
稿
乙

（小
倉
百
人

一
首
と
後
撰
集
の
文
構
造
図
示
用
例
集
）

前
半
の
百
人

一
首
の
用
例
で
詞
通
路
稿
甲
の
前
半
の
図
示
を
修
正
。
特
殊
な
図
示
が
な
く
な
り
、
図
示
の
方
法
が

一
応
定
ま
る
。

５
　
詞
通
路
稿
丙

（後
拾
遺
集
の
文
構
造
図
示
用
例
集
）

４
を
受
け
る
。
特
に
進
展
は
な
い
。
抹
消
例
が
多
い
。

６
　
和
歌
の
カ
ー
ド

（古
今
集
と
新
古
今
集
の
文
構
造
図
示
カ
ー
ド
集
）

一
度
成

っ
て
後
の
、
図
示
法
変
更
。
直
接
修
飾
の
符
号
変
更
、
係
結
の
符
号
変
更
の
用
例
カ
ー
ド
が
あ
る
。
意
味
連
結
の
図
示

が
多
く
、
「
て
に
を
は
」
を

一
成
分
と
す
る
図
示
も
多
い
。
「
て
に
を
は
の
か
か
る
」
が
３

●
４

●
５
を
経
て

「詞

・
て
に
を
は
の

か
か
る
」
と
な
る
。

７
　
草
稿
本

（訂
正
後
）

３

●
４

●
５

●
６
を
経
て
、
或
い
は
同
時
進
行
的
に
草
稿
本
に
大
幅
な
改
訂
が
行
わ
ヽ
れ
る
。
係
結
の
項
が
凡
例
に
加
え
ら
れ
、

そ
の
符
号
が
変
更
さ
れ
、
枕
詞
の
項
が
加
わ
る
。

８
　
原
初
稿
本

（総
論

・
凡
例

。
用
例
）

枕
詞
に
符
号
を
付
け
る
例
が
現
れ
る
。
総
論

・
凡
例
用
例
が
整
い
殆
ど
刊
本
と
同
じ
に
な
る
。
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９
　
初
稿
本

意
味
連
結
の
図
示
が
な
く
な
り
、
同
音
連
絡
の
図
示
が
現
れ
る
。
総
論

・
凡
例
、
以
後
変
更
が
な
い
。
図
示
法
が
定
着
し
た
。

１０
　
成
稿
本

係
り
受
け
の
関
係
の
変
更

（用
例
の
歌
の
解
釈
の
変
更
）
に
伴
う
変
更
は
あ
る
が
、
図
示
法
に
変
更
は
な
い
。

１１
　
刊
本

お
よ
そ
右
の
１
↓
１０
の
過
程
を
経
て

「刊
本
」
下
巻

「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
文
構
造
の
い
わ
ば
単
位

（
一
成
分
）
と
し
て
現
行
文
法
で
の

″文
節
″
を
想
定
し
て
述
べ
て
き
た
が
、
日
本
人
の
素
朴
な
言
語

意
識
で
は
確
か
に

″文
節
″
が

「詞
て
に
を
は
の
か
か
る
」
こ
と
の

一
成
分
と

一
致
す
る
こ
と
が
多
く
、
春
庭
も

″文
節
″
と
同

一
も
し

く
は
そ
れ
と
近
似
の
言
語
形
式
を

一
成
分
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
て
意
味
の
繋
り
の

一
区
切
り
は
、

厳
密
と
は
い
え
な
い
が
殆
ど

″文
節
″
と

一
致
す
る
。
「通
路
下
巻
冒
頭
草
稿
」
か
ら

「刊
本
」
ま
で
、
例
え
ば

「通
路
稿
甲
」
の

一
部
に

″連
文
節
″
の
よ
う
な
考
え
が
既
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
「和
歌
の
カ
ー
ド
」
に
特
に
顕
著
な

「意
味
連
結
」
の
図
示
が
あ
る
こ
と
、
「初
稿

本
」
以
降
に

「同
音
連
結
」
の
図
示
が
現
れ
る
こ
と
な
ど
、
文
構
造
図
示
の
過
程
は
形
式
的
な
整
合
を
重
ん
ず
る
か
、
意
味
の
繋
り
を
優

先
す
る
か
、
の
相
克
の
過
程
と
言

っ
て
も
よ
い
。

「古
歌
の
意
を
よ
く
心
得
む
に
ハ
此
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
を
わ
き
ま
へ
じ
る
か
第

一
の
肝
要
な
り
」
（刊

一
ウ
）
と
い
う
歌
人
春
庭
は

文
構
造
の
図
示
も
歌
意
の
理
解
に
重
点
を
お
き
、
し
た
が
っ
て
係
り
と
受
け
の
関
係
に
お
い
て
意
味
の
繋
り
、
意
味
の
纏
ま
り
が
重
視
さ

れ
る
。
″連
文
節
″
の
考
え
に
似
た
図
示
が
見
ら
れ
る
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「詞
通
路
稿
」
や

「和
歌
の
カ
ー
ド
」
に
見
ら
れ
る
試
行
錯
誤
と
も
思
わ
れ
る
各
種
の
図
示
は
、
現
在
の
文
構
造
の
図
示
、
そ
れ
が
教

科
文
法
で
行
わ
れ
て
い
る
図
示
で
も
橋
本
進
吉
の
文
節
連
文
節
に
よ
る
図
示
で
も
時
枝
誠
記
の
入
子
型
構
造
の
図
示
で
も
、
そ
れ
ら
に
比
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べ
れ
ば
納
得
し
が
た
い
点
が
多
い
が
、
春
庭
が
如
何
に
簡
便
に
し
て
明
快
な
図
示
を
目
指
し
て
い
た
か
、
そ
の
苦
闘
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
、

結
果
と
し
て
は
そ
の
意
図
が
か
な
り
実
現
し
た
図
示
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

な
お
、
枕
詞
の
符
号
ロ
ーー
ーー
□
、
間
接
修
飾
の
符
号
「
‐
‐
∃
は
、
あ
る
い
は
宣
長
の

『古
今
集
遠
鏡
』
や

『詞
玉
緒
』
な
ど
に
見
ら

れ
る
次
の
よ
う
な
図
示
に
倣
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

②
Ｏ
□
固
同
圏
臼

神
代
ノ
時
分
ニ
ハ
　
歌
ノ
文
字
ノ
数
モ
マ
ダ
定
マ
ツ
タ
事
モ
ナ
シ
…
…
…

　

（古
今
集
遠
鏡
　
一二
。
一
赳
）

○
此
二
人
ノ
外
ニ
モ
又
ス
グ
レ
タ
人
は

［国
開
Ｈ
□
御
■
代
‐
々

日
日
困
図

時
々
タ
エ
ズ
サ
ア
ツ
タ
ワ
イ

（古
今
集
遠
鏡
　
一二
・
二
六
）

④
後
　
十
一　
し
の
めゝ
に
あ
か
で
わ
か
れ
し
袂
を　
日
印
「
副
「
［
Ⅷ
洲
洲
Ⅶ
副
「
川
則
引
引
州
‐
剛
開
印
］

（詞
玉
緒
　
五

・
六
七
）

④
古
　
　
一二
　
夏
の
夜
　
園
□
Ｌ
‐

川
「
川
引
州
川
劇
酬
利
嗣
「
引
到
劉
『
Ｊ

Ｉ
あ
く
る
し
の
ゝ
め

　

（詞
玉
緒
　
五

。
一
一
七
）

な
ど
、
宣
長
の
影
響
が
窺
え
る
。

〔注
〕

１
　
直
接
修
飾
の
印
に
付
す
横
線
は
、
お
そ
ら
く
抹
消
の
意
。

２
　

「
一
②
」
の
引
用
⑤
ａ
～
ｄ
に
列
記
し
た
刊
本
・
成
稿
本

・
初
稿
本
の
異
同
に
よ
っ
て
初
稿
本
。
成
稿
本
の
直
接
修
飾
の
数
を
導
き
出
す
こ

と
が
可
能
。

３
　

「通
路
稿
乙
」
「通
路
稿
丙
」
で
数
値
の
乱
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
用
例
数
が
少
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

４
　
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
の
連
用
形

「―
に
」
は
、
お
そ
ら
く

「
て
に
を
は
」
と
し
て
扱
っ
た
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
自
立
語
と
し
て
数
え
た
。

５
　
橋
本
進
吉

『国
文
法
体
系
論

（講
義
集
二
ご

（橋
本
進
吉
博
士
著
作
集
第
七
冊
）
　

昭
和
三
十
四
年
十
月
　
岩
波
書
店
。
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６
　
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
の
巻

・
ペ
ー
ジ
。

○
第
二
節
は

「
『
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
』
の
草
稿
―
詞
通
路

″文
構
造
″
研
究
の
過
程
―
」
翁
鈴
屋
学
会
報
』
第
二
号

三
月
）
、
コ
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
』
の
成
立
―
詞
通
路

″文
構
造
″
研
究
の
草
稿
―
」
翁
国
語
国
文
研
究
』
第
七
五
号

年
二
月

北
海
道
大
学
国
文
学
会
）
に
加
筆
し
た
。

な
お
第
四
章
は
、
本
書
第
二
部

『詞
通
路
』
が
そ
の

「自
他
」
を
中
心
と
す
る
の
に
対
し
て
い
さ
さ
か
異
質
で
あ
る
が
、
特
に

こ
と
な
く

一
章
と
し
た
。
「自
他
」
と
併
せ
て
春
庭
の
語
学
成
立
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
ま
で
で
あ
る
。

昭
和
六
十

一
年

昭
和
六
十

一

一
部
を
設
け
る



第
五
章

『詞
八
衛
』
と

『詞
通
路
』
の
草
稿

第

一
節
　
草
稿

・
雑
稿
残
篇
の
翻
字

一　
関
係
資
料
一
覧

春
庭
関
係
の
草
稿

「雑
稿
残
篇
」
の
類
に
、
活
用
や
自
他
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
中
心
に

『詞
八
衛
』

と

『詞
通
路
』
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。

本
章
で
扱
う
資
料
は
、
次
の
草
稿

。
雑
稿
残
篇
で
あ
る
。
各
資
料
は
、
本
書
冒
頭
資
料

一
覧
の
整
理
番
号
、
記
念
館
の

『本
居
家
寄
贈

品
目
録
』
第
二
門
文
書

第

一
部
未
表
装
之
部

第
二
類
草
稿

雑
稿
残
篇
の
整
理
番
号
、
『目
録
』
掲
載
の
名
称
の
順
に
示
し
、
資
料
添
付

の

「調
査
票
」
記
載
事
項
の
必
要
部
分
を
転
記
す
る
。
同

一
整
理
番
号
の
資
料
内
で
幾
つ
か
に
分
か
れ
て
い
る
各
資
料

（括
弧
内
に
①
②

③
～
付
す
）
に
通
し
て
ア
・イ
・ウ
。
工
～
を
付
し
、
翻
字
の
順
の
通
し
番
号
を
付
す
。

０
４
　
一一一の
三

一

「
か
よ
ひ
ぢ
草
稿

（自
他
ご

「調
査
票
」

標
題
―
―
か
よ
ひ
ぢ
草
稿

（自
他
）。
　

料
紙
―
―
第

一
枚

美
濃
紙

（片
）
、
第
二
枚

奉
書
紙

（片
）
。
全
文
又
は

要
旨
―
―
全
集
の
か
よ
ひ
ぢ
の
文
中
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
そ
の
草
稿
の
一
つ
で
あ
る
。
第

一
枚
に
は

「自
他
を
わ
か
つ
こ
と
さ
ま

´
ヽ
な
る
を
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
い
は
ん
…
…
」
と
書
出
す

（①
）
。
第
二
枚
に
は

「
一
の
音
の
加
よ
り
お
と
ろ
か
す
と
左
行
の
活
に
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う
つ
し
…
…
」
と
初
頭
に
書
出
す
。
挿
込
み

一
枚
あ
り
、
こ
の
文
中
の
欠
を
補
う

（③
）
。

ア

（＝
①
）
ｏ
８
、
　

イ

（＝
②
）
・
６
、
　

ウ

（＝
③
）
。
７

調
査
票

「全
文
又
は
要
旨
」
に
い
う
第
二
枚
は
第

一
枚
の
本
文
に
含
ま
れ
る
。
正
し
く
は

「
二
　
翻
字
と
そ
の
注
記
」
６

ｏ
７

●
８
の

と
お
り
で
、
第
二
枚
は
別
に
あ
る

（②
）。
な
お
、
調
査
票
に
い
う

「全
集
」
と
は

『増
補

本
居
宣
長
全
集
』
（全
十
三
冊
　
大
正
十
五
年

～
昭
和
三
年

吉
川
弘
文
館
）
の
第
十

一
巻

『本
居
春
庭

本
居
大
平
全
集
』
の
こ
と
で
あ
る
。

０
７
　
一一一の
四
四

「
こ
と
ば
の
カ
ー
ド
外
」
（カ
ー
ド
、
横
仮
綴
本
の
ほ
か
、
二
葉
の
内
の

一
葉
）

「調
査
票
」
　

標
題
―
―
こ
と
ば
の
カ
ー
ド
　
外
。
　

料
紙
―
―
緒
紙
類
の
カ
ー
ド
八
東
余
、
丁
数
約
三
〇
〇
枚
、
み
の
紙
横
仮

綴

一
冊
。
全
文
又
は
要
旨
―
―
大
小
の
小
紙
片

（カ
ー
ド
）
に
数
語
づ
つ
を
書
し
、
八
束
あ
ま
り
あ
り
、
約
二
百
枚
、
春
庭
の
か
よ

ひ
ち
の
草
稿
の

一
つ
で
あ
る
（①
）。
外
に
こ
れ
の
書
留
帳
と
も
見
る
べ
き
美
濃
紙
四
ツ
折
横
仮
綴

一
冊
あ
り
、
こ
れ
に
は
各
頁
に

一

つ
宛
の
詞
を
記
し
、
そ
れ
の
関
連
あ
る
歌
の
歌
集
名
、
丁
数
、
上
の
句
と
を
書
と
め
る
仕
組
と
な
る
。
全
紙
な
し
、
全
二
十
八
丁

（②
）
。

ェ

↑

③
Ｙ

２９

少
な
く
と
も
現
在

（平
成
四
年
五
月
二
十
日
現
在
）、
ど
一の
四
四
」
と
し
て
整
理
さ
れ
る
資
料
中
に
は
他
に

「万
十
五
」
か
ら
の
歌
の

一
部
を
書
く
紙
片

（④
）
と
、
翻
字
を
し
た

「
又
は
の
く
た
り
四
た
ん
の
は
た
ら
き
…
…
」
の
紙
片

（③
）
が
あ
る
。
右
の
①
は
既
に

「詞

の
カ
ー
ド
」
と
し
て
述
べ
た
し

（↓
第
二
章
第

一
節
三
、
第
二
節
四
）
、
②
は
直
接

「詞
の
カ
ー
ド
」
の
書
留
帳
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い

し
、
④
は
特
に
い
ま
関
係
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
①
②
④
は
翻
字
か
ら
除
く
。

０
８
　
一一一の
四
七

「
か
よ
ひ
路
資
料
」

「調
査
票
」
　

標
題
―
―
か
よ
ひ
ぢ
資
料
　
そ
の

一
。
　

料
紙
―
―
半
切
　
四
枚
、
美
濃
紙
　
一
枚
。
　

全
文
又
は
要
旨
―
―
通
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路
の
自
他
な
ど
の
大
切
な
草
稿
で
あ
る
。
以
下
番
号
と
初
頭
文
字
を
示
し
区
別
す
る
。
①

「世
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
詞
は
す
へ
て
」

…
…
料
紙
半
切

（①
）。
②

「上
に
い
へ
る
四
く
さ
の
は
た
ら
き
こ
と
葉
に
」
…
…
料
紙
半
切

（②
）。
③

「園
□
雀
ム
々
か
く
の
こ

と
く
す
へ
し
　
ン」
れ
ら
の
は
た
ら
き
は
す
へ
て
四
種
の
「
…
・料
紙
半
切
、
虫
喰
孔
あ
り
、
附
箋
二
枚
（③
）。
④
「り
　
る
　
れ
　
の

は
た
ら
き
　
け
り
　
け
る
　
け
れ
　
に
け
り
　
に
け
る
」
…
…
料
紙
半
切

（④
）。
⑤

「
ま
し
　
申
せ
つ
　
申
せ
け
り
な
と
い
ふ
へ
き

例
…
…
」、
料
紙
美
濃
紙
、　
つ
ぎ
足
し
あ
り
、
符
箋
二
枚

（⑤
）。
　

備
考
―
―
全
集
本
か
よ
ひ
ぢ
の
本
文
と
対
照
す
れ
ど
、
該
当
の

文
章
見
当
ら
ず
、
さ
れ
ど
研
究
上
重
要
文
書
也
。

ォ

（＝
①
）
。
２８
、
　

力

（＝
②
）
・
２６
、
　

キ

（Ｈ
③
）
。
９
、
　

ク

（＝
④
）
。
２２
、
　

ケ

（＝
⑤
）
。
ｌｏ

調
査
票

「全
文
又
は
要
旨
」
の
⑤
の
記
述
に
誤
り
が
あ
る
。
半
折
下
段
の
冒
頭
を
初
頭
と
誤
っ
た
も
の
。
翻
字
１０
が
正
し
い
。

０
９
　
一二
の
四
八

「
か
よ
ひ
路
資
料
」

「調
査
票
」
　
標
題
―
―
か
よ
ひ
ち
資
料
　
そ
の
二
。
　

料
紙
―
―
美
濃
紙
　
一
一枚
、
半
切
紙
　
九
枚
　
但
小
片
共
。
　

全
文
又

は
要
旨
―
―
か
よ
ひ
ち
資
料
そ
の
一
と
同
類
の
も
の
。
①

「世
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
詞
さ
ま
ノ
ぐ
、
あ
り
て
…
…
」
（①
）。
②

「此
行

の
四
段
の
活
と
此
下
三
段
の
活
と
…
…
」、
料
紙
　
み
の
紙
（②
）。
③
「又
万
葉
に
さ
き
に
け
ら
す
や
と
有
め
り
」、
半
切
、
挿
込
（万

十
四
）
一
枚
あ
り

（③
）。
④
「
四
段
の
活
の
第

一
の
音
よ
り
う
く
る
ね
は
ぬ
の
…
…
」
、
半
切

（④
）。
⑤
「
さ
す
る
　
せ
さ
す
る
　
し

む
る
　
他
の
行
よ
り
左
行
の
四
段
に
活
く
は
さ
す
る
」、
半
切

（⑤
）。
⑥

「又
も
の
を
の
ふ
る
に
は
…
…
」
、
半
切

（⑥
）。
⑦

「な

り
と
い
ふ
こ
と
葉
あ
り
…
…
」、
半
切

（⑦
）
。
③

「仰
す
る
辞
の
ね
と
ぬ
を
…
…
」、
半
切

（③
）。
⑨

「き
こ
ゆ
な
り
　
お
と
す
な

り
…
…
」、
半
切

（⑨
）
。
⑩

「な
り
　
な
る
　
な
れ
　
に
ニ
ツ
あ
り
…
…
」、
半
切

（⑩
）。
①

「又
た
り
　
い
き
し
ち
に
ひ
み
い
り

ゐ
・…
ご
、
半
切

（①
）。

コ

（Ｈ
①
）
。
２５
、
　

サ

（Ｈ
②
）
。
１１
、
　

シ

（＝
③
）
・
２０
、　
　
ス

（＝
④
）
。
１６
、
　

セ

（＝
⑤
）
。
１８
、
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ソ

（＝
⑥
）
．
２４
、
　

夕

（＝
⑦
）
。
１３
、
　

チ

（日
③
）
０
１９
、
　

ツ

（＝
⑨
）
。
１４
、
　

テ

（＝
⑩
）
・
１２
、

卜

↑

⑪
Ｙ

２３

０
Ｈ
　
一一一の
五
一
「詞
の
通
路
関
係
草
稿
」

「調
査
票
」

標
題
―
―

（仮
称
）
詞
の
通
路
関
係
草
稿
。
　

料
紙
―
―
い
づ
れ
も
半
切
　
一二
枚
。
　

全
文
又
は
要
旨
―
―
草
稿

一

「け
り
、
め
り
、
な
り
、
こ
は
か
の
く
た
り
の
四
た
ん
の
は
た
ら
き
の
云
々
…
…
」。
こ
の
稿
は
詞
の
通
路
の
刊
本
と
対
照
す
る

に
同
文
は
見
ら
れ
な
い
が
、
通
路
に
属
す
べ
き
も
の
、
或
は
そ
れ
の
延
長
と
見
る
べ
き
所
論
と
な
す
べ
き
大
切
の
草
稿
で
あ
る

（①
）。
草
稿
二
　

「
又
右
の
中
に
お
と
ろ
き
を
お
と
ろ
か
し
云
々
…
…
」
前
記
と
同
意
味
の
草
稿
で
あ
る

（②
）。
草
稿
三
　

「
四

段
の
活
の
外
　
し
　
き
　
く
　
一ム
々
…
…
」
前
記
に
同
じ

（③
）
。
　

備
考
―
―
春
庭
の
語
法
学
上
の
草
稿
で
あ
る
が
、
筆
者
は
未

詳
、
或
は
美
濃
か
。

ナ

（＝
①
）
。
２．
、　
　
二

（＝
②
）
・
３０
、
　

ヌ

（＝
③
）
・
２７

０
・３
　
一一一の
五
五

望
中法
上
の
雑
稿
」

「調
査
票
」

標
題
―
―

（仮
称
）
語
法
上
の
雑
稿
。
　
料
紙
―
―
美
濃
紙
　
一
一枚
、
半
切
片
　
一二
枚
、
短
冊
残
欠
　
一
枚
。
　

全

文
又
は
要
旨
―
ｌ
①
短
冊
残
欠
　
紅
葉
と
題
す
歌

（①
）。
②
半
切
残
欠
　
憶
良
の
う
た
云
々

（②
）。
③
半
切
片
　
た
り
、
た
る
、

た
れ
云
々

（③
）。
④
半
切
片
　
く
あ
を
つ
ゞ
め
て
か
…
…

（④
）。
⑤
美
濃
紙
　
わ
た
れ
ば
…
…
初
頭
文
字
　
動
詞
活
用
型
の
問
題

（⑤
）。
⑥
美
濃
紙
　
こ
る
に
も
…
…
初
頭
文
字
　
動
詞
活
用
型
の
問
題

（⑥
）。

ネ

（＝
③
Ｙ

ｌ５
、
　

ノ

（＝
④
）
ｏ
ｌ７
、　
　
ハ

（＝
⑤
）
。
３２
、
　

ヒ

（＝
⑥
Ｙ

３３

①
②
は
、
こ
こ
で
は
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
の
で
扱
わ
な
い
。
調
査
票
に
い
う
⑤
の
初
頭
文
字

「
わ
た
れ
ば
…
…
」
は
誤
り
で
、

料
紙
の
裏
の
冒
頭
文
字
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
⑤
⑥
は
一
続
き
の
も
の
で
あ
る
。
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○
・４

〓
一の
五
六

「通
路
下
巻
冒
頭
草
稿
」

「調
査
票
」

表
題
―
―

（仮
称
）
詞
の
通
路
下
巻
草
稿
。
　

料
紙
―
―
半
切
二
枚
。
　

全
文
又
は
要
旨
―
―

●
壱
●
弐
と
記
す
、

壱
に
は
歌
と
か
文
と
か
の
て
に
を
は
に
は
こ
と
ご
と
く
か
ゝ
る
所
が
あ
る
、
こ
れ
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
の
必
要
を
説
く
、
弐
に
は
こ

れ
の
説
明
の
た
め
、
い
ろ
ノ
＜
、
の
符
号
な
ど
用
う
る
こ
と
な
ど
を
説
く
、
要
す
る
に
詞
の
通
路
の
序
文
凡
例
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
、

既
刊
の
全
集
な
ど
に
所
載
の
詞
の
通
路
に
は
不
見
、
故
に
未
発
表
に
属
す
る
草
稿
で
あ
る
。
　

備
考
―
―

●
壱
Ｈ
料
紙
半
切
に
し
て

一
五

。
二
×
九
二

・
四
　
●
弐
＝
料
紙
半
切
に
し
て

一
五

・
二
×
五
五

。
○
、
春
庭
の
文
に
し
て
筆
者
は
妹
の
美
濃
で
あ
ろ
う
、
要

注
目
資
料
。

フ

．
３‐

○
・５
　
一一一の
五
七

「詞
の
通
路
草
稿
」

「調
査
票
」

標
題
―
―

（仮
称
）
詞
の
通
路
草
稿
上
。
　
料
紙
―
―
半
紙
、
美
濃
紙
　
全
六
枚
。
　

全
文
又
は
要
旨
―
―
以
下

は
詞
の
通
路
の
草
稿
で
あ
る
。
稿
の
順
序
に
列
記
。
第

一
上
＝
全
集
五
七
頁
下
三
行
よ
り
五
八
頁
上
十
二
行
迄
（①
）。
第

一
日
全
集

五
八
頁
上
十
四
行
よ
り
五
八
頁
下
十
五
行
迄

（②
）。
自
他
図
の
次
へ
＝
五
八
頁
下
十
六
行
よ
り
五
九
頁
上

一
行
迄

（③
）。
第
二
＝

同
五
九
頁
上

一
行
よ
り
同
八
行
ま
で

（④
）
。
上
＝
同
六
一
頁
上
二
十
行
よ
り
六
二
頁
上
六
行
ま
で

（⑤
）
。
図
＝
同
六
二
頁
上
六
行

よ
り
六
二
頁
下
一
〇
行
迄
。
以
上
八
枚
の
草
稿
は
詞
の
通
路
の
初
頭
部
分
に
属
す
。
　

備
考
―
―
第

一
上
＝
料
紙
半
切

「世
の
中
に

天
地
を
…
…
」。
自
他
＝
料
紙
半
切

「都
而
自
他
の
詞
…
…
」。
上
＝
料
紙
美
濃
紙

「初
に
も
…
…
」、
附
箋

一
枚
と
貼
紙
ニ
ケ
所
あ

り
。
第

一
日
料
紙
半
切

「世
に
い
は
ゆ
る
…
…
」。
第
二
＝
料
紙
半
切

「す
へ
て
自
他
の
…
…
」。
図
＝
料
紙
み
の
紙

「又
第
二
の
音

・…
ど
、
附
箋

一
枚
あ
り
。

へ

（＝
①
）
・
１
、
　

ホ

（＝
②
）
。
２
、　
　
マ

（＝
③
）
。
４
、
　

ミ

（＝
④
）
。
３
、
　

ム

（＝
⑤
）
・
５



第一節 草稿・雑稿残篇の翻字 508

調
査
票
に
い
う

「図
」
と
は
、
正
し
く
は
料
紙
の
二
枚
に
わ
た
っ
て
本
文
が
続
く
場
合
に
先
の
料
紙
の
末
尾
と
後
の
料
紙
の
冒
頭
に
同

じ
印
を
付
け
て
前
者
か
ら
後
者
に
続
く
こ
と
を
示
す
印
の
こ
と
。
し
た
が
っ
て
翻
字
５
の
と
お
り
に
な
り
、
「第

一
上
」
「第

一
」
の
よ
う

な
、
い
わ
ば
見
出
し
と
し
て
の

「図
」
で
は
な
い
。

一
一　
翻
字
と
そ
の
注
記

関
係
資
料
の
翻
字
は
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
、
通
し
番
号
を
付
し
、
『本
居
家
寄
贈
品
目
録
』
の
整
理
番
号
と
そ
の
同

一
整
理
番
号
内
で

そ
れ
が
幾
つ
か
に
分
か
れ
て
い
る
草
稿
に
は
①
②
③
～
を
も
っ
て
区
別
し
、括
弧
内
に
資
料
に
順
に
付
し
た
符
号
ア
・イ
・ウ
・
工
～
を
記
す

（↓

一
）。

０

「詞
の
自
他
の
事
」
草
稿

・
一

１

「三
の
五
七
①
」
（
Ｃ

第

一
上

（裏
に
一
行

「第

一
上
」
と
書
く
。
以
下
、
表
に
次
の
よ
う
に
書
く
）

世
中
に
天
地

〈を
〉
は
じ
め
あ
り
と
あ
る
千
万
の
も
の

［
一
ツ
と
し
て
］
〈
い
つ
れ
か
〉
あ
や
し
か
ら
す
く
す
し
か
ら

［ぬ
ハ
な
か
］

〈
さ
〉
り
け
る
　
中
に
も
人
の
も
の
い
ひ
ハ
言
玉
の
さ
ち
は
ふ
国
こ
と
た
ま
の
た
す
く
る
国
と
昔
よ
り
い
ひ
つ
き
き
て
皇
国
ハ

〈殊

に
〉
万
の
国
に
す
く
れ
て

〈其
さ
ま
〉
い
と
正
し
く
清
ら
か

［に
て
］
〈
な
る
こ
と
ハ
さ
ら
に
も
い
は
す
〉
〔く
は
し
き
事
い
ひ
し
ら

す
又
あ
り
し
さ
ま
今
の
こ
と
行
さ
き
の
や
う
あ
る
ハ
万
の
こ
と
と
も
〕
〈万
の
さ
ま
を
か
た
る
に
〉
い
さ
ゝ
か
の
け
ち
め
［お
］
〈を
〉

も

〈く
は
し
く
〉
こ
ま
か
に
い
ひ
わ

［か
つ
さ
ま
］
〈く
る
〉
な
と
　
又
歌
ハ
殊
に
お
も
ふ
さ
ま
を
の
ふ
る
も
の
な
れ
ハ
其

〈詞
の
〉

つ
か
ひ
さ
ま
て
に
を
は
の
も
ち
ひ
や
う
に
よ
り
て
意
味
の
ふ
か
き
さ
ま

〈心
は
へ
〉
な
と
を

〈
も
〉
あ
ら
は
し
　
又
た
ゝ
ひ
と
も
じ
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の
も
ち
ひ
さ
ま
に
よ
り
て
意
の
い
た
く
［殊
］
〈
異
〉
な
る
こ
と
な
と
　
又
其
つ
ゝ
け
さ
ま
い
ひ
さ
ま
に
よ
り
て
言
に
い
て
ゝ
い
は
ぬ

意
味
を
も
お
の
つ
か
ら
あ
ら
し
め
な
と
す
へ
て
い
と
く
す
し
と
も
く
す
し
く
い
と
ノ
ぐ
ヽ
た
へ
な
る
わ
さ
に
な
む
あ
り
け
る
　
さ
て
其

詞
の
活
つ
か
ひ
ざ
ま
て
に
を
ハ
な
ど
神
代
よ
り
お
の
づ
か
ら
の
さ
だ
ま
り
あ
り
て
い
さ
ゝ
か
も
こ
れ
に
た
か
ふ
と
き
は
其
事
わ
か
ら

す
聞
え
ぬ

〈
こ
と
ゝ
な
る
〉
な
り
　
其
定
り
の
意
ハ
ふ
か
き
故
よ
し
さ
る
へ
き
こ
と
わ
り
あ
る

〔
へ
き
〕
こ
と
な
る
へ
け
れ
と
人
の

つ
た
な
き
里
昌

〈心
〉
も
て
は
か
り
し
る
へ
き
こ
と
な
ら
ね
は
た
ゝ
其
定
り
の
が
場
を
よ
く
か
む
か
へ
わ
き
ま
へ
置
へ
き
事
な
り
［か

し
］
　

す
へ
て
詞
の
意
を
あ
な
か
ち
に
考
し
ら
ん
よ
り
は
其
つ
か
ひ
さ
ま
て
に
を
は
の
定
り
を
わ
き
ま
へ
し
り
て
物
せ
は
い
さ
ゝ
か

も
た
か
ふ
こ
と
な
く
あ
や
ま
る
こ
と
な
か
る
へ
し
　
そ
は
今
の
世
の

〈
な
へ
て
の
〉
人
の
も
の
い
ひ
さ
と
び
ご
と
に
も
詞
の
つ
か
ひ

さ
ま
て
に
を
は
な
と
お
の
つ
か
ら

〈其
〉
定
り
あ
り
て
ひ
と
つ
も
た
か
ふ
こ
と
な
く
詞
の
意
い
か
に
と
も
し
ら
ぬ
人
も
其
い
ひ
さ
ま

て
に
を
は
の
定
り
を
お
の
つ
か
ら
よ
く
わ
き
ま
へ
た
れ
ハ

〔
い
さ
ゝ
か
も
〕
こ
と
を
い
ひ
わ
か
つ
に
い
さ
ゝ
か
も

〈あ
や
ま
り
〉
た

か
ふ
こ
と
な
き
に
て
も
し
る
へ
し
　
さ
れ
は
ふ
み
書
歌
よ
ま
む
輩
ハ
此
古

［し
］
へ
よ
り
の
定
り
の
さ
ま
を
よ
く
か
む
か
へ
わ
き
ま

へ
ん
こ
と
を
む
ね
と
ハ
す
へ
き
わ
さ
に
な
ん
有
け
る
　
ン」
た
び
其
定
り
の
さ
ま
ノ
ヽ
多
か
る
な
か
に
一
ツ
ニ
ツ
お
も
ひ
よ
れ
る
こ
と

の
あ
れ
ハ
書
じ
る
し
つ
　
猶
お
も
ひ
よ
ら
む
ま
に
ノ
ヽ
書
つ
ぐ
へ
き
な
り

２

ｆ
一の
五
七
②
」
（ホ
）

第

一

（一異
に
一
行

「第

一
」
と
書
く
。
以
下
、
表
に
次
の
よ
う
に
書
く
）

世
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
詞

〈
ハ
〉
す
へ
て
歌
よ
む
に
も
文
書
に
も
事
を
し
る
す
に
も
万
の
こ
と
を
わ
か
ち
其
さ
ま
を

［ま
ね
ひ
］
〈
く

ハ
し
く
〉
し
ら
す
る

［に
］
〈
な
れ
〉
ハ
も
は
ら
此
自
他
の
詞
の
は
た
ら
き

［に
よ
る
こ
と
に
て
］
〈
を
む
ね
と
心
得
へ
き
わ
さ
に
な

ん
有
け
る
〉
　
そ
は
お
の
つ
か
ら
の
定
り
あ
り
て
こ
な
た
の
こ
と
を
い
ふ
に
ハ
こ
な
た
に
つ
か
ふ
へ
き
詞
を
用
ひ
か
な
た
の
事
を
か

た
る
に
ハ
か
な
た
に
用
ふ
へ
き
詞
を
つ
か
は
さ
れ
は
そ
の
事

〈く
ハ
し
く
〉
わ
か
ら
す
自
他
混
雑
し
て

〈詞
と
ゝ
の
は
す
〉
　
そ
の
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さ

ま
聞

え

か

た

け

〔
れ

ハ
猶

さ

り

に

お
も

ひ
す

く

さ

て

よ

く

意

得

置

へ
き

事

〕

宍
き
わ

さ

な

る

を

し

〈
れ

ハ

星

（祀

世

の
人
自

他

の
詞

ハ
た

ゝ
煙

な

と

の
た

つ
と

い
ふ

は

お

の

つ
か
ら

〉
た

つ
こ

と

〈
を

い
ひ
〉
た

つ
る

と

い
ふ

ハ
人

［
な

と

］
の
た

つ
る

こ

と

〈
を

い
ひ
〉

又
花

の
ち

る

と

い
ふ

ハ
お

の

つ
か

ら

〔
な

〕

〈
ち
〉

る

こ

と

　

ち

ら

す

と

い
ふ

ハ
人

な

と

の

ち

ら

す

こ

と

な

と

〈
を

い
ふ
〉

〈
と
〉

の

み

［
と
］
な

［
を

］

〈
ほ
〉
さ

り

に

お

も

ひ

［
た

め

れ

と

］

〔
千

万

の

こ

と

を

い

ひ

わ

か

つ
わ

さ

な

れ

ハ
そ

の
は

た

ら

き

さ

ま
く

さ
ノ
ぐ
、

い
と
多

き

を

〕

〈
て
く

は

し

く

か

む

か

へ
じ

る

へ
き

こ

と

と

も

お
も

ひ

た

ら

す

　

又
此

事

を

と

か
く

あ

け

つ
ら

へ
る
書

も

〔文

も

〕
な

け

れ

ハ
お

の

つ
か

ら

〉

こ

ゝ
ろ

を

つ
く

る
輩

も

な

く

お

の
れ

□

△
な

［
を

］

〈
ほ
〉
さ

り

に

お
も

ひ
す

く

さ

す

よ

く

わ

き

ま

へ
置

へ

き
事

［
に
な

ん
有

け

る
］

〈
な

り

〉
　

そ

も

ノ
＜
、
此

は

た

ら

き

ハ
上

に
も

い

へ
る

こ
と

く
千

万

の

こ

と

を

〔
わ

か

ち

い
ふ
〕

〈
く

は
じ

く

い
ひ

わ

か

つ
〉

［事

］

〈
わ

さ

〉
な

れ

ハ
そ

の
は

た

ら

き

さ

ま

も

く

さ

／
ヽ

［
い
と
］
お

ほ

か

る
を

□

□
歌

よ

く

よ

み
も

の

〈
よ
く

〉

こ

ゝ
ろ

［
へ
］

↑
え
〉
た

り

と

お

も

ふ

人

も

お

の

つ
か
ら

と

り

は

つ
し

て

ハ
あ

や

ま

る

こ

と
な

き

に

し

も

あ

ら

す

　

ま

し

て
う

ひ
ま

な

ひ

の
輩

ハ
い
と

た

と

／
ヽ

し

く

〈
常

に
〉

あ

や

ま

る

こ

と

〔
常

に
〕

お

ほ

け

れ

ハ
そ

の
定

り

を

〈
を

し

へ
さ

と

さ

ん

と

て
〉

く

は
し

く

〔
あ

け

て
〕

書

じ

る

せ

る

な

り

３

「
三

の
五
七
④

」

Ｔ
こ

第

二

（一異
に

一
行

「
第

二
」

と
書

く
。
以
下
、
表

に
次

の
よ
う

に
書

く
）

す

へ
て
自

他

の
わ

か
ち

ハ
皆

こ
と
ノ
＜
、
く
詞

の
は
た
ら
き

に
あ

る
こ
と
な

れ

ハ
わ
か
さ
き
に
あ
ら

は
せ
る
詞

の
や
ち
ま
た

の
四
く
さ

の
は
た
ら

き

に
そ
な
は
り
た
れ

ハ
其

は
た
ら
き

の
名

目

に
て

い
ふ
也

　

〈
あ

け
た
る
詞

の
か
し
ら

に
〉

困
四

　
と
あ

る
は
加
行

の

四
段

の
は
た

ら

き
詞

　

〔　
一国
四

　
と
あ

る
は
さ
行

の
四
段

の
は
た

ら

き
〕

困
日

　
と
あ

る

ハ
か
行

の

一
段

の
は
た
ら

き

　

〔

同
国

　
と
あ

る

ハ
ま
行

の

一
段

の
は
た
ら
き
〕

口
日

　
と
あ

る

ハ
は
行

の
中

二
段

の
は
た
ら
き

　

〔　
一国
日

と
あ

る

ハ
か
行

の
中

二
段

の
は
た
ら
き
〕

一圏
□

と
あ

る

ハ
な
行

の
下

三
段

の
は
た
ら
き

　

〔　
囲
□

　
と
あ

る

ハ
た
行

の
下

三
段

の
は
た
ら
き
〕

囲
□
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と
あ
る
ハ
な
行
の
変
格
の
は
た
ら
き
詞
な
り
　
余
ハ
皆
こ
れ
に
な
そ
ら
へ
て
し
る
へ
し

４

Ｊ
一の
五
七
③
」
（
マ
）

自
他

図
の
次
へ
書
へ
し

（一異
に
二
行

「自
他
　
図
の
次
へ
書

へ
し
」
と
書
く
。
以
下
、
表
に
次
の
よ
う
に
書
く
）

〔さ
て
自
他
の
詞
六
ツ
に
わ
か
れ
た
れ
ハ
今
六
段
に
次
第
し
て

〈其
〉
詞
を
ほ
と
こ
し
一
日
に
見
わ
た
し
心
得
や
す
か
ら
ん
為
に
図

を
こ
し
ら
へ
さ
と
す
　
よ
く
／
ヽ
考
へ
見
る
へ
し
〕
右

〈
に
あ
け
た
る
詞
〉
の
内
第

一
段
に
書

へ
き
〈詞
〉
か
第
二
段
に
書
へ
き
〈詞
〉

か
　
又
第
二
段
に
書
へ
き

〈詞
〉
か
第
三
段
に
書
へ
き

〈詞
〉
か
　

〔又
其
第
二
段
に
書
へ
き
詞
か
第
〕
い
さ
ゝ
か
ま
き
ら
は
し
き

詞
も
い
と
ま
れ
ノ
＜
、
に
ハ
あ
り
　
其
内
物
に
よ
り
て
自
他
の
い
ひ
さ
ま
い
さ
ゝ
か
こ
と
な
る
あ
り
　
又
詞
の
う
つ
り
さ
ま
に
て
少
し

異
な
る
さ
ま
に
き
こ
ゆ
る
も
あ
れ
と
い
と
ノ
ヽ
ま
れ
な
る
事
に
て
百
に
一
ツ
も
あ
ら
さ
れ
ハ
さ
ま
た
け
に
ハ
あ
ら
さ
る
事
な
か
ら

い
さ
ゝ
か
の
事
を
と
り
い
て
ゝ
み
な
か
ら
と
る
に
た
ら
さ
る
物

〈
の
や
う
に
〉
い
ひ
な
す
世
の
な
ら
は
し
な
れ
ハ
〈此
事
〉
く
は
じ

く
あ
け
つ
ろ
は
ま
ほ
し
く
お
も
へ
と
　
さ
て
ハ
こ
と
し
け
く
う
ひ
学
ひ
の
輩
な
と
ハ
な
か
′
ぐ
ヽ
ま
き
ら
は
し
く
お
も
ふ
へ
く
殊
に
自

他
を
わ
か
つ
に
い
さ
ゝ
か
も
か
ゝ
は
ら
さ
る
こ
と
な
れ
ハ
く
わ
し
く
ハ
い
は
す
　
能
考
見
て
お
の
つ
か
ら
し
る
へ
し

５

「三
の
五
七
⑤
」
（ム
）

［初
］
〈上
〉
に
も
い
へ
る
如
自
他
を
わ
か
つ
こ
と
詞
の
活
き
に
よ
る
こ
と
な
れ
ハ
其
い
ひ
さ
ま
さ
ま
ノ
て
、
な
れ

［
ハ
］
〈
と
〉
〔す
ヘ

て
左
行
〕
〈同
じ
行
に
て
わ
か
つ
〉
と

〈左
行
に
う
つ
し
て
わ
か
つ
と
〉
羅
行
に

〔よ
り
て
〕
〈う
つ
し
て
〉
わ
か
つ

〔こ
と
也
〕
〈
と

の
〉
三
つ
也
　
此

〔二
行
〕
舎
一
つ
〉
に
あ
つ
か
ら
ぬ
も
な
き
に
ハ
あ
ら
ね
と
い
と
ノ
ぐ
、
ま
れ
な
る
事
也
　
土
（
〔わ
か
ち
さ
ま
も
さ
ま

／
＼
あ
れ
と
〕
〈う
つ
し
さ
ま
〉
図
　
多
く
は
其
詞
の
活
き
の
其
行
の
第

一
の
音

〔よ
り
〕
第
二
の
音
第
五
の
音
よ
り

〔他
の
行
に
〕

〈左
行
と
羅
行
〉
に
う
つ
し
て
わ
か
つ
〈事
〉
也

　
〈其
第

一
の
音
よ
り
う
つ
す
ハ
〉
　
お
と
ろ
く
　
あ
く
る

〔な
と
〕
ハ
加
行
の
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活
詞
な
れ
ハ
其
第

一
の
音

〈加
〉
よ
り
　
お
と
ろ
か
す
　
あ
か
す
と
左
行
に
う

つ
し
　

〔ま
つ
　
い
づ
る
は
多
行
の
活
き
な
れ
ハ
其

第

一
の
音
た
よ
り
〕
な
や
む
　
さ
む
る
ハ
末
行
の
活
な
れ
ハ
其
第

一
の
音
ま
よ
り
　
な
や
ま
す
　
さ
ま
す
と
左
行
に
活
か
し
　
か
こ

つ
　
あ
つ
る
ハ
多
行
の
活
き
な
れ
ハ
其
第

一
の
音
た
よ
り
　
か
こ
た
る
ゝ
　
あ
た
る
［な
］
と
羅
行
に
う
つ
し
て
い
ひ
　
い
と
ふ
　
そ

ふ
る
ハ
波
行
の
活
な
れ
ハ
そ
の
行
の
第

一
の
音
は
よ
り
　
い
と
は
る
ヽ
　
そ
は
る
ゝ
な
と
羅
行
に
活

〈
か
す
を
〉
い
へ
る
也
　
第
二

の
音
よ
り
う
つ
る
ハ
　
す
ぐ
る
ハ
加
行
の
活
な
れ
ハ
そ
の
第
三
の
音
く
よ
り
　
す
ぐ
す
と
左
行
に
う
つ

［れ
］
り
　
あ
む
る
ハ
末
行

の
活
な
れ
ハ
其
第
二
の
音
む
よ
り
　
あ
む
す
と

〔末
〕
〈
左
〉
行
に
う
つ
る
也
　
第
二
の
音
よ
り

〈羅
行
に
〉
う
つ
る
ハ
い
ま
た
見
あ

た
ら
す
　
第
五
の
音
よ
り
う
す
ハ
　
お
く
る
ハ
加
行
の
活
き
な
れ
ハ
其
第
五
の
音
こ
よ
り
　
お
こ
す
と
左
行
に
う
つ
し
　
お
よ
ぶ
ハ

ｏ　
　
　
　
　
ｏ
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
ι

。

波
行
の
活
き
な
れ
は
其
第
五
の
音
ほ
よ
り
　
お
よ
ぼ
す
と
左
行
に
う
つ
せ
り
　
う
づ
む
ハ
末
行
の
活
き
な
れ
ハ
其
第
五
の
措
ち
よ
り

３

。

・

・

う
択
９
る
ゝ
と
羅
行
に
う
つ
し
活
せ
り
　
さ
て
か
く
第

一
の
音
第
二
の
音
第
五
の
音
よ
り
左
行
と
羅
行
に
う
つ
し
活
し
た
る
詞
第

一

の
音
よ
り
う
つ
せ
る
ハ
い
と
多
く
第
二
第
五
よ
り
う
つ

〔せ
〕
〈
り
た
〉
る
ハ
い
と
ま
れ
也

図
《
ｏ
同
じ
行
に
て
わ
か
つ
ハ
加
行

〔
の
〕
〈
に
て
ハ
〉
　

と
く
　
と
く
る
　
波
行

〔
の
〕
〈
に
て
ハ
〉

〈
に
て
ハ
〉
　

を
る
　
を
る
ゝ
な
と
の
た
く
ひ
也
　
佐
行
と
羅
行
に
う
つ
し
て
わ
か
つ
さ
ま
ハ
》

（次
、
別
紙
）

図又
第
二
の
音
第
四
の
音
よ
り
左
行
羅
行
に
活
し
た
る
も
あ
れ
と
そ
ハ
い
さ
ゝ
か
異
に
て
中
二
段
の
活
詞

〔の
〕
〈
ハ
其
〉
第
二
の
音
に

左
行
の
第

一
の
音
〈
さ
〉

羅
行
の
第

一
の
音
ら
を
そ
へ
て
　
お
く
る
を
お
き
さ
す
る
　
お
き
ら
る
ゝ
　
と
つ
る
を
と
ぢ
さ
す
る
　
と

ぢ
ら
る
ゝ
と
活
か
し
下
三
段
の
活
き
詞
ハ
其
第
四
の
音
に
左
行
の
第

一
の
音
さ
　
羅
行
の
第

一
の
音
ら
を
そ
へ
て
　
わ
き
ま
ふ
る
を

そ
ふ
　
そ
ふ
る
　
羅
行

〔
の
〕
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わ
き
ま
へ
さ
す
る
　
わ
き
ま
へ
ら
る
ゝ
と
い
ひ
て
左
行
と
羅
行
に
う
つ
し
活
か
す
例
也
　
又
右
等
の
こ
と
く
其
活
き
詞
の
其
行
の
音

よ
り
左
行
と
羅
行
に

〈う
つ
し
〉
活
し
て
自
他
を
わ
か
つ
事
な
る
を
左
行
と
羅
行
に
て
自
他
を
わ
か
つ
詞
の
中
に
左
行
よ
り
羅
行
に

う
つ
り
た
る
に
も
あ
ら
す
　
又
羅
行
よ
り
左
行
に
う
つ
り
た
る
に
も
あ
ら
ぬ

一
種
あ
り
〈
そ
ハ
〉
か
へ
す
　
か
へ
る
　
あ
ら
ハ
す
　
あ

ら
は
る
ゝ
な
と
の
如
し
　
ン」
ハ
左
行
と
羅
行

ハ
他
の
行
よ
り
此
二
行
に
う
つ
し
て
自
他
を
わ
か
て
ハ
と
も
に
お
の

〔す
〕
〈
つ
〉
か
ら

わ
く
る
心
あ
る
な
と

〔な
〕
〈
に
も
あ
〉
る
へ
し
　
但
し

一
段
の
活
に
は

〔見
る
　
見
ゆ
る
〕
き
る
　
き
す
る
　
に
る
　
に
す
る
　
見

る
　
見
す
る
と
う
つ
り
た
る
も
あ
れ
と

一
段
の
活
に
限
て
こ
ゝ
と
ハ
又
異
な
り

　

〔又
お
な
し
行
の
活
き
詞
に
て
其
活
き
さ
ま
に
よ

り
て
自
他
を
わ
か
つ
事
加
左
多
奈
波
末
羅
の
行
に
あ
り
　
と
く
　
と
く
る
　
そ
ふ
　
そ
ふ
る
　
を
る
　
を
る
ゝ
な
と
の
た
く
ひ
也
〕

▲
　

〔猶

〔此
〕
今
」
れ
ら
の
〉
外
に
も
〕
上
に
あ
け
た
る
段
々
の

〈
い
ひ
さ
ま
の
〉
外
に
も
猶
活
き
た
る
事
も
あ
る
へ
け
れ
と
そ
ハ

是
ら
に
な
す
ら

へ
て
し
る
へ
き
也
　
さ
て
か
く
い
へ
る
の
み
に
て
ハ
ま
き
ら
ハ
し
く
聞
と
り
か
た
か
る
へ
け
れ
ハ
次
々
に

〈其
活
き

さ
ま
の
〉
た
く
ひ
を
わ
か
ち
其

〈
詞
の
〉
大
体
を
し
る
し
お
く
を
見
て
わ
き
ま
ふ
へ
し

《
▲
又
詞

［も
］
〈
の
〉
活

〈
き
さ
ま
〉
異
に
て
お
な
し
意

〔
の
詞
〕
な
る
も
是
か
れ
あ
り
　
く
ろ
む
る
と
く
ろ
ま
す
　
あ
ゆ
る
と
あ

や
か
る
な
と
の
如
し
》

注
記
１

本
居
宣
長
記
念
館
の
資
料
添
付
の
調
査
票
の
記
事
と
重
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
今
、
右
の
草
稿
を

『詞
通
路
』
と
対
照
す
る
と
、

１

「
三
の
五
七
①
」
は

「刊
本
」
の

一
丁
裏
８
行
～
三
丁
表
５
行
に
相
当
。
「刊
本
」

一
オ
ー
～

一
ウ
７
に
相
当
す
る
部
分
は
こ
こ
に
無

い
。２

「
三
の
五
七
②
」
は
、
本
文
中
の
△
□
に
付
し
た
翻
字
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
に
よ
っ
て
順
序
を
示
す
と
、
Ａ
か
ら
Ｄ
に
続
き
Ｅ
に
至
り
、

そ
の
Ｅ
か
ら
Ｂ
に
続
き
Ｃ
に
至
り
、
そ
の
Ｃ
か
ら
Ｆ
に
続
く
。
こ
れ
に
従

っ
て
整
理
す
る
と

「刊
本
」
の
三
オ
７
～
四
オ
５
に
相
当
す
る
。
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た
だ
し
、
「刊
本
」
に
は
冒
頭
の

「世
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
詞

ハ
す

へ
て
」
が
無
い
。
後
で
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、

２８

「
三
の
四
七
①
」

は
こ
の
草
稿
の
前
に
位
置
す
る
。

３

「
三
の
五
七
④
」
は

「刊
本
」
の
四
オ
８
～
四
ウ
５
に
相
当
す
る
。
こ
こ
に

「刊
本
」
四
オ
６
～
四
オ
８
に
相
当
す
る
部
分
は
無
い
。

４

「
三
の
五
七
③
」
の
冒
頭
の
抹
消
部
分
が

「刊
本
」
四
オ
６
～
四
オ
８
に
相
当
し
、
右
の
翻
字
３
の
直
前
に
位
置
す
る
。
以
下
は

「刊

本
」
八
ウ
６
～
九
オ
７
に
相
当
す
る
。
し
た
が

っ
て

「刊
本
」
の
五
オ
ー
～
八
オ
ー０
の
六
段
図
と
そ
の
解
説
五
行
分
、
及
び
八
ウ
ー
～
八

ウ
６
を
欠
く
。
即
ち
、
３

コ
一一の
五
七
④
」
と
４

「
三
の
五
七
③
」
の
間
に
位
置
す
る

「刊
本
」
相
当
部
分
が
無
い
こ
と
に
な
る
。
「図
の

次

へ
書
べ
し
」
（４

「
三
の
五
七
③
し

が
示
す
よ
う
に
六
段
図
は
既
に
書
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
草
稿
が

「初
稿
本
」
の
直
前
に
位
置
す

る
点
か
ら
す
る
と
、
そ
の
六
段
図
は
か
な
り
整
理
さ
れ
た
図
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

５

「
三
の
五
七
⑤
」
は

「刊
本
」
の
九
オ
８
～

一
一
オ
ー
０
に
相
当
す
る
。
こ
れ
で
総
論
が
終
わ
り
、
こ
の
後
は
上
下
対
置
語
と
な
る
。

１
～
５
の
草
稿
は
抹
消
・挿
入
に
よ
っ
て

「初
稿
本
」
の
直
前
に
位
置
す
る
と
認
め
ら
れ
、
「初
稿
本
」
の
次
が

「成
稿
本
」
と
な
る
。
Ｊ
一

の
五
七
③
」
の

一
部
を
例
と
し
て

「刊
本
」

へ
の
移
り
行
き
を
見
て
み
る
。

「
三
の
五
七
③
」
…
…

〔さ
て
自
他
の
詞
六
ツ
に
わ
か
れ
た
れ
ハ
今
六
段
に
次
第
し
て

〈其
〉
詞
を
ほ
と
こ
し

一
日
に
見
わ
た
し
心
得
や

す
か
ら
ん
為
に
図
を
こ
し
ら
へ
さ
と
す
　
よ
く
ノ
ぐ
ヽ
考

へ
見
る
へ
し
〕
右

〈
に
あ
け
た
る
詞
〉
の
内
第

一
段
に
書

へ
き

〈
詞
〉
か
第

二
段
に
書

へ
き

〈
詞
〉
か
　
又
第
二
段
に
書

へ
き

〈詞
〉
か
第
二
段
に
書

へ
き

〈
詞
〉
か
　

〔又
其
第
二
段
に
書

へ
き
詞
か
第
〕
い

さ
ゝ
か
ま
き
ら
は
し
き
詞
も
い
と
ま
れ
／
ヽ
に
ハ
あ
り
　
其
内
物
に
よ
り
て
自
他
の
い
ひ
さ
ま
い
さ
ゝ
か
こ
と
な
る
あ
り

初
稿
本
…
…
右
に
あ
け
た
る
詞
の
内

〈
△
さ
れ
ハ
〉
第

一
段
に
か
く
へ
き
詞
か
第
二
段
に
か
く

へ
き
詞
か
又
第
二
段
に
か
く

へ
き
詞

か
第
二
段
に
書

へ
き
詞
か
い
さ
ゝ
か
ま
き
ら
は
し
き
詞
も
い
と
ま
れ
ノ
＜
ヽ
に
ハ
あ
り

（９
オ
）

《
△
第

一
段
と
第
二
段
と
い
と
ち
か
く
第
二
段
と
第
四
段
と
も
同
じ
第
五
段
と
第
六
段

ハ
詞
の
は
た
ら
き
も
同
じ
こ
と
な
れ
ハ
も
と
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よ
り
な
り
》

（朱
筆
）

成
稿
本
…
…
右
に
あ
け
た
る
詞
の
内
第

一
段
と
第
二
段
と
い
と
ち
か
く
第
二
段
と
第
四
段
と
も
△

〔同
じ
〕
第
五
段
と
第
六
段

ハ
詞
の

は
た
ら
き
も
同
じ
こ
と
な
れ
ハ
も
と
よ
り
な
り
さ
れ
ハ
第

一
段
に
か
く
へ
き
詞
か
第
二
段
に
か
く

へ
き
詞
か
又
第
二
段
に
か
く

へ
き

詞
か
第
二
段
に
書

へ
き
詞
か
い
さ
ゝ
か
ま
き
ら
は
し
き
詞
も
い
と
ま
れ
ノ
ぐ
、
に
ハ
あ
り

（１０
オ
）

（９
ウ
に
、
朱
筆
で

「此
所
ア

［キ
ナ
シ
］
〈
ケ
ズ
ニ
〉
書

ヘ
シ
」
と
し
て
）
《
第
二
段
と
第
四
段
も
〕
△
い
と
い
と
近
く
て
其
内
佐

行
の
下
三
段
に
活
き
た
る
は
他
に
然
す
る
と
他
に
然
さ
す
る
と
を
か
ね
た
る
も
あ
る
へ
し
源
氏
に
わ
ら
は
へ
し
て
見
せ
侍
り
つ
れ
ハ

と
あ
る
た
く
ひ
な
り
な
を
よ
く
考
ふ
へ
し
〉
　

（挿
入

「
△
い
と
い
と
近
く
て
…
…
」
の

「
△
い
と
」
は
朱
筆
）

刊
本
…
…
右
に
挙
け
た
る
詞
の
う
ち
第

一
段
と
第
二
段
と
い
と
ち
か
く
第
二
段
と
第
四
段
と
も
い
と
近
く
て
其
う
ち
佐
行
下
二
段
に
活

き
た
る
は
他
に
然
す
る
と
他
に
然
さ
す
る
と
を
か
ね
た
る
も
あ
る
へ
し
源
氏
浮
舟
に
わ
ら
は
へ
し
て
見
せ
侍
り
つ
れ
は
と
あ
る
た
く

ひ
な
り
な
ほ
よ
く
考
ふ
へ
し
第
五
段
と
第
六
段
は
詞
の
活
も
お
な
し
こ
と
な
れ
は
も
と
よ
り
な
り
さ
れ
ハ
第

一
段
に
か
く

へ
き
詞
か

第
二
段
に
か
く

へ
き
詞
か
又
第
二
段
に
か
く
へ
き
詞
か
第
二
段
に
か
く

へ
き
こ
と
は
か
い
さ
さ
か
ま
き
ら
は
し
き
詞
も
い
と
ま
れ

ノ
く
、
に
は
あ
り

（八
ウ
ー
～
９
）

「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
の
各
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
加
筆
が
あ
る
が
、
ど
一の
五
七
①
②
④
③
⑤
」
は

「初
稿
本
」
の
直
前
に
位
置

す
る
草
稿
で
あ
る
。

０

　

「詞
の
自
他
の
事
」
草
稿

。
二

６

「
三
の

一一
一
②
」
（イ
）

初

〈
に
〉
も
い
へ
る
如
自
他
を
わ
か
つ
事
詞
の
活
き
に
よ
る
こ
と

［
に
て
］
〈
な
れ
ハ
〉
其
い
ひ
さ
ま
さ
ま
ノ
ぐ
、
な

［る
を
］
〈
れ
と
〉
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其
大
体
を
次
々
類
を
わ
か
ち
て
記
を
見
て
さ
と
る
へ
し

（
一
行
ほ
ど
を
空
け
て
）
さ
て
多
く
ハ
其
詞
の
活
の

〈其
〉
行
の
第

一
の
音

外
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

第
二
の
音
第
五
の
音
よ
り
他
の
行
に
う
つ
し
て
自
他
を
わ
か
つ
也
　
た
と
ヘ
ハ
お
と
ろ
く
と
い
ふ
詞

ハ
加
行
の
活
な
れ
ハ
其
第

一
の

音

〈
の
加
〉
よ
り
お
と
ろ
か
す
と
左
行
の
活
に
う
つ
し

　

［お
］
ぐ
る
と
い
ふ
詞
も
加
行
の
活
に
て
其
第
三
の
音

〈
の
久
〉
よ
り
す

く
す
と
左
行
の
活
に
う
つ
し
　
お
く
る
と
い
ふ
詞
も
加
行
の
活
な
れ
ハ
其
第
五
の
音

〈
の
古
〉
よ
り
お
こ
す
と
左
行
の
活
に
う
つ
し

て
わ
か
つ
こ
と
多
し
●
△
か
様
に
外
の
行
に
う
つ
す
も
多

ハ
左
行
と
羅
行
に
て
其
外

［
盆

〈
に
う
つ
し
て
自
他
を
わ
か
つ
こ
と
〉
此

二
行
に
く
ら

へ
て
ハ
い
と
少
し

７

「
三
の

一一
一
③
」
（ウ
）

△
第

一
の
音
第
二
の
音
第
五
の
音
と
い
へ
と
多

ハ
第

一
の
音
よ
り
外
に
う
つ
し
て
第
二
の
音
第
五
の
音
よ
り
う
つ
す
ハ
い
と
ま
れ
也

又●
い
つ
れ
の
行
も
皆
然
り
　
是
に
な
そ
ら
え
て
お
し
計

へ
し
△

８

Ｊ
一の

一三

①
」

，

）

自
他
を
わ
か
つ
こ
と
さ
ま
′
＜
ヽ
な
る
を
其
あ
ら
ま
し
を
い
は
ん
　
先
お
な
し
行
に
て
活
き
さ
ま
の
こ
と
な
る
に
よ
り
て
自
他
の
わ
か

る
ゝ
有
　
又
其
行
の
活
き
詞
の
第

一
の
音
第
三
の
音
第
五
の
音
よ
り
左
行
と
羅
行
に
う
つ
［り
実
し
〉
て
さ
ま
ノ
ゝ

に
わ
か
つ
也
　
第

は
　
　
　
　
　
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

一
の
音
よ
り
う
つ
す
と
ハ
た
と
へ
お
　
お
と
ろ
く
と
い
ふ
詞
ヽ
加
行
の
活
き
詞
な
れ
ハ
其
第

一
の
音
ぬ
加
よ
り
お
と
ろ
か
す
と
加
行

に
活
か
し
　
か
よ
ふ
と
い
ふ
詞

ハ
波
行
の
活
き
な
れ
ハ
其
第

一
の
音
波
よ
り
か
よ
ハ
す
と

〔活
〕
左
行
に
活
か
し

（以
下
、
ナ
シ
）

注
記
２

右
の

「
三
の
三

一
③
」
は

コ
ニ
の
三

一
②
」
の
書
入
で

（
●
、　
△
が
対
応
し
挿
入
）
、
そ
の

コ
一一の
三

一
②
③
」
の
成
長
し
た
も
の
が

「
三

の
三

一
①
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
更
に
成
長
し
て
５

「
三
の
五
七
⑤
」
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
最
も
初
め
に
位
置
す
る

「
三
の
三
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一
②
③
」
は
も
ち
ろ
ん
、
ヨ
一の
三

一
①
」
も
、
ど
一の
五
七
⑤
」
や

「刊
本
」
の
よ
う
に
は
多
く
の
語
を
挙
げ
て
例
を
示
す
こ
と
が
な
い
。

か
な
り
初
期
の
草
稿
と
認
め
ら
れ
る
。

欠
落
す
る
部
分
は
あ
る
が
、
ど
一の
三

一
②
③
」
↓

「
三
の
三

一
①
」
↓

「
三
の
五
七
⑤
」
の
経
路
に
は
成
長
の
跡
が
見
ら
れ
、
例
え

ば
、
「
お
な
し
行
に
て
活
き
さ
ま
の
こ
と
な
る
に
よ
り
て
自
他
の
わ
か
る
ゝ
」
と

「左
行
と
羅
行
に
う
つ
し
て
さ
ま
ノ
ゝ

に
わ
か
つ
」
含
ニ

の
三

一
①
）
が

「
三
の
三

一
②
」
に
加
え
ら
れ
、
幾
つ
か
の
例
を
挙
げ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
が

「同
じ
行
に
て
わ
か
つ
と
左
行
に
う
つ

し
て
わ
か
つ
と
羅
行
に
う
つ
し
て
わ
か
つ
と
の
三
つ
也
…
…
…
」
會
一の
五
七
⑤
）
と
な
る
。
最
初
は
極
く
簡
単
な
も
の
で
あ

っ
た
の
が
、

概
略
を
述
べ
以
下
多
く
の
語
を
挙
げ
例
を
挙
げ
て
詳
細
に
述
べ
る
よ
う
に
な
る
。
「刊
本
」
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

上
に
も
い
へ
る
如
く
自
他
の
わ
か
る
ゝ
事
詞
の
活
に
よ
る
事
な
れ
は
其
い
ひ
さ
ま
さ
ま
／
ヽ
な
れ
と
同
じ
行
に
て
わ
か
る
ゝ
と
佐
行

に
う
つ
り
て
わ
か
る
ゝ
と
羅
行
に
う
つ
り
て
わ
か
る
ヽ
と
の
三
つ
な
り
こ
の
三
つ
に
あ
つ
か
ら
ぬ
も
な
き
に
ハ
あ
ら
ね
と
い
と
ノ
ゝ

ま
れ
な
る
事
な
り
其
同
じ
行
に
て
わ
か
る
ゝ
は
加
行
に
て
は
と
く
　
と
く
る
波
行
に
て
ハ
そ
ふ
　
そ
ふ
る
羅
行
に
て
ハ
を
る
　
を

る
ゝ
な
と
の
た
く
ひ
な
り
佐
行
と
羅
行
に
う
つ
り
て
わ
か
る
ゝ
さ
ま
は
多
く
ハ
其
詞
の
活
の
其
行
の
第

一
の
音
第
二
の
音
第
五
の
音

よ
り
佐
行
と
羅
行
に
う
つ
り
て
わ
か
る
ゝ
事
な
り
第

一
の
音
よ
り
う
つ
る
は
お
と
ろ
く
　
あ
く
る
は
加
行
の
活
詞
な
れ
は
か
よ
り
お

と
ろ
か
す
　
あ
か
す
と
佐
行
に
う

つ
り
な
や
む
　
さ
む
る
ハ
麻
行
の
活
な
れ
は
ま
よ
り
な
や
ま
す
　
さ
ま
す
と
佐
行
に
う

つ
り

（九
オ
８
～
九
ウ
）

こ
の
草
稿
に
見
え
る
自
他
に
関
わ
る
記
述
を
挙
げ
る
と
、
○

「自
他
を
わ
か
つ
事
詞
の
活
き
に
よ
る

（三
の
三
一
②
と
、
○

「其
詞
の

活
の
其
行
の
第

一
の
音
第
二
の
音
第
五
の
音
よ
り
外
の
行
に
う
つ
し
て
自
他
を
わ
か
つ
也

（同
と
、
ｏ

「外
の
行
に
う
つ
す
も
多
ハ
左
行

と
羅
行
に
て
其
外
に
う
つ
し
て
自
他
を
わ
か
つ
こ
と
此
二
行
に
く
ら
へ
て
ハ
い
と
少
し

（同
と
、
ｏ

「自
他
を
わ
か
つ
こ
と
さ
ま
ノ
ぐ
、
な

る
を
其
あ
ら
ま
し
を
い
は
ん
　
先
お
な
し
行
に
て
活
き
さ
ま
の
こ
と
な
る
に
よ
り
て
自
他
に
わ
か
る
ヽ
有

（三
の
三
一
①
と

の
よ
う
で
、
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「自
他
を
わ
か
つ
」
「自
他
に
わ
か
る
ゝ
」
と

「詞
の
活
き
」
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

③

　

「
八
衝
」
の
草
稿

９

「
三
の
四
七
③
」
（キ
）

目
ロ

　
ハ
　
云
々
　
か
く
の
こ
と
く
す

へ
し

（二
行
分
ほ
ど
空
け
て
）

こ
れ
ら
の
は
た
ら
き

ハ
す

へ
て
四
種
の
は
た
ら
き
詞
よ
り
　
同
日

口
□
開
□
　
と
は
た
ら
き
た
る
に
て
四
段
の
活

ハ
第

一
の
音
よ
り

あ
く
を
あ
か
す
る
　
な
す
を
な
さ
す
る
　
ま
つ
を
ま
た
す
る
　
い
ふ
を
い
は
す
る
　
よ
む
を
よ
ま
す
る
　
た
る
を
た
ら
す
る
な
と
ゝ

は
た
ら
か
し
△
《
△
又
お
と
ろ
く
を
お
と
ろ
か
さ
す
る
　
ま
つ
ふ
を
ま
つ
ハ
さ
す
る
　
み
つ
を
み
た
さ
す
る
な
と
》
〔又
あ
か
さ
す
る

ま
た
さ
す
る
　
い
は
さ
す
る
　
よ
ま
さ
す
る
な
と
と
も
い
へ
り
〕
　

〈
園
団
日
　
と
も
は
た
ら
か
せ
り
〉
　
但
し
さ
の
行
に
ハ
こ
の

国
団
日
　
と
い
ふ
は
た
ら
き
な
し
　
そ
は
第

一
の
音
よ
り
す
る
と
ハ
た
ら
き
た
る
か
則
　
国
□
開
□
　
な
れ
ハ
也
　
一
段
の
は
た
ら
き

中
二
段
の
は
た
ら
き
は
第
二
の
音
よ
り
●

〈
い
る
を
い
さ
す
る
〉
き
る
を
き
さ
す
る
　
見
る
を
見
さ
す
る
●

《
●
き
す
る
　
見
す
る

〔と
い
ふ
〕

に
す
る
と
い
ふ
活
あ
れ
と

一
段
の
活
詞
に
こ
と
ノ
ぐ
ヽ
あ
ら
さ
れ
ハ
例
に
ハ
あ
ら
す
　
日疋
わ
り
書
に
す
へ
し
》

お
く
る

を
お
き
さ
す
る
　
と
つ
る
を
と
ち
さ
す
る
　
し
ふ
る
を
し
ひ
さ
す
る
な
と
ゝ
ハ
た
ら
か
し
　
下
二
段
の
は
た
ら
き
ハ
第
四
の
音
よ
り

う
る
を
え
さ
す
る
　
う
く
る
を
う
け
さ
す
る
　
か
ふ
る
を
か
へ
さ
す
る
　
と
む
る
を
と
め
さ
す
る
な
と
ゝ
ハ
た
ら
か
し
た
る
也
　
四

段
の
は
た
ら
き
よ
り
は
　
同
日

園
目
日
　
と
は
た
ら
き

〔
一
段
の
は
た
ら
き
〕
中
二
段
の
は
た
ら
き
下
三
段
の
は
た
ら
き
よ
り
は

国
日
同
一　
と
の
み
い
ひ
て
　
同
同
一　
と
は
た
ら
き
た
る
例
な
し
　
ン」
の
ハ
た
ら
き
ハ
四
く
さ
の
活
詞
の
う
ち
　
み
つ
か
ら
然
せ
ら

る
ゝ
詞
の
外
ハ
み
な
悉
く
此
は
た
ら
き
有

へ
〔け
れ
ハ
〕
〈き
事
な
れ
ハ
猶
〉
い
と
多

〔か
れ
と
悉
く
ハ
出
さ
す
　
余
ハ
こ
れ
に
な
す

ら
へ
て
し
る
へ
し
〕
〈
し
▲
〉
↑
」
の
▲
に
応
ず
る
付
箋
な
し
）
　

さ
て
此
は
た
ら
き
ハ
ら
の
行
下
三
段
の
は
た
ら
き
の
　
園
国
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口
同
国

　
と
い
ふ
詞
と
は
た
ら
き
さ
ま
大
体
同
じ
　
あ

ハ
せ
見
る

へ
し
　
か
く
て
　
同
日

口
口
開
□
　
は
他

に
然
さ
す
る
を

い
ふ
詞

園
同
一
口
同
ロ

　

ハ
み

つ
か
ら
然
せ
ら
る

ゝ
を

い
ふ
詞
也

１０

「
三
の
四
七
⑤
」

（ケ
）

す

へ
て
四
段

の
活
詞
を
そ

の
行

の
第

一
の
音
よ
り
　
あ
く
を
あ
か
る

ゝ
　

お
す
を
お
さ
る

ゝ
　

ま

つ
を
ま
た
る

ゝ
　

思
ふ
を
お
も
は

る

ゝ
　

＞つ
と
む
を
う
と
ま
る

ゝ
　

さ
と
る
を
さ
と
ら
る

ゝ
　

な
と
る

ゝ
と
は
た
ら
か
し
　
又

一
段

の
活
中

二
段

の
活
詞
を
そ
の
行

の

第
二
の
音
よ
り
　
い
る
を
い
ら
る
ゝ
　
み
る
を
み
ら
る
ゝ
　
お
く
る
を
お
き
ら
る
ゝ

射
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

る
ゝ
　
又
下
三
段
の
活
詞
を
そ
の
行
の
第
四
の
音
よ
り
　
う
ぐ
る
を
う
け
ら
る
ゝ

る
ゝ
　
な
と
ら
る
ゝ
と
は
た
ら
か
し
た
る
詞
猶
お
ほ

〔か
れ
と
こ
と
ノ
＜
ヽ
ハ
〕
〈
し
〉

い
ふ
詞
の
外

ハ
皆
こ
と
ノ
ぐ
ヽ
く
此
活
有

へ
け
れ
ハ
い
と
／
ヽ
お
ほ
か
り

（四
行
ほ
ど
空
け
て
）

他
ノ
行
に
て
ハ
ま
き
ら
は
し
き
事
少
も
あ
ら
ぬ
を
此
行
に
て
ハ
此
四
段
活
と
下
三
段
の
活
と
い
と
ま
き
ら
は
し
け
な
る
事
あ
れ
ハ
其

よ
し
を
い
は
ん
　
先
上
の
四
種
の
活
の
図
に
し
る
せ
る
如
く
す

へ
て
四
段
の
活
詞
よ
り
　
し
の
て
に
を

ハ
を
う
く
る
ハ
第
二
の
音
き

し
ち
ひ
み
り
の
例
な
れ
ハ
此
さ
の
行
に
て
ハ

〈
此
図
に
も
か
け
る
如
く
〉
し
の
音
よ
り
し
の
て
に
を
ハ
を
う
く
る
定
ま
り
な
り
　
○

な
と
猶
多
か
れ
と
こ
と
ノ
ぐ
、
く

ハ
い
た
さ
す
　
ン」
れ
ら
の
し
ゝ
を
今
の
人
せ
し
と
い
へ
る
事
多
し
　
実

二
さ
も
い
ふ
へ
く
お
も
は
る

れ
と
　
さ
て
ハ
外
の

〈行
の
〉
例
に
も
た
か
ひ
又
右
に
ひ
け
る
如
く
し
ヽ
と
の
み
あ
り
て
せ
し
と
い
へ
る
こ
と
す
へ
て
な
し
　
た
ゝ

（空
白
あ
り
）
と
有
の
み

〔
に
て
〕
宍
な
り
と

〔其
外
に
ハ
み
あ
た
ら
す
〕
に
て
例
に
た
か
へ
り
　
も
し
申
せ
し
と
い
は
ゝ
　
申
せ

ん
　
申
せ
ま
し
　
申
せ
つ
ゝ
　
申
せ
け
り
な
と
い
ふ
へ
き
例
な
る
を
さ
ハ
い
は
れ
ぬ
に
て
も
誤
な
る
事
を
知

へ
し
　
▲

《
▲
又
竹
取

物
語
に
ふ
み
か
き
て
つ
か
は
す
れ
と
も
云
々
と
あ
り
　
日疋
も
誤
り
な
る
へ
し
》
せ
し
と
第
四
の
音
よ
り
　
し
の
て
に
を
ハ
を
う
く
る

と
づ
る
を
と
ぢ
ら
る
ゝ
　
し
ふ
る
を
し
ひ
ら

た
つ
る
を
た
て
ら
る
ゝ
　
か
ふ
る
を
か
へ
ら

こ
ハ
四
種
の
活
詞
の
内
お
の
つ
か
ら
し
か
る
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〈
も
　
す
れ
と
も
と
い
ふ
も
　
と
も
に
〉
下
三
段
の
活
の
格
也
　
猶
此
下
二
段
の
活
詞
の
所
に
い
へ
る
事
あ
り
　
考

へ
合

へ
し

（上

部
に
次
の
付
箋
）

《
い
ま
す
る
と
い
ふ
事
の
論
を
此
中
に
い
ふ
へ
し
》

（
一
行
空
け
て
）

四
段
の
活
詞
を
そ
の
行
の
第

一
の
音
よ
り
　
か
く
を
か
ゝ
す
る
　
ま
つ
を
ま
た
す
る
　
と
ふ
を
と
ハ
す
る
　
よ
む
を
よ
ま
す
る
　
と

る
を
と
ら
す
る
な
と
す
る
と
活
ら
か
し
　
又

一
段
の
活
中
二
段
の
活
詞
を
そ
の
行
の
第
二
の
音
よ
り
　
い
る
を
い
さ
す
る
　
に
る
を

射
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煮

に
さ
す
る
　
よ
く
る
を
よ
き
さ
す
る
　
お
る
ゝ
を
お
り
さ
す
る
な
と
い
ひ
　
下
三
段
の
活
詞
を
其
行
の
第
四
の
音
よ
り
　
あ
く
る
を

あ
け
さ
す
る
　
す
つ
る
を
す
て
さ
す
る
　
な
む
る
を
な
め
さ
す
る
な
と
さ
す
る
と
活
か
し
た
る
た
く
ひ
猶
多
し

〈皆
此
下
三
段
の
活

也
〉
こ
れ
ら
の
活

〔さ
ま
〕
ら
の
行
の
下
二
段
の
活

〔な
る
〕
〈
の
〉
る
ゝ
　
ら
る
ゝ
と
全
く
同
じ
活
さ
ま
也
　
さ
て
古
く
ハ
此
　
か
ゝ

す
る
を
か
ゝ
し
む
る
　
と
ら
す
る
と
ら
し
む
る
　
い
さ
す
る
を
い
し
む
る
　
お
り
さ
す
る
を
お
り
し
む
る
　
す
て
さ
す
る
を
す
て
し

む
る
な
と
ま
の
行
の
下
三
段
の
活
に
多
く

ハ
い
へ
り
　
さ
て
上
に
い
へ
る
詞
皆
他
に
お
ほ
せ
て
し
か
さ
す
る
を
い
ふ
詞
也
　
又
物
語

ふ
み
な
と
に
ハ
　
と
ら
す
る
　
よ
ま
す
る
　
の
た
ま
は
す
る
　
御
覧
せ
さ
す
る
　
せ
さ
す
る
　
聞
え
さ
す
る
な
と
を
た
ふ
と
む
方
に

多
く
い
へ
リ
　
ン」
ハ
貴
人
は
す
へ
て
万
事
を
人
に
お
ほ
せ
て
せ
さ
す
る
事
な
れ
ハ
そ
れ
よ
り
う
つ
り
て
み
つ
か
ら
し
給
ふ
を
も
し
か

い
ひ
て
お
の
つ
か
ら
た
ふ
と
む
方
に
ハ
な
れ
る
也
　
又
下
よ
り
も
人
し
て
も
の
す
る
よ
り
う
つ
り
て
す
く
に
御
覧
に
い
る
ゝ
事
又
聞

２

ゆ
る
事
を
も
御
覧
せ
さ
す
る
　
聞
え
さ
す
る
な
と
ヽ
も
い
か
る
な
る
へ
し

翁
○
」
に
応
ず
る
書
入

。
符
箋
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
証
例
が
書
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
）

注
記
３

本
居
宣
長
記
念
館
の

『目
録
』
に
は

「
か
よ
ひ
路
資
料
」
と
あ
る
が
、
右
の

「
三
の
四
七
③
」
Ｊ
一の
四
七
⑤
」
は

「
八
衛
」
草
稿
の
断
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片
か
と
思
わ
れ
る
。
ｇ
一の
四
七
③
」
Ｊ
一の
四
七
⑤
」
は

「
る
ゝ
、
ら
る
ゝ
」
下
接
と

「
す
る
、
さ
す
る
」
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
。
ｆ
一

の
四
七
③
」
を
詳
し
く
書
き
替
え
た
の
が

「三
の
四
七
⑤
」
の
前
半
。
ど
一の
四
七
⑤
」
の

「
し
し
、
せ
し
」
は
刊
本

『詞
八
衛
』
の
上
四

十

一
オ
９
～
四
十
三
ウ
２
に
相
当
す
る
が
、
「刊
本
」
は
多
く
の
証
例
を
挙
げ
て
詳
細
で
あ
る
。
末
尾
の

「
す
る
、
さ
す
る
」
下
接
の
敬
意

表
現
に
関
わ
る
記
述
は

「刊
本
」
上
四
十
五
ウ
３
～
四
十
六
オ
５
に
相
当
す
る
。
ｆ
一の
四
七
⑤
」
の
付
箋

「
又
竹
取
物
語
に
ふ
み
か
き
て

つ
か
は
す
れ
と
も
云
々
と
あ
り
」
の
記
述
は
、
刊
本
の
「又
竹
取
物
語
に
わ
び
歌
な
ど
か
き
て
つ
か
ハ
す
れ
ど
も
云
々
と
あ
り
」
（上
四
十

三
オ
）
に
相
当
す
る
。

こ
れ
が

「
八
衛
」
草
稿
断
片
と
し
て
も
自
他
に
関
わ
る
記
述
が
多
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
「
す
、
さ
す
」
「
る
、
ら
る
」
下
接
に

関
す
る
記
述
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
「
八
衝
」
の
草
稿
と
し
て
も
お
そ
ら
く
極
め
て
初
期
の
資
料
で
あ

っ
て
、
「通

路
」
と
の
関
係
で
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
「自
他
」
に
関
す
る
記
述
を
抜
き
出
し
て
お
く
。

１
　
こ
の
ハ
た
ら
き
ハ
四
く
さ
の
活
詞
の
う
ち
　
み
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
詞
の
外
ハ
み
な
悉
く
此
は
た
ら
き
有

へ
き
事
な
れ
ハ
猶
い

と
多
し

（三
の
四
七
③
）

２
　
す
る
　
さ
す
る
は
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
詞
　
る
ゝ
　
ら
る
ゝ
ハ
み
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
詞
也

（同
）

３
　
る
ゝ
　
と
は
た
ら
か
し
…
…
ら
る
ゝ
　
と
は
た
ら
か
し
た
る
詞
…
…
こ
ハ
四
種
の
活
詞
の
内
お
の
つ
か
ら
し
か
る
い
ふ
詞
の
外

ハ
皆
こ
と
ノ
ヽ

く
此
活
有

へ
け
れ
ハ
い
と
ノ
ぐ
、
お
ほ
か
り

（三
の
四
七
⑤
）

４
　
他
に
お
ほ
せ
て
し
か
さ
せ
る
詞

（同
）

５
　
お
の
つ
か
ら
た
ふ
と
む
方
に
ハ
な
れ
る
也

（同
）

１１

「
三
の
四
八
②
」
（サ
）

此
行
の
四
段
の
活
と
此
下
三
段
の
活
と
た
か
ひ
に
ま
き
ら
は
し
け
な
る
事
有
れ
ハ
其
例
を
こ
れ
か
れ
あ
く
　
○
な
と
猶
多
〔け
れ
と
〕



第一節 草稿・ 雑稿残篇の翻字 522

し
　
す
へ
て
右
の
如
く
有
を
傍
に
か
き
じ
る
せ
る
如
く
に
も
い
ふ
へ
き
さ
ま
な
れ
と
さ
い
へ
る
事
古
く
例
な
し
　
傍
に
か
け
る
ハ
四

段
の
活
の
格
に
て
異
な
り
　
よ
く
せ
ず
ハ
ま
か
ひ
ぬ
へ
し
　
さ
て
此
四
段
の
活
詞
と
下
三
段
の
活
詞
と
の
け
ぢ
め
を
い
は
ゝ
四
段
の

活
ハ
其
者
を
し
か
す
る
を
い
ひ
下
二
段
の
活
ハ
其
者
に
し
か
さ
す
る
を

〔
い
ひ
て
〕
い
ふ
詞
に
て
自
他
の
差
別
あ
り
　

〔伊
勢
物
語

に
〕
か
く
同
行
に
て
四
段
の
活
と
下
三
段
の
活
と
に
て
自
他
を
分
つ
事
か
さ
た
は
ま
ら
の
行
皆
し
か
也
　
さ
て
伊
勢
物
語
に
滝
お
と

し
水
は
し
ら
せ
な
と
と
あ
る
も
　
お
と
し
ハ
四
段
の
活
に
て
滝
を
し
か
す
る
を
い
ひ
　
は
し
ら
せ
ハ
下
二
段
の
活
に
て
水
に
し
か
さ

す
る

〈を
〉
い
へ
り
　
又
源
氏
紅
葉
賀
に
な
ら
は
い
給
ふ
云
々
と
有
ハ
葵
上
を
し
か
な
ら
は
じ
給
ふ
を
い
ひ
て
四
段
の
活
と
し
　
同

巻
に
ほ
ん
か
き
て
な
ら
は
せ
な
と
云
々
と
有
ハ
紫
ノｒ上
に

〔し
か
〕
〈ほ
ん
を
〉
な
ら
は

〈
さ
〉
じ
め
給
ふ
を
い

〔
へ
り
〕
ひ
て
下
三

段
の
活
と
せ
り
　
又
万
葉
口
‐‐
‐‐
□

（空
白
）
に
岸
の
は
に
ふ
に
ヽ
ほ
は
さ
ま
し
を
　
古
今
集
秋
上
に
藤
は
か
ま
く
る
秋
毎
に
の
へ

を
に
ほ
ハ
す
な
と
あ
る
万
葉
の
ハ
人
を
に
ほ
ハ
す
を
い
ひ
て
と
も
に
四
段
の
活
に
て
物
を
し
か
す
る
を
い
ひ
口
‐‐
――
□

（空
白
）
に

梅
か
香
を
桜
の
花
に
に
ほ
は
せ
て
柳
の
枝
に
さ
か
せ
て
し
か
な
と
有
ハ
下
三
段
の
活
と
な
し
て
桜
に
し
か
さ
す
る
を
い
へ
り
　

〔こ

れ
ら
に
て
も
〕
か
く
同
詞
を
ニ
ツ
に
は
た
ら
か
し
て
心
を
わ
か
て
り
　
〔是
〕
猶
此
外
に
も
有
へ
し
　
是
レ
ら
に
て
も
四
段
の
活
と
下

三
段
の
活
と
の
け
ぢ
め
な
る
へ
き
也

翁
○
」
は
お
そ
ら
く
符
箋
か
何
か
、
挿
入
の
別
紙
が
あ
っ
た
印
で
、
そ
こ
に
は
証
例
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
空
自
部
の
前

者
に
は
万
葉
の
巻
数

「
一
」、
後
者
に
は
出
典
名

「後
拾
遺
集
春
上
」
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
）

注
記
４

「
三
の
四
八
②
」
後
半
の
証
例
は
、
源
氏
物
語
の
証
例
が
刊
本

『詞
八
衛
』
上
四
十
六
オ
～
ウ
、
上
四
十
九
ウ
に
、
古
今
集
の
証
例
が

上
四
十
六
ウ
に
、
万
葉
の
証
例
が
上
三
十
八
ウ
に
載
る
。
伊
勢
物
語
の
証
例
は
上
五
十
オ
に
載
る
。
前
半
に
自
他
と
活
用
の
関
係
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
が
多
い
が
、
証
例
に
よ
れ
ば

「
八
衛
」
の
草
稿
で
あ
る
。
「
八
衛
」
の
草
稿
と
す
れ
ば
活
用
型
の
別
に
よ
る
自
他
の
別
に
か
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な
り
初
期
の
段
階
か
ら
関
心
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
し
、
「通
路
」
の
草
稿
と
す
れ
ば

「
八
衛
」
の
証
例
を
使

っ
て
活
用
と
自
他
に
つ

い
て
述
べ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
活
用
型
の
分
別
に
自
他
を
併
せ
考
え
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
す
る
点
で
、
ま
た
後
に

挙
げ
る
他
の
草
稿

（↓
０
０
）
の
こ
と
も
あ
っ
て
前
者
と
す
る
。

自
他
に
関
係
す
る
記
述
を
挙
げ
て
お
く
。

１
　
さ
て
此
四
段
の
活
詞
と
下
三
段
の
活
詞
と
の
け
ぢ
め
を
い
は
ゝ
四
段
の
活

ハ
其
者
を
し
か
す
る
を
い
ひ
下
三
段
の
活

ハ
其
者
に

し
か
さ
す
る
を
い
ふ
詞
に
て
自
他
の
差
別
あ
り

２
　
同
行
に
て
四
段
の
活
と
下
三
段
の
活
と
に
て
自
他
を
分
つ

３
　
詞
を
ニ
ツ
に
は
た
ら
か
し
て
心
を
わ
か
て
り

０
　
初
期
の
草
稿

‐２

「三
の
四
八
⑩
」
（́
こ
　
　
　
　
　
　
・

な
り
　
な
る
　
な
れ
に
ニ
ツ
あ
り
　
其
ミ
ツ
ハ
き
る
ゝ
詞
よ
り
う
け
て
口
‐‐
‐‐
□

（空
白
）
な
と
に
て
物
を
見
聞

〔き
〕
て
云
々
そ

な
と
い
ふ
意
也
　
〈
ニ

ツ
ハ
物
の
名
に
つ
ゝ
く
詞
よ
り
う
け
て
口
‐‐
‐‐
□

（空
白
）
な
と
物
を
釈
す
る
意
也

（終
止
形
接
続
の

「な
り
」
と
連
体
形
接
続
の

「な
り
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
空
白
は
お
そ
ら
く
証
例
。
）

・３

Ｊ
一の
四
八
⑦
」
（夕
）

な
り
と
い
ふ
こ
と
葉
あ
り
　
に
あ
り
の
つ
ゝ
ま
り
た
る
に
て
　
ら
り
る
れ
と
は
た
ら
き
て
此
た
ん
の

〔け
り
せ
り
め
り
な
と
〕
は
た

（こ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
を
う
く
る
な。
り。
也

ら
き
に
い
と
ち
か
し
　
そ
わ
た
い
の
こ
と
葉
と
つ
ゝ
く
こ
と
は
し

〔第
二
〕
う
く
す
つ
ぬ
ふ
む
ゆ
る
う
の
き
る
ゝ
こ
と
は
を
う
く
る
な
リ
ハ

〔
（抹
消
あ
り
）
て
に
を
は
二
て
〕
別

〔な
り
〕
〈
に
て
〉



第一節 草稿・雑稿残篇の翻字 524

け
り
　
め
り
な
と
の
こ
と
く
て
に
を
は
な
り
　
お
も
ひ
ま
か
ふ
へ
か
ら
す
　
て
に
を
は
の
　
け
り
　
め
リ
ハ
　
さ
け
り
　
か
す
め
り

な
と
の
　
け
り
　
め
り
と
ハ
こ
と
な
り
　
日疋
ら
の
け
し
め
よ
く
せ
す

（以
下
、
な
し
）

∩
な
り
」
の
接
続
に
つ
い
て
述
べ
る
。
）

・４

ど
あ

四
八
⑨
」

，

）

き
こ
ゆ
な
り
　
お
と
す
な
り
な
と
の
　
な
リ
ハ
意
も
い
さ
ゝ
か
こ
と

〔な
れ
ハ
〕
〈
に
し
て
〉

に
あ
り
の
つ
ゝ
ま
り
た
る
に
ハ
あ
ら

（抹
消
あ
り
）
〈
さ
る
こ
と
し
る
へ
し
〉
　

お
と
す
に
あ
り
　
き
こ
ゆ
二
有
と
て
ハ
る
も
じ
た
ら

〔す
〕
〈
て
〉
こ
と
葉
も
と
ゝ
の
ふ

ら

〔す
〕
さ
れ
ハ
▲

（以
下
、
な
し
）

（終
止
形
接
続
の

「
な
り
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
）

‐５

「
三
の
五
五
③
」
（ネ
）

た
り
　
た
る
　
た
れ
に
ニ
ツ
あ
り
　
一
ツ
ハ
四
段
の
活

一
段
の
活
中
二
段
の
活
の
第
二
の
音
下
三
段
の
第
四
の
音
よ
り
は
則
用
言
の

つ
ゞ
く
詞
よ
り
受
る
也
　
ン」
ハ
ｄ
冽
列
　
刊
創
劉
到
　
ｄ
冽
測
の
つ
ゝ
ま
り
た
る
二
て
口
‐‐
‐―
□

（空
自
）
な
と
い
へ
る
か
ご
と
し
　
猶

い
と
お
ほ
し

〈ニ

ツ
ハ
物
の
名
よ
り
う
け
て
日
冽
列

日
冽
ｄ
　
と
あ
れ
の
意
に
て
口
‐‐
‐―
□

（空
自
）
な
と
な
リ
　
ン」
ハ
い
と

ま
れ
也
　
但
し
漢
籍
よ
み
ニ
ハ
君
君
た
り
臣
臣
た
り
口
‐‐
――
□

（空
白
）
云
々
然
た
り
口
‐‐
――
□

（空
白
）
云
々
如
た
り
な
と
多
し

∩
て
あ
り
」
の

「た
り
」
と

「
と
あ
り
」
の

「
た
り
」
に
つ
い
て
の
記
述
。
空
白
は
お
そ
ら
く
証
例
が
入
る
。）

・６

「
三
の
四
八
④
」
（ス
）

四
段
の
活
の
第

一
の
音
よ
り
う
く
る
ね
ハ
ぬ
の
活
に
て
こ‐
ｄ
の
結
也
　
第
ニ
ノ
音
よ
り
う
く
る
ハ
下
知
の
ね
也
　
一
段
の
活
中
二
段

の
活
の
第
二
の
音
ハ
四
段
の
活
の
第

一
の
音
と
第
二
の
音
と
を
か
ね
た
れ
ハ
第
二
の
音
よ
り
う
く
る
ね
こ
そ
の
結
と
も
下
知
の
意
と

も
な
る
也
　
△
そ
ハ
そ
の
最
後
の
詞
二
て
わ
か
つ
也
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四
段
の
活
の
第

一
の
音
よ
り
う
く
る
な
ん
ハ
下
知
の
意
　
第
二
の
音
よ
り
う
く
る
な
ん
ハ
テ
ア
ラ
ウ
と
い
ふ
意
也
　
一
段
の
活
中
二

段
の
活
の
第
二
の
音

ハ
四
段
の
活
の
第

一
の
音
と
第
二
の
音
と
を
か
ぬ
る
例
な
れ
ハ
第
二
の
音
よ
り
う
く
る
な
ん
下
知
の
意
に
も
い

ひ
テ
ア
ラ
ウ
と
う
た
か
ふ
意
に
も
い
ふ
也
　
下
三
段
の
第
四
の
音

ハ
一
段
の
活
中
二
段
の
活
の
第
二
の
音
と
同
し
く
四
段
の
活
の
第

一
の
音
と
第
二
の
音
と
を
か
ね
た
れ
ハ
第
四
の
音
よ
り
う
く
る
な
ん
こ
れ
又
下
知
の
意
と
も
な
リ
テ
ア
ラ
ウ
と
い
ふ
意
に
も
な
る
也

△
下
三
段
の
第
四
の
音
も
四
段
の
活
の
第

一
の
音
と
第
二
の
音
と
を
か
ね
た
れ
ハ
第
四
の
音
よ
り
う
く
る
ね
其
の
ニ
ツ
を
か
ね
て
こ

そ
の
結
に
も
下
知
の
意
に
も
な
る
也

（打
消
の

「
ね
」
と
下
知
の

「
ね
」、
下
知
の

「
な
ん
」
と
テ
ア
ラ
ウ
の

「
な
ん
」
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
る
。
）

・７

Ｊ
一の
五
五
④
」
フ

）

く
あ
を
つ
ゝ
め
て
か
と
い
ひ
四
段
に
は
た
ら
か
し
た
る
詞
い
と
多
し

右
の
う
ち
か
れ
と
い
ふ

〈
へ
き
〉
を

〈多
く
〉
第
四
の
音
に
う
つ
し
て
け
れ
と
い
ふ

［事
あ
り
］

〈
り
〉

但
し
露
け
か
れ
と
も
　
の
と
け
か
れ
バ
な
と
い
ひ
て
　
露
け
ゝ
れ
と
　
の
と
け
け
れ
ば
と
い
は
さ
る
ハ
け
文
字
重
り
て
聞
よ
か
ら
さ

れ
は
に
や
あ
ら
む
　
又
平
け
か
れ
と
平
け
け
れ
ど

（空
自
あ
り
）

あ
き
ら
け
か
れ
と
　
あ
き
ら
け
ゝ
れ
と
な
と
い
へ
る
を
見
あ
た
ら
ぬ
ハ
き
ゝ
よ
か
ら
さ
れ
ハ
な
る
へ
し

な
ほ
此
た
く
ひ
も
多
か
る
へ
し

３
１
１
か
れ
」
と

「
―
―
け
れ
」
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
）

‐８

「
三
の
四
八
⑤
」
（セ
）

さ
す
る
　
せ
さ
す
る
　
し
む
る

他
ノ
行
よ
り
左
行
の
四
段
に
活
く
ハ
　
さ
す
る
と
い
ひ
　
下
二
段
に
活
く

ハ
　
せ
さ
す
る
と
い
ふ
定
ま
り
な
り
　
さ
て
し
む
る
ハ
古
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く
　
さ
す
る
　
せ
さ
す
る
の
ニ
ツ
を
か
ね
て
用
ふ
る
格
な
り

ｏ
を
と
ろ
か
す
　
ち
ら
す

ハ
四
段
な
れ
ハ
　
を
と
ろ
か
さ
す
る
　
ち
ら
さ
す
る
と
い
ひ
　
お
も
ハ
す
る
　
も
た
す
る
ハ
下
二
段
な
れ

ハ
　
お
も
ハ
せ
さ
す
る
　
も
た
せ
さ
す
る
と
い
ふ
也

〇
お
と
ろ
か
し
む
る
　
ち
ら
し
む
る
　
お
も

ハ
し
む
る
　
も
た
し
む
る
な
と
い
ふ
也
　
但
し
　
し
む
る
ハ
古
く
あ
り
て
古
今
よ
リ
ハ

を
さ
ノ
ぐ
、
見
当
た
ら
す

ｏ
又

〔
一
段
〕
中
二
段

〔下
二
段
〕
ノ
活
ノ
鉢
よ
り
　
さ
す
る

〔し
む
る
〕
と
い
ふ
有
　
お
き
さ
す
る
　
こ
ひ
さ
す
る
な
と
也

〇
一
段
ノ
活
ノ
弊
よ
リ
ハ
　
さ
す
る
　
せ
さ
す
る
　
し
む
る
と
い
ふ
　
見
さ
す
る
　
見
せ
さ
す
る
　
見
し
む
る
　
き
さ
す
る
　
き
せ

さ
す
る
　
き
じ
む
る
な
と
い
ふ

ｏ
下
三
段
の
活
ノ
黙
よ
リ

ハ
　
さ
す
る
　
し
む
る
と
い
ふ
　
え
さ
す
る
　
え
じ
む
る
　

つゝ
け
さ
す
る
　
ンフ
け
し
む
る
な
と
也

四
段
ノ
活

ハ
此
ら
例
な
し
　
た
ゝ
左
行
の
四
段

へ
う
つ
り
活

〈
く
〉
［詞
］
今
」
と
は
〉
に
の
み
あ
る
也

翁
さ
す
る
、
せ
さ
す
る
、
し
む
る
」
の
接
続
に
つ
い
て
述
べ
る
。
）

注
記
５

こ
れ
ら
の
草
稿
が
春
庭
の
も
の
か
ど
う
か
疑
間
は
残
る
が
、
春
庭
の
語
学
研
究
に
お
け
る
草
稿
の
断
片
と
す
る
と
極
め
て
早
い
時
期
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
直
ち
に
そ
れ
が

「
八
衛
」
の
草
稿
と
は
決
し
が
た
い
が
、
こ
れ
ら
の
草
稿
は

「受
る
て
に
を
は
」
に
つ
い
て

「受
る
」

側
の

「
て
に
を
は
」
か
ら
上
接
語
の
断

・
続
を
述
べ
る
も
の
で
、
そ
れ
を
逆
に
上
接
語
の
断

・
続
か
ら
見
て
活
用
型
で
整
理
す
れ
ば

「
八

衛
」
（総
説
）
の
記
述
に
近
い
も
の
と
な
る
。
そ
う
い
う
点
で
は

「
八
衛
」
の
草
稿
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
「通
路
」
成
立
と
い
う
点

で
は
自
他
に
関
す
る
記
述
も
な
く
特
に
関
係
は
な
い
が
、
自
他
と
活
用
の
関
係
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
語
の
活
用
、
「
て
に
を
は
」
の
接
続

に
つ
い
て
研
究
し
て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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０

　

「上
二
段
」
の
名
目

・９

「
三
の
四
八
③
ご

（チ
）

仰
す
る
辞
の
ね
と

ぬ
を
こ
そ
の
む
す
ひ
に
て
ね
と
い
ふ
と
ふ
た
つ
あ
り
　
四
た
ん
の
は
た
ら
き
に
て
は
第

一
ノ
音
よ
り
ね
と
い
ふ

ハ
ぬ
を
こ
そ
の
む
す
ひ
に
て
ね
と
い
へ
る
也
　
第
二
の
音
よ
り
い
へ
る
は
仰
す
る
意
也
　
上
二
た
ん
の
は
た
ら
き

〔
に
て
〕

ハ
第
二

の
音
よ
り
つ
ゝ
け
い
へ
る
に
て
こ
そ
の
む
す
ひ
と
仰
す
る
詞
と
を
か
ね
た
り
　
下
三
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
第
四
の
音
よ
り
う
け
て
こ

れ
も
□
□
を
か
ね
た
り
　
一
段
の
は
た
ら
き
も
第
二
の
音
よ
り
う

〔く
る
ね
に
〕
〈
け
〉
て
此
□
□
を
か
ぬ
る
な
り

つ
ね
」
の
接
続
に
よ
る
違
い
に
つ
い
て
述
べ
る
。
翻
字
１６
の
前
半
と
同
類
）

２０

「
三
の
四
八
０
ご

（シ
）

又
万
葉
に
さ
き
に
け
ら
す
や
と
有
　
め
り
な
り
に
ハ
か
く
は
た
ら
き
た
る
な
し
　
さ
け
ら
ハ
　
か
す
め
ら
ハ
　
く
る
な
ら

ハ
な
と
ハ

上
に
い
へ
る
こ
と
く
　
さ
き
あ
ら
ハ
　
か
す
み
あ
ら
ハ
　
く
る
に
あ
ら
ハ
に
て
こ
ゝ
と
ハ
別
な
り
　
又
万
葉
に
雪

ハ
け
ず
け
り
と
あ

る
も
う
く
る
所
後
の
よ
ニ
ハ
な
き
か
く
な
り

是
も
　
け
り
　
め
り
　
な
り
の
所

へ
書

へ
し

あ
か
さ
り
け
り
　
し
ら
ざ
り
し
ハ
　
あ
か
す
有
け
り
　
し
ら
す
あ
り
し
に
て
は
た
ら
き
こ
と
葉

へ
つ
ゝ
け
た
る
な
り

右
　
す
　
ぬ
　
ね
の
所

へ
書

へ
し

下
に
う
く
る
て
に
を
ハ
ニ
て
は
た
ら
き
を
わ
か
つ
は
　
す
　
ぬ
　
ね
の
て
に
を
ハ
（抹
消
あ
り
）
〈
を
う
く
る
に
〉
第

一
の
音
か
さ
た

な
は
ま
ら
よ
り
う
く
る
ハ
四
た
ん
の
は
た
ら
き
　
第
二
の
音
い
き
し
ち
に
ひ
み
い
り
ゐ
よ
り
う
く
る
ハ
上
二
た
ん
の
は
た
ら
き
と

一

た
ん
の
は
た
ら
き
　
第
四
の
音
え
け
せ
て
ね
へ
め
え
れ
ゑ
よ
り
う
く
る
ハ
下
三
た
ん
の
は
た
ら
き
と
わ
か
ち
し
ら
る
ヽ
な
り
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右
　
か
み
に
か
き
い
る
へ
き
所
有

（
い
ず
れ
か
の
所
に
加
え
る
べ
き
も
の
。
「
け
り
、
め
り
、
な
り
」
「ず
、
ぬ
、
ね
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
）

ｆ
一の
五

一
①
」
（ナ
）

け
り
　
め
り
　
な
り
　
こ
ハ
か
の
く
た
り
の
四
た
ん
の
は
た
ら
き
の
　
さ
け
り
　
な
け
り
　
ま
の
く
た
り
の
四
た
ん
の
は
た
ら
き
の

す
め
り
　
か
す
め
り
な
と
ハ
こ
と
な
り

〔す

へ
て
四
た
ん
の
は
た
ら
き
の
〕
又
此
な
り
も
万
葉
な
と
に
有
の
字
を
書
そ
へ
て
　
に
あ

る
の
心

〔な
る
〕
〈
な
る
〉
つ
ゝ
く
こ
と
葉
よ
り
う
く
る
と
ハ
こ
と
な
る
こ
と
上
に
い
へ
る
が
こ
と
し

右
け
り
　
め
り
　
な
り
の
所

へ
書

へ
し

つ
　
つ
る
　
つ
れ
　
ぬ
　
ぬ
る
　
ぬ
れ
　
つ
　
ぬ
ハ
き
る
ゝ
こ
と
葉
　
つ
る
　
ぬ
る
ハ
つ
ゝ
く
こ
と
葉
　
ぞ
の
や
何
の
て
に
を

ハ
上

に
あ
れ
ハ
き
る
ゝ
也
　
つ
れ
　
ぬ
れ
ハ
こ
そ
の
む
す
ひ
な
り
　
い
つ
れ
も
は
た
ら
き
こ
と
葉
よ
り
う
く
る
さ
た
ま
り
に
て
　
四
た
ん

の
は
た
ら
き
上
二
た
ん
の
は
た
ら
き

一
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
第
二
の
音
い
き
し
ち
に
ひ
み
い
り
ゐ
よ
り
う
け
　
下
三
た
ん
の
は
た
ら

き

ハ
え
け
せ
て
ね
へ
め
え
れ
ゑ
よ
り
う
く
る
也

す
　
ぬ
　
ね
　
す
ハ
き
る
ゝ
こ
と
葉
又
は
た
ら
き
こ
と
葉

へ
つ
ゝ
く
　
ぬ
ハ
体
の
こ
と
葉
へ
つ
ゝ
く
な
り
　
ぞ
の
や
何
の
て
に
を
ハ

上
あ
れ
ハ
き
る
ゝ
な
り
　
ね
ハ
こ
そ
の
む
す
ひ
な
り
　
四
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
第

一
の
音
か
さ
た
な
は
ま
ら
よ
り
か
ゝ
り
　
上
二
た

ん
の
は
た
ら
き
又

一
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
第
二
の
音
い
き
ち
に
ひ
み
い
り
ゐ
よ
り
は
た
ら
き
　
下
三
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
え
け
せ
て

ね

へ
め
え
れ
ゑ
よ
り
は
た
ら
く
さ
た
ま
り
な
り

に
き
　
て
き
　
し
　
に
し
　
て
し
　
し
か
　
に
し
か
　
て
し
か
　
何
れ
も
す
き
さ
り
し
こ
と
を
い
ふ
こ
と
葉
に
て
　
き
　
に
き
　
て

き
ハ
き
る
ゝ
こ
と
葉
　
し
　
に
し
　
て
し

ハ
つ
ゝ
く
こ
と
葉

二
て
上
に
　
ぞ
の
や
何
の
て
に
を
は
あ
れ
ハ
き
る
ゝ
な
り
　
し
か
　
に

し
か
　
て
し
か
ハ
こ
そ
の
む
す
ひ
也
　
四
た
ん
の
は
た
ら
き
上
二
た
ん
の
は
た
ら
き

一
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
第
二
の
音
よ
り
う
け
下
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二
た
ん
の
は
た
ら
き

ハ
第
四
の
音
よ
り
う
け
て
　
つ
　
つ
る
　
つ
れ
　
ぬ
　
ぬ
る
　
ぬ
れ
と
お
な
し

し
　
し
く
　
し
き
　
し
け
れ
　
し
　
く
　
き
　
け
れ
　
し
ハ

〈
と
も
に
〉
き
る
ゝ
こ
と
葉
　
し
く
　
く
ハ
は
た
ら
き
こ
と
葉

へ
つ
ゝ

き
△
し
き
　
き
ハ
体
の
こ
と
葉

へ
つ
ゝ
き
て
　
ぞ
の
や
何
の
て
に
を

ハ
上
に
あ
れ

ハ
き
れ
　
し
け
れ
　
け
れ

ハ
こ
そ
の
む
す
ひ
也

［‐‐
△
上
の
　
す
　
ぬ
　
ね
の
す
ハ
　
此
し
　
し
く
　
し
　
く
の
ニ
ツ
を
か
ね
て

〔き
る
ゝ
と
は
た
ら
き
こ
と
葉

へ
つ
ゝ
く
と
〕
き
れ

も
し
は
た
ら
き
こ
と
葉

へ
つ
ゝ
き
も
す
る
な
り

‐‐
了
字
　
か
く
て
　
こ
ひ
し
か
り
け
る
　
こ
ひ
し
か
ら
ん

〔
ハ
こ
ひ
し
く
あ
り
け
る

こ
ひ
し
く
あ
ら
ん
〕
〈
く
る
し
か
る
へ
き
〉
〈
く
る
し
か
る
へ
き
〉
〈
く
る
し
く
あ
る
へ
き
〉

な
か
り
け
り
　
よ
か
ら
ん
ハ
　
な
く
有

け
り
　
よ
く
あ
ら
ん
な
り
　
又
ふ
る
く
ハ
　
よ
か
ら
ん
を
よ
け
ん
　
く
る
し
か
ら
ん
を
く
る
し
け
ん
　
ン」
ひ
し
か
ら
め
や
を
こ
ひ
し

け
め
や
な
と
い
へ
り
　
み
な
　
し
く
　
く
よ
り
は
た
ら
き
こ
と
葉

へ
つ
ゝ
き
た
る
な
り

３
け
り
、
め
り
、
な
り
」
「
つ
　
つ
る
　
つ
れ
、
ぬ
　
ぬ
る
　
ぬ
れ
」
「
す
、
ぬ
、
ね
」
「
に
き
　
て
き
　
し
　
に
し
　
て
し
　
し
か

に
し
か
　
て
し
か
」
「
し
　
し
く
　
し
き
　
じ
け
れ
　
し
　
く
　
き
　
け
れ
」
の
断
れ
続
き
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
）

２２

Ｊ
一の
四
七
④
」
（ι

り
　
る
　
れ
の
は
た
ら
き

け
り
　
け
る
　
け
れ
　
に
け
り
　
に
け
る
　
に
け
れ
　
て
け
り
　
て
け
る
　
て
け
れ
　
め
り
　
め
る
　
め
れ
　
ぬ
め
り
　
ぬ
め
る

ぬ
め
れ
　
な
り
　
な
る
　
な
れ
　
ぬ
な
り
　
ぬ
な
る
　
ぬ
な
れ
　
日疋
ら
て
に
を
は
に
て
　
け
り
　
け
る
　
け
れ
ハ
四
た
ん
の
は
た
ら

き
と
上
二
た
ん
の
は
た
ら
き
と
ハ
き
し
ち
ひ
み
い
り
ゐ
よ
り
う
け
　
下
二
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
え
け
せ
て
ね
へ
め
え
れ
ゑ
よ
り
う
く

る

〔な
り
〕
さ
た
ま
り
な
り
　
に
を
そ
ふ
る
も
　
て
を
そ
へ

〔た
る
も
〕
〈
て
〉
い
ふ
も
お
な
し
　
さ
て
上
に
も
い
へ
る
こ
と
く
　
か

の
く
た
り
の
四
た
ん
の
は
た
ら
き
な
る
　
さ
け
り
　
さ
け
る
　
さ
け
れ
　
な
び
け
り
　
な
ひ
け
る
　
な
ひ
け
れ
な
と
ハ
　
リ
　
る

れ
二
て
　
け
り
　
け
る
　
け
れ
に
お
も
ひ
ま
か
ふ
こ
と
な
か
れ
　
め
り
　
め
る
　
め
れ
ハ
四
た
ん
の
は
た
ら
き
上
下
三
た
ん
の
は
た
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ら
き
と
も
に
　
う
く
す
つ
ぬ
ふ
む
ゆ
る
ふ
の
き
る
ゝ
こ
と
葉
よ
り
う
く
る
な
り
　
つ
ゝ
く
こ
と
葉
よ
り
う
く
る
こ
と
な
し
　
ぬ
を
そ

へ
て
い
ふ
は
　
け
り
　
け
る
　
け
れ
と
お
な
し
く
四
た
ん
の
は
た
ら
き
上
二
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
　
き
し
ち
ひ
み
い
り
ゐ
よ
り
う
け

下
二
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
え
け
せ
て
ね
へ
め
え
れ
ゑ
よ
り
う
く
る
な
り
　
是
も
上
二
い
へ
る
　
ま
の
く
た
り
の
四
た
ん
の
は
た
ら
き

な
る
　
す
め
り
　
す
め
る
　
す
め
れ
　
か
す
め
り
　
か
す
め
る
　
か
す
め
れ
　
な
と
ハ
　
リ
　
る
　
れ
と
は
た
ら
（抹
消
あ
り
）
〈
く

こ
と
葉

二
て
Ｙ
」
と
な
り

〔ま
か
ひ
や
す
し
〕
よ
く
せ
す
ハ
ま
か
ひ
ぬ
へ
し
　
な
り
　
な
る
　
な
れ
　
ハ
う
く
る
と
こ
ろ
　
め
り
　
め

る
　
め
れ
に
こ
と
な
る
こ
と
な
し
　
ぬ
を
そ

へ
て
い
へ
る
も
お
な
し
　
曰疋
も
又
上
二
い
へ
る
つ
ゝ
く
こ
と
葉
た
い
の
こ
と
葉
よ
り
う

く
る
に
　
あ
る
の
つ
ゝ
ま
り
た
る

（抹
消
あ
り
）
と
ハ
こ
と

〔な
り
〕
〈
に
て
〉

ン」
ゝ
の
て
に
を
は
の
　
な
り
　
な
る
　
な
れ
ハ
き

る
ゝ
こ
と
葉
よ
り
う
く
る
さ
た
ま
り
な
り

３
１
り
、
―
る
、
―
れ
」
の
動
詞
活
用
型
別
の
断
続
に
つ
い
て
述
べ
る
。
）

２３

「
三
の
四
八
①
」
（卜
）

又
た
リ

ハ
〈
四
た
ん
の
は
た
ら
き
上
二
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
〉
き
し
ち
に
ひ
み
い
り
ゐ

（抹
消
あ
り
）
〈
よ
り
う
け
〉
下
三
た
ん
の
は

た
ら
き
ハ
え
け
せ
て
ね

へ
め
え
れ
ゑ

（傍
点
な
し
）
よ
り
う
く
る
な
り
　
▲

〈
▲
て
あ
る
の
つ
ゝ
ま
り
た
る
二
て
〉
是
も
な
り
と
を

な
し
さ
ま

〈
の
こ
と
葉
〉
な
り

つ
た
り
」
の
接
続
に
つ
い
て
述
べ
る
。
）

２４

ｇ
一の
四
八
⑥
」

，

）

又
も
の
を
の
ふ
る
に
ハ
　
は
の
く
た
り
下
三
た
ん
の
は
た
ら
き
に
て
　
の
ぶ
　
の
ふ
る
　
の
ふ
れ

〈
の
へ
〉
と
は
た
ら
き
　
も
の
ゝ

お
の
つ
か
ら
の
は
わ
る
を
い
ふ
ハ

〈
お
な
し
く
た
り
〉
上
二
た
ん
の
は
た
ら
き
に
て
　
の
ふ
　
の
ぶ
る
　
の
ふ
れ
ハ
　
も
の
を
の
ふ

る
も
も
の
ヽ
お
の
つ
か
ら
の
は
わ
る
に
も
も
ち
ひ
て
か
わ
る
こ
と
な
し
　
た
ゝ
　
の
ひ
と
い
ふ
と
　
の
へ
と
い
ふ
と
に
て
こ
と
を
わ
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か
て
り
　
も
の
を
の
ふ
る
に
ハ
　
の
へ
ん
　
の
へ
て
　
の
へ
す
　
俗
言
に
ハ
の
へ
る
と
い
ひ
　
も
の
ゝ
お
の
つ
か
ら
の
は
わ
る
に
ハ

の
ひ
ん
　
の
ひ
て
　
の
ひ
す
　
俗
言
に
ハ
の
ひ
る
と
い
へ
り

（自
他
の
意
義
規
定
に
類
す
る

「も
の
を
の
ぶ
る
」
「
も
の
の
お
の
づ
か
ら
の
ば
わ
る
」
が
あ
る
。
意
味
の
違
い
に
よ
っ
て
活
用
型
が

異
な
る
こ
と
を
い
う
。
コ
」
と
を
わ
か
て
り
」
と
は
意
味
を
分
か
ち
定
め
る
と
い
う
こ
と
。
）

注
記
６

右
の
翻
字
１９
～
２４
の
草
稿
に
は

「上
二
段
」
の
名
目
が
あ
る
。
『詞
八
衛
』
で
は
現
行
文
法
で

一
般
に
言
う

「上
二
段
」
活
用
は

「中
二

段
」
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
。
四
種
の
活
詞
が
五
十
音
図
の
ア

・
イ

・
ウ

ｏ
工
の
四
段
で
活
用
し
、
し
た
が
っ
て
イ

・
ウ
の
二
段
に
活
用
す

る

「上
二
段
」
は

「中
二
段
」
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
の
だ
が
、
「中
二
段
」
と

「
四
種
の
活
」
と
は
そ
の
意
味
で
不
離
の
関
係
に
あ
る
。
春

庭
は
初
稿
本

『詞
八
衛
』
以
降
、
「中
二
段
」
を
使
い
続
け
る
。
と
な
る
と

「上
二
段
」
の
使
用
は
、
「中
二
段
」
が
最
初
に
現
れ
る

「初

稿
本
」
以
前
の
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
事
実
、
「上
二
段
」
の
名
目
が
使
わ
れ
る
右
の
草
稿
は
か
な
り
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
内

容
で
あ

っ
て
、
「上
二
段
」
か
ら

「中
二
段
」
へ
の
変
更
は

「
四
種
の
活
の
図
」
の
構
想
・成
立
と
期
を

一
に
す
る
は
ず
で
あ
る

（↓
第

一

部
第
二
章
第
二
節
③
）
。
名
目

「上
二
段
」
の
存
在
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

‐９

「
三
の
四
八
③
」
は

「仰
す
る
辞
」
の

「
ね
」
倉
九
了
の
助
動
詞

「
ぬ
」
の
命
令
形
）
と

「
こ
そ
の
む
す
び
」
の

「
ね
」
（打
消
の
助

動
詞

「ず
」
の
己
然
形
）
と
の
上
接
動
詞
の
活
用
形
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
る
内
容
。

２０

「
三
の
四
八
③
」
は

「
け
り
、
め
り
、
な
り
」

の
類
似
形
と
の
違
い
、
「ず
、
ぬ
、
ね
」
（打
消
の
助
動
詞

「ず
し

の
接
続
に
つ
い
て
述
べ
る
内
容
。
し
か
も

「是
も
　
け
り
　
め
り
　
な

り
の
所

へ
書

へ
し
」
「右
　
す
　
ぬ
　
ね
の
所
へ
書

へ
し
」
と
あ

っ
て
、
別
に
集
中
的
に

「
け
り
　
め
り
　
な
り
」
「
す
　
ぬ
　
ね
」
に
つ

い
て
説
く
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

２‐

「三
の
五

一
①
」
に
も

「
け
り
、
め
り
、
な
り
の
所

へ
書

へ
し
」
と
あ

っ
て

「
三
の
四
八
③
」

と
同
じ
く
別
に
説
く

「
け
り
、
め
り
、
な
り
」
の
補
足
の
草
稿
で
あ
る
。
後
半
は
完
了
の
助
動
詞

「
つ
、
ぬ
」
の
断

。
続
に
つ
い
て
述
べ
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る
。
こ
れ
ら
は

「初
期
の
草
稿
」
と
し
て
ま
と
め
た
０
の
草
稿
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
「受
る
て
に
を
は
」
の
側
か
ら
そ
の
上
接
動
詞

の
活
用
形
と
の
関
係
、
活
用

・
断
続
を
説
く
内
容
で
あ
る
。

２０

「
三
の
四
八
③
」
に

「第

一
の
音
　
か
さ
た
な
は
ま
ら
　
よ
り
う
く
る
ハ
四
た
ん
の
は
た
ら
き
」
、

２．

「
三
の
五

一
①
」
に

「
四
た
ん

の
は
た
ら
き
ハ
第

一
の
音
　
か
さ
た
な
は
ま
ら
　
よ
り
か
ゝ
り
」
と
あ

っ
て
四
段
活
が

「な
」
行
に
も
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
ナ
変
活
の

語
を
四
段
活
に
含
め
た
も
の
で
、
か
な
り
初
期
の
草
稿
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
刊
本

『詞
八
衛
』
で
は
ナ
変
活
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

「
三
の
五

一
①
」
は
お
そ
ら
く

「
八
衛
」
成
立
の
初
期
の
草
稿
で
あ
る
。

「上
二
段
」
の
名
目
を
使
い
、
か
つ
自
他
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
草
稿
は
唯

一
２４

「
三
の
四
八
⑥
」
の
み
で
、
し
か
し
こ
れ
が
直
ち
に

「
通
路
」
の
草
稿
か
と
な
る
と
、　
一
つ
は

「上
二
段
」
の
名
目
の
存
在
、
二
つ
に
は

「
八
衛
」
に
も
自
他
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
点
で
必

ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
加
え
て

「
三
の
四
八
⑥
」
は
、
他
の

「上
二
段
」
の
名
目
を
も
つ

「
八
衛
」
の
草
稿
と
し
て
も
極
め
て
初

期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

「
三
の
四
八
③
③
、
三
の
五

一
①
、
三
の
四
七
④
、
三
の
四
八
⑩
⑥
」
の
筆
跡
と
同
筆
で
あ
る

（↓
第
二
節

四
）。
『詞
通
路
』
の
直
接
的
な
草
稿
と
は
考
え
難
い
。

春
庭
の
研
究
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら

″自
他
″
に
つ
い
て
も
、
次
の
０
の
草
稿
　
２５

「
三
の
四
八
①
」
に

「
の
は
ヽ
り
た
る
つ
ゝ
ま

り
た
る
に
て
其
わ
か
ち
を
な
せ
る
も
多
し
」
と
あ
る
よ
う
に

「通
路
」
に
お
い
て
集
中
的
に
述
べ
ら
れ
る

″延
言

。
約
言
″
に
つ
い
て
も
、

ま
た
３２

「
三
の
五
五
⑤
⑥
」
。
３３

「
三
の
五
五
⑥
」
に
あ
る

″兼
言
″
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
を
総
括
的
に
視
野
に
収
め
て
の
語
法
研
究
で
あ

（１
）

っ
た

。

活
用
と
自
他

「
三
の
四
八
①
」
（
コ
）

25 (6)



533 第五章  『詞八衛』と『詞通路』の草稿

世
に
い
は
ゆ
る
自
他
之
詞
さ
ま
た
ヽ
あ
り
て

一
様
な
ら
す
　
一
ツ
詞
も
其
活
或

ハ
三
ツ
或
四
ツ
も
あ
り
な
と
し
て
其
自
他
を
分
ツ
事

多
シ
　
又
の
は
ゝ
り
た
る
つ
ゝ
ま
り
た
る
に
て
其
わ
か
ち
を
な
せ
る
も
多
し
　
す
へ
て
四
種
の
活
詞
皆
こ
と
ハぐ
ヽ
く
此
自
他
の
活
あ

り
　
そ
の
中
に
古
よ
り
少
な
き
詞

ハ

〔自
他
〕
今
し

の
活

〔な
き
も
〕
〈
の
見
え
ざ
る
も
〉
是
彼
あ
れ
と
そ
れ
も
皆
自
他
の
活

ハ
有

へ
き
こ
と
也
　
こ
の
四
種
の
活
の
外
猶
是
彼
活
詞

ハ
あ
れ
と
自
他
の
差
別
有
こ
と
な
し
　
さ
て
此
自
他
の
差
別
ハ
た
れ
ノ
ぐ
ヽ
も
お
の

つ
ら
Ｆ
く
知
ぬ
へ
け
れ
と
そ
の
中
に
い
さ
ゝ
か
ま
ぎ
ら
は
し
け
な
る
も
是
彼
な
き
に
あ
ら
す
　
又
う
ひ
学
の
人
ハ
な
に
と
か
や
た
ど

／
ヽ
し
け
に
お
も
は
る
れ
ハ
今
そ
の
常
に
も
ち
ふ
る
自
他
の
詞
を
下
に
あ
ぐ
　
す

へ
て
自
な
る
詞
の
上
に
ハ
の
と
い
ひ
他
な
る
詞
の

上
に
ハ
を
と
い
ふ
　
ン」
れ
其
大
む
ね
也
　
た
と
ヘ
ハ
春
を
ま
つ

〔春
の
ま
た
る
ヽ
と
い
ひ
て
春
の
ま
つ
春
を
ま
た
る
ゝ
な
と
ハ
い
は

す
〕
〈春
の
ま
た
る
ゝ
〉

一化
を
見
る
　
一化
の
見
ゆ
る
　
人
を
思
ふ
　
人
の
お
も
ほ
ゆ
る
な
と
ゝ
い
ひ
て
　
春
の
ま
つ
　
春
を
ま
た

る
ゝ
　
一化
の
見
る
　
花
を
見
ゆ
る
　
人
の
思
ふ
　
人
を
お
も
ほ
ゆ
る
と
ハ
い
は
ざ
る
か
如
し
　
此

〔の
〕
の
ハ

〈
い
つ
れ
も
〉
が
の

意
の
の
也
　
さ
て
こ
れ
ら
の
差
別
さ
た
か
に
て
ま
き
る
ゝ
事
な
き
も
お
ほ
か
れ
と
　
春
を
ま
た
る
ゝ
　
人
を
お
も
ほ
ゆ
る
な
と
ハ
今

の
人
あ
や
ま
る
事
お
ほ
し
　
か
く

一
句
の
内
に
を
も
じ
あ
る
な
と
ハ
さ
す
か
に
あ
や
ま
ら
ぬ
も
句
を
へ
だ
て
な
と
し
て
ハ
誤
る
事
多

〔か
る
へ
〕
し
　
よ
く
こ
ゝ
ろ
え
お
く
へ
き
事
也
か
し

２６

「三
の
四
七
②
」
（力
）

上
に
い
へ
る
四
く
さ
の
は
た
ら
き
こ
と
葉
に
よ
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
わ
か
ち
有
て
万
す
の
こ
と
を
い
ひ
わ
く
る
物
に
し
あ
れ
ハ
少

ニ

て
も
た
か
ふ
と
き
は
こ
と
葉
と
ゝ
の
ほ
ら
ず
こ
と
き
こ
ゑ
さ
れ
ハ
な
ほ
さ
り
に
お
も
ひ
す
く
さ
す
よ
く
ノ
＜
、
わ
き
ま
へ
て
も
ち
ひ
た

か
ふ
る
こ
と
な
か
れ

　

〈
さ
て
〉
そ
の
は
た
ら
き
こ
と
葉
に
　
み
つ
か
ら
し
か
す
る
を
い
ふ
有
　
も
の
を
し
か
す
る
を
い
ふ
有
　
又

他
を
し
て
も
の
を
し
か
せ
し
む
る
有
　
又
お
の
つ
か
ら
し
か
る
を
い
ふ
有
　
他
よ
り
し
か
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
有
　
又
お
の
つ
か
ら
し

か
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
な
と
な
を
さ
ま
ノ
ぐ
、
有

〔て
〕
　

そ
の
な
か
二
自
他
の
け
ち
め
い
ち
し
る
く
ま
き
る
ゝ
こ
と
な
き
も
多
く
　
又
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い
と
ま
き
れ
や
す
く
し
て
今
の
よ
の
人
と
も
す
れ
ハ
も
ち
ひ
あ
や
ま
れ
る
こ
と
多
き
も
こ
れ
か
れ
い
と
多
し
　
お
な
し
く
た
り
に
て

四
た
ん
の
は
た
ら
き
と
下
二
た
ん
の
は
た
ら
き
と
に
て
自
他
の
わ
か
ち
有
な
と
こ
と
に
ま
き
れ
や
す
し
　
ら
の
く
た
り
に
て
　
た
ら

ん
　
た
り
　
た
る
　
た
れ
と
い
ふ
四
た
ん
の
は
た
ら
き
ハ
枝
紐
な
と
の
お
の
つ
か
ら
た
る
を
い
ふ
こ
と
葉
な
る
を
　
た
る
　
た
る
ゝ

た
る
れ
　
た
れ
と
い
ひ
て
ハ
下
三
た
ん
の
は
た
ら
き
に
て
枝
紐
な
と
を
た
ら
す
る
を
い
〔
へ
り
〕
〈
ひ
て
〉
も
の
を
し
か
す
る
こ
と
葉

と
な
る
也
　
か
く
て
た
る
と
は
か
り
い
ひ
て
ハ
枝
紐
な
と
の
お
の
つ
か
ら
た
り
　
た
る
を
も
　
又
た
ら
す
る
を
も
ゆ
ふ
こ
と
葉
な
れ

と
お
の
つ
か
ら
た
り
　
た
る
か
た
を
ゆ
ふ
は
き
る
ゝ
こ
と
葉
と
つ
ゝ
く
こ
と
葉
と
を
か
ね
た
れ
ハ
　
枝
は
た
る
と
も
紐
は
た
る
と
も

な
と
い
ひ
て
と
ゝ
う
く
る
ハ
き
る
ヽ
こ
と
葉
な
り
　
枝
そ
た
る
　
紐
そ
た
る
な
と
い
ひ
て
そ
の
む
す
ひ
に
て
つ
ゝ
く
こ
と
葉
な
る
を

（
マ
マ
）

枝
紐
な
と
を
た
ら
す
る
を
ゆ
ふ
に
ハ
た
る
と

〔は
か
り
に
て
ハ
〕

〈
も
〉
も
と
き
る
ゝ
こ
と
葉
な
り
　
そ
の
む
す
ひ
又
つ
ゝ
く
る
に

ハ
た
る
ゝ
と
い
ひ
て
お
の
つ
か
ら
た
り
　
た
る
を
ゆ
ふ
と
ハ
こ
と
な
り
　
又
お
の
つ
か
ら
た
り
　
た
る
を
ゆ
ふ
四
た
ん
の
は
た
ら
き

の
た
れ
ハ
こ
そ
の
む
す
ひ
又
お
ほ
す
る
こ
と
葉
な
る
を
も
の
を
た
ら
す
る
を
ゆ
ふ
下
四
た
ん
の
は
た
ら
き
の
た
れ
ハ
お
な
し
こ
と
葉

な
か
ら
た
れ
よ
と
よ
も
し
を
そ
へ
さ
れ
ハ
お
ほ
す
る
こ
と
葉
に
な
ら
す
　
又
こ
そ
の
む
す
ひ
は
た
る
れ
と
い
ひ
て
お
の
つ
か
ら
た
り

た
る
を
ゆ
ふ
と
ハ
こ
と
な
り
　
又
た
ゝ
ま
ん
　
た
ゝ
み
　
た
ゝ
む
　
た
ゝ
め
　
か
ゝ
ま
ん
　
か
ゝ
み
　
か
ゝ
む
　
か
ゝ
め
を
　
た
ゝ

ま
ら
ん
　
た
ゝ
ま
り
　
た
ゝ
ま
る
　
た
ゝ
ま
れ
　
か
ヽ
ま
ら
ん
　
か
ゝ
ま
り
　
か
ゝ
ま
る
　
か
ゝ
ま
れ
と
ゆ
ふ
は
ま
の
く
た
り
の
四

た
ん
の
は
た
ら
き
を
ら
の
く
た
り
の
四
た
ん
の
は
た
ら
き
に
か
わ
り
た
る
に
て
お
な
し
か
る
へ
き
二
　
た
ゝ
み
　
た
ゝ
む
　
た
ゝ
め

ハ
も
の
を
し
か
す
る
を
い
ひ
　
た
ゝ
ま
り
　
た
ゝ
ま
る
　
た
ゝ
ま
れ
は
も
の
ゝ
お
の
つ
か
ら
し
か
る
を
い
ひ
て
自
他
の
わ
か
ち
有

か
ゝ
み
　
か
ゝ
む
　
か
ゝ
め
　
か
ゝ
ま
り
　
か
ヽ
ま
る
　
か
ゝ
ま
れ
ハ
と
も
に
お
の
つ
か
ら
し
か
る
二
て
お
な
し
心
な
り
　
た
ゝ
み

ハ
も
の
を
し
か
す
る
を
ゆ
ふ
こ
と
葉
な
れ
ハ
紙
を
た
ゝ
み
て
な
と
を
と
か
ゝ
り
て
も
い
わ
る
ゝ
を
　
お
の
つ
か
ら
し
か
る
を
ゆ
ふ
か

た
ハ
紙
の
た
ヽ
ま
り
て
　
こ
し
の
か
ゝ
み
て
　
ン」
し
の
か
ヽ
ま
り
て
な
と
の
と
い
ひ
て
を
と
ハ
い
わ
れ
す
　
ン」
し
を
か
ゝ
め
て
と
ゆ
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ふ
は

（抹
消
あ
り
）
下
三
た
ん
の
は
た
ら
き
に
て
も
の
を
し
か
す
る
を
ゆ
ふ
こ
と
葉

二
て
　
か
ゝ
み
　
か
ヽ
む
　
か
ゝ
め
の
め
と
ハ

は
た
ら
き
こ
と
な
リ
　
ン」
れ
ら
い
と
ま
ざ
れ
や
す
し
　
よ
く
ノ
ヽ

か
ん
か
ふ
へ
し
　
な
を
つ
き
に
こ
れ
か
れ
出
し
て
そ
の
所
ノ
＜
ヽ
に

ゆ
ふ
へ
し

２７

Ｊ
あ

五

一
③
」

，

）

四
段
の
活
の
外
　
し
　
き
　
く
　
し
　
し
き
　
し
く
と
は
た
ら
く
詞
を
は
じ
め
其
外
い
さ
ゝ
か
づ
ゝ
活
く
詞
猶
こ
れ
か
れ
多
し
　
そ

ハ
又
別
に
追
て
出
す

へ
し

又
世
に
い
は
ゆ
る
自
他
を
わ
か
つ
こ
と
此
四
種
の
活
に
有
り
て
其
う
ち
ま
き
ら
ハ
し
げ
な
る
も
こ
れ
か
れ
あ

〔れ
は
〕
〈
り
て
〉
今
の

人
誤
る
こ
と
多
し
　
ン」
れ
ら
の
事
も
追
て
出
ス
を
待

へ
し

注
記
７

右
の
２５

「
三
の
四
八
①
」
は
先
に
挙
げ
た
２

「
三
の
五
七
②
」
と
同
様
の
内
容
で
、
『詞
通
路
』
の

「刊
本
」
総
論
の
部
分
三
オ
７

（「詞

の
自
他
の
事
」
冒
頭
）
～
四
オ
５

（六
段
図
の
直
前
）
に
相
当
す
る
が
、
記
述
は
簡
単
で
、
か
つ
多
様
な
内
容
を
含
む
。
お
そ
ら
く

「
三

の
五
七
②
」
の
前
に
位
置
す
る
草
稿
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が

「
八
衛
」
成
立
後
に
位
置
す
る
も
の
か
確
言
は
出
来
な
い
。
こ
の
草
稿

は
、
お
そ
ら
く

「通
路
」
の
成
立
を
意
図
し
自
他
に
限
定
し
自
他
研
究
と
し
て
の
内
容
を
統

一
す
る
前
の
も
の
で
あ
る
た
め
に

「
八
衝
」

と
の
繋
が
り
が
濃
く
、
そ
の
点
で
注
意
を
引
く
多
く
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
に
は

「す

へ
て
四
種
の
活
詞
皆
こ
と
ノ
＜
ヽ
く
此
自
他
の
活
あ

り
」
コ
」
の
四
種
の
活
の
外
猶
是
彼
活
詞

ハ
あ
れ
と
自
他
の
差
別
有
こ
と
な
し
」
と
あ

っ
て
、
「
八
衝
」
の

「活
の
図
」
が

「
四
段
、　
一
段
、

中
二
段
、
下
三
段
」
四
種
の
活
用
型
に
限

っ
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
活
用
型
の
語
に

″自
他
の
対
応
″
が
あ
る
ゆ
え
で
あ
る
と
い
う
。

こ
。の

こ
と
は
２７

「
三
の
五

一
③
」
に
も

「自
他
を
わ
か
つ
こ
と
此
四
種
の
活
に
有
り
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
は
文
脈
の
前
に

「
四
種
の
活
」

に
関
す
る
記
述
な
く
し
て
は
存
在
し
得
な
い
表
現
で
あ
る
。
更
に
２６

「
三
の
四
七
②
」
に
も

「上
に
い
へ
る
四
く
さ
の
は
た
ら
き
こ
と
葉
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に
よ
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
わ
か
ち
有
て
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
、
こ
の
草
稿
の
前
に
、
或
い
は
直
前
に

「
四
種
の
活
詞
」
に
つ
い
て
の
記
述

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。

２６

「
三
の
四
七
②
」
に
自
他
の
意
義
規
定
と
い
っ
て
も
よ
い

「
み
つ
か
ら
し
か
す
る
」
「
も
の
を
し
か
す
る
」
「
お
の
つ
か
ら
し
か
せ
ら

る
ゝ
」
な
ど
が
あ
り
、
動
詞
の
上
位
の

「
の
」
（自
）
ｏ
「を
」
（他
）
に
つ
い
て
は

「
三
の
四
八
①
」
ｆ
一の
四
七
②
」
に
あ
る
な
ど
自
他
に

関
わ
る
記
述
が
多
い
。
な
お
、
末
尾
に

「な
を
つ
き
に
こ
れ
か
れ
出
し
て
そ
の
所
ノ
＜
、
に
ゆ
ふ
へ
し
」
が
あ
る
。

２５

「
三
の
四
八
①
」
に

「
の
は
ヽ
り
た
る
　
つ
ゝ
ま
り
た
る
に
て
其
わ
か
ち

（「自
他
を
分
か
つ
事
し

を
な
せ
る
も
多
し
」
と
あ
る
。

か
な
り
早
い
時
期
の
草
稿
に
自
他
と
延
言

・
約
言
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
記
述
が
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

０

　

「自
他
草
稿
」
関
係

２８

「
三
の
四
七
①
」
（オ
）

世
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
詞
は
す

へ
て
活
き
詞
に
あ
る
こ
と
に
て
そ
の
活
き
詞
に
ハ
大
方
あ
り
て
な
き
ハ
い
と
少
し
　
さ
て
其
自
他
の

言
葉
に
よ
り
て
事
を
わ
か
つ
た
く
ひ
い
と
多
し
　
た
と
ヘ
ハ
け
む
り
の
お
の
つ
か
ら
た
つ
ハ
た
ち
　
た
つ
と
い
ひ
人
の
た
つ
る
に
ハ

た
つ
る
　
た
て
と
い
ひ
又
国
な
と
の
お
の
つ
か
ら
ほ
ろ
ふ
る
に
は
ほ
ろ
ひ
　
ほ
ろ
ふ
る
と
い
ひ
人
の
国
を
ほ
ろ
ほ
す
を
い
ふ
に
ハ

ほ
ろ
ほ
し
　
ほ
ろ
ほ
す
と
い
ふ
な
り
　
又
人
の
花
な
と
を
見
る
に
は
見
　
見
る
と
い
ひ
お
の
つ
か
ら
見
ゆ
る
に
ハ
見
ゆ
る
　
見
え
と

い
ひ
人
の
見
す
る
に
ハ
見
す
る
　
見
せ
と
い
ひ
物
な
と
思
ふ
に
ハ
思
ひ
　
思
ふ
と
い
ひ
人
に
物
思
ひ
を
さ
す
る
に
ハ
思
ハ
す
る

思

ハ
せ

〈
と
い
ひ
〉
お
の
つ
か
ら
物
思
ひ
の
せ
ら
る
ゝ
に
ハ
思

ハ
る
ゝ
　
思

ハ
れ
な
と
い
ふ
也
　
又
子
を
産
た
る
に
お
や
の
方
を
い

＝
＝
＝

―

―

　̈

　

　

　

　

不ヽ

　

　

　

　

　

　

―

―

―

ふ
に
ハ
う
み
　

つゝ
む
と
い
ひ
子
の
か
た
を
い
ふ
に
ハ
う
ま
る
ゝ
　

つゝ
ま
れ
と
い
ひ
人
を
物

へ
遣
す
に
や
る
人
の
上
を
い
ふ
に
ハ

遣
は
し
　
〕退
は
す
と
い
ひ
行
人
の
上
を
い
ふ
に
ハ
つ
か
は
さ
る
ゝ
　
つ
か
ハ
さ
れ
と
い
ふ
也
　
此
た
く
ひ
猶
さ
ま
ノ
ヽ

い
と
多
し
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そ
の
中
に
ハ
ま
き
ら
は
し
け
な
る
も
こ
れ
か
れ
あ
れ
と
い
に
し
ヘ
ハ
い
と
た
ゝ
し
く

一
ツ
も
誤
れ
る
事

ハ
な
か
り
し
を
後
世
と
な
り

て
ハ
や
う
ノ
ぐ
、
み
た
れ
誤
る
事
な
ん
多
く
な
り
き
に
け
る
　
さ
る
ハ
こ
の
こ
と
あ
け
つ
ろ
へ
る
書
も
か
つ
て
な
く
ま
た
自
他
の
詞
あ

り
と
は
か
リ
ハ
さ
す
か
に
し
り
な
か
ら
わ
き
ま
へ
し
ら
ん
と
も
思
ひ
た
ら
す
古
き
書
歌

〈
の
〉
集
な
と
を
見
る
に
も
た
ゝ
な
ほ
さ
り

に
の
み
思
ひ
見
す
く
す
か
ら
年
月
に
そ
へ
て
誤
り
多
く
い
て
く
る
な
り
　
ま
し
て
う
ひ
ま
な
ひ
の
と
も
か
ら
ハ
い
と
た
ど
ノ
ぐ
ヽ
し
く

常
に
誤
る
事
多
け
れ
ハ
を
し
へ
さ
と
さ
ん
と
て
今
其
詞
の
さ
ま
を
図
に
わ
か
ち
あ
ら
は
し
其
例
を
こ
れ
か
れ
下
に
書
じ
る
し
つ
　
よ

く
考

へ
わ
き
ま
へ
置
ヽ

へ
き
わ
さ
な
り
か
し

（詞
通
路

「刊
本
」
の
三
オ
７
～
四
オ
５
に
相
当
す
る
内
容
。
）

２９

「
三
の
四
四
③
」
（
工
）
∩
こ
と
ば
の
カ
ー
ド
外
」
に
、
「詞
の
カ
ー
ド
」
の
ほ
か
仮
綴
本

一
冊
と
紙
片
二
葉
が
あ
る
。
紙
片
二
葉
を

③
④
と
す
る
。
本
居
宣
長
記
念
館
の
資
料
添
付
の
調
査
票
に
記
述
な
し

（↓

一
）。

又
は
の
く
た
り
四
た
ん
の
は
た
ら
き
　
た
ま
ハ
ん
　
た
ま
ひ
　
た
ふ
　
た
ま
へ
と
い
ふ
ハ
も
の
を
や
る
人
の
方
を

（抹
消
あ
り
）
い

（
マ
マ
）

ふ
に

〈
こ
と
葉
な
る
に
〉
た
ま
わ
ら
ん
　
た
ま
わ
り
　
た
ま
わ
る
　
た
ま
わ
れ
と
ら
の
く
た
り
の
四
た
ん
に
は
た
ら
く
と
き
ハ
も
の

を
う
く
る
か
た
を
い
ふ
こ
と
葉
と

（以
下
、
な
し
）

３０

ど
ぁ

五

一
②
」
貧

）

▲
又
右
の
中
に
お
と
ろ
き
を
お
と
ろ
か
し
　
ま
ろ
ひ
を
ま
ろ
は
じ
　
ち
り
を
ち
ら
し
な
と
四
段
に
活
し
た
る
も
こ
れ
か
れ
多
し
　
そ

れ
も
猶
●

〈事
の
さ
ま
に
よ
り
て
〉

同
日

国
□
幽
□
　
と
●

〈下
三
段
に
も
〉
活
し
い
へ
り
　
な
ら
は
し
　
に
ほ
わ
し
を
な
ら
は

せ
　
に
ほ
わ
せ
と
も
い
へ
る
か
如
し
　
但
し
多
ハ
お
と
ろ
か
し
　
ま
つ
は
し
　
ち
ら
し
な
と
四
段
に
活
く
方
ハ
お
と
ろ
か
さ
す
る

ま
つ
は
さ
す
る
　
ち
ら
さ
す
る
な
と
さ
す
る
と
い
ひ

〔ゆ
か
し
　
ゆ
く
を
〕
ゆ
か
し

〔お
も
ふ
を
〕
お
も
は
し

〔と
る
を
〕
と
ら
し

△
な
と
四
段
に
活
か
さ
る
方
ハ
　
ゆ
か
す
る
　
お
も
は
す
る
　
と
ら
す
る
な
と
す
る
と
い
へ
り
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《
△
ふ
る
く
の
へ
て
い
へ
る
と
ハ
こ
と
な
り
　
お
も
ひ
ま
か
ふ
へ
か
ら
す
　
是
も
わ
り
書
》

（
い
ず
れ
か
に
挿
入
す
る
も
の
。
）

注
記
８

２８

「
三
の
四
七
①
」
の
冒
頭
に

「世
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
詞
は
す

へ
て
活
き
詞
に
あ
る
こ
と
に
て
」
と
あ
り
、

２５

「
三
の
四
八
①
」
、

２６

「
三
の
四
七
②
」
、

２７

「
三
の
五

一
③
」
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る

（こ
の
点
に
つ
い
て
は

「
二
」
で
述
べ
る
）。

２８

「
三
の
四
七
①
」
の
末
尾
の

「詞
の
さ
ま
を
図
に
わ
か
ち
あ
ら
は
し
其
例
を
こ
れ
か
れ
下
に
書
じ
る
し
つ
」
に
い
う

「図
」
が

「詞

の
表
」
を
指
す
か
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
ヨ
（例
を
こ
れ
か
れ
下
に
書
」
は
お
そ
ら
く
上
下
対

置
語
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
草
稿
は

「通
路
」
が
か
な
り
体
裁
を
整
え
て
き
た
頃
の
草
稿
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
意
義
規
定
は
ま
だ

成
熟
し
て
い
な
い
。

３０

「三
の
五

一
②
」
は
語
を
連
用
形
で
示
す
点
で

「自
他
草
稿
」
と
共
通
す
る
。

０
　
そ
の
他
の
草
稿

『詞
八
衝
』
『詞
通
路
』
に
関
連
し
て
主
と
し
て
自
他
と
活
用
に
関
す
る
草
稿
の
翻
字
を
し
て
き
た
が
、
次
に

「第
四
章

文
構
造
の
研

究
」
に
関
わ
る
、
総
論

・
凡
例
の
最
も
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る

「冒
頭
草
稿
」
の
翻
字
を
す
る
。

３．

「
三
の
五
六
」
（フ
）

て
に
を
は
の
中
に
其
て
に
を
は
の
こ
と
ノ
＜
、
く
か
ゝ
る
所
あ
る
事
な
り
　
歌
よ
み
ふ
み
書
輩
こ
れ
を
よ
く
し
ら
て
ハ
あ
る
へ
か
ら
す

Ｔ
己

〈古
し

へ
〉
よ
り
て
に
を

ハ
の
事

ハ
こ
れ
か
れ
と
を
し
へ
さ
と
し
た
る
書
と
も
ゝ
さ
ま
ノ
ぐ
、
多
く
ま
た
人
も
常
に
と
か
く
い
ふ

事
な
れ
は

〈今
〉
お
の
つ
か
ら
見
き
ゝ
て
て
に
を
は
ハ
か
な
ら
す
し
ら
て

〈
ハ
〉
え
あ
る
ま
し
き
物
と

〔た
れ
も
ノ
ぐ
ヽ
お
も
ひ
て
〕
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〈
し
り
て
〉
い
か
で

〈よ
く
〉
あ
き
ら
め
は
や
と
た
れ
も
′
ぐ
ヽ
お
も
ふ
へ
か
め
る
を
此
か
ゝ
る
て
に
を
は
の

［
（抹
消
あ
り
こ

〔今
」

と
こ

〈
さ
ま
〉
ハ
む
か
し
よ
り
た
れ
も
事
と
し
て
い
へ
る
こ
と
な
け
れ
ハ
物
よ
く
考
ふ
る
輩
も
お
の
つ
か
ら
心
付

〈
か
〉
さ
り
け
れ

ハ
猶
さ
り
に
の
み
な
り
も
て
ゆ
き
て
近
代
に
は
此
あ
や
ま
り
多
く

［な
り
］
〈
い
て
〉
き
に
け
る

〈
な
り
〉
け
り
　
そ
は
つ
き
の
詞
ヘ

〈
の
み
〉
か
ゝ
る

（抹
消
あ
り
）
〈も
あ
り
〉
あ
る
ハ
一
首
の

（抹
消
あ
り
）
〈う
へ
〉
に
こ
と
ノ
て
、
く
か
ゝ
る
も
あ
り
あ
る
ハ
句
を

こ
れ
か
れ
へ
た
て
ヽ
か
ゝ
る
も
あ
り
て
其
か
ゝ
り
さ
ま
も
さ
ま
ノ
＜
、
〔あ
り
〕
《
抹
消
あ
り
》
な
れ
と
お
の
つ
か
ら
其
定
り
あ
る
事

也
　
是
に
た
か
ふ
時
ハ
詞
と
ゝ
の
は
す
な
り
あ
る
ハ
自
他
い
り
ま
し
り
け
ち
め
わ
か
ら
す
あ
る
は
下
に
か
ヽ
る
へ
き

〔詞
〕
〈所
〉
あ

る
へ
き
に
其
詞
な
く
あ
る
ハ

〈
た
ゝ
〉
一
も
じ
の
つ
か
ひ
さ
ま
に
て
上
下
か
け
合
す
な
り
な
ん
と
す
る
事
な
れ
ハ
よ
く
こ
ゝ
ろ
え
お

か
ま
ほ
し
き
わ
さ
な
り
け
り
　
此
さ
ま
を
よ
く
し
ら
ハ
み
つ
か
ら

〔歌
書
な
と
〕
物
せ
ん
に
ハ
さ
ら
に
も
い
は
す
い
に
し
へ
の
歌
ふ

み

〔を
〕
〈
の
〉
こ
ゝ
ろ
を
し
ら
ん
に
も
こ
よ
な
く
た
す
け
と
な
り
て
い
と
あ
き
ら
め

（抹
消
あ
り
）
〈や
〉
す
か
る
へ
き
わ
さ

（抹

消
あ
り
）
〈
な
る
へ
〉
し
　
お
の
れ
常
に
う
ひ
ま
な
ひ
の
輩
の
歌
を
多
く
見
る
に
こ
れ
か
れ
あ
や
ま
る
こ
と
多
け
れ
は
い
か
て
し
ら
し

め
ん
と
お
も
ひ
よ
り
け
る
ま
ゝ
に
い
に
し
へ
の
歌
と
も
を
こ
れ
か
れ
い
た
し
〈
て

（抹
消
あ
り
》

そ
の
か
ゝ
る
て
に
を
は
の
Ｔ
」
と
〕

〈
さ
ま
〉
を
こ
ゝ
ろ
え
や
す
か
る
へ
き
や
う
に

（抹
消
あ
り
）
〈
か
こ
み
を
こ
し
ら
へ
〉
な
ん
と
引
て
を
し
へ
さ
と
し
つ
る
な
り

（別

紙
次
に
続
く
）

囲

ロ
ーー
□

さ
て
か
く
詞
を
か
こ
み
た
る
ハ
詞
の
つ
ゝ
き
た
る
と
つ
ゝ
か
さ
る
と
の
わ
か
ち
な
り
　
其

つ
ゝ
か
さ
る
ハ
短
く
つ
ゝ
き
た
る

ハ
其
続
た
る
限
な
か
く

一
囲
と
せ
り
　
さ
て
此
囲
み
ハ
つ
り
を
付
て
し
ら
す

へ
き
事
な
れ
と
外
に
つ
り
を
し
て
さ
と
す

へ
き
事
あ
れ

ハ
つ
り
の
筋
是
彼
い
と
多
く
な
り
て
は
る
は
た
ま
き
ら
は
し
く
又
囲
み
の
か
た
中
ノ
ぐ
、
に
こ
ゝ
ろ
得
や
す
か
る

へ
く
覚
ゆ
れ
は
囲

に
ハ
し
つ
る
な
り

●
此
黒
丸

ハ
其
て
に
を
は
の
次
の
詞

へ
の
み
か
ゝ
る
じ
る
し
也



第一節 草稿・雑稿残篇の翻字 540

「
‐

∃
如
斯
つ
り
の
筋
を
こ
し
ら

へ
た
る
ハ
其
て
に
を
は
の
詞
を
へ
た
て
ゝ
か
ゝ
る
所
の
し
る
し
な
り

上

へ
か
へ
る
て
に
を
は
の
つ
り
筋

ハ
囲
の
左
の
傍
に
つ
け
た
り
　
其
か
へ
る
て
に
を
ハ
よ
り
上
の
囲
の
う
へ
の
方
に

〈
つ
リ
ハ
〉
付

た
れ
と

〈
こ
ハ
其

つ
り
を
付
た
る
所
よ
り
其
囲
の
か
き
り
詞
の
き
る
ゝ
所
ま
て
へ
か
ゝ
り
て
△
〉
△
む
ね
と
ハ
其

［囲
の
］
き
ゝ
る

〈
所
の
〉
詞
に
か
ゝ
る
こ
と
な
り
　
す
へ
て
上

へ
か
へ
る
て
に
を
は
の
例
し
か
り
　
猶
こ
れ
ら
の
し
る
し
の
ま
き
ら
は
し
き
ハ
其
と

こ
ろ
／
＼
に
い
ふ
へ
し

次
に
、
活
用
、
自
他
に
特
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
同

一
番
号
の
資
料
中
に
あ
る
も
の
な
の
で
翻
字
を
し
て
お
く
。

３２

ど
あ

五
五
⑤
」
宍

）

手

詞
の
同
し
き
に
よ
り
て
事
を
か
ね
て
い
へ
％
だ
、さ
ノ
ぐ
ヽ
あ
り
　
事
に
琴
を
か
ね
　
端
に
妻
を
か
ね
　
〈又
〉
Ｊ
体
に
待
を
か
ね
上
如
此

に
鹿
を
か
ね
　
見
る
に
海
松
を
か
ね
　
ば
か
り
に
□
を
か
ね
　
て
に
を
は
の
つ
る
に
鶴
を
か
ね
　
又
積
摘
を
か
ね
　
成
に
鳴
を
か
ね

行
に
活
を
か
ね
な
と
な
を
さ
ま
／
ヽ
多
か
れ
と
少
も
ま
ぎ
る
ゝ
事
な
き
を
は
た
ら
き
の
〔事
〕
今
」
と
〉
な
る
詞
を
か
ね
用
ふ
る
事
う

ひ
学
の
人
ハ
ま
き
ら
ハ
し
け
に
覚
ゆ
れ
ハ
ふ
て
の
序
に

〔
い
へ
り
〕
い
ふ
へ
し
　
そ
ハ
尽
に
衝
を
か
ね
　
一砧
］
に
よ
降
を
か
ね
　
来
に

糸
な
と
テ
〕く
る
事
を
か
ね
　
物
に
こ
る
ゝ
に
木
を
こ
る
事
を
か
ね
　
経
に
降
を
か
ね
る
な
と
な
り

ｏ
尽
ハ
か
の
行
中
二
第
の
活
詞
に
て
　
つ
き
　
つ
く
　
つ
く
る
　
つ
く
れ
と
活
き
衝
ハ
お
な
し
行
四

〔第
〕
〈段
〉
の
活
詞
に
て

つ
か
ん
　
つ
き
　
つ
く
　
つ
け
と
活
き
て
　
つ
き
　
つ
く
ハ
尽
に
も

〔行
〕
衝
に
も

〔い
へ
り
〕
わ
た
れ
ハ
か
ね
て
い

〔ふ
へ
し
〕

へ
れ
と
　
つ
く
る
　
つ
く
れ
ハ
尽
に
の
み
い
ひ
て
衝
に
ハ
い
は
す
　
つ
か
ん
　
つ
け
ハ
衝
の
方
に
い
ひ
て
尽
の
方
に
ハ
い
は
さ
れ
ハ

か
ね
て
い
へ
る
事
な
し

ｏ
降
ハ
ら
の
行
の
四

〔第
〕
〈段
〉
の
活
に
て
　
同
引
川
　
劃
列
　
ふ
る
　
ふ
れ
卜
活
き
旧
ハ
〔ふ
り
　
ふ
る
〕
同
じ
行
の
中
二
〔第
〕

〈段
〉
の
活
に
て
　
劃
列
　
劃
引
　
劇
引
「
日

劃
引
測
と
活
き
て
　
ふ
り
　
ふ
る
と
い
ひ
て
ハ
降
に
も
旧
に
も
わ
た
れ
ハ
か
ね
用
ふ



541 第五章  『詞八衛』と『詞通路』の草稿

れ
と
　
ふ
ら
ん
　
ふ
れ
と
い
ひ
て
ハ
降
の
方
に
の
み
い
ひ
て
旧
に
ハ
い
わ
す
　
ふ
る
ゝ
　
ふ
る
れ
ハ
旧
に
ハ
い
へ
と
降
に
い
は
さ
れ

ハ
か
ね
用
ふ
る
事
な
し

ｏ
来
ハ
か
の
行
の
変
格
の
活
に
て
　
ン」

き
　
く
　
く
る
　
く
測
と
活
き
糸
な
と
を
く
る
の
く
る
ハ
ら
の
行
の
四

〔第
〕
〈段
〉
の
活

詞
に
て
　
く
ら
ん
　
く
り
　
く
る
　
く
れ
と
活

〔き
て
〕
け
は
　
ｑ
劉
　
引
利
と
い
ひ
て
ハ
来
に
も
繰
に
も
か
ね
用

〔ゆ
〕
〈
ふ
〉
る

な
リ
　
ン」

き
　
く
ハ
来
に
の
み
い
ひ
て
繰
に
い
は
す
　
く
ら
ん
　
く
リ
ハ
繰
に
の
み
い
ひ
て
来
に
い
は
さ
れ
ハ
か
ね
用
ひ
す

ｏ
物
に
こ
る
ゝ
ハ
ら
の
行
の
中
二
〔第
〕
〈段
〉
の
活
詞
に
て
　

，躙
「
　
こ―
引

司
引
―ゝ
　
司
劉
測
と
活
き
木
を
こ
る
ハ
同
行
四
〔第
〕

〈段
〉
の
活
に
て
　
ン」
ら
ん
　
ン」
り
　
こ
る
　
ン」
れ
と
活
け
は
　
こ
リ
　
ン」
る
と
い
へ
は
物
に
こ
る
ゝ
に
も
木
を
▲
翁
三
の
五
五
⑥
」

に
続
く
）

３３

Ｊ
一の
五
五
⑥
」
（ヒ
）

▲
こ
る
に
も
わ
た
れ
ハ
か
ね
て
い
へ
リ
　
ン」
る
ゝ
　
ン」
る
れ
と
い
ひ
て
ハ
木
を
こ
る
事
に
ハ
い
わ
す
　
こ
ら
ん
　
ン」
れ
と
い
ひ
て
ハ

こ
る
ゝ
事
に
い
は
さ
れ
ハ
か
ね
用
ふ
る
事
な
し

ｏ
経
ハ
は
の
行
の
下
二
〔第
〕
〈段
〉
の
活
に
て
　
ふ
　
ふ
る
　
ふ
れ
　
へ
と
活
き
降
ハ
ら
の
行
の
四
〔第
〕
〈段
〉
の
活
に
て
ふ
ら
ん

調
列
　
劃
引
　
劃
刑
と
活
け
は
　
劃
引
　
劃
利
と
い
ふ
と
き
ハ
経
に
も
降
に
も
い
へ
は
兼
用
ひ
ら
る
ゝ
を
　
ふ
　
へ
と
い
ひ
て
ハ
経

〔の
み
い
ひ
て
〕
〈
に
ハ
い
へ
と
〉
ふ
る
に
い
は
す
　
ふ
ら
ん
　
劃
列
と
て
ハ
降
に
ハ
い
へ
と
経
に
い
は
さ
れ
ハ
か
ね
い
ふ
事
な
し

猶
こ
れ
ら
の
た
く
ひ
多
か
る
へ
し
　
余
ハ
な
す
ら
へ
て
し
る
へ
し
　
さ
て
五
月
雨
な
と
に
日
数
ふ
り
ぬ
る
と
い
ふ
ハ
ひ
か
〔事
〕
今
」

と
〉
な
り
　
ふ
り
と
い
ひ
て
ハ

〔降
〕
〈経
〉
に
わ
た
ら
さ
る
事
上
に
い
へ
る
こ
と
し
　
ま
た
年
ふ
り
て
な
と
い
ふ
を

〔降
〕
〈経
〉

心
と
心
得
た
る
も
ひ
か
事
な
り
　
〔降
〕
〈経
〉
ハ
　
ふ
る
　
ふ
れ
と
は
た
ら
き
て
ふ
り
と
ハ
い
は
さ
る
な
り
　
年
ふ
り
て
な
と
の
ふ

リ
ハ
旧
く
な
る
事
に
て
活
も
こ
と
な
る
を
い
ま
の
人
と
も
す
れ
ハ
あ
や
ま
る
事
多
け
れ
ハ
を
ど
ら
ろ
か

［せ
］
〈し
〉
を
く
な
り
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（兼
言
に
つ
い
て
の
記
述
。
「第
」
と
書
き

「段
」
と
直
す
。
筆
記
者
の

「ダ
イ
」
と

「ダ
ン
」
の
聞
き
誤
り
の
訂
正
か
。
）

注
記
９

右
の
３２

「
三
の
五
五
⑤
」
。
３３

「
三
の
五
五
⑥
」
は
活
用
と
兼
言
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
特
に
述
べ
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
草
稿
は
本
書

資
料
番
号
１０
の
「
か
よ
ひ
路
資
料
」
曾
一の
四
九
）
に
含
ま
れ
る
幾
つ
か
の
資
料
の
中
、
用
例
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
と
筆
跡
が
酷
似
し
て

い
る
。
ど
一の
四
九
」
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
、
『本
居
家
寄
贈
品
目
録
」
に

「
か
よ
ひ
ち
資
料
」
と
し
て
載
り
、
添
付
の
調
査
票
に

「
か
よ
ひ
ち
資
料
　
そ
の
三
」
と
あ
る
資
料
で
あ
る
。
そ
の
調
査
票
の

「備
考
」
の
欄
に

「
こ
の
資
料
は
、
そ
の
一
、
そ
の
二
の
稿
に
関

係
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
の

一
―
―
そ
の
三
は

一
括
し
て
同
じ
包
に
入
れ
て
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

」
と
あ
り
、
「全
文
又
は
要
旨
」

の
欄
に

「
そ
の

一
そ
の
二
に
同
じ
包
の
中
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
各
古
典
古
歌
か
ら
撰
出
し
た
詞
の
集
録
に
属
す
る
。
こ
ゝ
に
も
料
紙
の

判
別
上
、
番
号
と
初
頭
文
字
を
記
す
。

」
と
記
し
、
続
け
て
①
～
⑤
に
分
け

「外
に
紙
片
大
小
約
三
十
六
片
あ
り
、
こ
れ
は

一
々
の
詳
記
を

略
す
る
も
、
資
料
の

一
々
た
り
」
と
記
す
。
調
査
票
に
い
う
①
を
こ
こ
で

「
三
の
四
九
①
」
と
す
る
と
、
こ
の
、
い
わ
ば
証
例
集
に
つ
い

て
は
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が

（↓
第

一
部
第
四
章
第

一
節
）
、
こ
こ
に
は
用
例
、

○
ま
す
　
自
他
に
用
　
寛
喜
女
御
入
内
屏
風
歌
　
そ

へ
み
つ
る
田
の
も
の
さ
な

へ
み
つ
み
ち
て
に
こ
り
な
き
よ
の
影
そ
み
え
け
る
家

隆
卿

が
あ

っ
て
、
こ
の
用
例
は

『詞
八
衛
』
に
証
例
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
同
筆
の

「
三
の
四
九
①
」
も

「
三
の
五
五
⑤
」

「
三
の
五
五
⑥
」
も
か
な
り
初
期
の
、
少
な
く
と
も

「
八
衝
」
成
立
以
前
の
草
稿
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
草
稿
に
お
い
て

「自
他
に

用
」
と
あ
る
こ
と
、
兼
言
に
つ
い
て
解
く
こ
と
は
、
研
究
の
初
期
か
ら
自
他
や
兼
言
に
関
心
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
節
に
翻
字
し
た
資
料
に
よ

っ
て

『詞
八
衝
』
『詞
通
路
』
の
自
他
研
究
に
つ
い
て
述
べ
る
前
田
孝
夫
の
詳
論
が
あ
花
。
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〔注
〕

１
　
兼
言

・
延
言

。
約
言
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
知
光

「
『詞
通
路
」
に
お
け
る
延
約
」
翁
愛
知
県
立
大
学
創
立
十
周
年
記
念
論
集
』
　

昭
和
五
十
年

十
二
月
）、
同

「
『詞
通
路
』
に
お
け
る

『兼
用
の
事
』
に
つ
い
て
」
翁
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

。
国
文
学
科
』
第
３２
号
）
に
詳
し
い
。

２
　
前
田
孝
夫

「
『詞
八
衛
』
か
ら

『詞
通
路
』
へ
―

『詞
八
衝
」
の
「自
他
」
資
料
―
」
翁
鈴
屋
学
会
報
』
第
十
号
　
平
成
五
年
十
二
月
）
。
　

（平

成
五
年
十
二
月
二
十
三
日
、
追
加
）。

○
第

一
節
は
、
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。
翻
字
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
正
確
を
期
し
た
が
、
な
お
過
ち
の
あ
る
を
虞
れ
る
。



第
二
節

　

『詞
八
衛
』
『詞
通
路
』
の
成
立

一
　

「四
種
の
活
」
と
自
他

″自
他
″
が

「
四
種
の
活
」
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
記
述
を
前
節
に
翻
字
し
た
草
稿
か
ら
抜
粋
す
る

（括
弧
内
の
数
字
、
第

一
節
に
挙

げ
た
翻
字
の
通
し
番
号
）。

①

コ
一あ

五
七
②
」

，

）

世
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
詞

〈
ハ
〉
す
へ
て
歌
よ
む
に
も
文
書
に
も
事
を
し
る
す
に
も
万
の
こ
と
を
わ
か
ち
其
さ
ま
を

［ま
ね
ひ
］
〈く

ハ
し
く
〉
し
ら
す
る

［に
］
〈
な
れ
〉
ハ
も
は
ら
此
自
他
の
詞
の
は
た
ら
き

［
に
よ
る
こ
と
に
て
］
〈を
む
ね
と
心
得
へ
き
わ
さ
に
な

ん
有
け
る
〉
　
そ
は
お
の
つ
か
ら
の
定
り
あ
り
て
こ
な
た
の
こ
と
を
い
ふ
に
ハ
こ
な
た
に
つ
か
ふ
へ
き
詞
を
用
ひ
か
な
た
の
事
を
か

た
る
に
ハ
か
な
た
に
用
ふ
へ
き
詞
を
つ
か
は
さ
れ
は
そ
の
事

〈く
ハ
し
く
〉
わ
か
ら
す
自
他
混
雑
し
て

〈詞
と
ゝ
の
は
す
〉

②

Ｊ
一万

五
七
④
」
Ｔ

）

す
へ
て
自
他
の
わ
か
ち
ハ
皆
こ
と
ノ
ぐ
、
く
詞
の
は
た
ら
き
に
あ
る
こ
と
な
れ
ハ
わ
か
さ
き
に
あ
ら
は
せ
る
詞
の
や
ち
ま
た
の
四
く
さ

の
は
た
ら
き
に
そ
な
は
り
た
れ
ハ
其
は
た
ら
き
の
名
目
に
て
い
ふ
也

③

Ｊ
一万

五
七
⑤
」
↑

）

〔初
〕
〈上
〉
に
も
い
へ
る
如
自
他
を
わ
か
つ
こ
と
詞
の
活
き
に
よ
る
こ
と
な
れ
ハ
其
い
ひ
さ
ま
さ
ま
／
ヽ
な
れ

〔
ハ
〕
〈
と
〉
〔す
ヘ

て
左
行
〕
〈同
じ
行
に
て
わ
か
つ
〉
と

〈左
行
に
う
つ
し
て
わ
か
つ
と
〉
羅
行
に

〔よ
り
て
〕
〈う
つ
し
て
〉
わ
か
つ

〔こ
と
也
〕
〈
と
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の
〉
二
つ
也
　
此

〔
二
行
〕
全
一
つ
〉
に
あ
つ
か
ら
ぬ
も
な
き
に
ハ
あ
ら
ね
と
い
と
，′ぐ
ヽ
ま
れ
な
る
事
也

④

Ｊ
一万

三

一
②
」
↑

）

初

〈
に
〉
も
い
へ
る
如
自
他
を
わ
か
つ
事
詞
の
活
き
に
よ
る
こ
と

［に
て
］
〈
な
れ
ハ
〉
其
い
ひ
さ
ま
さ
ま
ノ
ゝ
な

［る
を
］
〈
れ
と
〉

其
大
体
を
次
々
類
を
わ
か
ち
て
記
を
見
て
さ
と
る
へ
し

⑤

Ｊ
一あ

四
八
①
」
２

）

世
に
い
は
ゆ
る
自
他
之
詞
さ
ま
ハ
＜
ヽ
あ
り
て

一
様
な
ら
す
　
一
ツ
詞
も
其
活
或

ハ
三
ツ
或
四
ツ
も
あ
り
な
と
し
て
其
自
他
を
分
ツ
事

多
シ
　
又
の
は
ゝ
り
た
る
つ
ゝ
ま
り
た
る
に
て
其
わ
か
ち
を
な
せ
る
も
多
し
　
す
へ
て
四
種
の
活
詞
皆
こ
と

＜^
ヽ
く
此
自
他
の
活
あ

り
　
そ
の
中
に
古
よ
り
少
な
き
詞

ハ

〔自
他
〕
〈
ンし

の
活

〔な
き
も
〕
〈
の
見
え
さ
る
も
〉
是
彼
あ
れ
と
そ
れ
も
皆
自
他
の
活
ハ
有

へ
き
こ
と
也
　
こ
の
四
種
の
活
の
外
猶
是
彼
活
詞
ハ
あ
れ
と
自
他
の
差
別
有
こ
と
な
し
　
さ
て
此
自
他
の
差
別
ハ
た
れ
ノ
ぐ
、
も
お
の

つ
ら
よ
く
知
ぬ
へ
け
れ
と
そ
の
中
に
い
さ
ゝ
か
ま
ぎ
ら
は
し
け
な
る
も
是
彼
な
き
に
あ
ら
す

⑥

「
三
の
四
七
②
」
（２６
）

上
に
い
へ
る
四
く
さ
の
は
た
ら
き
こ
と
葉
に
よ
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
わ
か
ち
有
て
万
す
の
こ
と
を
い
ひ
わ
く
る
物
に
し
あ
れ
ハ
少

ニ

て
も
た
か
ふ
と
き
は
こ
と
葉
と
ゝ
の
ほ
ら
ず
こ
と
き
こ
ゑ
さ
れ
ハ
な
ほ
さ
り
に
お
も
ひ
す
く
さ
す
よ
く
ノ
ぐ
、
わ
き
ま

へ
て
も
ち
ひ
た

か
ふ
る
こ
と
な
か
れ

⑦

コ
一あ

五

一
③
」
２

）

又
世
に
い
は
ゆ
る
自
他
を
わ
か
つ
こ
と
此
四
種
の
活
に
有
り
て
其
う
ち
ま
き
ら
ハ
し
げ
な
る
も
こ
れ
か
れ
あ

〔れ
は
〕
〈
り
て
〉
今
の

人
誤
る
こ
と
多
し
　
ン」
れ
ら
の
事
も
追
て
出
ス
を
待

へ
し

③

「
三
の
四
七
①
」
（２８
）
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世
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
詞
は
す

へ
て
活
き
詞
に
あ
る
こ
と
に
て
そ
の
活
き
詞
に
ハ
大
方
あ
り
て
な
き
ハ
い
と
少
し
　
さ
て
其
自
他
の

言
葉
に
よ
り
て
事
を
わ
か
つ
た
く
ひ
い
と
多
し

こ
れ
に
類
す
る
記
述
を
刊
本

『詞
通
路
』
に
求
め
る
と
次
が
あ
る
。

⌒⑨
②
も
は
ら
此
自
他
の
言
葉
の
活
を
む
ね
と
こ
ゝ
ろ
う
へ
き
わ
さ
な
り
そ
ハ
お
の
つ
か
ら
の
さ
た
ま
り
有
て
こ
な
た
の
こ
と
を
い
ふ
に

は
こ
な
た
に
つ
か
ふ
へ
き
こ
と
は
を
も
ち
ひ
か
な
た
の
こ
と
を
か
た
る
に
ハ
か
な
た
に
用
ふ
へ
き
詞
を
つ
か
は
さ
れ
は
其
事
く
は

し
く
わ
か
れ
す
自
他
混
雑
し
て
詞
と
ゝ
の
は
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
三
オ
８
～
三
ウ
２
）

④
す
へ
て
自
他
の
わ
か
ち
は
皆
こ
と
ノ
＜
ヽ
く
詞
の
は
た
ら
き
に
あ
る
こ
と
な
れ
は
わ
か
さ
き
に
あ
ら
は
せ
る
詞
の
や
ち
ま
た
の
四
種

の
活
に
そ
な
は
り
た
れ
は
其
活
の
名
目
に
て
い
ふ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
四
オ
８
～
四
ウ
ー
）

②
上
に
も
い
へ
る
如
く
自
他
の
わ
か
る
ゝ
事
詞
の
活
に
よ
る
事
な
れ
は
其
い
ひ
さ
ま
さ
ま
ノ
ぐ
、
な
れ
と
同
じ
行
に
て
わ
か
る
ヽ
と
佐

行
に
う
つ
り
て
わ
か
る
ヽ
と
羅
行
に
う
つ
り
て
わ
か
る
ゝ
と
の
三
つ
な
り
こ
の
三
つ
に
あ
つ
か
ら
ぬ
こ
と
な
き
に
ハ
あ
ら
ね
と
い

と
ノ
ぐ
、
ま
れ
な
る
事
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
九
オ
８
～
九
ウ
ー
）

右
の
①
②
③
④
③
に
つ
い
て
は
、
「刊
本
」
の
記
述
に
照
合
し
て
２

「
三
の
五
七
②
」
は
３

コ
一一の
五
七
④
」
の
前
に
位
置
し
、
そ
の
間

に
４

「
三
の
五
七
③
」
の
冒
頭
の
抹
消
部
分
が
移
さ
れ
て

「刊
本
」
同
様
の
記
述
と
な
る

（初
稿
本

・
成
稿
本
の
記
述
は
、
殆
ど
刊
本
と

同
様
。
こ
こ
で
は
刊
本
の
本
文
に
よ
る
）
。
①
②
は

一
連
の
草
稿
中
の
も
の
で
、
本
居
宣
長
記
念
館
の
資
料
添
付
の
調
査
票
に
も
あ
る
よ
う

に
直
接
的
な

『詞
通
路
』
の
草
稿
で
あ
る
。

２８

「
三
の
四
七
①
」
は
右
の
２

「
三
の
五
七
②
」
、
３

「
三
の
五
七
④
」
と
対
照
し
て
記
述
に
異
な
る
点
は
あ
る
が
内
容
と
し
て
は
類
似

の
部
分
が
多
い
。
特
に
末
尾
の

「今
其
詞
の
さ
ま
を
図
に
わ
か
ち
あ
ら
は
じ
其
例
を
こ
れ
か
れ
下
に
書
じ
る
し
つ
　
よ
く
考

へ
わ
き
ま
へ

置
く

へ
き
わ
さ
な
り
か
し
」
に
よ
れ
ば

「図
」
、
お
そ
ら
く
六
段
図
が
出
来
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
も
直
接
的
な

『詞
通
路
』
の
草
稿
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で
、
こ
れ
ら
は

「刊
本
」
の
三
オ
７
～
四
オ
５
に
相
当
す
る
。

５

「
三
の
五
七
⑤
」
が
６

「
三
の
三

一
②
」
の
後

（時
間
的
に
）
に
位
置
す
る
こ
と
は
５
と
６
と
の
対
照
、
抹
消

・
挿
入
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。
６

「
三
の
三

一
②
」
を
書
き
換
え
た
の
が
５

「
三
の
五
七
⑤
」
で
、
か
な
り

「刊
本
」
に
近
い
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
も

ま
た

『詞
通
路
』
の
直
接
的
な
草
稿
で
、
「刊
本
」
の
九
オ
８
～
１１
オ
ー０
に
相
当
す
る
。
こ
の
①
②
③
④
③
に
つ
い
て
は
先
に
翻
字
の
注
記

と
し
て
述
べ
た
。

こ
れ
も
翻
字
の
注
記
に
簡
単
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
⑤
⑥
⑦
は
、
冒
頭
が

「世
に
い
は
ゆ
る
」
と
か

「上
に
い
へ
る
」
と
か
、
『詞

通
路
』
の
直
接
的
な
草
稿
と
し
た
①
②
①
④
③
と
類
似
し
た
表
現
が
あ
り
、
内
容
も

″自
他
″
と

″詞
の
活
″
と
に
つ
い
て
述
べ
る
点
で

「通
路
」
に
流
れ
込
む
草
稿
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
も
、
直
接

『詞
通
路
』
の
草
稿
か
ど
う
か
は
即
断
で
き
な
い
。

⑦

「三
の
五

一
③
」
（２７
）
に

「世
に
い
は
ゆ
る
自
他
を
わ
か
つ
こ
と
此
四
種
の
活
に
有
り
て
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

「自
他
を
分
か
つ
」

こ
と
が

「
四
種
の
活
に
有
る
」
と
い
う
。
し
か
も

「此

（四
種
の
活
と

で
あ
る
。
こ
の
表
現
に
よ
れ
ば
こ
の
前
に

「
四
種
の
活
」
に
つ
い

て
説
く
記
述
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
し
か
に

「通
路
」
の
草
稿
と
し
て
自
他
を
説
く
に
当

っ
て
先
ず
関
係
す
る

「
四
種
の
活
」
に
つ

い
て
説
く
記
述
が
あ

っ
て
も
不
思
議
は
な
い
が
、
⑦
の
直
前
に

「
四
段
の
活
の
外
　
国

剖
　
ｑ

ｕ
　
引
剖

ｕ
ｑ
と
は
た
ら
く
詞
を

は
し
め
其
外
い
さ
ゝ
か
づ

ゝ
活
く
詞
猶
こ
れ
か
れ
多
し
　
そ
ハ
又
別
に
追
て
出
ス
ヘ
し
」
と
あ

っ
て
は

「
三
の
五

一
③
」
が

「通
路
」
の

草
稿
で
あ
る
と
は
言
い
難
く
、
む
し
ろ

「
八
衛
」
の
草
稿
と
思
わ
れ
て
く
る
。

⑥

「三
の
四
七
②
」
（２６
）
に
も
⑦
に
類
似
し
た

「上
に
い
へ
る
四
く
さ
の
は
た
ら
き
こ
と
葉
に
よ
に
い
は
ゆ
る
自
他
の
わ
か
ち
有
て
」

が
あ
る
。
「上
に
い
へ
る
四
く
さ
の
は
た
ら
き
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
草
稿
の
前
に
、
あ
る
い
は
直
前
に

「
四
種
の
活
詞
」
に
つ
い
て
の
記
述

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
こ
れ
も
、
「通
路
」
に
流
れ
い
く
草
稿
と
し
て
も
、
そ
れ
は
寧
ろ

「
八
衛
」
に
結
び
付
く
活
用
に
関
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
末
尾
の

「な
を
つ
き
に
こ
れ
か
れ
出
し
て
そ
の
所
ノ
＜
、
に
ゆ
ふ
へ
し
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の

「
つ
ぎ
」
「
そ
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の
所
／
ヽ
」
が
何
を
指
す
か
が
問
題
と
な
り
、
そ
れ
が
上
下
対
置
語
の
こ
と
と
な
る
と
、
こ
の
草
稿
も

「通
路
」
の
直
接
的
な
草
稿
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
「
八
衝
」
に
も
自
他
に
関
す
る
記
事
は
あ
る
。

「
通
路
」
成
立
の
過
程
で
改
め
て

「
四
種
の
活
詞
」
に
関
わ
る
記
述
が
必
要
で
あ

っ
た
か
と
な
る
と
疑
間
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
草
稿

の
筆
跡
は
、
「０
雑
稿
残
篇
の
筆
跡
」
で
述
べ
る
が
、
先
に

『詞
八
衛
』
の
初
期
の
草
稿
と
し

「上
二
段
」
の
名
目
の
見
え
る

「
三
の
四
八

⑥
③
③
①
、
三
の
五

一
①
、
三
の
四
七
④
」
（翻
字
１９
～
２４
）
と
酷
似
し
て
い
る
。
い
わ
ば
同
筆
で
あ
る
。
同
筆
と
は
、
こ
の
場
合
、
筆
記

者
が
誰
か
を
云
々
す
る
の
で
は
な
く
、
極
め
て
似
て
い
て
、
同

一
人
物
が
同

一
時
期
に
書
い
た
と
認
め
ら
れ
る
筆
跡
を
言
う
。
こ
の
草
稿

は
、
お
そ
ら
く

『詞
八
衛
』
『詞
通
路
』
も
成
立
し
て
い
な
い
、
極
く
早
い
時
期
の
草
稿
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
る
と
、
⑤

コ
一一の
四
八
①
」
（２５
）
も
直
接
に
は

「
八
衛
」
の
草
稿
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
こ
の
草
稿
に
は

「す
へ
て
四
種
の
活

詞
皆
こ
と

ぐ^
ヽ
く
此
自
他
の
活
あ
り
」
と
あ
り
、
「
こ
の
四
種
の
活
の
外
猶
是
彼
活
詞

ハ
あ
れ
と
自
他
の
差
別
有
こ
と
な
し
」
と
あ
る
。
後

者
の

「
こ
の

（四
種
の
活
の
…
…
と

は
お
そ
ら
く
前
者
を
受
け
、
前
者
は

″「
四
種
の
活
詞
」
に

「自
他
の
活
あ
リ
ン

と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
と
す
る
と
こ
の
草
稿
は
直
接
的
に

「
八
衛
」
の
草
稿
と
も

「通
路
」
の
草
稿
と
も
考
え
ら
れ
、
後
続
の

「う
ひ
学
の
人
ハ
な
に
と
か

や
た
ど
／
ヽ
し
け
に
お
も
は
る
れ
ハ
今
そ
の
常
に
も
ち
ふ
る
自
他
の
詞
を
下
に
あ
ぐ
」
な
ど
に
よ
れ
ば

「通
路
」
の
草
稿
と
い
う
こ
と
も

出
来
そ
う
で
あ
る
。　
一
方
、
「
又
の
は
ヽ
り
た
る
つ
ゝ
ま
り
た
る
に
て
其
わ
か
ち
を
な
せ
る
も
多
し
」
は
延
言
。約
言
が
自
他
の
別
に
関
係

が
あ
る
こ
と
の
記
述
で
あ
り
、
春
庭
に
と
っ
て
の
関
心
は
、
語
学
研
究
の
当
初
か
ら

″自
他
″
に
あ

っ
て
、
い
わ
ば
研
究
の
総
論
と
し
て

述
べ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
『詞
八
衝
』
に
お
い
て
自
他
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
屡
々
あ
っ
て
「自
他
の
詞
の
こ

と
は
別
に
く
は
し
く
い
ふ
べ
し
」
（刊
上
四
十
六
ウ
）
と
い
う
こ
と
も
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

刊
本

『詞
通
路
』
に
も

（成
稿
本
に
も
初
稿
本
に
も
）
、
自
他
と
活
用
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
「上
に

も
い
へ
る
如
く
自
他
の
わ
か
る
ゝ
事
詞
の
活
に
よ
る
事
な
れ
は
」
（上
九
オ
８
）
と
あ
る
の
み
で
、
こ
の

「上
に
も
」
と
は

「
す

へ
て
自
他
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の
わ
か
ち
は
皆
こ
と
／
ヽ
く
詞
の
は
た
ら
き
に
あ
る
こ
と
な
れ
は
」
（上
四
オ
８
）
を
指
す
。
こ
こ
で
は
自
他
と

「詞
の
は
た
ら
き
」
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
い
う
が
、
自
他
と

「
四
種
の
活
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
明
言
し
な
い
。
「
四
種
の
活
」
が

「刊
本
」
に
見
え
る
の
は
使

用
す
る

「名
目
」
の
た
め
で
あ

っ
て

「
（上
四
オ
８
の
引
用
に
続
い
て
）
わ
か
さ
き
に
あ
ら
は
せ
る
詞
の
や
ち
ま
た
の
四
種
の
活
に
そ
な
は

り
た
れ
は
其
活
の
名
目
に
て
い
ふ
な
り
」
（上
四
オ
９
）
と
い
う
の
み
で
あ
る
。
自
他
が

「
四
種
の
活
」
と
直
接
的
に
関
係
が
あ
る
と
い
う

記
述
は

「刊
本
」
で
は
影
を
潜
め
る
。

②

「
三
の
五
七
④
」
（３
）
以
降
、
「刊
本
」
（引
用
⑨
④
）
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
⑤

「
三
の
四
八
①
」
、
⑦

「
三
の

五

一
③
」
些
一言
つ
「
四
種
の
活
詞
皆
自
他
の
活
あ
り
」
と
は
根
本
的
に
そ
の
意
味
が
違
う
。
「
す
へ
て
四
種
の
活
詞
皆
こ
と
´
ヽ
く
此
自
他

の
活
あ
り
」
デ
」
の
四
種
の
活
の
外
猶
是
彼
活
詞

ハ
あ
れ
と
自
他
の
差
別
有
こ
と
な
し
」
、
「
四
く
さ
の
は
た
ら
き
こ
と
葉
に
よ
に
い
は
ゆ
る

自
他
の
わ
か
ち
有
て
」
、
「
又
世
に
い
は
ゆ
る
自
他
を
わ
か
つ
こ
と
此
四
種
の
活
に
有
り
て
」
と
な
る
と
、
自
他
の
別
が

「
四
種
の
活
の
図
」

の
成
立
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
「刊
本
」
の
記
述
だ
と
自
他
が
活
用
に
関
係
す
る
こ
と
を
言
う
に
と
ど
ま
る
。
仮
に
２５

Ｊ
二
の
四
八

①
」
の
後
半
に
自
他
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て

「通
路
」
の
直
接
的
な
草
稿
と
認
め
て
も
、
こ
の
草
稿
が

「
四
種
の
活
」
の

成
立
と

「自
他
の
分
か
ち
」
と
が
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
い
う
意
味
は
大
き
い
。
そ
の
点
で
、
数
あ
る
草
稿
雑
稿
残
篇
の
中
で
も
⑥

「
三
の
四
七
②
」
（２６
）
、
⑦

「
三
の
五

一
③
」
（２７
）
、
そ
し
て
⑤

「
三
の
四
八
①
」
（２５
）
は

『詞
八
衛
』
の
成
立
に
特
別
の
意
味
を
も

つ
。勿

論
、
こ
の

「
三
の
四
八
①
」
Ｊ
一の
四
七
②
」
Ｊ
一の
五

一
③
」
が
自
他
の
別
と

「
四
種
の
活
」
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
の
あ
る
が
ゆ

え
に

一
義
的
に

「
八
衛
」
成
立
以
前
の
草
稿
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
自
他
と
活
用
の
こ
と
は
春
庭
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

し
た
が

っ
て
自
他
を
集
中
的
に
説
く

「通
路
」
に
お
い
て
改
め
て

「
四
種
の
活
」
と
の
関
係
を
説
く
必
要
が
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ

れ
が
推
敲
の
過
程
で
明
確
な
表
現
を
欠
く

「刊
本
」
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
草
稿
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が

「
八
街
」
以
前
の
も
の
、
以
後
の
も
の
の
い
ず
れ
と
す
る
に
拘
ら
ず
、
春
庭
の
語
学
研
究
の
中
心
が

″自
他
″
及
び

″自
他
と
活
用
″

に
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

″自
他
″
と

「
四
種
の
活
の
図
」
の
関
係
に
つ
い
て
重
複
す
る
を
厭
わ
ず
改
め
て
述
べ
る
と
、
宣
長
の

『紐
鏡
』
欄
外
注
記

（引
用
⑫
）

が
言
う
よ
う
に

″自
他
″
と

″活
用
″
は
密
接
な
関
係
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
出
発
し
た
春
庭
に
と
っ
て
も
活
用
の
研
究
は
自
他
の
問
題

を
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

後
の
、
お
そ
ら
く

「
八
衡
」
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
活
用
研
究
の
最
初
の
組
織
的
研
究
で
あ
る

『活
用
言
の
冊
子
』
に
お
い

て
、
そ
の

「凡
例
」
に
、

⑩

一
、
同
シ
詞
ヲ
、　
コ
ゝ
ニ
モ
カ
シ
ヨ
ニ
モ
ア
グ
ル
事
ア
リ
、
ソ
ハ
自
他
ノ
意
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
タ
ラ
キ
カ
ハ
リ
、
又
自
他
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

イ
ク
ヤ
ウ
ニ
モ
ハ
タ
ラ
ク
詞
多
シ
、
コ
レ
ラ
、
ソ
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
、
コ
ゝ
ニ
モ
カ
シ
ヨ
ニ
モ
イ
グ
ス
、

と
あ
る
よ
う
に

″自
他
″
と

″活
用
″
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
こ
の
系
列
に
あ
る
大
平
所
持
本

『御
国
詞
活
用
抄
』
に
も

『御

国
辞
活
用
鏡
』
に
も

『活
語
活
用
格
』
に
も

『御
国
詞
活
用
抄
』
に
も

「
凡
例
」
に
こ
の
記
述
は
な
い
。
『活
語
活
用
格
』
『御
国
詞
活
用

抄
』
の

「
凡
例
」
に
、
加
え
て

「右
四
条

ハ
旧
稿
本
ノ
マ
ゝ
ナ
リ
今
数
条
ヲ
左

二
補
フ
」
と
し
て
か
な
り
詳
し
い
七
条
が
あ
嘘

（大
平
所

持
本

『御
国
詞
活
用
抄
』
に
は
な
い
）
、
そ
の
第
五

・
六
条
に
自
他
と
活
用
に
関
わ
る
記
述
が
あ
る
。

第
五
条
の
冒
頭
の
一
部
を
示
せ
ば
、

⑪
す

へ
て
詞
に
自
然
と
使
然
と
の
別
は
、
じ
ね
ん
は
お
の
つ
か
ら
然
る
也
、
使
然

ハ
し
か
ら
し
む
る
な
り
、
さ
て

一
つ
詞
の
、
す
わ
り

た
る
時
に
は
全
く
同
じ
く
て
、
其
意
に
自
然
使
然
の
別
ち
の
あ
る
は
、
必
そ
の
ハ
た
ら
き
に
て
わ
か
る
ゝ
な
り
、

（読
点
、
朱
筆
。
以
下
、
例
を
挙
げ
て
説
く
、
は
）

と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
『活
用
言
の
冊
子
』
の

「
凡
例
」
（引
用
⑩
）
を
引
継
ぐ
も
の
で
は
、
お
そ
ら
く
な
い
。
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春
庭
の
活
用
研
究
が

「
八
衛
」
と
な
る
と
き
、
そ
の

「
四
種
の
活
の
図
」
が
、
変
格
活
の
型
が
既
に
認
識
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
四

種
に
限
定
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
四
段

。
一
段

。
中
二
段

・
下
二
段
の
そ
れ
ぞ
れ
の
相
互
の
間
に
自
他
に
関
わ
る
動
詞
が
存
在
す
る
か
ら
で

あ
っ
た
。
初
期
の
草
稿
⑤
⑥
⑦
が
語
る
よ
う
に
、
「
四
種
の
活
の
図
」
は

″自
他
″
と
関
わ

っ
て
初
め
て
十
全
に
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
宣
長
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

一
一　

宣
長

の
自
他

″自
他
の
差
別
″
に
つ
い
て
、
父
宣
長
の

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
に
は
そ
の
第
廿
四
段

（く
。
く
る
ｏ
く
れ
）
～
第
汁
二
段

（う
こ
つ
る
ｏ

う
れ
）
の
欄
外
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

⑫
此
九
段
の
う
ち
詞
の
首
に
○
を
し
る
す
ハ
つ
か
ひ
や
う
に
よ
り
て
転
ず
る
格
の
か
ハ
る
詞
也
　
た
と
へ
ば
解

ハ
自
解
ょ
」
ゝ
ろ
の
時

は
へ
と
く
へ
と
く
る
へ
と
く
れ
と
留
り
解
″
物
フ
ン」
ゝ
ろ
の
時

ハ
ヘ
と
く
へ
と
け
と
留
る
　
続

ハ
自
続
ク
こ
ゝ
ろ
の
時

ハ
ヘ

つ
ゞ
く
へ

つ
ゞ
け
続
％
物
フ
ン」
ゝ
ろ
の
時

ハ
ヘ

つ
ゞ
く
へ

つ
ゞ
く
る
へ

つ
ゞ
く
れ
と
留
る
　
立

ハ
自
立
ッ
と
き
ハ
ヘ
た
つ
へ
た
て
立
¨
物
フ
と
き

は
へ
た
つ
へ
た
つ
る
へ
た
つ
れ
と
留
る
　
添

ハ
自
添
フ
と
き
ハ
ヘ
そ
ふ
へ
そ
へ
添
ゆ物
ラ
と
き

ハ
ヘ
そ
ふ
へ
そ
ふ
る
へ
そ
ふ
れ
と
留
る

頼

ハ
我
ヵ
頼
は
人
フ
ン」
ゝ
ろ
の
時

ハ
ヘ
た
の
む
へ
た
の
め
と
留
り
人
令
考
我
フ
シテ
頼
一
こ
ゝ
ろ
の
時

ハ
ヘ
た
の
む
へ
た
の
む
る
へ
た
の
む

れ
と
留
る
也
　
す
べ
て
こ
れ
ら
の
わ
き
ま
へ
有
べ
し
　
猶
く
は
し
く

ハ
別
に
し
る
す

（筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
　
第
五
巻
』
折
込
み
）

こ
こ
に
は

「自

ｏ
他
」
と
い
う
名
目
は
な
い
が
、
同

一
語
基
の
異
な
る
活
用
型
に
よ
っ
て

「自
」
に
な
る
か
否
か
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
末
尾
の

「猶
く
は
し
く

ハ
別
に
し
る
す
」
の

「別
」
と
は
直
接
的
に
は

『詞
玉
緒
』
に
求
め
ら
れ
、
「
玉
緒
」
六
之
巻
に
そ
れ
に
相

当
す
る
記
述
が
あ
る
。
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⑬
ｌ
　
Ｏ
此
十
四
段
の
て
に
を
は
の
と
ゝ
の
へ
は
。
後
世
の
人
つ
ね
に
誤
る
こ
と
お
ほ
け
れ
ば
。
今
く
は
し
く
わ
き
ま
へ
さ
と
す
也
。

そ
は
ま
づ
此
下
第
二
十
三
段
よ
り
。
第
二
十
八
段
ま
で
の
六
段

【く
　
す
　
つ
　
ふ
　
む
　
る
の
六
段
な
り
】
と
。
こ
ゝ
の
十
四

段
と
を
。
同
じ
格
に
心
得
る
か
ら
誤
る
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（五

・
三
二
六
）

２
　
さ
て
又
自
他
の
か
は
り
に
て
。
此
十
四
段
の
格
と
下
の
六
段
の
格
と
。
二
様
に
わ
た
る
詞
も
あ
る
也
。
其
例
を
い
は
ゞ
。
解
は
。

み
づ
か
ら
と
く
る
を
い
ふ
時
は
。
へ
と
く
共
へ
と
く
る
共
い
ひ
て
。
此
十
四
段
の
格
な
る
を
。
他
を
と
く
を
い
ふ
時
は
。
た
ゞ
へ

と
く
と
の
み
い
ひ
て
。
へ
と
く
る
と
ハ
い
は
ず
。
下
の
六
段
の
格
也
。
砕
は
。
み
づ
か
ら
く
だ
く
る
に
は
。
へ
く
だ
く
共
へ
く
だ

く
る
共
い
ひ
て
。
此
十
四
段
の
格
。
他
を
く
だ
く
に
は
。
へ
く
だ
く
と
い
ひ
て
。
へ
く
だ
く
る
と
は
い
は
ず
。
下
の
六
段
の
格
な

り
。
折

【を
る
　
を
る
ゝ
】
　

開

【
か
く
　
か
く
る
】
　

切

【
き
る
　
き
る
ゝ
】

破

【や
ぶ
る
　
や
ぶ
る
ゝ
】
な
ど
も
同
じ
。

此
類
皆
な
ず
ら

へ
知
べ
し
。
又
立
は
。
み
づ
か
ら
た
つ
を
い
ふ
時
は
。
只
へ
た
つ
と
の
み
い
ひ
て
。
へ
た
つ
る
と
は
い
は
ず
。
下

の
六
段
の
格
也
。
他
を
た
つ
る
に
は
。
へ
た
つ
共
へ
た
つ
る
共
い
ひ
て
。
此
十
四
段
の
格
也
。
頼
は
。
み
づ
か
ら
た
の
む
に
は
。

只
へ
た
の
む
と
い
ひ
て
。
へ
た
の
む
る
と
は
い
は
ず
。
下
の
六
段
の
格
也
。
他
を
へ
た
の
む
る
に
は
。
へ
た
の
む
共
へ
た
の
む
る

共
い
ひ
て
。
此
十
四
段
の
格
也
。
続

【
つ
ゞ
く
　
つ
ゞ
く
る
】
　

入

【
い
る
　
い
る
ゝ
】
沈

【し
づ
む
　
し
づ
む
る
】

添

【
そ

ふ
　
そ
ふ
る
】
な
ど
も
同
じ
。
此
類
な
ほ
お
ほ
し
な
ず
ら

へ
知
べ
し
。
後
世
の
人
は
。
件
の
自
他
の
け
ぢ
め
を
わ
き
ま
へ
ず
し
て
。

或
は
恋
の
歌
な
ど
に
。
み
づ
か
ら
頼
む
と
。
人
を
頼
む
る
と
を
。　
一
つ
に
心
得
。
あ
る
ひ
は
露
な
ど
を
よ
む
と
て
。
へ
お
き
そ
ふ

と
い
ひ
て
は
。　
一
も
じ
た
ら
ぬ
時
は
。
へ
お
き
そ
ふ
る
と
よ
む
た
ぐ
ひ
。
皆
ひ
が
こ
と
な
り
。
へ
た
の
む
る
と
い
ふ
は
。
万
葉
に

令
憑
と
令

の
字
を
添
て
書
て
。
人
を
し
て
頼
ま
し
む
る
意
な
れ
ば
。
み
づ
か
ら
頼
む
と
は
異
也
。
又
露
の
み
づ
か
ら
お
き
そ
ふ
を
。

へ
お
き
そ
ふ
る
と
は
い
ひ
が
た
し
。
さ
る
故
に
古
人
は
。　
一
も
じ
た
ら
ぬ
時
は
。
へ
お
き
そ
は
る
と
よ
め
り
。
へ
そ
は
る
は
へ
そ

ふ
と
同
じ
意
也
。
へ
そ
ふ
る
は
他
を
添
る
事
に
い
ふ
辞
也
。
こ
れ
ら
に
て
自
他
の
意
を
わ
き
ま
ふ
べ
し
。
す
べ
て
此
十
四
段
の
辞
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は
。
右
の
ご
と
く
く
さ
´
ヽ
心
得
あ
る
こ
と
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（五

。
三
二
七
）

右
は

「玉
緒
」
で
名
目

「自
他
」
を
使
う
唯

一
の
箇
所
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
春
庭
が
後
に
自
他
詞
の
、
い
わ
ば
意
義
規
定
の
名
日
と
す

る
に
い
た
る

「
み
づ
か
ら
…
…
…
」
「他
を
…
…
…
」
が
既
に
見
ら
れ
る
。
自
他
に
つ
い
て
、
或
い
は
自
他
の
名
目
及
び
自
他
に
関
す
る
名

目
は
宣
長
の
著
作
に
多
く
、
既
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
煩
を
厭
わ
ず
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば

『玉
あ
ら
れ
』
に
、

⑭
ｌ
　
さ
て
又
此
類
の
中
に
、
る
の
あ
る
と
な
き
と
に
て
、
自
他
の
意
の
か
は
る
詞
も
お
ほ
し
、
た
と
へ
ば
へ
と
く
紐
と
い
へ
ば
、
紐

を
人
の
と
く
こ
と
、
へ
と
く
る
紐
と
い
へ
ば
、
紐
の
お
の
づ
か
ら
と
く
る
事
也
、
又
へ
た
つ
煙
と
い
へ
ば
、
煙
の
お
の
づ
か
ら
た

つ
こ
と
、
へ
た
つ
る
煙
と
い
ヘ
バ
、
煙
を
人
の
た
つ
る
こ
と
也
、
　
　
　
　
　
３
る
も
じ
の
た
ら
ぬ
語
」
　

五

・
四
七
五
）

２
　
た
と
へ
ば
露
に
、
へ
お
き
そ
ひ
へ
お
き
そ
ふ
な
ど
い
ふ
は
、
露
の
お
の
づ
か
ら
お
き
そ
ひ
た
る
こ
と
也
、
【俗
言
に
い
へ
ば
、
露

が
自
身
と
ひ
と
り
で
に
そ
ひ
た
る
な
り
、
】
へ
お
き
そ
Ｎ
へ
お
き
そ
ふ
る
な
ど
い
ふ
は
、
他
の
物
の
露
を
お
き
そ
は
す
る
こ
と
也
、

【外
の
物
が
露
を
お
き
そ

へ
る
な
り
、
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
そ
ひ
　
そ
ふ
　
そ

へ
　
そ
ふ
る
」
　

五

・
四
七
九
）

３
　
た
と

へ
ば
菊
の
花
に
へ
霜
の
お
き
ま
が
洲
へ
、
お
き
ま
が
劃
な
ど
い
ふ
は
、
霜
の
置
た
る
が
、
お
の
づ
か
ら
菊
の
色
に
ま
が
ふ
也
、

へ
ま
が

へ
へ
ま
が
ふ
る
な
ど
い
ふ
は
、
霜
の
ま
が
は
す
る
也
、
こ
れ
お
の
づ
か
ら
然
る
と
、
こ
と
さ
ら
に
然
ら
し
む
る
や
う
に
い

ふ
と
の
差
別
あ
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
が
ひ
　
ま
が
ふ
　
ま
が

へ
　
ま
が
ふ
る
」
　

五

・
四
七
九
）

４
　
た
と

へ
ば
秋
の
来
て
へ
風
の
吹
か
国
明
、
へ
吹
か
目
利
な
ど
い
ふ
は
、
お
の
づ
か
ら
に
か
は
る
也
、
へ
吹
か
へ
へ
吹
か
ふ
る
と

い
ふ
は
、
風
を
吹
か
は
ら
す
る
也
、
然
る
に
こ
れ
も
近
き
世
ノイ人
ハ
、
一
つ
に
心
得
て
、
へ
ふ
き
か
は
り
て
と
い
ふ
べ
き
を
、
も
じ

の
あ
ま
れ
ば
、
へ
ふ
き
か
へ
て
と
い
ふ
た
ぐ
ひ
、
み
だ
り
也
、
又
風
に
へ
ふ
き
い
る
と
い
ふ
べ
き
を
、
も
じ
の
た
ら
ぬ
と
き
は
、

へ
吹
い
る
ヽ
と
い
ふ
、
是
も
同
じ
く
自
他
の
た
が
ひ
あ
り
、猶
此
た
ぐ
ひ
い
と
多
し
、
な
ず
ら

へ
て
さ
と
る
べ
し
、
上
の
ｄ
ひ‐

刻

へ‐

よ
り
こ
れ
ま
で
、
皆
自
他
の
け
ぢ
め
に
て
、
い
づ
れ
の
詞
も
み
な
此
け
ぢ
め
は
あ
る
を
、
其
中
に
つ
ね
に
よ
く
人
の
誤
る
を
、
二
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つ
二
つ
こ
ゝ
に
あ
げ
た
る
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
は
り
　
か
は
る
　
か
へ
　
か
ふ
る
」
　

五

・
四
七
九
）

５
　
へ
見
ゆ
る
へ
見
え
て
は
、
お
の
づ
か
ら
に
然
る
さ
ま
に
い
ふ
詞
也
、
へ
見
す
る
へ
見
せ
て
ハ
、
然
ら
し
む
る
也
、
た
と
へ
ば
風

に
雲
の
晴
て
、
月
の
さ
や
か
な
る
こ
と
を
い
は
む
に
、
へ
さ
や
か
に
見
え
て
と
い
ふ
は
、
た
ゞ
月
の
さ
や
か
に
見
え
た
る
と
こ
ろ

の
ま
ゝ
を
い
ふ
に
て
、
風
の
雲
を
吹
は
ら

へ
る
事
に
は
か
ゝ
は
ら
ず
、
お
の
づ
か
ら
然
る
と
こ
ろ
を
い
ふ
詞
な
り
、
そ
れ
を
へ
さ

や
か
に
見
せ
て
と
い
ふ
と
き
は
、
雲
を
吹
は
ら
ひ
て
、
風
の
月
を
さ
や
か
に
見
せ
た
る
意
に
な
る
也
、
【月
を
風
が
さ
や
か
に
見
せ

る
な
り
、
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「見
ゆ
る
　
見
え
て
　
見
す
る
　
見
せ
て
」
　

五

・
四
八
〇
）

６
　
こ
ゆ
と
こ
す
と
は
、
自
他
の
け
ぢ
め
あ
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
川
を
こ
す
」
　

五

・
五
〇
四
）

な
ど
、
活
用
の
型
と
自
他
の
別
の
対
応
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。
「自
他
」
の
名
目
は
記
さ
れ
な
く
て
も
自
他
に
関
わ
る
記
述
は
多
い
。
例
え

ば

「給
ふ
　
給
は
る
」
「
つ
か
は
す
　
つ
か
は
さ
る
」
の
項
に
、

７
　
細
劃
は
、
あ
た
ふ
る
人
に
つ
き
て
い
ふ
詞
、
給
は
る
ハ
、
受
る
人
に
つ
き
て
い
ふ
こ
と
ば
也
、

∩
給
ふ
　
給
は
る
」

五

・
五
〇
八
）

８
　
つ
か
は
す
と
つ
か
は
さ
る
と
、
是
も
給
ふ
と
給
は
る
と
の
け
ぢ
め
の
ご
と
く
に
て
、
つ
か
は
す
は
、
や
る
人
に
つ
き
て
い
ふ
詞
、

【俗
言
に
も
や
る
と
い
ふ
に
あ
た
れ
り
、
】
つ
か
は
さ
る
ハ
、
ゆ
く
人
に
つ
き
て
い
ふ
詞
に
て
、
被
Ｌ
ξ
サ
な
り
、
【俗
言
に
へ
使
に

ゆ
く
と
い
ふ
こ
と
な
り
、
】
…
…
…
…
然
る
を
へ

つ
か
は
さ
る
と
い
ひ
て
は
、
そ
の
使
に
ゆ
く
者
の
こ
と
に
な
り
、
又
物
を
贈
る
を

さ
い
へ
ば
、
其
物
の
う

へ
を
い
ふ
に
な
る
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
つ
か
は
す
　
つ
か
は
さ
る
」
　

五

・
五
〇
九
）

な
ど
と
あ
り
、
こ
こ
に
は

「通
路
」
に
お
け
る
自
他
詞
の
意
義
規
定
の
名
目
と
類
似
す
る

「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
「露
の
お
の
づ
か
ら
お
き

そ
ひ
た
る
」
「他
の
物
の
露
を
お
き
そ
は
す
る
」
デ
」
と
さ
ら
に
然
ら
し
む
る
」
な
ど
が
あ
る
。

右
の
ほ
か
に
も
自
他
に
つ
い
て
言
う
こ
と
が
多
い
。
『古
事
記
伝
』
に
も
、
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⑮
ｌ
　

【佐
加
留
と
佐
久
留
と
は
、
自
然
る
と
、
物
を
然
す
る
と
の
差
あ
り
、
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（九

・
二
七
〇
）

２
　
此
ノ
垂
て
ふ
言
、
多
理
多
流
な
ど
云
は
自
　
然
な
り
、
多
證
、
多
流
々
な
ど
は
、
物
を
然
す
る
な
り
、
【多
程
は
令
レ垂
、
多
流
々

は
人ア
垂
な
り
、
凡
て
活

〓一日
に
は
皆
此
ノ
差
別
あ
る
こ
と
ぞ
、
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（九

。
三
六
六
）

３
　
土
左
日
記
に
、
い
そ
ふ
り
の
よ
す
る
磯
に
は
年
月
を
い
つ
と
も
わ
か
ぬ
雪
の
み
ぞ
ふ
る
、
な
ど
あ
る
み
な
浪
の
起
を
振
と
云
り
、

さ
て
此
ら
は
皆
浪
の
自
ラ
起
つ
を
云
る
を
、
浪
を
振
る
と
云
は
、
令

レ起
を
云
な
れ
ば
、
自
ラ
然
る
と
令
レ然
ラ
る
と
の
差
あ
れ
ど

も
、
此
ノ
一百
は
通
は
し
て
共
に
、
布
流
と
云
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
二
。
一
七
）

な
ど
多
い
。
他
に
も
、

⑩
ｌ
　
頼

【タ
ノ
ム
　
タ
ノ
マ
ム
　
タ
ノ
ミ
】

進

【
ス
ゝ
ム
　
ス
ゝ
マ
ム
　
ス
ゝ
ミ
】

休

【ヤ
ス
ム
　
ヤ
ス
マ
ム
　
ヤ
ス
ミ
】

慰

【ナ
グ
サ
ム
　
ナ
ク
サ
マ
ム
　
ナ
ク
サ
ミ
】
右
ハ
自
ラ
ス
ル
事
ナ
リ
、
使
頼
【タ
ノ
ム
ル
　
タ
ノ
メ
テ
】

使
進
【
ス
ゝ
ム
ル
　
ス
ゝ

メ
テ
】
　

使
休

【ヤ
ス
ム
ル
　
ヤ
ス
メ
テ
】

使
慰

【ナ
ク
サ
ム
ル
　
ナ
ク
サ
メ
テ
】
右
ハ
使
ゆ然
ラ
ナ
リ
、
外
ヨ
リ
物
ヲ
ス
ゝ
ム

ル
ヤ
ス
ム
ル
也
、
ヤ
ス
ム
ル
ハ
人
ガ
我
ヲ
ヤ
ス
マ
ス
ナ
リ
、
タ
ノ
ム
ル
ハ
人
ガ
我
ヲ
タ
ノ
マ
ス
ナ
リ
、

翁
紫
文
詳
解
』
　

四

・
五
九
二
　
上
欄
）

凡
テ
タ
マ
フ
ハ
、
此
方
ヨ
リ
彼
方

ヘ
タ
マ
フ
也
、
タ
バ
ル
ハ
、
彼
方
ヨ
リ
此
方

ヘ
タ

∩
万
葉
集
玉
の
小
琴
　
別
巻
』
　

エハ
・
七
五
　
上
欄
）

都
度
比
は
自
　
集
ふ
な
り
、
古
事
記
に
都
度
比
と
注
し
た
る
も
、
八
百
万
ノ
神
み
づ

〈ア
集
の
約
ま
り
た
る
に
て
、
他
を
集
は
じ
む
る
な
り
、
こ
ゝ
は
詔
命
を
以
て
、
つ

２
　
タ
マ
ハ
ム
ト
訓
テ
ハ
、
自
他
ノ
違
ヒ
ア
リ
、

マ
ハ
ル
ナ
リ
、

３
　
都
度
比
と
都
度
門
と
は
、
自
他
の
差
に
て
、

か
ら
集

へ
る
を
云
所
な
れ
ば
也
、
都
度
閑
は
、

ど
は
じ
む
る
を
い
へ
ば
、
都
度
閑
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
大
祓
詞
後
釈
』
　

七

。
一
〇

一
）

な
ど
。
ま
た
、
自
他
の
意
で

「
こ
な
た
か
な
た
」
「裏
表
」
の
名
目
を
使
う
こ
と
も
あ
る
。
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⑭
ｌ
　
た
の
め
　
た
の
む
る
と
は
、
人
の
我
を
頼
ま
し
む
る
を
い
ひ
て
、
頼
み
　
頼
む
と
い
ふ
と
は
、
こ
な
た
か
な
た
の
か
は
り
あ
り

翁
玉
あ
ら
れ
』
　

五

・
四
八
七
）

２
　
見
る
は
、
こ
な
た
よ
り
あ
な
た
を
み
る
こ
と
、
見
ゆ
は
、
あ
な
た
よ
り
こ
な
た
へ
見
ゆ
る
こ
と
に
て
、
別
な
る
を
や
、

電
玉
あ
ら
れ
』
　

五

・
四
九
二
）

３
　
す
べ
て
賜
ふ
と
は
、
与
ふ
る
方
を
い
ひ
、
賜
は
る
と
は
、
受
る
方
を
い
ひ
て
、
彼

此
の
た
が
ひ
あ
り
、

電
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
　

七

・

４
　
さ
て
上
と
云
に
、
上
を
云
と
辺
を
云
と
ニ
ッあ
り
、
凡
て
宇
間
は
、
裏
表
と
云
て
、
裏
は
内
、
表
は
外
な
る
を
、

に
外
表
な
れ
ば
、
本
は
同
意
な
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
古
事
記
伝
』
　

十

・

な
ど
が
あ
る
。
型
異
表

。
内
外
」
に
は
富
士
谷
成
章
と
の
関
係
も
問
題
と
な
ろ
う
が
、
い
ま
は
措
く
。

自
他
に
関
わ
っ
て
延

。
約
に
つ
い
て
い
う
こ
と
も
、

⑬
綱
鯖
貯
啄
ふ
【智
肥
だ
舞
と
も
】
と
云
は
、
人
を
電
ふ
人
の
ば
よ
り
云
フ〓百、
響
鼎
詐
ち
る
と
云
は
、
其
ノ弼
は
る
ゝ
人
の
メ
よ
り
云
７

言
に
て
、
同
言
の
活
用
な
り
、
【仕
は
、
被
レ使
の
波
趙
を
切
て
開
と
云
る
に
て
、
都
加
閑
都
加
布
都
加
布
流
と
活
く
、
此
ノ
時
は
布
は

布
流
の
切
り
な
り
、
使
は
、
都
加
波
牟
都
加
比
都
加
布
都
加
閑
と
活
く
、
此
ノ
時
は
都
加
開
は
、
仰
す
る
言
に
て
、
仕
の
開
と
は
異
な

り
、
さ
て
又
遺
す
は
、
使
ふ
を
延
へた
る
に
て
、
立
を
多
々
須
と
云
フ
な
ど
と
同
格
な
り
、
又
物

へ
遣
る
人
を
、
使
と
云
も
、
都
加
布

を
体
言
に
し
た
る
な
り
、
さ
れ
ば
使
ふ
仕

へ
遣
す
使
な
ど
、
皆
本
は
同
言
な
る
が
、
活
け
る
な
り
、
】

名
古
事
記
伝
』

十

一
。
一
〇
七
）

（９
）

な
ど
、
多

い
。

右
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
宣
長
は
既
に
自
他
の
別
が
活
用
型
の
違
い
に
よ
る
こ
と
、
そ
れ
が
組
織
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

二

一
〇
）

上
も
辺
ッ
も
共

四
五
四
）



557 第五章  『詞八衝』と『詞通路Jの草稿

を
認
識
し
て
い
る
。
活
用
の
現
象
が
、
係
結
び
の
研
究

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
に
よ
っ
て
組
織
的
な
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
宣
長
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
加
え
る
に
宣
長
は
、
″自
他
″
を
解
く
に

″延
約
″
を
も
っ
て
す
る
。
こ
の
よ
う
な
宣
長
の
見
解

を
春
庭
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
く
、
『詞
八
衛
』
の
証
例
が
多
く
を
宣
長
の
著
書
に
拠

っ
て
い
た
よ
う
に

（↓
第

一
部
第
四
章
第

一
節
）
、

自
他
に
関
わ
る
基
本
的
な
考
え
や
名
目
も
春
庭
の
研
究
に
流
れ
込
む
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
春
庭
は
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で

″自
他
″
を

語
学
研
究
の
出
発
点
と
し
て

″活
用
〃
の

『詞
八
衝
』
を
成
し
、
″自
他

・
延
約
″
の

『詞
通
路
』
を
成
し
た
。

〓
一　

自
他

の
意
義
規
定

刊
本

『詞
八
衛
』
に
も

″自
他
″
に
関
係
す
る
記
述
が
多
い
。

⑩
ｌ
　
さ
て
か
く
お
ど
す
と
ハ
下
三
段
の
活
詞
に
も
い
ひ
こ
ゝ
の
活
に
も
い
へ
る
を
こ
ゝ
の
活
詞
と
さ
だ
め
て
挙
た
る
は
此
行
の
下
三

段
の
活
詞
は
他
に
然
さ
す
る
を
い
ひ
四
段
の
活
は
物
を
し
か
す
る
を
い
ひ
て
お
ど
す
も
も
の
を
し
か
す
る
か
た
な
れ
ば
な
り

（上
三
十
四
オ
）

お
も
ハ
す
る
…
…
な
ど
他
に
然
す
る
詞
猶
多
し
…
…
又
右
の
他
に
然
さ
す
る
詞
を
た
ふ
と
む
方
に
も
い
へ
り

（上
四
十
五
ウ
）

３
　
凡
て
他
に
然
さ
す
る
は
こ
ゝ
の
活
き
物
を
然
す
る
ハ
此
行
の
四
段
の
活
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
四
十
六
オ
）

４
　
に
ほ
ハ
せ
…
…
な
ら
は
せ
…
…
共
に
他
に
然
さ
す
る
方
な
れ
ば
こ
ゝ
の
活
の
詞
を
用
ひ
ま
た
に
ほ
ハ
す
…
…
な
ら
は
い
…
…
物

を
然
す
る
な
れ
ば
四
段
の
活
の
方
を
用
ひ
た
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
四
十
六
オ
）

５
　
ふ
す
と
ふ
す
る
と
あ
れ
ど
こ
ハ
自
他
を
わ
か
ち
て
ま
ぎ
ら
は
し
き
こ
と
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
四
十
六
ウ
）

６
　
な
ほ
自
他
の
詞
の
こ
と
は
別
に
く
は
し
く
い
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
四
十
六
ウ
）

２
　
い
は
す
る
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７
　
さ
て
か
く
他
に
し
か
さ
す
る
ハ
上
に
も
い
へ
る
如
く
凡
て
皆
こ
ゝ
の
活
詞
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
四
十
九
オ
）

８
　
か
く
四
段
に
活
き
て
ハ
他
の
も
の
ゝ
こ
れ
に
な
ず
ら
ふ
を
い
ひ
こ
の
行
下
三
段
に
な
ず
ら
ふ
　
な
ず
ら
ふ
る
　
な
ず
ら
ふ
れ
な

ず
ら

へ
と
は
た
ら
き
て
は
他
の
も
の
に
こ
れ
を
な
ず
ら
ふ
る
こ
と
に
て
意
こ
と
な
り
な
ほ
か
く
お
な
し
行
な
が
ら
活
の
こ
と
な
る

に
て
自
他
を
わ
か
つ
こ
と
い
と
多
か
れ
ど
こ
は
い
さ
ゝ
か
ま
ぎ
ら
は
し
げ
な
れ
バ
つ
い
で
に
わ
き
ま

へ
お
く
な
り（下

十
三
ウ
）

９
　
す
べ
て
物
を
し
か
す
る
ハ
お
ほ
く
こ
ゝ
の
活
詞
に
い
ひ
も
の
ゝ
お
の
づ
か
ら
し
か
る
ハ
也
行
の
方
に
い
へ
ば
猶
こ
ゝ
の
活
詞
な

る
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
二
十

一
ウ
）

こ
れ
ら
は
す
べ
て
各
行
各
活
用
型
の
証
例
中
の
、
い
わ
ば
解
説
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
『詞
通
路
』
に
お
い
て
自
他
詞
の
意
義
規
定
と
な

る

「他
に
然
す
る
」
「物
を
し
か
す
る
」
「も
の
の
お
の
づ
か
ら
し
か
る
」
の
名
目
が
こ
こ
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
活
用
の
如
何
に
応
ず
る
自

他
の
意
味
を
表
す
も
の
で
、
″自
他
と
活
用
″
に
つ
い
て

「活
の
こ
と
な
る
に
て
自
他
を
わ
か
つ
」
と
述
べ
る
。

刊
本

『詞
通
路
』
に
も

″自
他
と
活
用
″
に
関
す
る
、

④
ｌ
　
も
は
ら
此
自
他
の
言
葉
の
活
を
む
ね
と
こ
ゝ
ろ
う

へ
き
わ
さ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
三
オ
）

２
　
す
へ
て
自
他
の
わ
か
ち
は
皆
こ
と
／
ヽ
く
詞
の
は
た
ら
き
に
あ
る
こ
と
な
れ
は
わ
か
さ
き
に
あ
ら
は
せ
る
詞
の
や
ち
ま
た
の
四

種
の
活
に
そ
な
は
り
た
れ
は
其
活
の
名
目
に
て
い
ふ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
四
オ
）

３
　
自
他
の
わ
か
る
ゝ
事
詞
の
活
に
よ
る
事
な
れ
は
其
い
ひ
さ
ま
さ
ま
ノ
ぐ
、
な
れ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
九
オ
）

が
あ
る
。
「通
路
」
翁
詞
の
自
他
の
事
し

中
に
自
他
と
活
用
に
つ
い
て
直
接
述
べ
る
の
は
総
論
の
右
の
記
述
の
み
で
あ
る
が
、
「通
路
」
で

は
最
早
そ
れ
は
敢
え
て
述
べ
る
必
要
も
な
い
こ
と
で
、
「詞
の
自
他
の
事
」
の
す
べ
て
が

″自
他
と
活
用
″
に
つ
い
て
説
く
内
容
な
の
で
あ

Ｚつ
。
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今
ま
で
見
て
き
た
多
く
の
草
稿

・
雑
稿
雑
篇
に
お
け
る
活
用
と
自
他
の
関
係
、
自
他
詞
の
意
義
規
定
に
関
わ
る
記
述
に
つ
い
て
は
、

２８

「
三
の
四
七
①
」
に

「
け
む
り
の
お
の
つ
か
ら
た
つ
、
人
の
た
つ
る
」
「国
な
と
の
お
の
つ
か
ら
ほ
ろ
ふ
る
、
人
の
国
を
ほ
ろ
ほ
す
」
「人

の
花
な
と
を
見
る
、
お
の
つ
か
ら
見
ゆ
る
、
人
の
見
す
る
」
「物
な
と
思
ふ
、
人
に
物
思
ひ
を
さ
す
る
、
お
の
つ
か
ら
物
思
ひ
の
せ
ら

る
ゝ
」
、
「
子
を
産
た
る
に
お
や
の
方
、
子
の
か
た
」
「人
を
物

へ
遣
す
に
や
る
人
、
行
人
」
と
し
て
、
「
た
つ
、
た
つ
る
」
「
ほ
ろ
ふ
る
、
ほ

ろ
ほ
す
」
「見
る
、
見
ゆ
る
、
見
す
る
」
「思
ふ
、
思
は
す
る
、
思
は
る
ゝ
」
、
「う
む
、
う
ま
る
ゝ
」
退
退
は
す
、
つ
か
は
さ
る
ゝ
」
の
語
を

挙
げ
る
。

２９

「
三
の
四
四
③
」
に
は

「
し
の
を
や
る
人
の
方
、
も
の
を
う
く
る
か
た
」
と
し
て

「
た
ま
ふ
、
た
ま
わ
る
」
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
語
の
う
ち

「刊
本
」
の
上
下
対
置
語
で
は

「た
つ
、
た
つ
る
」
「
ち
る
、
ち
ら
す
」
二
語
あ
る
の
み
で
あ
る
が

（三
ウ
）、
こ
こ
に
は

後
の

『自
他
』
「初
稿
本
」
「成
稿
本
」
「刊
本
」
の
す
べ
て
に
除
か
れ
る
こ
と
に
な
る

「産
、
遣
」
も
あ
る
。
「産
、
遣
」
は
自
他
詞
と
し

て
は

「自
他
草
稿
」
の
み
に
あ
る
語
で
、
「産
」
は
意
義
規
定
が

「親
方
、
子
方
」
（た
だ
し
抹
消
）
と
い
う
。
そ
し
て
宣
長
の

『玉
あ
ら

れ
』
に
は

「給
ふ
、
給
は
る
」
に

「あ
た
ふ
る
人
、
受
る
人
」
、
「
つ
か
は
す
、　
つ
か
は
さ
る
」
に

「や
る
人
、
ゆ
く
人
」
と
あ
る

（↓
⑭

７

●
８
）。

２６

「
三
の
四
七
②
」
に
は

「自
他
の
わ
か
ち
」
「自
他
の
け
ち
め
」
、
意
義
規
定

「
み
つ
か
ら
し
か
す
る
」
「も
の
を
し
か
す
る
」
「他
を

し
て
も
の
を
し
か
せ
し
む
る
」
「
お
の
つ
か
ら
し
か
る
」
「他
よ
り
し
か
せ
ら
る
ゝ
」
「
お
の
つ
か
ら
し
か
せ
ら
る
ゝ
」
が
あ
る
。
「垂
、
畳
、

屈
」
を
例
と
し
て
語
の
活
用
、
断
続
、
係
り
に
対
す
る
結
び
と
自
他
と
の
関
係
を
か
な
り
詳
し
く
説
く
。

２５

「
三
の
四
八
①
」
に
は
次
の
よ
う
な
自

。
他
の
格
を
示
す

「
の
、
を
」
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
る
。

④
す

へ
て
自
な
る
詞
の
上
に
ハ
の
と
い
ひ
他
な
る
詞
の
上
に
ハ
を
と
い
ふ
こ
れ
其
大
む
ね
也
た
と
ヘ
ハ
春
を
ま
つ
春
の
ま
た
る
ゝ
花
を
見

る
花
の
見
ゆ
る
人
を
思
ふ
人
の
お
も
ほ
ゆ
る
な
と
ヽ
い
ひ
て
春
の
ま
つ
春
を
ま
た
る
ゝ
花
の
見
る
花
を
見
ゆ
る
人
の
思
ふ
人
を
お
も

ほ
ゆ
る
と
ハ
い
は
ざ
る
か
如
し
此
の
ハ
い
つ
れ
も
が
の
意
の
の
也
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刊
本

『詞
通
路
』
に
も
類
似
の
、

②
世
の
人
自
他
の
詞
は
た
ゝ
煙
な
と
の
た
つ
と
い
ふ
は
お
の
つ
か
ら
た
つ
こ
と
を
い
ひ
た
つ
る
と
い
ふ
は
人
の
た
つ
る
事
を
い
ひ
ま
た

花
の
ち
る
と
い
ふ
は
お
の
つ
か
ら
ち
る
こ
と
ち
ら
す
と
い
ふ
は
か
せ
な
と
の
ち
ら
す
こ
と
な
と
ゝ
の
み
な
ほ
さ
り
に
思
ひ
て
く
は
し

く
考

へ
じ
る
へ
き
事
と
も
お
も
ひ
た
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
ウ
６
～
三
ウ
ー０
）

が
あ
る
し
、
「
お
の
つ
か
ら
然
る
方
に
ハ
の
と
い
ひ
物
を
然
す
る
方
に
ハ
を
と
い
ふ
な
り
」
（四
十
二
オ
）
が
あ
る
。

春
庭
の
自
他
意
義
規
定
の
名
目
は
、
語
学
研
究
の
当
初
か
ら

一
応
準
備
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
初
期
の
草
稿
、
例
え
ば
コ
一一の
四
七
①
」

「
三
の
四
七
②
」
Ｊ
一の
四
八
①
」
（翻
字
２８
・
２６
。
２５
）
な
ど
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
。
「刊
本
」
か
ら
す
れ
ば
、
な
か
に
特
異
な
名
目
も
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
殆
ど
が
既
に
宣
長
に
そ
の
使
用
例
が
あ
る
。
勿
論
す
べ
て
を
宣
長
に
拠

っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
例
え
ば
「刊
本
」

の
意
義
規
定

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
は

「
二
　
一旦
長
の
自
他
」
に
引
用
し
た
部
分
に
は
見
え
な
い
し
他
に
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
宣
長
に

は

「
み
づ
か
ら
然
る
」
が
あ

っ
て
、
こ
れ
は
春
庭
の

『自
他
』
η
三
の
二
六
し

や
初
稿
本

『詞
通
路
』
翁
二
の
三
〇
し

に
も
見
え
る
が

「刊
本
」
で
は
見
え
な
い
。
「刊
本
」
に
至
る
ま
で
に
春
庭
が
新
た
に
案
出
し
た
名
目
は
あ
る
が
、
多
く
を
宣
長
に
依

っ
て
い
る
の
で
あ

２つ
。

四
　
雑
稿
残
篇
の
筆
跡

第

一
節
二

「翻
字
と
そ
の
注
記
」
で
扱
っ
た
草
稿

・
雑
稿
残
篇
の
筆
跡
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
て
み
る
。

こ
こ
に
い
う
筆
跡
と
は
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
意
で
、
同

一
人
物
の
手
に
成
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、
筆
者
を
特
定
す
る

と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
書
き
手
が
同
じ
で
も
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
あ
る
し
、
時
期
が
同
じ
で
も
別
人
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

別
人
で
も
時
が
過
ぎ
れ
ば
判
別
で
き
な
い
ほ
ど
似
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
う
方
面
の
素
人
の
筆
者
に
は
唯
見
た
印
象
で
の
こ
と
で
、
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確
実
な
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
印
象
に
従

っ
て
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
（
＊
印
の

資
料
は

「翻
字
」
で
扱

っ
た
資
料
以
外
の
資
料
で
、
本
書
冒
頭
の
資
料

一
覧
の
番
号
を
付
し
て
お
く
。
）

Ａ
　
ｌ

・
三
の
五
七
①
、
２

●
三
の
五
七
②
、
３

●
三
の
五
七
④
、
４

●
三
の
五
七
③
、

３．

「
三
の
五
六
」

「通
路
の
草
稿
」
の
グ
ル
ー
プ
。

Ｂ
　
５

ｏ
三
の
五
七
⑤
、
６

●
三
の
三

一
②
、
７

二
一一の
三

一
③
、
８

二
一一の
三

一
①

「通
路
の
草
稿
」
の
グ
ル
ー
プ
。

Ｃ
　
９

●
三
の
四
七
③
、

２７

・
三
の
五

一
③
、

３０

。
三
の
五

一
②
、

２８

上
二
の
四
七
①

「
八
街
の
草
稿
」
「自
他
草
稿
の
草
稿
」
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
。

Ｄ
　
ｌＯ

。
三
の
四
七
⑤
、
ｎ

。
三
の
四
八
②
、

２５

。
三
の
四
八
①

「
八
衛
の
草
稿
」
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
。

Ｅ
　
‐２

・
三
の
四
八
⑩
、

１５

。
三
の
五
五
③
、

１６

・
三
の
四
八
④

「初
期
の
草
稿
」
の
グ
ル
ー
プ
。

Ｆ
　
・３

・
三
の
四
八
⑦
、

１４

・
三
の
四
八
⑨
、

１９

。
三
の
四
八
③
、

２０

■
二
の
四
八
③
、

２‐

．
三
の
五

一
①
、

２２
■
一一の
四
七
④
、

２３

・
三
の
四
八
⑪
、

２４

・
三
の
四
八
⑥
、

２６

・
三
の
四
七
②
、

２９

■
二
の
四
四
③

「初
期
の
草
稿
」
「上
二
段
の
名
目
の
草
稿
」
「自
他
草
稿
の
草
稿
」
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
。

Ｇ
　
・７

・
三
の
五
五
④
、
＊
２

「
三
の
二
七
」
「
同
意
草
稿
し
、
＊
２０

「
二
の
三
〇
」
翁
詞
通
路
初
稿
本
し
、

＊
２．

「
二
の
三

一
」
つ
詞
通
路
成
稿
本
し

Ｈ
　
・８

二

あ

四
八
⑤
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Ｉ
　
３２

・
三
の
五
五
⑤
、

３３

。
三
の
五
五
⑥
、
＊
１０

「
三
の
四
九
①
」
翁
通
路
資
料

（そ
の
三
ど
）

右
に
よ
れ
ば
、
″自
他
″
と
「
四
種
の
活

（の
図
と

と
の
関
係
を
述
べ
る
内
容
を
含
む
草
稿
、

２５
Ｊ
二
の
四
八
①
」
。
２６
Ｊ
一の
四
七
②
」
。

２７

「
三
の
五

一
③
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
筆
跡
に
異
な
る
点
は
あ
る
が
活
用
の
断
続

・
助
動
詞
の
接
続

。
「上
二
段
」
の
名
目

ｏ
「
八
衛
」
な
ど

に
関
す
る
草
稿
と
し
た
Ｃ
・Ｄ
・Ｆ
の
グ
ル
ー
プ
の
草
稿
と
筆
跡
が
酷
似
し
て
い
る
。
筆
跡
の
類
似
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
草
稿
は

『詞

八
衛
』
成
立
前
の
草
稿
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

兼
言
の
草
稿
の
３２

「
三
の
五
五
⑤
」
。
３３

「三
の
五
五
⑥
」
に
は
他
に
類
筆
、
ど
一の
四
九
①
」
（本
書
資
料
番
号
１０
）
が
あ
る
。
Ｊ
一の

四
九
①
」
は
証
例
集
で

「
八
衛
」
に
採
ら
れ
た
証
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
草
稿
は

「
八
衛
」
成
立
以
前
の
草
稿
と
認
め
ら
れ
、

か
な
り
初
期
の
草
稿
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

自
他
の
問
題
も
兼
用

。
延
約
の
問
題
も
、
春
庭
に
と
っ
て
は
活
用
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
語
学
研
究
の
当
初
か
ら
す
べ

て
無
視
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

五

　

「
自
他
草
稿
」

「自
他
草
稿
」
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
た
が

（↓
第
二
部
第
二
章
第
三
節
）
、
関
係
の
あ
り
そ
う
な
草
稿
が
雑
稿
残
篇
の
な
か
に
あ
る
。

「通
路
」
の
直
接
的
な
草
稿
と
し
て
も
か
な
り
初
期
の
２８

「
三
の
四
七
①
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

④
子
を
産
た
る
に
お
や
の
方
を
い
ふ
に
ハ
う
み
　
＞つ
む
と
い
ひ
子
の
か
た
を
い
ふ
に
ハ
う
ま
る
ゝ
　

つゝ
ま
れ
と
い
ひ
　
人
を
物

へ
遣
す

に
や
る
人
の
上
を
い
ふ
に
ハ
遣
は
し
　
湮退
は
す
と
い
ひ
行
人
の
上
を
い
ふ
に
ハ
つ
か
は
さ
る
ゝ
　
つ
か
ハ
さ
れ
と
い
ふ
也

と
あ
る
。
ど
ご

で
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
意
義
規
定

「
お
や
の
方
、
子
の
か
た
」
と
同
様
の
規
定
が

「自
他
草
稿
」
に
も

見
ら
れ
、
「自
他
草
稿
」
で
は

Ｆ
つ
み
―
う
ま
る
ゝ
」
に
対
し
て

「親
方
、
子
方
」
と
あ

っ
て
抹
消
さ
れ
別
に
対
置
語

「う
み
―
う
ま
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る
ゝ
、　
つ
か
は
じ
―
つ
か
ハ
さ
る
ゝ
」
を
挙
げ
て
意
義
規
定

「然
す
る
方
を
云
―
然
せ
ら
る
ゝ
方
を
云
」
を
付
す
。
こ
こ
に
は
右
の

「
三

の
四
七
①
」
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

２９

「三
の
四
四
③
」
に
は

「給
、
賜
」
に
対
す
る

「も
の
を
や
る
人
の
方
、
も
の
を
う
く
る
か
た
」

が
あ
る
。
「自
他
草
稿
」
の
意
義
規
定
に
通
ず
る
言
い
方
で
あ
る
。
こ
う
い
う
意
義
規
定
は

「初
稿
本
」
直
前
の
草
稿

（Ｊ
一の
五
七
①
②

④
③
⑤
」
Ｊ
一の
三

一
②
③
①
し

に
も

「初
稿
本
」
以
降
に
も
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
と
同
類
の
こ
と
は
宣
長
に
既
に
見
ら

れ
る
。

②

【…
…
、
又
宇
牟
は
母
に
就
た
る
故
に
、
子
に
就
て
い
へ
ば
宇
麻
流
と
い
ふ
、
所
レ生
の
意
な
り
、
さ
れ
ば
古
書
に
生
ノ字
を
書
る
に

此
ノ
差
別
あ
り
、
母
に
就
て
某
生
レ某
フ
と
あ
る
生
は
、
親
の
子
を
産
な
れ
ば
、
宇
牟
と
か
阿
良
志
坐
と
か
訓
べ
し
、
子
に
就
て
某
生
と

あ
る
生
は
、
子
の
誕
生
な
れ
ば
、
宇
麻
流
と
か
阿
礼
坐
と
か
訓
べ
し
、
然
る
に
世
ノ
人
此
ノ
差
別
な
く
、
生
ノ
字
を
ば
、
子
に
就
て
も
親

に
就
て
も
、
阿
礼
坐
と
訓
ム
を
古
言
と
心
得
た
る
は
非

が
り
、
凡
て
何
事
も
文
字
に
委
ね
お
く
故
に
、
古
言
の
か
ゝ
る
差
別
あ
る
こ

と
を
得
排

へ
知
ラ
ざ
る
、
此
類
多
し
、
其
例
を

一
ヱ
一ッ
い
は
ば
、
賜
ふ
と
賜
は
る
と
を

一
ッ
に
心
得
、
遣
す
と
遣
さ
る
と
を

一
ッ
に
心
得

る
な
ど
、
皆
誤
な
り
、
多
麻
布
は
与
ふ
る
人
に
就
て
い
ふ
言
、
多
麻
波
流
は
受
る
人
に
就
て
い
ふ
言
に
て
、
所
レ
賜
の
意
な
り
、
都
加

潔
密
は
き
る
人
に
就
て
い
ふ
言
、
Ｐ
ｒ
潔
ぽ
プ
は
毎
人
に
就
て
い
ふ
言
に
て
、
ァ
レ
Ｅ
ハげ

意
な
り
、
凡
て
の
訂
デ
か
ひ
、
此
レ
事
を
以

て
准

へ
知
ル
ベ
し
、
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『古
事
記
伝
』
　

十

・
四
三
五
）

「自
他
草
稿
」
の
対
置
語
は
、
そ
れ
が
四
段
活
や

一
段
活
の
語
の
場
合
、
連
用
形
で
列
記
さ
れ
る
こ
と
は
今
ま
で
屡
々
述
べ
て
き
た
（↓

第

一
部
第
二
章
、
第
二
部
第
二
章
）
。
草
稿
３０

「
三
の
五

一
②
」
も
四
段
活
の
場
合
、
「
お
と
ろ
き

ｏ
お
と
ろ
か
し
、
ま
ろ
ひ

ｏ
ま
ろ
は
し
、

ち
り

・
ち
ら
し
」
の
よ
う
に
連
用
形
で
語
を
示
す
。
連
用
形
で
語
を
示
す
こ
と
は
他
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。

筆
跡
の
点
で
は
、
ど
一の
四
七
①
」
Ｊ
一の
五

一
②
」
は

「
八
衛
の
草
稿
」
の
グ
ル
ー
プ
に
似
て
お
り
、
ど
一の
四
四
③
」
は

「初
期
の
草

稿
」
「
上
二
段
の
名
目
の
草
稿
」
の
グ
ル
ー
プ
に
似
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
が

「自
他
草
稿
」
と
近
い
関
係
の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
「自
他
草
稿
」
は
か
な
り
早
い
時
期
の
成
立
と
な

る
。
あ
る
い
は
、
語
学
研
究
の
当
初
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
と
い
っ
て
「
八
衝
」
以
前
と
す
る
に
は
、
い
さ
さ
か
憚
ら
れ
る

（↓

第
二
部
第
二
章
第
二
節
）
。

エハ
　

『詞
八
衛
』
『詞
通
路
』
の
成
立

春
庭
の
語
学
研
究
は
、
父
宣
長

『て
に
を
は
紐
鏡
』
の
欄
外
注
記

（↓
二
引
用
⑫
）
に
そ
の
源
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
「紐
鏡
」
の

注
記
に
い
う
よ
う
な

″自
他
と
活
用
″
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
引
用
し
た
よ
う
に

（↓
二
⑫
～
⑬
）
多
く
の
宣
長
著
書
に
も
見
ら

れ
、
当
然
春
庭
も
見
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
春
庭
の
研
究
が
父
宣
長
の
遺
言
書
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り

（↓
第

一
部
第

一

二５
、
し
た
が
っ
て
宣
長
の
著
書
を
読
み
直
す
こ
と
、
勿
論
、
妻
・
妹
・
門
人
の
手
を
借
り
て
の
こ
と
だ
が
、
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
に
違
い

な
い
。

「
上
二
段
の
名
目
」
「活
用
と
自
他
」
（↓
第

一
節
二
⑤
⑥
）
等
に
挙
げ
た
草
稿
は
、
活
用
、
自
他
と
活
用
、
自
他
と
延
約
な
ど
の
研
究

が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
内
容
、
筆
跡
の
類
似
は
春
庭
の
語
法
研
究
の
初
期
に
お
い
て
既
に
そ
う
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。

単
純
に

『詞
八
衝
』
が
活
用
研
究
書
、
『詞
通
路
』
翁
詞
の
自
他
の
事
し

が
自
他
研
究
書
と
す
る
こ
と
は
誤
り
と
は
言
え
な
い
に
し
て

も
正
確
で
は
な
い
し
、
『詞
八
衛
』
成
立
後
に
改
め
て
自
他
や
兼
言
延
言
約
言
の
研
究
に
取
り
か
か
っ
て
多
く
の
年
月
を
費
や
し
て

『詞
通

路
』
が
成
立
し
た
と
す
る
の
も
正
し
く
な
い
。
研
究
の
当
初
か
ら

″自
他
″
と

″活
用
″
の
両
者
は
相
互
に
関
係
し
あ

っ
て
研
究
が
進
め

ら
れ
成
長
し
て
い
っ
て
、
活
用
を
中
心
に
し
て
先
ず

『詞
八
衡
』
が
成
り
、
や
が
て
自
他
を
中
心
と
し
て
『詞
通
路
』
翁
詞
の
自
他
の
事
し

と
な

っ
た
と
考
え
る
べ
き
あ
る
。
両
者
は
活
用
と
自
他
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
共
に
成
長
し
時
を
異
に
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

活
用
研
究
の
象
徴
的
な

「
四
種
の
活
の
図
」
で
さ
え

″自
他
″
と
関
わ
り
を
も
つ
。
春
庭
の
語
学
研
究
の
根
底
に
あ
る
も
の
は

″自
他
″
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の
問
題
で
あ

っ
て
、
活
用
も
兼
言

・
延
言

・
約
言
も
自
他
に
関
わ
る
。
そ
れ
は
、
『詞
八
衛
』
『詞
通
路
』
が
成
る
に
至
る
、
そ
の
過
程
に

あ
る
多
く
の
草
稿
、
抜
き
書
き
、
カ
ー
ド
類
が
両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

か
つ
て
は

『詞
八
衛
』
の
称
揚
さ
れ
る
こ
と
が
著
し
く

『詞
通
路
』
は
そ
の
栄
誉
の
陰
に
霞
む
存
在
で
あ
っ
た
が
、
春
庭
の
研
究
の
中

心
が

″自
他
″
に
あ

っ
た
と
な
れ
ば
、
国
語
学
史
上
に
お
い
て

『詞
通
路
』
は
そ
の
価
値
を
復
権
す
る
こ
と
に
な
る
。

敢
え
て
再
び
、
『詞
通
路
』
に
至
る

『詞
八
衛
』
か
ら
の
経
路
を
概
略
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

草
稿

・
雑
稿
残
篇
―
―
↓
初
稿
本
詞
八
衛
Ａ
ハ
〔
中
わ
】
け
時
詞
朝
耐
判

。
‐

二 十
〕
Ⅵ
Ｗ
残
欠
本
詞
の
や
ち
ま
た

。
浄
書
稿
詞
八
衛

―
―
↓
刊
本
詞
八
衛
―
―
↓
自
他
詞
資
料

一
―
―
↓
自
他
詞
資
料
二
―
―
↓
詞
の
カ
ー
ド
ー
ー
↓
自
他
―
―
↓
初
稿
本
詞
通
路

―

量

巫

―

彗

曇

こ
の
経
路
の
前
に
父
宣
長
の
活
用
、
活
用
と
自
他
、
自
他
と
延
約
の
研
究
が
あ
り
、
春
庭
の
語
学
研
究
は
宣
長
か
ら
続
く
も
の
と
な
る
。

〔注
〕

１
　

『御
国
詞
活
用
抄
』
　

大
平
所
持
本
。
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵

（翻
刻
、
『本
居
宣
長
全
集
』
別
巻

一　
昭
和
五
十

一
年
八
月
）。

２
　

『御
国
詞
活
用
鏡
』
　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

３
　
『活
語
活
用
格
』

鈴
木
膿
旧
蔵
本
、
安
藤
直
太
郎
氏
蔵
本
。
表
題

翌
一一呈
中活
用
抄
』。
（影
印
、
『文
莫
』
第
五
号
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
　
鈴

木
眼
学
会
）。

４
　

『御
国
詞
活
用
抄
』
東
洋
文
庫
蔵
、
岩
崎
文
庫
本
。
（影
印
、
『文
莫
』
第
五
号
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
　
鈴
木
眼
学
会
）。
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５
　
中
村
朱
美

Ｊ
旦
長
―
―
膿
に
お
け
る

「自
他
」
の
系
譜
―
膿
が
継
承
し
た
も
の
と
そ
の
独
自
性
―
」
翁
文
莫
』
第
十
八
号
　
平
成
五
年
十

一
月

鈴
木
膿
学
会
）
に
官
一長
、
膿
の
自
他
に
つ
い
て
の
論
が
あ
る
。
（平
成
五
年
十
二
月
十
二
日
、
追
加
）
。

６
　
注
３
に
よ
る
。

７
　
宣
長
関
係
の
引
用
は
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
に
よ
る
。

８
　
筑
摩
版

『本
居
宣
長
全
集
』
の
巻

・
ペ
ー
ジ
。

９
　
中
村
朱
美

「宣
長
―
―
春
庭
に
お
け
る

「自
他
」
の
系
譜

（中
ご

（『金
沢
大
学
　
国
語
国
文
』
第
十
九
号
　
平
成
六
年
二
月
　
金
沢
大
学
国

語
国
文
学
会
）
に
宣
長
、
春
庭
の
自
他
に
つ
い
て
の
論
が
あ
る
。
（平
成
六
年
四
月
六
日
、
追
加
）。

〔参
考
〕

１
　
尾
崎
知
光

コ
活
語
活
用
格
』
の
成
立
」
翁
文
莫
』
第
五
号
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
　
鈴
木
眼
学
会
）。
『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五

十
八
年
十

一
月
　
笠
間
書
院
）
所
収
。

○
第
二
節
は
、
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。
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春
庭
の
語
学
研
究
は
、　
〓
一一口
に
し
て
い
え
ば
父
宣
長
の
影
響
に
お
い
て

『詞
八
衛
』
も

『詞
通
路
』
も
成

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

寛
政
十
二
年
七
月
の
宣
長
の
遺
言
書

（↓
第

一
部
第

一
章
第
二
節
）
に
よ
っ
て
父
の
死
を
悟
り
、
自
立
し
て
、
父
宣
長
の
学
問
を
語
学
と

い
う
分
野
で
継
承
し
た
春
庭
は
、
「
八
衛
」
の
活
用
の
研
究
も

「通
路
」
の
自
他
の
研
究
も
、
そ
の
萌
芽
は
宣
長
の
著
作
に
見
ら
れ
る
。

「
八
衛
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い
ま

一
つ
明
確
で
は
な
い
が
活
用
研
究
の
象
徴
的
な
「
四
種
の
活
の
図
」
翁
詞
八
衛
Ｌ

は
父
宣
長
の
『
て

に
を
は
紐
鏡
』
の
発
展
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
活
用
語
の
終
止
す
る
語
形
を
網
羅
し
た

一
葉
の
表

「紐
鏡
」
か
ら

『活
用
言
の

冊
子
』
に
至
る
に
は
、
活
用
語
に
下
接
す
る
助
動
詞
を
分
離
し
、
係
り
結
び
の
表

「紐
鏡
」
で
は
意
識
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
連
用
形
に
注

目
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
（↓
第

一
部
第
二
章
第

一
節
）
、
そ
れ
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
、
宣
長
の
諸
著
作
に
見
ら
れ
る
考
え

や
、
宣
長
の
高
弟
の

一
人
で
あ
る
柴
田
常
昭
の
活
用
論

（『詞
つ
か
ひ
し

が
お
そ
ら
く
関
与
し
同
時
に
そ
の
活
用
論
が
影
響
し
て
初
稿
本

『詞
八
衛
』
に
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る

（↓
第

一
部
第
二
・
三

・
四
章
、
付
節
）
。
「初
稿
本
」
か
ら
は
、
徹
底
し
て
五
十
音
図
が

活
用
現
象
の
整
理
に
適
用
さ
れ
、
「
や
ち
ま
た
不
用
」
「や
ち
ま
た
例
語
草
稿
」
「
や
ち
ま
た
例
語
草
稿
二
」
に
よ
っ
て
徐
々
に
語
の
活
用
型

確
定
の
た
め
の
証
例
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
活
用
型
が
決
定
し
て
い
っ
て

（↓
第

一
部
第
四
章
）
、
「草
稿
残
欠
本
」
「浄
書
稿
」
と
な
り
、
刊

本

『詞
通
路
』
と
な
っ
て
完
成
し
た
の
で
あ
る

（↓
第

一
部
第
四

・
五
章
）
。

初
期
の
雑
稿
残
編
の
類
が
語
る
よ
う
に
、
ま
た

「刊
本
」
に
散
見
す
る
よ
う
に
、
活
用
研
究
の

『詞
八
衛
』
に
は
研
究
当
初
に
意
図
し

た
、
あ
る
い
は
そ
の
研
究
の
途
上
に
課
題
と
な
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
多
く
の
問
題
が
あ

っ
た
。
″自
他
″
、
″兼
言
・
約
言
・
延
言
″
の
研
究



が
そ
れ
で
、
形
を
成
し
た
の
が

『詞
通
路
』
で
あ
る
。

「
通
路
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
成
立
は

「
八
衛
」
に
源
を
も
ち
、
更
に
遡
れ
ば
宣
長
に
至
る
。
「紐
鏡
」
の
注
記
や

『活
用
言
の
冊

子
』
の
凡
例
、
春
庭
の
雑
稿
残
編
の
類
が
示
す
よ
う
に
活
用
と
自
他
と
の
関
係
が
契
機
と
な

っ
て

「刊
本
」
名
詞
八
衛
し

の
各
活
用
型
別

に
載
る
例
語
を
も

っ
て
同

一
語
基
の
幾

つ
か
の

″自
他
″
の
語
を
挙
げ
る
こ
と
か
ら
自
他
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
が

「自
他
詞
資
料

一
」
「自
他
詞
資
料
二
」
で
あ
る

（↓
第
二
部
第
二
章
第
二
節
）
。
そ
の
幾
つ
か
の

″自
他
″
の
語
か
ら
改
め
て
自
他
対
応
す
る
と
見
倣
さ

れ
る
二
語
を
精
選
し
た
の
が

「詞
の
カ
ー
ド
」
で
、
そ
れ
に
自

ｏ
他
の
意
義
規
定
を
付
し
て

″自
他
″
の
上
下
対
置
語
と
し
て
形
を
成
し

た
の
が

『自
他
』
で
あ
る

（↓
第
二
部
第
二
章
第

一
節
）
。
お
そ
ら
く
そ
の
少
し
前
、
一
一語
対
応
の
多
く
の
自
他
詞
を
集
め

「付
け
木
」
に

よ

っ
て
意
義
規
定
を
付
し
た

「自
他
草
稿
」
が
成
り
、
最
初
の
六
段
図

「詞
の
表
」
が
成

っ
た

（↓
第
二
部
第
三
章
第
二
節
）。
そ
の
後

は
、
直
接
に
は

『自
他
』
か
ら
初
稿
本

『詞
通
路
』
と
な
り
、
「成
稿
本
」
と
な
り

「刊
本
」
と
な
っ
て
完
成
し
た
の
で
あ
る

（↓
第
二
部

第
二

・
三
章
）
。

『詞
通
路
』
の

″自
他
″
は
、
そ
の
最
初
が

『詞
八
衛
』
の
例
語
を

一
つ
の
語
基
と
し
て
そ
れ
が
活
用
の
型
を
異
に
す
る
幾
つ
か
の
語

を
も

っ
て
自
他
詞
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
を
精
選
し
て
自
他
対
応
の
二
語
と
し
た
よ
う
に
最
初
に

″自
他
″
と
し
て
対
立
す

る
規
準
が
あ

っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。
同

一
語
基
の
幾

つ
か
の
自
他
詞
か
ら
の
自
他
対
応
二
語
の
組
合
せ
は

一
つ
の
自
他
対
置
語
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
春
庭
の

″自
他
″
は
、
自
動
詞

・
他
動
詞
の
よ
う
に
裁
然
と
三
分
し
た
二
者
対
応
の
二
語
で
は
な

く
、
活
用
型
を
異
に
す
る
動
詞
の
用
法
上
の
対
応
と
な
り
、
相
対
的
な

″自
他
″
で
あ
る
。
そ
れ
を
象
徴
的
に
示
す
の
が
六
段
図
で
あ
り

（↓
第
二
部
第
二
章
第
二
節
）、
対
置
語
の
意
義
規
定
の
対
応
で
あ
る

（↓
第
二
部
第
一
一章
第
二

・
四
節
）。

春
庭
の
語
学
は
、
『詞
八
衛
』
も

『詞
通
路
』
も
父
宣
長
の
諸
著
作
に
多
く
の
影
響
を
承
け
、
『詞
八
衛
』
は
動
詞
活
用
の
種
々
相
を
徹

底
し
て
五
十
音
図
を
も

っ
て
整
理
の
規
準
と
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
『詞
通
路
』
は

″自
他
″
を
相
対
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
た
と
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こ
ろ
に
、
言
い
替
え
れ
ば

一
語
基
の
活
用
型
を
異
に
す
る
複
数
の
動
詞
の
種
々
の
用
法
、
即
ち

″格
″
に
よ
る
動
詞
の
用
法
の
種
々
相
を

も

っ
て

″自
他
″
と
捉
え
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

更
に
い
う
な
ら
ば
、
春
庭
の
語
学
研
究
は
宣
長
の
語
学
研
究
の
最
初
の
成
果
と
見
倣
さ
れ
る

『
て
に
を
は
紐
鏡
』
の

″活
用
″
と

″自

他
″
の
記
述
が
そ
の
出
発
点
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
春
庭
に
は
、
『詞
八
衛
』
『詞
通
路
』
と
し
て
公
の
も
の
と
な

っ
た
自
他
、
活
用
の
問
題
、
関
連
し
て
兼
用
、
延
言
、
約
言
の
間

題
の
ほ
か
に
も
所
謂

「副
用
言
」
や

「助
詞
」
の
問
題
ま
で
を
視
野
に
収
め
て
語
法
全
般
に
わ
た
る
壮
大
な
研
究
意
図
を
持

っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
資
料
が
あ
る
。
確
か
に

『詞
通
路
』
の
後
半
に
は

「
八
衛
学
習
法
」
な
ど
に
言
及
す
る
こ
と
が
あ

っ
て
、
い
か
に
も
研
究
は
終

わ

っ
た
か
の
観
が
あ
る
が
、
本
居
宣
長
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
多
く
の
雑
稿
残
篇
、
例
え
ば
「歌
の
詞
の
カ
ー
ド
」
Ｔ
一の
四
三
）
、
「詞
の

カ
ー
ド
」
會
一の
四
五
）
、
「拾
遺
の
詞
の
カ
ー
ド
外
」
會
一の
五
〇
）
、
ど
中
詞
の
カ
ー
ド
」
曾
一の
六
三
）
の
彩
し
い
数
量
の

「
カ
ー
ド
」
と

「抜
き
書
き
帳
」
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
本
書
冒
頭
で

「本
書
で
扱
わ
な
い
資
料
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
次
の
よ
う
な
語
が
書
か
れ
て
い
る
。

「歌
の
詞
の
カ
ー
ド
」
詞
花
集
の

一
束
、
四
十
四
枚
の
カ
ー
ド
か
ら
順
に
抜
き
出
す
と

「あ
や
な
、
さ
も
、
し
る
し
、
な
か
ノ
＜
ヽ
、
さ
、

い
と
ゝ
し
く
、
今
、
あ
や
な
く
、
そ
ら
、
し
も
、
し
も
、
い
つ
ち
、
い
た
く
、
や
か
て
、
さ
へ
、
あ

ハ
れ
、
た
め
、
い
た
く
、
や
か
て
、

は
か
り
、
な
か
ノ
ぐ
、
、
さ
へ
、
し
る
き
、
い
つ
し
か
、
あ
ち
き
な
く
、
物
ゆ
ゑ
、
し
も
、
い
よ
′
ぐ
ヽ
、
さ
へ
、
さ
、
さ
ら
ノ
ぐ
ヽ
、
さ
す
か
、

物
ゆ
ゑ
、
さ
、
よ
し
、
さ
、
か
し
、
さ
、
さ
す
か
、
さ
、
ま
た
、
あ

ハ
れ
、
や
か
て
、
そ
ら
」
で
あ
る
。
「詞
の
カ
ー
ド
」
「拾
遺
の
詞
の

カ
ー
ド
外
」
♂
ｍ
詞
の
カ
ー
ド
」
の
カ
ー
ド
も
事
情
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
「
い
つ
ち
、
さ
へ
、
た
め
、
い
ま
」
「物
か
ら
、
の
み
、
た
に
、
い
か

て
、
さ
へ
、
う
ち
、
猶
、
い
と
、
ま
た
」
「
の
み
、
い
さ
、
い
つ
こ
、
た
に
、
物
ゆ
え
、
い
と
ゝ
、
あ
や
な
、
な
く
、
ら
く
、
か
に
、
た

め
、
こ
ゝ
ら
、
か
ら
、
あ
や
な
く
、
い
ま
た
、
い
ま
、
は
か
り
、
か
つ
、
い
か
に
し
て
、
こ
と
な
ら
ハ
、
い
ま
ノ
ゝ
、
ま
く
」
な
ど
が
見



ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
語
が
活
用
、
自
他
、
兼
言
、
延
言
、
約
言
に
関
わ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

右
の
資
料
を
も
っ
て
春
庭
の
語
学
研
究
が
語
法
全
般
に
及
ぶ
こ
と
の
証
左
と
な
る
な
ら
、
文
政
十
二
年
の

『詞
通
路
』
出
版
を
さ
え
見

ず
し
て
没
し
た
春
庭
に
は
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「歌
の
詞
の
カ
ー
ド
」
の
標
題
に
い
う

「文
化
六
年
」
は

『詞
八
衛
』
版
行
の
翌
年
で
あ
る
。
見
て
き
た
よ
う
に

『詞
八
衛
』
と

『詞
通
路
』
と
は

一
体
の
研
究
と
言

っ
て
よ
い

が
、
「副
用
言
」
や

「助
詞
」
の
研
究
は
そ
れ
と
は
か
な
り
距
離
が
あ
る
。
『詞
八
衛
』
に
比
し
て

『詞
通
路
』
の
版
行
が
異
常
に
遅
れ
た

の
は
、
あ
る
い
は
こ
の
研
究
に
関
わ
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
春
庭
が
語
学
研
究
に
本
格
的
に
着
手
し
た
の
は
寛
政
十
二

年

〈
一
八
〇
〇
〉
、
『詞
八
衛
』
の
成
立
は
文
化
三
年

〈
一
八
〇
六
〉
、
『詞
通
路
』
の
成
立
は
文
政
十

一
年

〈
一
八
二
八
〉
で
あ
る
。

本
居
春
庭
、
文
政
十

一
年
十

一
月
七
日
没
、
六
十
六
歳
。

〔注
〕

１
　
「歌
の
詞
の
カ
ー
ド
」
と
称
さ
れ
る
資
料
に
は
「文
化
六
年
四
月
九
日
　
後
拾
遺
集
」
と
標
題
す
る
半
紙
四
ツ
折
横
仮
綴
本
と
後
拾
遺
・金
葉
・

詞
花

。
千
載
。
新
古
今
の
各
歌
集
か
ら
語
を
書
き
抜
い
た
カ
ー
ド
が
収
ま
る
。
前
者
に
は
後
拾
遺
。
金
葉
・
詞
花
。
千
載
。
新
古
今
か
ら
の
語
を

含
む
歌
の
一
部
が
列
挙
さ
れ
、
後
者
に
は
歌
の
一
句
と
関
係
す
る
語
が
書
か
れ
て
い
る
。
例
を
詞
花
集
に
と
っ
て
幾
つ
か
例
を
挙
げ
る
と
、

抜
き
書
き
帳

（八
例
）

（
マ
マ
）

①

一
ノ
ニ
オ
　
　
　
雪
消
ハ
え
く
の
若
菜
も
つ
む
へ
き
に

（
マ
マ
）

（②
一
ノ
七
オ
　
　
　
ほ
た
ん
を
と
め
る
　
さ
き
て
よ
り
云
々

③
ニ
ノ
ニ
ウ
　
　
　
五
月
雨
の
日
を
ふ
る
ま
ゝ
に
鈴
鹿
川
や
そ
せ
の
浪
そ
音
ま
さ
り
け
る

カ
ー
ド

（四
四
例
）

⑦
詞

一
ノ

一　
　
　
た
ま
さ
か
に
　
　
　
あ
や
な

（た
ま
さ
か
に
わ
が
待
ち
え
た
る
う
ぐ
ひ
す
の
初
音
を
あ
や
な
人
や
き
く
ら
む
　
　
　
一
〓
一
こ
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④
詞

一
ノ
三
ウ
　
　
し
ら
雲
ハ
　
　
　
　
さ
も

（自
雲
は
さ
も
立
た
ば
た
て
く
れ
な
ゐ
の
い
ま
ひ
と
し
ほ
を
君
し
染
む
れ
ば

②
詞

一
ノ
三
ウ
　
　
白
雲
と
　
　
　
　
　
し
る
し

（白
雲
と
み
ゆ
る
に
し
る
し
み
吉
野
の
吉
野
の
山
の
花
ざ
か
り
か
も
　
　
　
一

で
あ
る
が
、
い
ま
問
題
と
な
る
の
は
カ
ー
ド
の
下
部
に
書
か
れ
る

「あ
や
な
、
さ
も
、

古
典
文
学
大
系
』
（岩
波
書
店
）
の
本
文
に
照
ら
し
て
の
こ
と
、
⑦
一Ｏ
②
の
括
弧
内
は

三

二
五

）

一
一
一
エハ
）

じ
る
し
」
で
あ
る
。
（①
②
の

「
マ
マ
」
と
は

『新
日
本

「岩
波
新
大
系
」
に
よ
る
そ
の
語
を
含
む
歌
、
引
用
文
下

部
の
漢
数
字
は
ペ
ー
ジ
）
。

な
お
、
右
の

「抜
き
書
き
帳
」
と

「
カ
ー
ド
」
の
間
に
は
直
接
的
な
、
例
え
ば
カ
ー
ド
か
ら
書
き
写
し
て

「抜
き
書
き
帳
」
が
出
来
た
と
い
う

よ
う
な
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。

２
　
注
１
。

○
第
六
章
は
、
本
書
の
書
き
下
し
で
あ
る
。



お

わ

フ
」

初
め
て
本
居
宣
長
記
念
館
を
訪
ね
た
の
は
昭
和
四
十
九
年
四
月
の
二
日
で
あ

っ
た
。
暑
い
松
阪
で
あ
っ
た
ょ
う
な
記
憶
が
あ
る
。
閲
覧

を
お
願
い
し
た
の
は
、
た
し
か

『活
用
言
の
冊
子
』
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
毎
年
の
よ
う
に
、
と
き
に
三
度
三
度
と
訪
ね
、
そ
の
間
、
山

田
勘
蔵
、
中
西
動
、
小
泉
祐
次
、
高
岡
庸
治
の
歴
代
館
長
、
研
究
員
の
問

清
、
高
倉

一
紀
、
木
下
泰
典
、
吉
田
悦
之
、
鈴
木
香
織
の
皆
さ

ん
に
は

一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な

っ
た
。
本
書
が
成
る
に
あ
た
っ
て
、
第

一
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

記
念
館
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
今
は
亡
き
足
立
巻

一
氏
の
お
手
紙
で
あ

っ
た
。
『詞
八
衛
』
の
成
立
に
関
す
る
通
説
に
飽
き
足
ら
ぬ
も

の
を
感
じ
て
い
て
、
足
立
氏
の

「
『活
用
言
の
冊
子
』
か
ら

『詞
八
衛
』

へ
」
翁
本
居
宣
長
全
集
』
月
報

第
五
巻
附
録
）
を
読
ん
で
、
大

袈
裟
な
表
現
に
は
な
る
が
、
ま
さ
に
天
の
啓
示
を
受
け
た
よ
う
な
気
が
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
戸
の
詩
誌

『天
枠
』
の

「や
ち
ま
た
」
掲

載
の
す
べ
て
の
号
を
送

っ
て
く
だ
さ
り
、
近
く

一
書

（『や
ち
ま
た
』
上
下

河
出
董
房
新
社
）
と
成
す
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ

の
頃
、
大
学

（富
山
大
学
）
に
勤
め
て
い
て
、
い
さ
さ
か
の
時
間
の
余
裕
が
も
て
る
よ
う
に
な
っ
て
、
柴
田
常
昭

『詞
つ
か
ひ
』
を
所
蔵

す
る
国
立
国
会
図
書
館
を
訪
ね
た
の
が
昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十
七
日
で
あ

っ
た
。
『詞
つ
か
ひ
』
を
見
た
の
は
こ
の
日
が
最
初
で
、
当
時

ま
だ

一
般
書
と
し
て
扱
わ
れ
閲
覧
に
制
約
も
な
く
館
外
借
り
出
し
も
出
来
た
。
以
来
、
幾
つ
か

『詞
つ
か
ひ
』
関
係
の
論
文
を
発
表
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
足
立
氏
と
は
文
通
が
多
く
、
お
目
に
か
か
っ
た
の
は

「鈴
木
眼
学
会
」
（昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
）
の
ご
講
演
を
お
聴

き
し
、
帰
路
名
古
屋
か
ら
京
都
ま
で
の
新
幹
線
で
ご

一
緒
し
た
と
き
が
最
初
で
最
後
で
あ
っ
た
。
最
後
の
賀
状
と
な
っ
た

「春
庭
の
語
学
、

５７３
　
お
願
い
し
ま
す
」
二

九
八
五

元
旦
）
の
お
言
葉
に
、
本
書
が
応
え
得
た
か
、
性
泥
た
る
も
の
が
あ
る
。
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本
書
は
大
筋
に
お
い
て
末
尾
に

一
覧
と
し
た
既
発
表
論
文
に
よ
っ
て
成
る
が
、
多
く
は
全
体
の
統

一
の
た
め
に
手
を
加
え
、
新
た
に
稿

を
成
し
た
。
と
き
に
、
発
表
時
と
表
記
や
数
値
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
の
は
今
回
の
整
理
の
方
針
に
よ
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め

て
不
統

一
の
個
所
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
『詞

つ
か
ひ
』
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
を
載
せ
て
は
余
り
に
大
部
に
な
る
た
め
、
『春
庭
の
語

学
研
究
』
と
し
て
整
え
る
た
め
に
必
要
な
部
分
の
み
と
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
続
編
と
し
て

『常
昭
の
語
学
研
究
』
を
考
え
て
い
る
。

本
書
は

『詞
通
路
』
の
、
特
に

″自
他
″
研
究
の
成
立
過
程
を
中
心
と
し
た
の
で
、
『詞
八
衝
』
に
つ
い
て
は
述
べ
る
べ
き
多
く
の
こ
と
を

残
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
宣
長
の
諸
著
作
に
見
ら
れ
る
語
法
に
関
す
る
記
述
を
改
め
て
調
べ
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う

が
、
い
ま
は
本
書
を
以
て

一
応
の
区
切
り
と
し
た
い
。
『詞
通
路
』
も
、
中
巻
の

「詞
の
兼
用
の
事
」
「詞
の
延
約
の
事
」
、
下
巻
の

「詞
て

に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
を
除
く
後
半
は
全
く
扱

っ
て
い
な
い
。
そ
の
点
、
書
名

『春
庭
の
語
学
研
究
』
に
恥
じ
る
。

本
書
が
成
る
の
は
偏
に
甲
南
女
子
大
学
教
授

西
田
直
敏
氏
に
よ
る
。
西
田
氏
と
は
、
氏
が
北
海
道
大
学
に
赴
任
な
さ
っ
た
昭
和
四
十
年

以
来
、
当
時
高
校
の
教
師
を
し
て
い
た
私
に
学
会
発
表
や
論
文
の
発
表
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
り
公
募
の
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

公
私
と
も
に
親
し
く
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
書
の
出
版
も
、
氏
の
紹
介
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。
併
せ
て
、
面
倒
な
出
版
を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
和
泉
書
院
の
廣
橋
研
三
氏
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

大
学
時
代
の
恩
師
、
亡
き
風
巻
景
紺
郎
先
生
、
五
十
嵐
二
郎
先
生
に
本
書
を
以
て
謝
恩
の
微
意
を
捧
げ
た
い
。
ま
た
、
野
田
壽
雄
先
生

に
は
何
時
も
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。

な
お
、
本
書
の
原
稿
は
平
成
四
年
の
夏
に
成
り
、
以
来
、
部
分
的
な
訂
正
に
終
始
し
た
の
で
、
そ
の
後
発
表
さ
れ
た
関
係
諸
論
考
は
注

に
記
す
に
と
ど
め
た
。

本
書
は
平
成
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

「研
究
成
果
公
開
促
進
費
」
（文
部
省
）
の
交
付
を
受
け
て
の
出
版
で
あ
る
。

平
成
七
年

一
月
七
日



既
発
表
関
係
論
文

Ｉ
　
払岬
　
　
　
文

［１
］
昭
和
五

一
年
二
月

［２
］
昭
和
五

一
年
四
月

［３
］
昭
和
五

一
年
八
月

［４
］
昭
和
五
二
年
八
月

［５
］
昭
和
五
四
年
二
月

［６
］
昭
和
五
四
年
八
月

［７
］
昭
和
五
六
年
四
月

『活
用
言
の
冊
子
』
成
立
と

『詞
つ
か
ひ
』

『野
田
壽
雄
教
授
退
官
記
念
論
文
集
　
日
本
文
学
新
見

・
研
究
と
資
料
』
　

笠
間
書
院

『詞
つ
か
ひ
』
の
文
法
体
系
―
そ
の
文
法
用
語
を
中
心
に
し
て
―

『国
語
と
国
文
学
』
第
六
二
六
号
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

『詞
つ
か
ひ
』
成
立
試
論
―
主
と
し
て

「常
補
巻
」
後
期
挿
入
の
問
題
―

「国
語
国
文
研
究
』
第
五
六
号
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会

活
用
研
究
史
上
に
お
け
る

『詞
つ
か
ひ
』
―
所
属
例
語
を
中
心
に
―

『国
語
国
文
研
究
』
第
五
八
号
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会

『詞
つ
か
ひ
』
の
天
語

。
地
語
、
春
語

・
秋
語

『国
語
国
文
研
究
』
第
六

一
号
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会

所
語

。
有
語

。
令
語
の
論
―

『詞
つ
か
ひ
』
の
活
用
体
系
―

『文
莫
』
第
四
号
　
鈴
木
眼
学
会

『詞
の
八
衝
』
の
未
発
表
草
稿

一
つ

『五
十
嵐
二
郎
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
　
北
海
道
の
こ
と
ば
』
（北
海
道
方
言
研
究
会
叢

書
第
３
巻
）

北
海
道
方
言
研
究
会



［８
］
昭
和
五
七
年
四
月

［９
］
昭
和
五
八
年
八
月

［１０
］
昭
和
六
〇
年
二
月

［Ｈ
］
昭
和
六

一
年
三
月

［‐２
］
昭
和
六

一
年
二
月

［・３
］
昭
和
六
二
年
四
月

［‐４
］
平
成

元

年
九
月

［・５
］
平
成

二
一
年
七
月

Ⅱ
　
翻
刻
と
注
記

［１
］
昭
和
五
二
年
二
月

［２
］
昭
和
五
三
年
三
月

「
お
の
づ
か
ら
然
る
」
と

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
―

『詞
通
路
』
の

″自
他
″
―

『国
語
と
国
文
学
』
第
六
九
八
号
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

自
他
詞
の
意
義
規
定
―

『詞
通
路
』
自
他
の
体
系
化
―

『国
語
国
文
研
究
』
第
七
〇
号
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会

「詞
の
カ
ー
ド
」
と

「自
他
」
と

「草
稿
」
と
―

『詞
通
路
』
の
成
立
過
程
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
三
号
　
富
山
大
学
教
育
学
部

「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
の
草
稿
―
詞
通
路

″文
構
造
″
研
究
の
過
程
―

『鈴
屋
学
会
報
』
第
二
号
　
鈴
屋
学
会

「詞
て
に
を
は
の
か
ゝ
る
所
の
事
」
の
成
立
―
詞
通
路

″文
構
造
″
研
究
の
草
稿
―

『国
語
国
文
研
究
』
第
七
五
号
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会

自
動
詞
と
他
動
詞
―
春
庭
の
自
他
―

『国
文
法
講
座
２
　
古
典
解
釈
と
文
法
―
活
用
語
』
　

明
治
書
院

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ヽ
」
は

″自
発
″
か
―

『詞
通
路
』
自
他
詞
六
段
図
の
構
造
―

「国
語
国
文
研
究
』
第
八
三
号
　
北
海
道
大
学
国
文
学
会

「詞
八
衛
」
と

「通
路
資
料
」
と

「詞
の
カ
ー
ド
」
と
―

『詞
通
路
』
自
他
詞
の
成
立
過
程
―

『鈴
屋
学
会
報
』
第
八
号
　
鈴
屋
学
会

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
廿
六
巻

。
第
廿
七
巻
、
形
容
詞
の
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
五
号
　
富
山
大
学
教
育
学
部

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
凡
例
の
第

一
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
六
号
　
一昌
山
大
学
教
育
学
部



［３
］
昭
和
五
四
年
二
月

［４
］
昭
和
五
五
年
三
月

［５
］
昭
和
五
六
年
三
月

［６
］
昭
和
五
七
年
二
月

［７
］
昭
和
五
八
年
二
月

［８
］
昭
和
五
九
年
三
月

Ⅲ
　
童
日　
　
　
評

［１
］
昭
和
五
九
年
九
月

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
壱
の
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
七
号
　
一昌
山
大
学
教
育
学
部

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
十
六
巻
の
下
～
第
廿

〔三
〕
四
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
八
号
　
富
山
大
学
教
育
学
部

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
十
二
巻
～
第
十
六
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
九
号
　
富
山
大
学
教
育
学
部

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
二
の
巻
～
第
四
の
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
〇
号
　
一昌
山
大
学
教
育
学
部

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
五
巻
～
七
の
巻
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三

一
号
　
富
山
大
学
教
育
学
部

詞
つ
か
ひ

（詞
の
小
車
）
翻
刻
と
注
記
―
第
八
の
巻
～
十

一
の
ま
き
―

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
二
号
　
一昌
山
大
学
教
育
学
部

書
評
　
尾
崎
知
光

『国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』
（昭
和
五
十
八
年
十

一
月
刊
　
明
治
書
院
）

『国
語
と
国
文
学
』
第
七
二
八
号
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会



「る。らるJ派生形→「す。さす」派生形

355  369  373

例語 (刊本詞八衛)

51  79

例語 (初稿本詞八衛)

例語 (詞 つかひ)  78
例語 (活用言の冊子)

fr疇鴇″」 (干」本詞八衛 )

例語排列 (初稿本詞八衝)

330  340

400  420  427

58  61

例語排列 (活用言の冊子)

令 。令語→所 。所語、有 。有語

30

連文節

連用形        22 27
『連理秘抄』

六段図 (刊本詞通路)

254  284  292  316  319

六段図 (成稿本詞通路)284 292
六段図 (初稿本詞通路)

284  292  316

六段図 (初稿本詞通路紙背) 274
六段図の体系

「和歌のカード」 (三の六四・文構造 )

467  477  489  498

『和語説略図』 (東条義門) 154

「倭語通音」 (谷川士清『日本書紀通証』)

42  163
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百田 』

派生形→単純形

宣長日記      3 4 5 6 210

は  行

*橋本進吉→『国語法要説』『国語法体系

弓|(v)

54  78  207  550

『御消息集』           216
*水野清            198
未然形             84
*三井高蔭           169
むねと                      488
命令形・下知        47 188
*本居大平→『御国詞活用抄』 (大平本)

15  169

『本居家寄贈品目録』

10  104  297  379  418  454  503

『本居家新規寄贈品目録』      9
*本居清造→「活用言の冊子御国詞活用

抄の研究」          9
『本居宣長稿本全集』 (本居清造編) 8
『本居春庭』 (山 田勘蔵)      8
*本居弥生            9
紋付着用許可願書 (春庭翁内願書 )

7  10

や  行

『やちまた』 (足立巻―)    8 417
「やちまた不用」 (三の六二)

52  104  106  140

「やちまた例語草稿」 (三の六―)

118  126  140  145

「やちまた例語草稿二」 (三の五三)

135  139  146

*山 田勘蔵→『本居春庭』  128 130
*山 田孝雄→『日本文法論』『日本文法学

概論』『日本国語法講義』『国語学史』

319  346

有 。有語→所 。所語、令・令語

30  184  188

用 。用語            28
四種の活の図

15  41  43  535  544  547

*横井千秋           169
「装図」 (富士谷成章)    152 154

500

181

186  188  291  296  319  426

「(波)中 二段 (初頭の題名 )」 (三の五三 )

→「やちまた例語草稿二J(「例語草

稿二J)

「春庭宛宣長書簡J

春庭関係年譜

半令→本令         185
筆跡         542 548
『紐鏡』→『てにをは紐鏡』

「品詞のカードJ(三 の六三)   569
複語尾           48 267

・ 福島邦道            32
副用言             569
*富士谷成章→『あゆひ抄』『かざし抄』

「装図」        152 154
*古田東朔         155 160
文節           471 478
変格活用           37 39
『保元物語』           216
『法華修法一百座聞書抄』     215
本語     23 29 190 192 195
本令→半令           185

ま  行

*前田孝夫    297 349 439 542
枕詞            459 495
「万葉集書抜J           lo
『万葉集疑問』   27 169 198 210
「万葉集語彙」          lo
『万葉集玉の小琴』        555
『万葉集問答』          160
『御国辞活用鏡』 54 73 78 207 550
『御国詞活用抄』 (岩崎文庫本)  550
『御国詞活用抄』 (大平本)



(iv)

所相

『続紀歴朝詔詞解』

所動詞

「す。さすJ派生形→

272  299  337

対置語 (刊本詞通路 )

350  390  397

対置語 (成稿本詞通路 )

358  390  397

対置語 (初稿本詞通路 )

383  390  397

対置語 (「 自他J)

380  390  397

対置語 (鳴司のカード」)

397

対置語 (「 自他草稿」)

390  404

対置語と六段図

多音節語→単音節語

*竹田純太郎

*田 中道麿

「田中道麿宛宣長書簡」

道麿書入

他筆書入

『玉あられ』

単音節語→多音節語

350  415  441

259  299  301

401  408  441

299

401  408  441

299  305

401  408  441

305

401  408  441

401  407  441

407  409  441

444  447

23  82

163

207  210

210

209

209

160  553  556

23  82

346

28  556

249

「る。らるJ派生形

114  325

355  369  373  400  420  427

『鈴木脹』     32 89 158 172
*鈴木膿→『活語断続図説』『活語断続譜』

『言語四種論』『活語活用格』

15  23  48  169

「千家俊信宛宣長書簡」      169
「草稿本J(文構造)454 461 465 498
『増補本居宣長全集』 (吉川弘文館版)

416  504

体・体語      28 81 193 195
対置語 (上下対置語 。自他対置語・同意

対置語)

断止

単純形→派生形

188  291  296  319  324

直接受身→間接受身     331 344
直接修飾       457 470 476
「つけ木」          408 449
『てにをは紐鏡』 (『紐鏡』)24 30 44

152  159  182  186  551  569

天語 。地語→春語 。秋語   187 199
「同意草稿」 (三の二七)     391
同音連結 491

同語形異意義        350 358
*富樫広蔭→「詞通路離誤抄出J  10
*時枝誠記→『国語学史』『日本文法口語

篇』 157  500

中二段
*中根粛治

*中村朱美

41  531

165

222  566

『日本国語法講義』 (山 田孝雄)  246
『日本語動詞述語文の研究』 (森 山卓郎 )

348

『日本語のシンタクスと意味 I』 (寺村秀

夫)             348
『日本文典』 (中根淑)      226
『日本文法学概論』 (山 田孝雄)234 266
『日本文法 国語篇』 (時枝誠記) 250
『日本文法論』 (金沢庄二郎)   230
『日本文法論』 (山 田孝雄)  246 349
『日本文法論』 (吉岡郷甫)    230
能動詞             249
*野村剛史           349
宣長書入→『詞つかひ』宣長書入  209
宣長遺言書         10 567
宣長書簡

→柴田常昭宛
→千家俊信宛
→田中道麿宛
→春庭宛

宣長書目            170

行

行



『詞通路』 (刊本・文構造)  454 498
「詞のかよひ路下巻」 (二の三二)→ 「草

稿本」

「詞通路J(原初稿本 。文構造)482 492
「詞通路稿」 (文構造)

462  477  485  498

「詞の通路草稿J(三の五七)   507
「詞の通路草稿J(三の六〇)→「自他草

稿」

「詞の通路草稿」 (三の六―)→「やちま

た例語草稿J(「例語草稿」)

「詞通路離誤抄出」   471 473 482
『詞玉緒』 (『玉緒』)

154  159  211  500

「ことばの表 (自他)」 (三の二八)→

の表」

「詞の表J(六段図)

284  287  290  316  324

『詞八衛』 lT」本)     13 99
『詞八衝』 (初稿本)

33  39  44  99

「詞八衛J(原初稿本)

「詞八衛 残欠本J(「残欠本J)

46  107  118  128

「詞八衛 浄書稿J(「浄書稿」)

46  107  118  128  131

「語法上の雑稿」 (三の五五 )

*権田直助→「自他語格捷見図J

133

133

506

215

191語の本主

弓|(lii)

自言 。他言           227
自語・故語           189
然格・為格           189
自動詞・他動詞 (自 動・他動)

189  223  226  228

230  235  243  245  247  249  250

自動性 。他動性         241
自動態 。他動態         243
自然・使然            550

「自他」(三の二六)118 303 379 398
「自他 (か よひち草稿)」 (三の二六)→「自

他」

「自他詞資料一J(三の三四)

419  422  434

「自他詞資料二J(三の三二)

421  422  428

「自他草稿J(三の六〇)

22  303  404  441  449  536  562

「自他語格捷見図」(権田直助『語学自在』)

使動→使役

自発

261

326

333

*柴日常昭→『詞つかひ』 (『詞の小車』)

23  27  165  169

「柴田常昭宛宣長書簡J    166 211
*芝原春房         165 170

『紫文訳解』           555
『沙石集』            216
「拾遺の詞のカー ド外J(三の五〇)569
春語 。秋語→天語 。地語 86 187 199
『小学日本文典』 (田 中義廉)   223
『正三位物かたり』        170
『性霊集』            216
証例 (刊本詞八衛)91 99 1o6 108
証例 (初稿本詞八衛 )

99  101  106  108

証例 (や ちまた不用)      lo5
証例 (詞つかひ)        loo
助詞              569
助動詞             48
所 。所語→有・有語、令・令語

30  183  188
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26  29  81

Ⅲ小林好日→『国語国文法要義』

319  324

さ  行

*阪倉篤義 163  199
*佐久間鼎→『現代日本語の表現と語法』

319  326  346

326  346

44  115  188  315

523  544  551  557

557

548  550  558  569

使役→使動

自他

376  521

自他と延約

自他 と活用  532



(li)

活用型の名称           83
活用型排列 (刊本詞八衡)   18 21
活用型排列 (初稿本詞八衛)  34 37
活用型排列 (活用言の冊子)    23
『活用言の冊子』         25

30  73  99  159  200  205  210

「活用言の冊子御国詞活用抄の研究」 (本

『高等日本文法』 (三矢重松)   230
『広日本文典』 (大槻文彦)  228 235
首 (か うべ)  26 29 70 83 174
『語学指南』 (佐藤誠実)     227
『語学新書』 (鶴峯戊申)     228
言雪善彗                   279  284  297

『古今集遠鏡』          500
『国語学史』 (時枝誠記) 88 153 271
『国語学史』 (山 田孝雄)   88 151
『国語学史の基礎的研究』 (尾崎知光 )

48  349  376

『国語学書目解題』 (赤堀又次郎) 171
『国語国文法要義』 (4ヽ林好日)245 269
『国語における自動詞と他動詞』 (島 田昌

彦 ) 252  349  376

『国語法査説』 (徳田浄)     243
『国語法体系論』 (橋本進吉)   501

居清造)

「活用抄目録」

上二段

32  88  209

83

42  527  531

「通路下巻冒頭草稿J(三の五六・文構造 )

460  465  498  507  538

「かよひ路資料 (そ の一)J(三の四七)

344  504

「かよひ路資料 (そ の二)J(三 の四八 )

345  505

「かよひ路資料 (そ の三)J(三の四九)

97

「かよひ路自他草稿」 (三の二七)→「同

意草稿」          118
「かよひち草稿 (自他)J(三 の三一)503
漢籍訓          112 114
*川村正雄           169

『漢字三音考』       160 199
間接受身→直接受身     340 344
間接修飾          457 484
逆行間接修飾          457
車 (く るま)      26 29 53

70  72  83  175  178  180  195

形容詞             191
形容詞の「しJ       193 195
『言語四種論』          23
『源氏物語J           312
『現代語法序説―シンタクスの試み―』

(三上章)         249
『現代日本語の表現と語法』 (佐久間鼎)

246  270

「兼用 (か よひ路資料)J(三の三三)→「自

他詞資料二」

「兼用の部草稿類 (か よひ路資料)J(三の

三四)→「自他詞資料一J

兼用・延約         532 569

『国語法要説』 (橋本進吉)

『国書総目録』

『古事記伝』

94

五十音

こその結び

*後藤一 日

『詞つかひ』

『言司つかひ』

77  80

『言司つかひ』

『言司つかひ』

『言可つかひ』

113  159  554  556

15  51  74

32

(京都大学所蔵)

(柴田常昭)  23 70
159  163  165  197

宣長書入    178
第一次例語 205 207
第二次例語

198

82  85  205  206

『詞の小車』→『詞つかひ』 (柴田常昭 )

157  168

「詞のカー ド」 (三の四四 )

395  398  428  432

「詞のカー ドJ(三の四五)    569
「 ことばのカー ド外」 (三の四四)→「詞

のカー ド」          504
「詞のカー ドJ(三の六二)→ 「やちまた

不用J(「不用コ)

「詞の通路関係草稿」 (三の五一 )

22  506



春庭の語学研究 索引

○項目は原則として五十音順に配列し、同類の項目は

連続して配置する。

○人名には *を付し、書名には『 』、資料名には「 J
を付す。

○特に関係のある項目を → をもって指示する。

内外→裏表         220 556
裏表→内外         220 556
『江戸の国語学者たち』 (杉本つとむ)32
*大久保正           172
*大槻文彦→『広日本文典』   346
*大野晋            212

『大祓詞後釈』       160 555
*尾崎知光→『国語学史の基礎的研究』

32  48  76  149

157  199  212  318  417  543

か  行

『改撰標準 日本文法』 (松下大三郎 )

係結            458
「書 きぬき物」

格 (ガ格 。ヲ格・ 二格 )

314  325  330  340  346

囲み

『かざし抄』 (富士谷成章)→『あゆひ抄』

219

『活語活用格』 (鈴木眼旧蔵本 )

77  80  550

『活語四等耕』 (黒河春村)  263 269
『活語断続図説』 (鈴木膿)  77 156
『活語断続譜』 (鈴木眼)      15

23  48  77  84  152  154  155

「活語 トマ リノモジノ説 J

83  168  170  211

*青木伶子

足掻 (あ がき)  29
『吾妻問答』

*足立巻一→『やちまた』

76  88  105

『あゆひ抄』 (富士谷成章 )

「装図」

意義規定

310  312  354

意義規定 (刊本詞通路)

意義規定 (成稿本詞通路 )

意義規定 (「 自他J)

305  307

意義規定 (「 自他草稿J)

336

*石塚龍麿

『石上私淑言』

―字一音仮名表記

『一遍上人語録』
F一歩』

「五十聯音」 (賀茂真淵

意味連結

入子型構造

受身

348

176  178  180

216

131  149  156

→『か ざ し抄』

152  155  219

288  298  304

365  367  557

300  353

363

341  389  412

408  415  447

169  210

27

114  116

216

217

238

495

9

310

354

465

甲
南
女
子
大
学
図
書
館

『語意考』)

42

331

「歌の詞のカード」 (三 の四三)
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